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一 萬 入 千 坪、 素 

らさる も 

日に 至る 

る處 なり。 

實 際に 斯道 

^又 



あ 

-今 

力 

-1 

る 

て、 



仁 

ォ 



糸 

ネ 



の 

新 

力 

百 



を 

余 



な り。 現 

場 長 時代 



先 

ま 



場 



を 

け 



1 > 



より 迄 

輩の 指 

で 系統 



の 泰斗 

畏に代 



^たる 



學 

，、rcr 

An 



と 



と L 



り 



を覺ゅ 

たる 處 



て 

な 



余 が 管 

設 置 せ 

才の佘 

同僚の 

研 化プ す 

て、 吾人 

其 指導 

. 一 一 し て • 



り 



る 

ooooo oooo 

餘頁 は：！： 學士の S 蓄 



な 

r 

の爲に 寄贈せられ たる 



ものな り。 元來 分類に 關 する 學說の 如き 頗ろ區 々として. 流 

1 せられた る ことな く、 其 品種の 改，： ^に關 する 學 說、 殊 に 其 實 

驗に關 して は 同 學士を 除きて は具體 的に 研究せ る ものな く、 

從っ て 著お II に 於て 發 表せる もの 殆んど 見 ざり し に、.^ にも 本 

^に 於て 其 研究の 一 端を發 表する の 機會を 得た る は、 獨 り 著 

ぁ の 幸福と する のみに あらざる なり。 若し 夫 れ. 本 書に して 

世人の 注意 を^く もの あらん か、 盖 し 同 學士の 賜なる べし。 

木^ は總 論. 各 論. 雜 論 の 三部に 分 ち、 上 卷 には總 論 及び 各 論 の 

中、 仁 菜 g, 核 果類を 揭げ、 下 卷には 準仁果 類 4 水 果 類. 榖 果颜の 各 
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富 樫 常 治謹識 



序に 代へ て 

富 樫 常 治 君 は 汆が十 年 以来の 相識に し て、 咋 夏來 偶然 同 卓の 

間柄， こなれ り。 君 は 神 奈川縣 立 農事 試驗 場に て園藝 部を擔 

當 さる A こと 十 有 六 年、 果 榭に關 して は 特に 研究 を 積 ま れ た 

る もの 多し。 這 囘君は 裳 華 房 主人の 請 を 容 れ て 果樹 圜藝書 

の 著述に 着手 せらる A に當 て 、余 に 計る に 共に 執筆 せんこと 

を 以てせり。 余 は 未だ 淺學 にして 實 地の 經驗に 乏しき を以 

て、 之 を 辭 して 單に 序文に 代 ゆるの 意味 を 以て 總論を もの 

づる ： と ，こ せ り。 

蓋 し 果 樹 總 論に 關 して は 先輩 諸彦 の 完全な る 著 述 多 く、 淺 學 

なる 余の 如き 輩の 筆 を 執るべき 餘 地を存 せず。 故に 名は總 

f と S す るも實 は 一 種の 隨筆 たるに 過ぎざる なり。 之 ま で 
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序に 代へ て 

數 年 呵果 樹 栽培 上 興 味を以 て 調査せ る 事 項 及 、ぴ 輿 味 を 以て 

耽讀 せし 諸 大家の 研究 を 更に 興 4： を 以て 紙上に， はせ る： 

過ぎず。 從 つて 總論 的の 秩序 な く、 一 漏 四 章 無 &の重 3 , , ムロ 
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を 列記し たれば なり。 讀者 幸に 諒 せられん 事 を。 

大正 六 年 六月 十三 B 東海道 ニノき にて 



凡 R 

一、 本 S 中 總論は 成 可く 最近に 

て、 實 地 栽培に 從 事し 居る も 

と 欲する ものに 對し て、 指 3- 

主き を 置け る も、 亦 一 々實伊 

用 を 計れり。 殊に 分類に 關 

る 學說の 如き は、 將 來 知得せ 

幸 ひに 本書に 於て 具體 的に 

る は 全く 菊 池 學士に 置 ふ處 

一 一、 各 論 は 成 可く資 際 的なら し 

栽培に 關係 なき 事項 は 省略 

實際 上に 就いて 詳述せ り。 

凡 例 



於け る 果樹園 藝の 學理に 就き 

の は 勿論、 學術的 研究 を 試みん 

研究の 途を 開かん 爲め、 现 論に 

t 示 し、 學 理と實 地との 調和 應 

する 學 說、 果 樹 品種改良に 關す 

ざ る ベ からざる E1- 取 大要 件な り 

之れ を說 明す る の 機會を 得た 

の ものな り 

むる 檨に 心掛ける 關係上 直接 

し、 逭 ちに 杈 つて 應闬し 得べき 



1 一、 本 書 は 

字 を 用 

於て は 

理 なり。 

三、 本書 記 

は 萬 止 

向って 

れ 居る 

弱なら 

四、 本 書 各 

ては專 

故に 其 

ん も、 一 



紙数の 節約と 內 容の豐 富を圖 らん 爲め ボイ ン ト活 

之が 

紙数の も 



ひたり 



£«1 一 



む 

ざ 



ら 



た 



爲 め 

の に 



熟 讀 に不更 ある 

比し、 三 割 以上 の 



ならん も 勺 

^加 をな し 



容 に 

S る 



を 



ゾー H: 

11 一 IB. 



了 

\ィ 

土 

詳 



當 り て 

得 ざ る 

を 試み 

本に 比 

檨 努力 

風上に 

お 也. ir- 

T«K ぉブ 

の 異 る 

述 する 



ま 

17 

し- 

- 一 

ま 



成 可く 重複 を 避け、 旣に 述べ たる 事項 
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內容に 於て 又 紙数に 於ても 敢て S 

制限 せらる i 特殊の もの を 隐ぞき 

ける 栽培 を 標準と して 記述せ り。 

ひ 多少 &酌を 加 ふ ベ きこと 多 か ら 
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•nil 己の 位 置. 風 土 を 考 察 し、 其 應 用 を ら ざ らんこと を^む。 

五、 本 卞：！ に揷入 せ る揷铳 の 大 部 分 は 著者の 原 圖， 若 く は 原 影に 

か \ る ものにし て、 唯 病害 蟲に關 する 挿 畫と其 他 三 四の も 

の は 夂：： 府縣 S 事 試 驗場成 績、 若 く は 先輩の 著書より 轉寫せ 

る もの あり 

六、 本 書 を 編 す る に 當り菊 池 場 長の 常に 周到な る 注 意 を 寄せ 

ら れ、 援 助を與 へられた る は 感謝に 堪 へざる 處 なり。 又 著 

者の 奉職し つ 、ある 園藝部 員、 山 岸 鼎 • 五 味 淵 伊一 郎. 川 口 湊 

の 三 君 は 直接 接に 援. 助せられ る處 多く、 裳 華 房 野 口. 及 川 

の兩氏 は 本書の 印刷に 付き 熱心 周到なる 注意と 援助 等 を 

與 へ ら れ、 漸 やく 一 部の 完成 を 見た る は 中心より 感謝す る 

處 なり。 

大正 六 年 六月 中句 著者 識 
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第一章 農業 上 果樹 圜藝の 位置 及び 其將來 

本邦に 於け る^ 樹 栽培 業 は鞔近 漸く 發 達の 機運に 向 ひしが 如き も. 明治 二十 五六 年頃 卽ち 

ffi ゆ 以^に 於 け る采樹 栽-お たる や 實に憐 む ぺ き 狀 に し て、 或 る 特別なる 二三の， 類の 外 

殆 ん ど 顧る ものな く、 農 業 上 全く 度外視し 居りた るが 如き 狀態 なりき。 其 多く は兒 童の 玩， 

物と して 僅かに 庭 宅の 一 隅に 栽桢 し、 而か も 自然に 放任し. 是れが 培養に 注 怠す る ものな かり 

し は 吾國 民の 生活 程度の 低き に 因りし なるべき も、 亦 其 嗜好 歐米 人士と 相異 り， 日^ 穀ま 疏^ 

の 如き 淡白なる もの を 常食と する を以 て. 敢 て 果實の 必耍を 認め ざり しならん。 然るに a ^. 

戰 ゅ以來 文化の 進歩に 伴 ひ 都市 は 益々 膨脹 し. 生 活 程度 は頓に 向上 し. 其 嗜好 上に 於ても 著し 

く變 化を來 たし， 一の 玩弄物と して 度外視せられ たる 果實も 忽ち 必要品と な り. 次 ^ に -ぉ 耍 多 

きを 加へ n の觀 なきに 至れり。 殊に 日露の 戰爭は 産-業 上に も大變 動 を 及ぼ し. せ；、 發 股の 範 

闳 頗る^ く， 家 庭 的 栽培に 甘ん ぜる 果樹栽培 にて は廣き f 而耍 を充 たす こと 能 は す. 勢 ひ 山野 を 

幾し. 或は 從來 の穀菽 を 放棄し、 以て 果圚を 開 き. 之 が 需要 を充 たさんと する に 至れり。 

加 ふ る に 運 輪 交通の 發達は 其 販路 を廣 め. 是迄 附近の 小 區 域の 需要 を 以て 甘んぜ る もの も， 鐵 

a の ^ 通. 航^の 發達 と共に 一 躍 中央 市 芻に 覇を爭 はんとす るが 如き 變 化を來 たせる 處 少な 

力ら す。 從來木 邦に 於け る 果樹栽培 地た る紀 州の 柑 橘， 廣 島. 岐 阜 の 神 州の 葡萄の 如 き， 特 種 

の もの を 除きて は ：|1 れも大 なる 都會を 中心として 其 近傍に 栽培せられ ざ る は な く、 都 會 を 距 

第1_52 8菜上*»0»1の位|»及び其^« j 



f 
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第一 SI 荬上 *a 園 超の 位 E 及， ひ 其 ^來 

る 浚き に從ひ 其 利 益 減 少 し， 風 土 は 能く 適合す るに 係 

樣 なりし が 一 朝 交通 機 關の發 達と 共に 是 等の 障害 は 

は敢て 距離の 遠近な 顧慮す るの 必耍 なきに 至 れ り。 

^ S 灣の芭 筏^の 如 き， 若 し 交通の便 を缺 きお 要 區 

今の 盛況 を 兄る こと 能 ざ りし は 疑 ふ ベ からざる なり- 

^ 響 する のみな ら す、 諸 外國 との 交易 上に も 著しき n 

の 佳良なる もの を^む は 何れの 國に 於ても 異なる 

の 份" 加を來 た し， 成 は 却て 逆輸入 を兒 るが 如 く.：^ 年 に 

^ならざる 本邦の ^實 も價 格の 低廉なる と p; 易の 發 

年を逐 ふて 增 加を來 たしつ 、あるな り。 

^樹 栽培 粱は其 附近に 大需耍 地を控 ゆる を 以ての み 

し， 之 に耍 する 生産費の 低廉なる こと も 亦關係 を冇す 

樹の生 宵 結^に 適合 し、 栽 培颇る 容易なる のみなら す 

は 普通 作物の 栽！^ 闲 難なる 不毛 地と して 從來 放棄せ 

利 川の 方法に 於て 缺く る點多 かりし が， 典- 樹 栽培の 發 

地に 比し て， 却 て 化 良なる のみなら す、 創 業 費 を 低减し 

盆な 與ふ る こと 少なから ざ る な り。 

從來木 邦 ^^業 は 其、 組織 極めて 桨約 的に 



ら す， 指 を啣 ひて 傍観す るの 止むな きお 

漸次 除去 せら れ、 扎 適合せ る 風. H に 於て 

東北 地方 及び 北^^の 苹采の 如き， 小 笠 

域 をして 一 地方に 止まらし めば 到底 現 

ソ。 交 通の 便 否は啻 に 内地の ^ 要 供給に 

1 係 をお する ものにし て、 廉 價 にして" i 

) と な く. 之 が爲め 販路の 擴張 とな り， 輪 出 

いより 其揆を 一 にせざる も. 元 來 一般に 让 

達と に 因 り， 諸 外 國に輪 出せら る , 量 も 

發逹 すべ きものに あら す、 風 十： 能く 適 合 

る ものな り。 元來 本邦の 風土 は 能く^ 

土地の 狀態 山岳に 富 み、 傾 斜 地 多 く 、是 S 

られし 荒蕪地、 又は 秣揚、 雜木 林と して 其 

達と 共に 利用 せらる、 處多 く. 其 成 铋 ¥ 

■ 耕作地 を增 加す る等國 家經濟 上に も 利 



して 一 家 僅かに 数 反歩の 田畑 を 耕 やし、 而 かも 其 多 



樹栗驗 « 



く は 岑麥 の 如き 普通 作物に 主き を 巧」 き ■ 其 土地の 狀況， fi 耍の 如何な 

I お h のぬ はと 心^ へ. 敢て餘 ^なかり しも. 一 朝 早魃. 霖雨. 風害 其 他 

^^散の 悲況に 陷 り， 然 ら ざる 迄も^々 窮乏に 赴く は 一 般の認 むる 

べし。 而 して^^ 乏に 赴く 原因 を 論究 すれば 生活 程度の 上進に 比 

一般 身分 不扣應 の 奢侈に 流れた るが 如き は 其 主なる 原因な らん も. 

W ならん。 仰も^ 業 は 其 土地. 氣 候. 經濟 上の 要件に 照らし 決定す ベ 

拘泥す るの 必 要 を兒 ざるな り。 近年 次第に 是等の 迷夢 も覺 酲し來 

つ 、ある は 時 W の 進 運 將に然 かるべき 處 なり。 ^樹 栽培 は寳 に斯 

ら れ て發逑 せる も、 明 治 三十 キ頃迄 は 其 栽培の 方法に 於ても ぉ蟲 害 

颇る 幼稚なる に 多少 投機心 を帶 び、 一 攫 千金 的の 栽培 を 行 へる もの 

たる もの 少なから ざり し。 然れ ども 堅忍 不稜 の着實 なる 思 想 を 有 

て^ 模範 を 一； 小 したる 結^ W び 隆盛と な り. 之 に II する 舉術的 研究 も 

^試 驗^ の設？ a せらる 、處 となりた るの みなら す、 各 府縣に 於ても 

要する 機 II の 設備 を兒 るに 至りて より 更に 進歩 發達 を來 し、 日 戰 

か め、 遂 に 八 「口の 盛況 を兒 るに 至りし なり。 今 S 近 十 年間に 於け る 

^加の 趨勢 を 示せば， 



顧みす， 米麥 栽ね を 以て 唯 

不 ゆの^^に 遇 ひ， 忽 ち 一 

所， 荥 ^1 の^-はざる 虡な る 

し， 收 盆の^ 收作は ざ る と * 

農裟組 蛾の 誤れる も 亦 一 

く， 必す しも 十 3 來の 習 惯に 

り， 農業 組^に 變動 を來し 

S 如き 要求に 餘戗 なくせ 

の 騙 除豫防 等の 研究 淺く， 

多く^に 挫折 失敗に 終り 

せる もの は.^ 笫に 成效し 

顿に 面目 を 一 新 し. 固 立 園 

夫々 K 接 問 接 之が 改^に 

爭 後に 於て 一 曆其熱 を 高 

重耍釆 横の 栽 桢本數 及び 



明治 三十 八^より 大正 三年に 至る 各^^^^ 培 本数 及び 反刖 

ffiM a E tK £ Q1R 藝の位 £ 及び 其 來 1:1 
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由 是 觀 1\ー， 本 邦に 於け る 果樹栽培 業 は斯の 如く 長足の進歩 をな し. 木 邦產業 上 重 の 位 S を 占 

むる に 至り。 而 かも 現今 結果し つ , ある もの , 多く は 明治 四十 年 前の ものにし て， 其 以後 栽 

植 せる もの も 結^す るに 至れ ば， 盖 し 驚くべき 數 量に 達するな らん。 人 或は 將來を 慮 か り、 生 

魔 過 剩を說 くもの あらん も. そ は 一の 杞憂に 屬 すべし。 

抑 も * 樹類 は！！ s 通 作物と 異り， 如何なる 土地に 於ても 生產 せらる ， ものに あら す， 氣 候 土 質 及 

び 其 地方の 經濟的 狀憨に 支配せ られ. 之 が經營 上に は學術 技能 を 要する こと 多 きのみな ら す 

^木 を 要する こと も 亦 他 作物に 比し 多ければ 自然と 其 栽培 地區は 制限 せらる 、 もの なれ. は. 

3 一 3 屢 S 上 の 位 S 及な 其瑢^ 五 
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aMHS 菜 栽培の &的 ^ 

^人の 想像す るが 如く^ 限に^ 殖 すべき ものに あらす。 然して 現今^ 產 せらる 、 * 物 を CI 

十九 錢を 出で ざ るな り。 今 本邦に 於て 比敉： g- 多く に：； ス 

るに 人口 三十 五 萬に 對しニ ケ 年の 消 费額約 四十 五 萬圓， 

本 全國の 平均 I 而耍 額の 之に 及ば ざ る 倚 ほ 遠 きを 見る。 

憨 と比蛟 せん に、 英 固に 於て は 一 ケ年 の需耍 額 三 億餘萬 

達 し、 我 が 一 人の 费 額に 比し て. 約 十 估に 常 る を 見 る。 

ざ る も、 最 近 五六 年間に 於け る 菜！： S ^ 費 額の^ 加 率より 

難なら ざ るが 如 く. 前 途の 多望なる を 察知す るに 足 る。 

諸外國 の歡迎 する 處 となり。 次第に 輸出 量の 增加を 見 

くす る處 なり。 殊に 滿韓 地方より 诚髒斯 德 、西 比 利亞に 

年を逐 ふて 译 加し、 其 他 南洋に、 北米に. 吾人の 努力 如何に 

樹 栽培の 將來 極めて 多望なる を證 する に 足るな り。 



本人 口 六 千 萬に 割當 つれば 一 人尙八 

せらる ゝ ^^市の 11 耍狀態 を 調査す 

1 人 一 回 三十 錢， 2： 外なる を 見れば、 B 

更に 一 歩 を 進め. 歐米各 固に 於け る狀 

圓之を 一 人に 釗常 つれば 約 七 八圓に 

我 阈の狀 態 素より 英国と 同 一 視し能 

^斷 すれば 英國の 半に 達す る、 敢 て ra 

而 し て 北ハ 要は 鉞り內 地に 止まらす 

る は^ 人 栽培 家に 取りて 大に怠 を强 

於け る 柑掹 .苹^.洋 梨. 林. 桃^ の お 要 も 

より 販路の 閲柘^ に 易々 たるべ く、 架 



第二 a 果樹栽培の 目的 



^人の ^樹！ i を 捋營 せん か， 或 は 風土 

あ ふ ベ き も、 其 u 的殿樂 的なる と^. 3 



の狀況 により 又は 勞カ 資本の 多少に よ り*其 栽培 面接に 

利 的なる とに 關 せ す、 美 大良枭 を はんこと を 望む よ 人^ 



f& Ifi S S & v W 



の 常なる ベ し。 然れ どもお^ の 方法に 至りて は 其 目的に より 必 すしも^ じから さるな り。 

^樹栽 ％ の n 的た る や 種々 あらん も 大別す わば 次の 三種と なす を^べし。 

第一 節 家庭的 栽. 培 

此栽^ は^ら. ra 家の 9 要 を充 たす ものにし て、 半 ぱ 娛 樂 の 意 味 を 含み 居れば 絰濟 の^：?: は必 

すし も 顧 ほ； せざる なり。 元來 本邦 農家の 庭. 2： たる や 頗る^ 潤た る もの あるに 係ら す. 松. 杉. 檢. 

の 川 W 樹木 はま だし も， お 多くに 名 も 知れざる 雜木雜 草に て充 たさ れ， 足 の 踏む 處 もな く • あ た 

ら 廣き阅 €： も 殆んど 利 川 せらる ， ことなき は. 實 に 不經濟 の 極に して 農事 改良 上， 先 づ 宅地の 

整 理 を 行 ひ.；；： 利 的に 經營 する は 方今の & 務と絕 叫せ しむる に 至りし は實に 偶然に あらざる 

な り。 松. 杉. 檢 等の 樹木 は 啻に 風致 上必耍 なる のみなら す， 防 風 又は 防火に 於て 緊耍 にして 全 

然 之 を 伐採 し， .la 川 的 樹木 類 をして 換 へしむ ベ しと 極端な る 言 說は 吾人の 贊意を 表する こと 

能 ざ る も. 其 庭^ の 狀況を 講究 すれ-ば 如何なる 農家と 雖も 五六 本の^ 樹頹 を栽桢 する の餘裕 

ある は 疑 ひ を容れ ざる 處 なり。 

現今に 於け る 我國の 農家た る 其 收^ 極めて 少 な き に 係 ら す， 其 勞働 S も 烈 け し く、 鷄 嗚鹧を 踏 

ん で 出 で. 夕 陽 月 を 戴きて 歸 へ り、 三 伏 金 を鑠 かす 盛暑 も、 厳 冬 肌 を 裂く^ 日 も 厭 ふ ことな く. 周 

^營々 殆んど 寧日な く、 實 に憐 むべき 狀態 たる は^ 人の 常に 目黎 する 處 な る べし。 S に 於て 

か^ 人 は^に 何等かの 方法 を 以て 之 を 藉 し、 心 身の 疲芬を 休 ^ せ しむる の を 講ぜざる ベ 

からざる を 忍 考 す る な り。 ー盃 の^ 酒 能く 是 等 の 慰藉と な る べき も. 一 人の 快樂 以て 萬 人 

菜 C3 栽培の 目的 * 



JS 二 節 副！ i- 的 栽培 八 

を醫 する こと 能 ざ るべ し。 宜しく I 家 圑欒荥 と 共 に娛む ものた ら ざ るべ から t 若し 夫れ 

お 人の 晚餐盒 卓上 四時 累々 たる 果 實桌 酒 若く は K 加工品に よりて 飾られん か， 誰か 晝 問の^ 

苦 を 忘れざる もの あらん。 或は 以て 知己 友人に 贈 り、 其 餘れる もの は是 を販寶 し .以 て 家事 經 

濟の | 助と もな す を 得る のみなら す、 圊 藝 上の 興味 を 家人に 與へ， 高尙 なる 趣味 を 子女に 敎へ， 

引いて は敎 宵の 一 助と もなる ベ く、 實 に 少なから ざる. 利益 を 有するな り。 家庭^ 藝 な る もの 

は獨り 農家に 於ての み. 其 興味 を獨 占す ベ きものに あら す. 市 人. 官 吏. 貴 族に 至る まで 若し 庭 宅 

の 一 部 を 利 川す る を 得れば 啻に 心身 を 慰 め、 娛 樂を與 ふ るの みなら す， 健 康を 助く る こと 鮮少 

にあら ざるべ し。 元來 果樹なる もの は 其 趣味 極めて 多 く. 如 何なる 階級の 人と 雖 も. 其 日々 變 

化し 行く 狀況は 之も^ て 心裡に 爽快 を覺 えざる もの あら ざらん や。 故に 自然に 是れが 設計 

管理に 携り， 知らす ぐ 適當 なる 運動 を 試む るに 至るべし。 
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木 邦の 如き 米麥を 主^と なす 農業に ありて は、 勞 

力 非常に 不足す るに 關せ す， 他 方に ありて は 著し 

毒 を 社會に 流す もの 少なから ざるな り。 爱に於 

力 分配の 均衡 を 保持し， 年中 絕 へす 勞 役に 從 事し， 

を や： 過せ ざろ 樣に 心掛 くる は 農業 經營上 極めて 

りて 努力 分配の 調和 を 司 どる もの は II 業 を 措き 



力の 分配 上 常に 平衡 を 得す、 其 農繁に 際し 勞 

く 餘剩を 牛； じ、 引 いて 往々 遊惰 逸樂に 耽り， 害 

て か 吾人 は 宜しく 農 紫 組織の 變更を 計 り， 勞 

，以て 零細の 寧に 至る まで 注 意 し、 無 駄に 時日 

必耍 なる 耍件 なりと す。 米麥 農の 中間に あ 

て 他に 望む ベ か ら ざ る な り。 元來 副業なる 
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もの は 土地 ゅ狀況 によ り， 或 は氣 候の 關係 によ り， 或 は經濟 的の 事情 等に より 定 むべき ものに 

し て， 養 sf. 養 鷄. 養 畜. 阇藝 • 各 種ェ藝 作物 等 種々 あるべき も、 就中 阖藝 作物 殊に 果樹 類の 如き は^ 

口 的に 最も 適合し 居る ものと 云 ふべ きか。 現今 副業 的に 栽培せ る 果樹 業者の 大部分 は 何れ 

も 成功し、 K 勤 勞的效 果は克 く 農家 收 入の 一 大 IS 泉と して 農業 經營上 多大の 效果を 示しつ 、 

ある はお 人の 常に 目轚し 居る 處 なり。 今更に 果樹栽培 業の 副業と して 如何に 適當 にして 冇 

利なる や を 示さん に， 

一 、生產 物の 惜格 比較的^ 價 なること。 果樹の 種類 及び 品種に より 元より I 樣 ならざる も、 果 

實類は 他の 農産物に 比 し， 萵 價に販 資する を 得る 故 に， 小 面積より 自然 多 收入を 得る の 利益 

あり。 元來 副業なる もの は 本業の 餘 暇に 行 ふべき もの なれば 廣き 面積 を 耕 し、 本 業と 混同 

する が 如き は愼 むべ きこと なり。 果樹 類 は 實に此 目的に 適した る ものな り。 

一一、 販路の^ きこと。 副業なる もの は 其 種類 及び 程度に より 一 樣 ならざる も、 凡 て 零碎の 物資 

を^め て販賫 する もの なれ ば、 其 販路の 廣 く， 生 產物は 自由に 賣 却し 得らる 、 ものたら ざる 

* へからす。 近時 果樹 類の 需 耍增 加した る 結 果、 其 販路の 廣き こと は旣に 述べ たる 處に して. 

殊に 都會 附近の 如き は蟲喰 ひ 落 果せる もの 迄 も 相當價 格に 販賫 せらる ， 利 盆 あり。 

三、 貯 璲 に堪 へ， 且つ 加工 利用の 廣 きこと。 果實の 種類に より 一 樣 ならざる も，^ *柑 橘 *栗. 苹果の 

如き 大部分の 果實は 永く 貯蔵に 堪 ゆる を以 T.a 己の 欲する 時に 販賫 せら れ 、又 生 菜販寶 に 

困難なる 場合 は 乾燥， 罐詰， 壜詰 其 他 種々 な る 加工 法 を 施す こと を 得 ベ く， 牛； 果販寶 上 不便な 

る處 にあり て は 適宜 加工 法 を 施して 處分 すべ く、 殊 に 到个 桃 の 罐 詰、 一 母 .葡 萄. 「ス グリ」 • 夏 ^等の 

第二 S 菜 a 栽培の 目的 九 
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ジャ ム 及び ゼリ ー の 如 き， 或 は 白 柿. 勝 栗 等の 乾 畢の 如 き は 甘： ハ需 要 殊に 廣 く" に は 生^に^ 

し， 優 るの 利益 を 占む る こと あるな り。 

四、 芬 力の 分配 本業と 衝突す る こと 少なし。 果樹 類 は K 種類の 如何に 係ら す， 若 しお 栽培 小而 

積に 止まらば 是れが 爲め主 業に 喰 入す る ことな く、 其 餘 暇に^ 3 理絰營 する こと 容易な り 3 

殊に 柑橘 .柿. 栗の 如き は 手 數を耍 す る こ と 少なく、 何等 米 麥と撞 著す る ことなく， 梨. 桃の 如き 

もの にても 其 手 入の 主なる 季節 は 冬季 農 閑の 時期た るな り。 

五、 過 激の勞 動 を 要せざる のみなら す 興味 多し。 元より 耕 起 施肥の 如き 多少 勞働激 ゆしから 

ん も. 整 枝. 剪定. 摘枭. 袋 覆. 採收 等よ "^蟲 の 豫防驅 除に 至る まで^ 勞を耍 する こと 少 く、 其 作 

業 一 般 淸 潔に して 毫も 忌 嫌の S ひな く. 些 し く K 趣味み」 感す るに 至れば 興味 自ら 湧出 し. K 

妙味 他人の 解す ベ き處 にあら ざらん。 

六、 栽坫 の範阅 ^し。 某 樹類は 其種頹 により 氣候 • 土質に 制限 せらる 、 もの あるべき も、 種 類 多 

ければ 風土に よ り，. Q 由に 選擇 する ことみ」 はるの 利 盆 あり。 故に^ 地に 於ても^ 地に あり 

て も 砂 土. 粘 土の 如き 極端なる 土赏に 於ても 適應 せる もの 多 く 、お 範 図の 成き 殆ど 他に 類 を 

見ざる 處 なり。 典- 樹 類の 大部分 は せ：ハ 性 質 肥沃の 地よ り. 却 つて 瘠^なる 地に 於て 結^し 易 

きを 以 て. 從 來 不毛 地と して 放棄せられ 居る 空 地. 又 は 傾斜 地の 如き を 利 川 し. 敢 て 熟 m 0.0 

の 地に 栽坊 する の 必要 を 見す し て、 相 常 に 經營 すろ の 利 益 あ るな り。 

セ、 氣 象の^ 響 を受 くる こと 比較的.^ な し。 其 年の 氣 象の 狀您 殊に 開花 中の 晚霜霖 雨の 如き * 

成熟期に 於け る 暴風雨の 如 き， 或 は 嚴 寒， 早 卞 ：が ^ はの^ 樹 類の 結 ネ：§ ^ 又は^ 蟲. S 苑. に 
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ゾ， ゾ J す，； ：- こと 4 ソ な か ら ざ る も. 他 作物の 如き 收橙^ 無の 馐狀を るが 如き こと^れ なり。 

其^く は 一 、ニ、 乃至 三 四の 種類 を 栽培す る もの なれば 其 虫 宵 及び 熟 期に 各 差 ある の みなら 

す、 外 m 介 の 沆 力 も c 然と 異なれ ば K 損 を 受 くる も 一 部に 止 ま り. 却 て 他 作物に 比して 甚 

だ 安 や； なる を^ ゆる な り。 

第 =ー 節 專業的 栽培 

木^に 於け る * 樹 栽垴笼 の^ 利なる は旣に 述 ベ た る 處 * 更 に 返 し m す る の 必要 を め ざ る 

なり。 斯の 如き 有利お 望なる^ 梁に 對 し， 苦 人 -ぉ n 安然と して 傍觀 する の^を 學 ばん や。 し 

く 之 が ザは ^ に 專 心 ^5 ね， 以 てせ ハ收 盆に より 生計 を 立つ るの^ を講 する も 亦 一 策た ら ざ る ベ か 

ら， さるな り。 卽 ち^ 紫 的 栽培 は 家庭的^ くは^^ 的 栽培と 全く ^ 趣 を ^ に し^ 濟の 主力 を 

^に 注入す る もの なれ 共. 一 皮 其 □ 的に 蹉跌 せん か、 救 ふ ベ か ら ざ る ^ に陷る ベ し。 ^ に 於 

てか^ も愠靈 の 您度を 取 り、 啻 に 栽培 上の 技術 を ^かにす るの みなら す、 羥濟的 の^^に も 通 

じ、 商 的 知略に も 富まざる ベ からざる なり。 然れ ども 此^た る や 極めて 重大なる 關 係 をお す 

れ ば、 以 下^ を 改めて 更に 述 する 處 あるべし。 



第三 章 果樹園 開設に 關 する 要項 
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^^^開設に 當り 第一 に 考慮す ベ き は 栽培すべき 種類の 選擇 なり。 阅慈 果樹と して 今日お 

望なる もの 十數 種に 出 で， 各 其 特性 を 異にし， 成 は氣候 土質に より 制限せ ら わ、^ 會 を 去る の 遠 

交 雨 一の 便 否. 市 芻の 閻 係. 需耍 地の 狀憨 等に より. 其 選 擇 すべ き 種類 を 異に せざる ベ からざる 

なり。 菜 樹頹の 如き 永年 作物 は 一度び 栽植 すれば 容易に 變換 する こと 能 はざる べし" 若し 

1 朝 其 種類の 選擇を 誤らん か、 積 年の 努苦 全く 徒 勞に凰 し、 再 び 立つ の勇氣 な か ら し む る に 至 

5 ベ し。 故に 如 可なる 種類の もの を 栽培すべき や は實に 考慮 を耍 する S も 主なる 點 な り と 

す o 

第一 節氣 候 

^り 果樹 i に 限ら す. 總 ての 植物 は氣 候に より 生育 を 異にする と 同時 に， 其 品位に も 著しき 蹈 

係な 冇 する は 論 を俟 たざる 處 なり。 今 木 邦の 氣候狀 憨を伺 ふに 其變化 極まりなく， 同 一 緯度 

こ ありても g 乾濕に 大差 ある は 全く 地勢 G 然か らしむ る處 な るべ し。 試みに 本邦の 地勢 

を觀 るに 南 は臺灣 南端 北緯 二十 一 度 十八 分に 始ま り. 北 は 同 五十 度 六 分 千島 北端に 終 り， 其 間 

地 ^班る 狭 長に して 寒 熱 兩帶に 出 人す るの み な ら す. 朝 鮮を 除く の 外 は 四面^も 以て 周ら し- 

山阪其 中央 を 走り、^ 岸 線 又 極めて 屈曲 多く、 一方 際涯な き 太平洋に 面し， 他方 は 日本海 を 隔て 

て 西 比利亞 大陸に 接する を以 て. 氣 候の 區々 たる は Si より 究れ ざる 虐 なり。 然して 氣候 なる 

^咮又 頗る 脔き も其闋 .^ き は 寒 嘩 乾 濕 .a 等 な り と す。 

一、 寒暖との 關係 氣候の 寒^ は果按 栽^ 上 種類の 適 S に 提 係 を 有する ものにして， 各 果樹 
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^は^ 持 性 を^に すれば^ 利 的茈^ を 行 はんと 欲せば 先 づ其氣 候に 適伃 したる 種類 を s 懌 

せ ざ る ベ からす。 ^樹 類屮 ^ も .^ を 欲する もの は ^利个甘^. 阿 利襪. 柑 ^頻^にして 枇杷. 無 

花 ^. 柿な 之 に 次 きぽ 0^0 の 如き は 木 邦の 一： >: !：• 硫 球. 小 笠 原 S ゅ> の 卞熟帶 地方に あら ざ れ ば 

生 宵 ra 難に し て， 内 地は溫 ^ 等の 特別なる 設 倫を朽 する にあ ら ざれば 絕對的 栽培 困難 な り。 

呵利襪 の 如き は 九 州お 國 s お. おに 而 せる？ J ^ なる 返に は 栽培の ^みある が 如 き も. 米 だ 確か 

な ら ざ るが 如し。 獨り柑 橘 はお 範^ 稍.. 说く 木 邦に 於て は 茨城 縣筑波 山麓 を 以て 北 限界と す 

る か 如 き も， 武 藏. 上 野卞 野. 信 ^ ！ W ゅ小 ！1 ^ 皮の 地に ありて 其^^の 不可能の 返 多 し。 抑.. 温^ 

の 低 は^^に §1 係 をお する のみなら す 、お 品お に^^する こと 著し く， 溫 皮 を ^すに 從 ひ. 甘 

味^^に み. 2 一 種類と 雖も 2： 地產に 比 し. な お産の 著しく ゃ絕 する を兑 ても^ を證 する に 

足る。 又. 2： 地產 にても^ w 縣：： ：1 知縣. 和 耿山縣 ^の 品 K ^ 好なる は， 又溫 度の ー：1 きに S する 

も の な り。 

桃 北 お ^に 於て 充 分 な る 結果 を兒 ざ る が 如 き， 资 森 及び 北 秋 m 地方に 至れば^ 好なる 

^柿の 生產を n 儿る こと 能 は , さ ろ が 如 き、 又 洋種 無花^の 結^せ ざ る も.^ ^ れ溫 皮の 足 ら ざ る 

マ 3 に し て.^; する に從ひ 次^に 4= 味 を^して 結^ を ^ か にす る は 何れも 溫 皮の^ きを 望む が 

は な り。 ^桃.^. 果.榲 柠の如 き， 戍 は 洋梨の 如 き^ 宵 旺盛なる もの は^ 地に 於て は 却て^^^ 

U に 過 ギ/ n 花 ii ra 難なら しむる もポ 北. 北 お の 如き あ 地に ては^ 生^ を 抑制 し， お お に 結 

E 水 す -;? を 兄る。 故に 是^ は^ 地より 却て 实、 地 を^ み， 葡 ゆ 和 梨. お. 李. 桃 の 如き は栂 端なる 氣候 

を 除 ぞくの 外. 全 國 至る 處 に^.: 產 せらる ，も 1 般 s^s なろ^に 於て ^ 品を產 する ものと 知る 

^は に K する 要 一一 一一 
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果樹 類の^ 暧 殊に 

せ- 5 とす る處 にあら 

ける 平均 溫 度の 低 

は^ S 限に 於け 

に 於て 受 くる 晚 霜 

木 邦に 於け る 晩霜 

も、 お 地方の 地勢の 

種 * 樹の^ ^期に 

のは^ 地の ものに 

る こと^ 1 しき を以 

する こと 必耍 なり- 

二、 乾 濕の關 係 

て， 氣 候の 乾燥す る 

に從ひ 之に 反する 

^に 比 し、 著 し き 避 

給 を 多くす るの み 

^ に 倾 き、 花 蕾の 着 



寒 氣に堪 ゆる 力 は 冬季 卽ち 休眠期 

ざ る も， 牛： 宵 柳 に 於け る溫 度の 下 

く、 或る^ 樹類は 全く 生育 を遂ゅ ざ 

る溫 度の 上 # す る 爲 な り。 彼の 生 

の 害の 如 き、 K 影響 甚だ 多 く、 令； 園 を 

は 四月 上句より 五月 上旬に 至る 問 

狀憨に 影 ia する ものにし てお も 梨 

際 する を以 て 其 受 くる 處又少 なか 

比して 抵抗力 比 鲛的强 きも ，g 花屮 

て，^ 栽培 者 は K 地方に 於け る 霜 

氣 候の 乾濕は 主に 結 * の 多 少， 品 質 

に從ひ .M 蟲ぉを 減少し 、結果 を豐產 

现 象を呈 する はお 人の^に En 戰 す 

色 ある は 全く 雨 i の 多き に 原因す 

な ら す、 日 光の 直射 を妨 ぐる を 以て 

生を妨 け、 祸蟲の 繁祯を 抉け， 縱令結 



に 於て 强く、 此 の 

降 は ^ する 處颇る 

る. か 如き 觀 ある もの 

宵 初 柳 殊に 開 花沏に 

枯^せし むる こと 珍 

に し て. 其 早 晩 は 氣 候 

_桃. 苹果 ..！<::• 李^ の 開花 

ら ざ るな り。 一般に 

に受 くる 降 は輕微 

の は 期を觀 察 し. 之 が 

の ^ 否、 病 蟲 の 多 少 に 

ならしめ て 良品 を產 

る處 なり。 元來 本邦 

る. か 如し。 降雨 多け 

枝 幹の 成長が 旺盛と 

果する も 甘味に 乏し 



多少の 降下 は敢て 

大にし て， 本 邦に 於 

も，^ 能く 結^す る 

於け る不 S の 降下 

らし 力ら さるな り、， 

の爽、 IS による ベ き 

氣に if M 一遇す ると 各 

地に：！ Ti 育す る も 

なる も^ 甚を 蒙む 

品種の 選撺に 注 M 

影！^ する ものにし 

し， 雨 M の .1? 加 す "な 

に 於け る mKli の歐 

れば 啻に 水分の 供 

なり、 從っ て 鈕織軟 

く "i 質 劣 等 と な る 
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は 兌れ ざる 虡 な.^ 之に^ して 氣候 乾燥し お 雨 少なければ 枝 幹の 生長 を 抑制し， 結果 枝の 成 

生 をお；^ ならし め. 從 つて 結實を ^ か に し，" § を ^むる こと 著しき ものな りと す。 然ォ ども 

1 年 に 於け る ^ お 一の 多少 を 以て a に 之が 適 否 を 論 ^する こと 能 はす。 是れ^ もギ均 ^度 

の .：：1 低 を 以 て 非 を 論 すると 同一 现山 にし て、 其 休眠 朋に 於け る濕氣 の 多 少 は. K ^ 響 する こ 

と比蛟 的 少 な き も， 生 育 期 殊に 初^ 五六 月の 候 及 び 秋 季 成 §4 期に 際 し， 雨 量 の 多 き は ^ も お む 

べき ことな り。 病 害の 發生は 多く 展紫 開花と 共 に 延 すべ けれ ば、 此 時期に 於て 空 M ^ S な 

らん か. 锅 害の 發生甚 しく、 豫防 藥劑の 散布 も 殆んど 其 効を收 むる こと 能 はざる べし。 又 成 熱 

^に 於いて 多濕 なる 氣 候に 遭遇 せん か， 甘 味^ 香の 佳品 な は る 殆んど 望む ベ から ざ るな り- 

彼 の ^ぬ の 八 土 國殆ん ど 結 果 せざる 處なき も. 歐 ^種の 如き 虛 弱なる もの は 日本^ 沿岸に 沿ハ 

る 一部の 地方 を^き て は 殆ど 營利的 栽培の^ みなき は氣候 殊に 降雨 朋に關 する ものな り。 

- 太平洋 沿岸の 地 は 一 般に 牛； 育朋 問 に 於け る 雨量 多き のみなら す、^ ^ に 多 く、 殊 に 入 ^ n 

に 於て 甚 しとす。 時怆も 病害 發生 > の 好期に 愿 する を 以て 二 ^其 被害 を 助長 し， 其 ^ な る も 

の は 殆ど 是れ が爲 め， 犯 さる 、の 止むな きに 至る。 之に 反して 日本お に 面せ る 靑森 • 秋 W. 山 形 

^の 諸縣に 於て は 一 ケ 年の 雨量に 於て は 大差な き もお 時期 は 秋 冬に 於て 多く ^雨期 及び 成 

熱 期に 於て は 却て 少なき は 其 良品 を產 する 最大^ 因なる が 如し。 ^他 岡 山 香 川-長 野. 山 梨 の 

如き も 又 比較的 降雨 少な く. 氣 候 常に 乾^す る 結 果、 他 縣に 比し 品 殍風 味. 色 淨 及び 芳香の 勝れ 

ろも^ ゆ。 故に 栽培 若 は 其 他の 雨 濕3 多少、 及び 其 時期 を 考慮し. 是れが 種類 品種の 遝擇 を考 

究 し、 徒 らに品 „K S. 佳良 を 欲 し， 生 育 結果の 望みな きもの を 哉 培 し て. 失 欧を 重ぬ るの 愚 を舉ば 

B 三 s g S3 S 開設に 關 する 耍頃 一 五 
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第一 節氣候 

ざらん こと を 期す ベ し。 

三、 風との 關係 風害の 多き は 

振 い • お し， 花粉の 交 配を妨 け， 其 成 

來 する 時期 及び 方向 は 其 地方に 

風 は 日本 全國を 通じて 受けざる 

する. M 、厘 を受 くる こと 多き も、 時 

於け る 地方 は 西の 烈風 を受 くる 

くる こと あり。 夏季 は 一般 南風 

受 くる こと あり。 槪 して 春 冬に 

して 日本海 沿岸 之に 次ぐ ものと 

もの を 選擇 する は 勿 論 、防 風 林 若 

力 ら 10 

之 を 要するに 本邦の 地形た る緯 

影響 を 受 くる こと 多 く、 從 つて 氣 

培 上 影響 を 蒙る こと も從 つて 多 

の 進歩に 伴 ひ、 天然 耍 素の 限界 を 

の 顧慮と 經營荞 の 資本 及び 其 能 

する が 如き こと は 到底 不可能の 



機械的 損害 を與ふ る ものに 

熟 期に 際して は 慘害ー 匮大 

より 殆んど 一 定し 居る が 如 

は な く、 又 日本海に 面せる 地 

恰も 休眠期に 屬 する を 以て 

こと 多 く， 是 が爲め 柑橘類の 

多 く. 風 カ强 からざる も 稀れ 

强 くして 夏 秋に 弱 く、 全 國 を 

す。 故に 栽培 家 は 其 地方の 

く は 整 枝 法 等 を 考察し、 せハ被 



一六 

し て. 或 は 枝 を 折り 幹 を 倒し. 葉 を 

な らしむ るな り。 而 かして 其 襲 

く， 彼の 二百十日 附近に 於け る 暴 

方 は 冬季 西 比利亞 方面より^ 來 

被害 著しから す。 太平洋 沿岸に 

如き 常 綠粜樹 は 著しく 被害 を受 

に 起る 颶風の 爲に 不時の 災害 を 

通じて 風力の 大 なる は 北海道に 

風力の 如何 を 考察し、 之に 堪 ゆる 

害の K 減 せんこと を 努めざる ベ 



度の 延長， 水陸 分布の 狀態 等に より、 地形の 錯雜甚 しく、 海流の 

候の 區々 たる こと 世界中 殆ど 其 比 を 見ざる 處 なり。 果樹 栽 

ければ 栽培 者の 考慮 を 要 する こ と 愈 "大 なるな り。 方今 科擧 

縮 少 し、 以 て 或 程度 迄 其 制裁 を脫 する こと を 得べき も、 經 濟 上 

力と により 觀 察すれば 氣 候の 狀 態を脫 し， 任意に 種類 を選澤 

ことならん。 且て恩 田 擧士が 本邦 各地の 氣 候に 適 應し會 ^ 
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的 叙- y を 一 了 ふべき 果樹と して 推 摩せる も Q を 見る に、 其 多く は 當 を 得。 吾人の 理^と 略 ， ほ 一 

致 し. 當 業^の 參考 となるべき を 以て 左に 之 を 拐 ゆん。 

1, 太平洋に 面せし むる 束 北 地方 

苹果 .梨. 櫻 桃 を 主と し て、 柿 .桃. 葡萄 之 に 次 ぐ。 

. 一一、 口 本^に 面した る 束 北 地方 

苹 m^i 桃. 梨. 葡 萄を 主と し、 柿 之に 次 ぐ。 

三， 關柬 地方 

o o o 

梨. 桃. 柿 

四， 束 海逍 地方 

¥^ を 主として 栽培 し， 靜 岡. 神 奈 川. 愛 知の 温^ 地方に 於て は 主として 柑 橘。 

五， 近畿 地方 

梨 • 桃. 柿 を 主と し. 海岸の 暖地 は柑 橘。 

六， 北 陸地 方 

苹果 .梨. 葡萄. 櫻 桃 

七， 中 國 地方 

¥桃. 葡 萄. 柿 を 主と し， 海岸の 暖地 は柑 橘。 

八、 山陰 地方 

移 菊萄. 桃. 柿 
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第二 IS 土 巧 

九、 四 hi 地方 

o o . 

柑 橘 A 

I 〇、 九州 地方 

柑 橘. 柿 

右の 外 北お^ 地方 は苹^ を 主と し、 蓬灣. 小 笠^. 琉 球の 如き 半熱帶 地方 は 芭蕉. 鳳. 梨. 柑橘を 主 

とし， 朝鮮 は 苹^. 洋梨. 菊 菊 等 最も 冇 利なる ベ し。 梅. 李 .杏. 栗の 如き は 何れつ 地 にても 栽培せ 

ら ろ ベ く、 無 花 ^丄母 類 は 主に 都會 附近に 於て 有利なる ベ t 

第一 一節 土 質 

土質の 適否 は^ 樹栽坫 上 影 饗する 處 甚大に して， 結果 力 

土質の 如何に 左右 せらる 、 こと 多 く. 土 質の 不適 ^ な ら 

して，： K 投入せ る勞カ 資本の 大部 を 徒勞に 恩せ しむる こ 

其 栽 さすべ き毬 類に よりて 異なる ベ き は 勿 il な ^ も、 氣 

.ら ざるな り。 彼の 苹^ の 如き は^ 地に て は 火山灰 土の 

二 ありて よ^すし も然 から ざ る が 如 き、 其 の 閼係を 示す 

土 紫く お 機 質に 富める 膨軟 なる 處は 生育 旺盛に. 過ぎ 結 

る も， 表 土淺 く. 砂礫 を 混ぜる 瘠^ 土に 於て 却て 良" i を產 

是れが 爲め熄 土. 火山灰 土. 或は 重 粘土の 如き 處 より 紗土 



の 多 少、 結 朵 明の 早 晚， 品 ^の 良否 等， 其 

ん か、 豫 期の 効果 を 治む る こと 能 はす 

と 少なから ざるな り。 土货の 適否 は 

^により 變更 せらる 、 裼合ス 少な か 

如き は 栽培の 望み 殆ん どなき も， 爽、 地 

一例な り。 槪 して 土壤^ 饒 にして 表 

果 する こと 遲 く、 多 產は 望む ベ か ら ざ 

する は 吾人の 常に H 磐す る處な り。 

ま 土の 如き 虑を 可とする^ 合 多し。 



樹栗驗 K 



又 地下水 く，. H ^^に？^^ にして 排水 不^なる 處 は^^の 如き は^せざる にあらざる も. 其 

他 は 一 般に 不適 常にして お^に 犯され、 樹命 短 き g ,s をお し. 桃.洋 梨 .sl.witp S 如き は 成 可く 

避く る を 可とす。 ^の 如き 水^の 多き 地に 能く 結染 し. 且 っ豐產 なる も 水分 多き に 失すれば 

^ 分 少 な く、 風 味 上等なら ざるが 如 く， 適 ^ の M を お し、 排 水の 佳^なる に 如か ざ るな り。 之 

が爲め 表土 鹈鬆 にして 淺き を笾 ぶの みなら す， 其 底土 は^ 透 性を冇 する 土^た るを耍 す。 石 

墚 若く は 砂土より なれる 底土 なれば 其 表土 は 或は 粘 土. 壤 土の 如き 土^ は 却て 好結果 を^ ベ 

く. 肥 沃 なる 土質 は 結 菜 期に 達する こ と 稍.. 遲 き 缺點 ある も 結果 力 を 維持す る こと 長 く、 a つ S 

產 なり。 砂土の 如き 輕鬆 疥^なる 土 は^ 栽培 極めて 容易に して、 結果 期に 入る こと 早き も. 

樹势强 勢なら す， 一 般 短命の 倾き あり。 ^土の 如き も 粘土 を 交 ゆる 分 量 適當 なれ ば， 梁 栽 -ぉ 

に^る 好適せ る 土質な り。 本邦 に 於て 梨 桢栽坫 地と して 名 古1 き E '州の 葡 萄. 紀 州お 田の 柑橘、 

岡 山 愛 媛の 桃の 如 き、 山 形. 福 岛の櫻 桃の 如 き， 靑 森. 北 m 道の 苹果の 如 き， 其 品質の 優良なる 

虚 は殆ん ど^ を 含 ま ざ る は な く.^ 樹 栽培 上 S も冇 利なる 土質な り J 

^樹 類の 如、 き 永年 植物 を 栽 桢す るに 常 り、 土 質 若し 现 S 的なら ざ る ^ 合 は、 止 む を^す 上 地 改 

^法 を 施 li^ は容土 を 行 ひ、 明 溝 喑 蕖等の 排水 エ^ を 行 ひ， 努 めて 之が 改良 を 行 ふこと 肝 耍 な 

り。 土地の？：^ M は 時に 大規模の 工事 を 行 は ざ る ベ からざる 場合 ある も. 其 注 意 如何によ りて 

僅少の ^ 力 を 以 て 多大の 効朵 を 治 む ベ きものな り。 又 其 土質に より 眾に耕 鋤の 時 朗^ 淺 ^ 

に よ り、 或 は. 施肥の 方法 又は 種類 等に よりて. 土地改^の 効 朵 を 治む る こと^から ざるな り。 

^^砧 木の^ 擇 殊に 洋梨に 於け る榲桴 砧， 桃 に 於け る 李 砧. 苹 ^に 於け ろ 「ッ ー サ ン」 ズ ラダ イス 』 
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第一 一 一 ほ 地勢 及び は！ K 二 ひ 

砧 木の 如き は 不適 當 なる 土質に 能く 結 果せし むる 作 川 を 有する も， 何れ 是等は 各論に 於て 詳 

說 する 處 あるべ し。 

第ミ節 地勢 及び 位置 

果樹 圓の 地勢 及び 位 g は是れ が栽植 すべき 種類 及び 品種に よ り、 趣 きを 異にする のみな らす. 

其 整 枝 法の 如何により 利害 關係 同じから ざるべし つ 

一、 傾斜 地と 坦地 倾斜地 は 平坦 地に 比して 陽光 を受 くる 分量 多く 二 般溫暧 なる 上. 排水 

佳良なる を以 て， 平 地に 比し 樹に 好適し e るが 如し。 然れ ども 其 勾配 急に 過 ぎ、 三 十 度 以上 

に 達すれば 耕作 不便に して 却て 不利に 陷る こと あり。 傾斜 急 なれば 往々 崩壞 し. 不 測の 禍を 

被む る こと あり。 急傾斜 地に ありて は 何れも 十數 尺の 階級 を設 け、 之 が 崩壞を 防止す る 手 K 

を講 する 必耍 あり。 元來 本邦の 地勢 は 山嶽に 富 み， 傾 斜地 多く， 十 皮 乃至 二十 皮 c 外の 處は全 

國 至る 處に多 く. 未 だ 普通 作物 又は 特川 作物の 栽培に 利 川せられ す。 徒らに 雜木林 又は 秣揚 

として 放栾 せらる、 處多 きを 以 て， 先 づ斯の 如き 地 を 利用して， 茶樹 栽培 を 行 ふは^ も 策の^ 

たる 處 なり。 彼の 紀州 • 駿州. ^州 地方に 於け る柑橘 栽培 地 は 何れも 急傾斜 地に して、 赏て 一 反 

歩 二三 十圆の 山林 原野な りし も. 今 日 何れも 數百圜 乃至 千圓 以上の 價 桡を冇 する に 至りし は 

其 利 川 宜しき を 得た る ものと 云 ふべ し。 

倾斜地 は 陽光 を受 くると 同時に 風害 を受 くる こと も 亦 多き を 以て 之に 耐 ゆるの カ强 き柑 橘， 

果の 一如き もの を 選ぶ こと 肝要な り。 桃 • 梨の 如き^ 果し 易 き も の， 無 花杲の 如き 水 濕を妤 む も 
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のは而 白から ざるな り。 一 般 より 云 へ ぱ十度 以內は 各種 栗樹 類に 適する が 如 く. 又 凡ての^ 

衆 平 S- 地と 大^な く、^ Hi として 最も 良好なる ものな り。 

倾斜 地の EE 懇に 常り て 注お すべき は^ 區劃は 事情の 許す 限り 成 可く 巾^く する ことにして • 

交通の 自. e なる ^ 路の開 設 を 忘 るべ からざる ことなり。 區 劃の 廣 からん を 欲し て-傾 斜の儘 

^段 を 設けざる もの あり。 是等は 降雨に 際して 土砂の 流亡す る處 とな り. 其 上部 は 根 を 洗 ひ， 

下部 は 深く 埋沒 する が 如く 忌むべき 現象 を 見る を以 て、 成 可く 階段 を設 くる を 可とす。 段 

は 石塊 又は 芝 土 を 以て-: 朋壊 せざる 樣丁 寧 に 築き 上 ゆ， 其 周緣に 茶樹の 如き もの を植 ゆる も 又 

一 の 方便な り。 其 風害の 薆ひ あれば 防風 林と して 檢. 杉. 松. 珊 瑚樹 等の 樹木 を栽植 する こと 必 

耍 な り。 

平地 は倾斜 地に 比 し、 必 すし も 劣るべき ものに あらす。 其 土質 適合 し， 排 水 佳良な らん か、 傾 斜 

地に 比 し. 通 路の便 能き のみなら す。 施肥に、 剪定 に、 袋 覆より 病蟲 害. 驅 除に 至る 迄. 作 業 上 一と 

して 便なら ざる は な く、 梨 の產 地と してお 名なる 彼の 靜 岡. 奈 良. 神 奈 川. 千 葉. 新 潟. 福 島 等の 大栽 

培地 は 何れも 平坦 開 潤 地なら ざる は な く、 又 桃. 柿 の 如き も 凡て 平坦 地 を 利 川 せらる , こと タメ 

きを 見れ ば、 平 坦地必 すし も 不可な き を 知る に 足る く し。 

二、 傾斜の 方向 傾斜の 方向と 角皮 は 光熱 を受 くるに 至大の 閼係を 有する ものにして， 一 般 

に^ 而 したる 處は 陽光 を受 くるに 最も 多き を以 て. 果 樹 栽培と して S も適當 せる ものな り。 

之 に 次ぎ 束 面. 西 南 面. 東 面、 西 面と 順次 之に 次 ぎ、 北 面 最 も 劣れり。 元來 光熱 は 午前に 於て 最 

も 强 く、 西 に倾 くに 從ひ 劣弱と なれ ば、 南 面 又は 東南に 面せる 虚に 生産せられ たる もの 程 良品 

第 lllss*23ra 期設に Ml する 耍頊 ニー 



論 まも ® 13 樹 菜驗梵 



ほ！：：！ S 地 ひ 位 ® 1 三 

を產 する は^ 通な り。 北 而の處 にても； H (位 S 反射 熱 を ^ くるが 如き 場合 は ^面に 比し 却て 

光 熱 な^くる のみな ら す、， M 山 苦く は 密林に より 北 塞 風 を 防 ざ て， 好 結果 を收 めつ、 あろ 虚少 

なからざる なり。 故に 栽培 家 は^ 地勢と 傾斜の 狀您 等な 斟酌し. 之に 適^す る 種類 を せ 

さ る ベ か ら ざ る な り。 

三、 位 Bi * 樹 園の 位 S は苏倾 斜. 平 地の 關 係に 止まら す， 其 周 園の 地物狀 態に よ も 栽. おすべ 

き 種類 を 異 に せ ざ る ベ からざる な り。 卽ち其 位 S |な し 常に 暴 風 雨 を ^ く ベ き 處な ら ん か. 之 

に對 する 手 段. g ち 仕 立法 を 改 良 し， 防 M 林 を 設 け、 或 は 抵抗力の 强き 種類 を 選 ぶ ベ く も， 成 可 く 

斯 かる 處は避 くる を 可とす。 又 孤立せ る 山 項 若く は 問 潤せる 平地の 如き は， 鼓 間， 光熱 を 受 く 

る こと 强 き も. 夜 問 は 之と 反對に 放散す る こと も 又甚し く、 槪 して 度の 變化 著しくして 時に 

霜 の ^ ひ あり。 ：！：• 川 .池* 沼 等に 接 せる 地 又は 丘陵に ありて は溫 度.；： i く， 氣 溫の激 變 少なく 四 

.季 ^和に して^ 樹 園に^ も 適する が 如し。 溪 問の 低地 は 比較的 溫！！ なる も. 光 熱 を受 くる こ 

と 少な く， ゆ に 霜お： を受 くる こと あり。 又 海^に 接せる 地 は 暖流の 如何によ り、 溫 度 の 最 一： S 低 

に 著しき 關係 あり。 本邦 柑 橘の 産地 は； K 大部分 太平洋に 面せる 海岸に あらざる はなく. 日本 

^沿岸に は殆 んど認 め 能 は ざ る な り。 是れ 太平洋 沿^ の 地 は 彼の 黑 潮と 稱 する^ 流の^ 響 

を 受 く る おにし て. 靜 E. 神 川 牛 楚 等 比較的 一 5 緯度の 地に 於ても 其 海濱に 接せる 處は溫 度^ 

る お く、 机 ^の 如き 颇る 好^ を 奏しつ 、あるに 比 し、 之 と 同 緯度に ある- 2： 地 若く は 口木^ 沿 山 序 

の 地の 如き は 溫 皮 著しく 低 下 し. 彼 の 長 州 萩の ！ ^部 を 除きて は 柑橘類の 生^ を兑る 能 は ざ 

ろ は， 全 く 潮流の II 係に よる ものな り。 



論餽 SI 圆 榭果 殺^ 



第 S 節 市場の 遠近 及び 運輸 交通の便 否 

お 今^ 產 せらる 、某 莨の 大部分 は 都 人士の 消費す る處 なれば 、果樹栽培 上 自然の 钊^ を受く 

る ことな くんば、 都會に 接する 程 其 利 盆を收 むる こと 多 かるべ し。 都會 附近 は 一般 交通^ こ 

して， 運搬 容易に、 荷 造 等 も 極めて 簡略に、 從 つて 運 貨を耍 する こと 少 なきの みならす. 常に 市揚 

の 嗜好、 翳耍の 狀憨を 窺知す る を はてお に 先制の 利 を 占む の^ 點 あり。 早 熱 種の 如き I ^$ 

を q ふ もの、 义 は铫. 無花果の 如き 菜 皮^く 果肉の 軟^な る 上、 肸藏 困難なる もの は 今-日の 如き. 

交通 機關の 設備に 於て は逮隔 なる 地に ありて は 到底 都會 附近の 生産者と 競爭を 試みる こと 

ム = はさるな り 然れ ども^ 囿は必 すし も郤 市の 附近の みに 限らる、 ものに あらす。 山 問 培 

^の t にかても 之 を經營 し. 相當の 利潤 を はつ 、あるの 例 乏しから ざるな り。 是 れ風ヒ の^ 

合^力 材料の 旅價は 能く 荷 造運貨 の^ 率 を を^ ふて 狳り あるの 故な り。 殊に 近に 努力の も 

乏. 整 枝 材料の 縢贵， 著しく 都會 附近に 於け る經 營浙く 難を感 する に 至りし 結^. 遠 殇 の^こ 

i 、て 著しく 勃興す るに 至りし は. 資 に 偶然に あらざる なり。 然れ ども 斯 かる 地に ありて よ 徒 

らに 好奇心に かられ， 種類 及び 品種の 選擇に 注意せ ざらん か、 後來九 《 の 功 を 一 荽に虧 くの^ 

を 招 S する や^かなる のみなら す， 從來の 歴史に 於ても 是れ を設 明す る處 なり。 さで よ 邵會 

去る こと 遠隔の 地に 趣く に從 ひ. 其 種類 は 柑 橘. 梨. 苹某 の 如き 貯 狨に堪 へ. 運搬 容 易なる もの を 

0J へ き は 勿論， 其 品種に 於ても 中^ 若く は晚熟 種の 生 食 ffl に 主き を 匿き. 隨 f 乾 梨. 搪眾 川の 

力き 加工^ o もの を 適 せ： 配合 選擇 する こと も 必要な り。 其 早熟 種に 至りて は 成 可く 減少し * 

ai: 一 w. 菜お srass に 開す る 要項 
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IS 五 „3ES 耍 者の i! 好 一 1 四 

其 地方の？： M を充 たす 位の 程度に 止め 置く ベ し。 



の 嗜好 

上世 人の 嗜好に 投 する にあら ざれ ば， 其 利 を 占む 

好に 至りて は 其 貧富の 程 

する こと を 得 ざ る も、 其 



度， 人 氣 の 善 恶， 人 衆の 進 

需要の 大部分 は 都 人士 



る 



の 



こと^ 

及び^ 

占む る 



第五 節 需要 者 

果寳も 一 の 商品 なれば 是れ が販 資 

は ざ るべ し。 而 かして | 而要 者の 嗜 

期 節の 如何によ りて 元より 一 槪に 

處 なる は 疑 を容れ ざる 處な り。 

都市の 膨脹と 共に 其 生活 程度 も 著 

るに 至りし が 如き も， 數 年 前まで は 

欲し、：^ 芳香 .盒 味 等に 至りて は敢て 

覇 王と 迄 呼れ しに 係ら す， 方 今 殆 ん 

の 恩 惠 に 遠 ざ かり 行く が 如き は顯 

くも 数十 種より 多き は數百 種に 達 

種に あらざる はな く、 其 特性の 尙ほ 

て必 すし も 有利な りと 斷定 する を 得ざる が 如 く、 樹 性； の 適 否， 

る は 勿 論， 其 嗜好 上に 於ても 一 致せざる 點多き を 以 て， 徒 ら に 

が 如き は 却て^ の 得た る虡 にあらざる なり。 宜しく 世人の 嗜好に 適 し， t 而 要の 多き もの を 

ばざる ベ からす。 所謂 嗜好なる もの は 永久 不變 的の ものに あらす と雖 も， 品 質の 良好なる を 



し く 增 進 し.： K 嗜好 も 次第 

一 般^ 嗜好 幼稚に して， 形 

顧みる ものな かりき， - 彼 

ど 顧みる もの な きが 如き 

著なる 實例 なり。 元來果 

する も， 和 梨 .柿. 柑 橘の 一 部 

不明の もの 多 く、 例 令 彼 地 



に 高 尙に趣 き、 品 質の 優 

狀の 偉大、 色澤の 濃艷な 

の 天津 水蜜桃の 如き 一 

，又 九 年 母紀州 蜜柑 は 次 第 

樹 類の 品種 は 其奴 颇る 多 

を 除きて は 殆ど 外 國 輪 入 

に 於て 良種と 認 むる も 本 

• 結果の 豐凶等 彼我 相 同じ 

斬 種 を 得る に 汲々 たらん 



を 



欲 す 

の を 

場の 

，少な 

新 品 

に 於 

ら ざ 



とする 



榭杲驗 焚 



望む に 至ろ は 人情の 常にして. 從 來の狀 態に 鑑みる も 將に其 然る を覺 ゆ。 故に 將來 品質の 伢 

良 二 主き を S く は 勿論なる も. 概して 品質の 佳良なる 程 性質 虚弱に して， 病 蟲に對 する 抵扩 丈 

少なく、 又 1„- 產 ならざる の炔 點を冇 するな り。 彼の 早 熱 桃の 炭疽病に 弱き が 如き， 甜橙 類の 寒 

害を受 くる こと 多き が 如き. 歐洲 葡萄の 露地栽培に 困難なる が 如き. 其 例 枚 皋に逵 あらざる な 

り。 故に^ 樹栽 坊^ は 市 51 の 嗜好 卽ち 販路の 如何 を 顧慮す ると 同時に、 栽培の 難易， 結果の も 

凶に 關 しても^ く 注意す る處 なかる ベ からざる なり。 

第 六 節 他 果物との 關係 

杲資 牛； 產の 時期 は 其 種類に より. R ら 異な り， 採 收 期の 最も 早き は 苺 • 櫻 桃に し て， 枇 把 之に 次 き 

ヒ 旬より 六 月 下句 迄に 採收 せられ， 桃 は 六月 下旬より 义 杏. 李 は 七月 上 中旬より 梨 .苹 菜 は 

七月 屮 下旬より、 葡萄 は 八月 上旬より 採收 られ. 須具 利. 木苺. 胡桃. 栗. 無花果. 等此 間に 前後 し、 柿 は 

八月 下旬より 柑^ は 十月 下旬より 順次 採收 せらる 、 が 如 く， 其 期 節 自ら 異なる が 如き も. 種 & 

中 品種の 早晚 によ ^同時 期に 成熟す る もの 又 少なから ざるな り。 斯の 如く 同時 期に 數種若 

くは數 品種の 同時に 生產 せられん か， 必すゃ 競爭の 起る こと 自然の 勢 ひに して 優勝劣敗 は究 

が 4 ざる 處 なり。 而 して 是等競 爭場裡 に 於て 常に 勝 を 占 め. 毅 然 頭角 を 現 はす もの は 大凡 方 

の 如き 性質 を帶 びた る ものた るべ し。 

1、 嗜好の 新たなる もの。 

二." gw: 佼 .dili して 比較的 價 格の 廉 なる もの。 

第 Ills *SWB 開設 に^する 要項 一一 £ 
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第 七 節 荮 本と 技術 及び 腦カ 二 六 

三、 果 實の性質其期節に適合せるもの。 

^の樱 桃の 如き 其 品質 如何にもお 尙 なる も 食味必 すし も 優等と 稱 すべき ものに あら す、 而 か 

も 一 斤 二三 十錢 のお 價を 以て 販賣 せらる , は 全く 嗜好の 新たなる に 原 ral すべ きものな り。 

又 六月 下旬に 採收 せらる 、早 熱 桃の 頗るお 價な るに 比 し. 晚 生 種の 比較的 廉 憤なる は、 K 品 質 

の 劣れる にあら すして 嗜好の 渐く飽 き， 新 たなる 種類の s 現 を 望みつ 、あるが 爲め なり。 柑 

凑 類のお 較的 長く 市場に 覇を爭 ふ は 他に 競爭す ベ きものな きに 依る。 梨. 葡^ の 如き は 尸. 九 

十の 三 ヶ月 問に 於て 最も II 要の 多き は當 時の 氣溫上 昇、 乾 天打績 き， 最 も 多くの 溢 を 感 する 期 

によるな り。 

將來 果實の 生產 愈-多く 競 爭愈 "激 甚 となる ベ きは瞭 かなる 處 なれ ば. 栽 培 家 は 能く 種類 及び^ 

種の 持 性 を 考究 し， 常 に 品質の 優等なる ベ きを 選 ぶ ベ き は 勿 論， 成 可く 競爭を 避く るが 如く 心 

掛 くる を 緊要と す。 是れが 爲には 最 も 需要 の 多き 期^に 成熟す る 品種 を 選擇す るが 如き， 或 

は是二 R し 他果の 市場に 出づる こと 最も 寡少た る 時 期. 殊 に 初期に 於て 生産せ る もの ST ち 早 

熟 種 を 選ぶ ベ き 等の 必要 ある な り。 



第 七 節 資本と 技術 及び 

果樹栽培 は 他 作物に 比し 其 利益 颇る大 なる も、 栽 

る こと 能 はざる なり。 結果 力の 最も 速 かなる 桃 

^はざる が 如 く， 柑 橘の 如き は栽栴 二十 年を^ 過 



腦カ 

杌後數 年 或は 十数 年を經 ざれば 純 收人を 見 

の 如き ものに て も， 七 八 年を經 ざれば 收支相 

すれば 一 本 五 圓、 三 四十^に 至れば 十 ぼ .2: 



14 S 



樹栗驗 突 



トを^ ,0 二と 敢 て闲雒 な ら ざ る も、 純 收^ を^る に は 十六 匕 ^を 要する が 如 く. お ^にね け る 

S よ ^ ^^の；； 3； 擔す る M となる の み な ら す， 山 野の 懇费 又は 土地 購入^の 資 金， 苗 木 代 

等 を W ふれ. よお ift 擔 たる 诀 して 少な か らざ る な り。 最近 岡山^ fIS 事 試驗 場に 於 て 調査^; 表 

せる 各種 ^樹 類の 收支 計^ を兒 るに， 



葡 
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(右 は 縣下第 一 流の 栽培 家に よりて 調査せ る ものと 稱 する も 其收 益の 多き 他府^に 於て はお 

底 其 半ばに 達する も 困難なる ベ しと 思考せ る 、處 な り) 

其收^ の大 なる 全國を 通じて 及びな きものに しても 早き は 五 年に 至 ら -. さ れ ば 其 收支 相谘ふ 

に 至 ら ざ る が 如 く， 劳 し 一 朝 不時の 災害に 遇 はんか 忽ちに して 减少 し， 其 收 を兒る こと 一 

困難なる ベ し。 啻に 收 <ま を 兒る 困難 な るの みな ら す， it 年 要する 費 川 は 一 反.^ 少なくも 七 八 

十 n を 要すべ ければ 絰營者 は 之に 對 する 相^の 資本 を冇 する にあら ざれ ば. 其 利 ^ な ら 

ざる を 知る に 足ら ベ し。 

slsla 開設に Ml する 耍 S 乙 i セ 
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第 七 S3 S 本と 技術 及な 战カ 二八 

£ 水樹 栽培の 經營 しき を 俘ん か， 其 利 盆 颇る大 なる も. K? に對 する 資本の 必耍 ある は 旣に述 ベ 

たる 處 にし て、 尙 ほ 其 粱務は 攀術按 能 等 を 要する こと 多 く， 彼 の 剪定. 整 枝に 於て，^ 害蟲 の醖^ 

豫 防より 施肥 管理 上に 至る ま で. 之 を 巧妙に 應 川す. ろに あら ざれば 其 利 盆 を 兄る こと 充分な 

らす。 殊に 溫审； 栽培の 如き は 全く 舉现的 研究 を 待 つ. に あ ら ざ れ ば 其 成效は 望み 難 き な り。 

啻に 栽培 上に 於け る舉理 竝に經 驗を耍 する のみな ら す， 其 生産 品の 販寶 上に 於ても 考慮 を耍 

する こと 多 く、 之 れが爲 め 商 略 的 智識 も亦缺 くべ から ざ るな り。 故に 徒らに 其 利益に 眩惑せ 

られ、 自己の 資本と 擧カ 技術 上の 如何 を 顧みす， 無謀に 大 栽培 を 行 ふが 如き は 大に愼 まざる ベ 

からざる 處 なり。 
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第 四 章 果樹の 種類 及び 分類 

果樹の 種類 は 極めて 多 く， 現 に^ 人の 栽-おしつ 、ある 梨 • 桃 等 の 所 謂 溫帶 果樹 は 勿 論， 樣果 .廿 

まの 熱帶 又は 亞熱 帶產 の^ 樹ょ り， 某、 帶 地方に 產 する 矮小 灌木 「クラン ベ リ J(crall 丁 crry, 「ッ ル n ケ 

モ、」 の 一 種) 等 に 至る まで 苟 くも 栽培され つ 、ある ものの みに て も， 殆 んど枚 舉に遑 あらざる 

べし。 而 して 是^ 多数の^ 樹の 種頻を 一律の 下に 分類す る は， 藍 し 不可能の 業たら すん ば あ 

らす。 木 書に 說述 する 所の もの は 此の 如き^ 汎 なる 範 園に 渡る 事 を 避け て" 專 ら 本邦の？ J 帶 

地區 内 に， 而 かむ 營利 的の 栽培に か、 る ものの みに 止めん とす。 而 して 是等 の溫帶 果樹の 分 

類に 就て は^ 方式 種々 ありと 雖 も， 耍 する に 分類の 主眼と する 所の 標徴 を 異にする に 過 ざ す。 

然れ ども ^樹 を分頻 する に <?3 て玆に 一 言 すべき 事 あり。 吾人の 果樹と 稱 する もの は杲實 を 

採收 せんが 爲に 栽培す る ものな り。 從 つて 朵樹 の^も 重要なる 器 {；：：： は^ たるべ き ポは異 

を 挿^べき 餘地 なかるべし。 然 らば 果樹 を 分類す るに 際して^ 實の 形您を 分類の 11 徵に 

採 る ベ き は S も 合理的なる もの. U るべ きを 信ぜ すん ば あらす。 徒に 植物 自然 分科の 順位に 

從 つて 果樹 を 排列す るが 如き は盖し 無意味なる ものと 稱 する も 不可な かるべ し。 今^ 實の 

仓 W 部を觀 察の 基礎と して 本邦に 於け る溫帶 果樹 を 分類 すれば 左の 如し。 

第一 i&u 仁果类 

IB 四^ 菜 ほの ほ類 及び 分 s 一 1 九 
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第一 節 仁果 籙 i 

roi rs ぎ， (roniooas FS 一 ts) と 稱 する もの は卽 ち是れ なり。 之 を 自然 分科の 上より 見る 時 は， 

蔷 ^科植 勿に 屬 する ものみに て. 更に 之 を染實 の形您 上より 觀 察すれば^ 人の &m. とする 所 

の 部分 は 花 托 (Rcciacle) の 發育 せる ものにして、 子房 ^ 及 び 心室 は迪俗 的に 云 ふ 所の * 心 (？ I. 二 

をき 成す るに 過ぎす。 從 つて 花の 形態 上より 論 すれば 子房 下位 花に 馬す る ものにして ，荩 片 

(Calyx-Ibli は 果 粳 (Friut stalk) と 反對の 側に 存 するな^ とす。 所饜 果樹の 主なる もの は 次に 

揭 ぐる 數 種な り。 

一、 荜果 Ap で 12. Malus pumila- Mill. var. donicstica ,0^50-^. 

現今 吾人の 栽培す る 所の 苹栗は 品^の 數殆ん ど 千 を 以て^ ふべ くお 基本 種た る 植物 も 決し 

て 一 重の " リ- 一， りら す。 歐洲 中部に 於け る 湖 棲 時代 CLals Dwelling Age) の 遣 物た る 化石の 上 

よ o T 究チ」 る 結 * に 依る も、 旣 に 其 當 哓 の 「 リ ン ゴ」 なる もの は粆 くと も 二種 以上の ものな りし 

事を^ 斷す るに 足らべき 證左 あり、 存^ 以來 歐洲に 於て 栽培され たる もの は ーミ ー£ ョ き さ 一一 

にして， 該種 は歐洲 中部 束 南部 地方より 亞細亞 の 西部 地方に 野生 又は 野生 化する ものな り" 

it 二 於け る 栽培 品種の 大部分 は- 該種 又は 該 種と 他 種との 交雜に 依って 生ぜる ものにして， 

栽培 品種に 就いて 一 一 其 系統 を 探究す る 二と は 現今の 如く 改良され たる 栗樹に 向て は殆ん 

と 不可能なる ことに 凰す。 然れ ども 現今の 栽培 品種 を 火 別して 中部 歐洲 穂 (ssdl" >^t^ 

Sweet Apples.) 及び 露西亞 種1§ Apt f A1 の 二つと する 事 を 得べ し。 勿論 此兩、 者 

の 何れに 晟 すべき か 不明なる もの 尠 しとせ す。 而 して 中部 歐洲 種に 屬 する もの は 弍已ラ 

sua Mill. f Malg Linn.) 及 び Malg "ilvc&i" Mill. (rims Malus silstr に Lhs.) の 系統に © す る も 
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のな り。 後者 は 欧洲の 中部. 來部. 北 部 地方に 野生 又は 野生 化する ものにして. 之 を，； S 者に 比す 

れば枝 條に刺 多く、 焚 • 新 梢 • 花 梗.苳 等 に 毛茸 少きは 其持徵 なり。 

次に^ 西亞 種と 稱 する もの は^ら 左に 揭 ぐる 二種の 樜 物に 其 源を發 せりと 稱 せらる o 

Mains prunifolia Borkk (i*irca prunifoilia wind.) 

該 種よ -シ . へリャ 地方に 產 する ものにし て. 未 だ 嘗て 野生せ る もの を 見す。 多分 交雜に 依て 生 

ぜる ものなる べしと 云 ふ。 圔藝舉 若の 所謂 「キミ ノ シ ベ リア リン ゴ」 (Yel 一 on-Siberian oahs) と 稱 

すろ もの は， g ち該 種に して 本邦に て は 「ィ ヌリ ン ゴ」 义 は丸棻 海棠と 稱 して 専ら 苹果の 祝 木に 

供 川す。 某 實は確 莨に 蓦片を 残存す。 • 

ジ r:llus t-accata Borkh. fl.》inl:s h;iccata Llnll.) 

支^ 北部 地方 京產 にして 通 党 「シ ベ リ ァ リ ン ゴ 」(siboriau Cralis, Red Siberian crahs.) と^する もの 

は卽ち 是 れ なり。 本邦 仏 『ェ ゾリ ン ゴ」 に近綠 なる 植物な り。 果實の 一 端に 纂片を 止め す。 

中部 歐洲 種と 稱 すべ き 栽培 品種の 主なる もの は國光 (一に 一 ま-" Jsst.) 紅 玉 ( romltha-l) 等に して |路 

西亞 種の 系統 を 有する もの は， 紅 魁 (Rod Astrachan.) 黄 魁 (Yellow Trallsparollt) 亞歴山 王 (ヒ scan 一 ler) 等 

なり o 

是 迄： の 囡藝 家に して 苹果の 品種 を 分類せ しもの 少なから す， 今 年代に 從 つて 其 著者の 人名 を 

^くれば 左の 如し。 但し 分 額の 方式 は餘 りに 冗長に 渡る の 恐れ ある を 以て 之 を 略す。 

一六 六 ^年 ヨン スト ン氏 (J. Joustoll) づ ic Nntul.gcbhichte V21 Baiiluoll u. lYhulls? 

一七 八 つ 年 マンゲル 氏 (L. Mallgcr) vollstiimligj Allk-itig zu ehier systelllatllsllc Iwclllologlo. 

IBEISBKSa の 及な 分！ ss 一 一二 



論^ 藝囿樹 栗驗實 



第 一 節 

七 九九 年 

八 〇 二 年 

八 一六 年 

八 三 一年 

八 四 八 年 

八 四 九 年 

八 五一 年 

八 五 二 年 

八 五 二 年 

八 五 五 年 

八 五六 年 

八 六 〇 年 

八 六 七 年 

八 七 五 年 

八 七 七 年 

九 〇 九 年 

以上 揭 けたる 



仁果頹 一一 =ー 

-, チ— ル 氏へ A. Diel)versuch emer systep-latlsche weschreikmg. 

一八 〇 九 年 クリスト 氏 「L. christyvollstalldige Pomologie. 

ジッ クラ ー 氏 (p, sickler) Deutsche obitg{irtll。r und deutsche Ohstgatten. 

英 國函载 S 協 合 曰の 果物 口 叫 目 catalopue of die Fruits, Royal Horticultural Society 5 

London. 

ル カス 氏 (Lucas ソ Wochcnblatt filr L-alld-ullJ Forstwirthschaft, Nr. 42., 1848. 

ル カス 氏 (Lucas) WoclienWatt fiir Land-und Foswlrtllschaft, Nr. 30, 1849 

ホッグ 氏, R. Hogg) wrltlsll pomology. 

ダ ゥ 二 ン グ 氏 (A.G. jDownhlg) Fruit and Fruit Trees of America. 

.チ1 ル及 J ルカ ス兩氏 (； Diel und Lucas) Die Kernobstsarten wtlrtenberga. 

ドク ホナ ー ル 氏 rp.J.. Docllnahl.) Der siclicr J^iillrer m. ^er Obstkuude, Band. I. 

ラ ン ゲ 氏 (s. LSI ぬ e リ pomolora-ischten Alonatsliefte, 2 Jahrgan^. 

ル 力 ス氏 「H. Lucas) Das illustriertes Haiidlbuch der oystlsnde. .Band 1» 

ヮ ルダ I 氏 一、. warder) American pomology. 

ホッ， ク 氏 rR. Hog-g) The New Apple Svstem. 

ルカ ス氏 (E. Lucas) Eillk-itun ぬ in das studlllln der .^omologs. 

ト. （マ ス氏 fJ. Tllomas) TVie American Fruit culturlst. 

諸氏の 分類， も は 主として^ 富の 成 熱 沏、 形 狀、 色 澤、 大 さ、 內 質， 風 味 等に 分類の 標徵 
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を 校り し^ め. 大 體に 於て 大同小異の 點多 しひ 只 一 八 七 五 年に ホッグ 氏の 發 表せし 分類 は 全 

然是 迄の 方法と 趣 を 異にせる もの あり。 同氏 は 苹果の 各 品種 を 六つの 點に 分ち て觀 察せり。 

卽ち 左の 如し。 

(一) 雄蕊 は 一 巷 ^ (Kx>k.hl._:>hl.c, calyx-tube;) よ り (A ) 上に 出る もの (B ) 同 高なる も の (C) 下 に 位する もの 

(一 $ 心 rKenlhahls; Core or cell) (A) 開けろ もの (ぷ) 閉ぢ たる もの 

(三) 萼筒 (AM 餽 形なる もの (B)？i 斗狀の もの 

(四) 萼 片 (Kclcll; 】.：yc) (A)M ける もの (B ) 閉ぢ たる もの 

(五) 果實 の形狀 (A 面 形 又は 扁圓形 (B) 圓錐 形， 長圓形 又は 卵圓形 

(六) 苳 简に 一 定の單 位 を 定め て (A) 長 きもの (B) 短き もの 

斯の 如き 特 徴を各 品種に 就いて 詳細に 調査して 分類せ る ものにし て. 頗る 褸雜 なる 結果に 到 

達する と 跳 も. 花 の 構造に 意 を 注ぎた る點は 他の 分類法に K 比 を 見 ざろ 所な りと す。 

二、 和； (ノ. 巳) A】>plcs. M.S11US sp. ct v;l:. 

和 林檎と 稱 する もの は 栽培 的に 改良 を 加 へられざる ものにして 本邦に は 数 種 あ り. 何 れも本 

邦^ 產 s ものに あらす。 其、 內 主なる もの は， 

ナ ガサ キリン ゴ。 一名 ナガ サキズ ミ。 一名 カイ タウ リン ゴ Mains micromalua Malullo. 

ィヌ リン ゴ。 一名 マルベ カイ ダウ ！ salus p.uml"clla wc^.^-r 

リン キ。 IVIalus Rinkl IC(Ji<l. 

ヮリ ン V -。 pumila Mill. var. paradisiac* Schneid.? 

e^s 栗 ほの 》f 類 及な 分類 ii 一一 一一 
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- 仁果頹 HU 

ェ ゾリ ン ゴ o IVIalus ^-pooy^p .Oesf. var rnarsclmrlca- I\raxlm. 

以上 5? けたる もの は桢物 分頹舉 上， 「リ ン ゴ B-M S 「リ ン ゴ 」區 (Eunlallls) に 愿 する ものにし て， 「リ ン 

ゴ fe-x £ 區」 (sorbomalus) に^する もの は 尙ほ奴 種 あれ ど も、 是 等の もの は 果樹と して It む る $ 

能 はざる を 以て 之 を捣け す。 

一一 I、 ： 手 梨 European Pears. IPirus conlsums Limi. 

梳物 分類 舉者は 洋梨の 栽培種 を 一 括して 51.US communis Lhs. なる 名 稱を與 へ たる は苹 栗の 

栽培種 を 一 つの 舉 名の 下に 一括せ ると 同檨 な， り。 洋梨 も 苹朵と 同樣に 多数の 野 ゆ； 植物に K 

源を發 せり。 今 フォッケ 氏 (Focke) の 說に從 つ て 基本 種と 認 むべ きものの 名 稱を舉 ぐれば 左 

の 如し。 

Pirus Achras Gaert. 中部 亞細亞 原産の 植物に して 現今の 栽培種 中には 此 系統に 屬 する もの 

最も 多し と 云 ふ。 

Pims nivalis Jack. 歐洲の 南部に 野生す る ものにして Snow Pears と稱 する もの は 卽ち是 なり。 

現今の 栽培種 中には 此 系統 を 含める もの 少なから す。 



Pirus cordata Desf. ベ ル シャ より ギリシャ 地方に 野生す る ものにし て， 果 梗の 基部 膨大に し 

て 所謂 肉梗を 形成す るは此 系統の 特徴な り。 



IM1.US eleas-ifolia Pall. カウカ サ ス地產 の 胺 產 にし て^ ims nivalis Jack. に 類^せる 形態 をお す * 



ril.us peraica Pcrs. ぺ ル シャ、 シリア 地方の 原產 にして 果實は 洋梨 形を呈 せ す， 圓 形なる は特 

徴 なり。 「ベ ルガ モッ ト」 (Bergaitte) な る名稱 を^す る 一 群の 栽： お 種は槪 して 此 系統に！ ^す 



^ぬ 樹^ 驗爽 



る も のな りと 云 ふ a 

現^ 洋^の 栽^種 は 以上^ けたる 数 種の 梳 物の 種々 なる 變與の 結^ 生ぜる ものにして， 苹果 

と 3 よ， -各品 i に 先いて 肌 先の 系統 を 一 々明かに する は^し 不可能の 事たら すん ば あら す。 

洋ぉ を！ 1级ー ゆ 的に 分類せ る舉 者の 氏名 を^ 代に 位って 揭載 すれば 左の 如し" 

六 六 八 年 ヨン スト ン氏 (J. JollstollJ 

u u V ^. マイ ァ 1 氏 f Alayer) Pomona .Franconlca. 

七 八 〇 年 マンゲル 氏 (Mallgcr) 

八 〇 一 年 ，チ —ル氏 (Did) K^emob.itsorten, B 二. V. 

r> ： ハ年 ジック ラ ー 氏 (sicklcr) Deut. obatagstti und (1 -lit Khitgartq.l. 

\ 二 1、 ul- ジ，） ル 及..^ リ ー ゲル 兩 氏 (D; 。一 ョニ Lie お。 1) di。 Pomol (も； wlio K:umtsprach? 

八 三 一年 英^ 阅藝 協會の 果物 品目 (ぼ alcglle (>f the r mits. 

_> 三 九 年 , チト リツ ヒ 氏 (Dittrich) Handbuch der olstkunde Bd. I. 

\ 四 七 E- メ ッンゲ ル 氏 (Met 、お or) Kesob.st.sortell 二 es sfi-ui。hell T)outschlalKK 

，、 u- L 平 レ. 7 ス 无 fL-llcas) wochellblatt fill- Lalv.l.ulrl Forstwu.tllschaft, Nr. o9, s p 

人 i し 二 ui- ダウ 二 ン ダ 氏 (Downing) Fruit and Fl.cjt Tros of America. 

人工 三年 ル カス 氏 f Lucas) yio Kcnnbstsortell .sviirttellhcrgs. 

TV I ェ年 ド ツネ ナ ー ル 氏 (Doclmahl) づ2- sich。rc Fiihrer hi (ler ohitklsjc, RL, II. 

人 五 七 年 ャ. I ン氏 rF- Jahll) Ilhlstricl.:£ llaudbudl (12- obstlsIKlc, i. 



« n w 菜 a の a s 及び 分 s 
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- 仁 菜 81 三 六 

一 六つ 年 フォン： ネ— ゼ 氏 一 von Bose) Monatsliefte Jrur Pomologic. 

一 六 三年 ウイ レモ ー 氏 (willermoz) Pomolo ぬ 5 cle la France. 

1 八 六 四 年 ベ ルグ フィス 氏 (wc-rglulls) Islederlanal-sclle obst^Jarten 

一八 六 九 年 ルカ ス氏 ^LCOPKW T*0n55glsclhte laieln zum .Bestlmmcn der Ohstsorten wcl., JI. 

以上 祸 けたる^ 氏の 分類法 は 何れも eH 莨の 形狀を 分類の 主眼と し、 肉質 • 風味 *大 さ 及び 色澤に 

依て 更に 細密に 類別せ り。 只ド ツネ ナ— ル 氏の 分類 は 多少 桩物 分類 舉 的の 觀察を 加味せ り。 

pl、 曰 本 梨 Saud 1-ears. pirns serotina ilelid. var. culta E-ella. 

是迄 口木 梨 及び 支那 梨 を 一 括して 分類 舉者は 之に pirg sinensis Lind. なる 學 名を與 へ， 圚藝舉 

考 は Sand Pears として 洋梨と 之 を區^ せり。 

n 木 梨と 支那 梨と は * 實の形 狀. 色 澤 等の 性質に 就いて 比較す る^に は 一 見兩 若の 間に 異る 

もの あるが 如き 觀を呈 す。 卽ち 支那 梨に は 洋梨 形に して 黃綠 色なる もの 多 く、 之 に反して 口 

本 梨の 大部分 は圓 形に して 銹 褐色 を呈す るの 事 實は兩 ^の 比較 上^も 吾人の 注意 を 引く 點 

なり。 然れ ども 日本 梨の 形質 を 詳細に 調査す る 時には 支那 梨の 有する 形 食 の 凡て を 日本^ 

の- 2： に 之を兒 出す 事を^べ し。 且つ 花 及び 葉を檢 すれば 兩^ に 共通の 點多 くして 共に 洋梨 

と は 著しく 異る事 を 知る に 難から す。 此兩 者は歐 米の 攀 者の 唱道す るが 如 く. 祖 先の 系統 は 

同 一 なる 祯 物なる ベ く、 而 して 現今の 如く 兩 者の 果實の 形質に 多少の 差異 を認 むる に 至りし 

は 蓋し 多年 栽培の 結 梁、 兩 國 民の 果 實に對 する 嗜好の 異る所 は、 形 質 淘汰の 上に S 然に表 はれ 

たるに 外なら ざるべ し。 
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然 らば B 本 M 及び 支那お の 紕先は 如何なる 植物な りしか^ 近に 至て リ，. ダ I 氏 ^£2.) は 

支那の rii ^桢物 を 詳細に 硏究 せる 結^, 古來 日本 及び 支那に て 栽 培 せる^ は 1- ミ き if 

Liml に あ ら す し て. rims scrot.ma Kch 二 • の 改良種なる^ を 主張せ り。 該種は 支那 中部に 废し， 西 

部に も 亦 少なから すと 云 ふ。 其 原 記載 を 一 讀 すれば お 人の 栽培す る 日本^の 形 K と 一 致す 

る^-. ii めて 多し。 而 して リ一ダ ー 氏 は リン ドリ ー (T」>--( 一一 oy) の 命名せ る づに. 5 に^. な 

る もの を^ 原 記載に 照合して 以て 現今 日本 及び 支那に て 栽培す るお と は 全く 異る 所の 2g 

恩の 他 種の 栽お "種に 外なら すと 結論せ り。 

口 本^ は 2nls srothla の 改良され たる ものな りとの リ ー ダ ー 氏のお 論に ぉレ て" 敢 「 

異論 を 挿む ベ き餘 地な しと 雖も、 現今 日本 梨の 多数の 品種に 就いて 詳細に 其 形質 を觀 察すれ 

ば必 しも 單に 一 種の 植物の みより 改良され たる ものと する に は 多少 躊躇せ ざる 可らざる も 

のな きに あらす。 更に 後日の 研究に 待つべき もの あり。 

n 木^の 分類に 就いては 是迄 分類され たる 記錄を 見す。 著者 は 此點に 就いて 數年 問 多少の 

B S な拂 ひし が、 未 だ 確た る摞徵 を柿捉 する 事 能 はざる を 遺憾と する ものな り 只ダ皮 C 形 

^及び 果實の 形狀に 就いて 之 を 分類 的に 列記 すれば 左の 如し。 

( 一 ) 粜皮 锈祸 色なる もの (Russcty Brown typc) 

(ィ) p 圓^ なる もの (oblate shalxj) 

巾着 • 幸 藏* 赤 龍 • 世界一 等 d 

へ D )n 形なる もの (Glolulltu- shape) 

一二 七 

«s 四 W 果 a の MJ 類 及 



^緦 H 圊樹 JS: 驗 梵 



第一 節 仁杲翳 111 八 

長 十 郎 • 早生 赤 • 獨 逸 • 耕の 渡 等 * 

(ハ) 长圆 形なる もの (oblonL-- shajic; 

明月 • 大廣丸 • 旭 龍 等。 

(二) 洋梨 形なる もの (pcrifol. ミ) ， 

大 古！： • 其 他 無名の 在來 種に 多し。 

(ホ) 尖圓 形なる もの (obovatc shape) 

今 村 秋 • 今 村 s • 天ノ川 • 土 佐 條 • 晚三吉 等。 

(二) 果皮 黃綠 色なる もの (waxy Gri type) 

二十世紀. 博 多 青， 太 白.^ 富 • 國 長 等 は 現今の 栽培種に して 扁圆 又は 圓 形の ものの みなれ ど 

も 無名の 在來 種に は 洋梨 形の もの 少なから す。 長圓形 又は 尖圓 形の ものに は黃綠 色の 菜 

^を.；；； する もの 稀 な り。 

(三) 果皮 銹 褐色に して 黃斑 ある もの (Intef mediate type) 

赤糨の 如き は 一 適例に して 銹 褐色の 采 面に 黃綠 色の 斑 を 表 はすこと 多く， ゆに は 全然 黃綠 

色の^ 實を 結成す る こと あり。 ^鏺 及び 太平に も 明かに 此牲^ な 具備す るは是 迄の 觀察 

に 依つ て、 g かに 立設 する こと を^べ し。 而 して 此 部類に 馬す る 品種に ありて は^ 資の形 

狀の 上に も^しき 彷徨 變異を 表 はす を 普 通 と す。 

斯の 如く 朵 皮の 形質 を 分類の 主^と すらに 至りし 所以 は是 迄の^ 生に 就いて 觀察 する も， お 

皮の 色^ は^ 傅 舉 上の 一 位 形^ を 形成す る こと 明かに して、 见赏 の 形 狀も亦 一 の 。4 位 形 K 
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たる はや ふ 可らざる 所な り。 但し 形狀に 就いては 屮問種 多く 特に 圓形 及び 一 M 圓形 の兩^ に 

至って は彷惶 ^を 調査して K 屮心惯 に 依って 之 を 決 せし もの な り。 

次に 今" 迄に 分類 舉 者の 研究に 伎って 明かに された る 本邦^ rii Iff シ」； El! (rirol-llcm 一 In) に 

© する 桢 物の 名 稱を舉 ぐれば 左の 如し" 

マ メナ シ .pu.us Callcryana I)ccll. 

マ メイ ヌナシ I 一 irus Falll.R-l 了 clml. 

？/ チノ クナシ T*isf:! ferruc-lllca K.01 二. 

.1 ヌナシ r*in-s ussuricusls Ivraxll? 

アイナ シ 一名 ノナシ IPirus ITyelnntsllalla M.n..k. 

五. ^ ^ Jbrjuat, 】 に .lobotrya • 一 apomca Lllld. 

木 邦の^ 地に て古來 栽培され たる 菜樹 にして 現に 数十 種の 品種 あれ ども 植物 舉 上の 變 種と 

むべ きものな く， 圓 藝舉上 更に 之 を 分類され たる 例 を 開かす。 果實の 上より 大別す る はに 

は圓 形の ものと 長圓形 又は 無花果 形の も G とは^し く 異 るが 如き 觀 を 圼 すれ ど も. 此 中 問に 

位すべ き 形狀の もの 亦 少なから す。 斯の 如き 形質 は 分^の 際に 頗る 困難 を す る ものな り 

^人の 是 迄觀. おする 所に 伎れば 栗 實 が 上向して 一 花序に^ 生 す る 6 の と， 斜 めに 下向して 群 

生せ る ものとの 二種 あり。 多くの場合 前者に 13 すれ ど も. 田 中 枇杷 は 後者に 屬 す。 而 して 田 

中 枇杷の 實生に 就いて 觀 察すれば 何れも 此牲贸 を ^傅して 粱實が 明かに 斜めに 下， M する を 

兑る。 此の 如き 性質 は栗實 を 主と する 所の 菜樹の 分類の 標^と する の惯 ig! なしと 踨 も. 形 ^ 

_«a の 《!類 及 a 分 is . S 
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SM 節 仁果類 rao 

調査の 際に 於け る參考 として 之 を 記す る 事と せり。 

uv, 0^ ^ Q-usces. Cydoma vulgaris Pers. (cydoma olblonga Mill.) 

本邦 原産の 果樹に あら す， 其 原産地 は 不明に して 或は 歐洲 南部 地中海 沿岸な りと 云 ひ， 或は 束 

洋 方面なる ベ しと も 云 ふ。 基本 種 は 一 種の 植物に あらざる ベ く、 從 つて^ 產地も 一 ケ所 にあ 

らざ るが 如し。 植物 分類 導 者 は 之 を 次ぎ の^く 分類せ り。 

( 一 ) Cvdonia vulgaris .var. pyl.ilormls Kil.scll. (cydoma owon^a \.ar. a typca >/cml) 

阅 藝 家の 所謂 Pear-shaped varieties に相當 する ものにして、 果寶は 洋梨 形を呈 する ものな り。 

之 を 更に 次に 揭 ぐる 二つに 分類す。 

\. Cydonia -vulgaris vs.. ； pyl.amlaalls Dipp. (-Jydonla OIMOnga var. .nyramldalls Isclln.) 

枝 條 稍..^ 出 すれ ども 樹 形は漑 して 圓錐 狀を呈 する もの。 ^寶は 洋梨 形に して 采 而に縱 溝 

をお せざる ものな り。 本邦 產の もの は 多く 之に i| する 栽培 品種な り。 

(Bj cyclonia vulgaris var. lusitamca Pers. (cydonia oblonga var. c. lusitanica schn.) 

枝 絛の發 冇 著しく 旺盛に して. 葉 も 亦 他 種に 比して 大， En 莨 は 洋梨 形を呈 すれ ども 他毺 より 

著しく 大 にして ^面に 明嘹 なる 數條の 縱溝を 有す。 木 邦に は此 系統に 蹈 すべき 栽-お 種な 

認 め す。 

ニー) Cvdonia vulgaris .val.. nslil()r】 ヨ s Kn.ch. (ijvdorua ODiollsl \,ar. b. mal iiormis ftcllr-.; 

听 fi Al-l;le ふ llal,c-d var.c.ties 又 は Oraiigo quinces と稱 する もの は g ち是れ な り。 见 邕は II 形に 

して^ 粳の周 面 は 前者の 如く 隆起せ す. 梨 實は槪 して 小な り。 本邦に も此 系統に 凰す る 栽 
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【ブ" シ ユカ ン」 佛手 柑卽ち 柑橘類の 一 種に して， 此 誤解の 如き は 全く 論外な り。 
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培 種 あり。 

榲柠に は 一 時 Cydonia Lhs. の 學名を 使用せ し も.. M を 梨と 同 屬に編 人す る を 不可と して 

cydonia の 一 屬を獨 立せ しむる に 至れり。 植物 學上梨 及び 苹果と 著しく 異る點 は 梨 及び 苹 £ 木 

にあり て は、 一 心室に 普通 二 個の 種子 を藏す (例外 あり )。 然れ 共揾桴 にあり て は 一 心室 內 に縱 

e に 長く 二 絛に若 生す る 所の 多数の 種子 を藏 す。 且つ 梨 及び 苹果 にあり て は 一 花序 (corymb) 

に 数 花 を 着： in すれ ども 榲桴 にあり て は 結果 枝た るべき 新 梢の 先端に 一 花を附 する に 過ぎす。 

地方に 伎り ては榲 桴に對 して 誤れる 名 稱を用 ふる 所 少なから す。 今 一 例を舉 ぐれば 長 野 縣* 

^ 福 島 縣. 山 形縣等 の 一 部に て は 之 を 「カリ ン 」 と 稱 し、 山 梨縣の 一 部に て は 「ブ ッレュ 力 ン」 と 呼ぶ 所 あ 

m り。 「カリ 

ン 」 模 $i Cninese v^ulllces. O^P03050^0W sinensis Koeline. rcydonla sinensis Touul.) ふ^- w 類 ® 上 Sp 

s 桴 に近綠 なる 植物 なれ ども 其 榲桴と 異る所 は 次ぎの 數點 なり。 
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第二 節 

セ， メ ドラ 

I 部の 桢物舉 

る 事 能 はす。 

ラ j は歐洲 is 產 

な 以て 詳細の 



本邦に 於け る 

る を 她；： 通と せ 

形態 舉上 子房 

斯の 如き 染實 

しき 不合理と 

^物より 分離 

る^ 解た るに 

橘に ありても 

の 下に あ り， 此 

而 してお 人 は 

似せる を 以 て 



^仁果 類 四 一一 

INredlars. Ivlospli 一- s ^ermanlca Linn. 



^は 「セ ィャゥ カリ ン」 の 和名 を附す 

此の 如き 和名 は 吾人 囡藝を 專攻す 

の 果樹に して 本邦に て は 稀に 賞翫 

說明は 之 を 略す。 

第一 一節 準仁果 類 

是 迄の 圚藝 書に は 仁果 類と して 前 



ども？ 力 リ 

ものの 使 

目的 を以 



ン 一と は 些しも 類 

用す るに 忍び ざ 

て 栽培す る もの 



しカ此 に 

上位 花に 

を 仁果類 

稱 せざる 

する もの 

^ な ら す- 

其 種類 又 

兩 種 を 溫 

此兩 種の 

なり 之 



述數 種の 果 

種の 果實は K 形態 仁 栗 類と 著しく 與 

屬 し、 從 つて 其 WH 莨の 食 m に 供す る 部 

中に 編入す る は苟く ら^ 蒈^ 者の 形 

可ら す。 歐洲の 藝 家に 



此^ 種の^ 實を 熱帶^ 物 



資 

よ 

あれ ど も， 耍 する に 是れ柿 及び 柑橘類 を 十分に 解せ ざ 

. 木 邦の 風土より 之 を兒 れぱ 柿の 栽坊 分布 は^と 甚 

は 品種に 依りて は 枇杷と 略 ぼ 同 一 の 栽培 分布 を呈 す- 

帶^ 樹 とし て. 認 むる は强ち 不合理に あらざる ベ し。 

果樹 を 一 括して i- 仁果麵 とする 所以 は， 某 實の構 造 比 

を 形憨舉 上より ^ や る ゆに は 〈I 述の 如く 仁 * 観と 相 



似せる a を 認 む 

る 所な り o 「メ • ト 

あるに 過 ，ぎ ざ る 



樹の 外に、 柿 及び 

る もの あり， - 此 

分 は f ^ の發育 

態 を 基礎と せ る 



柑橘類 を 編入す 

兩 種の 花 は桢物 

せる ものな り o 

分類と して は甚 

として * 然溫帶 

りしお ォ弋 ： 么" 、ナ 

し き ：：. ム ^ な く 札 

. 斯の 如き 狀憨 

敉 的仁果 類に 近 

去る 事 遠し と雖 
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も， 神 にあり て はお ぱの屮 心 を贳 通す る 所の 果心^ も 維^ 來ぁ り， 救 個の 心室が^ 周阁に 徘^ 

す。 ^^類に ありて は 数個 乃至 拾數 個の 瓤狻 あり， 各 瓤涎は 卽ち心 i まに 相^す る ものにして， 

して^ 中心 を. H: むる 所 S * 心 は 柿の 51 合と 同 樣に維 资朿 たるに 外なら す" ：： ハ此兩 ^の 

る 點は柑 橘の 心 (ャ： ^ち 各 瓤^ に 一 は 隔 @ ありて 容易に 分離す るに あり。 然れ ども 甜^ 颓の如 

きに ありて は 各； i 1^5 は 比 校 的 密着して^ 易に 隔壁より 分離せ ざるの みならす， 二 個 又は 数個 

の瓤^ は 隔^ 不完^に して 之が 爲に 砂瓤が 相互に 連辂 せる もの 少なから す。 此の 如く w Ml 

の^ W の 構造に 多少の wfs 同 ありと 雖 も. 架 ^の 一 端より 他の 一 ff に 通す る 維 朿を 中心とし 

て^ 肉が 其 W 園 を 包圓 する 點に 於て 一 致 し， 而 かも 此の 如き mH 莨の 構造 は 核 果 類. 殻 ^類 及び 

漿^ 類に 於て 之 を 認 む る 事 能 は すま にお の 『軸と 種子. 菜 肉との 係に 就いて 兒れ ば， 假 令 

形態， 上の 構造 は 全然 與 ると 雖 も、 仁 ^頹に 於て 多少 近似の .點 を n 儿 s す^を 得 ベ し。 柿 及び 

柑橘類 を 一 括して 準 仁 栗 類の 名 稱を附 する に 至りし は耍 すらに 此の 如き 觀^ に 外な りす。 

今 之より 柿 及び 柑橘類の 種類 及び 分類の 大要 を 述べん とす。 

| 、 稀 Japanese persilnnis ； Dateplllms. Diospyros Kaki Lhin. var. B.T.d。me.3ticv Makino. 

w は柿樹 科 (Ebcllaccac) に 恩す る 喬木 性栗樹 にし て， 來 洋原產 に HI す。 古くより 日 木 内地 *朝 鲊 及 

び 支那に 於て 栽培 せら れ、 特 に 木 邦に はせ： (品種の 數最も 多し。 米 固に は 柿に 類似せ る^ 樹に 

し ur パ. I シ^ ン/ Pcrsini ョ 21. Jylospyl.03 virgin 一 ana L11111.) と 稱 する もの あり- 见 枝と して 栽培 さ.；； 

て 多少の" i 種 あれ ども^ 赏 としての 品位 は 到底 柿に 比 M す ベ きものに あらざる が 如 し。 

柿の 分類に, して は是迄 研究され たる もの 妙し〕 本邦に 於て は ^惯 的に 古來甘 神 (s-.ect ？ 

K 四 _a 梁 及び 分類 さー1 
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第二 節 仁菓類 

Jictics) 溢 神 (Astringent varieties) の 二 つに 大別す 

る もの を 甘 柿と し， 採 收後 脫&法 を 施す にあ 

柿と 總稱 す。 然れ ども 甘 柿と 稱 する もの も 

りて 全然 脫^ せざる 寧 多し。 現に 甘 柿の 禪 

るに 結^も 初めてよ り， 相 當の年 數を經 たる 

の を 見る 事 を 得 ざ り き。 

此の 如き 寧實 より 推論して 甘 柿 及び^ 柿の 

分類に あらす とする もの あれ ども 新の 如き 

上述せ るが 如く 甘 柿に は 塞 地に 於て^ 柿と 

の 如何に 關ら す， 絕 對に^ 柿の 性質 を 變ぜざ 

1 つの 固定せ る 性質と 見る 事を^べ し。 且 

所の 今一 つの 性質 あり。 寒 熱に. 對 する 抵抗 

の 寒地に は 古來甘 柿を產 せざる と 同^ に臺 

又せ 柿は& 柿に 比して 著しく 爽、 害に 犯され 

する 牴杭カ 著しく 弱し。 せ 柿の 實生 及び & 

得べ し。 唯 だ 此の 如き 事 實を數 字 上 精確に 

る 生理 擧 上の Sg 理は暫 らく 之 を 論す る亊を 

柿の 普通の 牲質の 上に 更に 一 つの 異れる 性 



R 四 

る を 普通と す。 卽ち果 實が枝 上に ありて iu 化す 

らされ ば 食 川に 供す る ことの 能 はざる もの を^ 

^北 地方の 寒地に 之 を栽梳 する 時には 枝 上に あ 

寺 丸 を 束 北 地方の^ 地に 於て 栽坫 せる もの を觀 

ものに ありても 尙ほ殆 んど枝 上に て 甘 化せる も 

二 つに 分類す る は 便 上の 方法に し て、 舉 術 的の 

斷案を 下す は 少しく 早計た る を究れ す。 

m 一 の tt K を 表す もの 多し と雖 も.^ 柿に は 風土 

る もの 多し。 此點は 少なくとも S 柿なる 性質が 

っ谧 柿なる 一 つの 牲 質と 必 す關聯 して 表 はる ， 

カ^ち ^れ なり。 柿の 自然 的 分布 を 見る に 本邦 

灣の. 部 地方に 產 する 柿 も 悉く^ 柿な り。 

易く. 且つ^ 熱帶 地方に 於て は 乾燥 及び^ 熱に 對 

神の 實生に 於ても 之と M 一 の亊 實を認 むる 寧 を 

表 はすこと を^ざる を憾 とす。 柿の 脫^ に關す 

止め ザ 柿が 枝 上に ありて： ：= 化する 所の 性質 は^ 

質 を 具 倫す る ものにし て、 而 して 此性質 は 一 定^ 
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風上の 下にみ^ 

特殊の 境遇の 下 

て 難なら す。 

甘 柿の 屮 にも 次 

が 比較的 完全な 

の もの ありとの 

稱 して 可なる ベ 

数の^る ベ か ら 

次に 柿の 分類に 

す， tv G 力 ^ f 

二) せ 柿 

(A) 御所 型。 御 

(B) 御所 型 以外 

(ag 形 霜 

(b) 方形 楔 

(CM 型 

(dy 扁形 



て^ 

に あ 

郞の 

ら さ 

し o 

さ る 

M ノ 

1» ri 



めて^ はる 、 

りて 初めて 表 



も^な ひとの 解釋を 下す^' を^べし。 而 して 此. S 如く. 或 

はる 、 听の 性質 は^の 祯 物に 於ても 之 を認 むる 事 は 決し 



く 莨に 完全 

もの あり o 

拘泥し て、 お 

や 栽培 植物 



に 甘 化する もの あ 

凡て 一 つの 形赏に 

形質 を 分類の 標徴 

にあり て は 交雜の 



り 3 之に 反して 御所の 

就いて 植物 を 分類す る 

とす る $ を 不可と する 

結果 多少 中 問の 形質 を 



如く 4H 化の 程度 

際 に 多 少其中 問 

は 一 つ の 誤解と 

足 在す るよ ず 1 し 



な るべ し。 

農事 試驗？ i 特別 報告 第二 十八 號 (1- 治 四十 五 年 三 月)， に 載す る 所 を抄錄 



所 • 富 冇 • 天祌 御所 ン次郞 等。 



<s 

靈型 

八 王 

繪御 

寺 型 • 逑座型 



降 型 

久保型 

正月 型 



子 型 • 甘富士 型 • 八 島 型 *帶 仕 型 *豐 岡 型 

• 大ス バル 型 

子 型 • 黑 熊 型 • 伽羅 型 • 天 龍坊型 • 百 目 型 • 禪 

所 型 • 德田 御所 型 • 水 S 型 • 四せ 型 ， ^臺寺 型 

• 木 練 型 



寺 丸型 

• 寶 生 丸^ 



お 四お 果 S の S 類 及. ひ 分 S 



B 五 
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第二 © 仁 菜 s m 

(e) 以上の 形 以外の もの 如郞堂 • 長^ 

(二) 港 称 

(a) 長 形 富士 型. 堂上 蜂 星型 • 西 ^型 • 美 濃 型 • 祇圓坊 型.^ の 子 型， 九 柿 型 • 千草 

型 • 素人 擬型 • <w 曲 型 

(b) 万 形 箱 柿 型. 四つ 潢型 • ぃ1 山 型 • 三 郞座型 

(CM. 形 靑 丸型 • 作 州 身 不知 型 • ム カズ 型 • 感應 型. 葉 隨型. 黃坌山 型 • 大久保 型 

(d) 扁形 锬野型 • 衣紋 型 • 川端 型 • 二重 柿 型 • 四 っ釗型 • 會津身 不知 型 • 平 柿 型 • 

小石 柿 型 

( e ) 以上の 形 以外の もの 「ィヌ コ 口 シ， - • 「 ディ ヌ コ 口 シ」 • 5;- 女 柿 • 舒 合 柿 • 達磨^- 

一一、 君遷子 yispyss Lotus L-iml. 

「マ メガ キ」 又 は 「シ ナノ ガキ」 と稱 する もの は是れ な り.。 柿の 砧木 川と する の 外 ザ： (某 實は 柿&搾 

d に ネルされ 本き. 北 川に おに 多し。 然れ ども^ 樹 として 特に 栽お" す V き 惯 を 有せ す J ゆ 

と は 同 科同屬 異種の 糚 物にして^ 寳の 形狀に 種々 あり。 小 亞絀亞 --ぺ ル シ ヤ ー フカ 一一 スタン- 

印度の 西北 部， 支 那 北. 部， 日 本 等 は 其 産地な り。 

一一 一、 相橋領 citrus Fruits, citrus sp. et var: 

柑橘類と は 芸香科 (nutaceae) の 柑橘屬 (cit-g) に 編入すべき 果樹の 總稱 にし て. 比 R によ 植物 分 

類舉上 多數の 種. 變 種 及び 栽培 品種 を 包含す る こと は 到底 他の^ 樹に 於て 類 を 見ざる 所な り。 

^^産地 は 大部分^ 淸 地方 及び 交趾 支那 地方な りと 雖も， m 州 Q 木 及び 我が 新 占^地なる， W 
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洋諾 な^にも 原種と 認 むべき ものな 產す。 而 して现 今の 栽培 品種の^ 木^と 稱 すべき もの 

は 前記 諸 地方に 於て 約 九 種 あり。 本邦に 於ても 柑橘類の 種類 品種 颇る 多し。 ^^士 S.S '長 

三郎 氏が 多年 研究せ る 結 * 發 表せる 分類に 從 つて 之 を 列^ すれば 次の 如し。 

柑： ^^を 二つの 亞 _j»(subgl〕 に 分 頸 す。 

(一) カラタ チ亞 @ (rselldoaeglo) 

之に % す る もの は， S 穀 (力 ラ タ チ) (Trifoliate 02S1. Qtrus trilcliata JJlnn.) 

落葉 性の 樹木に して、 粱は三 個の 小粲 より 成り、 榮實の 表面に 毛^ あり。 他の 柑橘類に 於て 之 

と 類似の 形態 を 有する もの、 又は 中 問 S 性質 を 有する ものな し。 近年 米國 にて 枳穀と 甜橙類 

(sweet oranges) と を 交雜 して 新 成せる 「シ ト レ ン ヂ」 (〇itrallge3) と 稱 する もの は 枝葉の 形憨 枳穀に 

以 す。 

(二) 眞 正柑 橘亞屬 (Euciti) 

之に！ ^する もの は常綠 にして 一 個の 小 葉 を 有する に 過ぎす。 果實は 全然 無毛に して & 川柑 

橘 類の 全部 は 之に 餍 す。 

甲 橙 柚 類 Qti Auraiithim Lil5. 嫩葉明 綠色ま 葉^ 著. 花 は 白色. 果實は 通常 固着せ る 心 皮 

(carpels) を 有す。 嘴少き 白胚の 種子 を藏 す。 

ダイ タイ J 

(ィ) K 々 類 sulb.sp. amara J に <ar- Daidai ralmkp 

囘 靑 橙 *奐 橙 • 縞 代 々 • 菊 代々 等 

(り) 甜^？ -類 Sweet cranires. wc^? sinensis En^l. 

^四 窜果： a の is 及び 分 s H 七 



輪 挖 藝圜樹 栗驗燹 



第二 ts i- 仁巢頹 八 

金 九 年 母， 雪柑 『ヮ シ ン ト ン ネ I ブ ル Jcwashillgton Kavel orange い 「ブ ラッド ォ レ チ」 頻靈氤 oigos) 

「 ジ ョ ツバ」 (Joppa)， 「 ジ ャッフ ァ 」 (JaHk) 等 之 に屬 す。 

(ハ) 中果變 種類 sulbsp medio-glot-osa Tanalra. 

金柑 子. 上 钳 二八 門. 鳴 門丄ニ 寶 等。 

(二) 文 日! 中間 數 subs? Intermedia Tanaka. 

夏 橙. 絹 皮. 旭柑. 瓢柑 • 天狗 等 

(ホ) 文 且 subsp. dcciana L!rm. 

ザ ボ ン *內 紫 • 朱 欒* 文 且 等の 名稱を 有する もの。 

(へ) 油 領 subs? t-ullos MaxlB. 

柚 類 及び 柚 類の 近緣雜 種なる^ 豫 柚柑. 「ス ダ チ J. 「モ チ ュ」 及び 柚 類の 遠緣雜 種なる 日向 S 

橙 一 名 小 夏 • 宇樹 橘 等 

(ト) 刀 ッ タ類 Sulbsp. Khatta EnMl. 

獅子 柚. 大柚. 「ヂャ ガ タ ラ. | 柚 等 

71 密树頃 Citrus nobilis Laur,. 嫩 葉明綠 色 ま 葉 主として 不明 嘹. 花 は 白 色. 果 寶は 固着せ ざる 外 

皮と 兩 端に 嘴 ある 綠胚の 種子 を 具 ふ。 

(ィ) 蜜 正 類 Malldarinoa. suhgf>. gcnulna fallals,. 

小 蜜柑 一名 木 蜜柑 二 名紀州 蜜柑 *溫 州 • 八 代 * 九 年 母 等 

《口) 紅 蜜柑 類 subsp- ICeonla Engl. 
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大 紅. 小 紅. 赤 蜜柑. ^皮. 栊柑 一 名 凸柑. 輔柑等 

(ハ) w p p subs? sun-ara .fthlgl. 

柑子 • 「タ チ バナ」 .ず 向).^ 投柚柑 一 名 白羽 柑 子等 

丙、 金柑 橘 Kusquats. Citrus japonica ，一 lib. 他 種に 比して 矮生 灌木 厚く して 無 翼. 花 ■ 

開花 胡 特に 晚し。 朵^ 小、 外皮に せ 味 あ り、 種 子 無 嘴 平且， 濃綠 色の 胚 あり。 

丸實. 長 實. 紅. 寧 波 等。 

丁、 撮模類 Qls and Lemons. Citrus medica Linn. 嫩葉 大抵 微紅 色， 葉 は 油 胞點顯 著， 花 は 大抵 

帶 紅、 き 二よ 白 色. 兩 全 花 なれ ども 時には 雄性 花 を 著 生す。 栗寶 には特 おの 芳否 あり。 乘の 一 

端 多く は 乳頭 狀を呈 す。 

(ィ) 「シト 口 ン」 類 citrons, subsp. SMUllna EnMl. 

丸佛手 柑と稱 する もの は 大抵 是な り、 手 佛 手柑 (Fingered citrons; Buda-S Fingi). var. chinoalrpa 

Tanaka. も變 種な り。 - 

(口) 「レ モン」 領 Llemos. suhsp. L-lmonum i^ngl. 

业ヒ ml 「レ モ ン 」 須^ち 「リ ス ボ ン」 (Risbon) 「ゼ ノ ァ」 (Genoa) 等は是 にして 「マ ルタ、 レ モン」 (Malta Lemon) 

は var. vulsraris H1S3. なり。 

戊、 ライ 厶領 I」 ョ oa. Citrus hystrix Dc. subsp. acida Engl. 本邦に 產せ 且つ 栽培す る もの 極 

めて 稀なる を 以て 記載 を 略す。 

_^raa ^はの！ 3515 及な 分 Is • M ナ 



論 總藝圜 樹菜驗 K 



第一ー| 節 核果 類 五 o 

第-一節 ^果類 

Stone Fruits (Drupaceog Fruits) と稱す る ものにして 菴激 科. 桃 李 屬 (prunoa) の 果樹が 大部分 を 占 

む。 其 種類 は 左の 如し。 - 

一 、 祧 ！-eaclles. prlsus Jsrslca et. Z. メ-ar. vulgaris jvraxim. 

油 拼 Nectarines. T*. ； p. var. nectlll.ula Afaxlm. 

桃の 原産地 及び 其 基本 種に 就いては 今尙ほ 不明な り， 一 晾 ぺ ルシャ 地 方 を 以て 原産地な りと 

せ し も、 同 地方に は 十 ：！ 來 桃の 野生せ る ものな し。 大古 支那より 同地 方に 輪 入され たる ものに 

あらざる かとの 疑問 あ り. 支 那は 桃の 古き 栽培 地 なれ ども 同國內 にも 桃の 野生せ る もの ある 

を閗か す、 胺 產 地の 不明なる こと 斯の 如し。 基 木 種に 就いても 區々 の說 ある は當然 なり. ダ I 

ヰン 氏の 如き は 「ァ ル モン ド」 を 以て 桃の 祖先なる べしと せり。 ー桃樹 にして 桃 茶 と ！• ァ ル モン 

ド 」 と を 同時に 結果す る もの あり。 之 を 「ァ ル モ ン ドぺ I チ」 (Almond peach. Primus Persica-Amygdala 

.Hchb) と 云 ふ。 此の 如き 事實 より 推測して 以 て 「ァ ル モン ド 」 を 桃の 祖先なる ベ しとな せる もの 

の 如し。 然れ ども 此の 如き 事 實は之 を 現今の 逍傳舉 上より 見る 時には 決して 珍ら しき 現象 

にあら す。 桃と 油 桃との 間に も 此の 如き 事實 あり。 特に 歐洲 諸國 にて は古來 桃の 砧木 とし 

て 多く 「アル モン ド」 を 使 ffl せし を以 て， 接 木雜 種の 結 菜 r ァ ルモンドべ， I チ 」 を 生ぜる ものと 解釋 

する こと も、 將 た又兩 者の 間に 生ぜる 冇 性的 雜 種の 枝 條分 離 (vegetative spaltullg) と觀 察する こ 

とも 敢て 不可能なる 事に あらざる ベ し。 
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桃の^ 先， -關 する 記事 は 是 以上に 詳^す る 事 を 止 め， 次 に 本邦 産の 桃に 就いて 之な 兄る に 

來觀ュ 木と して 洶汰を 加 へ しほに 花 桃の 数 は記錄 に^する 物の み にても 三百 種 以上に 達し 

わ^として 栽培の 惜缸 ある もの は 皆無と 稱 して 不可な かるべし。 近年に^ て 桃の 新種 を^ 

成せし もの 少なから すと 踫も之 何れも 其 源 を 支那 又は 歐^ より 輪 入せ る 品種に 發せ るに 過 

ぎす。 從て^ 今 木 邦に 於け る 桃に 苹 W ^洋 梨 等と 同檨に 本邦 固有の 系統に ^ する ものに あら 

す と^して 可な り。 今 桃 及ひ汕 桃の 分類の 歴.^ 的 年代と 著者の 氏名 を^ すれば 左の 如し。 

一八 | ニ^' クリスト 氏 (Christ.-) volrtslKligc romolfle 

一八 二 六 年 • ネア トウ 氏 frcitcau) 】5S1 Jardurbr. 

一 八 山、 ナ、 年 ビュ. v ッ ソン 氏 (wllissoll) Poniological congress in Lyon. 

一八 六ヒ年 カリ エレ 氏 (calTieres) 

一八 七 五 年 ネッダ 氏 (【Iogg) 1 つ sit Manual. 

一八 七 七 年 ル カス 氏 (Lucas) Eillluitl ヨ g in (las studii der pomologie. 

一九 o 九 年 ト ー マス 氏 (Thoi か as) --American Fruit Culturlst. 

u ヒ^け たる 諸氏の 分類の. 標徴と せる 所 は 栗 實の粘 核. 離 核 及び 花瓣の 大小 を 主として 之に 

^ 内 の 色 及び ff- の 蜜 腺の^ 無 及び 形狀な 加味せ り。 

今 一 例と して ネッゲ 氏の 分類法 を揭れ ば 左の 如し (讪桃 も 桃と 同樣 なる 各種の 形質 を 具備す) 

(A) 花 

(！ ). ス 花の もの (Large flower) 上海 .天 津* 土 W 水蜜 桃. 「ァ ム ス デ ン， チュ ー ン j 等 

(=:) 小 花の もの (small ユミ vcr) 「グ 口 ッス， ミ -1 オン ヌ」 •「 口 ー ャ ルー チ オル ヂ 等」 

第 四な 果 W の！ 《 頹及 K 分 s 五一 
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(B) 葉の 蜜 腺 

(I) 蜜 腺の なきもの (without nectar g 一 an 二， S) 「ブ リツ ダス メ -丄 

(n) 蜜^の 圓^ なる もの (with glebese iicctar glands) 「ァ レ キサ ン ダ —J. 「ァ ム スデ ン： チュ. I ン j 等 

(お) 蜜 腺の 腎臓 形なる もの (with ki-lo=y-fo;.mcd Ilcctal. glands) 天津. 上海 • 土用 水蜜桃 等 

(；； ) 核と^ 肉との 關 係 

(I ) 離 核 (Free s!21c) 天津. 離 核 水蜜桃 等。 

(=: ) 粘 核 (cling stone) 上 ¥金 桃 等 J 

參 

1 1 、 S 卞桃 Clierrics. IVumis (ccrasus) sp. et づ ar. 

本邦の 多くの 十 u さに は^ 桃に 「ュ スラ ウメ」 と訓 する を 普通と す。 『ュ スラ ウメ」 は 灌木 性の 植物 

にして JJrumls to ョ ciitosa Lhs. なる^ 名 を 有 し、 現 今お 人の 栽培す る 所の 樓 桃と は 全然 異る所 

の 植物に し て. 分 類學 h 同 J!! 異種に 馬す る ものな り。 此の 如き 誤解の 依って 起り し 所以 は 多 

分 本草 綱目 啓蒙の^ 釋 にお 原因 を發 せし ものなる べし。 

又木 邦の 桢物舉 者の C に は、 歐 米の f ヱ リ ー」 に 向つ て 櫻 桃なる 漢字 を 使用す るの 不可なる 事 

を 主張す る 人 あれ ど も、 支 那 にて 櫻 桃と 稱 する もの は 「チ ヱ リ ー」 と 同 扇 同區 異種の 一 植物に し 

て、 吾人の 云 ふ 支那 櫻桃卽 ち是れ なり。 吾人 阇藝家 は 「チ ヱ リ—」 に 向って 洋種^ 桃なる 名稱を 

附 して 之 を 支那 |g 桃と 區 別し. 此兩 者を總 括して 櫻 桃と 稱す るに 於て 何の 不可 か 之 あらん や。 

椟桃は 支那 種 及び 洋種 共に 全然 輸入 種な り。 本邦に は 櫻の 種類に して 朵樹 として 栽培の 憤 

崆 ある もの 一 もな し。 
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洋^ 櫻 桃の 分^ を 歴^的に 略述 すれば 左の 如し。 

,チ ユア メル 氏 fT)llh ョ Hell Traitt! ds Arb!.c3 Enlitll?3. 

ジ ッ ク ラ ー 氏 (sickl。3 DcutcllG i- n-clltg.artL-11. 

フォ ン、 ト ル フ セ ス rV. Truchscss) systc:llatis、」hc rlsslf!kat;on und Tv.shronsng Jcr 

Klr.ichel1sol.tc5. 

\ 五 二 年 ダウ 一一 ンゲ (Downing) Fruit and Fruk Ires of America. 

\ 五 五 年 リ I ゲル (Liscl) Monatsclll.ift fQr 1-omologle 1. Jahi お. 

^七 年 ネッダ 氏 (Hogg) The F-sit Manual. 4 th cl-tlo:l 

A ヒ七年 トル フセス 及 ひ ルカ ス兩氏 (T1.UC11SC3 uud Lucas.) lankut ョ ig in ds stllclulln ？ T 

八 九九 年 ぐ 1 リ氏 (Bailey) CVclopcdca of American Horticulture Vol. i. 

允一 四 年 ベ ー リ氏 standard CJvclojxxlea of ttorticulturo Vol. II. 

以上 揭 けし 如く 洋種 櫻 桃 を 分類せ し 園 藝學者 少なから す。 其觀 察の耍 點 に 多少の 相迮 あれ 

ども 洋^ 櫻 桃 を 大別して 甘酸 二種と し. 更 に 之 を 二つ 又は 二 つ 以上に 分類せ るお は 略 ぼ规 を 

1 にす るに あり。 且つ 樜物 分類 擧 者の 觀察も 略 ぼ 之 と 一 致す る もの あり。 今參考 のおめ ト 

ルフセ ス. ルカ ス兩 氏の 分類法 を揭 ぐれば 左の 如し。 

(A ) せ果 桃 Siiszkirscheu 

r ) 圼？ ぁ1 ハ. ー ト族 WL 1. scllwal.ze liel.zklrschcll. 

(2)も 色 ビガ 口 l 族 K1. に. SC15.S.JS Kllol.pc-llurschcll, 

第 四 茸 果 rs の S 類 及な 分類 五一 一一 



論^ 藝圜樹 菜驗宽 



核果 類 

(3)斑，."1 ハ I ト si、 K1. 3. wulltc IICTZI ゥ Irsche? 

(4)な<"1ビ ガ 口 ー j Kl. *. W ョ itc Kllorpclk-lrschcn. 

(5) 资色 ハ— ト族 0. Geu)c llel.zull.schcll. 

(-h ぶ 色ビ .ガ u I 族 Kl. 0. Gclbc Kllorpelk-mscllcn. 

(B ) 喬木 狀酸染 ^桃 Ikimnvcichsehi. 

(7).JC 色 汁^ JK1. 7. suszwelclschl. 

(8)， ，&1 汁 族 1 ん 1. 8. Glaskirshen. 

(U ) 灌木 狀慷 ^櫻 桃 Strauchwcichselii. 

(リ) お 色 汁 族 1<：1. 9. wcichschl. 

(川) 無色： i;: 族 KL 10. Amarellcn. 

(D) 雜 毬 IIVk.idc Kirschen. 

t") 甘 菜 櫻 跳 狀雜種 K1. 11. Halbldrschcn oder Hybrido Fiiszkirsd き i. 

D) 懷果樓 桃 狀雜種 Kl. 12. Half f hi oder Hybrids Sauerkir, も hep 

ベ —リ氏 は 

(ノぜ お . 

(1) ハ— ト族 (HI) 

(2) ビ 力 口 —旌 (wigandaus) 

(3)， チ ュ —ク族 ruukos) 
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卫)酸果樓挑 

(4) モ レ 口 族 (Morenos) 

(5} ァ マ レ ル 族 (Alnarclh な) 

力に" a けしべ ー リ 氏の 分類法 は 一 九 一 四 年に 發 表せる ものにして， 一 八 九九 年に 發 表せる も 

のに はに^ 櫻 桃に 更に 「マ .サ ー ド」 (Mgzards) の 一 族 を 加へ て 四 族と せり。 「マ. サ ー ド」 と稱 する 

もの は歐米 諸國に 於て は卄 * 櫻 桃の 野^ 種 及び 野生 化せる ものに 向って 附與 せる 名稱 にし 

て. 敢. て 一 族と して 鉞 立せ しむる の惜 はなき ものな り- - 

^にト ル フ セ ス • ル 力 ス兩 氏の 分類と ベ —リ 氏の 分類法と を 比較す るに 前^に^ 實の 表皮 

の 色と^ 汁 S 色と に 依って 甘 果櫻桃 を 六區に 分類 すれ ど も. 耍 する に 「ハ I ト 」 及 び 「ビ ガ 口 

二 族に 總括 する こと を^べく、 前者の 灌木 的 酸^ 櫻 桃 は 後者の^ に 酸果樱 桃と 稱 する ものに 

扣^す る ものな り。 

il^ の 喬木 的 酸果櫻 桃と 稱 する も-の は 、甘栗 © 桃と 灌木 的 酸^ 櫻 桃との^ 一 代雜 種と 認 むべ 

きものに し て. 雜 種 櫻 桃と 稱 する もの は 其^ 二 代 雜種又 は^し 雜婚に 依って 生ぜる ものと 認 

むヾき 品種 を 総括せ る ものな り。 要するにべ 一リ 氏の 「チュ ー ク」 淤と稱 する もの は ち：. 1 者 

の 喬木 的 酸^ 櫻 桃 及び 雜種櫻 桃を總 括して 命名せ る ものにし てべ —リ氏 は 眾に之 をせ^ © 

桃の 部頹に 編入せ しに 過ぎざる のみ。 . 

桢物分 頻舉老 も 櫻 桃に 就いて 種々 なる 觀察を 下せし が、 蘭 捣の 圊藝的 分類に 從 つて 是迄適 爪 

し來 りし 舉名を 求 むれば 左の 如し。 

第 四 章 菜 お の？ s 類 及な 分類 五 £ 
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貼 孤ダ 桃 pl-unus avium Lmn. (Gerasus avium Ivlocncho 

ハ 1 ド族 Prunus avium J」lnn. var. Jlu.lalla L-lml. rceast-s -s^psp L-am.) 

ビガ 口 ー 族 Prunus avium Linn. v£n.. duracsa Llnp (cel.as 一 is dura。；na L-alu) 

甘 果樱桃 は カウ カサス、 小 亞細亞 地方の 原産なる ベ しと 云 ふ。 甘果樱 桃の 分類 は 植物 舉者も 

圓藝舉 者も觀 察の 要點は 一 致 すれ ども、 酸 菜 櫻 桃に 至りて は兩 若の 問に 多少 見る 所 を 異にす 

る もの あり。 今 アツ シ ェ ルソ ン • グレ ー ブナ 1 兩 氏 (Ascllel.son u. Gracbner ： -syllol-sls der Mittcleur 

ouischen Flora, Band. VI, II Abt.) に從 つて 其 分類法 を揭 ぐれば 左の 如し。 

酸 5^ 機 桃 r-l.umls Cerasus Linn, (ceraslls vulgaris Mill.) 

更に 之 をニ亞 種に 分つ、 共 に，， 力 ゥ 力 サ ス、 小 亞細亞 地方の 原產 

(A) xwrunus eu-cerasus A. u. G. (prslus ccl.asus Linn 二 

(a) 椠 の 鋸 齒尖銳 にし、 托雜 落下し 易き もの。 

へ 1) Prunus cerasus -var. a 一 Istcl-a Li mi. (prunus austera Elirh 乙 

栗^ 有色なる 喬木 的 酸 果櫻桃 及び 灌木 的酸果 櫻桃卽 ち是れ なり。 

へり〕) lunlmls cerasus var. capronlana L-mn. (Iwrunus acida Kllrh.,- 

^汁 無色なる 喬木 的 酸 * 樱桃 及び 灌木 的酸果 櫻桃卽 ち是れ なり。 

(B) 葉の 鋸 齒尖銳 ならす、 托 葉の 存在す る もの。 

r-rumls cerasus var. ョ artisca Vis. (pruns Marasca Rclll).) 

マラ シノ (Marashino) と稱 する 飲料 を 製 出す る ものにして 灌木 的 酸果樱 桃の 一 種な り- 
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Hw^.^ 部 ボス 二 ァ* めル マ チア 地方に 專ら 栽培 さる、 ものな り。 

(B) r-rulllls acida K. Koch, (ccrsus J;ell(lllla I」icg し 

灌木 的 酸某樱 桃の 一種に して 枝條の 特に 下垂す る もの 「ォス タイマ—. キル シュ/ ostheiirkira- 

chcll) の 如き 品種 は卽ち 是れに 扇す。 

耍す るに^^ 舉^ の 分類と 植物 舉 者の 分類と は 多少の 相 遠 あれ ど も. 植 物舉者 は^ 朵櫻 桃み 

液 木 的 喬木 的に 分類せ すして 采實の 汁液の 色のお 無 及び 葉の 性質に 侬っ て 分類し、 更に 「ォ ス 

タイマ！ キル シュ J の 種類 を 特に 獨 立せ しめたる は アツ シェル ソン • ダレ ー ブナ.， '兩 氏の みな 

らす、 シ ュナ イダ ー 氏の 如き も 同 一 なり。 

卄酸兩 種の 雜 種に 就いては 左の 如き 學名 を附與 せり。 

.pmmls citusa w. Schneider, (ccraus caproniana « montomol.cncyana DC.) 塌. *ti 果實 のお f 等 ま s I リ氏 

の， チ ュ ー ク 族に 相當 する ものな り。 

洋種 櫻 桃の 分類 及び 學名は 之に て 止め、 次に 支那 や！ 桃の 學名 及び 分類の 所屬に 就いて 一 言す 

ベ し。 

久しき 閒 支那 櫻 桃の 舉 名に 就いては 不明な りしが、 一 九 一 〇 年 早 田理學 博士の 調査の： S 果是 

迄 オ^ の 「ャ マ. サク ラ」 に 適用せ し r-rllmls 一 seutlo-cerasus Lisd. なる 學名は 支邻嚶 桃に i 用す ベ き 

ものなる 亊を 明かに する に 至れり。 而 して 支那 櫻 桃 は樹性 及び 果實の 形質より 論す る 時に 

は當然 灌木 狀酸栗 櫻 桃に 編入すべき ものと す。 

著者 は 上述の 分類 及び 擧 名と 本邦に 栽培 さる 、所の 櫻 桃 品種と を對 比して 寧ろ 次の 如き 分 

«s 四 章 粜^ の a 頹 及な 分 ® S 
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第三 節 核菜頹 五八 

類 を 採 川す る を 便な りと 考ふ る ものな り。 櫻洮の 栽培 品 稷は五 n 上に 逮 すれ ど も. 木 邦 に 

は數十 種の 輸入 あるに 過ぎす。 

(一 j せ 艰 © 桃 Swoot cllerrlcs. Primus avium Lilul. 

(ィ) ハ 1 ト：^ Heat tvpc. prsuls a\-lulu val.. Juliana Linn. 

大 紫 (IBlacIC Tartaria-lv 日 の 出 (Early RlrpIC Guigne.)4K 玉 (csovernol- W2X1)*_ 'フ 口 ー フン ス 」 (1ニ01.2§?)ゅ.7 

(口) ビ ガ 口 —族 wigarl.eall type, primus avium var. ^C30-E ijlmr 

那翁 (Napoleon). 「ビ ン ダ/ Bing> 福壽 (Yellow Hllallish) 等 

(ハ) 前兩 種の 雜種 Hybrid type. P. a. juliana X P. a. duracina. 

養老 (Elton) 

三) 酸果櫻 桃 soul. Cherries. 

(ィ. -详ぉ 酷 果 @ Iwl Prunus ceris JJinn- 

「モ ン、 モ I レ ン シ I 」 (Montmorency) 「モ レ o」(morcllo) 等 

(口) 支钥 ©杉 rrumls laeudo-ccl.asus Isld. 

支那 櫻 桃 (Yullg-to) 

(三) ち 酸 S 種の i 種 Hybrid cllerrk-s. Pruuus eA\isa K. -Schneider. 

白露 (Belle de Choisy ?> 瑪瑙 (Rchle Hortellse). 珊瑚 (May Dllk6) 等。 

一一 一、 李 P1151S. I*rluus s「. et var. 

に 李と 稱 すれ ど も、 是 れ 決して 一 種の 桢物 にあら す。 K ® 異種の 多 數桢物 を 包含す る こと 
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は 柑^^と 核な り。 但し 柑橘類 は 本邦 內に おする ものの み にても 前^の 如く 極めて 多數 

の 種， 變 種 等 あれ ど も、 李 に 至りて は 本邦に て 栽培す る 品種の 大部分 は 所謂 日本 李 や. VPS i 

Phi ョ s, Pr 目 us tl.inora Roxb.) に し て， 其 原 產地は 支那 本土なる ベ く、 而 して 之 を 改良して 今日 G 如 

き 品種 を 作る に 至りし は 本邦の 栗樹 栽培 家な り。 曰 木 李 は 果寳の 品質 比較的^ 良に して 且 

つ i> 產 なる を 以て 早く 旣に^ W に 輪 入せられ， 外 國 種に 交配して 品種改良に 利用 さ れ、^ 秀 な 

る雜 種の 形成され たる もの 少なから す。 本邦に ありて は 口 本 李の 品種 多から す， 從 つて 詳細 

なる 分類れ 之に 向って 試みられ たる もの ある を閒 かす。 ^肉の 色， 架 實の形 狀等は 分 頻の摞 

^とする に 足る ベ き 形；^ なる ベ し" 

外國 種の やにして 本邦に 輪 入され たる ものの^ 最も 普通なる は 左の 二種な り。 

歐州李 Kuropcau Plu ョ s. rl.lmus d 二三 つん tira L 一 -111. 

歐洲產 の ものにして^ 品種 頗る 多 し. 乾 果に 逸する もの は該 種の 中に 多し。 「ブ ル I ン」 づ S1-2 

と稱 する もの は該 種の 乾果 又は 乾^ 用の 品種 を總稱 する 所の^ たるに 過ぎす。 

米 國 «pi Al=eri(-;lll 】 一 hulls, .prllnus amcrlctsa Ivrar.scll. 

泶國 原産の 菜樹 にして 品種 少なから すと 雖 も， 本 邦に 輪 入され たる もの は 多から す。 W 上 二 

種の 采樹を 本邦に 於て は營利 的に 栽培す る もの 極めて 稀な り。 

此外歐 ^諸国に て は 多数の 李の 種類 及び 該當 品. 種 を 栽培す。 其 主なる 種 頻名は 左の 如し。 

£ ロボ. I ラ ン 種 Myldbalalil or Clicrry nLlm tvl〕e. Pnmus ccmcilcra Elirh. 

歐 洲原產 

s 四^ 菜 a の w 類 及な 分 s 5 れ 



. シモ ン種 ひ imon or iipl.lcot type, prunus siBonll Carr. 

支那^ 產.. . 

ワイ ルド グ ー ス種 vVild Goose or Hol.tlufula type, pl.unlls hortulana wailcy. 

該 種はシ モ ン 種と チッ カサゥ 種との 雜 種なる べし。 

チッ カサゥ i chlckasaw-tyj-e. Prumis allgsstifc-lia ； Marsch. 

米國： g 產 

サ ン ド ブラ ム種 hand Plum, .prunus angllstifolia var. AVatsoiii .vvau^h. , 

米 國原產 

ビ 1 チラ ム毬 weacll Plum. Prunus maritima .waugh. 

米 國原產 

パ シ ヒック コ 1 スト， ブラ ム種 pacific Coast Plum. Prunus subcordata Bellth. 

^國 原產 ， 

四 太！ I にご， -rlcots. prunus fa.scmlaca Linn. (Armcl.liaca .vulgaris Lam.) 

「ト ル キ ス タン」 及び^ 古地 方の |g 産なる ベ しと 云 ふ。 一 はは アルメリア 地方 を 以て 原產 地と 

せし も 調せ 一の 結^^ 地方に は 十：： 來野 生の 杏な く、 他 地方より 輪 入せ る ものなる 事 を 明かに せ 

り。 杏の 栽^ は 本邦に 於て 他の^ 樹の 如く 盛んなら す。 從 つて 本邦に て は 特に 改良され た 

る 品種 も尠 なし。 古來 栽培し 來れる 品種 を栽植 する に 過ぎす。 

五 梅 J;4,allese Apricots, l)nuuls Muse Si さ et Zucc. 
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梅 は 本邦 ^産の 植物と して 認めら る , ものな りひ 古 來觀赏 木と して 栽^? せら れ. 人 ほ：^ 汰が 

^ら其 花に. M つ て 加 へられた る 結 品. 種の 数 は 百 を以 つて 数 ふるに 足る と雖 も. * ^棵收 な 

唯 一 の = 的と して 栽培せ る もの 尠く、 果實 の 11 ^ 多き に關ら す. 现 今と 雖も^ 實は 花の 副 産物 

たるに 過ぎざる の觀 あり。 

第 四 節 殻 果 類 二 名 堅果 類) . 

英語に て 1\ー を總 稲して Ni と 云 ひ、 其 種類 多から す。 森林 樹木と して 栽桢 する もの 多 く、 近 年. 

は 栗の 栽培 浙く 盛んなる に 至て 品種の 選 擇. 繁 殖. 栽培 等 に 注 意 を拂ふ もの 多 きに 至 れ り。 

一 ^ Chestnuts, castanea sp. ct vs.. 

殻 斗 科 (Fagaceae) に屬 する 喬木 性 植物な り。 本邦 產の栗 は Castair a puhiucrvis K. Schnckl の 裁 培 

«^ 種-に K3 し、 支 ル 產の 「ァ マ グ リ」 plsfallca Bullgsllla will ョ o. • 「シ ナ グ リ」 Ca ム tal-oa mollisi 一 15 】5hlme. 及 

び s ^ の 「ゥ ラ ジ 口 ゲリ- Castanea vu】Q.aria T』am. var. fsMllosalla. Hayata. 等の もの ある 事 を 忘る 可 

ら す。 

歐^ 產の栗 は B 下 本邦に は 之 を 栽培す る ものな し 。參 考の爲 め 主なる ものの 種名 を舉 けん。 

歐, Jlp- Group, castanea sa-tlva Ivllll- (cilstanca vesca Gacrt.) 

亞細亞 西 部 .歐 洲 南 部 • 亞. 弗 利 加 北部 原產、 毬栗 大.大 喬木。 

$ 小國種 Aniencan Gldujl. Castanea clcntata 3301-ldl. f〇astanea amcl.lcana. Kaf.) 

產 毬栗 は 前者に 比して 小， 大 喬木 

お SHI C ほのほ 類 及び 分 顏 六 1 
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^rae S 果類 六 二 

I- チン 力 l ビ ン 」 種 〇lunquapln G1.0UJX OPM^PSraa- pumila Mill. 

f 國原產 矮生 種に して 毬^ も 亦 小な り。 

前 兩者は 日本 種よりも 遙 かに 大 なる 喬木に して、 「チ ン 力 ー ビ ン」 種は遙 かに 日本 種より 小なる 

灌木 狀の桩 物な り。 

一一、 胡桃 walnuts.., Juglans S3, et var. 

胡桃 は 胡桃 科 (JuglalKlacgc に！ i する 喬木に し て. 本 邦に て は 森林 樹木と して 栽培 さる ， を 普 

, 通 とす。 三種 ありて 各種 共數 種の. 異型 (Folms) あ り。 

(ご 山 核お 「ォ 二 ク ルミ」 一 名 「オダ ル ミ 」 Julians Sielboldiana ISIaxim. 

殻^の 形狀圓 又は 卵 圆、 降 に は椅圓 にして 被 殻 極めて 厚 く、 表 面 皺 溝 深 X して 且つ 多し。 質 

堅く して 破碎し 難し。 仁の 味关 なり。 

(二) 陳^ 3 おお 「ヒ メ ゲ ル ミニ 名 「ォ タ フク， クル £」Judans coq〕itol.lnis JNraxis. 

殻 形 前者に 比し て， 少 し く 小. 心 臓 形、 被 殻 面に 雛 溝な し， 質 堅 けれども 破碎 する に ra 難な. x す。 

(三) 胡 桃 一名 核 桃 「テ ウセ ングル ミ」， 一 名 「テ ゥチダ ルミ」 一 名 「ク ヮ シ ゲ ル ミ」 一 名 「テ フ ジ グ ル ミ. 一 

名-トゥク ルミ」 Juglans resa Jllmn. var. sinensis cas. 

殻^の 形狀 球形， 表面に 不規則なる 淺き雛 溝 あり。 被 殻 薄く して 破碎 し^し。 

「テ ゥ セン ダル J は 昔 支那 及び 朝鮮 地方より 輪 入せ る ものなる べし。 r ォ 一一 ゲル ミ 」 及び 「ヒ メゲ 

ル i は 本邦 原産の ものなる ベ しと 云 ふ。 

一一 一、 擦 Hazelnuts, C01.V1US sp. et var.. 
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^は 水^ S 山^に C ^ する 所の 液 木狀の 植物に して、 揮 木 科 (BetulacGS) に ® す。 a 下 之 を 栽 

^する ものな くせ きとして は^も 惜^の 尠 きものな り。 之 に も數種 あり。 方の 如し。 

ムラ サキ ハ シ パ £ col-vllls Avellisa T に m? 

ッノハ ン •;/ £ Corylus rostrata Ait var. rML-lboLhanlx IVIaxlm., 

ォ ホッノ ハ シバミ Corvlus rc^trata Ait: var. man<lsh 二 rica ResircL 

n ッノハ ンバミ ^Jorylus rostl-atil Ait. var. nutis ^I"lxlm. 

ハ シ バ £ Corylus hetoroj, 一 hvlla s^r var, japomca lvol(l- 

エダ ハシ バ £ Corvlus hctcrol)hylhl i 二 s。h. var. vezoensls Koid. 

3、 桃 (ァ 1 モン Ki^ Alluonds- Prunus co ョ mu ョ s rvltsch- (Anlyslalus commums Llnno 

凝镟科 に^する 所の 祯 物にして 桃に 最も 近綠 なる ものな り。 核- S! の 仁 を 食用と する を 以て 

殻 科 類に 編入す る を 普通と す。 本邦に て は 目下營 利 的に 栽培され す。 核の 硬軟 に^って M 

を 二つ に分頻 す。 

( I )ぽ 核 種 llnnl-shc-lletl varlslcv. Prunus comnuuls va-r. a- typica K. sclscid. 

(二) 軟核種 3> ユ slidlod val.K-t ョ. s. pl-llnus COInmL-HS var- 1) Inltralls Is: hchneid. 

兩者 共に 仁の 服 味に^つ て 更に 二種に 區 別す。 

(B) 苦 仁 M witter AlmoncU Prtmua A5ygdalus h aira Fock. 

共に 地中海 沿岸 • 小 亞細亞 • 中部 亞細亞 地方 は 原産地な り。 

S1 四^ の sis 及び 分類 六！ 一 I 
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第五 節 漿果 類 S 

第五 節 漿果 頹 

英語に て Berries と稱 する もの は卽 ち是れ なり。 然れ ども 植物 形態 學上 果實を 分類して 漿果 

類と 稱 する ものと は 多少 其 意味 を 異にす。 卽ち 果樹の 分類に 於て 漿果 類と 稱 する もの^ 肉 

質 柔軟 多： b. 槪 して 小 果 にし て、 種子 亦 小なる 葡萄 .須具 利. 房須具 利. 木苺 類 及び 無花果 等 を總括 

する ものな り o 

一 葡 萄 ？ ar2. Vitis sp. et var: 

現今 世界 各國に 於て 栽培す る 所の 葡萄の 品種 は 其 数 極めて 多く、 且つ又 其 基本 種と 認 むべき 

もの も. 決して 一 種の 植物に みら す。 葡萄の 圊藝 上の 分類に 就いて 其 研究の 歴史 を 見る に. 一 

八 一 〇 年ク リスト 氏 以來歐 洲の擧 者は專 ら歐洲 葡萄 (vitis vinifera Lilll-) の 品種の みに 1 c ^ 

密 なる 觀察を 施せる に 過す して. 亞米利 加 原産の 葡萄に 就て は 全く 之 を 度外視せ る もの 多し。 

然るに 本邦の 阅藝界 に 於て は歐洲 葡萄 を 栽培す る もの は 比較的 多から す。 栽培 品種の 大部 

分 は 亞米利 加 原 產の 品種 及び 亞米利 加 種と 歐洲 種との 交雜に 依て 生ぜる 品種より 成る を以 

て. 我が 國の 現狀 より 見る 時には 單 に歐洲 葡萄の 分類法の みを揭 ぐる は 寧ろ 無意味に 屬す。 

而 かも 歐洲の 蹈藝擧 者 は 專ら果 粒の 色澤. 形狀. 大さ等 を 基礎と して 分類 を 行 ひし もの 多くぎ 

に は 葉の 缺刻 毛茸の 有無 等を參 酌せ る もの あり。 一 八 一 〇 年クリ ス ト氏 (Christy- 一 八 三 一 

年 英國園 藝協會 の 果樹 品目 (catalogue of the Fruits of the Horticultural society)o 一 八 1 二八 年フ ヒ 

ン テル マ ン 氏 (Karl Fintel ョ 1 八 四 一年 トルン マ. I 氏 (Trumser) 四 一年 メッツ ゲル 5 
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(Mctzgcr) の 分類 は-何 れも粜 泣の 色： 形 狀 及び 大 さの み を II 準と し，^ へ果秘 の 特徴 さへ 度 外 

視 せり。 一 八 四 四 年バボ 氏 (rv. Tsabo) に 至て 以上 揭 ゆし 特徴に 加 ふるに 葉 裏に 於け るで^ 

の^ 無 を 以てせり。 一 八 五 二 年 ダウニング 氏 (Dcnvnillg) の 分類 は 葉 裏の 毛^ を 無視し、 眾に果 粒 

の 特性の みに 重き を 措き * 一 八 七 〇 年べ ル ン ハ ルド. フリ —ド リツ ヒ、 マ リック 兩氏 (BenlhLll.de. 

Frkxlrich Marcck) は果 粒の 特性. 葉 裏の 毛茸の 有無に 加 ふ るに 椠の缺 刻の 数に 注^ を拂ふ に 至 

れり。 

一 八 七 四年ォ ー ベル ヒン 氏 (ohcrhho は枭 泣の 形質 及び 葉 裏に 於け る 毛 ^3 有無^ 外に 葉脈 

の^ 度の 大小 を 之に 加味せ り。 一 八 七 五 年 ルカ ス 氏 (Lucas) は 二重 式の 分 類 (nopllsystsll) を 案 

出し、 一 を 人爲的 分類 & (Kanstliches Tra 一 Ibensystcuo と し， 果 粒 の 形狀. 色 澤*大 さ • 及び 成 站： 朋を 分お 

の標徵 とし 三 を. H 然的 分類法 (Natiirliches system) と し. 赛 ら果 粒の 風 味. 肉 質 及び 成 朋を 分類 

の 主眼と せり。 

以上 揭 けし 諸氏の 分類法 は 何れも 歐洲葡 kl(vitis vinifera Lhln) の 栽培 品種の みに 行へ る もの 

に し て. 米 國產 葡萄に 言 及せ ざるの み な ら す、 梳 物 分類^- ヒの 立脚 點には 全 然 立ち入ら ざ る 6 

のの みなり。 近年 マンソン 氏 (T- V- Munson) 氏 は 米國產 S ^ 萄 及び 泶國 にて 栽培せ る葡药 な 

植物 分類 上の 立脚 點 より 分類せ る もの を 略述 すれば 左の 如し。 

葡萄 屬 cvitis) 

(A)A 疋 葡菊區 Section A. Euvitis. . 

(1 JtS S 族 S.OUJ> I. Macl.ocarpae. 

0^0 Jus の s 類 及な 分類 六 五 
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IS 五節 六 六 

(a ノラ ズ ラ ス シ ェ 1 系 Series a. M.-p^«.s»oopo ^lallchon. 

(1) ラブ ラ ス 力^ i specis 1. .vitis Lalu.Llsca L-inn. (V. taurina Walt.; V. palmata Le conte.; V* 

bracteata Le conte.) 

(俗 名) Fox Gra-f-e rNorthern Muscadine; ひ \vaml〕 Gl.al〕ec 

E 俗 的に 米國 葡萄と 稱 する ものの 大部分 は該 種に して 栽培 品種の 主なる もの は 『チ ャ 

ン ビ ォ ン J(cl3mpion). 「ァ ィ ブ ス」 (IV2). 「ァ ン バ ー」 A Amber). 「コ ン n I ド」 (concordy ィ ー トン j 

(Eaton)， 「ハ ー トフ ォ ー ド」 (Hartford) 等な り。 

(b ) コリア シェ 1 系 Series b. corlacea" Munsoll. 

(2) コ リア シ ァ種 Species 2. Vitis col.iacea Shutt. (V. shinita Don Mill.; N. Labrusa Lins. 

メ. ar. typica ticiielia RegelJ 

(谷 名) Florida Grape (I;eather-leaf Grape; CaHosa Grape.) 

(rc) 力 ン デ カン ス種 Species 3. vitis calldicaus Engel. (V. JVIustagensis. Bucki.) 

(俗 名) Musta ほ Grape. 

(4 ) ドア 二 アナ 種 Species 4. Vitis ^oanlana IVIuiison. 

(、む 名) I)oall ビ Graflp 

(5 ン チャンピ 二種 specie,:; 5. Vitis chaspm r-lanchlou. 

(谷 名) 广 llamplll"s GTap-e. 

(c) ェ ス テヮ II レ ス系 Series 〇• Aestivales plallctsll. 

(お) リ ン シク i 1 種 Species 6a. vitis JL-ulslculllu wuckley. 
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、あ) の變種 PIMK-Ies Hb. vitls JJlnsoonmu .var. glauca Munson {Jv. Labrusca Gray; V. Lab- 

1.11S2- var. ncstivalos ！ Regcl.1 

(俗 名) Post Oak. ^Hc^o^ Gl.aJ.e; Big summer Grape; Sana Grape.) 

(7) ビ n ロル碌 sr_ecle=- F-. Vitis bicolor J」e Contc. (V. argelltllclla ^lunsoll.) 

(浴 名) Fall Gra づ e _-2=0 Gl.ape.) 

(Jc) ェ ステヮ リス 種 S 「- ec53 8. Vitis aestivalis IVIieliaux. (\ . \nlll£la poll..; v..v.lrgem;ula T-oir.) 

(俗 名) r-igcon Grajs (Jlmlmer craves.) 

(r,- ) シ ンブソ 二 II 種 ァ pccies 9. Vitis sllnpsom IVIllllson. 

(d) ゥ 冲 二 ヒラ 系 Series J. vlsirel-a Tv.rlulsoll. 

I 漑に 歐洲^ ^と稱 すれ ども 其 原産地 は 西部 亞細亞 地方に して .歐洲 にて 早くより 栽 

培せ し を 以て 斯 かる 稱呼を 得る に 至りし なり。 

(S) ゥヰニ ヒラ種 Bpccics 10. Vitis villifera. Linn. 

(stf 名 一 ン vine Grtvpc fiulrojxjau Gl.a},.e.) 

所謂 歐洲 葡萄と 稱 する もの は該 種. にして， 現今 栽培種の 內 にて 生 食 ffl の 一 流に 位する 

品種 は 何れも 該 種の 改良種な り。 「ブラック バ ン ブル ゲ」 (Black Ha ョ bllrghx フ ォス タ-, 

シ —ドリ ン ゲ」 (ト -oster sesllngY 「マ スカト ァレ- サン ドリ ァ 」 (Muscat Alexa ヨ ll.ia).！： グ 口. コル マ 

ン j (Grg collnan) 等 皆 之に 屬す。 本邦に て 古より 栽培す る 所の E" 州葡菊 及び 聚樂 葡萄 も 

此 種に 編-入 すべき ものにし て. 支 那 產の葡 萄, 栽 培 品種) も 亦該 種に 馬 す。 viti.s Kol-rquhli- 

ffi? 四 京 *s の a 頹 及び 分 S ^七. 
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第五^ ^巣 獄 六 八 

al】a Mlio? の 如き は 一 般に聚 產の 葡萄. S" に 編 人 さる 、 も， お ^聚國 に 野生 種 ある 

にあら すし て 「ゥ ヰ 二 ヒ ラ」 よ り 雜交其 他の 方法に 依りて 選出せ る ものなる ベ し。 

(U ンぃぉ 族 G1.0UJ} 11 l\ucrocarp!s. 

へ C) シネラ ス セ ン テ ス系 丁 erlc-s e. Gmerasccntes Plancli. 

(u)， フ ラン コィ種 ^fecics 11. Vitis Blancoii IVIunson. (V. Carebaea palm.) 

D) カリべ ァ種 Species 12. Vltis Caribaea u. p 

ンネ リア 種 Species L3 a. Vitis cinerea JMI^elnlann. 

(ro)！g 種の 變種 sp§ies 13 _b. Vitis cinerea- var. Fiondana Munson. (V. aptlvMlis var. canescens 

Lngelmann. ) 

(俗 名) Ashv Grille (ひ "weet ^^^0^- crape.) 

(n) ベ ル ラ ン ディル 種 siscles 14. Vitis wenandieri I^lancholl. rv， monticola JVIillard;; V. Bon- 

(浴 名) J」lttle IVIOUntam Grape (F-all Grn4—e; .winter GraJS; ひ pamsh virape.j 

(^.v ベ —リ アナ 種 Species IF Vitis wallevalla IVIlsson. (V. Virtreiuniana IVIllnson.) 

(ほ 名) possum Gnu.p 

(f ) コ ルデネ リア 系 merles £• cordifcliae plancil- 

(，i5)n ル デ ホリア 種 sf-ecles 16a. Vitis conlifolia Miclix. 

一^). M 種の 變種 Species 16b. .vitis corJifolia vat, s;nperver§s Mullso? (V. づ ull-illa IJiun-; V. 
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vulpina var. convlfclla wegel.) 

(& 名) W ョ tor Grape (Frost Grape; Sour wi-ter Gil.) 

s ル ブ ラ 種 ff ^ さ 一) ョ f? 一. II |£ 

穴 4! 6) Cat K ョ 1 Grapce. - . J . 

n) ン 一. 3 ラ 種 f is. gs I 1^-11 f?fi 

(俗 お sugar Grap。 (swe。t Mou-taiu Grape. ) 

7) ォ ク セデン タリス 系 i g- OB^ff sunson. 

(お 力 リ ネル-一力 種 f 10. Vitis calnica Hook. (V. Caribaea Hsk.) 

(g 名) northern California Grape. 

^ギ ル， チア ナ種 ぜき 20 gs Gil. M 霞 on. (southern Califo 霞 Gl) 

、1) ァ リゾ 一一 力 種 f 。•§ 21. Vitis Ari 霞 k-a Ellsap 

p) レリ レ 1- ゼ種 S11e3 22. Vitis Trclcasei M§son. 

7 y ノレ コ ー セス系 Series IV- rrecoi Mip . 

if ルビ ナ種 f ies 23. Vitis t Lip (V. i Michp; V. on f 

V. oorla var. fa Gray.; V. vf a var. fa 110 

(& ち Kivl(le Grape (August Grape; Frost Grlo 

1 . t •• づ . き 07 clonisHort- V. corclifclia scloms Lai ョヨ 1.) 

、4) 口 ンギ， '種 Species 24. Vitis L§gu, Pmice. (V. holoi usr 

ナ九 

00 菜 s の 種類 及び 分類 
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(俗 名) Bush crape (sand G34.e; sugar Gra-pe; wsly Kil-arla.) 

(^) ル ぺ リスト リス 種 >s【ccles 20- Vitus rupcstl.ls Tcllccle. 

(俗 ，.c) 了； 151 J3oech (suga-r Grajic; J=Jy Gra づ e; r-un.allt Grape; Ttoclc Gray-e.) 

以上 三種の 葡菊は 「フ ィ 口 キ セ ラ」 蟲 に對 して 强 耐性 を 有する を 以て 栽お". i.1 ，枢 の砧 木に 利 

川 さら (近^ は是 等の 種類に 改^ を 加 へ て 多数の 强 耐性 砧木を 作 出せり r II り 優^なる 

砧木 のみ な ら す、 更 に 改良 の 歩 を 進めて 「フィ ロキセ ラ」 蟲 に對 する 抵抗力 をお し， 而 かも 完 

全なる 果實を 結 菜す る 所の 多 數の 品種 を 出す に 至れり。 此の 如き 品種 は 普通の 挿 木 法 

に 依りて 繁^し て， 而 かも 「フ イロ ヰセ ラ」 蟲 の 害 を 受けざる を 以て 接 木の 烦と接 木に 依つ 

て受 くる 障害と を 除く 事 を 得 て、 最 も 理想に 近き 改良に 歩 を 進めた る ものと 云 ふべ し。 

近 ^歐 洲諸國 にて Direct Bearer と稱 する もの は是等 の 改良種 を總稱 せる ものな り。 

T ^0 ^ で旳 -£i -section w. Rseudovitis MASS011 (Lelltlcellosls 1V1U11S0?) 

(s) チリ， シ ン プリ セ ス族 Groiqi IIL Chiri simploscs ！ Mlsson. 

丁 1) マ ス 力， チ 二 ァ系 1. Ivruscadillla rla-nch. 

(が) 口 タ ンデ. ^リア 種 Species 26. Vitis rotundiiolia Michaux. (V. vulpuia Gray.; V. vulpuia 

(俗 名) Muscadine or -soutllern Fox Grape (.Buuace Grape; Bull Gl.afe; 13ullet Grape.) 

(w ) マ ン ソ 二 アナ 種 specis 27. vitis INIuusoniana silnpsn. (V. rotulldllclla var. ".Mustang** 

cnajpman し 
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(ぶ 名) wlrd Grape (Evertlcanllg Grape) 

以上 揭 けし 種類の 屮 にて (s) 「ゥヰ 二 ヒ ラ」 種。 nr フ ラ ン コ 一一」^ r (H 「力 ル ベ I」 種 以外 は 全部 米國 

^產 なり * 

n 下 世界 各國に 於て 生盒用 又は 隨造 川と して 普く 栽培 さる、 も の は の 「ゥ ヰ 二 ヒ ラ」 種 及 び 

s の 「ラ ブラス 力」 種の 改良種に し て. 而 して 近年 は此兩 種の 交雜に 依て 生ぜる 優良 種 少なから 

す，. - 「ァ ガ ク ム J (Awa.\vanlY 「ブ ライト ン」 ベ «riphtou> 「キヤ ン ベ ル、 ァ. I リ lj(casphcll Early)* 「力 トウ バ j 

((.at:uvba> 「ハ I バ I ト」 (IICrb-crtY 「ナ ィァガ ラ /NiagaraV 「ダイ アモン ド /Dlasomd) •「..；■ サ ベ ラ J(Lsabella) 

等 皆此兩 種の 雜種 なり。 

^他 現今 1^ 人の 栽培す る 所の 所謂 米國種 葡萄と 稱 する ものの 中には 以上 二種の 外. 「エステ y 

1 リス」 「ウル ビナ 」 f ブ ルケ 二 アナ, 「力 ンデカ ン ス」 「リ ン セ クミ」 「ルぺ リスト リス」 『ロタ ン.. チネ 

リ ァ」^ の 系統 を 有する もの 少なから す。 

本邦に 產 する 葡萄 屬の 主なる 植物 は 左の 如し。 

サン カク ゾル 1 名 ギヤ ウジ ヤノ ミゾ Vitis Hcxuosa Tluuib. 

ケ サン カク ゾル vitis ttcxuosa var. rufo-tomentosa JVIalc. 

ャ マフ ダウ vitis Coignctiae JPulliat. 

ェ ビゾル Tliunbenru Sieb. et Zucc. 

アマ ェビ ツル vitis saccharifcra INTak. 

我が E- 州^^ は 八-より 二百 五六 卜^ 前に 旣に 我が 國 に 栽培され たれ ども 上述の 野生の 植物. 

^四 苺 Ei-sa の珏類 及な 分類 七 1 
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七 二 



と は 企^ 系統 を 異にする ものにして、 「ゥヰ 一 一 ヒ ラ」 種 に 編入す ベ きもの なること は 前^せる^: 

の 如しり 



し て， 其 原産地 は 小 亞細亞 地方なる べしと 云 ふ- 

其 源を發 せりと 云 ふ。 



一 1 無花果 Figs. Ficus Carica IJils. 

花 果は桑 科 (M01.ac,-ae) に屬 する 灌木 性^ 樹 

現今の 栽培種 は 次に 揭 ぐる 所の 四つの 變種 

(A) F. carsa var. sylvostris Ilort. 

(B) ！\ -Jarlca var. s ョ yrnica Hort. 

(c) w\ oarlca var. hortensis Ilort. 

(D) F. carica var. illtcrnlsua Hort. 

(A ) 力 ブ リ無花 菜 (Capri Fig) と稱 する 野牛； 種に し て， 隱 頭 花 序 (catki 一 Is) の €： 部に 「ブラス トフ ァグ 

{Blastophaga glossonsl) と稱 する 微小なる 昆蟲が 棲息す る を 以て 該蟲を 受粉に 利用す る^こ， 比 

種 を 栽培す るに 過ぎす。 果實は 全然 食 川に 供す る こと 能 はす。 

B ) ス £ ル ナ無花 某 (Smyrna Fig) と稱 する ものにし て， 南 歐 及び 米國 加州 地方の 馐良 なる 乾果 は 

該 種の WH 貧 を^ 料と する ものな り。 該種は 「カブ リ」 無 花枭の 花序 內に 棲息す る听の 「ブ ラ ス ト 

フ ァ が」 の 校 粉 媒介に 依りて 初めて 完全なる 結 mK をみ る ものにし て、 從 つ て 該種を 栽培す る^ 

に は 必要 條件 として 「カブ リ」 無 花果 を混桢 する を 常と す。 此授粉 作 川 を 特に 「カブ リ ヒ ケ— シ 

ョ ン /cap. ヨ cation) と 云 ふ。 

で ) 普通の 栽培 品種 卽ち a 花授 粉に て 結果す る もの、 又は 單爲 結果 (parthellocarpie) を なす もの を 
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總 ^す。 

=! の^. wi は 他花授 粉の 作 川 を 受けす して 完全に 詰果 すれ ど も， 第 ニ囘 目の 果實は 他 

花授 粉に あら ざれば 完全に 成 熱せす。 

一一 1、 頁 旦" 刊 つ：：.， 二-: 一 TI--S. wihcs sp. ct var: 

虎 耳 草 科 (saxifragaceac) に屬 する 小 灌木 性 果樹に して 歐洲に 於て 初めて 之 を 栽培せ し は 十六 

世紀の 中" なり。 現今の 栽培種 少なから ざれ ども 之 を 大別して 歐洲 種. 米國種 及び 其雜 種の 

三 つと なすこと を は ベ し。 

(A ) 歐洲^ (Kibes glcihlria Lilso 歐洲の 南 部. 亞 茆利 加の 北部 及び 叫が カサス 地 方の 原産に し 

て 三 っ變種 あり、 次の 如し。 

(CJ) K. glossulana var. a W 一 anchiloso-sctosum .w.. Koch. 

(b) R. gloilaria var. b uva-crispa SM. (R. uva.crispa Lmll.) 

(c) K. j, 二 <-ss ニー ana var c reclmatiiiu 15C1.1. fR. l.eclulatum Lulu.) 

( c ) は 現今の^ 洲 種の 基本 種な り。 

(B)^M® Kibes hiltcll-lm Michx. (R. saxosum Heck.) 北米 合衆國 原産の 植物に して 本邦に s も 多 

く 栽培 さる、 もの は 何れも 該 種の 系統に 馬す る ものな り。 . 

(C) 雜 種 Ribcs rusticuin Jmicz. 前兩 者の 雜種 なり。 米國 にて は須具 利の r ル * チ ュ」 病 (Gooselcrly 

Mildew) の 爲に歐 洲種を 哉 培す る 事 能 はす。 之が 爲に雜 種 を 作成す るに 至りし なり。 

欧米の 園藝 家が^に 朵實の 形 狀* 色澤 及び. K さに 伎り て. 栽培 品種の 分類 を 行 ひし もの 少な か 

第 四 章 梁 の 種類 及な 分類 . 七|ー1 
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らざれ ども 之 を 略す。 

0、 ー劳須 具 利 Currarts. Eibes sp. ct var: 

ぉ须几 利 は须具 利と 同様に 虎 耳 草 科の 灌木 性 果樹に して 須具 利と 同^ なれ ども 其 著しく 異 

る 所 は 技條に 針な き 事と 栗實は 菊萄の 如く 房狀 をな して 着 生す るに あり。 栽培の 起源 も 略 

ば須具 利と 同時代 なるべし。 ， 

現今の 栽培 品種の 大部分 は歐洲 原産の ものにして 米 國原產 の もの は餘り 多から す、 今 其： g 種 

と 認 むべ きもの を舉ぐ わば 左の 如し。 

(A) Ri_b。8 vu ぞ. are Lap c__jl. domestica Jaiicz し Red or Garden Currants. 

西部 歐洲原 產杲實 は 赤， 白 又は 白地に 紅 條." var. macrocarpum Jancz. rR. acerifolium Hort.) は 常 

に 赤 包特 に 大粒り 「チ ェ リ ー 力 ー ラ ン ト」 (cherry clll.rallts) と總稱 する 大粒の 各 品種 は 多く 之 

よ o 出て たる ものな り o 

(B) r-ibes Linn: (R. Sohlechtentlalii Langc.) Kol.thern Red Currants. 

歐洲 中部 北部 及び 亞細亞 北部の 原 產果實 は 一 般に 赤色。 var. Imbcsceps Swartz. 果實は 小に し 

て 褐色 又は 赤色。 var. glabellum Traut. ot Mcy. 果實は 赤色 叉 は^ 色 稍 "大。 

(；； >) tibes nigrum Linn. EU3pean Black currants. 

歐洲 及び 中部 亞細亞 原 產、 染 莨 は 卵 圓形黑 色。 I 種の 汕腺 ある を 以て 風味 自ら 他 種と 異る 

i o ォ り.. val.. xaiithocarpum Spaeth. は果實 黄 色. - var. chlorocarpunl Hpaeth. は菜實 荥 色〕 

CJ) Kibes tl.Litc l)all. swamp Eod currant? 
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Ki ブ 2 l.i Mil 一. A 一 is- Bkck pi. 

/ ： - c I、 s 二，, J Jn 重.^ ナ.； ども &來 1T- ?a V5 

n) 及び 種 は 共に^ 國 ^產の ものにして 未た 改良 さォナ 箱 

る f 刻 種と して 囑目 せらる。 

房須具 利の^ 藝的分 頻は之 を 略す" I 

^ 邦の 山 す t のにし 5S 及び 房 1 利と 同 S 主なら もの まくな 左の 

P し。 

ヤシ ャビ シャク R- ashigum IVIaxi ョ. 

ト ダ ス ダ リ (liacautlla Pall. 

n , 、 ， i ,J / 4i- 一、 スゲリ n. jallonicsn Maxim. 

コ マガ タケ スク リー 名 ォ才, スク、 」 一 

ェゾス ゲ リ 】i. latifolium Jancz. 

ト カス ゲリ R laxmorsn I》ursh. 

チシ マス ゲ リー 名トカ チスバ ノリ - さぎ w triste Pall. 

E、 UN Brambles. Rubs sp. et var. 

キ イチ fs に？ る 所の 植物の 總稱 にし て歐 H ス ヘリ I』 

ft 以外の もの は囊 培の， 新たに して， 米國 産の 「ブラック： ペリ iff コ 

！ ベリ— ！ の 如き は 野生の 2T ゲ脫 してよ り、 未 だ 拾 数年 乃 至- ？ 年な 5 せる a 

過ぎざる ものな り。 阅藝 上の 見地より 之 を 一二つ に 分類す る こと 左の 如し 

、A) ラ ズべ リ I waspberrlos. 

ヒ 五 

iBsiia 菜 a の^ is 及び 分 S . 
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『ラ ズ ベ リ， I」 と は 木苺 類の 中に て果實 の 成 熱せる 場合に 花托 (Reccl-tacko より-お^に 分離 すん 

もの を 云 ふ。 

VI ) 歐 # Euroysan Raspberries. E-ulbus Idaeus 1/inn. 

歐洲 及び 亞細亞 西部の 原產 にして 尠くとも 千 五六 百年 以前よ り、 栽 培され たる ものなる ベ 

し。 果實は 淡 黃. 黃. 赤-濃 赤 等 

(2 )^ M 赤實種 American Red raspberries. Rubus strigosus Michx. rR- Idueiis var. strigosus Maxim.) 

米國 原產。 栽培され てより 僅かに- i 十 年. 目下 は 品種 比敉的 多し。 某 實は淡 赤色. 稀に i 黄 

色の もの あり。 var. albus Fuller は 淡 琥珀色の 莨 を 結^。 

(3 ) 米 國黑實 種 wlack Easpberries. (common Blackcap) Rubus occiclentalis Lhin. 

米 屈 原產， 栽培の 年代 略 ぼ 前者に 同じ。 mHi は 一 般に黑 色. 稀に 黄白色の もの あり。 

B ) ブラックべ リ I Blackberries 

「ブ ラック ペリ ー」s 「ラ ズ ベ リ ー」 と 異る所 は 成^せる 果實を 摘 採す る 時に 花托 は果實 とせ 、こ^ 

苞 より 分離す るに あり。 此性質 は 「ブラックべ リ—」 の 特^に し て、 而 して 必 すし も果實 の黑^ 

たる 事が 「ブ ラック ペリ ー」 の 特性に あらす ( 種類 及び 品種 少なから す。 何れも 米國 股產. 栽培 

の 起源 は 今より 約 五十 年以 前、 主 なる 種類 名 左の 如し。 

(1) L§g-duster Blackberries. Kulbus lligl.obaccus Bailev. 

(2) White wlackben.lcp. W=^2 M Ill.g31)acclls .var. albimis wa 一 ley. 

(3) short-clostcT Blslckbel:1.108. l^ublla nigrcbacclls var. sativs Bailey. 
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{-* ン L-cnfv- cluster Wlackl>err53. Rllbu-3 argiit 一 is Link. 

(-") LOOSC-clFstcr BlackhL-rnei. w-c^wc» Iugrcl>accus Ba-lley. (liublls villosus Ait さ 

(G) sand I31a_.-klKTI.is. nublls cuncifolius r*lu.sh. 

ひ ) チュ， ベリ一 l)2vbcrrlc3 

果實 と花托 との 關係 は 「ブ ラック プリ 1J と 同樣 なり。 只 「ブ ラ ック、 ベリ IJ と ras る 所 は 一 般に^ 

句 性に して 其 繁祯に は蔓の 先端 を 親株に 附着せ る 儘 地中に 埋めて 發 根せ しむる にあり 3 ( 「ブ 

ラッ ベリ—」 は根揷 及び 分 株 法に 依る)。 種類 少なから す。 全部 米國 原產， 栽培の 歴史 は 「ブラ ッ 

ク-べ リ I」 と 略 ぼ 同じ。 

(1) lsorth2.ll Dewberries. Rubus villoi Ait. 

(リー) Kal.k-1 Type. Kubus ヨ visus Ba-lley. 

f3) Southern DsvlbetTies. Ruble trivialis Mich*. 

(4 ) メ YVstcrn DcwhcTns. K-ublls vitifolius Cham, ct hchleclit. 

つ チュ— ベ リ 1* - に 類^せる 形質 を 有する ものにして 「 o — ガ ン * ベ リ (T,ogal ニー cms) と稱 する も 

の あ り。 「ブ ラック ベリ ー」 と 「ラ ズ ベ リ ー」 と の雜 種なる ベ しと 稱 す れ ど も. 最 近 遣傳學 上の 精 

密な る實驗 に 伎れば 全然 雜 種の 性質 を 有せざる ものなる 事が 證 明され たり。 

木邦產 の 木苺 類卽ち Kubus の 植物 は 尠くとも 八十 種 以上 あり。 採て 之 を 栽培 すれば 果樹 

として 相^の 價値 ある もの 少なから す。 今 其 主な る もの を舉 ぐれば 左の 如し。 

ミヤ アウラ ジ. ロイ チゴ R. Idacus Linn, subap. nippGnicus Fock. 

巧 口 K 果 s の 《B s 及な 分 li 七七 
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r- ,v 1 チ ーコ R. Idaeus L-lnn. var. Ivlatsumm.anus Koick. 

& -l -, チ ィ チ ゴ R. ； palBatus Thunb. var. coptophyllus,0. Kzp 

キ. I チゴ 一 ク J ナガ パノ モミ -. チ ィ チ ゴ ll. palmatus Tlumt>. var. palmata 〇. ICze. 

ナ ヘシ ロイ チゴ triphyllus Thunlb. 

力， チイ チゴ K. trifklus Thunb. た 

トツ ク リイ チゴ R. "lolikura- Sieb. 

ホウ 口 クイ チゴ 一名 ォニ イチ ゴ さ Sieboklu wlume, 

クマ イチ -ゴ rr crataiglfollus Bunge. 

ォ ネト ックリ イチ ゴ R. Hiraseanus Mak. 

.!、、 ク ラ ン，、 リ— crant-erries. Vaccimum sp: 

石：" (Ericcpls 「 n ケモ 、 jig (vaccinium) に屬 する 所の 匍匐 性 矮小 液 木の 總稱 にして 本邦 諸 地 

ケ の ，5 山 の 森 也に 野生す る 所 の 「ッ ルコケ モ、. lev. oxiooccs I」inn.) の 如き は 其 一種な り。 近年 

米國ヒ 部の a-ss に 「クラン ベリ ー」 を 栽培す る こと 漸く 盛んになり。 從 つて 栽培 品種に も 著し 

く 女 良み」 加 ふるに 至れり。 栽培 品種 少なから ざれ 共 左に 揭 ぐる 二種 類に 總括 する こと を 得。 

(A).K 粒せ I、an-.--r American oallbcl.ries. vacci-llum rnacl.ocarpon Ait. 

米 國股產 ^寳は 赤色. 卵圓形 又は 洋梨 形、 長徑 113 インチ 乃至 1 インチ 

(B).A 立 種 了 =:all cl.anlxMTics. Vac2nlum Oxicoccos Linn. 

本郛產 f ツル コケモ 、-- と 同種類な り、 果實は 赤色. 卵圆 形、 長徑 17 インチ 乃至 1¥ インチ 
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第五 章 果樹の 變異と 品種改良 

果樹 も 亦 他の 植物と 同樣に 各種の 器官の 上に 變 異性 を 表 はす ものにして. 果樹の 品 重 改良な 

る もの は 要するに 此變 異性 を 巧みに 利用す るに 過ぎざる のみ。 果樹 は 米. 麥 等の^-物と 異り. 

古来 其 繁殖に は專ら 挿 木. 接 木 等の 無性 的 方法 を 採用せ し を 以て、 變異の 狀況は 主として 種子 

に 依つ て 繁殖 を 計る 所の 作物に 於け るが 如く、 著しく 吾人の 注意 を 引く に 至らざる のみ。 然 

れ ども 一 度 果樹栽培の 歴史 を 研究して 目下 吾人の 栽培す る 所の 果樹が 如何なる 經路を 取り 

て 今 曰の 如き 品種 を 牛： する に 至りし か を 知る に 至ら ば， 少 なくと も 其變異 生り 如何： 顯，^ 

るか を 推察す るに 難から ざる y し。 

一 

彼の 「バ ナ、」 の 如き はもと 原産地なる. 南米の 土人-か 其 根 部 を 食用に 供す る爲に 栽培せ る もの 

にして、 其果寳 の 採收は 栽培の 目的に は あら ざり しなり。 蓋し 其當 時の 「バ ナ、」 の果實 は瘦小 

有 核に して 本邦の 芭蕉の 栗實に 於け るが 如き 肉質 形態 を 有する に 過ぎ ざり しに 侬る なる、、、 

to 然るに 株ぶ 法に 侬 つて 多年 繁苑を 計りし 間に 偶然 豐大 なる 果實を 結成す る 所の 株を發 

兌して 以來， e 根 川の 作物 は 一 朝に して、 變 じて t 而實 用の 作物と なる に 至れり。 

乂溫帶 果樹と して B 下 其 品種の 數の 最も 多き 苹果の 如き は 十七 世紀の 初 頃 迄 は. 單に 栽培種 

として 【レ デ J La(ly or Api Apple) 其 他 數種を 見る に 過 ざ ざり しと 誰も. 十八 世紀に 入りて 以 

第五 S 菜 ほの 1- 異と品 _a 改良 ヒ1 



論總藝 園樹菜 驗 莨 



第一 節 彷徨！ SS • 八 

來歐！ ^の 園藝 家の 熱心なる 努力に 依り 非常に 多數の 品種 を 生す るに 至りし ものな り。 口 ー 

マ 時代に 旣に 三十 餘 種の 苹果の ありし 事 を 記す る もの あれ ど も， 其、 常 時 「ァ ッブ ル 」 乂 は 「ポ ン ム 」 

(pime) と稱 せる ものの 中には ^榲 桴等の 如き 所謂 仁 果類を 包含せ る ものなる を 以て， 一 槪 

に 之 を 信す る 事 能 はざる もの あり。 (附記して 以て 參考に 供す)。 

其 他 菊 萄. 洋梨 • 桃 等 の 如き 栽培の 歴史の 古き ものに ありて も. 果 樹 として 比較的 多數の 品種 を 

见 るに 至りし は、 何 れも 十八 世紀 以後に して 米 國產の 「ブ ラッ ク ベ リ ー」 (Blackberries) 「-、 チ ュ * ベリ 

J(D2vberries) の 如き 十九 世紀の 末葉に 至て 初めて 野生の 楠 物 を 採 て、 之 を 栽培した る ものに 

過 ざす。 斯の 如く 最近に 至りて 改良され たる 多数の 栗樹の 品種 は假令 偶然の 發見 にか 、る 

ものと 雖 も. 其 系統 及 ぴ變異 の 狀況の 明かなる もの 少なから す， 況 や 初より 一 定の 目的に 侬っ 

て 改良 を 加 へられた る ものに 於て なや。 

^^の 品種改良に 意 を 注-ぐ もの は 宜しく 是 迄の 各種の 果樹に 於け る 品 種 出現の 經路を 究め， 

n: つ 一 般 ig 物の 變 異. 遺 傳 の 法 則 を 知悉し て. 特 に 果樹の 品種改良に 利用し 得べき 方法 を 採用 

する に 努めざる 可ら す。 

八- 是れ より 果樹の 品種改良に 直接 問 接に 關係 ある 變異の 種類 及び 之 を 利用して 品種 を 改良 

せる！： i 例 を 一； 小さん とす。 

第一 r む 徨變 歷カ Fluctuating Variation. (Fluctuation) 

れ^;^^ は 一 名 個體變 異 (Individual variation) と 云 ひ. H り 果樹と 云 はす^ 種の^ 物に 於て^ す 



論總？ s s 榭 * 驗^ 



之 を兒 る^' を ^る ものな り。 卽 

たる 桢 物に 結^せる 多数の 種子 

る も. 是 等の 種子より ^する 所の 

な. に 多 少の 變異 ある を 免れ す。 

傅^に 何 ぼの 變異を も 起す もの 

は 幾多の 寳驗に 依つ て 明かに 證 

主因 は^^ 狀您^ 他桢 物の 生育 

然 均一 に 作 川せ ざるに 依る もの 

今是れ より 果樹の 上に 現 はる 、 

つ ある 點をも 併せて 述べ ん とす 

I, 一本の 果樹 は 結果せ る果 

一 本の * 樹に結 菜せ る 多数の^ 

ものに あら す，^ ^ .か 嘗 て 溫州蜜 



ち絕對 に純粹 なる 稻 又は 麥の 一 品種の 一 泣の 種子より 生じ 

を 採 り ，孖 人の 力に て 出來^ る 限 り， 同 一 の 境遇の 下に 栽培す 

多数の 個 體は分 蘖， 草 丈 .北ハ 他の 形質に 於て 一 樣 ならす して^ 

斯の 如き 變異を 彷徨 變異と 云 ふ。 斯の 如き 變異は 體內の 遺 

にあらざる を以 て. 诀 して 子孫に 造傳 する ものに あらざる 事 

明され たる 所に して. 而 して 彷徨 變 異の侬 つて 表 はる 、所の 

に 直接 間接に 關係 ある 所の 外界の 狀 態が 各個 體に， M つて 全 

な り。 

彷徨 變 異に 就いて 詳說 して 二部の 栽培. 家が 今尙ほ 誤解し つ 



實の上 は 表 はる、 彷徨 變異 

實 の形狀 及び 重量 は 如何な ろ？！ 合に 於ても 決して 一 ^なる 

柑の 十四 年生の 一 樹に 結果せ る果實 四^ 九十 一 顆に 就きて 

其 ま 量 及び 形狀を 測定して 變異の 狀況を 調査せ しに 左の 如き 成績 を^たり。 

各 果赏の 重量 は 匁 を 位と し、 三 匁 を 差と して 各變员 (variate) の 階級 (class) を 作れり。 卽ち 十 

一 匁 以上 十 ra: 匁 以下の 果實を 十二 匁 階級 に、 十 四 匁 以上 十六 匁 以下の 果實を 十五 匁 階級に 編 

入し. 以下 斯の 如く」 し て. 各 階級に 相當 する 所の 果實 の數を 調査せ しに 左記の 如き 重量の 彷 

惶 異 を 示 せ り。 

第五 S 奥な の SIR と CSSKa 八 一 
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第 一 K 彷 SS S 異 



八 二 



(原 圖) 
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^洚 1 29 88 137 103 72 26 13 11 4 1 1 

^ ^ value) na 19.98 ± 0.22 

s ^ (standard deviation) n 5.01 ± 0.1 ひ 

^ ^ ^ へ csfRcic-t of variability.) = 25.07 ± 0.80 

之 を 變 異曲镍 (variation PU.VC) にて 表 はせ る もの は、 第一 圆に 示す 所の 如し。 中心 價 I 卽 

ち 曲線の 项點に 位する 所 は 十八 匁に して、 換言すれば 此樹 に結實 せる ものの 內 十八 匁の 階級 

こる する もの は 全 階級 を 通じて S も 多数 を^め， 之より 重量の 大な る果實 及び 小なる * 讀カ 

f 次^ 數を 減す る こと を 一； 小す ものな り。 而 して 彷徨 變異 の狀 態に 依りて 平均 價は 中心 惜ょ 

•I 小なる こと あり * 又は 火なる こと あり。 此揚 合に は 明かに 平均 惯は 中心 價 より 太なる こと 

を 示 せり。 ー 

火 こ * ^の 形狀の 變異を 示す 爲に 左の 如き 方法 を 採用せ り。 

の縱 袖の 直徑 ？ t Diameter) を 計りて 是れを L とし、 次に m 軸の 直徑 (Trivial 

Diaiter) を 計りて 之 を T として、 A を 以て T を 除して 其 商 を コンマ 以下 二位まで 計算し て、 之 

を 各 菜 赏の變 異指數 (variation Eex) として 〇•〇 三 を 以て 各階 級の 差と してお タすォ ば 左の 

如し。 

1.06 1.09 1.12 1.15 1.18 1.21 1.24 1:27 1.30 1.33 i 1.39 1.42 1.45 148 1.51 1.54 1.57 1.6。 

^0 2 3 4 12 28 47 56 82 71 52 GO 32 17 15 6 1 2 1 

A3 

第五 s BKa 力 as と 品 



論栊 藝圜樹 粱驗梵 




？ s 藏 = "324 ± 0.0041 

1SS = 謹 ±0.022 

0^^0 =6.87 ±0.21 



(3 m 
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之 を 曲線と して 表 はせ る 

此鴣 合に は 變異指 數の大 

指數の 小なる もの 程圓形 

心價は 一 、 三 〇 階級に して. 

S ち 形狀の 上に 於て は 全 

る 事 を 表す。 第三 圆 に 示 

實 の 變 異 を 實物 にて 示 せ 

此の 如く 一 木の 柑橘樹 に 

位 g 等の 差異に 依りて 其 

き 彷徨 變異を 表 はす もの 

のみなら す、 他 の 果樹に 於 

生 一 本に 結果せ る 果實百 

異を 表せば 左の 如し。 



もの は卽ち 第二 圖 なり。 

なる もの 程扁圓 形に し て. 變 異 

に 近き 事 を 示す ものな り。 中 

• 平均 價に 比して 数卞上 小 なり。 

體の 平均 は 中心 惯 より H 平な 

せる もの は 此樹に 結果せ る^ 

る ものな り。 

結實 する SK.IDi も結朵 枝の 强弱 

形狀 及び 重量の 點に於 て 著 し 

にして. 是れ り 柑橘類に 於て 

て も亦然 り。 今 苹栗. 倭 錦 八 年 

四十 七顆に 就いて 其、 形狀 の變 



^ % IB 1.08G0 ± 0ヒ0;； I 

^ ^ お 0.0G05 ± 0.0024 



!» 五 s の と aa5K& 
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第 1 節 彷 slgs 

5.57 ± 0.22 

變異 曲線 は 第 四 圆 に 示す 所の 如し。 



八 六 







a ひ c<2 e j ぬ h - j ^ l in さ 

柑！ tl 類に ありて は 結果 枝袍雜 にして 各 果實に 就いて 結^ 枝の 性質 を 詳細に 調査す る は 少な 



からざる m 難を感 すれ ど も、 苹 ^樹 にあり て は 之を觀 察する こと 比較的お^ なり。 今 此苹果 

樹の 結^ 枝 を 次の 如く 三樣に 分類して 各 結果 枝に 結實 せる 果實 の形狀 を泗定 せし に. 左の 如 

き 數 卞 を ^ た り。 

^ ^ ^ 64 1.0496 ± 0.0046 

二- ^ ^ 43 1.1055 屮 00049 

^ ^ «0 1.1220 ± 0.02G 

一 尺、 以上の 二年生の 枝 を長果 枝と し， 一 尺 以內の 二年生の 枝 を 中 栗 枝と し. 短 栗 枝 は 前 二者と 

全然 形慫を 異にする を 以て 玆に說 明 を 耍 せ す。 

之に 依って 觀る S に は 發胄の 最も 盛んなる 長果 枝に は 概して 變異 指数の 最小なる 果 實. g ら 

最も 圓 形に 近き 果實を 結果 し， 中 果 枝に はより 以上 扁圓 なる 果實を 結果 し， 發 育の 最も 遲 緩な 

る短果 枝に は 最も 扁平なる 果實を 結^す る £ を證 する に 足る ベ し。 卽ち 一 苹粜樹 に 結赏す 

る 所の 栗 形の 彷徨 變 異に 侬 つて 起る 所の 基 凶の 一 つ は， 結 巣 枝の 長短に 關係 ある 事 は爭ふ 可 

ら ざる^ 實 なり。 其 他 果實の 色澤. 風味 等 も 結果 枝の 强弱 及び 位 SWI 等に 伎り て 一 本の 果樹に 

於ても ^しく^る ものな り。 

二、 個體" 依りて 表 はる、 所の 彷徨 變異 

1 本の^^の 一 本の 枝 を數 本に 分ち て、 接 木 又は 挿 木せ る 果樹 を 同一 の^ 內 に 栽培し. 吾人の 

刀に て出來 はる 丈け 均 I の 狀態を 奥 ふ る も、 其 結果の 年齢 、結果 力. En 莨の 形狀. 色澤等 各種の 形 

_» 五な の BKS と 品ほ改 a 八 七 
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第 I K 彷徨； S 異 八 八 

^ に 多 少 の 變 ハ を 表 は. す 事は苟 くも 果樹栽培に 從事 する ものの 等しく 認 むる 所な り。 掊木 

に侬っ て 繁^す る もの は其砧 木の 個性 を 精密に：！ すれ ば、 如 何なる 場合に も 均 一 ならざる， を 

以 て， 禅 木に 依って 繁苑 する ものに 比して 一 各個 體 間に 彷徨 變異を 表 はす ものな" (後 節 D 

參照)。 

此の 如き 變^ は 前に 說 明せ る米麥 の個體 間に 起る 彷徨 變異 と同樣 にして 殆 んど說 明の 餘地 

を存 せす。 -. 

三、 場所の 變異 

果樹の 一 品種の 一 本の 枝を數 本に 分ち て 前項 同樣に 繁殖せ る 苗木と 雖 も. 之 を 風土の 甚 しく 

異る 所の ニケ 所以 上の 土地に 栽培す る 時に は、 果 樹の 各種の 形質に 著しき 變異を 表 はす もの 

な り。 之 を 特 に 「場 所の 變 異」 と 云 ふ。 果實の 成 熱 期、 色 澤. 形 狀等に は 一 見して 異 品種の 如き 觀 

を呈 せし むる 事 あり。 是迄 精確に 一 本の 枝より 繁殖せ る 果樹 を 以て 實驗 せる 成績な しと 雖 

も， 同 一 品種の 果樹 を甚 しく 風土の 異れる 地方に 於て 栽培せ る もの を. 多 數の 個體に 就いて 比 

較觀 察す る^に は 「鵠 所の 變 異」 な る 現象が 如何に 顯 著なる か を 知る 事 を 得べ し。 今 一 例を皐 

ぐれば 日本 梨の 早生 赤 は 本邦^に 於て は 比較的 栽培 分布の 廣き 品種な り。 而 かも 貯藏 品種 

なる を 以て^: 地に 產 せる 多数の 標本に 就いて 比铰 研究す るに は 最も 好那 合なる 材料な り。 

著者 は 大正 博 ii ズ n 其 他 地方の 品評 會共 進會 等に 於て 各地に 產 せる 早生 赤の 色澤 を比较 せし 

に 新 潟 縣* 秋 田縣^ 日本海に 面する 地方に 產 する もの は 外皮 濃銹 褐色 なれ ど も. 宮 城 縣. 福 島 縣 

等卽ち 表日本の 產 品に 就いて 見る 時には 外皮の 色澤 著しく 淡^色に し て， 果 皮の 色^に 闕す 



tft 挖 noa 樹^ 驗 sc 



るお 所の^ m や を 明かに 認 むる 事 を 得。 但し 色澤の 濃淡 は 之 を數字 的に 表 はすこと 能 はざる 

を逍憾 とす。 

采 物の 築 散 地に 於け る 問屋 業者が 一 兄して 各種 果實の 產地を 認識す る は果形 • 色澤 等の 上に 

表 はる、 所の 「場所の 變異」 を 自然に 知 ほせ る 結果に 外なら す。 著者 は甞て 苹果倭 錦の 果 形に 

關 する 「場所の 變異」 を 調査 せ ん として， 全國 著名の 產 地より 果實を 蒐集す る こと 二 千 二百 六十 

1 顆. 其、 產地は 朝鮮. 鳥 取縣. 長 野縣. 山形 縣. 岩 手縣. 靑 森縣. 北海道 等に して 而 して 是 等の 產 地の 代 

表 的 栽培 家に 依囑 して 樹齢に 略 ぼ 一 定の 制限 を附 して 材料 を 集めたり。 今 鳥 取縣牽 長野縣 

車 北 ^道 産の 三 若に 就きて 變異 曲銶を 作りて， 中心 惯を 比較 すれば 左の 如し。 變異指 數. 階 鈸 

等 は 第 I 圖の裼 合と 同樣 なり。 

a = 0.940 6 = 0.960 CUP9S0 ci= 1.000 6 = 1.020 /= 1.040 《卩 1.060 71U 1.080 

t^.i = 1.120 ゃ= 1.140 ？ =1.1 60 m = 1.180 さ =1.200 = 1.220 ^ = 1.240 

第 六 B1 長 野縣產 百 二十 七顆の 中心 價は h なり。 次に 第 四 圆鳥取 縣產百 十 ！ 顆 の變異 曲線 を 

靦 るに 中心 儍は おなり。 又 北海道 產 七十 三顆の 中心 價は d なり。 今 第五 圆 第 六 圖第七 圆 の 

h を 通じて 垂直なる 黑綵を 割す る 時には 次の 如き 意味 を 最も 明確に 認 むる 事 を 得べ し。 此 

線 は CI 取 縣蓝の ものに て は 曲線の 左端に 位 し， 長 野 縣產の ものに て は 中心 價 とな り、 北 海道 產 

の ものに て は 取縣と 全然 反對に 右端 を 占む るに 至る。 卽ち暧 地產の もの は 概して 扁圓形 

にして 爽、 地に 進む に從っ て 漸次 長圓 形と なる ものなる 事 を 示す ものな り。 其 原因に 就いて 

は 冗長に 渡る を 以て 之 を詳說 する こと を 止む ベ し (農 舉會報 第 百 五十 一 號 「苹 果の 形狀變 異に 

菜 S の ほ 異 と 品 SK 良 八 九 
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惠 取縣產 (原 IT 長 野緜產 (原 圔) 



就 い て J を 參 照 J 

此外 果樹の 各種の 器官の 上に 表 はる 、所の 

「場所 の 變 異 j の 富 例 頗る 多 し。 

四. 接 木 は 依 は 表 はる V 所の 彷徨 變異 

お 木 繁殖 法に 使 川す る砧 木の 性質の 異 るに 

從 つて 或る 程度 ま で 果樹の 習性の 上に 變異 

を 及ぼす こと を^る は是迄 幾多の 實驗に 依 

つて 明かに されたり。 例へ ぱ揾 棹砧に 洋梨 

を 接 木 せ る も の と， 之 と 同 一 の 枝を莨 生砧に 

接 木せ る ものと を比较 する に. 前 者 は 著しく 

矮性 にし て、 結 果年齡 早 く， 品 種に よりて は果 

實の大 さ • 風味 等の 點も 多少 改善 さる 、 もの 

な 00 又苹果 を 「ク サ .ネ ケ」 (C 一一 _A>1 ミ mclps japollicn 

Lind.)* 「力 ィ ダ ゥ 」 (Malua Horibunda sieb.),r パ ラ ダ 

ィ ス、 ァ ッ ブルーニ》 ：11.;1 ニー SI- A 一 一一- |<に Mah-S l-mllla Mill. 

v;ll.. 一- :ll.:l-llslilnl 了- (-|ー=2<ー.) $ に 接 木す る 時には 

榲棹砧 の 洋梨に 於け ると 略ば 同樣の 結果 を 

呈 する ものな り。 此の 如き 現象 は砧 木と 接 
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穗 との 問に 起る 所の 營養 作用の 如何に 依って 表 はる ， 所の 彷徨 變 異にし て， 此 砧 木に 接合す 

る 間にの み 表 はる 、所の 現象な りと す。 但し 後 笳に述 ぶる 所の 接木雜 種の 裼合は 全然 是等 

の 現象と 趣 を 異にす。 , 

以上 述べた る 事の 外に * 樹 栽培 上 吾人の 目擊 する 所の 彷徨 變異 の實例 少なから すと 雖も ， j 

1 之 を說述 する の 煩 を 避け， 次に 是等の 彷徨 變異は 接 木 又は 揷木 等の 無性 的 繁殖 法に 依って 

確 實に其 特性 を 維持す るか 否かに 就いて 少しく 論ぜん とす。 

米麥 等の 如く 種子に 依って 繁殖 を 計る 所の 作物に ありて は， 遺 傳學 上絕對 的に 純粹 なる もの 

の 彷徨 變異 は诀 して 遣 俥せ ざる ものなる 事 は 前に 述べ たる 所の 如し。 又 蔬菜の 哇爪薯 の 如 

き 地下 莖を 繁殖の 器 とする ものに ありても 彷徨 變 異に 依って 表 はる , 所の 形質の 差異 は 

之 を 維持す る ことの 能 はざる 事も是 迄の 實驗に 依りて 明かに 證 明され たり。 果樹に ありて 

も 之と 同樣 なる 亊實を 幾多の 實 例に 侬 りて 立證 する 事 を 得べ し。 

前述せ るが 如く 苹^ *倭 錦の 果形は 前年 生長 果 枝の 先端に 結實 する もの は 常に 長圓 形な り。 

吾人 は苹 果樹 を繁苑 する 場合に は必す 前年 生の 枝 を 接徳に 使用す & ものにし て， 相 當の 樹齢 

に 達せる 果樹に ありて は 此の 如き 枝の 先端に は^に 花芽 を 着 生す る ものな り。 換 言 すれば 

人 は ^ に 長 果枝を 接 穂に 利 川し つ 、ある ものな り。 然れ ども 之が 爲に倭 錦なる 苹 果樹 は 

年々 長圓 形なる 果實 のみ を 結^す るが 如き 倾 向を呈 せす。 又 靑森縣 及び 北海道の 如き 寒地 

に 栽培せ ろ 倭 錦 は 一 般 に長圓 形なる 粱實を 生 すれ ど も， 此 の 如き 地方に 栽培せ る ものより 接 

糚を 取りて 繁苑 せる もの を 鳥 取縣の 如き ^ 地に 於て 栽培す る 時には 暖地 特有の 扁圓 形なる 
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果實を 結 莨す るに 至る ベ く. 之 と 反 對に歧 地に 於け る樹 より 接秘を 取りて 之 を^ 地に 於て 貌 

培す る には^ 地 型と も稱 すべ き 長 圓 形なる 果實を 生す るに 至る ベ し。 

又 榲悻砧 の 洋梨の 枝 を 取りて 之 を實 牛； 砧に接 木す る 時には 漸次 發育 旺盛と な り、 數 ^なら す 

して 些 しも 矮性を 表 はさ 3- るに 至る ものな り。 此の 如く 彷徨 變異は I 時 的の 現象に して. 此 

變異を 起すべき^ 因の 存績 する 期 問 に 限られた る ものな り。 故に 彷徨 變異を 利 川して 果樹 

の 品種改良 を 計らん とする が 如き は 絕對に 不可能なる 事に 馬す。 

然れ ども^ 樹を 繁殖す る 場合に^に 接秘の 選擇に 注意 を拂ふ 事は苟 くも 果樹栽培に 從 事す 

る ものの 等しく 其必耍 を認 むる 所な り。 一 例 を舉 ぐれば 果樹の 接 穂 及び 挿 枝 は 成 可く 十分 

結果の 年齢に 達せる 親木より 之 を 採 り、 且 つ 又 一 本の 親木より 接 穂 及び 挿 枝 を 採る 鍚 合に は 

成 可く 充實 せる 而 かも 中位の 發 育を遂 ゆた る 前年 生の 枝 を 採る が 如き は卽 ち是れ なり。 同 

1 品種の 果樹の 老木たり と も、 將 た 若木たり とも 單に 品種の 形質 を 確實に 維持す る 上に 於て 

は 何等の 差異な しと 雖 も .老 木の 枝 は 組織よ く充實 し、 從 つて 之 を 接 木 又は 挿 木に 供 川す る鴣 

合に は 若木の 枝 を 供用せ る ものよりも 發育 作用 盛 ん 一な ら す、 結 果の 年齢に 達する こと 多少 促 

進 さる 、 ものな り。 彼の 枇杷の 如き 結果 年齢の 比較的 晚 きものに ありて は 特に 著しき もの 

ある を 見る。 枇杷の 接 穂と して 三年 生 又は 四 年生の 古枝に して 全然 葉を冇 せざる 部分 を 使 

用す る 時に は. 假 令 二 年 又は 三 年、 生 の砧 木に 接 木す る も 三年に して 結果す るに 至るべし。 之 

に反して 前年 生の 枝 を 接穗に 供用す る揚 合に は 五 年 又は 六 年に して 尙ほ 結果せ さるもの 少 

なから す o 
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此の 如き 現象 は 各種の^ 樹に 於て 認 むる^ を 得べ く， 之 を 以て 直ちに 挿 木 又は 接 木に 依りて 

果樹の 形質の 變異を 計る 事 を 得る が 如き 觀察を 下す は大 なる 誤りな り。 老木の 枝と 云 ひ， 若 

木の 枝と 云 ひ、 將 た 又 一二 年生の 枝と 云 ひ、 二年生の 枝と 云 ひ、 其 組織に 多少の 差異 ある は 年齢に 

依て 表 はる、 所の 一 種の 彷徨 變 異にして 此の 如き 枝 を 接 木 又は 揷木 せる 後、 苗の 發育 及び 結 

某の 年齢に^ 異を^ する は， 彷 徨變異 の 後 作用 (Nach-wirkullg; Aftel.-CHbct) た るに 外なら ざるな り n 

此 後作^ は 数年間 又は 數 代に 渡りて 繼續 する こと ある は獨り 菜樹に 於ての みならす 一 般の 

生物に 於て 成く 之を認 むる 事 を 得べ しリ 今 一 例を舉 くれば 梨 及び 苹果 の實 生に は 針 (通 俗 的 

に は 刺と 云 ふ) を 冇 する もの 多し。 今 此枝を 採りて 接 木 を 行 ふ 時に は， 同 樣の針 を 右す る 枝 を 

生 す ベ く、 再 び 之より 枝 を 探りて 接 木 を 行 ふ 時には 著しく 針の 數を 減す ベ く， 此 の 如くして 三 

囘 又は g 囘、 S 樣の投 木 を 繰り返す 時には 遂に 全然 無 刺の 枝の み を 生す るに 至る は是 迄の 實 

驗に侬 つて 明かに 證明 する を 得たり。 卽ち梨 及び 苹^ の實生 苗の 枝に 針 ある は 一 種の 彷徨 

變 異にして 接 木 繁殖の 一 二 代 間 は 依然として 其 枝に 針 を 生す る は 彷徨 變異の 後作 川と 見る 

事 を 得べ し。 現今 日本 梨の 新種と して 賞贊を 博し つ 、ある 所の 市 原 a '生の 如き は 現に 枝條 

に 針 を 有すれ ど も、 數 囘接木 法 を 繰り返す 間に 自然 針 を 失 ふに 至るべし。 此の 如くして 數囘 

又は 十 數囘の 接 木に よりて 全然 針 を 生ぜざる に 至れる ものと 雖 も、 發 育 旺盛 を 極めた る 徒 長 

枝に は 再び 針をル する こと あり。 洋 梨 「ボ ー レ. ヂッ ファ —」(weulT6 Gilfard) の 如き は 時々 徒 長 枝 

に 針 を 表 はすこと あり。 此の 如き 枝 を 接 穂に 供用す る SI 合に は 後作 用の 爲め 初の 一 ニ年閒 

再び 針 を 生す る こと あり。 



又 洋 チ ュセス * ダン ダレ —ム jcrhsheas <V A11go-k>-nlo〕 を 榲棹砧 に-接 木せ る ものより 接铋を 採り 

之 を 啟 生 砧に接 木す る 時には 初め 一 二 年閒 は其發 育 稍：： 仰 制され て 一 兒搵 桴砧に 依って 受け 

たる 形質の 變異を 維持せ るが 如き 觐を呈 すれ ど も、 是 亦 一 種 G 後作 川に して 數年 ならす して 

發育 旺盛と なる に 至る ものな り。 是 等の 事 實は 何れも 彷徨 變異の 後作 川 を 示す ものな り。 

果樹 繁 苑 用の 接铋 又は 揷枝 を選懌 する 場合に 實地 家の 深き 注意 を 拂ふ點 を學術 的に 觀 察す 

れば、 一 方に は 彷徨 變異の 後作 用 を 慮り、 一 方に は 穗と砧 木との 接着の 難易 を考 ふるもの にし 

て是 等の 種々 の點 より 綜合して 結果の 年齢に 達せる 親木より、 而 かも 前年 生の 枝の 組 熾充莨 

せる 中位の 枝 を 接^ 又は 揷枝 とする は^も 合理的なる ものと 云 ふ 事 を 得べ し。 

第二 節 皮變り wud Variation 

1 本の 果樹の 一 枝が 變異 して 他の 枝と 全然 異る 所の 形質 を 表 はすこと あり。 此の 如き 枝 を 

採りて 接 木 又は 挿 木に 依りて 繁殖 を 計る 時には 永久に 其 形質 を 維持す る こと を 得る ものな 

り。 此の 如き 變異 を總稱 して 芽 條變異 と 云 ひ、 圚 藝 家の 社會 にて は 通俗的 に 「枝 變 り」 と 云 ふ。 

「枝變 り」 に 依りて 果樹の 新品 種 を 作りし 例 は古來 頗る 多し。 今：^ 二三 を舉 ぐれば 左の 如し。 

佛國 モン ルイ ュ 地方へ Molltrcuil) に めけ る 桃 の 「ク 口 ス、 ミ 二 オン ヌ 一 (Gn)sso Migllolmc) の 一 枝 力 § 異 

して 成^ 朋が約 二週間 位晚る 、所の 「ゲ 口 ス -_ ォ ン ヌ-ク I デ ゥ. l(Gros. Mig. Tardive) を 生 じ， 又 

同！ の 桃 樹のー 枝が 變異 して 早^ 種なる 「ァ ー ? グ 口 ス… 二 ォ ン ヌ Jsarly Gr5. Mign) を 生 r- る 

に 至れり。 此の 兩 品種 は 今 尙ほ歐 米に 於て 獨立 せる 品種と して 栽培 せらる 、 所の ものな り 

b 五 s* 菜 sa の KS; と aa 改良 九 £ 
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(Gardeners* Chronicle, 1854, pp. 821; 1864, pp. 125100 

カルリ 1 ル 氏 (M.can.i6re) は 葡 萄 「ブ ラック バ ン ブ ル ゲ」 (Blaclc Hamburgh) の 稍.. 古 き 株 を 切り 伐せ 

しに， 三本の 新 梢 を 生ぜり。 其 中の 一 本み」 取 木， に 依りて 繁殖 を 計り， 之 を 培養せ しに 普通の 「ブ 

ラック、 ハ ン ブル ゲ. - よりも 約 二週間 早 熱に して 果 粒の 著しく 小粒なる 新品 種 を 得たり。 他の 

二 本の 新 梢の 中 一 本 は 普通の 「ブラック、 ハ ン ブル グ」 に して 殘 りの 一 本 は 非常に 豐產 なれ ども * 

成熟 作用の 極めて 不整 一 なる 劣等 種た る 事を發 見せ り。 (Gardeners- Chronicle, 1869, pp. 970) 

又 最近 米國 農務 省の シ ヤメ ル氏 (Ab. Shamel; Depart, of Agricult., Washington, U. S. A.) 果樹の 

『枝變 り」 の 現象に 深き 注意 を拂 ひ， 枝條の 淘汰に 侬 りて 柑橘類の 品種 を 積極的 竝に 消極的に 改 

良 せんとし、 廣大 なる 栽培 面積に 就いて 細密なる 觀察を 施し、 目下 着々 其 効 杲を收 めつ , あり。 

同氏 は 一 九 〇 九 年より 「ヮシ ン トン、 ネ ー ブル. ォレ ン ヂ j に 就きて 此 研究 を 初め、 從來 一 品種と し 

て 栽. 培され たる 該 種より 拾 種 以上の 「枝變 り」 を 適 出し、 別 々に 之 を 繁殖して 明 嘹に其 系統 を 分 

離せり。 其方 法た る や 純系 淘汰 卽ち異 型 分離 (pure Line selection; Form separation) の 方法に 依 

りて 米麥 等の 作物に して 從來單 一 なる 品種と 見做され たる もの を數種 乃至 數十 種の 純系に 

分離して 優良なる 系統に 屬 する もの を 繁殖 栽培して 不良なる 系統に 屬 する もの を 除去す る 

の 方法と 酷似す。 而 して 米麥の 純系 又は 型 (Lines or Forms) に相當 する 所の 果樹 の 「枝 變 り」 を 

「クロ ン」 (clones, wlon.) と 云 ふ。 (適當 なろ 譯語 なき を 以て 原語の 儘 使用す る ことと せり )o 

同氏の 研究に 供せ し 栽培 區域は 加州の 南部 地方に して 元來ニ 本の 親株より 悉く 繁殖せ る も 

のの みに し て、 他 地方より 輪 入 又は 移入せ る 苗 を 混樜せ ざり し を 以て 一 地方に 於け る 「枝 變 り j 



^ «8： 藝 圆榭 菜驗實 



なる^ を 明かに 認 むる 事 を 得べ し。 

同氏 は 消極的の 方法と して 不良なる 「ク 口 ン」 を 除去す る ことに 努めたり o 同地 方に は 結果 力 

の 貧弱なる 多 數の樹 株 あ り、 其 數殆ん ど 全 樹數の 二十 五パ I セ ン ト 以上に 達せる を 認め たり。 

此 「ク 口 ン」 に^する もの は 徒 長 枝 を 簇生す る こと 盛んにして 著しく 不良なる 系統なる 事 は 一 

兒 して 明かな り。 ^初め 一木の 「枝變 り」 と して 表れた る ものな りし が、 發 育 盛んな りし を 以て 

繁殖 川の 接秘 又は 接 芽に 利 川し、 苗木 育成 家 は 繁殖に 便なる が 爲に其 後 益々 此 「ク n ン」 に 屬す 

る樹 株より 接魄 又は 接 芽 を 採りし 結果， 斯 如く 結果 作用の 不良なる 「ク 口 ン. 一が 同地 方に 增 加す 

るに 至りし なり。 目下 此 不良なる 「ク ン」 に屬 する 樹株を 除去す る 事が 同地 方に 於け る柑橘 

栽培 者の 等閑に 附 すべから ざる 業務なる 事 を 切論せ り。 積極的の 改良 法と して 二三の 「クロ 

ン J を 適 出せし が、 同 地方に 於て は 目下の 急務 は 寧ろ 消極的の 方法に 着手 す る に あり。 (「ネ I 

ブル ォレ ン ヂ 」 は ブ ラ. チル國 の 「ララン * チヤ、 セ レ ク 々こ (Laranja selecta) 種 の 「枝 變 り」 よ り由來 せり) 

又 同氏 は 加州 コ 口 ナ (corona) 地方に 於て 「レ モ ン」 (Lemon) の 「ュ ー リ 力」 種 (Eurica) の 「ク 口 ン」 淘汰に 

意 を 用 ひ、 其 後 _.リ ス .ォ ン 」 種 CLisbon) 及 び 「ゥ ィ ラフラ ン 力」 種 cvillafranca) にも 同樣の 淘汰 研究 を 打 

へり。 同氏 は 「ふ ー ブル オレン -チ 」 に 於け ると 同 樣に數 多の 優良 及び 不良なる 「 ク 口 ン」 を 摘出し. 

果實の 形狀、 外皮の 厚薄， 栗 汁の 多少、 及び 結果 力の 强弱等 幾多の 形質に 就いて， 詳細なる 觀察 を 

遂ゅ， 且つ 枝條 及び 葉の 形狀 等の 形質が 果實の 上に 表 はる 、所の 形質 及び 結果 力の 强弱 等に 

關 する 形質と 密接なる 相閼 作用 (correlation) の ある 事を發 表せし が、 餘 りに 長き に 失する の 恐 

れ ある を 以て 說明を 省略す る ことと せり。 

K 五お 奥お の 1»異 と 品 S 改良 九 七 
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第二 © 技 ほり A 八 

其 他 「 ク レ —ブ フル —ト 」 (Grape Frllit) に關す る 「ク 口 ン」 洶汰の 研究 も あ り。 又 「ヮ レ ン シ ャ， レ ー 

ト jcvaleucia Latl) に 就きても 同 樣の觀 察 あり。 

第 八圆は 「レ モ ン 」 の 「枝 變 り」 と 第 九圆は 「クレ ー ブ フル ー ト 」s 「枝 變 り」 に 結果せ る果實 な り。 

「"ス^ン、 レモン 一^-」 結果 せろ 果寬の 相^ 



圆 




三 




, 一は 一本の レモン 柑！， i $S 赏ぜろ 

「クロン」 s 異れ ろ 菜箕、 二 S- は 其 縱斷面 

本邦 特冇 の溫州 蜜柑 は 其 栽培の 歷史 古くし 



(各^ 尺 二分 n 

且つ 栽培 反別 も * 樹の 



其 他 歐米諸 國の栽 

培 家が 偶然 發 見せ 

る粟樹 S. 「枝變 り」 の 

實例 は殆ん ど枚舉 

に 遑 あ ら す、 本 邦 に 

於 て は 各種の 花 升. 

類に 於て 古 來 「枝 

り j を 利 川して 新品 

種 を 作り出せし 网 

は 極めて 殆し。 « 

に 斑 入 葉桢物 (va- 

rlcerat,Ml leaves^ の . 如 

き はせ ン著 乙き 實执 

な り o 

品毬 とし て. 溫 州 蜜柑 



fft «?. 藝 樹栗驗 SC 




( 



の 右に 比る ものな かるべし。 現に 各地に 各 特冇の 形 ^風味 を 右す る^ 州盥拊 か ノな から や 

すし も是 れ悉 く^ 所 の ^ は：」 に あ ら ざ る ベ く， 其 來歴を 調 杏一 し ニ區域 



第 



九 



rl 



—ブフ 巾— 



シ ェ、 シ， ド 

< 二 分 一) 



マ ー シュ、 シ ー ドレス の不； 

(お 尺 二分 二 








九 



乙 




必 

し n 

て 



克^して 比較 栽培す 

に 於て は 興^ 

る？！ ^たるべ 

本邦 各地の 試 

51, 學 校ぶ に 於 

釆樹の 品種：^ 

固 又は 品種 試 

區 を 設 する 

合 に、 徒 ら に 多 

の 品種 を 蒐集 

る を 以て 唯 一 

能事と な し. 一 

種の 「ク 口 ン」 を 

^する が 如き 水. 

を 進んで 計 割す 

る^な き は 品種改良 上 遣 憾に堪 へざる 所な り。 米麥 にても 一 ^は 之 と！ 11 樣に に 異品， を 

^ 一 の 地區に 栽培して 其 形質 を 比 校せ しが. 現今 は 更に 一 歩 を 進めて 各地 方に 於け ろ 重^な 
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第二 節 枝 ほり 100 

る 品種の 純系 淘汰 を 行 ふ 事を實 行す るに 至りし は， 品 種 改良の 第 1 着手と して 最も 適切なる 

方法と 稱 する こと を 得べ し。 米麥は 年々 種子 を 更新し 得る を以 て、 假 令 一 年 問 不良なる 系統 

の 種子 を 用 ふ る も IH 年 容易に 優良なる 種子に 代 ふ る 事 を 得れ ど も、 果 樹 にあり て は 一 度 定植 

すれば 結果す るまで は 容易に 其 良否 を 鑑別し 難 く、 而 して 結果す るに 至て 初めて 不良な る 「ク 

口 ン j に屬 する ものなる こと を 知る も. 之 を 更新して 再び 結果す るまでに は數 年を耍 す。 特に 

柑橘類に ありて は 結果の 年齢に 達する までに 相當の 年月 を耍 し、 且 つ 樹齢 長き を 以て 將來其 

『クロ ン」 の 淘汰に は 特に 注意す る必耍 あり。 

溫州 蜜柑に 於て 著者の 觀 察せる 狹き區 域- s に 於て すら 旣に相 異れる 三種の 「クロ ン 『を 識別す 

る こと を 得たり。 一つ は 枝 條の發 育 特に 盛んにして 節 間 長く. 結果 力 貧弱な り。 果皮 著しく 

粗 厚に して 一見して 普通 系と 分別す る こと を 得る ものな り。 今一 つ は 着色の 初期に は果面 

に 縱の綠 條を表 はし 果形 の 梢. -小 なる も の， 今 一 つ は果實 の形狀 著しく 扁圓 にして 粗 厚なる 果 

皮 を 有する ものにし て. 葉 の 一 端 も 丸味 を帶 びて 異れる 「ク P ン」 に屬 すべき 事 は 一 見して 明か 

なる ものな り。 此の 如き 溫州 蜜柑の 「枝變 り」 は 之 を 全國の 栽培 地に 求む るに 於て は シャ メル 

氏 の 「ネ I ブル、 オレン ヂ」 に 於け ると 同樣に 多數の 「ク D ン」 を發 見す る を 得べ く、 之 に 依って 消極 

的竝に 積極的の 改良 を 施す 事 は 蓋し 左 迄の 難事に あらざる ベく， 將來柑 橘の 品種改良に 志す 

もの は 第一 着手と して 此點に 注意 を拂ふ 寧を耍 す。 特に 柑橘類 は 他の 果樹と 異 り， 枝 條 の ^ 

多 く， 而 かも 之 を 剪定す る ことの 少き 果樹なる を以 て 「枝 變 り」 乂 は 「ク 口 ン」 の 硏究に は 擧術上 よ 

り 見る も 最も 適當 なる W 料たら ざる 可ら す o 



^お. 藝 E3 樹 ^殺 K 



柑橘類 以外の 釆樹に 於ても 著者 は 二三の 實例を 見たり き。 今 其 主なる もの を皋 ぐれば， 新 潟 

縣蒲原 地方に て古來 栽^せる 涟 柿の 品種に 寺社と 稱 する もの あり， 其 栽培 比較的 盛んな りし 

ものな り。 今より 約 四十 年 以前に 某氏の 庭前に ある 寺社の 老木の 一枝に 異 型の 果實を 結果 

せし を 以て、 兆 S 年 此枝を 採りて 接 木せ しに 數 年の 後に 至りて 前と 同 樣に異 型の 果實を 生す 

るに 至れり。 此 「枝 變り」 に 依りて 獨 立す るに 至りし もの を 詳細に 調査 すれ ば， 原 木に 比して^ 

が廣大 にして 菜實は 原木より も. 扁 圓 にして 遙 かに 大 なり。 且つ 肉質 一 翳 柔軟に して 多 汁， 成 

0^ 色 期と 稱 する を 寧ろ 可とす ベ き か) は 一 週間 以上 早し。 依りて 之に 早生 寺社と 命名す 

るに 至れり。 口下 同地 方に て は 寺社 柿の 繁殖 を 計る ものな く， 最近 數 年間に 早生 寺社の 栽植 

本數は 急激の 增加 をな せり。 特に 興味 ある 現象 は 早 牛； 寺社の 原木 は 目下 現存して 數本 S 「枝 

變り」 が 今尙ほ 原木に 殘存 する こと 卽ち 是れ なり。 此の 如き 歴史的の 果樹 は將來 保護して 永 

く 後世に 殘 すべ きものな り。 

著^ は^て 靑森縣 南 津軽郡 某氏の 果^園に 於て 苹果の 面白 き 「枝 變り」 を發 見せり。 原木 は 十 

五六 年生 自然 形 仕 立の 國光 (waulc-s Janet) にして： K 1 枝 七 八 年生の ものが 明嘹 なる 變 異性 を 

^はせ り。 卽も枝 條は國 光と 異 りて 著しく 垂下 性を呈 し. 葉は大 にして 寧ろ 緋の衣 (King of 

Tonlpkig county) に 類似す。 果實の 形 狀は國 光と 大差な く、 色 澤は國 光の 銹紅 條を呈 する に 反 

して 全而銹 紅色 を呈 す。 風味 は 寧ろ 國 光に 比して 劣等な りと 認めら る。 

其 他 祌奈川 縣橘樹 郡に 於て 日本 梨の 二三 品種に 就いて 「枝變 り」 を 見出せり。 長 十 郞. 早生 赤 及 

び 太平の 三嵇の 「枝變 り」 を發 見して 其 枝 を 採り-一 一 接 木して 之 を 分離せ り。 此の 如く 果樹の 

，五 <n} 买&の と 品種 改 04 IQI 
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「枝 變り」 は 彷徨 變異 と異 り， 植 物體內 

阖內 にて 其理. s を說明 すれば 左の 



第二 節 枝 S り 10 二 

「お 變り」 な る 現象 は 決して 稀なる ものに あらざる なり。 

に 起る 所の 變 ^にし て， 現 今の 學說 に侬 りて 解釋し 得る 範 

^ し o 

の 形質が ある 理由に 侬 りて 逸 失せ 

に相當 する 原木の 形質と 置換され 

合。 

りて 一 本の 果樹に 形質の 相 異れる 二種 以上の 枝 を 生やる 



(A) 原木の 有する 一 つ 又は 二つ 以上 

る 一 つ 又は 二つ 以上の 形質が 之 

二つ 以上の 新形 質が^ 加せ る揚 

(B) 枝修 タ 離 ^owrt-p^o ses.egati) に K 

5« 合。 

是 迄圊藝 家に 侬 つて 發 見され たる 

る ものの みなり。 然れ ども ダ— ヰ 

下の 舉說 にて は 之 を 解決す る 事、 蓋 

する こと ありと 稱す るが 如き 實例 

桃の 冇^ なる 形質 は 油 桃の 無毛な 

一 代 n の桢物 は桃果 を結實 する に 

(Homozygous condition) なる もの と. 不 

形質に 關 して 不純 接合 的の 狀 態に 

條を混 生し. 或は 一 顆の 半面 はお 毛 

る ベ し。 今^し 此桃樹 が 有 毛なる 



る 場 合、 或 は 全 然 

たる？！ 合， 或は 一 



菊た な 

つ 又は 



果 樹 の 「枝 變り」 は 何れの 理由に 依 

ン 氏の 著書に 記載され たる 桃と 

し 困難に あら. さるべし。 桃のお 

は 寧ろ 枝條 分離の 適例と 兒 做す 

る 形質に 對 して 優性なる を 以て- 

至る。 此の 形質より 兑る 時には 

純 接み 口が- (Heterozygous COIKlitloll) な 

あ ゐ桃樹 が枝條 分離に 依り 油 桃 

にして 他の 半面 は 無^なる 果實 

形質に 就いて 純 接合 的 狀憨の 下 



りて 表 はれた る か， 不明な 

汕 桃との 關 係の 如き は 目 

に汕 桃の 果實 を往々 結果 

こと を 得 ベ し。 遺傅學 七 

兩者を 交配して 生ぜる 笫 

桃に は 遺傳舉 卜： 純 接合 的 

る ものと あり。 此 二つの 

の 果實を 結果す る 所の 枝 

を 生す るに 至りし ものな 

にある ものと すれ ば. 油 ^ 



を 結^す る 所の 枝 を 混 ^ す るに 至りし 原 因 は. (A ) の 場合に 於け るが 如 く， 有 でな ろ 一 つの 形質 

を 逸 失せる 事に 依りて 起り たる ものと 見做す こと を 得べ し。 

然 れ ども^ 際 一枝 變り」 に 就いて 兑 るに 二つ 以上の 形質の 上に 褸雜 なる 變^ を 表 はす を以 て， 如 

何な ろ 形質が 逸出 し. 如 何 な る 形質が 增加 せる か、 之 を 精確に 研究す る こと はお 易の 業に あら 

す。 『枝變 り」 s 原因に 就いて 是 以上に 論及す る こと を 止め て， 實 際の 場合. 果樹栽培 家が 「枝變 り., 

に 依りて 意外なる^ 解 を 起す こと ある を 以 て. 此： 一 しく 之に 就いて 愚見 を 述べ ん とす。 

「枝 愛 り」 は 元是れ 一 枝の 上に ある 一 芽の 變異 より 成る ものにし て ，軍 に 芽と して 存在す る 間に 

は^ 定の 際に 除去され て 全然 其 變異が 表 はれす して 終る 事 あり。 又 幸に 發 育して 一 本の 枝 

となれ る 場合に も 未だ 花芽 を 着 生せ ざる 問に 前と 同樣に 除去 さる 、事 あり。 此 際接穗 とし 

て 偶然に も 使用され たる 場合に は發 育して 結果す るに 至れば 其 變異の 狀憨に 依りて は 全然 

異 品種の 如く 誤解 さる 、事 あり。 又は 其 變異を B して 砧 木の 影響に 依って 表 はれた る 一 時 

的の 變異と 誤認す ろ 事 あり。 甞て某 縣の試 驗锾に 於て 確かに 富冇 柿の 枝 を 採りて 高 接せる 

もの 数 本 ありし が， 其 中の 一 本 は 全然 3ST (品種と 見做すべき 形質 を 表 はすに 至れり。 其 果實の 

大さ 及び 槪形は 略ば 富有 柿に 類似 すれ ども 菜 面に 深き 四倏の 縱潢ぁ り， 肉 質 も 亦 富有 柿より 

遙に 劣等な り。 又某縣 の苹果 栽培 家が 中 成 子に して 果實の 着色 期 早くして 且つ 鮮麗なる も 

の數本 を栽桢 せる を 兄たり。 其 初め 此變異 を 以て 單に砧 木の 作用に 歸せ しが 其 枝 を 採りて 

繁殖す るに 及んで 尙ほ 且つ 此 特性 を 維持す る を 見て 之に 紅 成 子と 命名す るに 至れり。 此の 

如き 實例 は尙ほ 少なから ざる を 以て 品種改良に 意 を 用 ふるもの は須 らく 彷徨 變異 と 「枝 變り J 
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荬| 一 1© 實 生の 上に 表 はる、 SIS - 0H 

と を^ 同す る ことな きー檨 に 注 意： す ベ し。 

第三 節 實 生の 上に 表 はる i 變異 Variatin iu Seedlings. 

果樹 を實用 的に 繁苑 する 場合に は砧 木の 養成 以 外、 實 生 法に 侬る亊 は 殆ど 絕無 なりと 稱 して 

可な り。 從 つて 遺 傳學 の 進歩 發 達せる 今日に ありても 栗 樹は侬 然として 學 界の囿 外に 獨 立 

せる が 如き 觀を呈 せり。 

古來 果樹の 繁殖に は 接 木 法 又は 揷木法 を 採用せ し を 以て， 一 度 良品 種 を 得れば 永久に 而 かも 

確 實に其 形質 を 維持す る こと を 得 ベ く、 且 つ 果樹 は 一 度 之 を 繁殖 すれば 同 一 の 樹株を 以て 十 

數年 乃至 数十 年間 收穫 を持續 する こと を 得る を 以て、 一 年 牛； 作物に 於け るが 如く 年々 歳々 同 

1 の 繁殖 を反複 する の 烦を耍 せす。 栽培 上 此の 如き 特質 を 有する が 故に， 栽培 者 は 遺 傳學上 

の 意味に 於け る 形質 固定の 必要な き爲 め， 他 の 作物の 上に 於け るが 如き 細密なる 注意 を拂ふ 

に 至ら ざり し は 蓋し 當然の 結果と 稱 する を 得べ し。 實用 的の 立脚 點 より 推論 すれば 旣に斯 

の 如し。 更に 進んで 科學 的の 方面より 觀 るに 果樹の 品種に は 自花不 結實の もの 多し。 是れ 

精密なる 遣 傳擧的 研究に は 極めて 困難 を感 する 點 なり。 次に 果樹の 實生を 育成して 完全に 

結果せ しむる 迄に は 早くと も 四 年 以上の 年月 を 要する のみなら す、 廣 大 なる 圃揚の 設備な か 

る 可ら す。 是れ其 研究の 容易に 行 はれ ざり し 主なる 原因な り。 

歐洲の 圓藝家 が 苹某 • 洋梨 .桃. 葡萄 等の 果樹の 實 生に 就き 深き 注意 を拂 ふに 至りし は， 實 に 十八 

世紀の 後半 以後に あり。 然れ ども 初より 相 當の計 劃 を 立て 、 多 數の實 生 を 養^す るに 至り 



^^整 園樹 杲驗實 



し は 十九 世紀の 前半期に 於て. 白 耳 義のヮ ン モ ン氏 (v§ M<§) を 以て、 第 一 人 者と せざる 可ら 

す。 よ 一 八 三 五 年 A1.1K.C fruiticrs ou ro ョ olsnlic beige. と^する 一 書 を 公に して 自己の 實驗及 

び 觀察を 斯界に 紹介せ り。 

氏の 最も 熱心に 改良 を 計りし もの は 洋梨 及び 苹杲 にして， 當 時に ありて は實用 的の 新品 種と 

して 歐洲の 圊藝界 に 紹介され たる ものの 大部分 は 氏の 手に 依りて 成りし ものな り。 氏は洋 

梨 及び 苹果の 改良に 從 事す るに 際して 次の 如き 方針に 從 つて 材料 を寬 集せ り。 

A 、古き 在来の 品種の 種子より は 新形 質を冇 する 實生を 生す る こと 尠し。 從 つて S 本 は比铰 

的 新たなる 品種 を 採 川す る こと。 

B 、澍 齢の 古き 果樹の 種子より は 新形 質 を 具備せ ろ 實生は 生じ 難し。 從 つて 樹齡の 比 铰的若 

き 母 本 を 採 用 する こと。 

C 、苹杲 及び 洋梨の 果實の 芳香、 色澤 及び 形狀 等の 形質 は 自然 (祌) の 力に 依りて 生す る ものなる 

を ヌ てに 爲を 以て 如 可と もす る こと を 得す。 之に 反して 果實 の大さ 及び 肉質 は 人 爲に依 

りて 比較的 容易に 改良す る こと を. 得る ものな り。 從っ 一」 野生 種の 中より 特に 在来の 栽培 

蓬 間に 認め 難き 前者の 諸 形質 を 有する 母 本 を 探索し、 果實の 肉質 及び 大 さの 點に 改良 を 加 

ふる 事。 

氏の 改良 方針 は 前述の 如しと 雖も玆 に 注意すべき 事 は其當 時の 實 生と 稱 する もの は 花粉の 

同 交配 を 行へ る ものに あらす。 自然に 結 資せる ものの 種子 を 採りて 之 を 播種して 實生を 育 

K し， 接 木に 伎り て 結果 年齢 を 促進せ しめ， 其 中の 理想に 近き ものの 種子 を 採りて 再び 繁殖し. 

第五 章果 CS の g 異と品 S 改良 一 o ョ 
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第三 S 88 生の 上に 表 はる 異 一 C 力 

斯の 如くして 眾に 洶汰を 加へ しに 過ぎす。 氏の 經驗に 侬れば 苹果は 野生の 狀憨ょ り， 三 代 又 

ま 四 e にして 理想的の もの を 育成す る こと を 得れ ど も， 洋 梨 は 尠くとも 五代 以上 淘汰 を 重ね 

ざる 可ら す。 氏 は 洋梨の 實生を 養成す る こと 七 代 間に 實に八 萬 本に 及べり と 云 ふ。 

氏 ま ^ き 7 ^ デ ン 山 脈 (Ardennes Mountains) 附 近に 野生せ る 「リ ン ゴ」 (crab Apples) 及 び 洋梨に 崁 い 

て審ら 形質の 調査 を 行 へり。 是等 野生せ る もの は 純然たる 野生 種に あらす して， 多く は 栽培 

種の 野生 化 (Escape) せる ものな りし を以 て， 是 等の ものの 中には 單に 栽培の 技術 を 加へ たるの 

みに し て、 果 實の大 さ 及び 肉質が 著しく 改善され たる もの 少なから す。 元來 果樹の 栽培種 を 

野牛； 的 ぼ^の 下に 放任す る 時に は、 諸 形質の 中に て果實 の大さ 及び 肉質 は 最も 著しく 劣變す 

る ものな り。 卽ち營 養 作用に 依って 起る 所の 彷徨 變異が 最も 顯 著に 表 はる、 ものなる を以 

て- ヮ ン モ ン 氏が 前述の 如き 觀察を 下す に 至りし は當 時の 智識 程度と して は、 敢て怪 むに 足ら 

ざる！^ なりと す C 

在來の 古き 品種 及び 老木の 種子より は 新形 質 を 有する 品種 を 生じ 難しと は 何に か 間接の 原 

因に 依って 生す る 現象 を 目擊 せる ものなる ベ し。 

要するに ヮ ン モ ン 氏の 品種改良の 原理なる もの は 今日の 狀 態より 之 を 観れば 實に 幼稚なる 一 

もの なれ ども， 氏の 事業に 對 する 精力と 世界の 圍藝界 に 貢献せ る 功績と は 永久に 沒却 すべ か 

らざる もの ありと す。 

其他英 國のァ ン ドリ ュ、 ナイト 氏 (Thomas Andrew Knight) の 如き は 十八 世 記の 末 築より 十九 世 

記の 初期に 於て 苹果. 洋梨 等の 人工 交配 を 行 ひ、 多 數の實 生 を 養成せ し が. 其 育成せ る 品種に し 
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て 目下 栽培され つ 、 ある 

る ものな しと 稱 して 不可 

動植物の S 傳に關 する 研 

铰的尠 く， 假 令 之に 從事す 

ぜ る) を .U るに 過 ぎ ざ る 

一八 九 二 年 泶國^ 務 省の 

に 柑橘類の 改良 を 企て， 第 

して 本邦 產の枳 穀と甜 橙 

子 を 生す る こと 極めて 紗 

し を n て、 之 に侬 つて 多數 

力の^に 於て は兩 者の 中 

に 百^ 以上の 北部に 於て 

して， 菜 は 三枚の 小 葉より 

を 見るべし。 (著者の 栽培 

と 同樣に 一 枚の 葉片 より 

枝 條には 枳穀と 同 樣に大 

な りと 云 ふ。 

甜^ 類の 栽培に 差 支な き 



も の 比 校的尠 く. 此點に 於 て は 今日に 至る 迄ヮ ン モ ン 氏のお に^ づ 

なかる ベ し。 

究 が^々 盛んになりし 今日と 雖 も， 果 樹に閼 する 此方 而の 研究が 比 

る もの ある も. 年 月の 關係上 僅かに 第 一 代 目の 實 牛 (雜 交に よりて 生 

もの 多し。 今 参考の 爲に 主なる 二三の 寳 例を舉 けんとす。 

スヰン ダル (w. T. swingle). ゥ ェ ツバ I (H. J. webboos 兩 氏が 大規投 

一 着手と して 在来の 甜橙類 に 耐寒 力の 强き 形質 を 具^せ しめんと 

との 交配 を 行へ り。 然るに 甜橙を 母と しお 穀を 父と せる もの は 種 

く、 柷穀を 母と して 甜 橙の 花粉 を 配せ る ものに は 多数 S ^ 子 を 生ぜ 

の實 牛； を 養成せ り。 此の 如くして 作れる 笫 一代 目の 雜種 は其耐 港 

間 性 (Il-termcaiatc character) を 表 は し， 甜 橙 類の 栽培 區 域の 北限より 更 

尙ほ 且つ 容易に 栽培し 得る に 至れり。 椠の大 さも 兩 者の 中間 性に 

戍 るの 點は^ 穀の 形質が 侵 性 (Domilla-t cbaractel.) として 表 はれた る 

せる もの を實 地に 觀 察する に 二 枚の 小 葉より 成る も の、 及 び 甜橙頹 

成る もの を 多少 混 すれ ど も. 大 部分 は 三枚の 小 葉 を 具備す r 

なる 針 を 有すれ ども， 接 木 繁殖に 依りて 此針を 除去し 得る 事 は 容易 

^地に 於て は 完全に 落葉 性を發 揮せ ざれ ど もお 地に 於て は^ 穀と 



K 五 の BW と as* 艮 一 CJ- 



S 一 .：節 sa 生の 上に S はる、 Ha 一 G 八 

同檨に 完全に 落葉す。 此 形質 も兩 者の 中 閗性を 有する ものと 見て 可なる べし。 果 實の大 さ 

に 至りて は實 生の 個體に 依りて 大小 不同に して 甜 橙と 略 ぼ 同大の 栗實を 結果せ る もの あり， 

枳穀 と. K 差な き 果實を 有する もの あ り、 兩 者の 中間の 大さを 有する もの あ り， 果 皮の 點 - i 於て 

も兩 親よりも 厚き もの あ り、 著 しく 薄き もの あり。 而 して 果 實の大 さ 及び 果. K の 享^の 點に 
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(Swingle & Webber) 




於て よ 鼈 に 多 樣 なる 個體を 生ぜり。 果肉 は 一般に 酸味に 鼠 み. 且 つ 種子 を包緣 する こと 眇し a 

是 等の 第 一 代 口の 雜種を 一 括して フント レ ン * チ」 (Gtnlllgco と 命名せ り。 「シ トレン .チ」の 內 にて 左 

f 記の 六 種 は 比^ 的 S ^なる ものと 兒 做さる。 

ラス チク ク 

「ラ ス ク」 (さ isk> 「ゥヰ リツ ッ 」 (Wilms) 

「モルト ン, (3vi:ortoll> 「コ ル マ ン. Iccollllall) 

「サ ヮ * チ. -、 havage) • 「ラス チッ ク /R- 一 Istic) 

此の- 2： 「モ ル ト ン」* 「コ ル マ ン. 「サ ヮ NKJ 

の 三種 は甜 橙と 略 ぼ 同大の 栗實を 打 

し 「ゥヰ リッツ」 は^ も小采 なり。 何れ 

も 生 食 川の 栗實 として 劣等なる もの 

なれ X. も. 飲料 及び マル マレ ー ド (Marmala(lc) 等の 原料と して 十分 利 川の 價 ig あり。 

足 等 品種の 第二 代 目の 雜 種に 於て は椠の 形質 は餘り 分離せ すお 他の 形質 分離に 就いては^ 

だ 不明な り。 =H、 也 「炅 し 雜 婚 J(Back cross) を 行へ る もの あり。 其 他 「グレ —ブ フル— ッ」 と甜 橙. 「グ 

レ— ブフ ル ー ッ」 と 蜜柑 類. 「レモ ン. -と甜 橙 等の 雜種 あり。 「ダレ ー ブ、 フ ル— ッ」 と 蜜柑 類との 第 I 

代 目雜種 (pomelo X Tangerine に は 優良なる もの 少なから す。 之 を總稱 して 「タン ゼロ」 (Tslgclc) 

と 云 ふ。 

ゥ ヱ ッ バ I 氏 は 柑橘類の 第 一 代目雜 種の 形質 遣 傳に關 して 左の 結論 を 下せり。 

(A) 蜜柑 頻と甜 橙 類との 一 代雜 種に ありて は 栗 皮の 剝 皮し 易き 前者の 形質が 優性と な り. 果 肉 

ei 五 S3* ほの 釅異 と 品 a 改良. 一 九. 
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代雜 種に て は 後者の 果皮の 色が 優性と なり. 

て は 後者の 栗 皮の 色 及び； 1^ の枭形 及び 果. s 

ット レモン 」、， Blood ； Lemon ン を 見る こ 至る o 

代雜 種に て は 果皮の 色 は 前者の 形質 を 表 は 

優性と なる を以 て 「ブ ラ 5- ド： ネ メ 口 」(B100d Po ョ eloj 



第三 節 實 生の 上に 衷 はる VIRS 

に^して は甜橙 類の 諸 形質が 優性と なる。 

(B) 蜜柑 類と 甜橙類 中の 「ブ ラ ッ ド、 ォ レ ン -デ」 との 

其 他の 形質の 造 傅 は (A)3 場合に 同じ。 

(c) 「レ モ ン」 と 「ブ ラ ッ ド， ォ レ ン . チ」 と の I 代雜種 

の 形質が 優性と なる を以 て、 此 場合に は 「ブ ラ 

(D) 「ゲ レ I ブ、 フ ル 1 ッ j と 「ブ ラ ッ ド. ォ レ ン -デ」 と の 

し、 果贲の 上に 表 はる 、其 他の 形質 は 前 若が 

を 兄る に 至る。 

上述の 如く 大體の 上より 各 形質の 遣傳 のお 樣を 通覽 すれば， 柑橘類の 二三の 相對 形質 間に 於 

ける S 性 (dominant cllaracter) 劣 性 (Recessive 關 ネ を 略. * ま .5 る 事 を 得べ し。 

柑橙 類の 極 f に は多胚 (polyibryo) の 現象 を 見る 事 多し。 是れ 一 粒の 種子の S 部に 於け る胚 

) 枳穀な 父と せる 一 粒の 種子よ W 生す ろョ本 S 實 生 (Embryo) が 無性 的に^ 殖 する ものに 

して， 其 結果 一 粒の 種子よ" 数 木の 祯 

^ 物 を 生す る 事 あり。 兩 種類 又は^ 品 



I 種 を 交配して 生ぜる 種子に ありて は 

s、 

最初に 生ぜる 胚は^ 親の 雜種 たるべ 

き 性質 を 有すれ ど も、 此 胚 より 更に 無 

^的に 分殖 せる 他の 胚は 母と 同 一 の 
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形質 を 具備せ る 桢物を 生す る ものな り。 ス ヰ ン ゲ ル* ゥェ ッ バ Is- 氏の 實 験に 徴 する： 甜 2 

を 母と し^ 穀を 父と し て^ぜる 多胚の 種子が 發 芽して. 數 本の 植物 を 生す る 芻 合に は 其 中の 

1 本 は Hft の 小棻を 有する 「シ トレ ン NK」g ち雜 種に して 其 他の 教本 は甜橙 卽ち單 葉の 植物 を 

生す。 之と 反對に 枳穀を 母と し 甜橙を 父と して 生ぜる 一 粒の 種子が 多胚 なる 揚合 には^ 發 

芽に 際し， 一 木の 植物が 特に 大 なる 三枚の 小 葉 を 具備し * 殘 餘の數 本が 普通 枳穀の 葉 を 有す。 

前者 は 卽ち雜 種に して^ 者 は 母 植物た る 枳穀に 外なら ざるな り。 

其 他 柑橘類の 交配に 依って 生す る 一代 雜 種の 杲 實の大 さが 大小 ー樣 ならざる 事 は 左の 原 S 

に 之 を歸 する こと を^べ し。 

甜橙其 他の 柑橘類の 自花授 粉に 依】 つて 生ぜる 種子の 實生を 見る に 菜. 果 實の 形狀. 果皮 其 他の 

形質が 純 (pure; Homozygous conditio-) なる にも 關ら す. 果 實の大 さ 及び 品質の み. よ 著しく 不 h X 

る もの を 生す。 且つ 實牛： に 初めて 結果せ る果實 の大さ 及び 品質 は絕對 的の ものに あらす。 

樹齢の 進む る 從ひ接 木 繁殖の 代 を 重ぬ るに 從 つて、 果實 の大さ 及び 品^が 著しく^ 善 さる、 

事 は獨り 柑橘類の みなら す. 他 の 果樹 類に 於ても 皆然 り。 此兩 形質 は 上述の 如き^ 雜 なる 関 

係を冇 する を 以て， 一 代雜 種の 場合に は 他の 形賈に 於け るが 如く 簡^なる 觀察を 下す こと 能 

はざる もの あり。 且つ 果實 の大 さの 上に 表 はる、 變異は 他 G 形質の 上に 表 はる、 變 異に 比 

すれば， 最も 明 咬に 肉眼に 映す る を 以て， 微細なる 差異 も 著しく^ 人の 注意 を 引く に 至る もの 

なり。 柑橘類の 實生變 異に 關 する 事實 は. 是 位の 程度に 止め て、 次 に菊萄 G 形質 及び 遣 S に^ 

いて 此； しく 說述 せんとす。 

g 五章杲 ほの S 異と 品種改良 ニー 
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第一 一 一節 赏 生の 上に 表 はる 



1 A 八 五年以 來米國 の-一 ュョ— ク州 ゼネバ (Geneva, New York state) 農事 試驗 

CE- S. GoiF) ヒド リック 氏 cu. P. Hcdrick) 及び アン ト！ 一 I 氏 (R. D. Anthony) が 葡 

の 前提と して 二三の 形質に 就いて 遺傳の 現象 を 研究せ り。 交配に 利 ffl せる 葡 

百 種， 近 年に 至りて は歐洲 葡萄の 品種 を 特に 多く 利 川す るに 至れり。 今日 迄の 

萬 本 以上に 達せり。 せ、 成績に 徵す るに 單位 形質 (unit character) の遺傳 作用 を 

る 迄 は 完全に 品種改良の 實を舉 ぐる 事 能 はざる ベ く. 是 迄 優良なる 栽培種と 認 

自 花授粉 種子 及び 相互の 交配種^より 生ぜる 實生約 三千 本 は 何れ も、 優 良なる 

遺傳せ す、 品 種 改良の 意味に 於て は 全部 失敗に 終れり。 且つ 是 等の 實生は 一 樣 

て. 樹 勢茈 しく 弱くし て、 此 點 より 見る も 普通 栽培に 適せざる もの 3 みなり。 

只玆に 注意す ベ き 事 は 葡萄の 花に 於 

關係 なり。 一般に 雄蘂の 外方に 變曲 

P 芘立 £1 雄枭 

g t reHexed) す る もの は相關 作用と して 大 



第 

十 




實 (self-sterility) なり。 本邦に 於て 比較 

a 彎曲 性 雌蘂 る、 所の 「ブライト ン」 (wri^llton) 種の 如 



I 1 二 

の- n ッフ氏 

萄の 品種改良 

萄の 品種が 二 

實生 數寳に 一 

明かに 決定す 

めら る ものの 

父母の 形質 を 

なる 缺 .點 とし 

ける 雌 雄蘂の 

下 (ひ tamcns 

部分 自花不 結 

的廣く 栽培 さ 

き は實に せ；ハ ^ 



なり、 



TO 適例な り。 之に 反して 直立す る 雄 蘂 (upright Stan お US) 

ゆ を 右す る もの は 殆んど 完全なる 自花 結實 (Self-Fertility) 

前者 は卽 ち 完 全 兩 性 花 (perfect Hermaphrodite,) に し て、 後 者 は 不完全 兩性花 (Imperfect He? 



Imphroditc) なり。 今此兩 者の 一 代 H に 表 はるろ 造傳 現象 を觀 るに 左の 如し ( 



論總 藝阅樹 栗^ 



此^に 於け る u は 直立 性 有蘂を 有する も の， K は蠻曲 性 雄蘂 を.；；： する もの， X の 符號の 左に あ 

る もの は 母， お にある もの は 父 

卽ち^ 立 性の 雄蘂 を冇 する ものの 間に 交配 を 行 ひて 第 一 代 目の 實生を 作る 時に は、 具 割合 は 

直立 牲 雄蘂 をお する もの は 四. 三に して 蠻 曲 性 雄蘂 をお する もの は 丁 〇 なり。 之に 依りて 蠻 

曲 性 雄蘂 を.；；： する もの を全體 除去す る こと 能 はざる 事 を 知る に 足る。 次に 彎曲 性雄燊 をお 

する ものの 雌蘂に 彎曲 性 雄藥を 有する も の， 花 粉 を 交配せ る ものに ありて は. 實 生の 性 略. ぼ 

半々 に 分離す るに 至る。 彎曲 性 雄蘂 を 有する 品種 を 母と し て、 之 に 直立 性 雄蘂み」 有する 品種 

の 花粉 を 交配す る 場合に も、 其 實 生が 半々 に 分離す るに 至る。 此 分離 作用に 就いては 目下 逸 

傳舉 上の 議論 多 し， 暂 く其說 明を撋 む。 

次 に ^^の ii(sex) に關 する 遺傳に 就いて 述べん とす。 葡萄の 花に は 完全 及び 不完全^ 性 花 

の 外に 雌蘂が 返 化して 雄蘂の み 生殖 機能 を 有する もの あり。 之 を 雄花 (Male Flower) と 云 ふ。 

兩性 花と 雄性 花との 關係は 

mills や xi や 一は お $ = ゆ^ 

此 結果に 就いて 見る に 兩性花 を 有する 品種の 自花授 粉、 又 は 兩牲花 を 有する 品種 同志の 交配 

に 依りて 生す ろ 實生は 全部 兩性花 を 生す る を 以て 尠くとも 此實驗 に 使用せ る 兩性花 を 打す 

ろ；： i 狨 は 純 接合 的狀態 (Homozygous condition) に ある ものと 見る 事 を 得べ し。 雄性 花 を 有する 

第五 章 菜 の ほ異 と品埒 改良. 二三 
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第三 節 贫 生 の 上に 表 はる、 變 S 一一 四 

品種 は 雌 菊に 生祯の 機能な きを 以て 自花授 粉 又は 相互の 交配 を 行 ふ^ 能 はざる のみなら す 

之 を 母と して 兩性 花の 花粉 を 交配す る 事 能 は す. 實 驗上 極めて 不便なる ものな り。 然るに 兩 

性 花 を 母と して 之に 雄性 花の 花粉 を 配せ る もの は其實 ^に 於て 兩性花 を 着 生す る もの と， 雄 

性 花 をお^ する ものと 各半數 宛に 表 はる。 此 現象 は眾 純なる 優性 劣性の 闢 係より 說明を 加 

ふる 事 困難な り。 哉奩科 (cucurbitaceae) 植物 の 「ブ リオ 二 ァ-チ オイ 力」 (Bryonia flioica) と 「ダ リオ 二 

ァァ ルバ 」(Bryollia alba) と の 間に 於け る 遺 傳的關 係と 類似せ る^ 象な りと 稱 すべ し。 前者 は 雌 

雄 異咮愤 物 faioecious plant) に し て. 後 者 は 雌雄同株 柄物 (M:l!:r<.i こ as plant) なり。 後者の 雌花に 

前^の 雄 株の 花粉 を 配して 一 代 目の 雜種を 作る 時に は， 雄 株と 雌 株と 各 半 數宛を 牛： する に 至 

る rw.. Bateson, Alendel-S principles of Heredity, づ p. 1661168)。 

此解 釋に從 つて 葡萄の 場合 を說明 すれば、 雄性 花の 花粉 は兩性 花と 雄性 花との 不純 接合 的狀 

您 にあり。 而 して 之と 同時に 雄性 花が 兩性 花に 對 して 優性なる ベ く， 從 つ て 兩牲花 を 母と し 

て 雄性 花の 花粉 を 配す る 時には 其實生 は兩性 花と 雄性 花と を 各半數 宛に 分離す るに 至る も 

のなる べし。 次に 果 粒の 色澤に 就いて 之 を 見る に， 白 色 種 は 遣傅舉 的に 純なる ものにし て、 黑 

色 種 及び 赤色 種の 多く は. E 花授 粉に 侬 りて^ 生 を 作る ゆに は， H 色黑色 及び^ 中 問 数 樣の色 

澤に 分離す る を 以て 不純なる 形質 を 具備す る 事 明かな り。 而 して 白色 は黑色 及び 赤色に 對 

して 明かなる 劣性 を 表 はす ものな り。 

栗 粒の 形狀に 就いては 米國 毬歐洲 種の 雜種 によりて 生ぜる 品種の 卵^ 形なる もの は圓 形と 

長 卵圓^ との 中問雜 極なる こと。 扁圓 形なる もの は圓 形に 對 して 劣性なる こと 等が 明かに 



^ 總 s 囿 樹 果驗^ 



されたり。 果 泣の 大 さに 關 する 逍傳の 現象に 就いては 颇る 不明なる もの あり。 

次に 苹栗 の實 生育に 閼 する 一 二の 實驗を 紹介 せんとす。 

英 領. 加 祭 太 オック ヮ (Ottawa) の 中央 試驗 場 (central station) に 於て サ クンダ.' ス 氏 (W.M. Saunders) 

は 一 八 八 八 年 以來專 ら苹^ の 品種 育成に 從亊 し. 約 二十 年 問 種々 なる 品種の 交 雜を耱 綾せ り。 

今 其 主な ろ もの を舉 ぐれ ば. 苹 果に 耐寒 力 を附與 する 爲 に 一 八 八 七 年に 露國 よ" 「シ ベ リア， リ 

ン ゴ 」 (Hc-arlct Siberian Crab; ril.lls hprrafa Desf.) の 野生 種の 種子 を 輸入して 試 驗接內 に 於て s 生 

苗 を 茭 成 し. 此 苗 を加奈 太に 於け る 最低 溫 な る ブ ラ ン ド ン ( Briloll) 地 方. 其 他數ケ 所に 移植せ 

り。 是 等の 地方に て は 冬 間のお 低溫 度が 攝 氏氷點 以下 四十 六 度 前後 ゆ 所 なれ ども， 「シべ リア. 

リ ン ゴぁ實 牛； 苗は是 等の 地方に 於て 些 しも 寒害 を 蒙らざる 事 を立證 する を た り。 然 る に 

在來の 栽培 苹^ 及び 「クラブ， リ ン ゴ」 の 栽培 品種 は是等 の 地方に 於て は 寒害の 爲に 悉く 枯死す 

るに 至れり。 サ クンダ— ス氏 は是に 於て 「シべ リア リン ゴ」々 母と して 苹果の 優良なる 栽. 種 

の 花粉み」 之に 配して 數樣の 雜種八 百 本 を 養成せ り。 而 して 是 等の 一 代雜 種に 屬 する もの は 

何れん r シ ベ リ ァ、 リ ン ゴ」 特有の 涟味少 く、 「 ク ラブ. リ ン ゴ」 の 栽培種に 比して 品質 槪 して 侵 良. 耐惠 

力 亦 遙に强 し。 「シ ベ リア、 リ ン ゴ」 の果實 の長徑 二分の 一 インチ 乃至 三分の 二 インチに して. 此 

雜 種の 果實が 「シ ベ リア、 リ ン ゴ J と 同樣に 小なる もの 多 かりし が、 其 中の 大 なる もの +6 長徑ー • 人 

インチに 達せる もの あり。 然れ ども 未だ 苹果 として 不十分なる 大 さたる を究れ す。 又是等 

の栗寶 は 「ク ラ ブ. リ ン ゴ」 特有の 細長き 某梗. 滞き 果皮 及び 脆弱な る 肉質 を冇 し. 營利的 栽培の 品 

種と して は 不完全な ろ もの な り。 今、 其 R の 比較的 侵 良なる もの 数 種 を 舉れば 左の 如し- 

__1玉|«1*»の1»:まと£_«改|« 11 五 
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其 他 lrloneer(t. baccata X Ictofslty) Dean(p. Ibaccata X wealtlly) 等の ものち り o て 第一^- * 目 雜種 

に は 母と して 「シ ベ リア、 リ ン ゴ」 を 利 川せ しのみ にて、 苹果の 栽培種 を 母と して 利用せ ざり き。 

第 一 代 目の 雜種を 母と して 之に 栽培種 苹果の 花粉 を 配して 「戾し 雜婚」 を 行 ひて 第二 代 目雜種 

を 作 り， 四 百 七 本の 實生を 育成せ しが、 一 九 一 〇 年に 至り 其 中二 十四 本 は長徑 二， 五ィ ン チ 以上 

の 果實を 結 栗す るに 至れり。 第一 代目雜 種と 略ば 同樣の 品質 外觀を 有する もの ありし が、 殆 

んど 栽培種の 苹 果と區 別し 難き もの を も 牛； する に 至れり。 特に wapella (Doan X Ontario)； 

Martin (pioneer x Ontario)； Gretna (pioneer X Northern spy)w 如き は 耐^力 も 十分 こし て. 果 實の大 

さ 及び 品質 共に 略 ぼ. 豫 期の 理想に 近き ものな りき。 

其他ォ ッ タ ヮの 中央 試驗揚 にて はク レ I バノ氏 (John Craig) は 一 八 九 〇 年 以來， 露國 北部^ 地 

方 (Riga) より 露國 產苹果 (Riian Apple) の 種子 (自然 結果) を 輸入して 約 三千 本の 實生 を^ 成し. 



論 總藝圜 樹栗驗 焚 



一 八 九 七 年より ^まの 實牛； が 結果 を 初めたり。 此の 如くして 養成せ る實 牛； は 何れも 耐寒 力 

强 くして^ 暂の 品^ 及び 大 さの 點に 於て 露國產 苹果に 劣らざる もの 少なから す。 而 かも 左 

の 五 種 は加奈 太の 如き 冱^ 地に 於て 十分 耐寒 性 を 表 はし， 且つ 營利的 品種と して 十分 栽培の 

Iwig ある ものな り。 

nll"crt, rerc-ival; Neville, Oscar; Claire. 

元 來露國 產の苹 栗 は 耐^力 强 きを 以て 名 ある もの なれ ども， 之 を加奈 太に 輸入して 栽培 を 試 

の は 何れも 耐寒 力 弱くし て， 思 はしき 成績 を皋け ざり し が、 其 

に 至って 初て 目的 を 達する に 至れり。 

^ が 袖 Cz.2.th2.11 spy) . 旭 (Mc- Intosh Kcfl) . 紅 絞 (Famcusc) . 花 

於け る 自然 結果の 種子に よ り， 實 生 を 育生す る こと 二 千 本。 

果せる もの 約 一千 本。 此の 中二 n 本 以上 は 栽培の 價値 ある 

は 親よりも 優良なる 點多 く、 何 れも是 等の ものに は 命名す る 

I いて 各種の 形質 を 列記 すれば 左の 如し。 



み し も、；： g ^の 比較的 優良なる も 

種子 を 輪 入して 寶生を 育成す る 

の 試驗揚 



此 外に ォ ッ タ ヮの 試驗鴣 にて は 

嫁 (wealthy) . 其他數 種の 苹采に 

是 等の 實生が 八 年 口に 至りて 結 

ものにして， 特に 五六 十本の もの 

に 至れり。 今 君が 袖の 實生百 本 

A 、果實 の大さ (sizo) 

小果の もの 

中采 以下の もの 

中果の もの 

君が 袖の 果實 は中果 以上 大果 

St 五 s Bias の ほ S: と DS«B 改良 
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i 13 する ものな り( 



中果 以上の もの 

大果の もの 

患 十 
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二八 

六 九 

三 



七 

六 七 



0^0 實 生の 上に 表 はる 

B 、果實 の形狀 (Form) 

一； | 圆 形の もの 

圆形 又は 短圓錐 形の もの 

雒 形の もの 

おが 袖の 栗實の 形， 狀は短 圓錐形 

C 、果實 の色澤 (colour) 

^色 又は 綠色 勝な る もの 

赤色 又は 紅色 勝なる もの 

淡 赤色 勝なる もの 

おが 袖の 果實の 色 澤は淡 赤色 又は 鮮 赤色 

D 、果實 の梗窪 (cavity) 

小なる もの 

屮 なる もの 五 一 

^が 袖の En 貧の 便 窪は大 

E 、果. 梗 (stalk) 

短 き もの 五 四 

屮 位の もの 四 一 

君が 袖の 菜 梗は中 乃至 短 



* 1 



長圓 形の もの 

& 5 十 



〇 

〇0 



橙黃色 又は 橙 黄 赤色 勝なる もの 

& 十 



ニニ 
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犬な 



長 き 



る も 
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さー» 



も の 
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四 o 
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F ，果實 の 底 窪ョ- 一 sin) 

小なる もの 一六 

中位の もの 五八 

おが 袖の 果實の 底^ は 中位 

G, 尊 (果蒂 ) (。t) 

開きた る もの 七 八 

閉ぢ たる もの ニー 

おが 袖の^^ の * 蒂は 一 般に 開きた る ものの みなれ ども 時には 閉. ちた る もの を も 混す る こ 

と あり。 . 



大 なる もの 

さ a 



§ IT 



-ョハ 

1 00 



し L 



H 、種 子 (X03ds) 

hj ^ る も の 

中なる もの 

おが 袖の 種子 は 中位 

I、 果皮の 細點 (Dots) 

明暸 なる もの 

不明瞭なる もの 

おが 袖の 細點 は明嘹 なり 

J 、果皮の 厚さ (，rllic】iuess oi S1UU.) 
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三 

八 七 



S31 二 53 の 上に 衷は み、^ 

蒲き もの 

中位の もの 

君が 袖の 果皮 は 中位の 厚さな り 

K 、果皮の 硬軟 (coarseness of skin.) 

軟き もの 

中位の もの 

君が 袖の 粜皮 は軟し 

L 、果 肉 (Flesh) 

多 汁なる もの . 

稍，. 多 汁 なる もの 

君が 袖の * 肉 は 多 汁 

M 、果 心 (core) 

小なる もの 

中位の もの 

君が 袖の 栗 心 は 中位な り。 

果 心が 縱籼 に， 於て 一 致す る も の (Axile) 六 四 

果 心が 縱 軸に 於て 一 致せぬ も の (Abaxile) 三. | ハ 

おが 袖の * 心が 縱 軸に 於て 一 致せす 
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多酸微 

酸味 强 

一 ma 



上 又は 

お 5 十 

ie: 一-一 e 



なる もの f-Bl.lsldv subacid) 

も の (Acid) 



二 七 



〇〇 



上なる もの (Good to very good) 一 一 九 

1〇〇 



N 、番 味 (Flavour) 

甘味に 富む もの (sweet) 七 一 t ほ^^ 

多廿微 酸なる もの (Mildly subacid) 四 - ^ ^ ^ き 

微 酸なる もの (subacid) 六 一 

君が 袖の 香味 は微 酸な り。 

o、 品 質 (Quality) 

中等なる もの (Medium) 一 一 五 

中以上なる もの (Above medium) 四 六 

君が 袖の 品質 は 最上 

P 、貪 用 期 (seasou) 

八月より 九 m 中旬 一 十二月よ 

九月 中旬より 十月 中旬 一 六 十二月よ 

十月より 十 一 月 - 四 三 總計 

君が 袖の 期 は 十二月より 四月 

以上に 拐 ゆし 幾多の 形質 を 君が 袖の 形 I 只と 比較して 類似の 「パ ー セ ント. -を求 むれば 左記の 如 

し , 



り 二月 

り 四月 



ニニ 

1 八 

一 〇〇 



H. (General Appearance) 三 五パ. I セ ン 

形狀 (Fonn) 一二 パ ー セン 

IT- 五 章 果 の 變異と 品 筏 改良 



肉 質 (Flesh) 

色 (こ ol(mr) 
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1 夂 パ 1 セ ン 

1 二 1 



論^ 藝園樹 栗驗究 



君 
















花 


は 


の 


次 


が 
















嫁 




實 


に 


袖 
















の 


力'、 


生 


お 


の 




九 


九 


九 


九 


九 


九 


寳 


袖 


九 


が 


實 


總 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 




の 


十 


袖 


ま 




八 


七 


ノ、 


五 


四 




實 


八 


の 


計 


年 


年 


年 


年 


年 


年 


八 


生 


本 




八 




に 


に 


に 


に 


に 


に 


九 


よ 




大 


九 








杀ロ 


糸 13 




糸 a 


八 






缺 


九 




果 




果 


果 


果 


果 


年 




が 


點 


年 




せ 


せ 


せ 


せ 


せ 


せ 


播 




袖 


と 


m 




る 


る 


る 


る 


る 


る 


種 


年 


の 


し 






ち 


も 


も 




も 






古 


實 


て 




の 


の 


の 


の 


の 


の 




含 


生 





...... K の 上に 表 はる 、®s 一二 二 

香味 三 五パ— セント 

特に 指示し 難き 類似の 點 二八 パ— セント 

^^百 本の 中に て 四十 五本 は 營利的 栽培種と して 價 ある ものな り。 特に 左の 妣く 命名せ 

る 十七 本 は S も 優良に し て， 其 中の 七 木 は屮熱 種に して 十本 は晚 熱の 貯藏 種な り。 

Ascot; Bingo, Donald, Elmer, El〕son, Glenton, Homer, Nester, ！ Marcus, Niolbe, Orlando, Roclcet, wosalie, 

-salldow; 。parta. Tasty, Thurso 

むべき 事 は 結果 年齢の 遲き にあり。 今 結果 年齢の 早き 花嫁 

百 本との 結果 年齢 を 比較 すれば 左の 如し。 伹し 花嫁の 實生 
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K 五 章 菜 3 の ほ^と 品 SS 改良 一二三 



0^0 の 上に <s はる 、變ま 

試驗揚 rAeri. Exp. Stat., Geneva, New Yor だ, U. s. 

於て 苹果 の寳生 を 育成せ し が ザ ：ハ 成 績 を 觀 る に 

オック 「 試 驗揚に 於て 苹^ の 自然 結資 より 實 

のにし て， 如 なる：： i 種が 母と して 最優 良なる 

然 れ ども 上述せ るが 如く 校 粉 品 種が 不明なる 

於ても クーと 略. ぼ 同様なる 成績 を 示す ものに あ 

生 を 生ぜる 母 本 は 人工 交配に 侬 りて 實 生の 宵 

ものと 斷. £ す&は 早計なる 事なる を究 わす。 

眾樹の 形 赏 の 優性 劣性 及び 形質の 配合 分離の 

の は 桃と 讪 桃との 關 係なる べし。 ダ I ゥヰン 

する こと あ り、 讪 桃の 實牛； より 之と 同様なる 

由 を 詳細に 說 明せ ざり しが、 ベ —ト 

る 解 诀を與 へたり。 其 要 點を說 明 

桃のお 毛な りと 云 ふ 形^と、 汕 桃の 

對 して 優性な り。 從 つて^の. R 然 

左の 如し。 

A 、此 形^に 就い て 不純なる 桃が 自 

ろ^ 合。 



，二 四 

A.) のヒド リツ ク氏 {IT. p. ffiedrick) は 此 意 味 に 

形質 遣 傅の 關係颇 る 明^なら ざる もの あり。 

生 を 宵 成す るに 至りし 主旨 は^る 眾 純なる も 

實生を 生す るかと 云 ふ 試驗に 過ぎ ざり し なり。 

を 以て 形質の 配合 分離の 狀態は 何れの^ 所に 

ら ざるべし。 從 つて 此試驗 に 於て 優良なる 寳 

4^ を ！ぽ ふ 合 に も * 必 す 優良なる 實生を や； する 

事に 關 して 最も 明確に 證明 さる 、 に 至りし も 

氏の 著^に 桃の 實生 より 桃 及び 汕桃を 別々 に 

現象 を 見る こと ありとの 事實 を 記 載 し て、 其 理 



ソン 氏 ov. Watson) は 之に 顧して^ 驗 のが s ^ により 明^な 

すれば 左の 如し" 

無毛な りと 云 ふ 形 贸とは 相對の 形質に して. 前^ は 後者に 

結果の 種子より 铫と汕 桃との 兩種を 別々 に 生す る揚合 は 

花 ほ 粉 又は 同様に 不純なる 他 品種の 花粉 を 受けて 結實せ 



^挖 S§ 13 榭 ^驗焚 



3 、 此^ 赏 に 就いて 不純なる 桃が 汕 桃の 花粉 を 受けて 結實 せる 鴣合 * 

此 形^に 就いて 純なる 桃と 純なる 油 桃と を 交配す る^ 合に は 何れ を 父と し. 何 れを 母と する 

も ^一 代 口に は 必す桃 を 生す る こと は 明かな り。 故に 古來 栽培せ る 桃の 品種に は此 形質に 

就いて 純なる もの と， 不 純なる ものと あり。 從 つて 桃の 種子より 桃と 汕 桃と を 生す るは必 す 

不純なる 桃の 品種に 限らる 、ものに して， (A) 及 び F)s 鍚 合は卽 ち是れ なり。 此 二の 榻 合 に は 

自然の 狀您 として 純なる 桃の 品種の 花粉 も 交配 さるる こと あるべ く. 此 場合に は 必然の 結果 

として 桃 を 生す るに 至る ベ し。 次に 汕 桃は此 形質に して は 劣性なる を以 て， お 人の 栽培す 

る. a 桃の 品種 は此 形^に 關 して 純なる ものと 兌る こと を^ ベ し。 然 るに Q の 狀您に 於て 

油 桃の 種子より 桃と 讪 桃と を 別々 に. 化する 中； 21 は， .□ 然 S 狀 態に 於て 一 本の 汕 桃の 花に 純な 

る 桃の 花粉が 交^す る こと あ り. 或 は 不純なる 桃の 花粉が 交配す る こと あ り. 或 は 油 桃の 花粉 

が 交配す ろ こと あ り、 S ち笫 一 の揚 合に は 悉く 桃 • 第 二の 場合に は 桃と 油 桃と お 半 數、 第 三の 揚 

合に は汕 桃の み を 生す るに 至る ベ し。 

桃と^^と の 場合に はメ ン デル 律の 眾性雜 種 (Monohybl.ia) の？！ 合 を 明かに 說明 せる ものにし 

て. 一 つの 相對 形^に 就て は 第一 代 口 の雜 種に 於て は 優性た るべ き 性^ を 表 はし， 笫 二 代 =(，u 

花授粉 又は 異株扣 互の 授粉) に は 實生總 数の 四 分の 一 は 劣性 四 分の 三 は 優性 を 表 はすこと じ 

今玆 - i 改めて 云 ふの 必要な かるべし。 伹し笫 一 代 U には兩 者の 屮閗性 (Illtcrmeliatc Ehai さ- tel.) 

を 表 はすこと あり。 葡萄の 純なる， H 色 種 と、 純 なる 紫黑 種との 第一 代 目に 中間の 赤色 種 を 生 

じ， 甜 校と 枳穀 との 雜 種の 第 一 代 には^の 形狀に 就いては 枳穀と 同樣に 三枚の 小蘩 より 成 

第 菜 S の _sss: と 品 理改 良 一二お 



論總 藝囿榭 a 驗赏 



^三 © 實 in の 上に 表 はる >-®3 一二 穴 



る も の を 化すれ ど も、 詳 細に 調査 すれ ば 罩 葉 

にして 完^なる 俊 性に あらす して^ろ 中 問 

を 兄る ベ し。 

き 上より 觀努 する 峙は勿 論 

究 する を す。 其 一例と し 

粉 品種 は 全然 不明なる にせ 



の n を 表 はす 

凡てお 樹を^ 傅 

就いて 詳細に 研 

如き は假令 K 授 

たり o 

各種 某樹の 品種 

假 りに 各 形^に 

何れ を 父と し •：！： 

の 相 對形^ が屮 

^ 性と なる か. 

と 相^して 他の 

に 於て は^ 相對 

は 屮間性 四 分の 

笫ニ代 nn に 於て 

毬多樣 なる 個 K 



ま 



る 



中より^ 傳^ 上 絕對に 

就いて 純なる 一 種類 果 

れを 母と する も笫 一 代 

牲を表 はし て. 凡 他 S 

此 三つの^ 八〕 の內 一 つ 

形質が 必す表 はる 、 

形 ^ に 就いて， 各個 體を 詳細 

一一、 相 is 形質の 一 方 は 四 分の 

は 多数の 相對 形質が 分離 配 

を 形成す る ものにし て、 此 分 



及び 二 枚の 小 葉 

性と 稱すぺ く， 且 

m に 品種改良の 



て ォッタ ヮ試驗 

よ. 此 點に關 して 



より 成る 複葉 を も 混成す る もの 

つ 葉の 大 さに 於ても 兩 * の屮閒 

上より 觀. M する 時に も， 各 形 に 

場に 於け る 君が 袖の 形質 調査の 

參 考 となる ベ きを 以て 之 を揭 ゆ 



る もの を 求む る 

兩 品種 ありと す 

於て は 各 相對形 

形 K が 優性 を 表 

に 至 る ベ し。 勿 



事 は 不可能な るべ しと 雖 も， 若 し 

れ ば、 此 兩^ の 交配の^ 1 代 目 は 

質 共に 優 tt を 表 はす か、 或は 一部 

はす か， 或は 各相對 形質 共に 全部 

論 成る 形質が 表 はる 、場合に Z 

, ^二 代 E(0 花授粉 又は 一代；：：. ぱ 生の 相交授 粉) 

に 調 杏一す る 時には 優性 四 分の 三， 劣性 四 分の 一 、 又 

一、 他〃 が 四 分の 一 の に 分 離 V ベ し。 然.； ； ども 

&ロ fsegrcgat-511 and comhllKltioll oi chal.ar-ters」 し て 多 

離 及び 配合の 法^ を 詳細に 說 明す るは餘 りに 深 



ヽ造 傅舉の 範^に^ 入す るの 恐 あ る み」 n て，！ W 性 雜 通 (sybrid) 三 性雜秘 (Trih).brid) 等 に 於 ひる 



論^^ sita® 驗 w 



第二 代 目 以後の 形贸 分^ 及び 配合の 法刖は 其說 明を專 門の 害籙 に讓 りて 玆には 詳述せ ざろ 

^とせり C 

元來^ 人の 目下 栽培し つ 、ある 所の 果樹の" s 種 は 何れも 各 形質の 純 不純に 關 して は 全然 不 

明 こし て、 つて 果樹に 於け る 形質 遣 傅の 現象 を 精密に 研究 せんとす る こと は 極めて 闲 難た 

らざろ 可ら す。 

然 n ども 莨 生に 依りて 品種改良 を 行 はんとす る 者 は， 宜 しく 兩親 とすべき 品種の 各 形質に 就 

きて 深き 主 怠 を拂は ざろ 可ら す。 徒らに 優良なる 二 品種 を 交配 すれば 優良なる 實牛； を^る 

に 至る くしと 稱す るが 如き. 幼稚なる 考を 以て 此業 に從 事す るが 如き は勞 多くして 得る 所尠 

きに 終る 事 あるべ し。 

品種改良に は 初め 一 定の 目的 を 確立す るを耍 す。 一 例を举 ぐれば 葡萄の 優良 種に して 「へ 

キ セラ」 蟲 (phyloxcra v ミ fa 一 rix) に 犯されざる もの 殆ん どなし。 此害蟲 を豫防 せんが 爲に 「へ ロキ 

セ ラ」 免 疫生站 木 (二 Ivlloxcnl resistant Rio を 使用す る を 普通と す。 免疫性 砧木 として 古くよ 

り 使 n され. こる もりよ， 「ルべ ス トリ ス」 (Tlupcstriso. 「ソ 口 二 ス J(solonis) 及び 「 リ パ リ ァ」 (Rlparla) の 三 

種な り。 然るに 是等 三種の 菊 萄は砧 木と して 使 川す る 場合に 癒着 後" 砧 木の 肥大 成長 は接德 

の 巴大ぉ 長に 作 はざる 結果. 葡萄の 樹齡 著しく 短縮す る もの あり。 癒着 後の 發育 良好なる も 

g 亢 力の 强 からざる もの あり。 且つ又 是 等の 砧木は 土質に 依りて 適否な 異にする を 以て， 相 

互の 缺點を 補 ひ， 完 全な ろ 砧木を 育成 せんとして 佛國 にて は 久しき 以前より 相互に 交配 を 行 

ひ、 略 ぼ^ ., リを 達する に 至れり。 『ソロ 二 ス、 ル ペスト リス」 三 三 〇 六號 (ま 101 二. s x Kupestrls No. 

1 二お 
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第一 一 lis 實 生の 上に 表 はる、 變 異 ニー < 

S30G> 「ソ 口 二 ス、 ルぺ ス トリ ス」 三 三 〇 九號 (solonls X nupestris No. 3309) 及び 「ル ペスト リス、 セント. 

*チ オル ヂ」 (nupcstHS St. George) の 如き は、 卽 ち 此の 如き 目的の 下に 育成され たろ 砧木 なり。 然る 

に 近年に 至りて は 免疫性 砧 木に 接 木す る は 手数 を耍 する のみなら す、 發 育 及び 樹齢の 關係は 

到底 揷木 苗の 如くに 完全 を 期す る こと 能 はざる を以 て， 更 に 一 步を 進めて 優良 種の 葡菊 に^ 

疫性 を附與 せんとし、 現今の 優良 種と 免疫性 葡萄との 交配 を 行 ひて 其、 實生を 育成す るに 至れ 

り。 近年 伊國 及び 佛國 の雜 誌に 頻々 と發 表さる 、所の 免疫性 優良 種 (Hybrid yirect wearer) な 

る もの は卽 ち是れ なり。 此の 如き 品種に して 豫 期の 目的 を 完全に 達すれば 將來 葡萄 栽培 上 

に 一 新時代 を 形作る に 至るべし。 

又 近年 北米 合泶國 ォ レ ゴ ン 州 (Oregon) の試驗 場に 於 て， 腐 燜病 免疫性 (pear Blight Immune) の 洋 

梨 を 育成 せんとして， 旣に八 千 本の 實生を 養成せ りと 云 ふ。 凡て 此の 如く 品種改良 を 行 はん 

とする に は， 初 めより 一 定の 目的 を 以て 各 品種 特性 を 詳細に 調査 し， 自 己の 望む 所の 形質 を 巧 

みに 配合 具備せ る 品種 を 育成す る は 最後の 目的なる を 以て *ー 代に て 目的 を 達せざる 時には 

更に 二 代 目の 實生を 育成す るに 努 むべ し。 又 一 代 目の 雜種を 作る 場合に も， 單 に 二 品種 を 配 

合せる 一 組の 交配種 を 育成す るに 止め す、 數 組の 交配種 を 養成すべし。 實例を 以て 之 を 示せ 

ば， 今 ^人が 口 本 梨の 早 熱 種に して 屮枭 又は 大果の 品種 を 育成 せんとす る； U 的なら ば， お 兩 轔 

の 一 つと して 早熟 種なる 眞鍮を 利 川す ぺ く、 眞 凝 を 母と して 長 十郞の 花粉 を 配せ る もの 一組。. 

及び 長 十郞を 母と して 眞镜の 花粉 を 之に 配せ る もの 一 0, 又 眞餘と 明月と を 相互に 交配せ 

る もの 二 組。 s 具 狳と今 村 秋と を 相互に 交配せ る もの ニ組ン 眞狳と 太，！ n と を 相互に 交配せ^ 
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る もの 二 a ひ 此の 如くし 

種。 早熟 種と 晩熟 種。 と 

く 更に^^ 以外に 早熟 種 

數 組の 實生を 養成す るに 

と 同 HIT に副產 物と して ぁ 



の 二 組。 眞狳と 市 Sf 早生と を 相 I ^に 交配せ 

ろ 場合に は 早 熱 種と 早熟 種。 早 熱 種と 中 熟 

はる , 所の 係 を 略 ぼ 推知す る こと を はべ 

種に 之と M 様なる 交配 を 施して 數組 乃至 十 

^の 關係を 一 庇 E- かに 知る^ を 得べ く、 又 之 

，！？ II 係 を も 略 ぼ 了知す る こと を 得べ し。 

^樹の 二 品種 を 交配して 育成せ る 第 一 代 目 

なる もの、 み を 生す る こと あり。 新 かる 揚 

大に 誤れる 方法に して、 笫ニ代 目に 於て 所謂 

所の 形^ を 配合せ る もの を 得る こと 少な か 

は 相互 授 粉に 伎って 種子 を 採收 する 外 に， 兩 

の 必 要 あるべ し。 

次に 果樹の 品種改良 を 行 ふ 者が 具備せ ざる 可ら -. さ る 能力と して $巾 

の を舉 けんとす。 

A 、品^ 鑑別の 能力。 ^寳 の外觀 品質 及び 樹 

は、^ くも^^ を 修めた る ものに.. M て は 易々 

^^的に 品種の 鑑別 を 行 ふ 寧は些 しく 難事 

と は 全； 然 栽培に §1 係な き 果物 商に ありても 



の 實生は 各 

合に は 1M を 

劣等なる 第 

ら す。 

親の 中 



但 し 

の 一 



形質せ： ハ 

全部 麼 

1 は 目 

第 二 代 

つの 花 



兩 鋭の 

棄 する 

の實生 

目 を 作 

粉 を 配 



性 を 見 

たる 業 

たる 可 

尙ほ且 



て. 品 

一 - S 

し o 



W ひ 牛 

ぎ す。 

め" 1 ノー 

タ： .? と 



つ 之 をな し 



性 を 記 

然ゎと 

も果實 

^べし 



て 多 數の赏 生 を 成 す 

の 配合が 實 生の 上に 表 

として 早生 六の 如き 品 

至 らば 舉術 的に も 成 

の 形 狀* 及び 色澤 の^ 

何，；； よりも 著しく 劣等 

を S3 通と すれ ど も.：！ ；止 れ 

より 初めて a 己の 望む 

る裼 合に は g 花 投粉又 

し てつおし 離婚」 を 試み る 

^ 養 を せ- 5 る 可らざる も 

載學 的に 記 述 する こと 

も 各 品種の 枭 實を 見て， 

のみ を 兄て 鑑別す る こ 

リ ^樹の 枝^ 又は 冬季 
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第三 節 實 £ の 上に S はる、 

に 於て 果樹の 一 枝を兑 たるの みに て. 品 種 を 

^根に 校觸 せる ものに あら ざれば 不可能な 

する もの は 此の 如き 直覺的 鑑別の 能力た る 

B 、接 木 及び^ 接の 技術に 堪能なる 事。 果樹 

に 速す る こと 著しく 遲し。 著莕が 日本 梨の 

も、 結 果を 見る までに 七 年を耍 せり。 然るに 

至る ベ く. お に 二重 接 又は 高 接 を 行 ふ 場合に 

樹の實 生 は 必す接 木 又は 芽 接に 依りて 結果 

結^ 年齢の；： 中き ものに ありても 接 木せ る も 

，ゅ. 枇 杷 等の 如き 結^ 年齢の 晚 きものに 於 

数百 木 乃至 數千 本の 實生を 育成す る 場合に 

分けて 接 木 又は 芽 接する こと は 極めて 困難 

は 如何なる 老練家と 雖も 保し 難し。 九十 パ 

左 迄 困難に あらす。 此の 如き 接 木 は 出來得 

也 人に 一 です る 51 合に は.^ 外なる 誤み-生す 

品種 鑑別の 能力と 接 木 及び 芬 接の 按 術と は 

に 結 論 は 通 栽培^な 十二分に 贫 せ ざ る 

卷 成して 結果せ しむる までに は， 栽 培の 技術 



二 S 

明確に 鑑別す る は 多年 果樹栽培に 從 事して 日々 

る 事な り。 今 玆に云 ふ 所の 品種 鑑別の 能力と 稱 

に 外なら ざ る な り。 

の^ 生 を 其儘發 育せ しむる に 於て は 結果の 年齢 

實生を 其 儘 成長せ しめ、 I 二 囘移桢 を 行 ひしと 雖 

之 を 接 木す る 場合に は 三 四 年に して 結 * する に 

は 一層 結 菜の 年齢 を 早む る 事 を 得べ し" 故に^ 

の 年齢の 短縮 を 計らざる 可ら す。 日本^の 如き 

のとせ ざる ものとの 差 は 前述の 如し。 況ゃ柑 橘 

て を や。 

は 努力と 土地の 經濟上 一 本の 實生を 二 本 以上に 

なり。 然るに 接 木 又は 芽 接の 百パ ー セント 活着 

1 セ ン ト 以上の 活着は 練習に 依りて 達する こと 

る 丈け 育成 者 自身が 執刀して 行 はざる 可ら す。 

る ものな り。 

共に^^ に 衣り て 具備す る こと を はべ く. 要 す る 

可 ら ざ ると 云 ふ 點 に i| 若 す べし。 nj つ 又 實生を 

を 要する こと 特に 多 く.^ に ^ 傅 舉の理 を ^ 



^ ； ffi €5 樹 ^ 驗 赏 



せる のみに てお、 寳驗を 行 ふ^ 合に 1 年生の 草本 類に 於て すら 栽培 法 を 理解せ ざるが^に 完 

全 な る .H 驗の 成績 を # け はざる もの 多し。 況ゃ 果樹に ありて は兩 鋭と す ベ き 品 ^ を 完 全 に 

結^せし むる-か はに^に 和^の 技術 を 要し. 花粉 交配に 仪 りて * 赏を 結^せし むる おに. 亦 多 

少の按 術を耍 し. 種+を 採收^ ^して 發芽 せしめ、 接 木 又は 芽 接 をす る 際に^お 技術 を ^ し， 

活 みせん^ を卷 成して 結^ ギ 齢に 達せし むる までに 苒び 前と^ 樣 なる 弒圪の 技術 を綵り S 

さ V る 可ら す。 兩親 とすべ き 品種 は 他人の 果樹園 を 利 川す る こと を^る として もま 生 をお 

培す る揚 合に は.！：： ら其 任に^ら ざる 可ら す。 努力 資力に 炔 くる 所な く 人な t て 丄ノ もお を^ 

^せし むる としても， 育成 若 自身が 實 生に 對 する が 如き 愛護の 觀念を 栽培 嫿當 者に 與 ふる 事 

は 蓋し 至難の 事たら ざる 可ら す。 特に^ 樹は 栽培 法 其ぶ 3 をお ざれば 果實の 上に 眞の 特性な 

發禪 せざる 事 多し。 粱樹の 品種 育成 は 栽培に 堪能なる 者. nj 身お 任に^る にあら ざれ ぱ 完全 

なる^ 愤を舉 ぐる こと 能 はすと 斷 言 す る も、 蓋 し 過 言 に あ ら ざる 可し。 

火 に 果樹の 花^ 交配より 實生を 養成して 結赏 する に 至る までの 主な ろ 注意事項 を 列記 せん 

と す o > 

r ^ 粉 交配の 作業 

JR ^ とすべき 兩 品種 を诀定 せる 場合に は^ 一 若手と して 母と すべ き 品^ か 開花す る以 前 に 

豫定の 数 を 定めて 去勢 (Emascl-latiolo を 行 ふ ベ し。 去勢に は 「ビン セット」 を 使用す ベ くお に 注 

^ し て よ ^を^け ざる 樣に す ベ し。 又 ー# 片にも 慯 けざる 樣 に せざる 可 ら す。 梨. 苹粜 の 如き 

仁 * 頹には 一花 序 二 花 又は 三 花 を 残すべし。 雄蘂 先 熟 花 (pl.otls<lrous ssvcrs) に あって は花营 

五 a 果 ほの S 3- と 品 ® 改哀 ニー 二 
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^三 節 實 £ の 上に 表 はる 



以 て、 去 勢の 降 機 を 逸せ ざ る 様 

自然 授粉 を豫 防すべし。 袋の 

菊の花の 如き は新閗 紙の 如き 

も 完全に 授精せ ざる 事 あり。 

り考 ふる f? に は 「パラ ヒ ン 」 紙の 

に 父と すべき 品種の 花に も 袋 

混合 を豫 防す るに 外なら す 

に 花粉が 直ちに 逸 散 す ベ 



の內 部に て葯が 成熟して 花粉 を 吐き出す を 

くして 去勢 を 終れる ものに は 袋 掛を行 ひて 

して 日光 を^ 通す る もの を 使用すべし。 葡 

ざる もの を 使用 すれ ば， 假 令 人工 授粉を 行 ふ 

の は 凡ての 作^に 不便な り。 是 等の 目的よ 

宜しと す。 去勢せ る 花に 袋 掛を行 ふと 同時 

花粉の 逸 散 を 保護す ると 共 に、 他 種の 花粉の 

する はに は. 花して 葯の成 熱と 共に 風の 爲 

の 花粉 を 混合 さる 、 こと あり。 

次に 去勢せ る 花. か 十分 開 花せ る 時 を 兌 計ら 

去り、 之 を 去勢せ る 花の 柱頭に 持ち 來 りて 花 

名 を 明記すべし。 A X W の 如く 兩品 種名 を 

去勢の 際に 花瓣を 全部と り 去りて も、 雌 蘂 の 

なし. 雌蘂の 十分 成熟せ る 場合に は 花 注 及び 

する を 以て 直に 之 を 鑑別す る を はべし。 日 

五 B 問 は 雌藥の 活力 十分な り。 花粉 は 之に 

の 活力 を 有する ものな り。 著者の 實驗に 侬れば 日本 梨の 花粉 を 小なる 「力 

所に 貯藏 せし に 二週間 以上 活力 を繼續 する を 認めたり。 放に 開 花期の 早 



ひ、 「ビ ンセッ ト」 を 以て 父と す 

！粉を 配 L.# び 袋掛を 行 ひ， 袋 

明記す る は 最も 安全な りと 

成熟 を 肉眼に て 鑑定し 得る 

注 頭が 半透明と なり， 柱頭の 

本 梨 • 洋梨. 苹果 及び 桃 等の^ 

S して ゆ^ 法 宜しき を はれ 



にすべし。 此の 如 

材料 は 成 可く^く 

日光 を 十分 透 通 せ 

孔 つ 紙質の 厚き も 

袋 を 用 ふる を 最も 

を 被 ふ ベ し。 是 れ 

自然の 狀^ に 放任 

つ 昆蟲の 爲に他 花 

き 品種の 葯を 摘み 

表面に 花粉の 品種 

合に は 何の 差 支 も 

端より 粘液 を 分泌 

にあり て は 開花 後 

二 週間 乃至 三 週間 

ブ シ ル」 に 入れ て， 暗 

き 品種の 花粉 は 之 
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を ^^して 花叨の 晚 き 品 種 に .： 父 配 す ベ く、 自 己の^ 5： になき 品種の 花粉 を 他より 那^せ し 

む， o ^ も W べし。 ^國 より 木 邦に 柑橘類の 花粉 を完 令； に 郵送せ し 莨 例 も あり。 開花 朋. s 著 

し く き 品種 を 母と して 之に！ 1 花期の 晚き 品種の 花粉 を 配す る 場合に は豫め 投^の 枝 を 取 

りて 水に It し， 溫 室 又は 「ガラ ス」 框に 入れて 開花 期 を 促進す る を 得策と す。 盆栽 * 樹 として 之 

と 同樣の 方法 を 採 川す る は 更に 安全な り。 此の 如くして I！ 花 W を 促進せ る ものの 花^ は發 

芽 カ竝に 十分 校 粘の 能力 あ り. 又 止む を 得ざる 揚合 には^ 地より 花粉 を 郵送せ しむる も 不 可 

なし。 花粉 を 郵送す る餳 合に は 「カブ シ ル」 に 入れ、 ガラス！ la に 封 じて 空氣の 流通 を絕 ちて 日光 

を 通 せざる 樣 にす ベ し。 

人工 校 粉 後 一 週間 前後に て 授精せ る ものと 然ら ざる ものと は 略 ぼ 分別す る こと を はべ し。 

完全に 授精せ ざる ものと 雖も 十日 閬 位相 當に果 實の發 育す る こと ある を以 て， 仁 果 類の 如く 

一 ^に 二 花 又は 三 花を收 めた る もの は. 三 週 問 以上 を經 過して 然る 後に 摘^ を 行 ひ、 一 一 ^ 

として^ 害蟲に 犯されぬ 樣に 保護す ベ し。 著者 は 「パ ラフ ヒ ン」 紙の 袋の 上に 更 に 「力 ンレ イシ 

ャ JS- 袋 を 被 ふて 交配 果實を 被 包す る を 常と す。 交配せ る 品種 名 を 明確に 保存す る爲の 「力 ン 

レ ィ シ ャ. - の 袋の 上に も兩 品種 名 を 明記す ベ し。 

一一、 種子の 貯蔵と 播種 

^ w W 成熟す るに 至りて 之 を採收 して 貯藏 すべ し。 種子 は採收 して 乾燥せ しめ す， 直 に 肖 子 

に 砂 を 入れ て 其 €： に 貯蔵す ベ く、 場 口 は 密封して 日光の 直接^らざる 所に 貯藏す ベ し。 

此際 にも 交配 品種 名 を 逸せざる 樣に 周到なる 注意 を拂 ふべ し。 播種 は 核 菜 類なら ば 二 3 下 

第五お 果 © の a-s と 品 «s 改 a 一 lul 一一 
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第三 ts siil の 上に 表 はる、 變 異 一一 一一 a 

に 於て すべ く、 其、 他の もの は 三月 上 巾 旬 頃 を^し とす。 播種 期の 約 一 ケ n: a 前より 鎏 s: の 

砂に 多少の 濕 氣を與 へて &' 折 を 催 進せ しむる を 可とす。 ^種 前にな に 水に 没して ^種す る 

よりも 却て 屮拆 歩合 宣 し く、 苗 の H- 拆期も 一 樣な るが 如き 觀 あり。 ^種 は 正 if なる 條 *s を 行 

ふ ベ く， 餘 りに 粗播 して 徒らに 實生苗 を 肥 太せ しむる は. 接 木の 際に 困難 を感 する を 以てお ^ 

すべし。 一組 宛 交配 品種 名 を 明記せ る 札を附 し. 之 と 同時に 苗圃の 圆 を 作りて 位^ I 及び 名， 

を 明記 し， 札 の 紛失せ る^ 合に も 交配 品種 名 を 逸せざる 丈け の 準備 をな すべし。 

一 li、 接 木 又は 茅 接の 注意 

實 ^の 結 栗 年齢 を 促進す る 爲に成 木せ る 同種類の 果樹に^ 接する を^^と する もの なれ ど 

も， 此方 法 は 却て 交配 品種 名 を錯雜 せし むる の 恐 あり。 H: つ 一 木の 樹に數 組の 實ゅ； を萵 接す 

る^に は 接 秘と砧 木と の 親和力 (Graftills A ま Ility) の强弱 に^り て、 活若後 の發 育に 意外なる^ 

を や する を以 て、 形 質な 比較す るに は 極めて 不確 實に陷 るの 恐 あり。 島 取縣桐 林； +藏 氏の 

is 驗 に^れば 一 本の 梨に 廿 世紀と 晚三吉 とも 同時に 接 木 すれ ば， 枝 條の 發育遲 緩なる 廿 世紀 

カ發育 旺盛なる 晚三吉 よりも 却て 盛んなる 發育 をな すに 至る と 云 ふ。 

故に 實生は 一 木 宛 別々 なる 砧 木に 接 木す る を 可とす。 梨. 苹果 • 桃 の 如き 果樹に ありて は 交配 

せる 種子 を 播種す ると 同^に 砧木 とすべき 種子 を も 播種す ベ く. 交 配せ る實^ の數多 き 場 合 

には^^- に^ 數の芽 接 を 行 ひ， 翌春に 至りて 殘 りの 半 數を接 木 すれば 芬 力の 分配 其 常 を^ 

ベ し。 

s、 栽培 及び 其 注 意 
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交配種の 苗 は I 年 にても 早く 結實 せし むる 樣に 注意せ ざる 可ら す、 且 つ 一 時に 多数の 個體 を 

栽桢 する を以 て. 發 育 及び 結果 作 川を妨 けぬ 範 園に 於 て， 地 積の 利用 を 計らざる 可ら す。 此點 

に 於て 地積の 最小限度 として 一反 歩 三百 木 C 外 を栽桢 すべし。 剪定 は 成 可く 綏 にすべく、 樹 

形^-に は 重き を 措く 必要 な か る ベ し。 

實牛； 樹の 第一 囘 目に 結實 せる 果置を 以て 其 形質 を 十分 發揮 せる ものと なす は 早計な り。 持 

に^ 莨の. K さ 及び 品質 は 樹齢 を 重ぬ ると 共 に， 又 は 接 木 を 繰り返す と共に 或る 程度 迄 は大さ 

を 增 し. 品 質 を 改善し 得る ものな り。 此 二つの 形質 は營 養狀憨 及び 樹齡 に 依りて 起る 所の 彷. 

徨變異 が 最も 著しき ものなる こと を 忘る 可ら す。 交配種の 實生樹 が結實 する 以前に 相閼作 

用 (correlation) に 依りて 略ば 果實の 形質 を 想像し 得る 場合 あり。 桃の 如き は 播種 第一 年 目の 

八 九 ハ^に 至れ ば， 葉 の 色 澤. 形 狀に 依りて^ 實の大 さを豫 想し 得る 事は诀 して 難事に あらす。 

葉が 細長に して 濃綠 色を呈 し、 葉 面 平滑なる ものに は 決して 大果 を結實 する 事な し.. _M に 反 し 

て^ は大 にし て. 稍.. 淡黃 綠 色を帶 び、 葉 面 多少の 起伏 ある もの は必 す 大果 を結實 する ものと お 

めて 不可な かるべ し。 老巧なる 品種 育成 者 は 多年の 經驗に 依りて 植物の 相 閼作川 を 自然に 

^ほす る ものにし て. 花 卉 栽培 家に は 特に 此點 に關 して 銳敏 なる^ 識を冇 する もの 紗 からす" 

凡て ffl 閼作 川なる 物は植 物 (動 物に 於ても 然 り) の 二 つ 以上の 器 {R: の 問に 相關聯 して 表 はる 、 

所の 形 1^ にし て、 最 も 鮮明なる 實 例を舉 ぐれば 黃肉 桃の 「ト ライ ァ ンフ J(Traul=ph> 「ァ ド i ラ ル .チ 

ュ ヱ l/Adlsiral ncwayY 金 桃 等の 品種の 花 を檢 する に、 蓦 の內 面が 濃黃色 を 呈 し、 上 ；， 土 川 水蜜 

桃 「力 I ル マ ン」 (carnlalo 等 白 肉 一 桃 の苳 の內 面が 黄白色 を呈 する 如き は， 果 肉の 色と苳 の內 面の 

第五 章 栗 ほの- BH. 異と 品種改良 二：. 五 
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四 K 接木雜 a 一 =1 六 

G との ^關作 川を說 明す るに 外なら す。 又 加奈太 ォッ タフの マク I ン 氏 (w. T. Maco ョ 1) の 觀 

察に 依れ ば、 苹 ^の 花瓣の 厚く して^つ 水分に 富める 品種 は 耐堪カ 弱 く、 之 に 反し 花瓣^ くし 

て 水分に 乏き 品種 は 耐^力 强 しと 稱 する が 如き も 花瓣の 形質と 品種の 耐^力との 關係を 示 

す 所の 相鬮作 川な り。 斯 如き 相 關作川 は 栗樹の 間に 於て 決して 尠 からざる ものにし て. ロハ 之 

を發 見す る は 注意の 如何に 存 する のみ。 品種改良に 從事 する 者 は {0| しく 斯 かる 點に 細密な 

る 注意 を拂 はざる 可ら す， 然 れ共玆 に 一 つ 注意すべき 事實 あり。 苹果 及び 梨の 野生 種 又は 野 

生 化せる ものに は 枝に 針 あ り， 從 つて 實 生に 針 ある もの を 生す る 時に 直に 之 を 劣等なる もの 

と兑 做す が 如き は甚 しき 誤解に して、 詳細の 现山 は本牮 彷徨 變異の 部に 說明 せる 所の 如し。 

第 四 節 接 木雜種 Graft-Hybl.kl. 

接木雜 種と は 接 秘と砧 木との 投若點 より 發生 する 所の 枝が 兩 者の 中間の 形質 を 具備せ る も 

の を 云 ふ。 - ぉ木雜 種の 實例 として 十 ：！ くより 知られた る もの は 三 あ り， 其 中の 一 は苣科 「ェ 二 シ 

ダ 」3? の栴物 「シ テサス * ァ ダミ」 (cvtisus Adami l*oit.) と稱 する ものな り。 今^ 由來を 求む るに 佛 

國パ リ. 'の 植木屋 ァダ ム 氏 (M. Adas.) ガ 一八 二 七 年- 「シテ サス、 ラブ ルナ ム」 (G. lab ョ .lluln ^t.^ ^ 

^木と して 「シ テサ ス、 ブ ルブリ ウス」 (c. purpurcui scop.) を 芽 接せし に^ ギに 至りて 接^^より 

多数の 新 梢 を 生 ぜ しか. 其 巾の 一 本 は 「プ ルブリ ュ ス」 種に 比し 葉も大 にし て、 發 育 頗る 旺盛な り 

き。 而 して 開花す る 以前に ァダ ム氏は 「プ ルブリ ゥ ス」^ の 一 品種と して 之 を 繁殖 し， 且 つ 賫 却 

せり。 比 植物が 開 花す るに 至 りて ボア ト 〜 氏 (roiteau) に 依りて 初めて 詳細の 事寳 を發 表さ 
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Bizzarria (池 野 博士 植物 系統 學) 



れ たり。 「ラブ ル ナム」^ は枝絛 旺盛. 葉大 にして 花 黄色な り。 「ブ ルブリ ュ ス j 種 は 之に 反して 枝 

倏細岐 し， 葉 又 小に して 花 は 紫 紅色な り。 然るに ァダミ 種 は 枝 條> 葉 及び 花の 形質が 全然 兩者 

の 中 問 性な り。 伹 し 「ァ ダ ミ. I 種 よ り 「ラ ブル ナム」 種 及 び 「ブ ル ブ リウス」 種と 同樣の 形質 を 有する 

所の 枝 を 生す る こと 多し。 又 一 花の 半面 は黃 色に して、 他の 半面が 紫 紅色なる 花 を 生す る こ 

と あり。 一枚に して 半面の 異れる 形質 を 有する 葉 を 生す る こと あり。 要するに 「ァ ダミ」 種 は 

の 形 はな 多種 多樣に 配合せ る 1 個體 なりと 稱 する こと を 得べ し。 

次に 接木雜 嵇の實 例と して 有名なる は 「ビ ッザ リア、 ォ レ ン ヂ /Bizzarria orange) と稱 する 咁橘類 

ビク ザ" ァす レンゲ にして j 六 四 四 年 伊 M フ 口.. レンス 附 

近に 於て 發 見され たる ものな り。 其來 

歴は 不明なる も， ガリ シォ氏 (Gallooio) の 

調査 研究に 依れば 多分 フヒ ッタ ー、 ォレ ン 

* チ/ Bitter orange) と 「シト 口 ン h〇itron) と の 

兩 種の 柑橘類の 形質 を 配合せ る ものな 

る ベ く、 其 關係は 恰も 「シ テ サ ス、 ァ ダ ミ」 が 

f シテサ ス 、ラ ブ ルナ ム j と 「シ テサ ス、 ブ リブ 

リ ゥ ス」 と の 形質の 配合より 成立せ ると 

同 樣 な るべ しと 云 ふ。 「ビ ッザリ ァ、 ォ レ レ * チ j も 「シ テサ ス、 ァダ ミ」 と 同 樣に三 樣の枝 を 牛； す。 

笫 三の 暂例は ^Tlo ン ボ 1 の 「サ ン ザ 、どな り。 獨. 佛 兩國の 境界 地 ブ 口、 ン ボ 1 に 於て 生ぜる が 故 

eRSKf 果 ほの 理異と 品 S 改里 ニニ t 
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(― ) Mcspilus germanicu. (池 野 博士 植物 系 铳學) 

(二) Crataigomespilus Asaieresn の果赏 



SS 四 ffi 接木雜 S3 . ニニ 八 

に此名 あり。 此粮物 は 今より 約 百年 以 0f ン. サシ. 1感 の 一 稂 「クラ ダイク ス-モ ノケ ナ /Cratacg 一 13 

ilsgyls. Jaoqo を站 木と し. 之 に 「メ ド フ/ Mspilus gcslallica. Linn.) を 接 木せ るに 其 接着 部より 發 

芽せ る 枝に 由來 せる ものな り。 舉 名は兩 植物の 名に 因み て 「ク ラダ ィゴ ミス ビ ルス、 ァスネ I 

ブロン^. 1 の サン ザン 



き& i~ 



リ シ I」 (OFataig。nlcspi】l:s Asllieresiisimon-L_ouis.) と稱す c 第 十六 園に 示す が 如 y 「クラ ダイ ゲ ス J3- 

^は 小に して 深き 缺刻ぁ り、 花 及び 果實は 各 花序 毎に 多 く 牛； じ. 且 つ 二 莨 は 小 な り。 「メド ラ」 に 

ありて は 花 及び 菜實は 一花 序 一個なる こと は 榲桴の 如し。 果資 の形狀 及び 大 さの： ：1 者に^ 

する 比^ は 第 十六 圆に 示せる 所の 如し。 而 して 所謂 接木雜 種と ！f する もの は 上述の 形； * に 

^いて は 正に 兩 * の 中間に して T ク ラタ イダ ス」 の 枝，： に は 刺 ある も 「メ ド ラ」 に は 之 なし。 Ira し 

て雜 種に は 刺を^す。 

is 五 K *a の と 品種改良 ニー 一 t 
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第五 節キセ -I ァ Jg5 

以上 三種の 植物 は 果して 接 木に 依りて 生じた る雜 種なる が， 將た 花粉 交配に 依って 生じ こる 

冇 性的の 雜 種なる かに 就いては 舉^; の 問に 議論 多 かりし か、 近年 獨國 の擧者 ゥヰシ クラ ー 氏 

(willklL-r) 侬 つて 技 木^ 種なる ものの 存在 は實驗 的に 解決 を與 へられたり。 同 5 ま 「ィ ヌネ 

、 ヅ キ」 (r.olanum nig 層 Linn.) を砧 木と して 之に r ト マ ト JCLycopli iulenti Mill.) を 接 木し， 其 

接^ 點 より 生ぜる 芽が 「ィ ヌホ、 ヅ キ」 「トマ ト」 兩 植物の 形質 を 種々 多樣に 配合せ る ものな りき o 

氏 は斯の 如き 植物 を總稱 して 「キ メ ラ /Plant chimera) と 呼べ り。 「キ メ ラ」 一一 閼 する 詳細の 事實玄 

理舉 博士 池 野 成 一 郞氏 植物 系統 燮七七 頁 I 八 四 頁) の 閒に說 明 あり。 宜しく 之に 就いて 見る 

べし。 接 木 雜種は 之 を 作る 事 は 極めて 困難な り。 特に 果樹に ありて は 此方， 去に， 农 りて 新 口 a 

種 を 育成 せんとす るが 如き は 殆んど 不可能と 稱 して 可なる べし。 只 此の 如き 現象が 植物の 

間に 存在し 得る ものなる こと を 紹介す るが 爲に 大耍を 述べた るに 過ぎす。 

第五 節 キ セニァ xeni? 

一 / ァ 二 年 フォッケ 氏 (w. O. Fockc) 氏 は 其 著 書 「植 物の 雜種」 (Die Pfknzen Mischlinge) の 中 こ 「キ 

セ -I ァ」 と 命名せ る 事 實を說 明せ り。 而 して 果樹に 關 する S 例と して 柑橘類. 葡萄. 苹果 及び 洋 

梨を擧 ゆたり。 同氏の 說に 依れば 「キセ 二 ァ」 と稱 する もの は 次の 如し。 今玆に 二つの 植物 あ 

り， e 'の 花粉が この 柱頭に 達して 授精せ る锡 合に こ 植物の 種子. 果實 及び 其 他の 器官の 上に 甲 

の 形質の 一部 又は 全部が 表 はる、 ものにして. 果實. 種子 等の 形 狀に闢 すろ 「 キセ -ー ァ」 を 「キ セ ノ 

ブ ラ ズ メ ン jcxcnoplaien) と 云 ひ， 色 澤に關 する もの を 「キセ ノク ロミエ ン J(xellochromien) と 云^。 
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ァ ォッ ケ 氏の 著^に^-ゆ たる 多数の 實 例の 中には 殆んと 信 を 措く に 足ら さるもの あれ ども 

現今 多 數の學 * の K 驗の結 * に 伎れば， 植物の 種類 及び 器它に りて は 「キ セ 二 M と認 むべ き 

事實 少なから す。 例へば II 稻の 柱頭に 稷稻の 花粉 を 配 すれば 其 花に 結實 せる もの は 全然 粳 

米と な り， 又 豌豆 及び 玉蜀黍に 於ても 之と 同樣 の取實 を 赏驗に 依りて 說明 する 事 を はべし。 

是 れ重^ 投精 (Double Fertilization) の 結果に 外なら す。 花粉が 柱頭の 上に て發 芽して 花粉管 

cpollen Tube) と な り， 其 中に 二つの 核 を 形成す。 生苑核 (Gen6rative Nnclous) 及 び 營 養 核 (vegetative 

Nucleg) 卽 ち是 なり。 花粉 管 が 胚 珠 (ovule) 內に 入りて 授精 をな す 場合に 前^ は 卵 球 (ovum) と 

癒合して 胚 (Embryo) を 形 成 し、 後 者 は 極 核 (I)okr nuclei) と 癒合して 胚乳 (ElK103penll) を 形成す。 

此の 如く 花粉管 內の兩 核 は 胚珠 內に 於て 二様の 癒合 作用に 侬 りて 胚と 胚^と を 形成す る を 

以. て. 重褸 授精と 云 ふ。 從っ て 稻.豌 一 兄. 玉^黍 等の 種子に ありて は 「キ セ -1 ァ」 の 現象 を兒る 事 は 

敢て怪 むに 足らす。 但し 二つの" i 種 又は 種類の 相對 形質に 關し て， 優 性なる ものの 花扮を 劣 

性なる ものに 交配せ る 場合に 初めて 「キセ 二 ァ」 の 現象 を 見る 事 を 得べ く、 從 つて 粳稻に §| 稻の 

花粉 を 配した る 場合に は 「キ セ 二 ァ」 み」 表 はさす。 

柑 橘 類. 苹 葡萄 等の 果實は 其 種子 を 包 園す る 器官な り、 花 粉の 影響が 種子に 表 はるる と 同 

樣に是 等の 栗實の 上に 栗して 「キ セ 二 ァ」 として 表 はるか は 頗る 疑問と せざる 可ら す。 此事實 

に 就いて 最も 著明なる は 佛國の 「セ ン ト ヮリリ ー、 ァ ッ ブ ル J(st. vlluery Apple) な り。 此苹果 の 雌 

蘂は 完全に 發 達して 牛； 殖 機能 を 有すれ ど も， 雄 蘂の發 達不完 るに して 全然 生殖 機能 を冇 せす， 

且つ 眾爲 結果 をな さす。 故に 此苹果 を 結果せ しむる 爲には 必す他 品種の 花粉な 之に 配せ ざ 

ほ 五 ほの ssg と 品 S 改良 |四| 
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第五 S キセ II ァ 

る 可ら す、 然 るに 結果せ る 果實は 何れも 授粉 品種 

に 正確に 實驗 された る ものな しと 雖 も. 數 多の 著 

又 米國に 於ても 赤色 種の 苹果に 黃綠色 種の 花粉 

る 果實と を 比較 すれ ば、 ：1 者の 栗實 より 後 若の 栗 

にあ りても 日本 梨の 長 十 郞に今 村 秋 型の 杲實を 

こと あ り、 明 月 型の 果實 を結竄 する こと あ り、 又 は 

り、 此 の 如き 場合に は 何れも 是を 花粉の 影響な り 

に 依りて 之 を說 明せ る もの ある を閒 かす。 著者 

白ま 鏺. 太 平. 明 月-天 ノ 川. 獨 $ 藏. 廿 世 紀卓 生 幸 藏- 

の 品種に も 種々 なる 品種の 花粉 を 交配して 果實 

の形狀 及び 色澤に 於て 「キ セ 二 ァ」 と 認 むべき もの 

驗に 於て 赤穗の 果實に 太白 又は 廿 世紀と 同樣に 

も 此果實 は 赤 穂の 花に 長 十郞の 花粉 を 配せ る も 

にあら す。 又 大正 四 年の 實驗に 於て 長 十 郞の果 

認めたり。 此果實 は 長 十郞の 花に 赤 穂の 花粉 を 

長 十郞に 配す るに 廿 世紀. 赤 寧 今 村 秋ぷコ ン ト」. 「キ 

花粉 を 配し、 果實 を收穫 する こと 百 七十 餘顆、 正確 

に. 大 さの 順 は. 眞 瀚. 廿 世 紀. 獨 逸. 明 月. 幸 藏. 今 村 秋-赤 



1四 二 

の 果實の 色 澤形狀 を 表 はすと 云 ふ。 學術的 

書に 引 川 さる 、實 例な り。 

を 配した る果實 と， 他 の 赤色 種の 花粉 を 配せ 

實 は色澤 濃厚な， りと^す る もの あり。 本邦 

結實 する 事 あ り， 晚 三吉 型の 果實 を結實 する 

太白の 如き 黃綠 色の 果實 を結實 する こと あ 

と稱 する もの 多し。 然れ ども 正確なる 實驗 

は數 年間 長 十郞の 花に 今 村 秋 「キ ー フ ァ—」 太 

赤 寧 早生 赤. 「ルコ ント」 等の 花粉 を 交配し， 其 他 

を收穫 する こと 旣に 一 千顆以 上、 其 間に 果實 

一 つなり とも 之 を 見 ざり き。 大正 四 年の 實 

黃綠 色の 果實 の結實 せる を 見たり。 然れど 

のにし て. 其變 異の 原因 は诀 して 花粉の 影響 

實に 明月の 如き 著しき 長圓 形の もの を 一 顆 

配せ る ものな りき。 大正 五 年の 實驗に 於て 

1 フ ァ —」. 獨逸. 明月. 眞鍮. 幸藏. 天 ノ 川. の 十 種の 

なる 比較に 依りて 形狀 及び 大さを 測定せ し 

穗. キ I ファ. 天ノ 川. 「ルコント.,。 形 狀の順 (長划 



^挽 藝園 樹^ 驗？? 



なる ものより 一：； I 圓に至 る) は獨 逸. 赤 m. 眞饞. 廿 世紀. 「ル コ ン ト」. 今 村 秋. 幸藏. 「キ. I フ ァ ー:1- 天 ノ 川. 明月 

なり。 之に 依りて 觀 るに 小 果なる 眞録の 花粉 を 配して 結果せ る 長 十郞の 果實は 最大 果な 

ろ E-n 及び 今 村 秋の 花粉 を 受けた る ものよりも 遙に大 にし て， 形 狀に 於ても 獨 逸の 如き 扁圓 

なる 品種の 花粉 を 受けた る 長 十郞の 花に 結寶 せ. る もの は 明月の 如き 最も 長圓 なる 品種の 花 

粉 を t 乂 けて 1? 實 せる ものよりも 遙 に長圓 なり。 此實驗 は 單 に 一 囘の 比較に 過ぎ ざれ ども 少 

く とん 「キセ 一一 ァ」 の 現象 は 長 十郞の 果實に 於て 容易に 認め 難き を立證 する の 材料と する こと 

を^べし。 又 長 十 郞には 有蒂果 (Fruit of calyx-pcrsistcnt) を 見る 事 稀なら す. 此 の 如き 合に は 

冇蒂 種た る 明月 又は 八-；^ 秋の 花粉の 影響な りと する もの あれ ど も， 著 者が 大正 五 年の 實驗に 

ありて は無蒂 種 (Fruits of Calyx-Deciduous) と 認めら る； る 所の 獨 逸 を 交配せ ろ 長 十 郞の果 實に於 

て ST て 打 蒂枭を 最も 多 く 認 め た り。 

a 然の 狀您の 下に ありて 變 異を呈 せる 果實に 遭遇す る鴣合 に、 變 異を 起すべき 他の 原因 を 調 

查せ すして ^ ち に 之 を直覺 的に 斷 言 する が 如き は苟 くも 舉に 忠實 なる ものの 謹むべき 點な 

る ベ し。 . 

著^ は果 莨の 「午 セ 一一 ァ」 を 全然 否定す る こと 能 はすと 雖 も， 是 迄 問題と なりし 長 十郞の 果實に 

於て は 少なく と も 「キ セ 二 ァ」 なる もの は 容易に あり 得べき ものに あらざる こと を 主張す るに 

^ら ざる ものな り。 

然 らば 長 十郞の 花に 十 品毬の 花粉 を 交配して 其 果實の 發育竝 に 形狀に 多少の 差 を 生す るに 

至りし は 其 原因不明なる も." i 種扣互 間の 親和力 (AfHllity) に 依る ものなる べし。 日本 梨の 品 

_B 五 a BXO の IKS と 品 3 改 Is 一 E 三 
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種に は 相互に 花粉 を 交配す る も殆ん ど結實 せざる もの あ り (第 七 章 相互 不 



結實 する も果實 

きも 他花授 粉に 

成績より 見る 時 

而 して 果實の 形 

長 十郞の 果實の 

しめたる ものな 

を 以てせし に 過 

要するに 日本 梨 

認 むる 事 を 得 ざ 

著 * は 大正 五 年 

の 果實を 採收せ 

綠色 にして 銹ぁ 

の 作用と 認 むる 

年に は 兩果を 結 

實 せる 圊 內， 又 は 

を 起し 得ろ や も 

ざる 事 を 立證す 



の 發 

依 つ 

- 一， よ 

狀に 

形狀 

る ベ 

ぎ 1 

に 閼 

り き- 

の 秋 



育 極めて 不良な り。 又 自花授 粉に て結實 する 所の 巾 

て 結 奮せ る ものに 比すれば 果實の 其發育 劣る の 事實 

十 品種の 中に て 眞饞が 長 十 郎に對 し て 親和力 最も 强 

多少の 差 を 生す るに 至りし は、 果 實の發 育に 伴 ふ 所の 

の 彷徨 變異の 範圍內 に 止る 所の 差異なる を 以て， 他の 

し。 其 形狀の 比較 は^に 縱 軸と 潢 軸との 比 を 指數と 

し て、 事 實に 於て 他 品種の 形狀に 類似せ る ものす ら認 

す る 著者の 實驗に 依れば 「キ セ 二 ァ」 の 現象 を 果實の 形 



結實を 見よ)。 稀に 

着 及び 廿 世紀の 如 



あり。 上 

きものな 

自然の 結 

原因の 依 

せる もの 

.73 る 事 ム HJ 

狀 及び 大 



述實驗 の 

る ベ し o 

果か、 又は 

つて 然ら 

の 平均 價 

は ざり き 〔 

さの 上に 



莨 地 栽培 家の 果樹園に 於て 第 十八 圆 及び 第 十九 圖に 示す が 如き 長十郞 

り。 前^ は 今 村 秋 型を呈 し. 後 者 は 「キ ー フ ァ ー」 に 類似せ る形狀 にして 果皮 黃 

り。 之 を採收 せる 園の 附近に は 全然 今 村 秋 及び 「キ ー ファ ー」 を栽植 せす、 花粉 

事 は 事 實上之 を 許さす。 此兩果 は 別々 なる 樹に 結果せ ろ ものにし て、 大 正 六 

富せ る短果 枝に は 不幸に して 結實せ ざり き 若し 偶然に も斯 如き 果實を 結 

附近に 今 村 秋 及び 「キ I ファ J 種 を栽植 すれ ば、 直 に 花粉の 作 川な りとの 疑念 

知 れ ざ れ ど も. 周 阖の狀 態 は 前述の 如し。 著荞 は此兩 BT か 花粉の 作 川に あら 

る 所の 事 實を舉 けんとす。 長 十郞に 眞饞を 交配せ る 果實の 種子 百 粒と 明月 
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今 結 同 通 長 

村 w 一 型 十 

秋ぜ樹 郎 




(原 阖) 



が 如し。 生理 舉上 種子に は 「千セ 

第五 S* 粜 CS の ほ： 3S と 品 抨 改 a 



第 



十 



八 




二 ァ」 の 現象 を 見る^ あれ ど もポ 實 に 



を 交配せ る もの の. 種 

子 百 粒との 重量の 差 

が 一 匁の 十分の 二に 

過ぎす。 平均 一 泣の 

重量に 於て 兩^ の 差 

が 千分の 二 匁に 過ぎ 

す。 凡そ nE 本 梨の 種 

子の 重量 は 同 一 品種 

の 同 一 樹 にあり て は 

果實の 大小と 殆んど 

無關 係なる もの なり。 

然るに 著者の 採收せ 

る 今 村 秋 型の 果實の 

種子 は 著しく 大 にし 

て 「キ ー ファ ー」 型 の 種 

子 は 小なる こと 恰も 

洋梨の 種子に 於け る 

於て 種子の 5： 容の 變與 

I 四 五 
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にして 種子の 大 さに 及ばす。 長 十 郞に今 村 秋 型 及び 「ヰ ー フ ァ—」 の 花粉 を 交^せる 種.^ を 見 

る に、 兩 若の 問に 殆んど 差 を 認めざる 事 明月 及び 眞録の 場 合と 同樣 なり。 然るに 此 變 異 せ ふ 

兩果に 於て は 著しき 差 を 表 はせ り。 斯の 如き 事實 より 綜合 すれば 是れ诀 して 花粉の-お 饗に 

あらす し て、 寧 ろ 「枝 變 り」 と 認 む ベ さもの か. 伹 し 未だ 其 枝 を 分離 接 木 す. る に 至ら ざ る を 以て 精 

確なる 比 t. 詢 查を遂 ぐる 事 能 はざる を 遣憾 とす。 . . 



第 六 章 果樹 繁殖 法 

* 樹に は專ら 接 木 • 芽 接 .揷 木 • 取 木 • 及び 「株 分 け」 等 の 無性 的 繁殖 法 (Asexual propagation) を應 川す。 

富^ 繁铋 は砧木 養成 及び 品種改良 以外に は葸川 的に 應 川され す。 上述 無性 的繁 祯 の 施術に 

^する 說明は 之 を 各論に 讓る ことと し、 玆 に は 主として 理論に 關 する 槪 說を述 ぶ る ことと 

せ り。 

第一 節 接 木 及び 芽 接 Grafting and wuddiug 

校 木 及び^ 接 は 植物 生理 學上 全然 同 一 なる ものと 見て 不可な かるべ し" 故に 接 木と 稱 する 

ものの 中に は. 芽 接 も當然 含まる ， ものと し て. 之 より 生理 學 上の 現象 を 論ぜん とす。 

一、 接 穗と站 木との 共生 作用 (symbiosical sleliomenon iu Grafting) 



^挖藝 团 榭 ％ 驗實 



果樹の 接^と 砧木 とが 活 着して 兩者 一 體 となれ るが 如き 觀を呈 すれ ど も. 之 を 詳細 に 觀 . お す 

る 時には 接 若 部に 於て 兩 者の 細胞が 別々 に 4? して 相互に 肥大 成長 を遂 ぐるに 過 ざす。 木 

邦 東北 地方に 於て 拾 数年 を經過 せる 青葉 櫻 砧 (砧 櫻) の樓 桃が 暴風の^ に K 接着 部より 分離す 

る こと 珍ら しからす。 又 其 他の 果樹に ありても 數十 年を經 過せ る 老木の 接着 部に 於け る潢 

斷 面を檢 する 時には 接 穂と 砧 木との 兩樣の 細胞が 別々 に增殖 せる の 跡 を 最も 鮮明に 認むる 

事 を 得べ し。 要するに 接 穗と砧 木と が 其 接着 部に 於て 一 體 となり 兩 植物が 共生 (sy ョ biose) の 

狀您を S する ものに 外なら す。 卽ち砧 木 は 其 根より 水 及び 無機物 を^ 取して 之 を 接 穂に 供 

ね し， 接 秘が其 菜に よりて 同化作用 (Assimilation) を 營 み， 炭 水化物 (cal.hollyal.atc) 其 他の 冇機物 を 

作りて 之 を砧 木に して 分 紫 的に 生活 作用 を營 むに 過ぎす。 從 つて 接 穗と砧 木と か 如何 

に 完全に^^ する も， 水 及び 養分の 界降作 ffl が 其 接着 部に 於て 多少の 障害 を受 くる こと を^ 

れ す。 此 障害 作用 は 引て 果樹の 發^: を 抑制 し、 枝 幹に 於け る 炭水化物の 蓄積 を豐 富 ならし む 

るに 至る ものな り。 枝 幹に 於て 炭水化物の 蓄積 豐 富なる 場合に は 花芽の 着 生 を 促進す る も 

のにして. 此點 に關 して 接 木 は 果樹の 結 ^年齢 を 促進す る ものな り。 今 容易に 結實 せざる 苹 

某. 洋梨 等 の 一枝に 輪狀 剝皮 (Hi=Kf ) ： を 施す 時には 枝 條の篩 部 (rlllo§) が 除去され て 木 質. 部 

(xylem)w みが 殘存 する を 以 て、 根 より 上昇す る 所の 水 及び 無機物 は 木質 部 を 通過して 上昇す 

る も， 木 部^ 出して 乾燥す るが S め 少なから す 上昇 作 川 を 妨害 さ れ， 且 つ 上部より 下降す る 

所のお 機 物が 剝皮 部に 於て 篩お なきが 爲に 通過す る こと 能 はざる 結果、 他の 枝條に 比して 著 

しく 成長 作 川 を 抑制 さ れ， 且 つ 炭水化物の 蓄積 を 豊富なら しむべ し。 輪 狀剁皮 を 施せる 枝 は 

IK 六 <9 杲ほ！！殖 法 一 B.V 
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他の 枝に 比して 特に 花芽の 着 牛； 早くして 且つ 多き は 之が 爲 にし て， 接 木せ る 果樹が 寳 生の果 

樹に 比して 結果 年齢の 早き も 亦 之と 同一 の 理由に 基く ものな り。 接 木せ る 果樹 は砧 木の 種 

類に 依りて は 接着 部の 膨大 (swelling) する もの あり。 是れ水 及び 養分の 昇降 作 ra! が 接着 部に 

於て 障害 を受 くるが 爲 め、 此 部分の 細胞の 增殖を 特に 盛んなら しめたる に 外なら す。 恰も 輪 

狀剝皮 を 施せ る 枝が 剝皮 部に 於て 特に 膨大す ると 同 一 の 理由 是 れに存 す。 * 

一一、 接 穗と砧 木との 親和力 (Grafting Amnity.) 

接 穂と 砧木は 植物 系統 學上 相互に 近綠 なる もの 程 親和力 强し。 例へば 苹果の 資生砧 又は 和 

林檎 砧に苹 果を接 木す る 時には 如何なる 品種と 雖も確 實に活 着して， 而 かも 完全に 發 育せ ざ 

る ものな し。 苹果 と同屬 異種なる 三葉^ 棠 (Malus Toringo sieb) を砧 木と せる 場合に は實 生 砧 

又は 和 林檎 砧と 同樣に 大部分の 品種 は 溶お に、 而 かも 確 實に活 着して 完全に 發育 すれさ も， 是 

迄の實 驗に徵 すれば、 「レ デ ！ アップ ル J(Lady Apple) なる 一 品種 は假 令三粱 海棠 砧に は活着 すれ 

ども 其發育 極めて 不良な り。 此兩^ に 於て は 接 木 上の 親和力が 薄弱なる ものと 認 むる 事 を 

べし。 又苹 栗と 異 勇 分 類舉 者に 侬 りて は 同屬に 編入す) なる 日本 梨 を砧 木と する 鍚 合に は 

相互の 鋭 和 力 弱くして 品種に 依りて は活着 すら 困難なる もの あり。 苹 果. 中 成 子 (祝) の 如き は 

日本 梨を砧 木と する 時には 比較的 良好なる 發 育を遂 けて 結果 作用 を 稍.. 完 全に 富む こミを 得 

れ ど も， 紅 魁 に 至りて は發育 極めて 不^にし て、 三 四 年に して 枯死す る もの 多し.. 又 著者 は苹 

果の救 品種 を 「ク サ ボ ケ /,choonomeles japonica Lilld.) に 居 接せし に 紅玉. 倭 錦 • 紅 絞 等の 品種 は活着 

比較的 容易に し て， 且 つ 發育亦 不良なら ざり し が、 M 光. 柳 玉. 紅 魁 .黃 魁 • 中 成 子等の 品種 は 活^ 
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P き 二して 假令 活^せる ものと 雖も^ 發育 極めて 不良な り。 又 洋^の 各 品種 は 洋^の 莨 生 

砧 及び 日本 梨の^^ 砧に對 してに 絕對 的に 强き 親和力 を冇 すれ ども 異屬 なる 榲桴砧 に對し 

てよ 品種に 依りて は 鋭 和 力の 强 弱に 著しき 差 あり 。っチ ュ セ ス. ダ ン ダ レ I ム」. 「パ ッス * ク ラサ ン 

ヌ 」•「* ト ワイ ェン ネリ チュ. コミ ス」 •「 ラ. フ ラ ン ス」 .「グ ル 1 モル ソ 《1」*「ィ ス タ， I ホ， I レ」 • 「ルイズ ボ ン ヌ 1 

.チ ル シ 1J 等 の 品種 は榲桴 砧に對 して 親和力 强 しと 雖も 『バ ー ト レ ッ ト」 • 「ゥ ヰンタ ー ネ リス」 「ボ 

l レ， ボス」 等の 品種 は 親和力 極めて 薄弱な り。 

接^と 砧 木との 親和力 は 同 M 同種 植物に 於て 最も 强 く、 同 屬 異種 植物に 於ても 區 (section) を 同 

ふす る ものに ありて は、： K 親和力の 程度 は 同種 桢 物と 大差な き は 洋梨と 日本 梨 及び 苹果と 各 

1 和 林檎と に 於 けハる が 如し。 而 して 同餍 異種に して 區を 異にする もの は 品種に 依りて 親和 

力 を 異にする に 至る。 苹果 (Eusalus) と 三 葉 海 棠 (aorbosalus) 及び 櫻 桃 (Eucerasus) と 「マハ レブ』 

OMahaleb, Pr 目 mis Mahaleb Linn) 等 に 於け るが 如し。 「マ ハ レブ」 砧には 酸 果櫻桃 は 十分 親和力 を 有 

す： れ ども 甘 果櫻桃 「ビ カロ ー」 族の 大部分 は 親和力 極めて 薄弱な り。 而 して 異屬 植物に 於て は 

相互の 親和力の 一 層 薄弱なる こと 苹 某と 「クサ ボケ」 及び 洋梨と 榲桴に 於け る實 例の 如し。 

れ ども 「メド ラ」 (Mespilus germanica， Linn.) の 如き は異屬 植物た る 日 本 梨 .洋 梨 (pil.us sp.> 榲桴 (cydonla 

^ 「ボ ケ」 及 び 「ク： サ ボ ケ」 (chocnomclcs SP.) に 容易に 接着して 殆んど 親和力の 强弱 を區別 t 鄞き 

もの あり。 現今の 植物 分類 學は 系統 舉 的の 見地より すれば 必 すし も 絕對に 完全なる ものに 

あらざる 可し と雖 も， 大體に 於て は 分類 舉 上の 所謂 遠近に 依りて 接 木 上の 親和力の 强弱を 略 

ば 推知す る こと を 得べ し。 
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^秘 と砧 木との 位 S を 相互に 交換す ろ 場合に は魏和 力の 上に 變化 を來す こと あり。 榲桴砧 

と 十分 親和力 をお する^: おの 品種 を砧 木に して 之に 榲桴を 接 木す る晬 には活 〈せせ ざる か， タ 

は活警 しても 發宵 極めて 不^に 陷る ものな りと 云 ふ。 著者 は 又 之 を 貲驗 する に M らすと 3S 

も 此の 如き 實 例は诀 して 少なから ざるべ く. 泶國 ぺ ン シ ル バ 二 ァ 州試驗 場の ス テゥヮ ー ト氏 

(J. P. Stewart) の 所 說に侬 れば苹 果の花 嫁 (wealthy).^ 口. ー ド. アイ ランド、 ダリ ー 一一 ン ゲ J(Rhode Island 

Greening) に 高 接する 時には 其發育 極端に 不良 なれ ども、 「 P —ド、 ァ ィ ラ ン ドゲリ ー 一一 ン ク j を 花 

嫁に .M 接する 钹 合に は發 育實に 良好な りと 云 ふ。 獨り接 木 上の 親和力に 於ての みなら す、 著 

は 花粉 交配の 授精 h に 於け る 親和力に も 之と 同樣 の事寶 に 遭遇せ り。 卽ち苹 果. 中 成 子の 

花粉 を 三 葉 海棠の 一 品種 「コ バ ノ ズ ミ 」 に 配せ し に、 ウ儿， 全 に 結 S せ り。 之 に反して 「コ バ ノ ス ミ. -の 

花粉 を 中 成 千に 配せ しもの は結實 せる もの 尠 く、 且 つ 結實せ る もの も 未熟の 間に 全部 落果す 

るに 至れり。 校！ ^上の 相互の 親和力 を 右 性的 親和力 sexual A き lity) と 稱 し. 接 木 上の 親和力 

を 無性 的 親和力 (Asexual A ま nity) と稱 する こと は忪 も投祯 に 依りて 起る 所の 雜種を 有性 的 

雜 種 (sexual Hybrid) と 稱 し， 接 木 雜種を 無性 的雜種 (Asexual Hybrid) と稱 すると 同樣 なり。 

三、 接 德と砧 木との 相互作用 (Mutual Effect of the Scion and the stock.) 

接 糚と砧 木と は 形態 舉的 にも 又 生理 擧的 にも 相互に 其 影響 を 受けて 或 程度まで 形質の 上に 

變異を 及ぼす ものな り。 然れ ども 此變異 は 所謂 營養作 川に 伎り て 起る 所の 彷徨 變異 にして • 

II り兩^ が 接 若す る に 於て 兒る^ を は ベ く， 假 令 多少の 後作 川 ありと する も砧 木を換 ふる 

か 將た接 铋を換 ふる^ 合に 於て は 形^の 變異を 維持す る こと 能 はざる ものな り。 伹し接 木 
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雜種は 全然 是れと 趣 を に す ひ 

今實 例に 就いて^れ を說述 せんとす。 榲柠に 洋梨 を 接 木す る^に は 所謂 矮^ (I)warr} となり 

て 肥大 し， 之 を 自然の 樹 形に 一 任す る 時には 主幹の 發育 盛んなら す. 側 枝と 主幹との 负 度が 實 

牛； 砧の同 品種に 比して 著しく 大な るべ く、 且 つ 結果 年 鈴に 達する こと：；. f 'し。 而 して 此 榲桴砧 

洋梨の 根と 同； ヰ 齢の 榲 梓 (接 木 せ ざ る) の 根 と を比蛟 すれ ば， 前 者 は 後者より も 稍.. 粗 大 なる を 見 

るべ し。 ny れ榲桴 は 灌木 的 習性 (shruby Habit) を冇 する を 以て. 其 根 は 細 根 (Fibrous Koots) に 富 

む ものな り。 凡そ 榻木は 接 木す ると 否と に關 せす 根 部の 形態と 枝 幹の 形憨 とか 相關 する も 

のにして、 須具 利. 房須具 利の 如き 灌木 性 果樹の 根と.^ 苹栗 等の 喬木 性 果樹の 根と が 一 見して 

異る もの ある を認 むべ し。 榲桴砧 の 洋梨 も兩者 癒合して 一本の 果樹 を 形成す る 場合に は砧 

木の 根に 相關 して 枝 幹の 發 育が 抑制 さ れ， 枝 幹の 發 育す ると 同時に 根 も 亦 生理的 相 闢作川 を 

受けて 榲桴木 來の根 部に 比して 多少 發 育の 旺盛 を來 すに 至る ものな り。 然れ ども 此枝を 取 

りて 實生砧 に 接 木す る 時には 一 二 年の 間 は 後作 川 ある も， 再 び 旺盛なる 發 育を兑 るに 至る ベ 

し。 又 榲柠砧 洋梨の 根 を 取りて 根揷 (Root cutting) を 行ふ揚 合に は 榲桴本 來の細 根 を 見る に 

至るべし。 

桃 に 「ブ ラット 、レ ー フ」 (sood と稱 する 一 品種 あ り. 枝 葉 紫 紅色 を呈 すろ を 以て I 兒 して 他 

品種と 區別 する こと を ほべ し。 普通 桃の 實生は 淡黄色の 根 を おす。 今 普通の 實 生を砧 木と 

し て 之 一に 「プ ラッド、 レ ー フ j を 接 木す る 時には 一 二^に して 砧 木の 根 は 淡 紫 紅色 を呈 する に 至 

る。 然れ ども 斯の 如く 著しき 變 異を呈 する 所の 根 を 切り離して 根 揷を行 ふか， 又は 普通の 桃 

K 六 巧 梁 £ssi» 法 I 五 I 
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を 根 接 (Root Grafting) する 時には 一 二 年に して W び 淡黄色の 根に 複歸 する を認 むべ し。 

砧 木に 伎り て 表 はる 、 所の 彷徨 變異は 第五 章に 於て 說 明せ るを以 て， 是 以上に 實 例を舉 ぐる 

の 必要な かる ベ し。 

次に 究疫 性砧木 (Resistont stock) に關 する 二三の 事實に 論及 せんとす。 苹果 の害蟲 たる 綿蟲 

cwoolen Aphis) に對 する 究疫牲 の 品種 あ り、 米 國產の 君が 袖 一 名 美 魔 (Northern spy) 及び 歐洲產 

の 「ゥ ヰン タ ー、 マ ジ テ ン Kwinter Majetin) の 如き は 最も 有名なる 品種な り。 本邦に 於て 現に 實 

地 栽培 家 が 【砧 木と して 使用し つ 、ある 所の 丸 葉 海 棠 (Malus prunifolia Bork) の 如き も 綿 蟲に對 

して 究疫 なる 和 林檎な り。 歐米 にて は 苹果の 根に 綿蟲の 寄生す る 事 を 避く る爲に 君が 袖 又 

は 「 ゥ ヰン タ ー、 マ ，チテ ン」 の 枝より 發根 せし め、 之 を砧 木と して 他の 品種 を 接 木す る を 普通と な 

す。 種苗 商が 「綿蟲 知らす」 (Blight proof) と稱 して 比較的 高價 に販賫 する 所の 苹果苗 は 何れも 

單に 根に 綿蟲が 寄生せ ざる 事を證 明せ る ものにし て、 枝 條に 寄生す る 所の 綿 蟲を豫 防す る 事 

能 はざる ものな り。 本邦の 擧者 及び 栽培 家 は 一 時 此事實 を誤傳 して 君が 袖に 接 木せ る 品種 

に は 綿蟲が 寄生せ すと なし、 三 葉 海棠 又は 實生砧 に 接 木せ る 君が 袖に 中 成 子の 如き 綿 蟲に犯 

され 易き 品種 を 接 木し て、 中 成 子の 枝條に 綿蟲の 寄生す る こと を豫防 せんとして 何れも 失敗 

に 終れり。 君が 袖 を 中間の 砧木 (Middle work) として 二重 接 (Double Grafting) を 行へ る ものに 

て は 枝 條根部 共に 綿蟲に 犯さる ， は當然 なり。 故に 免疫性 砧木は 根 部 を 被害す ると ころの 

病害 蟲を豫 防す る^ を^れ ど も、 之 に 依りて 枝 幹に 究疫性 を附奥 せんとす る は 不. 可 能事に 霉 

す 2 



論 總藝回 樹^ 驗焚 



I 樹 以外の 植物に て 接^と 砧 木との 闢 係を說 明すべき 二三の 現象 あり. 錨 葵 科 CMalviaco の 

『アブ チロ ン /Abutilon sp.)s 綠粱 種に 斑 葉 種 を 芽 接する 揚 合に は綠槳 種に も 斑 を 生す るに 至る 

と 云 ふ。 元來 斑^に は 生理 ヒ種々 なる^ 因 あ り. 此 ^合に は 一 嵇 W ^ 素 (Toxilo に 依りて 斑^ 

の 现象を 9: する ものなる ベく. 而 して 斑^ 種 を 芽 接せる 爲に^ 老^^ 紫 種の 枝^に 移 人され 

たる ものな ろべ し。 又^ 科 Gsola-laccao) の 「タ バ n Jl^ (Nicotiana) に は 「一一 n チン J(Nicotill) を 含冇ぜ ざ 

ろ 「ニコ チア ナァ フヒ ニス」 (Nicotiana afnllis Hort.) なる 種類 あり。 此桢 物を站 として 之 こま m 

通 ひ 「タ パ コ .1 (Nicotiana Hp^poc-S Liml.) を 接-ぐ 咩に は 從長發 育と 共に 砧 とせ る 「ァ フィ 二 ス-， 二 

も 「 -1 コ チン」 を 含冇 する に 至る と 云 ふ。 此事實 は 桃 の 「ブ ラッド レ ー フ」 の砧 木の 根に 表 はる 、 

色素と：^ 1 の理. H に侬 つて 說明 する 事 を 得べ し。 著者 は 「アブ チ 口 ン」 の事實 より 考 へて 苹果 

の屮成 子の 枝に 丸 葉 海棠 を 芽 接せし に， 之より 發育 せる 丸 葉 海棠の 枝 條には 全然 綿蟲の 被害 

を 認めす と雖 も， 接 着 部の 周阅に は旣に 十分 綿 蟲の發 生す る を 認めたり き。 綿蟲 免疫性 を砧 

木より 接秘に 移す こと 能 はざる と. 同 時に 接 穂より 砧木 にも 移す ことの 不可能なる を^ 驗せ 

ハ ー ハ ンク氏 (L. 匕 urballlc) は 「ト マ ト」 (Lycopersicum esculcstum Mill.) を^ として 之 につ チ ャ ガイ モ 」 

(solamlnl tuberosum Lillll) を投 ざしに 砧木 たる 「ト マ ト」 の 根に 塊莖 (Tuber) を 生ぜり と 云 ふ。 著者 

も^て \ 一 を^ 驗 して 同 一 の 結 栗 を 得たり J 又パ 1 'パ ン ク氏 は 「ト マ ト」 を砧 とし て， 之 に 「チ ャ ガ 

ィ モ」 を 接 / し に、 後 者の 枝に 脔 (塊 薬) を 生ぜり と 云 ふ。 著者 は 此實驗 を 行 は ざ れ ど も， 著 者 の や. < 

ゾか之 を 驗 的に 證 明せ るを见 たり。 此ニ つの 亊實は 生理^-上 何等 怪む べき ものに あらす 
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して. 却て 接 木 法の 穗と砧 木との 相互 關係 及び 相互の 作 川 を K も 鮮明に 立^す ろの 材^た る 

ぺ し。 卽 ち 「ト マ ト」 を 接 楝 とし、 「チ. ャ ガイ モ」 を砧 として^ 根」 塊根 を 生す るに 至りし はお 5 

影 i" を受 くる も， 「、チ ャが ィ モ」 は絕對 的に 木來の 特性 を 失 はざる 事 を 表 はす も S. にし て， 今 假 り 

に 「ト マ ト」 に 代 ゆる に 「ィ ヌネ、 ヅ キ」 を 以てする も， 尙 ほ 塊黎を a? る 事叨 かな リ。 伹 し 「ト マ ト」 乂 

は 「ィ ス ホ 、 ヅ キ」 を 接 糠と する 場合に は、 塊 莖の發 育 不良なる は 免る 可ら ざら.. ！H 莨な り。 又 「ト 

マ ト」 を砧 として 之 に 「デ ャ ガイ モ」 を 接-ぐ 時 に 「、チ ャ ガ ィ モ」 の 枝に 塊莖を 牛； する に 至りし 事實は 

接着 部に 於て 水 及び 養分の 界 降に 障害 を來 せし 事 實を設 明す る ものな り。 元 來つチ ャ ガイ モ 』 

を 普通 栽培す る 畑に 於て 枝に 塊莖を 牛； する こと は 決して 珍ら しき 現象に あら す， 是 迄 「ァ ー リ 

1-0 1 ズ」 (Early Kpse) 種 の 「ヂ ャガ. 1 モ」 にて 此事實 を 見た る 事 一 再に して 止ら す. 枝 の 一 部が 發 

宵の 初に 折慯 する 際に 斯の 如き 現象 を呈 する ものな り。 卽ち接 木に 依りて 單に此 現象 を 促 

進 さ れ， た るに 過ぎ す。 

四、 風土 は對 する 砧 木の 適應性 (Adaptability of the Stoek plant) 

氣候 及び 土質に 對 する 菜樹の 適應性 は、 砧 木の 性質に 依りて 甚 しく 異る ものな り。 例へば 日 

本 李 を 砂 ^質の 乾燥地に 栽坊 する 場合に 李 砧 (共 砧) を 使 川 すれば 枝^の 發育 不良に 陷 り、 完 全 

なる 結果 を兒る 事 能 は ざれ ども、 桃 砧の李 を 同 一 の鴣 所に 栽桢 すれば、 發育 及び 結果 作 W 共に 

良好なる を 得べ し。 之に 反して 粘赏 土に 桃 砧の李 を栽植 する 場合に は. 却て 枝 條の徒 長を來 

して 完全なる 成^も 舉 ぐる 事 能 は ざれ ど も， 李 砧の李 を 以て 之に 代る 時には 成績 良好なる こ 

と を 得 ベ し。 桃 砧 (共 砧) の 桃 及び 李 砧の桃 も 土質に 對 して は 李の 場合と 同様なる 關係を 表 は 
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す ものな り。 元來 桃と^-と は 何れ を砧 木と な し， 何 れを 接秘 とする も 親和力の 上に は 何等の 

^^を 認めす o 

以上 述べ たろ^ 例 は 土質に 關 する 適應性 なれ ど も、 氣 候に 關 しても 之 と！； 1 核- なる II 係 あり。 

枳穀砧 の溫州 蜜柑 は 本邦- 5： 地に 於け る柑橘 栽培 區 域に ありて は發育 及び 結 * 作 川の h に 何 

オの缺 點をも 表 はさ >れ ど も， 小 笠 股 S. 臺 灣 等の 如き 半熱帶 的の 氣 候の 下に ありて は 著しく 

發育を 害せら る、 に 至る ものな り。 然れ ども 文 且類又 は； 甜 橙 類の 實生 を砧 木に 供 川す る- S 

には^ 熱^ 地に 於ても 比較的 完全に 發 育す るに 至るべし。 又柬北 地方の 沍^ 地に 於て は 冬 

期の W 、本： のおに 柿の 幼樹が 枯死す る こと 多し。 同一 "g 種 にても：^ 柿の 實生 を砧 木に せる も 

のは^ も 耐^力 弱 く 柿の 實 生を砧 木に せろ もの 之に 次 ざ. お 遷 子を砧 木に せる もの は 耐^ 

力 おも 强し。 是迄 說述 せる 亊 實に徵 すれば 假令 同一 品種の 果樹 にても 風土 を 異にする 場合 

に は 化し く. 之 に應 じて 砧 木の 種類 を 選^せざる 可ら す。 

次に 果樹の 接 木せ る 苗に 關 して 注意すべき 一事 あり。 寶 例に 侬 りて 說明 せんとす。 ^の 接 

木せ る 苗 を 山地の 乾燥す る 斜面に 栽祯 する 時に は. 頻 々として 枯死す る^ あり。 寳生 苗に 於 

ては斯 かる 亊實 なしと 雖 もお 木せ る ものに ありて は 如何なる 品種の 實生 を砧 木と すろ も K 

成^ は 同 一 なり。 是れ砧 木の 土質に 對 する 適 應 性に 關 する sg! にあら すし て. 接 ^部に 於 け 

る 水 及び 養分の ^降 作 川に 閥 すら ^ 题 なり。 元 來栗は 接 木 及び 芽 接に 際して 活着 G & も 困 

難なる^ 樹 なり。 換 一 K すれば 投 穂と 砧 木との 癒合 作 川の 最も.：. おおなら ざる * 樹 な り。 一 且 

^おせる ものと 雖も其 接 若 部 を 乾^せし むる^に は. 著しく 永 及び 茭 分 W 界^ 作 川に K:^ な 

坊六萆 法 一五^ 
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第 ー© 接 木 及な 芽 s 一 五六 

來す ものな り。 故に 栗の 接 木 苗 を 定植す る？^ 合 に ，#3,. 通 の .^ さ に 粧 込 み、 幹 の 周 阖に土 を 盛 上 

けて 接^ 部の 露 S を 防ぐ 時には 枯死す る もの 極めて 尠.. き を 兒 る ベ し。 接 木せ る 苗の 乾烧に 

對 する 抵抗力の 弱き 事實を 他の 寳 例に 依りて 證明 する こと を^べ し o 小 笠^ 島に ありて は 

苹^ の ^ 苗 は 十分 發 育す る も • 接 木せ る もの は 其發育 極端に 不^にして 枯死す るに 至る も 

の 多し。 是 等の寳 例に 侬 りて 接 木なる もの はお 溫 及び 乾燥に 對 する * 樹の 抵抗力 を 減殺す 

る ものなる こと を 推知す るに 足る ベ し。 伹し接 木 苗 は實生 苗に 比して^ して 淺 根なる か 故 

に， 乾^に 對 して 抵抗力の 少き 場合 あり。 此？！ 合に は 接 木と 淺根 とが 兩兩相 待て 作 川す るが 

故に^々 M 抵抗力 を诚 す る に 至 る。 

五 * 各種 果樹の 砧 木の 種類 (various Kinds of Stock pknts.) 

今 各種 果樹の 砧 木の 種類 を學 ぐれば 左の 如し。 

{〇 印 を^せる もの は 本邦に て 一 般に使 川す る砧 木。 X 印は矮 牛； 砧 なり。) 

苹 ェ 三椠： ^棠 〇 丸 葉お 棠 〇 「ェ / リ ン ゴ」 赏生 「ヮ リ ン ゴ」 【リ ン キ. j 

X 「ドウ サ ン J(D0UCK5) X 「パ ラ -、 チ I-」(parad;s, ral.adLiL-) 

日 木^ 〇 .1^ 生 「ィ ヌナ シ」 

^ 〇 實生 「ィヌ ナシ」 X 榲桴 

批 把 〇 資 生 X 榲柠 

G 柠 〇 資生 

メ ドラ 〇 梨 X 榲稃 
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^ マ鈕 柿の^^ 〇 ^ ^ 于 

柑^ 頻 〇 枳^ 柚 

お 〇 ^ 木ゃ( 外 國 にて は 「サ ン， チリ ァ ン ネ」 Saint JuHcn plum. 

李 〇 生 〇 桃 

W 桃 〇 靑紫櫻 「マ ザ ー ト」 CMazI f 27) X 「マハ レブ j 

杏 〇wi 生 〇 梅 

m 〇 赏生 〇 杏 

m 水 〇 暂生 

胡 桃 〇 實生 

^ ^ 〇^ 疫牲砧 木 

六、 接 木 を 行ヽ； 所の 主なる 目的 是れ を總括 すれば 左の 如し。 

A 品種の 形質 を 確實に 且つ 永久に 維持す る^ 

B 結 某 作 川 を 或 程度まで 促進す る爲 

C 特殊の 風土に 適應 せし むる 爲， . 

D 特殊のお お 蟲に對 する 抵抗力 を附與 する^ 

E 特に 矮生 にす る^ 

A 及び B は^ 樹に投 木 を 施す 所の 一 ^の 口 的に して は、 CD E は 果樹に 特殊の 習性な 與 ふる 

に 外なら す。 

_R 六^ 菜 isRSS 法 1 五 七 
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第二 S 接 木 a 外の 12 性 祖法 一 五八 

玆に接 木に 關 して 注意すべき こと あり。 栽培 家が 一般に 形質の 維 を 形質の^ 俾と昆 同す 

るの 事寳卽 ち 是れ なり。 接 木 は 形質 を 維持せ しむる ものにして. 泣^せし むる ものに あらす o 

怆 かも 多年 iH の 花 一 株 を 株分けに 侬 りて^ 殖 すると 異ら す。 誰 わか 朱 分けに^ りて 形 赏 

を 造 傅せ しむる と稱 する もの あらん や。 更に 一 言 附記すべき こと あり。 に 形 質 S 維 キ の 

みならば 揷 木に 攸 りても 十分 其の 的 を 達する こと を^ ベ し。 然れ ども 仁^ 仁 ^i* 枝 

果類 及び 殻染 類の 優^な ろ 品種に ありて は 普通の 揷木 法に て は-おおに 發根 する ものに あら 

す。 從 つて 是 等の * 樹 にあり て は眾に 形質 を 維持す るの 點に 於ても 投木 法に 侬ら ざる 可ら 

第二 節 接 木 以外の 無性 的 繁殖 法 ， 

(Modes of AS3X11P1 pspa ぬ atiou exspt the Grafting,) 

接 木 以外の 無性 的 繁^ 法と して s も^ 通に 行 はる 、 もの は 揷 木 法 (cutting) なり。 揷木法 は 

葡 萄. 無 花 須 具 利. 房 須具 利せ の漿 某 類 及び 仁 類の 榲桴 にも 應川 さる 、 ものにし て， 是 等 の 

采樹 にあり て は 優^なる 品種と 雖も挿 木に 攸 りて^お に發^ し.：： つ 牛^に 逑 する こと 

も 亦：： ャし。 其 他 各種 * 樹の砧 木も揷 木に 依りて 繁殖す る こと 多し。 「ドウ サン」 「パラ-、 チ —J. 三^ 

悔棠. 丸粱 ぉ棠 「エダ リ ン ゴ」 梨の 劣等 種愈遷 子. 靑葉櫻 等 皆然 り。 

挿 木に は 「般に 前^生の 枝 條を使 川す" 揷秘 としてば 二 芽 以上 五六 芽な 有すれば 可な り。 

it 彻の 長短に 侬 りて 芽 数 を制跟 する も^なり。 柿 木 法 ^中に « 一芽 挿 (Eye-cuttil ぶ) と稱 して 
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挿秘を 短く し .ssf に 一 芽を殘 すに 過 ざ-る もの あり。 室内 栽培 川 又は 盆栽 川の^ 萄に は此法 

を應 川す る こと 多し。 初より 小なる 鉢に 於て し. 發 根して 根が 鉢 內を充 たす に從 つて 漸次 大 

なる 鉢に 移植す。 是れ細 根 を^ 殖す るの 目的に 外なら す。 普通の 挿 木 又は 一 芽 挿 は 枝より 

根を發 せし むる もの なれ ど も. 之 と 反 對に根 を切斷 して 之より 不定 芽 (Adventitious Buds) を 發 

せし むる 方法 あり。 根 挿 (Root cutting) と稱 する もの は 卽ち是 れ なり。 木苺 類屮 の 「ブ ラック 

ベ リ ー あ 如き は^ら 此方. 法に 侬 りて 祭殖 す。 普通の 揷木 法に 仪 りて { せ 易に 發根 せざる もの 

も. 根 挿に 侬 りて 比 校 的 容易に 繁殖し はる もの あり。 櫻 桃の 砧 木なる 「マ ザ， 1 ド 」s 如き は 此方 

法に 依る を 最も 安全な りと す。 

揷木 及び 根 揷は桢 物の 得 牛； 作 川 (Regeneration) に 依りて 枝より 根 を 生 じ， 根 より 不定 芽 を 生す 

ろ ものにし て、 此 W 生 作 川 は 朵樹の 種類 及び 品種に 侬りて 自ら 强ぉ ある は當然 にし て. 1^ 人 は 

揷木 又は 根揷を 行 ふ 場合に せ：： 時期 及び 方法に 就いて 考慮す るは此 W 生 作 川に^ 適なる 境遇 

を與 へんと する に 外なら す。 存期 芽 以前に 樹液 W 循還作 川が si 始 する を 以て 更に お n ^ 

に； t ^ を 採收 して 之を貯 哉す る を 最も 安全な りと す。 枝^の 内部に 貯蓄され たる 養分 をし 

て 揷木を 行 ひたる 後、 始 めて 循遠作 川な 開始せ しむ る を す。 土中の 溫 度 が 氣？ J より 些 し く 

おき^ 合に は 發根作 川^も 容易な り。 「ガラス」 框 C にて 葡萄の. 一 芽^ を 行 ふ 際に 蒸 熱 物に 依 

りて 底 熱 (Bctto ョ Heat) を 起さし むる 時に は. 發 根 容^ な りと 雖 も， 底 熱な き 時には 發根 著しく 

後る、 のみな ら す. 全 く發 根せ ざ る も の 少なから す。 著者 は^ 室の 繁殖 床に 於て 葡 菊の 一 芽 

挿 を 行 ひ. 室 5 ：の氣 ^七十 五 度 前後に して 床の 底 熱 八十 二三 度. 卽 ち氣^ と 底 熱との 差 を 七 八 

_K 六章果 s W IS 法 I 五 九 
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第二 節 接 木 以外の 無性 的 K 殖法 一六 

度なら しめたる に、 早 きもの は 十日に して 發 根す るに 至れり。 又 三月 上句 底 熱な き 「ガ ラ ス J 框 

内 に 三寸 鉢 を 埋めて 之に 葡萄 及び 無 花 粟の 一 芽 挿 を 行 ひしに、 框 C は氣溫 八十 度 乃至 九十 度 

に 達する こと 多し と雖 も， 地 溫低 かりし が 爲に三 週間 以上 を絰 過して 僅かに 發 根す るに 至り 

b が， 甘；、 根が 下向せ すして 却て 上， M し. 鉢の 祯 土の 表面に、 而かも 露出して 多数の 根 を 增殖 する 

に 至れり。 是 等の 事實 より 見る も 地？ J の 高低 は 根の 再生 作 川に 甚大の 關係を 有する こと を 

推知す るに 足るべし。 揷 木の 方法に 闊 する 詳細の 說明は 各論に 於て する ことと せり。 

挿 木に 最も 類似せ る 繁殖 法に 壓條 又は 取 木 (Layering) と稱 する もの あり。 挿 木 は 親木より 枝 

を 切り離して 發 根せ しむる もの なれ ど も. 壓 絛 又は 取 木 は 親木に 枝條を 着けた る儘發 根せ し 

め， 然 る 後に 鋭 木より 分離せ しむる に 過 ざす- 葡 菊に 此方 法を應 川す る こと あり。 分 株 (Div- 

iso 一一) 卽ち 株分け は須具 利. 房須 具 利 及び 木苺 類に 應用 する こと あり。 最も 簡眾 なる 繁殖 法に 

して 特に 說明を 加 ふるの 耍 なかるべし。 



第 七 章 果樹の 結果 作用 及び 之に 關聯 せる 現象 

果樹の 結果 作 ffl を 支配す る 所の 要素 は 一にして 止ら す。 之 を 詳細に 論ぜん， とすれば 植物 生 

理 畢の範 園に 深く 立ち入らざる 可らざる を^ て， 玆 に は 根本的の 原理に 渡る 事 を 避け て. 實 地 

の 栽-おと 密接なる 關 保を冇 する 事暂に 就いて 說明を 加 へんと す。 
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第一 節 結果 年齢 BeariBg Age. 

菜剁 を^ 木 又は 挿 木に 仪り て繁苑 してより 結 S する までの^ 齢 を 結果 年齢と 云 ふ。 種類 及 

び 品種に 侬 つて 結果 年齢に 早晚 あり。 栽培せ 理の 方法 如何に 忪りて 成る 稃度 まで は 結 菜 年 

^を 促進す る こと を^れ ども， 同一の 土地に て 同一 の 栽培^ 理を 施す^ 合に は. 各 品種の 阇ぉ 

もとして 明確に 其 差 を 表 はすに 至るべし。 十分 開花しても 結實 せざる もの あり。 化の 如き 

もの は 他に 不結^の 原因 をお する ものにして、 一 般に^ 现攀 上異狀 なくして 花芽 を 若 生す る 

に 至れ ば、 箔 * 年^に 達せる ものと 認めて 不可な かるべ し。 伹し 結果 年齢と 稱 する もの は 比 

較 めの ものにし て、 絕 對 的の ものに あらす。 果樹の 種類の 如何 を 問 はす， 一 般に熟 明と 結^ 年 

齢との 問 に は 密接なる 關係 ある ものの. y し。 苹果の 早熟 種た る 紅 魁 (ま ュ Astrad- ョ) • 初 笑 

(Duoheffi of Oldenburg). 花 嫁 (wealthy). 黃 魁 (Yellow Trial). 丹 項 (etna Red Juno) • 中 成 子 (原 

名 不明). 大錦 (T-§ty 01 の 如き 早熟 種. 叉 は 中 熟 種 は 何れも 結果 华齡 三年 乃至 四 年に 過 ぎ 

や。 之に 反して 晚 種. 君が 袖 (Northern spy) - 緋の衣 (King of TC ョ pkiu-s county) の 如き は 十 年 前 

後に して 僅かに 結^す るに 至る ものな り。 然れど 尙ほ國 光 (さ 51ら Janet) の 如き 晚 熟 種 に し 

て而 かも 結 菜^ 齢の 早き もの ありと 雖 も. 早熟 種に して 特に 結果 年齢の 晩き もの あらす。 又 

桃に 就いて 此關 係を觀 るに 棗 洋種の 品種 は 熟 期の 早 .中. 晚に關 係な く、 何れも 結果 年齢 早し と 

^ も. 西 洋種の 桃に は 結果 年齢の 特に 晩き もの 少なから す。 「サル ヱ ー」3 巳 一 3y) • 「 レ I ト， クロ..' 

フネ！ ド hLute ci.fora). 「ァ ー リ ー. クロ ー フォ— ド」 cf ly cmvfcrd)- の 如き 晚熟種 は 特に 結^ 年 

第 七 章 菜3 の 結果 作用 及び 之に 31 ほせる 現象 一六 一 
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第二 ss a 育作 用と 結果 作 ほ ニハニ 

^ く， 之 に反して 「トライ アム フ 」 (Triumph). 「ブ リツ. グスメ i (.Bl.igg-S May> 「ァ ム ス デ ン. ，チ ュ ン j 

(Alnsden Jimc> 「ァ レキ サン ダ —/Alexander) 等 の 如き 早 熱 種 は 結果 年齢の 早き 事 束 洋種の 桃と 些 

の 差 を も認 むる 事 能 はす。 又 葡萄の 歐洲 種に 就て 之 を觀る に 「ス ヰ ト. ォ ] タ—」 (ま vcct watcrYr 

レッド， スヰ 1 ト、 ォ 1 タ 1/RecI Sweet watL-r> 「フ ォスク 1 ス ノン I ド リン ゲ」 (Fster.s sosillng). 「マ ス 

力 ッ ト. ハ ン ブ ル ゲ /Muscat Hamburgh) の 如き 早熟 種 は 特に 結 * ,ギ 齢 早し。 晚熟 種の 「コ ルデン • 

クイン J(Goldon Q§0. 「グ 口. コ ル マ ン J(G1.0S cclnlalo の 如き も 上述の 早熟 種と 同樣に 結果， ギ齢 せ 

しと 維 も、 「ク 口 ギヨ I ム」 (Gros Guillaume)s 如き は 結果 年齢 著しく 晚 くし て， 五 年 六 年に. して 容易 

に 花穂 を 見る 事 能 はす。 斯の 如く 各種の 果樹に 就いて 觀 察する 時には 早熟 種に は 結果 年齢 

の 特に 早き もの 多くして、 而 して 特に 晚 きものな く、 結果 年. 齢 の 特に 晚 きもの は 殆んど 各種 果 

樹を 通じて 晚熟 種の 中に 之 を 見る ベ し。 

第二 節 發 {{ 冃乍 A と 結果 作用 (vegetation and Fruit Bearing.) 

氣候 土質の 良 否. 砧 木の 選擇、 肥料 及び 施肥 法の 注 意， 剪 定 及び 整 枝 法の 研究 等， 染樹 栽培に 關し 

て 必須なる 自然 的 及び 人爲 的の 要素 は. 耍 する に采 樹の發 育作 川と 結 菜 作 川との 調節 を 計る 

に 外なら す。 營養 度に 過ぎて； 發育 成長 作用が 旺盛なる 場合に は 容易に 結果 作用 を呈 する に 

至らす。 & に反して 營養 不良なる 結果 發育 作用 を 極端に 抑制す る 場合に は、 假令 • 花芽 を 着 生 

する も 完全なる 結 粟 作用 を 見る 事 能 はす。 

^ り 菜樹に 限らす 植物の 營養 作用 は 根 及び 葉に 依って 營 まる , もの^して， 前者 は 主として 
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水分 及び 無機物の 給源と なり， 後者 は^ら 冇機 物の 生成 を 司 どり、 兩々 相 待て 營川 作^ を完ム 

すろ ものな り。 而 して 果樹の 根 部と 枝 幹と は 相關聯 して 發育 成長す る を 以て，^ 樹の發 育作 

川と 結^ 作 川との 調 ^を 計らん とせば せ： しく 根 部と 枝 幹との 闢係を 了知せ ざる 可ら す。 拉 

木のお に 於て 旣に 述べた るが 如く， m 具 利. 房 須具利 等の 灌木に ありて は， 权部は 細 根より 成り 

て 主根と 認 むべ きものな く， 從 つて 枝條に 於ても 亦 主幹と 認 むべ きもの な く， 殆 んど^ 大の枝 

條を 簇生す るに 過ぎす。 榲柠の 如 き 稍 "大 なる 果樹に ありても 略 ぼ 之と 同樣の 形^ を呈 す。 

之 に反して 苹 菜. 梨 等の 如き 喬木 的 果樹に ありて は 之 を 自然の 狀憨に 一 任す る 時に は、 地 上 部 

に 一 本の 主幹 を 生じて 前後左右より M 枝 を 生す ると 同 樣に根 部に 於ても 主根 及び 側根 を 生 

する に 至る。 然れ ども 之 を 盆栽 果樹と する 時には 細 根の 分殖 盛んにして， 一 見 灌木 的 果樹の 

根 部に 於け るが 如き 形態 を 呈し. 枝 幹部 も 著しく 矮小と なり。 假 令， 主幹 .側 ねの 閼係を 依然と 

して 維持す ろ も， 兩 者の 間に 發育 上甚 しき 差異 を 表 はさ > るに 至る。 此の 如き 場合に は 肥料 

な 十分 施して 營養作 ^ を 盛んなら しむ も， 所 謂 徒 長す るの 恐れな く、 却 て 枝 幹が 短 太に 發 育し 

て 花芽の 着 生 を 促進す るに 至る。， . 

花芽の 着 生 を 促進 し， 且 つ 完全に 結果 作 川を呈 せしめん とせ ば、 發育 成長 作 川 を 或る 程度まで 

抑制して 之と 同^に 營養 作用 を 盛んなら しめざる 可ら す。 盆栽 果樹の 形態 及び 結果 年齢の 

促進 G 事賁 はよ く此 間の 關係 を說 明す る ものにし て， 露 地 栽培の 菜樹 にあ りても 蓋し 此^ 理 

の範 si 外に 出で ざるべし。 果樹園の 位 sa 及び 土質の 選擇に 際しても 此點に 深き 注意 を拂は 

ざる 可ら す。 表土 深く して 且つ 肥沃 な る 土 m に 於 て は， 結 果 年齢の 晚る 、 は 根 部の 發育 粗大 

街 七 @ 菜 Q の 結 菜 作用 及な 之に as ^せる 現 S I 六 三 
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0^0 果 S の 休眠 抑と 結果 作用 二ハ Q 

にして. 枝 幹の 發宵亦 之に 忭 ふの 結果に 外なら す。 之に 反して 表. H 淺 くして 比^的 疥 碌なる 

土壌に 於て は 結果 年齚に 達する 事の 早き は 肥料 及び 施肥 法に 侬 りて 人^的に 根 部 及び 枝 幹 

の 發育を 左右す る こと 容易なる が爲 なり。 叉 一 般に 排水 不良なる 所に ありて は 結果 作用 晚 

る 、 と雖 も. 彼の 水 m 中に 栽^せ る^の 如き は 却て 結果 年齢 を 著しく 促進す る 事資 あり。 一 

見 反對の 現象 を呈 する が 如き 觀 あれ ども 水 ffl 中に 盛土 をな し て， 之 に 梨を樜 ゑた る もの を詳 

細に 觀察 する に. 底 部の 水濕 過多に して， 溫度 低き が爲に 根が 却て 表面に 向て 分殖を 開始 し， 其 

結果 粗大なる 根が 少 くして 細 根 を 以て 充 たさる 、 こと 盆栽 栗樹に 於け ると 同 樣の觀 を 呈す。 

又發 育作 川 旺盛に して 容易に 結^せざる 樹 を移桢 する 事に 依りて 容易に 結 菜 作 川 を呈せ 

しむる 事 を 得る は， 栽 培 * の 周知す る 所の 事資 なり。 特に 洋 梨. 苹 果 等の 果樹に 於て^ 通行 は 

る 、所の 方法な り。 此 意味の 移植に 際して は 直 根 及び 粗大なる 側根 を切斷 して 移桢と 同時 

に 肥料 を 十分に 施與 する を以 て、 著 しく 細 根の 分 殖を呈 する ものな り。 耍す るに 花芽の 着 生 

を 促進し、 R つ 完全なる 結^ 作 ffl を呈 せし むらに は 自然 的耍素 を 利 川す ると. 人 爲的按 術 を 加 

ふるとに il な く、 极 部の 發育を 制限し て^ら 細 根の 分苑を 計 り、 相 關 的に 枝 幹の 發育を 抑制す 

るに あり。 然ら すん ば 施肥 及び 剪定 整 枝 等の 作業 は其效 枭を實 現せし むる 事 困難な り。 

第三 節 果榭の 休眠期と 結果 作用 Kelatiou of Rest Period 

to i つ ruit wearing. 

溫帶產 の 落葉^ 樹は， 一 般に秋 末より^^ して 所謂 休眠期に 入り、 營養 作用 を 一 時 停止し、 春^ 
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の 候に 至れば 發芽 して 禅び 營蓥作 川な 開始 し， 此 S1 に 於て 發育 及び 結枭作 川を營 む もの なり。 

^^果樹の 休眠 作 川 は 結^ 作 川と 密接なる 關係 をお する ものにし て， 完 全に 休眠 作 川 を 終 へ 

ざる もの は假令 花芽 を 着 生せ る ものと^ も， 完 全なる 結 ^作 川を呈 する に 至らす。 ^ は 

て 小 笠^ ^ に 於て 桃 及び 葡荷を 栽培せ る 者に 就いて 此 SS に II する 興味 ある^ 驗談 な^く 

を はたり。 著^が ni S に く； りし 當 時に は. s 洋 地方より 輪 入せ りと 稱 すら 一 種名 稱 不明の 桃 

及び 「レ デ ー、 ヮ シ ン ト ン」 「フ ォスタ ー ス」 「シ —ド リン ゲ」 「力 ト I バ J 其 他兩 三種の 葡萄の 栽培 さ れ 

たる を兒 たり。 ^£1 に 於て は 桃. 葡 菊 共に ギに 依りて は 秋 末に や； る も 完 < 上に ー洛 せ ざ る ま 、 

^^に 至ろ こと あり。 斯 かる 年に は £1 花期が 一本の 樹に 於ても 甚 しく 不 n にし て 屮 の 枝 か 

旣に 花^ を 終る も， このお は 未だ 開花す るに 至ら す， 開 花の 初より 全部 落花す るまでに は數旬 

の^に 渡 り、 而 して^ 花 後 完全に 結果す る もの 極めて 尠し。 之に 反して 完全に ^ せ る S 春 

に は 一 樣に 開花 し. 且 つ 開花 期^ 短 く、 斯 かる 年に は 完全に 結果す る こと -2: 地に 於け る と^ら 

すと 云 ふ。 一 栽培 家が 桃樹に 隣接せ る 他の 樹木 を移梳 する 爲に 偶然に 桃 樹の南 II の 根 を 切 

^せし に^ 年 は 一 般に 桃の 落葉 を 見る に 至ら ざり しか ど、 切 ^された る 根と 间 方. M の 二三 本 

の 枝の みが 完全に 落槳 する に 至れり。 然るに 翌春に 至りて 獨り此 落葉せ る 二三 本の 枝に は 

完 ^ なる 結^ を 見る に 至りし が、 他 の 枝に は 一 果をも 止め ざり しと 云 ふ。 此現象 を zn gj- して 

以 來^^ せ ざ る 年に は 常に 斷 根して 落 を 促 し， 之 に 依りて 完全に 結果 作 川 を呈せ し む る 1^ 

を ^たりと 云 ふ。 

元來 果樹の 休眠 作 川 は 低温と 乾燥と に侬 りて 誘， 致さる 、ものにして 二 定の 營茭^ 川 を^ 退 

第 七 お 果&の 結果 作 E 及 ぴ 之に せる ES ま 二ハ五 



11:15s 果 o の 休 i! 期と 結果 作用 

せる もの は 假令發 宵に耍 する 十 

狀 態に 入る こと あり。 彼の 櫻 桃 

八 の 乾燥期に 達すれば 全然 發 

作 川 を 開 始 し、 十 一 n: に 至りて 他 

年に ニ&? の 年輪 (Year Ring) を 割 

夏季に 於て 一 時 落葉す るが ぺぉ な 

Gndbucr) の 研究に 依れば 酸果櫻 

云 ふ。 又^ 地の 乾燥す ろ 地方に 

て 葉が 枯 落して， 全然 枯死 せる が 

新 葉 を 生 じ ，1 ぶ 春の 結^ 作 川に は 

濕を 保^す るに 於て は、 冬 季の氣 

二 n; の 候 比 校 的 戶 量 の 多 き 年に 

年に ありて は， 乾 燥に 侬 りて 休眠 

候. 乾 燥と 低溫 との 共同 作 川に^ 

に 入る ものな り。 凡て 是 等の 果 

け，^ 々 に營蓥 作 川 を 低減して 

して 氣候狀 您が旣 に；^ 眠 作用 を 



5 へ 

分の 溫皮の T にあ りても ぼに 乾燥の^ に落槳 して 一 時 休眠 

の 一品 種 き Choisy ？) の 如き は 結 某 作 川 を 終へ て， 七 

宵 を 停止して^ 羝し • 八 月末より 九月 初旬に 至りて^ び 養 

品種と 同様に 冬季の 休眠 狀^ に 入る。 而 して 其 枝， に は 一 

する に 至る。 束 北 地方に ては該 種の 俗 稱を赤 槳と稱 する は 

り。 アツ シェル ソン。 ダレ 1 ブナ— 兩氏 (p- Aschcrson und P. 

桃と 甘 粟 櫻 桃との 雜 種に は 往々 斯 の 如き 習性の もの ありと 

於て 「ォ ラ ン ダ、 ィ チ ゴ」 を 栽培す る を^る に 八月の 乾燥期に 於 

如 き 觀 を M す れ ど も、 九 月の 候に 入りて W び 活力 を 恢復して 

支 障 を ^ す るに 至らす。 小 笠 原 a に 於て は 土 壤に相 常の 水 

^必 すしも^ 帶產 落葉 果樹の 休眠 を 促す に 至らす。 故に 十 

ありて は， 完 全なる 休眠 作 ffl を M せ ざ れ ど も， 此 候！！ 量の 紗き 

作 川 を 促進 さる 、 に 至る。 本邦 S 地に ありて は 秋 末 初冬の 

る か、 或 は眾に 同時 朋に 於け る溫 度の 低下に 伎り て， 休 眠 狀 

樹が完 全に 休眠 作 川 を M す る に は， 必 す I 定 の 營養作 川 を 

所謂 枝 幹の 成熟 作 川 を 完全に せざる 可から す。 若し 之に 反 

促す に 至 る も. 栗 樹の營 養 作用が 依然として 旺盛なる か、 或 は 



或る^ 情の 爲に 一 定 の營茭 作 川 を 全 ふす る 取 能 はすして、 此際 W び 營川作 川 を 恢復 せんとす 
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ろ^ 八" に は^、 地に ありて は 冬季の^^: な 受けて 枝條枯 損する に 至る^み なら す， 此 の 如き 狀 

您の 下に ありて は 花芽の 着 牛； 及び 發育 極めて 不^にし て .假 令 あおの おに 枯ぉ せ， さ ろ^ 八" と 

雖も翌 年の 發育結 枭兩作 川 共に 不^な り。 

^樹 栽培 上 土地の 選 擇を行 ふに 當 つて 表土の^ 淺， 排水の^ 否， 土 壤の肥 瘠 お 機 物の 多 少， 及 び 

肥料の 種類. 分 IM. 施肥の 囘 數. 畔 期 等 は獨り 花芽^ 着 先. 果實の 成 熱 及び 品 w S に ^ する のみ 

な ら す. 是 ^の耍 素が 休眠期に 於け る 果樹の 成^ 作 川に 甚大な ろ 關係を 右す。 花芽の^: 屮 を 

促して^^ の 成熟 を 完 全 に し，^ 實の 品^ を 改^す るが 妣き 土質. 肥れ. 施 肥 法^ 他の 自然 的 及 

び 人お 的の 耍 素が 之と 同^に 朵樹の 休眠期に 於け る 成熟 作 川 を 促進す るに 與 つて 效 ある も 

のな り。 是 等の 亊 實に關 する 實 例は强 いて 玆に揭 載す るの耍 なかる ベ し。 

著^が 竒森縣 に 於 て 歐洲種 葡萄 を 露地に 栽培 せ る を兒る に、 「ボ ル ド ー」 液を焭 ^期 問に 撒 おせ 

る^に は^^の 爲に蔓 (cases) の 枯^す る もの 尠. く， 之 に 反し て 「ボ ル ド ー」 液 を馓 布せ ざ る^に 

は 寒害 の^に 蔓の枯 損する もの 甚だ 多し。 「ボ ルド—」 液と^ 害に 對 する K 抗 力と は K 接 何等 

の關係 をお する ものに あら ざれ ども、 元 來歐洲 種 葡萄の 新 梢 及び 諮 部 は^: 巷^ 問に 諸種のお 

おに 犯さる、 を以 て .1\J が爲に 休眠期 以前に 完全なる 營養作 川 を 全 ふす る こと 能 は す， 秋 冷 の 

候に 至て 病菌の 繁苑 漸く 停止す るに 至りて W び 營 養 作 川 を恢褸 する も， 氣 候 狀 が 之 を 許さ 

す^が 未 热の儘 落葉す る を 以て 寒害の 爲に 枯^す るに 至る。 然れ ども 營^ 期^に 「ボ ル ド— J 

液な 撒布して 病菌の 繁殖 を 未然に防ぐ ゆに は. 休眠期に 入る 以前に 完全なる ひ" ^作 川 を 遂け. 

^の 成 巧； "：；兀 < 十： なる を 以てよ く 寒害に 抵抗す るに 至る。 此の 如き 實例^ は 少なから すと 雖も， 

な 七 のお 菜 作用 及な 之に せる ssffis 一六 七 



論總、 il 園 樹果驗 赏 



& 三 節果 ss の 休眠期と 結果 作用 - 一 六 八 

餘 りに 冗長に 渡る の 恐れ ある を 以て 之 を 略す。 

以上 述べた るが 如く 營養作 川徐々 に 低減して 休眠期に 人る と同檨 に、 休 眠朗 より 營茭 期に 移 

る 場合に は 先づ根 部の 活動 を 開始し、 氣溫の 上^に 作 ふて 淅 次に 枝 幹の 營蓥作 川も^ るに 至 

る。 來京. 祌な川 地方に ありて は 桃 及び m の發芽 及び 開花の 時期 は 四月 上 中旬な れ ども， 新 根 

の 發生は 二月 中旬に 於 て旣に 開始し、 三月に 入 りて 花芽 及び 葉芽が 著しく 膨大して 樹液の 循 

遠の 漸々 開始 さるる を認 むる に 至るべし。 ^樹の 室内 栽培 又は 促成栽培 を 行 ふ 際に 此 原理 

を會^ せ ざれば^ 々失敗に 終る^ あり。 彼の 葡萄の 室 内 栽培 (平 熟 栽培) を 行 ふ ものが， 冬 問 床 

土 を 十分 乾燥せ し め， 戶 窓 を 開放して 休眠 作 川 を 完全に し， 二 月 ： 卜 旬 又は 三月 上 中旬に 至りて 

急 激 に， 而 かも 多量に 灌水して 一 時に 戶窓を 密閉 し， 催 芽 を 促進す る "か 如き は實に 誤れる 所の 

方法な り。 此の 如くして 發芽 せる もの は 新 梢の 發育不 良. 組 || 柔軟なる のみ な ら す， 花 穗の發 

育 又 不^な り。 休眠^より 營養 期に 移らし むる に は 自然の 習性に 從 ひ， 徐 々に 行 はざる 可ら 

す。 今假 りに 催 芽の 第 一 日 を 三月 十 B とすれ ば. 耖 くと も 二 n; 廿 二三 日頃より 床 土に 些 しく 

水 を 行 ひ， 夜 間 は 戶窓を 密閉して 氣溫の 低下 を 防ぎ， 口中 は 戶窓を 開放し て 氣 溫 の 急 淤 な る 

上界 を 避 け、 n ^に 戶窓を 開放す る 時刻 を遲く し， 密 閉 する 時刻 を 早めて 徐々 に室內 の氣？ J を 

高 め ま 水 も 漸次に A を 多く し .斯 くして 豫定の 催 芽 期卽ち 三月 十日に 至らば 灌水 量 を 更に 增 

加 し. 且 つ 枝 幹に 撒水 (syringe) を 行 ひ， 戶 窓 を^ 閉 して 水 濕と溫 度と を 十分に 與ふ 可し。 此の 

如き 漸進的の 方法に 依る 時には 催 芽後發 芽す るまでの n 數尠 くし て、 新 梢よ く 肥大 し、 花 穗 も 

密 にして 發育 結果 共に 完全なる もの を^べし。 前記の 場合 二 月 二十 二三 日頃に^ 激に 灌水 



fSr S 樹栗驗 K 



^ してお .遇 <ゲ •：：：！ むる も 實際發 芽して 閲 花す るの 時日 は^ 者に 比し て、 甚 しき 差 を It めざる 

は 是迄數 年 問の^ 驗に 於て 明確に 之 を立證 する を^たり。 

是ぉ 一^ 述 せし 所の もの は 結^ 作 川と 休眠 作 川との 關係 及び 休眠 作 川と 自然 的 要素 及び 人お 

的 要素との 關 係の 一 般 なり。 次に 果樹の 品種と 休眠期との 關係 及び 休眠期と 氣 候に 對 する 

適應 との 關 係に 言 及 せんとす。 

マ ク ー ン 氏が 苹^ の氣 候に 對 する 適 應性を 研究せ る 結論 に 曰く 寒地に 於て 十分^ 害に 抵 

沆 し、； S 死せ すして 完全に 結果 作用 を呈 する もの は 早 熱 種な り。 又苹果 栽培に 不適 當 なる 一： S 

^地帶 に 於て. 比 校 的 容易に 結果して 而 かも 品種の 特性 を ある 程度まで^ 栗實の 上に 發撺す 

ろ もの も 亦 早 熱 種な り。 要するに 早 熱 種 は 一 年間に 於け る營養 作用 を 早く 休止す る を 以て * 

侈：： 蓥期 閗 の 短き 冱 寒地に 於ても 枝條 よく 成熟す るが 爲 に， 寒 害に 對 する 抵抗力 を 生 じ， 又 營 養 

S 間の 長く 繼續 する.； 5 溫地帶 に 於ても 枝 幹よ く充實 する を以 て， 花 芽 を 着 生 し， 最 高 氣溫に 達 

する 以前に 成^す る ものなら ば、 品 種の 特性 を發 揮す るに 至る ベ し』 と。 同氏の 觀察は S に與 

味 あり。 本邦に 於ても 四 國. 中 國 地方に て； 比較的^ 易に 結 栗す る 所の 紅 魁. 黄 魁. 中 成 子等の 如 

き：： i 種 は 何れも 早熟 種に あら すん ば， 中 熱 種 中の 早生 種な り。 本邦に 於て 樺 太 又は 千島^島 

の 如き 冱 薄地に 於け る苹果 栽培の 成 績； に 就いて 著者 は 未だ 閗知 する を 得 ざれ ども、 マ ク： ^ 

氏の 結論に 伎れば 早熟 種 は 一 年間に 於け る營養 期閗短 く， 果 樹の 成熟 期、 卽 ち 休眠期に 入る 事 

平 き を 以 て. 氣 候 上の 適應性 最も 强 く. 地 理學 上の 分布 亦 最も 廣き ものな りと 稱 する 事 を 得べ 

し。 オック ヮ試 ©塌 にて マ ク— ン 氏の觀 察せる 苹果 品種の 耐寒 力 を 調査せ る を 見る に， 特に 

第 七 ^菜 の 結果 作用 及な 之に 翻 BI せる 現 « 二ハ九 
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第 111 節 果© の 休眠期と 結杲 作甩 I 七 0- 

耐寒 力の 强き (very hardy) もの は 早熟 種 五 種の 中 四 種 • 中 熟 種 十 一 種の 中 五 種 お 熟 種 十二 種 い 

中 一 種， 貯藏種 三十 一種の 中二 種な り。 其名稱 左の 如し。 

早熟 種 (summer variety) 

「シ ャ ラモッ フ /cllarlamoif) 初 笑 (Duchess of oklcllklrg) 「口 ン グフ オル ド、 ビコ テ l」(lbllgfcl.d wl.alitv) 

^ fYellow Trallsrarent.) 

中 種 1-A.ut_.lm く a-rlcty し 

「ギ チ ォ ン J(Gidioll) 「ヒ バ. I ナ 1 一 (Hibernal) 「口 ン * クヒ 1 ル ド」 (L§gfleld) 「マ ク マネ ン J(MC. Maholl) 

晚 種 (Early Winter variety) 

「ゥ ヰン タ 1、 セ ン ト、 口 I レ ン ス 」 (winter St. Lawrence) 

貯藏種 (Late Winter variety) 

「ゴ ル デ ン-ラ セ ッ ト」 (Golden Kusset) 「ミ ル ゥォ ク」 (M.ilwauTS ソ 

以上の 觀 察に 依れば 耐堪 力の 强弱は 果實の 成 熱 期と 略 ぼ 一 致す 3 然れ ども 耐案、 力の 强弱 な 

果樹 其 者の 成 熟 期 (reriod of nilsllillg of wood) の 早 晚に歸 するとせ ば. 果 實の 成熟期より も， 寧 ろ 

落葉 期の 早晩に 侬て 耐寒 力の 强弱 をト する を 至 當 なりと せす や。 落葉 期の 早晚は 同一 境遇 

の 下に ある 異 品種 間に 於ても 將た 境遇 ^異にする 所の 同 品種の 個體 問に 於て も、 S も 明確に 

休眠期の 早晚を 表示す る ものたら すん ば あらす。 著者の 調 杏一 不完全に して 同一 撩 遇の 下に 

あろ 異 品種 間に 於け る 落葉 期の 早晚を 數字 的に 比較せ ざる を以 て. 今 玆 に S する こと 能 は 

ざれ ど も， 果 實 S 成熟期の 早晩と 落葉 期の 早晩と は必す しも I おする ものに あらざる が 如し * 



言&ぬ 藝 a 樹枭 お^ 



^し 此兩 おの 闢係 は价も 結^^ 齢の ゃ晚 と桌 貲の 成熟 职の 早晩との 關係に 酷 仰 

り" 郎ち^ wwv^ なる 品^ は 一 般 に^^ 期せく， 晩熟^ は 一 般 にお^ 期 も亦晚 

巾に は^ 薬 期の 特に 晚き ものな く. 晚 熟 種 中には 落葉 期の 晚 からざる もの あれ 

^の晚 きもの は 之 V- 晚熟 種に 於て 兒 るべ し。 著^ は是 等の が 富より 推 論 し て 

耐 お 、力の 强き 品種 は 落 菜 期の 早き 品種に あらざる か を 疑 ふ もの な り。 木 邦に 

の强 弱を實 地に 試驗 する こと 困難なる を以 て， 直 ちに 事實に 伎り て立證 する 

を逮憾 とす。 更に 著齐は 一 * を 進めて * 樹. の 結 齢の 早晚 は^ 粱 期の 早 

係 をお する ものに あらざる か を 疑 ふ ものな り。 晚熟 種に して 落^ 期の 早き 

て 耐^力の 强きも の、. i- 種に して 結 * 年齢の 早き も の、 此 三^の 關係 は桢物 

じて 一致すべき 山 あり。 將來讀 ^と共に 上 述の關 係 を 事實の 上に 立 説 す る 

甚 なり。 
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第 四 節 艰§ の 花器 Floral orgag of Fsit Trees. 

^樹の 花 は 雄蘂 (stain) 及び 雌蘂 (pistil) を 基礎と して 考 ふる 時には 二つに 大別す る こと を ほ 

ベ し。 一 花. 2： に 雌雄 兩蘂を 具備す る 所の 兩性花 (Hermaphrodite Flower) に し て. 他 は 一 花. 2： に 雄 

薬 又は 雌蘂の み を 具備す る 所の 眾性 花 (unisexual FloAvcr) 卽 ち是れ なり。 而 して 雄蘂の み を 具 

^せる もの を 雄性 花 (Male IlsYcr; iStaiuiiiatc ； Flower) と 云 ひ. 雌 蘂 のみの， o の を 雌性 花 (？11ョ10 

rlowcr; づ istilatc FI2V20 と 云 ふ。 一 株に 雄花 及び 雌花 を 混成す る もの を 雌雄 m 株 (Molloociog plaut) 

«s 七^ 菜 a の ss 菜 作用 及び 之 iiBIre せる 一七 一 
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第 四 {S 菜 58の花；ぉ I 七 二 

と 云 ひ， 雌 雄 各 株 を 異にする もの を 雌雄異株 (Dioecious pkllt) と 云 ふ。 

1 般 に 苹^. 梨. 枇杷. 榲柠 .柑 橘 頻 .桃. 櫻 桃 .李. 梅 ，杏. 葡萄. 須 具 利 • 房 具 利 • 木 苺 類 等の 粜樹は 兩忡花 



を 有すれ ども、 雄蘂の 機能 不完全に して 花粉 

粉に 校 精の 能力な きもの あり。 柑橘類の 「ネ 

栗. 橾の 如き は犟性 花に して 且つ 雌雄同株に 

た る 雌雄同株に あらす して 寧ろ 雜生 株に 編 

のみ を 着 生して 容易に 雄性 花 を 生ぜざる も 

御所の 如き は 普通 雌性 花の 外に 年に 依りて 

と稱 する 品種 は 雌性 花. 雄 性 花の 外に 完全な 

も 時に 兩性花 を 生す る こと 稀なら す。 元來 

も、 雄性 花 は 一 節に 數 花 總 狀を呈 して 生 す。 

性 花 は槪形 雄性 花に 類し， 而 かも 雄性 花序に 

多し と雖 も. 柿に ありて は 全然 雌雄 株 を 異に 

雌雄 性 GSCX) に關 する 研究 は 尙ほ將 來の餘 地 

從來 雌雄異株 として 知られた る熱帶 果樹の 

序に 兩性花 を 混 生す る こと は 稀な ろ亊實 に 

見せる のみなら す、 小 笠 lg 島に 於ても 此の 如 



を 牛； ぜ ざる もの あり。 假令 花粉 を 生す ろ も お 花 

—ブル， オレン ヂ」、 及び 溫 州等此 部類に 屬す。 胡桃. 

^す。 柹は 分類の 牮に 於て 述べた るが 如く， 純然 

入す る を^ 通と す。 品種に 攸り ては^に 雌性 花 

の あ り. 蜂 星 • 富 士等の 品種 卽ち 是れ なり。 禪 寺 丸 • 

^しく 雄花 性 を 生す る こと あり。 又 俗 稱女夫 柿 

る 兩性花 を 屮： する こと 多 し。 其 他の；： E 種に 於て 

柹の 雌性 花 は 結 * 枝の 一 節に 一 花 を 着^ すれ ど 

而 して 雌性 花に 比すれば ¥ 花 瓣廿： ハに 小な り。 S 

混 生す。 子に は 雌 雄 全 < 株 み 異にする もの 

する もの ある を 未だ 知せ す。 柹 及び 君 D 子の 

を 有する ものと 云 ふ を ベ し。 

蕃， 爪 (prica Papaya Linn.)s 如 き も、 雄 性 株の 雄性 花 

あ ら す， 著 が 溫 {せ .2: に 栽培せ る 蕃爪樹 に 就 一」 莨 

き举實 を 多 く實 兌せ. り。 而 して 兩性 花の * .^ は 



雌 tt 花の^ 實に 比して 著しく 細長 形なる は 柹仍^ 合と 间樣 なり。 S ワイ^ 驗^^ ヒ ツ^、 > 



1ST IS1 麩 KI 樹 S お K 



氏 (J. £. Hcs) が 1 

に S ^ 花 を 混： ir; し. 又 

は兩^ 花 を；^ 屮； す る 

八 3 に 多 しとな せ り o 

冈 にあら すと し. 氣 候 

^ 花 な ^ .V るが 如き 

かとの 疑 n を殘 せり- 

は^ 爪樹 S. 性に 闢 す 

く， U: つ 一 本の 雄性 株 

排に^ ^する こと あ 

(AM に 雄性 花の み 

(B ) 雄 忭花を 主と し 

(；； m に s 性 花の み 

p 一 雌性 花 を 主と し 

小 に 雌性 花の み 



九 一 s:^ に 蕃爪樹 の 性の 變異 に^いて 觀察 を發 表せる を 見る に， 雄性 株 

は 雄性 株に 雌性 花 を 混 生す るの 變異を 認め たれ ど も， 雌 tt 株に 雄性 花 又 

の 事實を 記載せ す。 而 して 雄性 株に 兩性花 を 生す る は氣溫 の 稍-低 き 場 

從來 信ぜられ たるが 如き 項 芽の 垴切 は必 しん 兩性 花の 着 生 を 促す の 主 

以外に 種々 なる 未知の 原因の 存^す る ものなる ベ しと し， 又 雄 牲抹に 雌 

も耍 する に^ KM 不明に して 「枝^り」 の 如き も K 理由の 一 つに あらざる 

I ネ 氏へ T ト B. Kulrlnli, Poona A^rl. に oil.) 

問に は 中 SI の 形質 を 具備せ る 個體多 

經路を 表 は 

經跻左 3 如 



して^ 後に 純然たる 雌性 

し o 



) 一九 一 五 年ブ— ナ大學 の クルカ 

る 研究 を な し. 雄 性 株と 雌性 株との 

が 樹齢の 進む と 同哓に 漸次 中間の 

りとの 事 實を說 明せ り。 其 變異の 

を 牛； す。 

て 之に 兩性花 を 混 生す。 

を 生 す。 

て 之に 兩性花 を 混 生 す。 

を 生 す。 

此^ 如き^^ より 推論す る^に はき 爪樹も 亦雜性 株と 稱 する こと を^べし。 柹 又は 劳遷チ 

に 於て. T 此 W 如き 又は 之に 顯 似せる SI 係が 存す るに あらざる か。 

次に 抹杲樹 たろ 栗に ありて は 一 花序の 基部に 雌性 花 を 生じ， 上部に 雄性 花 を 生す る も 

_K 七 W 菜お の 結果 作 E 及な M に SB© せる 一せ =1 
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0^0 軍 果と罩 性 生 ほ 一七 H 

のと 一 花^ 全部 雄性 花の みより 成る ものと あり，！ 株に 斯の 如き 兩樣の 花序 を 混 生す。 胡桃 

及び 核に ありて は 雄性 花序と 雌性 花序と は 全然 分立し て 生す る ものな り。 

無花^に ありて は 之 ま で 說述せ る ものと 多 少 其 ^ き を 異 に す。 無 花眾の 花 は 所謂 隱頭 花序 

(catkho にして 花 托の內 部に 微小なる 花 を 群生す。 種に 伎り て は眾に 雌性 花の みよりな 

る もの あ り. 雌 性 花 及び 雄性 花の 兩 を 牛； する もの あ り， 殆 んど 雄性 花の み を 以て 充 たさる ， 

もの あ り、 何 れ にしても 雌雄 同咪 果樹と 稱 する こと を 得べ し。 

せお 五節 5^ '篇 4 一口 《JLd と？ き 生お 這 partllenocfll-pie and parthenogenesis. 

果樹の 中には 花粉の 作 川 を け す， S ち 校^^: 川を遂 U やして 結^す る もの あり。 此際 胚珠 

が 發^: して^ ^ と R S に完 令： なる 種子 を 形成す る もの を E 生 苑 、又 は處女 生殖と 云 ひ- ス ヰ 

ン ゲ ル 氏の^ 驗 に侬れ ば， 柑 橘 類の 巾に は ^爲 や：^ を遂 ぐる もの ありと 云 ふ。 ^樹 以外の 植 

物に 於て はお 爲生苑 の實例 少なから す。 木 邦に 於て は 朵樹に 於て 未だ 斯の 如き 實例を 見す。 

授^ 作 川 を 受けざる^ に 胚珠 が 發 宵せ ざれ ど もギ B. 乂 は 花 托の發 宵して 完全なる^ 赏 とな 

る もの あ り， 之 を 眾爲結 某と 云 ふ。 柑橘類の 「ヮ シ ン ト ン、 ネブ ル、 ォ レ ン ヂ 」 「トムソン、 イン ブル 

I 'ブ ド. -VE 皿 ^蜜 葡 ぬの 「シ ドリス， サルダ ナ」 (se,-d!ss saltana). 「ト ム ソ ン、 シ I ド リ ス /Tkmlpson-3 

seedlesss 柹 の 富士. 身 不 知. お 他 数 種 及び 熱帶^ 樹の 「パ ナ 、 」(Musa sapicntum Linn.) の 如き は 何れ 

も 完全なる 粱爲 結^ をな す ものにし て、 所 謂 無 核 果 (unless Fruits) を 生 t 上述の 柑橘 頻 に あ 

めて は^ょり 花粉 を 化する こと if めて 尠 くお 令 花 粉な 化 す る も 花粉の 發芽 力の 不 ^ 全 な る 
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もの あり" なお-旭 ^せの 完全なる 花粉 を 交配す る 時には 種子 を 牛； する に 至る。 然れ ども 是 

^の 柑橘颠 は眾に 花粉の 不完全なる のみなら. ず. 雌蘂の 胚珠 も 有 核の 柑橘類に 於る ける 程に 

は 完全なる も S にあらざる 可し。 . 如 ：！： となれば 州 蜜柑に 他 種の 花粉 を 交配す る 時に も 成 

核の 歩合 極めて 尠 きの 事お あれば なり。 菊^の 「ト ム ソ ン シ ー ドリス. 『 シ，' ドリス- サ ルタナ j 

の 如き 無 核 品種に ありて は 雄蘂 は 完全なる 形 慫を呈 すれ ども 花粉に 發芽 力なし。 柹に あり 

て は 雄性 花 を^ 牛： せざる 品種に は 無 核朵を 生す る ものにし て、 柹 の 無 核枭の 多く は 完全なる 

花粉 を夂 くれば 投 粘して 種子 を 生す るに 至る。 「バナ 、」 の 葯には 全く 花粉 を 有せ す、 本 邦產芭 

(Musa Basjoo s:cb.) の 花粉 を 「バナ 、」 の 柱頭に 交配して 完全なる 種子 を 生成せ しめたる 實例 

あ り 

一 般に WKis 結果 をな す もの は 授精す ろと せざる とに 攸 り、 結 果步合 (setting percentage) に 差 を 

屮- ぜ す。 ヒュ I ム氏 (II. II. IIUnKO は 柹の落 菜の 主因 を 授精 作用の 有無に 歸 せし が、 是 れ 一 部 

お 核 品種に 限られた る 現象に あらざる か. 又 軍爲 結^ をす る もの は 種子の 有無に 依りて 多少 

* S 形狀 に扣異 を呈 する こと ありと 雖 も， 果 實の大 さに は甚 しき 相違 を 認めす。 一般に 單 

は 結 * の^ 象 を呈 せざる 果樹に ありて も， 授 粉 作 川 を 妨害す る か， 又 は 自花授 粉 を 行 はし むれ 

ば. 無 核果 を 生やる 二と も あり。 歐洲種 葡萄の 「マ ス カット- ハ ン ブル ダ」 (Muscat Ha ョ burgh) を 開 

花-以前に 去勢して 袋 掛を行 ひ、 全然 自花 及び 他 花授粉 を遮斷 せし に、 一 花房 全部 結果 し， 何 れ も 

無 核 * なれ ど も、 果 粒の 發育 極めて 不良に して 有 核の 莱 粒に 比して 大 さは 其 半分に も 及ば ざ 

りき。 然れ ども 冇核 粟粒に 比して^ 色 著しく 平き を 認めたり。 該 種の 葡萄 は 自然 狀 態の 下 

ffik 七 の Is* 作用 及び 之に Ml 聩 せる 現象 1 七 五 
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第 六 節 果！； 3 の 一七 六 

にあ りても 一 \i5 .2: に冇樣 の^ 泣と 無 核の * 泣と を 混 生 し、 無 核の 果粒 は發育 不良に して 着 

色 早き 事 は 一 般 に栽坊 ^ S 認 むる 所な り， 斯 の 如き 實例は 他 種類の 果樹に も 少なから す。 此 

部類 】© する^ 樹 にあり て は 校 精 作 川 は 結^ 作 川の 必耍條 件に あらざる も. 種 子の 存在 は果 

寶 S 發宵を 支配す る 所の 必須 耍件 たる ものにして， 一 般 の單爲 結^と 其 趣き を 異に す。 

^ほ 結 菜に 就いて： 史に趣 を 異にする もの は 無 花 栗の 結 菜 作 川な り。 吾人の 普通 栽培す る 在 

來 黑 花 舉「 ホ ヮ ィ ト、 ゼ ノ ァ」 cwhite Gcnov) 等 にあり て は 授精 を遂 けす して 所謂 果實 が發 育し. 

而 かも 多^の 種子 を藏 すれ ども 是 等の 種子 は 種 殻の みの 發育 せる ものにし て， 胚 及び 胚乳 を 

^せざる ものな り。 櫻 桃に 於ても 核 及び 果實が 完全に 發 育して 胚 及び 胚乳 を 全然 具備せ ざ 

一 ろ もの 多し。 仉 し 櫻 桃の 51 合 は 其^ 因 不明な り。 

第 六 節 果樹の 授粉 rollination of Fruit Trees. 

ぉ結染 及び 粱性 生殖 以外の 場合に は 授精 作 川 は 結果 作 川. 拉 に^ 實の發 育作 川の 必須 條件 

なり。 授精 作 川なる もの は 雌 if の 柱頭 (stigma) に 花粉 (PC113) が 附着し、 發芽 して 花粉管と な 

り. 胚 珠の 内部に 入りて 始めて 行 はる 、 ものにし て、 花 粉が 柱頭に 附若 する を授 粉と 云 ふ。 

耍す るに 授精 は 校 粉を遂 けたる 校に 起る 所の 现象 なり。 

航 物の 授 粉に 阳 する 現象に 就いて 一 七 六 一 ^ケル ロイク I 氏 (Hp slrcufor) が 觀 察 及 び 寳 

驗を發 表して 以 來. 幾 多の 舉^ は 多 數の桢 物に 就いて. 花授粉 (. ふ lf-rcnination) 及び 他 花；^ 粉 

&.§.polliliaticll) を 行 ひ、 授 粉の 砹介 物 (pcllcu-DistributerM 子 成 生の 狀憨 等に 就いて 詳細なる 實^ 
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を遂 けし が、 果 樹の 結果と 校 粉との 閼 係に 就いて 始^て 實騐を 行 ひし は. 英 S3 のス ヱ— ン 氏 一. づ. 

G. swayls) なり、 E! 氏 は 一八 ニー 年に 洋梨 「ガ ンゼル ス、 ベ ルガ モッ ト」 (ニョ l々l-s Bcrgamotte) 及び 「ブ ラ 

ゥン、 ボ ー レ」 (lircwll BCU1T6) に 就いて 實驗を 行 ひ、 兩 者 共 自花授 粉に て は 不結實 なれ ど も. 他 品 種 

の 花粉 を 配す る はに は 完全に 結實 する こと を 確め， 一 八 二 ニキ 八月 二日 詳細の 記載 を P ンド 

^の Hi 藝協 ^(Horticultural society of London) に 送致せ り。 ス H — ン 氏の 實驗は 一 八 二 年 S 化一 

協會 協議 錄 第五 卷 (Transaction of the Horticultural Society 。f London, V. 1824. pp. 208-213) に 揭截 され 

たり。 然れ ども 當^ 果樹の 結果と 校 粉との 關 係に 就いては 深く 注意 を拂ふ ものな かりき。 

然るに 十九 世紀の 末 薬に 至り 米國に 於て 該問^に 就いて 栽培 者 間に 深甚なる 注^ を 喚起す 

1.3 - - 至 1 り。 米國の 一 會社ォ ー ルド、 ドミ 一一 オン、 フ ル. I ト 、コンパ 二 ー(OIJ Donll-ioll Fruit company) 

i 一 八 七三 年顷 より ゥ ァ ジ ユア 州 (vil.gcllia state) ゼ ー ムス 河 (James River) に 沿へ る チェス ナツ 

トフ ァ ー ム (chestnut Farm) に ニ莴ニ 千布餘 木の 梨樹 み， -栽祯 し、 牛； 育 佳良に して 十分 開花す るに 

至りし もせ； (結 實 極めて 不良な り^。 之 を 以て 其 原 因 は必す 病害に ありと な し. 同 會社は 其 研 

究を泶 務省桢 物 病理 部に 委囑せ 00 依って 同 部に て は ヱ 1 'ト氏 (M. B. ン vilitc) を 派遣し 

て 之 を 調査せ しめたり。 同氏 は 一 八 九 ニ年該 地に て 親しく 調査せ るに 該枭 樹阅は 特に 病害 

の甚 しき を 認め ，-v 叵 し此 果樹園 は 「バ， 'ト レツ ト」 (Bartlett) の單桢 園に し て、 W 木 商の 間逯 より 

少 の 「ク ラップス、 へ ー ボ リツ ト」 (Glapp-S Favorite) を混桢 せし が.^ 周圍 にあり しつ ハ ー ト レット. - 

のみ は 相 常に 結^せる より 不結果の 主因 は 或は 該 品種の. H 花投糈 不能に あらざる か を 思 ひ • 

試みに 他 品種の 花粉 を 以て 之に 交配 を 行 ひしに 其 結 * 作 川 驚く 可き 程 良好な りし が， 自 然 の 

_K 七^ 菜 3 の Si 菜 作用 及び 之に HBI せる 5SS 一七 
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aH ハ節果 ca の授粉 一七 八 

狀 態に 放任せ しもの は侬 然として 結 * 不 ^ なりき。 同氏 は 同^ 更に -1 ュ；、 ョ —ク 州 (Now 

York state) の 口 チヱ スタ ー (Rochester) ゼ ネ バ (G,lle\.:l) おに 於て 同様の 實驗を 行 ひ、 一 八 九 五^' お 

花の 授 粉 (The romttation of F12VC1.S.) と^し、 桢 ^ 现部 報た： 第五 號 として 發， せら れ， 其 後 

苹^ に 就いても 同 樣の實 驗を行 ひ、 仁果 類の 校 粉 と^し、 一 八 九 八， 平 農務 省 年報に^ 表せられ 

たり。 ヱ —ト 氏が 洋梨の 授 粉と 結 栗に 就いて 確實 なる 實驗の 成 鎮を發 表せし より、 今日に 至 

るまで 旣に. 二十 年、 其 間 世界 各國 の^ 藝 家が 各種の 染樹に 就いて 抆 粉と 結 朵 との 關係を 研究 

せる 成績 多 く， 何 れも 研究の 中； 耍點 は. 花結寳 (self .Fert ョ ty) 自花 不結實 osclf-sterility) に 關 す る 

各 品種の 個性 上の 相逄. 校 粉と 外界の 狀態、 (Exf al condition) 各" g 種の 開花 朋 §。ii"g 】 r:od) 

と 混 植 (Illter-PIalltillg) と S 關 係. 其 他 K 地の 栽 -ぉ 上 ^ なる g 少なから ざる を以 て. 顺 を 追 ふ 

て是 等の 事實を 紹介 せんとす。 

一、 自花結 實と自 花 不結實 Bf-Fert ョ ty nsd sclf-stcl.ility.) 

葷に自 花 結 實と稱 する 場合に は Self-Fruit fulll2s と Self-F2.tinty と 兩樣の 意 味 あり。 前者 は 廣 ^ 

にして 左の 現象 を總 括せ る ものな り。 

《ィ) 全く 校 粉せ すして 結 栗す る もの。 ， 

(口) a 花 校 粉す る も 授精 を遂け す、 從 つて 種子 を 生 ぜ すして 結 E!K する もの U 

(ハ) 自花授 粉に 侬り 完全に 授精 し. 種 子 を 生じて 結 梨す る もの。 

(ィ) 及び (口) の 揚合は ^爲 結染 にして (ハ) の 51 八 " は 卽ち狹 籙に云 ふ 所の 自花 結實 にして， Helf-Fcrtility 

^嚴密 なる 意味 は卽 ち是れ なり。 本お f に 於て. 2 花 結 實と稱 する もの は、 必 す ( ハ) の 锡合を 指示 
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する ものな り。 次に 自花校 粉 (self-rollhlatlon) と 稲す る もの は. 三 樣の裼 合 を 含む • 

(ィ) d 1 花 内の 花粉 を 同一 花 內 の 柱頭に 配す る 場合。 

(口) 一 花の 花粉 を 同一 株の 他の 花の 柱頭に 配す る 51 合。 

(ハ) 株 を 異にする 同 品種の 花粉 を 配す る 場合。 



(ィ )( 口 ) 及び ( ハ ) の 裼合は 普通 兩性 花に 適 

同 一 品種の 花粉 を 同 一 品種の 柱頭に 

自花 不結赏 (self-sterility) と は. p 花授粉 

を 含む。 

(丄 花粉が 生理的に 不完全なる 場 

(口) 雌蘂の 發育 不完全なる 場合。 

(ハ) 雌 雄蘂 共に 完全な る： 場合。 

(ィ) s.wi 例 は 葡萄の 品種に 多く 之 を 見 

其 火 部分 は 發 芽 力 をお. すれ ども 生殖 

す。 而 して 該 種に は ^爲結 菜の 特性 

る 花粉 を 配 すれ ぱ^く 授精して 結實 

著 ^ は 「ブ ライ トン」 の花秘 十四 個に 嚴 

然 一 粟粒 を も 止めす， 殘 りの 一 花穗に 

『レ ノア I、 ヮ シ ン ト ン -fjbdy "wilsll ョ gton 1 



川す 

KM す 

に て 

合 o 



る o 

核 又 

な き 

す る 

な 

よ M 

の 花 



る もの なれ ど も ，眾 性 花に ありても 之と M 樣 にして 

る 凡ての 場合 を總稱 して a 花授 粉と 云 ふ。 

授！ W を遂ゅ す、 且 つ 結 栗せ ざる ものにして 次の？！ 合 



e?> 七 n 菜 Ha の 果 作用 及 K 之に bi K せる 現 _« 



ブライト ン (Brighton) の 如き は 多數の 花粉 を 成 生し * 

は營養 核が 不完全なる を 以て 投 精を遂 ぐ るが 能 は 

を 以て 結果す るに 至ら す. 然 れ ども 他 =i 種の 完全な 

に 至る ものな り。 

る 方法に 依り、 C! 花 校 粉 を-打 ひしに 十三 花穂に は 全 

かに 二 染粒を 止めた るに 過ぎ ざり き。 之に 反して 

粉 を 交配せ る もの は， 全部 完全に 結實 せり。 葡 菊の 

一 ま 



is 六 ®SM の ssa 一八 ひ 

雄蘂 は 第 a 幸に 說 明せ るが 如 く， 庇 す： tt の ものと 蠻曲 性の ものと あり J 不完全なる 花粉 を 有 

する もの は、.^ として 後^の 形態に ！i す。 ドル シ— 氏 (M. J. Iwor.sey) は 葡萄の 栽培種お 三十 種 

に 就いて 雄蘂 を檢 せし にお 中 九十 五 種 は 直立 性に して 三十 七 種 は 彎曲 性な り。 而 して 直立 

性 九十 五 種の 中. 十 一 種 は自花 不結實 にして U 、他 は 完全なる 自 花結實 なり。 彎曲 性 三十 二種 

の 中、 三 十 種 は. E 花 不結實 にして 殘り 二種 は 幾分 か自 花結實 せりと 云 ふ。 

花粉が 生理的に 不完全に あ ら ざ る も， 花 粉の 生 產量少 き 爲に自 花 結實に 困難 を感 する もの あ 

りと 云 ふ。 桃の 上^ 水蜜 • 日本 梨の 早生 長 十郞の 如き は 花粉の 生產 量の 極めて 少き 品種 なり。 

然れ ども 自花 不結實 なる や、 否 や は確實 なる 試 驗を終 へ ざる を 以て 斷 言 する こと 能 はす。 

(0)3 實例は 核果 類に 於て 認 むる 事 多し。 桃の 天津 水蜜の 如き 豐產 なる 品種に ありて も、 雌 蘂 

が 萎縮して 徑 かに 根 跡 を 止む るに 過ぎざる もの あり。 櫻 桃の 黃玉 (Governor .wood) に 於ても 

之と 同樣 なる 現象 を認 むる 事 多し。 泶國產 の觀賞 ffl 李 「ブラック、 マン 」(Blackman) の 如き は 全 花 

殆んど 完全なる 雌蘂 を 具備す る ものな しと 云 ふ。 花粉の 不完全なる も の、 叉 は 花粉の 生產量 

少 きものに ありて は. 他 花授 粉に 依りて 結果 を 計る 事 を 得れ ど も， 雌 蘂の 不完全なる もの は絕 

對 的の 不結寶 にして 如何と もす る こと 能 はす。 

(ハ) S ^ 合 は 一 般に云 ふ 所の 自花 不結實 にして、 雌 雄蘂 共に 何等の 異狀 なくして C 花 不結實 の 

現象 を呈 する ものな り。 B 本 梨 長 十郞の 如き は殆ん と絕對 的に 自花不 結赏 と^して 可な り 、し 

然れ ども 長 十郞の 花粉 を 他 品種の 柱頭に 配し. 他 品種の 花粉 を 長 十郎の 柱頭に 配す る ゆに は、 

完全に 結實 する を 見る。 日 木 種 李の 寺 S の 如き も. 長 十郞と 同樣の 現象 を呈 す。 此の 如き 自 
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花不 結實の 一 理由に 就いては 生理^ 上 今尙ほ 不明の 點 多し。 

苹 ,$0. B 木^. 櫻 桃. 李 等に は此 部類に 餍 する 自花不 お G 品種 特に 多 し。 ェ I 

に侬れ ば. 洋梨 三十 六 種の 中二 十二 種 は e 花 不結^に して. 十四 種 は^ 花 結資な り. 

正 五 年の 春， 日 木 梨 十四 種に 就いて 實驗 せし 成績 を^ ぐれば 左り A t . 
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此 驗 に^れば 五 •〇 バ ー セント 以上の も G 三種. 了 〇パ ー セ ント^ 上 力 •〇 ノ ー セ 

果 B の 5£«作用 及な 之に S?E せる 現 « 



ン ト以 下の 



論總、 藝園樹 杲驗箕 



蒗六節 栗 はの 授粉 t ん 二 

もの 四 種， 了 〇 バ —セ ント 以下の もの 七 種な り。 科舉 的の 嚴密 なる^ 味に 於け る a 花 不結實 

ならば 如何なる 狀您の 下に ありても 絕對に 結^せざる を 要件と すれ ど も， 是 迄苹^ ふ个櫻 桃 及 

び 李 等の^ 樹に關 する 實驗 に侬れ ば，：：： 花 不結. W は 決して 絕對 的の ものに あらす。 3 地に 於 

て. B 花 不結實 の 品種 も. こ 地に ありて は 或る 程 皮まで 自 花結實 する こと あり a |5 ち 萃千閱 花 

當 時の 天 候、 樹 齢 及び 營養狀 態に 伎 o て 多少 結實 歩合 を 異にする ものな り。 以上 揭ゅし 日本 

梨の 各 品種に 他 品種の 花粉 を 交^す る 時には 少なくとも 六 〇•〇 パ I セント 以 上， 多 きもの は. 

九 〇•〇 パ I セ ント 以 上の 結實 歩合 を 示 せ り。 

日本 梨の 實地 栽培に 際して 花芽の 總 数に 對 する 約^ 数の 果寳を 探收 すれば， 經營上 何等の 不 

足 を 感ぜす。 而 して 一 花芽が 開發 する に 常て 必す數 花 を 生す る を以 て、 花の 總數は 花芽の 總 

數の幾 恪に相 常す。 今 二十世紀 一 木の 花芽の 總數 ニニ 三 個に 就いて 其 總花數 を 調査せ しに 

1 九 八 五花に して 一 花芽 平均 八 • 九 花 を in する 釗合 なり。 二- 紀の， = 花結實 歩合 を 一 〇•〇 

パ ー セント 以上と すれ ば、 花 芽 三 個に 對 して 二 あ以ヒ の ゆ； i となる。 花芽 總 数の 半分 以上の 

結實を 以て 經濟 的の 結實 歩合と すれば 二十世紀の 如き は經濟 的. H 花結實 種と 稱 する こと を 

は ベ し。 英國の チッ テン デ ン 氏 (F. J. Chittenden) 氏 は^'^ 及び 洋梨の. H 花 結實^ 合 六 分の 一 

卽 ち 一 五 .〇 パ— セ ン ト强を 以て 經 濟 的の C 花結實 (8df-fcl.tility for Practical づョ. i sf し、 〇. 一 パ 

1 セ ン ト 以下 を 自花 不結實 とせし が、 日 木， W 如き 花芽の 着 生 多き 果樹に ありて は 一 〇•〇 以 

上の Q 花 結 實を經 濟的自 花^ 寳と稱 して 不可な かるべ し。 一 般に自 花結實 の：： i 種と 雖も之 

に 他 品種の 花粉 を 交配す も はに は自 花授 粉の 揚 合よりも 結 * の I 合 多き のみなら す、 果 ® め 
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c^:: も 亦， は 好な り。 苹枭. 梨. 櫻 桃^の 朵實に 於て は 特に 此^ 實を 兄る。 

^^柑 橘. 桃る 具 利 • 房 須具利 等の 果樹に は.！：： 花結實 の 品^ 特に 多 し。 柑橘類. 桃 等に 就て は 朱 

だ^ 驗 的の 成績 を は ざれ ども， 葡萄の 品種-」 して. H 花結^す る 所の 「レ デ ー, ヮ シ ン ト ン」 91y 

W08hillgt§> 「チ ャム ピオ ン j (champion). 「ァ ，チ ロンダ ッ ク」0\き.01-111っ>「コ ン n 1 ド KcollcordY 「フォ ス 

タ 1 ス. シ ー ド リンゲ」 (Foster-S seedling). 「ブラ シク、 ハ ン ブル ゲ 」CBla<-k llanlhllrgh) 等 に 就.， て. H 花 結 

^の 栗 穂と 他 花結實 の^ 槌とを 比較す るに 結資 歩合， 果 粒の 發 育^ 色の 遲速 等に は 殆んと 盖 

^を 認 むる 事 能 はす。 此の 如き 事實 より 推論す る 時には 苹果 • 梨. 櫻 桃 • 李 等の. H 花 結 實種は 

葡 菊の 如き * 樹の Ci 花結實 種と 多少 趣 を 異にする もの あるべし。 ^者の 自花結 性 は ^對 

的の ものに あらされ ど も-後 者に ありて は絕對 的の 性質な りと 稱 する こと を 得べ to 

二、 品種 相互の 親和力と 相互 不結實 (M-tual Amuit}, pud lutel.-storility) 

接 楝と砧 木との 間に 接 木 上の 親和力の 强弱ぁ るが 如く. 他 花 結 實の猖 合に も 品種に 依り.」 找 

精 上に 鋭 和 力の 强弱 あり。 親和力の 强き 品種 を. 祁 互に 交配す る S: に は結實 W 歩合 多く ^ つ 

eHiw の 發育も 亦 良好な り。 品種 間の 親和力の 强弱を 知る^ は 果樹 栽桢に 際し て， 異 品 钝^ 八" 

の 上に 重要な る 耍件 なり。 然れ ども 親和力の 强弱を 正確に 決定す る は 稍" 闲 難なる 题 にし 

て 其 品種に は 如 何 なる 品種が 最も 親和力が 强きか は 今^ ほ 明かに された る もの^し。 ^オ 

ども 之と 反對 に扣 互に 親和力の 特に 弱き 品種 は是迄 確め られ たる もの 少 な からす。 ^^ォ 

試驗^ のガ ー ドナ— (V. R, Gardener) 氏. か 一九 一 ニ^！^ 桃の 交配 試 險を行 ひしに 「ナ 

が レオン J(Napolool-)* 「ビ ン パノ」 (willg> 「ラ ムバ ー ト J(Lambert) の 三種 は 如何なる 組合せに 交^す る 

第 七 STT^CS のお^ 作用 及び 之に せる ss» 一 A=. 
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第 六 節 果 S の 一八 四 

も 其 結實^ 合 何れも 一 •〇 パ I セ ン ト以 下； な りと 云 ふ。 而 して 此 三種 共に 自花 不結實 なれ ど 

も， 此 三種の 花粉 を 他 品種に 配し て. 他 品種の 花粉 を此 三種に 配す る 時には 何れも 完全に 結暂 

せりと 云 ふ。 又 米 國^ 1 レ ゴ ン 州 試驗 51 の リウ ヰ ス， g (p G. L。\vis)s 觀 察 に 侬れば 洋梨 「 バ I ト 

レ ッ ト」 (wartlett) と 「ボ 1 レ ダン -、 チ ョ」 (Bcurrc d- A づ jou) 及びつ ゥ ヰンタ I. ネ リ ス」 (winter Kelis) と 「ド ヮ 

ェ ン ヌ.. 、チュ • n £ ス」 (Doyenne dii cornice) は各兩 品種 ffl 互に 親和力 强 しと 雖も 「バ ー ト レ ット -と 「ボ 

1 レ • ボ ス Jcracurrc BCSC.) は 相 10.- に 親和力 弱 く、 結 實步 合 著しく 尠 しと 云 ふ。 

日本 梨の 品種 閗 にも 之と 同樣 の事實 あり。 大正 四 年 及び 大正 五^に 於て 太白 .早 生 赤 を扣互 

に； 交配せ しに 左の 如き 成 M を ^ た り。 

大正 四 年 
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此兩 品種の 花粉 を 他 品種に 配 し. 他 品種の 花粉 を兩 品種に 交配せ る もの は 六 〇.〇 パ ー セント 

以上の 結實 歩合 を 示せる を以 て. 兩 品種の 生殖 器官に は 不完全と 認む 可き 點 なしと する を 得 

べし。 此の 如く 相互に 親和力の 弱き もの を 相互 不結實 と 云 ふ。 相互 不結實 は絕對 的の もの 

にあら す。 外界の 狀 態の 異 るに 從 つて 或る 程度まで は結實 歩合 を 異にする ものな り。 大正 

六 年春祌 奈川縣 にて 實驗 せる 所に 依れば 五月 末の 調査に て 早生 赤 X 太白 は 〇 入パ I セ ン ト 

弱 なれ ど も. 太 白 x 早 牛： 赤に は 三 O.0 パ— セント 强 の結實 あり。 但し 詳細の 調査 は採收 期に 

達せ ざれば 判明せ す。 相互 不結 實は異 品種の 混 植の際 注意すべき 事實 なり。 

三、 開花 期と 授粉 (Blooming Period to pollination.) 

是 迄 述 ベた る 事實に 依れ ば、 果 樹 園に は 一 種類 一 品種の 果樹 を栽植 する は 結實上 極めて 不利 

盆なる ことなり。 而 して 數 品種 混 植の揚 合に は 第 一 に 注意すべき 事 は經營 上の 主要 品種に 

封して 親和力の 强 きものに し て. 且 つ 開花 期 を 略 ぼ 同 ふす る ものなら ざる 可ら す。 元 來各品 

種の 開花 期の 早晚は 果實の 成熟期と 一 致す る ものに， あらす。 今日 本 梨の 諸種に 就いて 大 一 正 

五 年 東京 府下に 於て 調査せ る 開花 划を揭 ぐれば 左の 如し。 

お 七 sf«??3 の 結杲 作用 及び 之に 弒ほ せる 現 _« 一八 五 
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おの 表に 依れば 晚熱 種た る 今 村 秋 は 早 熱 種た る晚六 又は 眞 鐘より 開花 朋早 し。 又 菊 菊に^ 

、 て见る も晚熱 種た ろ ニコ ル デ ン ク ィ ン j が 巾 又は 早熟 種た る 「フ ォスタ ー ス， シ I ド リ ン -ク 」 及- - 

『ブラ ッ クバ ン ブ ル ゲ」 よりも 開花 柳が 却て 早く. 洋梨 晚熟 種の 「ゥ ヰンタ ー ネリ ス/ か 中 熟 種の 「バ 

〜トリット」 よりも， SI 花期の 早き 事實 あり、 问ー 品種 にても 樹齢の 古き もの 程 開花 期 早く • 又 一 

木り：^ -I 於ても 梨の 如き は 古き 短 栗 枝の 花芽 は 年生の 長 枝に 着 生せ る 花芽よりも 開花^ 

早し。 一 品種に 就いて 見る に 開花 期の 早晚は 開花！^ I の 氣候狀 態に 侬 りて^り. 開花 期間の 

長短 も 亦 天候の 狀況 如何に 侬 りて 異る ものな り。 暗 夭に して 空氣の 乾燥せ る^ 合に は 花 

SB 短し。 ^^天の 連續 する 時には 反對の 現象 を呈 す。 又衹物 生理 學 上より 観^す る ゆに 

よ 作 川を遂 けたる 花 は 花瓣の 凋落す る こと 早し と雖 も. 校 精 作 川の 終らざる もの は 花^ 

^おに 凋落せ す、 故に 開花 中の 狀況に 依りて 略ぼ^ 年の 豊凶 をト すら 事を^ ベ し。 

csi の 相^に 侬 りて 表 はる、 所の 開花 期 早晩の 相逡 は、 寒地に 至る に從 つて 益々 滅する もの 

第 七^ 菜 S の 結 菜 作用 及び 之に ほ e せる 一 
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第 六 節 桀@ の授粉 一八 八 

なり。 日本 梨. 今 村 秋と 太平との 開花 朋の差 は 大正 五 年 東京に 於て は 八日 なれ ど， 新 潟に 

1 日、 札 幌 にて は兩者 同日に 開花す るに 至る。 其 他の 品種に 於ても 之と 同 樣の關 係 あ." 

に異 品種 混樜に 際して 開花 期の 早晚 は、 惠 地に 進む に從 つて 深き 注意 を拂 ふを耍 せざる 

gj、 まぶ 甘 本 介 物と 外界の. 狀態 (rolleu-clistributer and External 〇slclition) 

他花授 紛を遂 ぐるに は異 品種の 花粉 を 媒介す る ものな かる 可ら す， 自 花 授精に て 絕對的 

實 する ものと 雖 も、 砹 介 物な き 時には 授粉 不可能なる おに 結實 せざる 

具 利の 如き は K 適例な り。 須具 利の 花 は 下お す。 而 して 雌蘂 は 雄蘂 

昆蟲の 媒介な き 時には 授 粉を遂 ぐる^ 能 はす。 具 利の 花 は須具 

I ぬれ、 利の 花粉 は 粘 重に して 昆蟲の 媒介な き 晬には 授粉を 遂 • ぐる こと 

介 物な くして， 一花 内の 花粉が 柱頭の 先端に 着 生し^ る ものと 雖 も. 雌 

異にする が爲に 校 精 を 完全に する こと 能 はざる もの あり。 此の 如く 

を は す. 校 粉 を 完全に する に は 媒介物 を 要 す。 授粉 媒介の 主 な る も 

9 ュ ヰス 氏の 實驗に 依れば 梨 及び 苹^ にあり て は 風に 依りて 授粉を 

て 少 く、 媒 介 を 主として 行 ふ もの は昆蟲 なりと 云 ふ。 然れ ども 日 木 梨 

粉の 姊介 は 「ミ ッ バチ/ ハ ナ アブ」 等の 昆蟲、 以外に 風に 依る もの 亦 決して 

特 に 暗 天に して、 空氣 乾燥 し， 且 つ 微風 ある^ 合に は 風 媒に仪 り て、 授 粉 

なからざる が 如し。 「ミ ッ バ チ」 の 日本 梨の 花に 來れる もの を觀 るに 眾 

ED 的に あらざる が 如し。 花 瓣.專 及 び 雌蘂 を殘 して 雄蘂 を 除去せ る 花 



もの あり。 ^具 利 

より 短き を以 て， 風 

利 と 多 少 趣 を 異に 

能 はす。 其 他授粉 

雄？ 薬 が 各 成 熱の 哓 

自 花授 粉と 他花授 

の は 風 及び 昆蟲な 

媒介 さる 、 こと は 

に 就いて 觀 察する 

少な 力ら さる 力 如 

を 遂- ぐる こと 決し 

に 蜜 を吸收 する の 



て よ 

U 故 

ベ レ" 

に 結 

房須 

又 は 

し. 房 

の媒 

期 を 

粉と 

極 め 

_ J 受 

し o 

て少 

み の 



は^して 近寄ら や、 必 
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す雄桊 を 具 

と雌燊 とふ- 

存せ しむる 

のな し。 一 

全然 昆蟲の 

1 本 四 八 六 

セント 强の 

れも三 〇•〇 

莨驗に 供し- 

I 本 四 六 一 

十 郞犟植 八 

異 品種に 接 

ものと、 稍" 離 

花が 之と 同 

區の六 • 一 パ 

ほ 一 〇•〇 パ 

ろ こと 決し 



倫せ る 花に のみ^る を 普通と す。 「ハナ アブ^ 至 りて は 雄^のお 無に 閼せ す. 花 

具備す る 場合に は飛來 す。 然れ ども 花瓣 及び 雄蘂 を 除去して 專と， 雌蘂の みを殘 

場合に は， r ッ バ チ」 及 び 「ハナ アブ. -は 無論 其 他の 昆蟲 にあ りても 殆ん と飛來 する も 



本の^ 樹 全部の 花瓣と 雄蘂 を 除去し 

飛 來を兒 す。 只 蟻の 蜜 を 求めて 來る 

花の 花瓣と 雄蘂 を 除去して 放任せ し 

結實 歩合な り。 大正 六 年に 獨 逸二 本 

パ ー セ ン ト 以上の 結實 歩合 を 示せり- 

■1 花序 三 花 又は 二 花を殘 せり。 然る 

花の 中， 結實數 二八 顆、 其 結 實 歩合 六 二 

十 木， 反別 一 段歩 以上の 中央の 樹を供 

し， 他の 一 面に は 全然 梨樹 を栽桢 せす 

れ たる ものと に 於て 結實 歩合 を 異に 

樣の 方法に 依りて 僅かに 五顆 を結寳 

—セ ン ト の結實 歩合 を 全部 蟲媒 とし 

—セ ン ト 以上の 結實 歩合 を 示す に 至 

て 小き ものに あらざる ベ し o 



苹 乎 梨 桃 .桃. 李 等の 美麗な ろ 花瓣を 有すろ も 



て 放任 し， 暗 天の 際に 一 ^間 以上 觀察 せし に， 

もの 二三 ありし に 過ぎす。 大正 四 年長 十郞 

に 八 四 顆の結 實を兒 たり。 卽ち 一七 丄一 パ I 

長十郞 一 木に 之と CI 樣の 實驗を 施せし に • 何 

. 是 等の 實驗は 凡て 他 品種と 隣接せ る樹を 

に 大正 六 年に 前と 51 樣の 方法に 依り、 長十郞 

バ ー セント 弱 を 得たり。 但し 此^ 合に は 

試 材料と せり。 而 して 此ー區 の 周 圍 三面 は 

リ 之 こ 依りて 見る 時には 他 品種と 隣接せ る 

す。 リュヰ 氏の 實驗に 依れば， 苹 * 一 五 〇〇 

せる に 過ぎす と 云 ふ。 今假 りに 長 十 郞單植 

て 他の 實驗 成績の 結實步 合より 差 引く も， 尙 

る。 日本 梨に ありて は風媒 に侬 りて 投 粉す 



の は、 十分 蟲媒 にて 授粉 を遂 ぐる 事 



を ^ る は 



第 七 章 杲 ほの 結 菜 作用 及な 之に SBe せる as 一八 九 
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第 六 K 栗 ほの -AO 

論 を 俟た ざると ころに し て. 葡 荷の 如き 花に ありても 尙ほ 昆蟲を 誘致す る ものな り。 ^^の 

.0 花 不結實 種 「ハ バ I ト」 の 花に は 特に 昆蟲 類の 多く 飛來 する を 認めたり。 他 品種に 叱して 强 

烈 なる.： ^氣 を發 する に侬 る。 

一 般に nx 枝の 開花 期に は^; 太に して^^ 且つ 微風 ある 時には 開花 を ！ 樣に し. 琵 ^の， お を 

促 す を 以 て. 校 粉 を 完全に する ものにし て、 又 溫 ^ に して 空氣の 乾燥す る 場合に は 授精 作 川 を 

促進す る ものな り。 .E 花不 結. W 及び 相互 不結實 種 も 此の 如き 天候の 下に ありて は 或る 程度 

まで 結 ^歩合 を % 加 す。 

, I (以 上 • 笫 W 举 . 五 荦 . 笫 六 阜 • 笫 七 荦 菊 池 執著/ I - 
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第 < 章 呆樹各 都の 解說 



^^分類に 於て 述べ た 

種の^ るに 從 ひ， 多 少 特 

區 別 を 明 力に する こと 

も 研究の 結朵^ 品種と 

し、 他 品種と 異 な る 點 を 

說法は 泰西 諸國に て は 

なる を 以て 人に より 說 

^たる ものに あらざる 



るが 如く^ 樹類は 其 種類に より， 各 特冇の 性^ を帶 び. HE 1 種. 2： と 雖， 品 

性 を 異にすべき を以 て， 之 が 研究 上 果樹 各部の 名稱を 一 定 ならし め.^ 

必要な り。 殊に 近年 新品 種の 續々 育成 せらる、 の 外， 在來毬 にあり て 

して 推獎 せらるべき もの も 多ければ 是 等の 外形. 習性^の 特徵を 解説 

明かなら しむろ は. 品 種 研究 上忽 にす ベ から ざ る 處 な り。 而 して 其 解 

比較的 一 定 せる もの ありと 雖も、 從來 本邦に 於け る 名稱は 大部分 譯^ 

く處を 異にする が 如し.」 吾人の 從來使 川し 来れる もの 素より 正 S3 を 

も， 品 種解說 に必耍 なる を 以て 揭 ゆて 參考に 供 せんとす。 



第 一 節 



枝 幹. 

I 、樹 姿 (Tree-Form) 枝條 によりて 形成せられ たる 八 土體の 姿勢 を 云 ふ。 

SM 立 性 (upright) 枝 梢の 直上に 向つ て 仲 出す る もの。 

(口 )n 張 性 (0PC11) 枝 梢の 多数 撗 或は 斜めに 仲 出 開 張す る もの。 

(ハ) ^下 性 (Hang) 枝 梢の 多數細 織に して 下垂す る もの。 

一一， 發育枝 (wood Branch, Sterile shoot) 結果せ ざる 枝の 總稱 なり。 

第 八 苣 奥 ほ 各部の 一九 七 



論總 藝圜樹 栗驗梵 



r ィ) 王 枝 (Extgs;§ Shoot ； Leader) 頂 芽の 俾 長に 依って 生す る ものにして 母 枝と 同 j 方 3 を 採 

りて 仲 長す る もの。 

「口) 副 主 枝 (secondary deader) 主 枝の 側 方より 出で 發胄 作用 を 司 どる もの。 

(ハ) 徒 長 枝 (wlrsprout) 多く 枝 上の 隱 芽、 休 眠 芽) (Dormant or Latent Mud) 不 定 芽 (Advcn titious wud) 

の 伸長せ る ものにして、 勢力 旺盛 他の 枝捎を 凌駕す る もの。 

(- 一) 二番 枝 (pro 一 cptic shoot) 本年 生 の 新捎の 葉腋より 更に 仲 長せ る もの。 

一一 一、 結 果 枝 (Fruit Ipraiidl ； Fertile shoot) 花芽の 成 牛； を 兌 結 { 莨す る もの ゝ 總^。 

(ィ) 長 菜 枝 (Long Fruit Branch) 六七寸 以上 一 ：！< 五 六 寸に仲 長せ る惻 枝に し て. 全 芽り 半 數以ヒ 

花芽の 着 生せ る も の. 洋梨. 苹 果の 如き は K 芽に のみ 附 する もの あり。 

(口) 中果枝 (Medium Fruit Branch) 三 四 寸刀至 六 七 寸に仲 長 し， 花 芽の 卷生 する もり。 

(ハ) 短果枝 (Fruit spur) 一 寸 乃至 二 三寸に 仲 長して 花芽の 卷生 する もの。 

(一一) 短 果枝群 (Spur-Groups) 短果 枝の 槃園 せる もの。 

(ネ) 花束 狀 結果 枝 (Bouqu ct slur) 果枝 中の 花芽の 距離^し く 短縮して 花束 狀を^ せる も so 

四 、芽 (Bud) 頂 芽 (Terminal Bud) 腋芽 (Axilary Bud) と あ り、 顶 芽-波 芽 に は 左の 種類 あ り。 

(ィ) 葉芽 或は 枝 芽 (Leaf or Wood-Bud) (ハ) 混合 芽 (Mixed Bud) 

(口) 花芽 (Fruit Bud) (一一) 中 問 芽 (Transitory Bud)- 

又 葉芽と 花芽た ると に 論な く單複 二種に 區別 せらる。 

(- 一) 單芽 (single Bud) 



樹 栗驗燹 



(ホ) 褪芽 (cil i Blld) 複 芽 中に 雙芽三 芽 四 芽 等 あり ひ 

五、 葉 (Leaf) 品種の 異なる に從 ひ、 形 狀. 大小 • ^緣. 色澤の 濃淡 .a 面 毛 一 耳のお 無 等の 多少 を與に 



第 

九 
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第二 節果 實 马 II) 

一 、.H さ (sig) 普通 大中小に 區別 する も 是は比 校 上 

の 言 辭 なる を 以て 縱徑 • 撗徑 *周阖* 重 量 等 を^ 定し 

數字を 以て 表す を 可とす。 

一一、^ 状 (Form) 品種 識別 上 最も 有效 な る も， 種 類 の 

異なる に從 つて 著しく 差 あり。 今 K 主なる もの 

に 就いて 大耍 を 述 ぶ れ ば， 

^ t ま p (第 十九 阖參 照) 

(一) 圓形 (球形) TS 

三) 扁圓形 (oblate) 

(三) 楕-圓 形 (oblong) 

(四) 圓 維 形 (cgic) 

(五) 斜形 (rlsided) 

(六) 短 紡錘形 (slsrt spindle) 

一九 九 



論總 藝園榭 臬驗實 
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二 00 





11 

十 




洋梨の 粱形は 其 種類 極て 多く 以上の 形 狀に該 {。3 

せざる もの 多 し、 故 に 左の 如く 區別 する を 可 とす o 

二ド ワイ アンヌ 、デ テ If. (倒 卵 形) 



(一一 )- ハ 1 ト レット 型 

(三) ダ ン ダレ， I ム型 

§ —レ— \K I ル型 

(五) ビ パ ー リ— 型 

(六) パ スク サン 型 

(七) キ —ファ ー 型 

(八) ネ ワイト， トヮ 



(ま 形) 

(不 正瓢 形) 

(短瓢 形) 

(長 瓢形) 

(不正 圓錐 形) 

(短 紡 錘 形) 

ェ ン ヌ 型 (不 正 圓 形) 

(以上 第二 十圆 参照) 




^IS 藝藺樹 栗驗燹 



ぬ ほ 其筷斷 面の 形狀 により 正 形 (力 eglllal.) 不正 形 (Irregular) 稜 形 (Ribbed) の 三種に 區^ せ 

ら ろ o 

一 11、 果 梗 (stem) 長 短 (Lon^ or short) 細 肥 (slender or short) 及び 細點 80to) の 如何により 區 別す。 

四、 梗窪 (cavity) 栗 梗周邊 の 凹 處を云 ふ。 深さ、 幅、 周逡の 傾斜の 度に より 區別 せらる。 

五、 荸 片 (蒂) (P--1JX) 蒂 窪の 中央に 存 する ものにして^ 冇無 により 冇蒂 (calyx-riistellt) 無 蒂 

(Calyx-Deciduous) に區別 せら れ、 其 有 蒂種を 更に 開 (opes) 半 開 (semi-open) 閉 closed) に區 別す。 

穴、 蒂 窪 奪 窪 又は 臍 窪 (Basic) ー粤 片の存 する 窪み を 云 ひ， 品 種の 特長と して 極めて 必耍 なり。 

其 形態に より 淺、 深. 狹. 廣 に區別 せら れ， 其 斜面の 如何 は梗 窪に 準じて 區別 せらる。 

七、 果 面 (surface) 

(ィ) 色 澤 (color) 地色と 彩色と に區別 せら れ、 地 色 は 果面全 體に亙 り， 濃 度 殆んど 一 檨 なる もの 

を 稱 し， 彩色 は 陽 あの 作用に よりて 起る ものにし て、 其 顯出狀 ^により 條紋 をな せる もの 

とば 力らざる ものと あ り。 

(口) 斑點 (30?) 果 面に 現 はる 點 にして 大 小， 色 澤. 粗 密を 異にす。 

(ハ) 果粉 (Bloom) 果面を 被 ふ も 摩擦 すれば 容易に 落脫 する ものな り. 色 澤に 濃淡 あり。 

( -1 ) 銹 (RUSS き 果 面に 着色す る 一 種の 色澤 にして 地色 を 被 ふ ものな り。 

八、 內 部の 特徵 

. T) 果肉 (Flesh) 

(口) 果心線 (Cos Line) 

第 八^ 栗 © 各部の 解； S j 一 01 



第二 節 果 « 二 ojj 




(ハ M 心 (core) 

(二) 心 室 (cells) 

(ホ) 蓐筒 (Calyx-Tnb6) 

果肉 は 更に 左の 如く 區 別す" 

(ィ) 色 (color) 純 白. 白 色. 綠 白、 綠 黄" 黃. 淡 紅. 紅 色. 紫 紅. 等 

種々 あり。 

(口) 肉質 (Texture) 硬、 柔. 緊 綜. 織 維 の 多 少等 種々 あり。 

( ハ ) 香 味 (Flavor) 甘酸 sk 香 氣， 臭 氣の 如何 多少 や：^ 

(-こ 漿液 (Juice) 有 無 多 少。 

(ホ) 品 質 (Quality) 肉質 香 味， 凝 液の 如何により^ 合 

的に 決定 せらる。 

九、 種子 (seed) 多 小. 大小. 形狀、 色澤 等に より 區 別.^。 



£ 柑橘類 (梨と 苹果と 異なる 點) 

70 の 有無 及び 其形狀 (Bil Marking) 

(口) 油 肥 (oil cells) 

(ハ) 菜 皮 (peel) 厚 璲組緞 の^お 3、 色澤、 香味 及び 瓤魏 と^ 着の 狀您， 皮肉 rasi 仝^の 程度 



^總 整園樹 菜驗^ 




I 狀 (Form) (第 二十 四圆 参照) 

1 .0 形 (Round) 

*cs 各部の 解； 3 





11011 一 




二 (segments) 數. 排 列、 大 小 等。 . 

ネ) 小 袋 (砂 瓤) (vcccicle) 卽ち粜 肉へ 大 小. 形 狀， 粗 密. 色 澤. 組 蛾 等。 

へ ) 肉 (Tissue enveloped) 多 少、 剛 柔、 果 心の 大小 等。 

ト) 漿液 (Juice) 多 寡、 色 澤. 品 質 等。 

チ) 香味 (Flavour) 甘 味 (sweetness) . 酸 味 (Acidity) • 苦 味 (Bittenloao 

芳 香 (Aromatic) 等。 



第二お « 實 

二、 楕圓形 (oval) 

三、 卵形 (ovate) 

四、 心 臓 形 (Heart-shaped) 

五、 倒 卵形 (obovak) 

六. 扁圓^ 募 ate) 



第 

五 




ヽ I 

■ 



七. 尖 圓 形 (sharp Ova 一) 

八、 ー厕： 牛 形 (ttii) 

一 I* 粱 面 (第二 十五 画 参 服) 

丄ー E5 (shoulder) 

口) 縫合 線 (縱潢 褶繁) fl 

ハ) 梗窪 (PVS 

-Is 端 (APCX) 

ネ) 损 叫お (HC1) 

ト)^ 一. uit tstl?m) 

一一 「種 子 (seed) 

丄尖 楕圓形 (sharp oval) 

口) 紡錘形 (spii 

ハ) 不正 圆形 (JlTeguIar Kculld) 



^^藝 圜榭 眾驗赏 
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穗杲 形简圆 



^着 疎なる もの 



粒着密 なろ もの 



二 

六 





小 B12 中圓 i 2 最大 卵圖 i- 




最大 gl.H- 大隋圆 1:1 大 gA3 



粒 着 中位なる もの 



St 八^ 菜 ほ 各^の 解 誘 




(以上 徧尺) 



( 二 ) 短 椿 間 (short Ova 〕 

(ネ) 扁圓 (oblate) 

(ト) 粘 核 (cling stone) 

(チ) 離 核 (Free stone) 

は 獎果類 

(菊 萄) (第二 十六 H 參照) 

一 、房 (BUDCh) 

(ィ) 長さ (Lensth) 

£ 形狀 (Form) 

(ハ) 肩部 (Shi 

(二) 泣 着の 粗密 (Loose 

一一、 果粒 (Berry} 

(ィ) 大さ 及び 形狀 (size 

ana Form) 

(口) 色澤 (color) 

(ハ) 果皮 (skho 

二 o 五 



諺摁 藝圜樹 果驗實 
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IT 二- iS & 

^目 深く 周 綠鋸齒 

狀^ なぜろ もの 




裂 目淺く 周 緣踞齒 

狀^ なぜろ もの 





裂 目な く 周 綠鋸齒 

狀^ なさ * さるもの 



裂 目淺く 柒先尖 

銳 なろ もの 



裂 目な きも 周緣鋸 

狀^ 呈 すろ もの 



接 緩 的 卷鬚裂 




間 躐的卷 鬚 




112C 

( -ー ) 果肉 (Flesh) 

一一 一、 種 子 (seed) 

(イ) 大さ (size) 

(口) 形狀 (Form) 

葡萄 は 果房. 泣の 形狀、 色 

澤 のみなら す 葉 形， 卷鬚 

の 形態に 著しく 差 あり 

て 分類 上 又 必要なる も 

のな り。 (第二 十七 1： 參照) 
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お!^ ノ啻花 
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花 m 








& 花 








化 落 
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ノ芽^ 

開 Is 








盛^! 收 
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一 ，3. 一一 二 ひ ^N. ち" 

一. に 三 貧 

^ほ 果樹栽培 上 吾人 の^に 使用し つ 、ある 作業 記事 調 杏一 I 項 等の 樣式 を^け て參考 に^せ 

ん。 

生育 調査 
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內 
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ゆ ^ ^ n ^ 


年 
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第三 節 附 錄 



果樹 品種 特性 調査 

一 性 



(仁 果 頷) 



、枝 梢ノ 生長 狀態 

(直立、 斜立、 橫立、 垂下 等) 



二、 新 梢ノ 勢力 

(膨大、 强健、 細 小、 軟弱、 節 

間ノ 長短 等) 



三、 色 澤斑點 



新 棺 







四、 結 



果 枝 



(成 生ノ 難易、 短、 中、 長果 

桉成生 ノ^ 合) 



五、 芽 

(形状、 色 f) 



葉 



花 



芽 



芽 



八 



^ I* m 



樹 K 驗 K 



A 

m 
蔬 
害 

m 
抵ス 

抗 ノレ 

力 


七 


し 

ハ 

m 




芽 
中 
ノ 
化 

數 


色 


发羝轼 へ 蛾 


、+ゅ 
、愨ぉ +〉— 


mm 

朗菜 
及 
ビ 

落 


短 柄 
大ぉ 
小菓 
色 其 
澤他 


色 

澤 
毛 
茸 

























九、 其 他 
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枭 
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色 
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m 
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大 


























他 
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^形 
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肉 


內 
形 


ua 

赏 


香 
咏 


液 


肉 
赏 


色 


其 
他 


子 


心 


菜 
心 


心 












— 











四、 採收 期及ビ 食用 期 



五、 貯 



力 



六、 生 



産 



力 



ヒ、 t ゝ 



CAR のお^ 



論^ 藝園樹 栗驗赏 



0^0 W 



(以上 第 一 ^ • 第 二 章 . 第三 章 及び 第 八 章 富 樫 執筆) 



. ！ ( 總 論 終 ) 



お 



編一 第 



第 一 編 梨 

第一章 果樹 圓藝 上に 於け る 梨の 位置 

^は 古來 より 本邦 及び 泰西 共に 最も 多く 需要 せらる 、果 富に し て， 其 多く は 炎暑の 饯 に生產 

完 B し， 多 漿 甘味に して 一種の 香 氣を帶 ぶる を以 て. 盛 夏の 果實 として 最も 珍 愛せ ら れ. 耑 要 廣 

く， 栽 培 區 域の 庾 潤な る、 他 の 果樹 類に 比し 著しく 優る 處 なり。 せ； (上 樹勢强 健に して 極暑 極^ 

の氣 候に も堪 へ， 各種の 土質に も 繁茂して 常に 相當の 結實を 見る を以 て、 啻 に赛業 的に 栽培せ 

らる , のみなら す、 副 業 的 或は 家庭 川と して 至る 處に 栽培 せら れ. 名 產地 としてお ふべき.^ 鈔 

なからざる なり。 殊に 近年 洋梨 も 次第に 增苑の 傾向 を 有する に 至り たれ ど も. 桃. 苹 おの 如 く 

未だ 多数の 栽培 を 見ざる は， 一見 奇異に 感す るが 如き も、 是 れ 桃. 苹 果の 如き は在來 本邦 種と し 

て は 一 も椎獎 すべき ものな く. 品 質 頗る 劣等に して 洋種に 比し 形 狀. 色 澤. 食 味 等に 於て 著しく 

懸隔 を^す る を 以て， 經濟的 裁 培と して は 勿 論， 家 庭 的 栽培と しても K 憤 ig なけれ ば. 次 第 に 北ハ 

跡を絕 つに 至り、 洋齊 によりて 統一せられ たる は 自然の 勢 ひなるべし。 然れ共 梨 は 在来種に 

於ても 品 質. 形狀 宜しき に 適 ひ、 邦人の 嗜好に 適し て收量 多く、 栽^ 上 利 盆 を はる こと 颇る大 な 

るを以 て. & 梨の 輪 入せ る 年代 桃. 苹 果に 比し て. 敢 て遲 きに あらざる も 、增 殖 極めて 遲々 たる は 

其主囚 とする $3 なり。 其 上 數年前 迄 は 未だ 其 性質 を審 にせす 、日本 在來 種と 同 一 の 栽^ 屈 を 

t^ls^es 趣 £! 上に 於け る 梨の 位置 4 



論 各 藝圜樹 杲驗實 



第一章 菜 Cos 藝 上に 於け る^の 位 S 二 

て 行 ひ、 氣 候. 土質 竝に樹 性 を 究めて 培養した る もの 少な く、 其 結果 は 殆ど 失敗に 終り、 稀れ に 

成功せ る もの ある も、 形 狀の 奇異に して 世人の 嗜好 を惹 くに 至らす。 叉 其 食 期 を 知らざる 爲 

に眞味 を 解す る こと 能 はすし て、 洋 梨 は 本邦に 絕對的 望みな しとまで 斷念 し. 將 に 結果 を 見ん 

とする に 際 し、 之 を 伐採せ る もの 多 かりし は 發達を 沮害せ る 其 一 因. U るな り。 

然れ共 洋梨 は 果肉 柔軟に して 肉質 緻密な る爲 め、 本邦 種の 如く 砂粒なければ、 舌頭に 渣 滓を殘 

强 よ く、 其 品 質 優良-にし て、 其 品種の 選 擇に注 意 し、 栽 培 法 宜しき に 適へば 結 

大差な く、 殊 に 近 來浦鹽 方面に 向って 輸出 を 開始せられ てよ り、 其 成 絨 ® る 

る を 以て、 近來 次第に 栽培 を 試み る もの 多き を 加へ たれば 在來 種と 對抗す 

ら ざるべ し。 さりと て 在来種の 栽培 反別 も 減少す ベ きに も あら ざれば 其 

うて 增殛 せらるべき は 疑 ひも 容れ ざる 處 なり。 是れ梨 は 他の 果樹に 比し 

る 點 多 く、 今 其 三 四 を列舉 すれば、 I , 結果 豊產 にして 隔年 結 栗の 弊 少 な き 

整 枝 法 を 行へば 素人 にても 栽培 容易なる こと。 三. 氣候 土質 を 選ぶ こと 少 

し 得らる 、 こと。 四， 貯 藏に堪 へ 運搬 容易なる こと。 五，^ 要の 範阖廣 きこ 

點 多 く， 他 の ^樹 類に 比して 一 頭 地を拔 ける が 如き を以 て， 或 は專 業と して 

國 到る 處に 栽培せられ、 最近の 統計に よれば 栽培 總 面積 約 一 千 五 百 六十 餘 

量 二 千 八十 四 萬 七 千餘萬 貫， 惯松は 四百 餘萬圓 に 達し， 是れを 他の 果樹 類に 

ても惯 松に 於ても 第二 位 を 占 め， 而 かも 其 增殖の 率 頗る 大 にして 是れを 十 

割 七 歩の 增加を 示し 居れる が 如し。 今 各 府縣の 栽培 反別 竝に其 增加數 を 
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果狀態 は 本邦 種と 

好結果 を 得つ 、 あ 

る こと 又 遠き にあ 

栽培 面積 は 年 を； 逐 

て 栽培 上 利 盆と す 
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な く、 至る 處に 栽培 

と o ^7 利と する 

或は in 紫と して 全 

町步 にし て、 其 生 產 

比すれば 面積に 於 

年 前に 比し， 約 十八 
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第一章 果 nasssli に 於け る 梨の 位 M 四 

近 來社會 の 進 運と 共に 一 般^ 實 の需耍 颇る增 加し. 現今の 栽培 狀 態に 於て は 未だ 國內 の需耍 

を充 たす に 足らす。 況んゃ 海外 輪 出の 望み 多き 果實に 於て は將來 盆々 增苑 を圆る 必要 ある 

べしと 雖 も、 元 來某樹 栽培 業 は 資本 を 要する こと 多 く， 經 營 者の 腦カ 如何によ. りて 成功す ベ き 

もの なれ ば， 自 己の 資力の 如 何， 腦 力の 程度 を も 顧み す、 慢 然 之が 栽培 を 行 はん か， 其 成功 實に覺 

束な きものな り- 殊に 梨 は 需要の 範園 頗る 廣 く， 其 利益 も 又， 多 きもの な れぱ 兢爭者 も從っ て 

多 く. 需 要地の 大部分 は 都市に 限ら れ、 柑 橘. 苹 果の 如く 氣候 により 極限 せらる 、ものと 狀^ が 

異なる 點多 けれ ば、 之 が經營 者た る もの は 勿 論、 新 たに 栽培 を 試みん とする もの も 能く 各種の 

點に 注意 し， 舉 理 を 究め 實驗を 重ね て. 黽 勉 努力す るに あら ざれば 競 爭に打 勝つ こと 能 はざる 

ベ し。 

畢竟 栽培 家 は 從來の 如く 栽培 法の 改良の み を 以て 満足すべき 者に あらす." 元より 品贯の 上 

進. 產 額の 4? 加 は 極力 努力せ. さるべ からざる 處 なる も、 現 今の 如く 競爭の 劇しき に 際して は， 一 

面 販路の 擄 張と 販赍の 方法に 對 しても 顧慮せ ざるべ からざる なり。 現に 從來の 栽培 地と し 

て 名^き 祌奈川 縣橘樹 郡 大師 15 原 村， 千^ 縣 八幡 地 方、 京 ^府辍 喜 郡， 久 世 郡， 或 は 石 川 縣贪澤 市 

附 近、 栃 木縣 宇都 宮 附近の 如き 其 歴史 古き に 係ら す、 發 展 せざる は 徒らに 地の利に 安んじ 晏然 

として 舊套 を脫す る 能 はす、 栽培 法 殊に 販 費の 方法に 對 する 努力の 不足に 伎ろ は、 せハ 一因なる 

が 如 く. 之 に 反し 靜岡縣 富 士郡加 島 由 子の 沛地 方、 福 島 縣信夫 郡 庭 坂、 奈^^ 生 駒 郡，^ 山^ 赤 磐 

郎 地方の 如き は 栽培の 歴史 新たら しきに 比し 發展の 速 かな る、 其 收 益の 大 な ろ 等 栽培 地に 

比して 一頭 地を拔 ける が 如き 感 あり。 是れ 比較的 新 知識 を備 へ、 舉理 を應 W し， 極力 栽坊 法に 



S3 ― 



？ it 



改^ を 加へ たると 同^に 販 の 方法 を 講究し， 販路 を國 内に 求め， 發 達せ る 交通機^の 利 W せ 

ろ結采 による もの なれ ば， 常 業^た る もの 深く 此點に 意 を 注 ぎ、 栽 培と 販賫は 求の 兩^ の 如く 

^るべ からざる を 心に 銘 じ. 斯 業の 發展上 違^; なからん こと を 期せざる ベ からす。 



第二 章 來歷 及； 6 現況 

木 邦に 於て 從來 栽培し 來れる 在来種 は， 洋^と K 系統 を 異にする が 如く， 详 梨の^ 盗 地は歐 M 

の屮央 部， 又 は^ 部に. E 生せ る ものより 漸次 改^せられ たる ものな るが 如 き も， 本 邦在來 種に 至 

りて は 其原產 及び 來歴暧 味に し て， 何 等確證 となるべき 記錄 ある を 知ら ざれ ど も. 忍 く 木 邦に 

， C3 ^ せる 野牛； 種より 漸次 改良せられ たる ものなる ベ し。 日本 物產 年表に 侬れば 光孝 天^の 

仁 和 三 年 (今 を 去る 二 千 二十 餘 年) に， 信 濃 il より 默 じたる 菜實 中に 梨^も 含み 居る が 如く 記叔 

しある を 兄れ ば、 お 時 旣に栽 培せられ 居りし を證 する に 足る。 爾後 幾多の 變遷を て 今 B に 

至りし も 其 問の 系統な 探ぐ る こと 颇る 困難と すると ころな り。 本邦に 於て 比 铰的古 き 歴 お 

をれ する は 京都府に し て， 同 府卞綴 喜. 久 世の 二 郡 は 今 を 去る 七 百 二 十餘^ Hl,g ち 元曆年 よ 

り、 木 律 川 沿岸の 地に 多少 栽培 を 試みられ たるが 如くな りし も，： K 詳細の 點に 至りて は 模糊と 

し： て 知る に 由な く， 文政 年 問に 至り 稍.. 隆盛 に 趣 き. 爾 後 多少 盛衰 ありし も 栽 培 を 攛^ し來 りて， 

W 治 年間に 至る ま で. 土 川 金 子. 江 戶 企 子. 淡 雪の 如き もの 比較的 多く 栽^せられ しも 其 成^ 面 

ほ 二 a 珙 cgsG 说況 £ 
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第二 3 ^ ゆ 及な a 六 

白から ざり し が. 叨 治 二十 四 五 年頃より 泰 平 卓 生 赤の 如き 優.^ 品種 移 人 せら れ. 其 成績 も 可な 

りし を 以て 次第に 改& せられ、 長 十郞の 移入と 共に^ 激に 栽培 反別の 擴 張を兒 るに 至れり。 

神 奈川縣 は 之に 次ぎて 古き 歴史 をお し、 縣 下 橘樹郡 は古來 有名の 產地 なり。 今 を 去る 旣に百 

七 八十 年 前 同^生 兒甩村 附近に 栽培せられ、 現今の 大產 地た る 大師 河 Sg 村に 移 人せられ し は 

百 五十 餘^ 前にし て， 爾 後 漸次 各 W に 及 ほ し， 同 邵の 中央 以南 は 殆んど 栽培せ ざる 處 なきに 至 

れり。 現 時 模範 栽^ 地と して 冇 名なる 稻 W 牛 m の 部落 は 明治 十五 六 年頃より 二十 五六 年の 

間に 栽培せられ たる 新 栽培 地な り。 今 U 在來 品種と して 重き をな せる 長 十 郞. 幸 藏. 獨 乙 廈 举 

早生 長 十郞の 如き" e 種 は 何れも 同 郡の ^產 なる を 見ても 如何に 梨 栽培 地と して 其 閼係深 か 

きか を 知る に 足る ベ し。 千 葉 縣も祌 奈川縣 と 略 ほ 同 一 の 沿革 を 有する が 如 く、 百 十 餘年前 同 

縣柬葛 飾 郡 八幡 町 川上 某が 諸國 巡視の 途次 类濃國 より 持來れ るを嚆 矢と する が 如き も， 下總 

國チ 3 附近に は^ 以前より 栽-おしつ、 ある を 兄れば せ： ハ歴^ 更に 古き を 知る に 足る。 

現 ゆ 本邦の M ^ 地と して 其產 額に 於て 全！ i に 冠たる は^お 縣 にして， 殊に 北 蒲 原、 中 蒲 原の 二 

郡 はせ： (主産地た るな り。 此 地に 於て 始めて 栽-おせられし は 百 七 八十 年 前享保 年間の 頃な り 

しが 如し。 常時 は 穀菽の 栽培に 重き を 5W- き， 梨 樹 栽培の 如き 殆んど 眼中に な く 、其、 需要 も 少な 

く 品種 も 又 劣等に し て， 栽 坊 の範圓 極めて 少な かりし も， 北 海道 方面の 交通 開けて より 栽培 頓 

に堦加 し. 品 種 も 次^に 改良せられ， 明治 年間に 至 りて ^"擴 張せられ て 越後 梨の 名 天下に 濟々 

たるに 至れり。 

仰 山. 奈 良. 靜 0.0 島山 形. 岩 手. 宮 城 等の 主産地の 栽培 は 何れも 新たら しく、 俊應 年間より 明治 初 



編 一 



お 



. 年の 間にして， 殊に 盛大 を 極めし は 明治 廿年 より 三十^の 

培地の 失敗に 鑑み. 比較的 新 知識 を冇 せる を 以て 多少の 蹉 

け， 現 今に ありて は 栽培の 方法に 於て 又販 費の 方法に 於て 

觀 あり。 殊に 福 S 縣信夫 郡 庭 坂 、宮城 縣^ 城 郡利府 村. 山形 

常 士^ 加^ H.m 千 m 村. 奈 良縣生 駒^ 安堵 村. 岡 山 縣赤磐 郡 

優良の 成績 を舉 けつ ゝ ある を 見る。 



si にある が 如 しュ n!y ，の 地 は^^ 

跌 ありし も II して 順 常の 發^ を遂 

も舊 栽培 地に 比 し. 進 步せ るが 如き 

縣東村 山^お m 山野 邊附 近， 靜 岡 m 

可 眞 村、 小 E 郡 新 山村. S 如 き は 最 i, 



第三 章 風土 及び 地勢 

第 I 節 氣 候 

木^に 於け る 梨樹の 栽培 區域は 頗る 廣 く. 北 海道より 九州の 南端に 至 

も^ 地に 名産 地と 稱 する 處 ある を 見れ ば. 本 邦の 氣 候が 如何に 梨樹の 

ろに 足る ベ し。 免 樹 栽培 上 好、 適の 氣候を 有する と 否 と は 栽培 上の 難 

る と 共 に、 收 量 品質の 多 少 善惡 にも 影響す る こと 多 けれ ば，^ 樹の坊 養 

と雖も c ら 滴 K おの 氣 候な かるべ か ら す。 北 海 の 如き ，ん ® 附 £ に ゆ 

も， 平 屮 r 二種に 比し 晚^ 種の 成績 面白から ざる は 夏季 

第一 11^ ほ 土 及び 地 勢 
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第一 ^ 01 眩 \ 

佛國に 於け る^ 驗 によれば 攝氏 零下 二十 度に 降れば 牛； 育 を 害 し. 四 十 度に 至れば 死减 する も 

の 少なから すと 云 へ ば. 極 ^の 地に 於て は^ み 少 な き を 證す るに 足る。 洋^の 如き は 比^的 

薄地に 於て 好成績 を举 ぐると 稱 せらる 、 に 係ら す、 數 十 種の 洋梨 を 試みられし 札幌 附近に て 

は 現 今 「フ レ ミッシュ ビゥ ティ」 (H 面 紅) 「ブ ラ ンデ ー ワイ ン」 の 二種 を险 くの 外 12 爛 病の 爲 め殆ん 

ど 跡な 絕 ちしが 如き は氣 候に 關係を 有する 爲 めなる ベ し。 是れ に反して^ ？ E. 琉 球の 如き 

帶地 方に 於て 未た 栽培 せら れ， 其 成績の 佳良なる を閗 かざれば^ 樹は 本邦に ありて は 九州の 

北部より 岩 手. 靑 森に 至る 間に 於て^ も 好適せ る ものの 如し。 然れ ども 氣候は 其 地方の 地勢 

其 他の 關係 により 扣途 を來 たす もの なれば 栽培 家た る もの は 能く 栽培 地の 氣 候の 變 化を考 

究 せざる ぺ からざる なり。 冬季に 於け る 降雪の 有無 多少 は關 係す る處 少なき も， 開 花より 展 

期 (四 月 乃至 五月 上 旬) に 至る 間の 結 霜と 降雨 は 少なから ざる 影饗 を受 くる. か 如 く. 開 花 中 結 

霜の 爲め 犀-被^ を^むる こと あり。 結 霜 は 地勢に より 程度 同じから ざる も. 晚 霜の 多き 處は 

多少の 注意 を耍 すべ きものな り。 天候の 不良 殊に 降雨の 多き 時 は 受精 作用 を卞 3 し. 彼 の自花 

受精の 困難なる 長 十郞^ 他の 品種に ありて は 著しく 不結枭 を 見る こと ある は、 数 年來 珍ら し 

からざる ことな り。 其 上 赤 お； 病. 黑 星 病の 繁殖 を 助長す る 傾き あり コ 入梅 中霖雨 長き に 失す 

れば徒 長 枝の 發^ な 抉 け， お 蟲 S 被^: を 助く るが 如 く、 成 熟 期に 於け る 乾燥 は 其 品位 を は かめ 1 

翌年の 花芽 形成に^ 利なる も. 其、 度 を 過ぎ 旱魃に 陷 ひる^ は 往々^ 實の 肥大 を妨 ぐる こと あ 

れ ば、 斯 る哧は 人工的 液 水す るの 必要 を認 むるな り、 二百十日 前後に 起る 暴風雨の 篛來 ば啻 

に果 S を^ 梨せ しむる のみなら す. 枝 椠 を^す る こと 著しければ 此 際に 於け る 注^^も 必 ^ 
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と. U る^な り 3 幸 ひ 木 邦に 於け る^の 整 枝 法 は 棚 仕 立 なれば 比^的 暴風に 對 する 柢杭カ 强 

き も. 圓 ,^ 形. 盃 狀形^ 他の 坷根 作りの 如き は 風害の 劇け しき 地方 は大に 顧慮せ， さるべ から ざ 

る な り。 

第二 節 土 質 

^樹 栽坫に 適する 土質 は輕 浮なる 火山灰 土. 壚 土の 如き 處を^ くの 外 大抵の 處に 生育す る も 

殊 - i 佳. U なる は 粘質壤 ネ壤 ネ砂 ^壤 土に して 表土 深 かく 排水 佳^なる 處に 於て 最も 妤 適す 

る もの、 如 く. 火 山 灰 十；. 爐 土の 如き は 枝 梢 徒 長に 失 し， 花 蕾の 發現 少なく、 又 花蔷を 着 生す る も 

開 花. 後 ^ 果. する^ 合 多 く. 營 利 的裁坊 として は 不適 當 なり。 緊縮 硬^に して 肥料 分に 富 み， 適 

i なる 處は槪 して 良 結 架 を^つ 、あるな り。 靜岡 縣， 神 川 縣， 新 潟縣の 如き 何れも^.. 川に 沿 

へる 沖積土な り。 而 かも 是 等の 地に 於て 特に 好成績 を卑 ゆつ、 ある 處は芄 心土 砂礫に して， 

排水 極めて 良好なる 粘質壤 土の 表土なら ざる はなし。 千葉縣 八幡 地方 は 砂土に 近き 土質に 

し て 季乾粱 甚だし く， 灌 水せ ざれば 充分なる 結果 を 見る こと 能 はざる なり。 山形 縣束 S 山 

邵，-:： 小 都 府下 久世 郡. 綴 喜 奈良縣 生 駒 郡. 大阪府 下 南 诃內 郡の 如き は 何れも 水 m 中に 盛 上して 

栽培せ る もの なれば、 地下；； <跺 を 下れば 四時 水濕 飽満の 狀を呈 し つ、 あるな り。 岡 山 縣赤磐 

郡 rj 久郡 及び 福 島 縣庭坂 地方み 如き は 傾斜 地に あら ざれば 高燥地に し て， 前 記の 產 地と 趣き 

を 異にする-か 如き も、 槪 して 平坦 地に して 水分 多量なる 地に 於て 最も 適應 せる が 如き 狀 態 た 

ろな り。 然れ ども 地下水 高 く、 排 水 不良 低濕に 失する 地 は樹の 生育 を 沮害 し、 樹 鈴 を 短縮 し， 時 

第一：！ 章 風土 及び 地 8； A 



論 各藝園 樹某驗 K 



第三 地 a" - 

に 病害 を受 くる こと あれば 是 等の 地に て は 成 可く 高槌 とな し. 適 宜に溝 を 堀り て 表土の 水濕 

を 排除す るの 方法 を 採る こと 必要な り。 

洋梨 は 日本 種に 比 し， 勢 力 旺 盛， 結 果期遲 きを 以て 其 土質 は 多少 瘠 薄なる 處を 選ぶ を 可とす。 

卽ち 沖積土 若く は 粘質壤 土の 如き 表土 深く. 肥沃の 地より 多少 砂礫 を 交へ たる 壤土. 粘質壤 上 

にして 表土 淺 く 稍-乾 燥せ る處に 於て 好 結粱を 得る が 如し。 地下水の 高き 處は 根の 發 育， 殊 に 

牛蒡 根の 仲 出 を妨止 し. 恰 も 表土の 淺 きと 同 一 結果 を呈 する を 以て 生育 旺盛なる * 樹 類に 過 

する こと ある も， 往 々病害 を受 くる こと あり。 表土の 深く 膨軟 肥沃なる 地は斷 根， 移 植. 剝 皮 ャ> 

の 操作 を 施す にあら ざれば 豐產を 期し 難 く、 礫 質壤 土に して 表 上淺く 夏季の 乾燥 甚だしき 處 

は槪 して 花芽の 着^ 良好なる も. 果 實の 成熟期に 於て 發育を 害する こと 著しければ 早 害 豫防 

として， 數草 灌水 其 他の 方法 を 採る を 可とす。 

第 三 節 地勢 

梨樹 の栽植 すべ き處は 傾斜 地より は 平坦なる 處を 宜しと す。 殊に 日本 種の 如く 棚 仕 立法に 

あ ら. ざ れ ば. 好 枭を 得ざる ものに ありて は 平坦 地に 限らる 、 なり。 然れ ども 多少の 傾斜 は 却 

て 排水 を 佳良なら し め、 溫 度 日光に 浴す る こと 多き 利 ある も 十 度 以上の 傾斜 地. 殊 に 丘陵 等の 

開墾地に ありて は 棚 仕 立法と して は 頗る 不適 當 なり。 洋梨の 如く 圓錐形 其 他. の 整 枝 法に て 

能く 結實 する もの は 風害の 憂 ひ 少なき 降 は 二十 度 内外の 倾斜 地に 於ても 敢て 不適 常と 認め 

ざ るな り。 本邦の 如き 厘.. 暴 風雨の 襲 來に遇 ふが 如き 處は 風位の 如何に 注意す る こと 極めて 



や, 



必^と する^な り。 栽培 上 如何に 努力す るも此 注意 不充分なる？！ 合 は^に 失敗に 終 はる は 



^人の^..^ 兄す る虚 なり。 是れを 以て， 第 

の 迗 通せ： しき 土地 を 撰 び， 倾 斜 地に 祯 ゆる 

^に受 くる 風害 を 避け 得る 處を 馔ぷを 可 

然他を 顧 慮 す る處 なくん ば往々 空 氣の流 

蟲 害の 繁 祯 を 助長せ し め， 風 害を受 くる 

注意 を 要する ものな り。 



第 四 章 品 種 

して 



ひ 



よ 



に 平坦 地に し 

已 むべ から , さ 

するな り。 然 

日光の 直射 を 

り大害 を釀す 



を受 くる こ 

あれば 方向 
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妨 け、 樹 

こと あ 



も 是 わ 

勢 を し 

れば位 



本邦 種の み に 

, 是れが 分類 

二つに 大別し- 



ても 數十 種の 

上 熟 期の 早晩- 

更 に 早. 中. 浼 に 



き に 

途桌 



達し. 之 

形. 其 他 

る を 以 



梨の 品種 は其數 頗る 多 

其數 百 数十 種の 上に 出づべ し 

類 せらる 、 も 日本 梨と 洋梨の 

が 如し。 

パライス セ C チチ 

日本 種 は 1 に yscl !*ear と 云 ひ、 I 名 を urua -ocrotma WCIKi var. cuta .Rchd. 

山野に. 生せ る ものより 改良せられ たる ものにし て. 洋 と 其 系統 を異 

i irus commlsis L. と 云 ひ， 英 名 Pear と 呼ば れ. 歐 洲 中部より 亞細亞 西部に 



み 

- グ 



S 



と な 

に 中： 

弱 徒 

選 揮 



光 

を 

な 



國種 を 

の 方法 

も 適 常 



空氣 

ら， 一， 

き 八 土 

しめ • 

な る 



に よ 



れば 

り 分 

む る 



と稱 し、 亞細亞 地方の 

にす。 羊 梨 は^-名な 

牛； せる ものより 改 
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論 各 ii 圜榭 杲驗資 



五 四 三 ニー 

果葉結 結 發 
* 果育 
形 期 枝 枝 



五 四 三 二 〇 九 八 七 六 



第 四 S 品 3 I 二 

良せられ た る こと は總 論】 に 於て 旣に 述べた る處 なり。 故 に兩 者の 形態. 性質 等に 於 て 著しく 

差異 あるの みなら す， 經 濟的關 係 も 頗る 大 なれば 栽培 者た る もの 能く 兩 者の 性 質 ，經 濟 上の 關 

係 を 研究し て、 後、 其 品種の 撰擇に 及ばざる ベ からざる な り。 

今兩 者の 形質 上 及び 經濟 上に 關 する 差異の 耍 點を述 ぶれば， 



洋 



s 水 



樹^ 中等 焚 育枝の 伸長 中等な リ 

短 菜 枝の 资生 容易な リ 

早く 二三 年に て 結 栗す ろ Li 至ろ 

.KL1 して 踞齒 深く 色^ 色な リ 

00. 扁^の もの 多く 橢圆 之れ に 次き 槪 して 

sfK- にして 51- 面 平滑な リ 

1 一 一一 一 ^^除く の 外 は梗窪 深く 枭梗 細县 無^な 

ろ *3* 普通と す 

giK 堅く 砂粒 多く 食して 淹滓^ 止む ろ. ^漿液 

多く 味 淡白な リ 

樹上に て 成熟す ろ^ 以て 直ちに 食用 に 供す ろ 

赤 星 病に 對 すろ 抵抗力 弱し 

邦人 殊に 屮流 以下の 人の^ 好 _」 適す 

收蛩槪 して 多し 

栽埒 容易 何れ の 地に も^^ y しむろ^ 得 

內地向 さとして 適^ 

針^ 铌齒の み 



和 梨に 比し 旺^ 栈榷 直立の 傾 さあ リ 

長 * 桉、 中 * 桉 先つ 出て 老樹と なろ に 從ひ短 

菜 枝發 * の 傾向 も リ 

槪 して 運く ニー 一一の ngsg^ 除きて は 四 五 年 乃至 

六 七 年に 至ら ざれば は 結 S 期に 達 《 す 

小形！，： して 鋸齒^ く 色谈色 の L の 多し 

1^ 形 卵形の 如き 不蹩 形の もの 多く 巣 面 不整 

多き ^普通と す 

梗 窪殆ん どなく 菓梗 短大 肉梗 ななし 有蒂 なろ 

柔軟 にして 粘 力に 富み 渣滓^ 殘 こす、、 と 少な 

く 味 ひ 邋厚 なリ 

採 收後數 日 乃至 數 十日^ 經過ぜ ざれば & の 味 

^^味す ろ- >と 能 はす 

腐 瀾病遲 腐 病 粱モグ リダ 一一」 の 被^ 殊に 著し 

外國人 及び 一 部 上流 社會の 嗜好に 適す 

和 梨 に 比 し 多少 劣 ろ阀き あり 

土 K の 選定と 性 K の 如何^ 知ろ にあら ざれば 

^^^み 雛し 

鲩 出向と して 逾當內 地 向と して 日本 稀ん 凌駕 

すろ に は 前^ 尙ほ泫 遠な リ 

全 圆の） ^の^ 鈍毁 之れ に 次ぐ： IS 狀の ものな し 一 



梗 及ひ蒂 

粱肉 及香氣 

成 熟 

收量の 多少 

5& ハは兄 

i お 
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和^^ は 以上 述べた るが 如く. 化； 、形^ 樹性^ 他に 差異 あるべ き も 之 を M お し て -最 後の 利 益 を 

獲得す る 所謂 經濟 上の 利害 闢 係に 至りて は， 其 地方の 風 十： .位：み. 栽坊 者の 腦カ. U 的 等に よりて 

决定 すべ きもの なれ ば、 俄 かに 斷 言 すべ きものに あらざる なり。 而 うして 其 品種 は 何れも 颇 

る 多 く， 是 れが 是非 選 懌上颇 る 苦 心 を 要 す ベ き も、 本 邦の 風土に 適し 品質 收 i 共に 優等に して 

栽培して 利益 あろ もの は必 すし も 多し とせざる なり。 今 ：！だ ^ お ^ 品種と || む ベ きもの を^- 

ぐれば 左の 如 し。 



a 鍮 i 尺 二分 一) 




第一 節 和 梨 



ィ 



早熟 種 
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一， 眞鑰 (巾着 *眞 中. 新忠) 

本 種 は 今 を 去る 三十 年 前 祌奈川 縣橘樹 

渡 新 七 氏の 作り出せろ 早生 種に し て， 通 

れ ば採收 せらる。 某 は 小に して 平均 二 

十 匁、 形 狀扁圓 にして， 梗窪 部に 一 ニ淺 き 

色黃綠 色なる も 次第に 赤褐色 を 帶 び、 所 

るに 至る Q 果梗 太く 長く 果皮の 斑點 稍.. 大 にして 粗な り， 

果肉 白色に して 微黃 を帶 び、 質 緻 密、 多 漿 甘味に 富みて 颇 

二 11 



郡 大師 河原 村 石 

常 七月 下旬に 至 

十 K 六 匁 乃至 三 

縱線 あり，^ 皮 地 

謂 眞狳色 を 呈 す 



D ^ £^ si tij -m 驗 f,' 




ろ 上" i な り。 れ ども^ 心 稍". K に 

匁. z: 外にして •：；： にが 屮 化 極 早生 種な 

一一、 21 (巾お 叩. 錦) 

起 S 未だ W ら かなら す， 或 は 越後に 



I! m (^尺 二分 一) 



一 四 

して^ 形 小なる 缺 a あ.^。 一 反歩の 平均 収量 五、 六 百 S 

るみ-以て. ！；； 利なる も大 栽培 を 行 ふべ きも s にあ らす。 



な り 

名稱 

の 「ド 

づ ナ 

を附 

樹勢 

Hy. 「&? 

を 

果形 

に し 

斑點 

漿液 

遲 く- 



於て 栽培 せらる、 巾 若の 

と， 其 他 種々 の說 あれ ども 

の 起り は川畸 附近に 於て 

ィ ッ」 が 其 良 栗な り やと 尋 

たりと。 或は 橫^ の獨逸 

せりと 稱 せらる ゝ も 定か 

中 等、 生 育 佳なる も黑星 病 

き缺點 あり。 然れ ども 熟 

る 特點ぁ り、 果 實は 八月 上 

中等、 平均 一 四 五十 匁， 扁形， に 

て 帶 靑 黃 色， 完 熱する にあ 

稍" 大 にして 粗な り。 果肉 

甘味 北 ハに多 く、 殘 滓 少 な く 

果心 小し にて 品質 良好な 



1 反歩 五六 百 貫 匁 年に より 豐 



變種 なりと， 又は 支那 梨の 變種 

川^: 地方の 產な るが 如 く、^ 

始めて 良^ を傳 へ閗き たろ も 

ぬる もの 多 く. 遂 に 「ド イツ」 と 名 

人が 之 を 嗜好せ ろより 此名稱 

ならす。 

に 罹 かり 易く、 又 早 魃に堪 ゆ -0 

して 長く 樹上に^:^ せし むる 

旬より 成 熱採收 する を^。 

して 正し く^ 短 大^ 皮 滑 か 

ら ざれば 黃 赤色と な ら す。 

純白に して^ 緻密なら ざる も 

，皮 を 刹-ぐ も 酸比變 色す る 二と 

り。 花芽の 着 生 も 良好に して 

凶 な く、 早 化； 種と して 右 望 種に 



梨 編ー笫 



早生 長 十郎 (縮尺 二分 1) 
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獨 逸に 劣 るも收 S 多 

四、 市 原 早生 



凰す。 

=1、 早生 長十郎 

今 を 去る 十 數年前 神 奈川縣 ^樹^ 御幸 村萵橋 春次郞 と云ぷ 

人の 固に 結采 したる もの を 始めと せる が 如 く、 同 氏は埼 玉縣 

安行より 苗木 を 購： 入 したる もの 、中に 混 人し 居りし と稱ふ 

る も. 本 種と 似た る もの 未だ 他に 見 常らざる を 以て 見れ は 多 

分實 生より 變 化せる ものな らん。 

樹勢 旺盛に して 樹皮 黃靑 色を帶 び、 楚も他 種 C 如く ^綠 とな 

ら すして^ に黄綠 色を呈 す。 生育 屮等 にして 結果 朋に 入る 

速 かなる も黑 S 病に 堪 ゆる 力 弱き 缺點 あり。 八月 上旬 II 逸 

と 同時に 成 熱 し、 大 さ 一 個 五六 十 匁より 七 八十 匁に 達する も 

の 少なから す。 果 形扁圓 なる も 多少 不整の 傾き あ り。 其 形 

長十郞 に似て 早生なる を 以て 此名 稱を附 せられし も 却つ て 

泰平に 似た る點 あり。 菜 皮 褐色と なる も 粗^に して 平^な 

ら す， 梗 窪 深 か く、 梗 の 長さ 中 位， 多 少彎 曲す つ 肉 白 色， m 液 多 き 

も 甘味 多から ざると 砂 泣 稍-多き 傾き あり。 故に 品^と して 

一 反歩 六. 七 百 莨に 達. し. 早 牛； 種と して 比 较的冇 利の 品種な りと す 《 



g 四 章 



Is 



論 各 81 i! © ^ 驗 it 



i お 3 

市厫 早生 (縮尺 二 • 



ャ 7 




1 六 

本 種 は 高 知 跺 高 岡 町 市^ 淸之 氏の ^「樹 ^ s に發兌 せら 

れ たる 者に し て. 寶 牛； より 出で たる も の な る ベ し。 樹 勢 

强健 にして 枝捎喑 紫 B.0 點 明らかな り、 發 育枝の 基部に 

往々 釙枝を 生す る もの あり。 ^形より 朵 形に 至る まで 

凡て 今 w M に顿 似の 點多 し， 故に 多分 同種 系統の 實 生 な 

らんと 思 はる。 ^實 は大 にして 六 七十 -^. 其 ^ 大 なる も 

の は 百匁 以上に 達す。 * 形は圆 又は 短椅圆 にして^ 皮 

は 帶 黄綠 色. 熟 する に 從ひ黃 褐色と 

粳窪蒂 ^共に 稍" 深く して、 架 梗 中位 

軟 にして 多 汁 な り。 甘味 多くし て 

而 かも 熟 期 早く 七月 下旬に 至れば 

3 典 錦と^" ほ 同時 期に 採收 せら れ， 收 

比 し 劣ら ざれば 早生 種 中 最 も §H み 



なる。 斑點大 にして 

砂 泣 少 な く" 好 

採收 する をお。 

量 も 亦 他の n 十 生 種に 

多 き 品種なる ベ し。 



□ 中 熟 種 



五、 赤穗 (條 赤) 

起^ 不 明， 樹 ® 健 にし て や： ^ は せ く^ 形 巾 m 、一 個 小 均 四十 匁- 2： 外， 大 

上 に 達す。 ^實 は^ 形に し て 部 多 少 細 ま り. 梗 ^より 肩部に， M つ 



なる の は 六 七. I- 匁 以 

て 五條の 縱線 あり。 



鋭 一.？ it 




種 (縮尺-一一 ひ 二- 



五 




二年^ 祌^ 川 縣橘樹 郡 大師 河^ 

股 在せ りと 稲せられ、 千 f 神 祭 m 



^ 皮 お^ 色に して 陽光 部赤褐 を ゆ び. 灰 ，：： 色の^ 點 

密 布す 3 槪 して 杲色眾 一 ならす して 不整の 傾き あな を 

以 て， 外 觀美 ならざる 缺點 あり。 果肉 水色 を 帶 び， 柔 敉 ^ 



密 漿液 多く、 酸味 澄 滓 共に 

月下 旬^より 採收 せら 

れ 九月 中旬 頃まで 樹上 

に存 rod する を^。 一反 

歩の 收量六 七 百 莨， 栽培 

宜しき を 得れば 八 百 貫 

乃至 九 百 貫に 達す。 槪 

して 栽培 容易なる 品種 

なり o 

六、 早生 幸葳 (吾妻 錦) 

本 種 は 千 葉縣中 山の 石 

井 權兵衞 氏が 明治 三十 

村より 購入せ る 苗木 中に 

の兩縣 下に 栽 せらる , 



も 其 區域未 だ^か ら 

铤四窈 品 »9 



樹 勢 ^健、 枝 梢の 仲 長 佳良に して 



少 な く， 品 質颇る 上" E なり。 八 

早生 幸藏 (縮尺 二分 一 ) 



第 



山ハ 



圆 




1 七 



論 各 S 圜樹ダ 、驗赏 



第 I 節和级 1 八 

幸驟に 類似せ り。 果實は 稍 "大に し て 扁圓 なる も 稍-腰高く、 肩部に 二三の 縱腺 ある もの あり， 

果皮 斑點も 亦^ 藏に 類似せ るを以 て， 此 名 稱を附 せる ものな り。 果肉 白色 柔軟に して 緻密 

甘味 多く 多漿 なる 點等 幸藏 に； 類似す。 一 顆の 平均 重量 五十 匁內 外， 大 なる もの は 八 九十 匁 

に 達す。 熟^ は 八月 下旬より 採收 せらる も 九月 下旬まで 樹上に 存置す る を 得。 少しく 注 

意せば 十月 下旬まで 貯藏 する を 得 長 十郞に 比して 食用 

朗 長 く， 枚 II 又 一 反歩 七 八 百 貫より 一 千 貫に 達 し， 頗 る 豐 



第 



七 



圖 




產 有 望 な る 品種の 

セ、 霞 

本 種 は 神な 川 縣橘 

り 育成した る もの 

熟す。 * 形 扁圓に 

る もの は 六 七十^ 

しく 長き と 鮮明な 

り。 采皮は 褐^ r 滑 

品質 頗る 上 品なる 

く 貯藏し 能 はざる 

牛; 長 鬼る 盛んにし 



一 な り。 

樹^ 大師 河原 村 倉 形 荦藏 氏が 實 生よ 

にして. 八月 下旬 長 十郎と 前後して 成 

して 正しく. 一 個 平均 ra: 十匁內 外， 大 な 

に 達する も槪 して 小形な り。 朵 梗著 

る斑點 とは此 品種 の特 徵 とする 處な 

かにして e: 水 肉 白色 柔 軟、 多 漿化味 多 く， 

を 以て 束 京 市場に 歡迎 せらる 、 も， 長 

と、 果心大 なる の缺點 あり。 樹性强 健 • 

て 枝 は淡綠 色に 淡 紫 赤色 を 帶 び， 長 圓 



の锅斑 W 散す。 花 淡紅色 を帶 びて 重 瓣な化 



梨 



編 一 第 



第 



乂. 



長 十耶 (縮尺 五分 二) 



1 反歩の 収量 六 七 百 貫より 八 九 百 貫に 逑 する も， S に は 不^果 を來 たす こと あ. り。 品^^ 

好なる を 以て 各地に 栽培 せらる。 、 

八、 長十郎 (満月 *出|！^ 林檎 梨) 

木 種 は 今 を 去る 二十 餘年前 祌奈川 縣橘樹 郡 大師 河原 村 字出來 野、 當麻 長十郞 氏の 畑より 產 

したる ものにし て. 其 當啐は 比 絞 的 注意せられ ざり しも 

明治 三十 年頃 一 種の 病 害 (黑 星 病な りしと S は る) の 爲め， 

他 品種 は大 なる 被害を受け しも 此種獨 り 之に 堪へ 頗る 

豐產 なりし か ば、 漸 く 四隣の 注意 を拂 らふ 處 とな り. 爾 後 

兩三囘 新の 如き 大害を 受けし も同樣 抵抗力の 强 きのみ 

な ら す. 豐 產 にして 品質 佳 良， 外 觀 美なる 上 熱 期 盛暑の 候 

にて 果實の 需要 最も 多き 時期に 熱する を 以て 賫ロ 宜し 

く、 之 に對抗 すべ きものな く， 各 品種 を壓 倒して 頗る 急速 

なる 傳播 をな し. 今 日 梨 品種 中 栽培 面積の 之に 及ぶ もの 

なき 盛況 を呈 する に 至れり。 

採 收期は 八月 下旬より 九月 上旬 最も 盛な り、 形 狀殆ん ど 

圓形 にして 果梗 中位、 梗窪蒂 窪 共に 深から す、 一 個 平均 七 

十 匁- e: 外. 大 なる もの は 百 三 四十 匁 以上に 達する もの 少 

からざる なり。 果肉 は 白色に して 漿液 多 く、 廿 味 之に 作 

1 九 



八 




論 各 ^ m m * 驗 n 



第 一 和^ 

ひ， 果 心 小に して^ 皮-は P 「く、 赤 褐色に して 斑點大 なら す. 外觀頗 る 美な り。 

歩の^ 量 七 八 百 S 乃至 一 千贯、 栽培せ， しき を 得れば 1 千 五 百 貫に 達し、 殆ん 



太 



白 賛ニ詹 



第 



ブ 



き 點 少な き も、 强 い 

ば貯藏 稍" 困難に し 

上の 貯藏 困難なる 

長く 留め KQ- くこと 

點 あり。 又 本 種 は 

と 甚だ 困難に して 

する 時 は 天候！ H ハ他 

外の 不結果 を隨す 

者ば 必す他 品種と 

ig する を 可とす o 

な、 太白 

樹 i 强 健. 仲 長 ±1 に 富 み. 小 

る こと 少な く、 築 は大 にし 

を 帶 び. 樹 皮 喑綠 色に して 

其 性狀他 品種と 異 な る 點 



二 G 

豐產に 

--ニ 比淮 

とおき： 

て是れ 

て採收 

と、 熱 し 

能 は ざ 

自花受 

此 品種 

の關係 

こと あ 

適^ 配 



て I 反 

加 ふべ 

求 むれ 

十日 以 

樹上に 

との 缺 

する こ 

み 栽培 

より 意 

ば 栽培 

して 栽 



枝 を 生 す 

て 濃綠色 

光 ^あり， 

多し。 果. 



一 A は 殆 んど圓 形に 近 く， 平 均 重 ，ー 五 



？ 5 



六 十 匁 2： 外. 大 なる もの は 百匁に 達すろ もの あり" 使 は 太く して 短 か く： 使 ^蒂^ 共に 淺 

< ^の もの 多し。 ^面 ；錄 ， お 色に して 滑 かな り、 S として 銹を 現す こと あり。 斑點大 にし 

て 鮮明な り。 某 肉 は 白色 緻 密， 砂 K 少な く、 柔 軟 多 



S- 月 (si 尺 二分 一 ) 



十 








漿 甘味 多く. 品質 颇る上 

下旬までに 採收 せられ 

I" 通と すれ ども 栽培 宜 

す。 本 種 は色澤 普通の 

ひの.^ 好なる 割合に 賫 

W 人の 嗜好 を增 すに 至 

一 0、 明月 (福 壽) 

石 川 縣の產 にして 樹性 

く、 樹皮 滑 澤 にして 黃綠 

く 色 淡色 な り。 栗實は 

^内外なる も 百 三 四十 

梗太 くして 長く 有蒂種 

黄褐色に し て 陽光 部 赤 

斑點密 布して 鮮明な り _ 

- 純白に して 摄 密. 剥 .K し 



b £ ，s e 



品な り。 九 n: 上句より 屮 

1 反 步の收 量 六 七 百 貫 を 

しき を はれば 九 百 貫に 達 

品種と 異 な る を 以 て. 其 味 

行 き 宜しから ざ る も. 將 來 

る ベ し。 

極めて 旺盛に して 

色を帶 び. 菜大に して 稍，.^ 

榜圓 にして 颇る 大. 普 通 百 

匁に 達する もの あり。 お 

なり。 菜 皮は綠 褐色， 或は 

褐色 を帶 ひ、 灰 色の 大 なる 

. 果皮 稍.. 厚く、 果心 中等，. S 

て 長く 變色 せざる 特長 あ 

一二 



お 各^ 園榭 染驗究 



«s 1 節 

香 氣 多 か -,? ざ る も 甘味 多 く、 砂 泣 な く 品 良 好 な り。 長 

K 收 せらる C 本 種の 收量は 其 整 枝 法. 培 養 法の 如何によ 



ニニ 



郎に 比して 稍. -遲 く， 九 月 中 下 

著しく 差 ありて 其 培養 宜し 



二十世紀 (縮 尺 二分 一) 








きを 得れば 二 反歩 七 八 百 貫に 達する こと 

敢て 困難なら ざる も， 整 枝 剪定に 重き を 匿 

かざる もの は 此半ぱ だに 達する こと 能 ざ 

る； もの あり。 殊に 結果 期に 達する こと 遲 

き缺點 あれば 本 種 を 栽培 せんと 欲する も 

の は 大いに 注意 を耍 するな り。 

I I、 廿 世紀 (凱旋 • 凱歌) 

本 種 は 千 萊縣柬 葛 飾 郡 八 柱 村 松 戶覺之 助 

氏の 發見 せる ものと 稱 する も. 奈 良縣^ 水 

園奧 15 平氏の 發 見せる 凱 欲と 同種なる が 

如 き も. 其 系 統 上 多少 疑 ひ な き 能ざる な"。 

幼樹は 樹性强 勢に して 枝 梢の 伸長 力 著し 

きも 次第に 衰 ふる 傾き あり。 枝捎 太く iS 

間 短 かくて 茆部膨 れ、 新 梢 は 白き 絨^ を以 

て 被 はるれば 容易に 他 種と 識別す る こと 

を 得 o 果形 太白に 類似し. 一見識 別に 苦し 



編 一 第 



か ものお り。 果は 圓 又 は 稍- 扁 平. 太 白 よ り 稍-小 形に し て. 平 均 重量 四 五十 匁. 果 皮 薄く 5?！ 

滑 かにして 銹を現 はす もの あり。 斑點は 稍.. 密 にして 果梗 は莖部 膨れな り。 果肉 は 白色 緻 

，柔 軟颇る 多 漿 4= 味 多 く、 香 氣に富 み、 其 優良なる こと 和 梨 中の 魁たり。 熟 期 は 九月 中 下旬 

IS にして 一 反歩の 収 S 五六 巧 #3 匁 を 普通と す。 品質の 優良なる 點 より 近時 各地 方！. 1 栽培 

せらる 、 もの 次第に 多き を 加へ たる も， 锅 害に 對 する 抵抗力 弱き と果實 の貯藏 稍- 闲難 な る 

ゆの 缺點 あれば 郡會 附近に 非され ば大 栽培 を 行 ふべき ものに あらす。 



今 ひ s (S 只 五分 三) 




Rra ..M 品 8 



一 二、 今 村 夏 

本 種 は ± 佐の 原産に して 性强 勢， 枝 捎 太 く. 小 

枝の 分岐 少な く. 樹 皮 赤味 を帶 びて 光澤 あり。 

* 形大 にして 平均 百 十 匁 C 外， 形 狀圓錐 形 を 

帶 ぶ る も， 熱 する に從 ひ橢圓 形と なる 有蒂な 

り。 果皮 赤褐 にして 大 なろ 斑 點 あり、 肉柔ら 

にして 多漿甘 味 稍-多 きも 充分 熱する にあら 

ざれば 眞 の 味 ひ を 出さ > るを以 て. 其 採收及 

び販賫 の 時期 を 誤 ら ざ る や う 注意す ベ し。 

収量 中等 二 反歩 六 七 H 莨匁內 外な り。 



二三 



論 各 藝囿樹 驗 梵 



IBM. . 藝-, ff..0 



二 四 



V VQU Afnl l 



？ 三、 早生 赤 (早生 赤 寵. 水 熊) 

木 種の 起 原 は 十 2 <-m 今 全^ 各地に 哉^ せら れ. 其 栽培 反別 長 十郞に 次ぐべき 有名なる 品種 

早 ^ ^(^尺 四 分 三) なり。 樹性强 健に して 病害 風害に 對す 

る 抵抗力 强 きも 多少 赤 星に 犯 かされ 易 

きを 以て 此 病害の 多き 處は豫 防 を 怠る 

可ら す。 果 形扁圓 なる も 下部 少しく 細 

まり、 形狀齊 整 皮 赤褐色に 灰 黄の 小 斑 

點密 布し， 果面 稍. -粗 なり。 大 にして-小 均 

六 七十.^ なる も 百.^ 以上に 及ぶ もの も 

^しからす。 果梗 太く して 稍.^ 長く 果、 肉 

は帶綠 白色 質 稍" 粗 なる も 漿液 多 く. ォ ^ 

に 富 み， 多 少の 酸味 ありて 風味 徒 良、 品 質 

良好な り。 九月 下旬に 至れ は採收 せら 

れ、 直 ちに 食用に 供す る を 得れ ども 能く 

貯藏に 椹 へ、 翌 年 -ん 六 月 顷 ま で 安全に 貯ふ る を 收量 多く 一 反歩 七 八 百 貫 を 普通と し. 晚 

生 種 中の 有望 品種な り。 



第 



一二 



，. 




お 



お 



第 



泰 平 (縮尺 四 分；： •) 



一 四、 泰卒 (太平 • 花魁. 傾诚) 

本 種 は 祌奈川 縣橘樹 郡 大師 河原 村 小島 太郞 右衛門 氏の 育成せ る ものにして， 早生 赤に 次 ざ 

て 栽培 面積 廣き 品種な り。 樹性 中等， 新 梢の 仲 長 

緩慢に して 花芽 着 牛； し 易し。 葉 は 小に して 黃綠 

色 光澤 少く枝 捎は喑 灰色 を呈 す。 ^形 EI 圓 にし 

て 果梗短 大， 梗 窪 蒂窪 は 共に 狹 く して 淺く 無 蒂 な 

り。 果皮 は靑 黄色の 地に 赤祸 色を帶 び， 灰白の 大 

なる 斑點 粗ら く 散布す。 一 顆の 重量 七十 匁. e: 外 

なる も 百.^ 以上に 達する もの あり。 栗. s 白色に 

して 砂 泣 稍-多 く， 多 少 甘味に 乏しき. か 如き も 漿液 

極めて 多 く， 品 質 佳良に して 一 時 多く 栽培せられ 

し も， 黑 星 病に 犯され 易き と 成 ^ 前 に當 りて 落^ 

し 易き と は 本 種の 缺點 とする 處 なる を 以 て. 近 時 

早 生 赤. 世 界 一. 晚三吉 の爲に 次第に 壓 倒せら れ、 栽 

培 面積 は 減少の 傾き あるが 如し。 




一 五、 世界一 

樹性强 健に して 

好に して 結果 期 

第 四 章 品 S 



枝 捎の發 育 中等な り、 葉 及び 捎の 狀憨 泰平に 酷似せ ろ點 多く， 花芽の 着 生 良 

に 達する こと 早 く、 爲 に往々 枝 梢の 仲 長を遲 緩なら しむる 傾き あり。 果賓 

, 二 S 



論 各 藝 in 樹 果驗， 



五 十 




T fflm 

世 界 一 (縮尺 二分！) 



第 

十 




達 し. 早 生 赤 

一 六、 令 村 秋 

土 佐の 産に して 

に 宜し く、 果 實 は 

に 達す。 架 形圓 

なり。 果皮 淡黃 

而粗 にして 滑 か 

の 多 i れ果心 



二 六 

は大 にして 扁圓 をな し、 梁 皮黃綠 

色" 完 熱すれば 淡黃 褐色 を 帶び桌 

梗の莖 部 膨大せ る もの 多 し、 果 肉 

は 白色 緻密に して 砂粒 少な く、 1 永 

液 多く 甘酸 度に 適 ひ 品質 良好な 

り。 九， n: 屮下^ 早生 赤. 泰平と 略 

ば 同時 期に 成 熱し^ 年 四 五月 .g 

まで 貯藏す る を 得れ ども 早生 赤 

に 比して. 貯藏カ 劣れる が 如し。 

收量 普通 一 反 步七八 百 莨 内外に 

ほ 相 伯仲せ る冇望 種な りと す。 

(土 佐 條. 土 佐 重. 土 佐 寵金 次 郞) 

樹性强 健、 枝 捎の發 育 花芽の 着 生 共 

大 にして^ 通 百匁より 百 四 五十 匁 

錐 形に して 蒂部細 まり、 多少 不整 形 

色に して 大 なる 斑 點 粗く 散布し、 果 

ならす。 蒂窪は 深く して 有 蒂のも 

に 通す。 菜 肉 白色， 果心 小な り。 肉 
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贸 桁.. 粗なる も 柔软多 娥渣滓 少なく. 收獲 常時 は 多少^ 味 を帶 ぶる も 貯蔵す るに 從 味 を 

^し. 品質 頗る 上等、 晚熟 貯铋種 中の 優 品たり。 然れ ども 百匁 位に 達せざる もの は 真味 を發 

，せす。 十月 中旬より 採收 せら れ. 本 種 は 特に 蟲害を 被る こと 多き を 以て 袋 掛け 其 他 害^ 

豫 防に 主意す る こと 肝要な り。 本 種 は 品質 良好なる のみなら す收量 多く 一 反 步八九 百 莨 

より 一 千 貫 匁 以上に 達し 有望なる 品種の 一 なり。 

一 七、 晚ー 一一き (晚 三丄ー 一吉) 

本 種 は 新潟縣 の原產 にして 樹 



晚 ョ 吉 (縮尺 一 二分 一) 




00 & § 



性强 健、 枝 梢捎， - 太く， 花芽の 着 生 良好に して 枝捎 は綠黃 色を帶 

ぶ。 葉は大 にして 濃綠色 を帶 び， 先 端 著しく 尖が り 、来 實 は 

大 にして 普迎七 八十 匁， 形 狀 不正なる 尖圓 形に して 肩部 細 

く， 蒂部亦 小に して， 中央部 膨大す。 梗 窪狹少 にして 深く、 有 

蒂の者 多し 桌皮 薄く 果面滑 かにして 綠 褐色 を呈し 不鮮明 

なる 小斑點 あり。 果肉 純白に して 柔軟、 多漿， 果心 小に して 

收濩當 時 は 甘味 少 く、 味 ひ 佳なら ざる も 二三 月頃 迄 貯蔵す 

れば 甘味 增 して 風味 良好と な り、 渣滓 少 な く， 品 質に 於て は 

今 村 秋 を 凌駕す ベ きも 收量 稍，. 劣り， I 反 步七八 百 貫 匁 を 普 

通と す。 十月 中 下旬より 採收 せられ、 翌年 五六 月まで 貯藏 

する を 得。 貯藏 種と して 最も 有望なる 品種な り。 

以上 十七 種 は 現今 有望 種と して 旣に 各地に 栽培せられ、 又は 

二 * 



賒各藝 圜樹菜 



驗 
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中中 中中 中 中 少 中中 少中 

^ ~" tp~3£ 5£~^ "~ ^ ~~ 弱 中中 中强 
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雪 助 屋^ f C 



は 
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m m 
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又 
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小 



中 中 中 



中 は 中 

の 大若 
大 く 
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黄 黄 fi£* n 
* せ、 點^ 黄 
色 色大色 稱 
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將來大 に 增潲 せられん とする 品種に して .栽 ^家 は ^何れ か を 選ぶ も 失敗 を 招く が 如き こと 

なかる へし。 然 かれ ども 世人の 嗜好 は絕 えす 上進 變遷 すべ く， 殊に 枭樹類 は 栽培の 難易， 病蟲 

害の 多 少， 典 他 種々 の 原因に より 取捨 せら れ， 改 良 せらる 、 を 以て 自然 新品 種の 出坝を 見る ベ 

く. 又 今日 敢て 重き を 置かれざる もの にても 將來 注意 を惹 くに 至る ものな しとせ す。 故に 以 

上 記述せ る 品種 以外に 各地に 栽培 せらる 、 ものみ」 表示 すれば 左の 如し。 



品 



名 


枭 

形 


大 
小 


色 

/畢 


肉 
質 


質 


-热 
m 


收 

量 


樹 

勢 
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耍 



A 色粗糙 

堅し 

白色 稍 粗 

堅し 

微黄 柔軟 

微黄質 粗 

柔軟 多漿 

白色 緻密 

柔軟 

^货， 靴 顿 

A 色 柔軟 



緻密 微黃 

赤色 

銳 密堅顿 



甘味 少なく 

下 

中の 下 

P 

中 下 

甘味 多く 上 

甘味 多く 上 

廿昧 少なく 

甘味 多漿中 

甘 咪少下 

甘味 小ノ下 



七月 下旬 

七月 下句， I 

八月 上旬 

八月 中句 

八月 屮旬 

八月 上 中旬 

八月 中卞旬 

八月 上旬 

八月 中旬 

八月 下旬 

八月 中 下旬 

八月 中 下旬 



川 崎 地方 LL 栽培せられ しも 現今 栽培 

する のな し 

新潟縣 地方に 多少 栽培 せらろ ゝ もの 

祌奈川 縣橘榭 郡の^ 產， 十 數年前 ま 

で 盛んに 戟坨 せられた るむ のな リ 

祌奈川 蚝橘樹 郡の^ 產、 栽培す る も 

の 少なし 



千粱 京都 神奈 川に て 一 時 我 培せられ 

しも 凇務 不安定の © め 現今 狨培 すろ 

もの 少なし 



神 条川縣 大師 河ぬ の 原産、 近年 發見 

の ものな リ 

千^ 中 山の 產， 品赏 劣等の 爲め 栽培 

すろ IP の 小ノ なし 

一 時 神 奈川千 葉に 栽培せられ し 事 あ 

古き" i 械 にて 現今 殆んと 跡^ 絶て リ 



六 月 (导 生 六) 

國 六 (晚 
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江 S 
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古き 歷屯な 有し 一 晬全 國-」 一旦 リ轼 培 

ぜられ しも 現今 戟培 すろ..； > の 少なし 

戟培 古く 祌奈 川新渴 千^ 其 他 各地-」 

殺 香せられ 尙 現存す ろ もの 多し 

iS 凶 常な く 品質 劣等 

千^ 八墦 地方の^ 品質 茛 好-しし 丁数 

產 なろ, ^以て 有望な リ 

石川^ 阜 地方に 栽 51? せられ^ 理 梨と 

LXMX ろ 

石 川縣產 

茨城 千 葉 地方-」 栽培なら ろ 

千 粲縣ぉ 葛 飾 郡の 礙 結果 多少 劣ろ^ 

如き も 品質 茛好 貯蔵に 堪ゅ 

各地に 栽培せられ 貯藏钝 なり 

千 葉の 庠果面 に 四條の 溝もリ 

千 菜蚝產 

神 奈川蚝 大師 河 K の^ 產 近年 發 見の 

もの： i て 有望 SS な.？' 

新渴 縣の產 二十世紀に 頷 似す 黑星病 

Li 犯さろ 

本邦 種 中 最も 大 なろ ものな リ 

千 粱縣の 產晚熟 貯蔵 種な リ 

晩^ 貯硗 ^石 川縣に 栽培な ら ろ 

石 川蚝產 貯蔵 種 

品 K 茛好 なろ も 栽培 困 雑な ろ 傾き あ 

二 九 



f お 各 藝圜樹 



枭驗燹 



馎 


靑 


巾 


關 


旭 


瀨 


旭 大 


多 






西 






古 


靑 


龍 


着 




曰 


川 


龍 河 




長 


楕 


il 


In 


長 


稍 格 






圆 








楕 m 
















大 


中 


中 


大 


大 


大 


中 大 


色帶 


暗 


赤 色 帶色綠 黄 色 淡 赤 


黄 


綠 




綠 




赤 


灰 m 


綠 


色 


色 




褐 色 


m 色 


白 


柔 


柔 




柔 


白 


緻 密微 


色 


軟 


軟 


荧 


軟 


色 


密 黄 






緻 


粗 


質 


粗 


白 色 


密 




密 


顿 


粗 


硬 


色 緻 


甘 


上 


多 


m 


中 


多 


中 多 


味 




漿 


液 






漿 


多 




上 


少 




多 


多 


漿 






中 




酸 




上 










中 


中 


八 


十 


九 


九 


十 


九 


十 十 


月 


月 


月 


月 


月 


月 


月 月 


上 


上 


上 


下 


上 


下 


上 上 


旬 


旬 


旬 


旬 


旬 


旬 


旬 甸 


豐 


多 


幽 

-S3. 


中 


中 


中 


中 豐 


强 


强 


强 


中 


强 


强 


强 强 



第二 鬣 ： 牛 種 

,r ギ熟種 

「， ボ. I レ I ^ ッファ I (Beurre Giffard) 

佛國 種に して 果は中 形、 四 十五 匁內 外. 壜 狀形 をな して 上端 尖が り、 果 皮 黃 綠 色を帶 び. 陽 光部 は 

多少 紅色 を呈 し、 果 面 滑 かにして 皮漭 く、 鼠 色の 明瞭なる 斑點 あり。 栗 便 中 位. 多 少 屈曲して 梗 

窪 な く、 蒂 窪淺 くして 狹 少、 蒂 閗 らき 居れり。 肉 は 白色に して 多 漿. 柔 かに 溶く るが 如く、 f 種の 

芳香 あり。 

樹性强 健. 枝 梢 稍" 細 線 開 張 垂下す る 傾き ある と， 樹 皮 赤色 を帶 ぶる は 本 種の 特 fej なり。 七月 下 



一一 一 ひ 

一 祌奈川 千^ 其 他 各地に 裁 培 V！ ら 

れし 品 嵇なリ 

京都府 下 に 多く 栽培 せらろ 

斩潟縣 に 多少 栽培 せらろ 

新潟縣 地方-」 多く 栽培せられ 巾着 叩 

さと も 稱ぜら ろ 

(福 阿 縣の產 にし 一、 熟 期 早く Bg 種 一良 

J 好、 ，產 なろ^ 以て 大に歡 迎ゼら 

1 れ^ 來^ g の 品種 なリ 



义' 
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旬 成 熟 し. 稍； 豐產 にして 結 I 柳に 人ら こと 速 かなり。 

二、 クラ ッ ブス *フ H ボ リット (ckpps Favorite) 

米國 の原產 にして パ ー トレ ッ トとフ レ -I シビ ウテ ー 種 

との 雜種 なりと 云 ふ。 枝 梢の 色はフ レミ シビゥ ティに 

似 たれ ど も. 發育 狀 憨はバ ー ト レ ットに 類似せ る點 あり n 

樹性强 健に し て、 寒 氣に堪 ゆる カ强ょ く， 枝 梢 太 く、 節 間 は 

短く して 淡 紫 紅色 を呈し 光澤 あり。 榲棹砧 に 接着 す、 結 

果 期に 入る こと 多少 遲き 傾き あり。 ， 

果實は 稍.^ 大 にして 鮮麗， 形狀倒 卵形 をな し • 果皮 滑 かにし 

て 薄 く、 稍.. 赤味 を帶 ベる 黃色 なり。 陽光 部 更に 濃 色に し 

て 微小の 斑點密 布す。 果梗 短大 稍.. 斜めに 附着す。 果肉 白色に して 緻密、 多漿 溶ける が 如く、 廿 

味强 よく 香氣は お し、 品 質 上等に して 八月 上旬より 採收 せら れ. 五 六日 貯藏 して 食用に 供 せら 

る。 收 量 は 中位な り。 - 

=ー、 ドクトル ジ ユイ ル、 ギュ, T ョ I (M>r. Jules Guyot) 

木 種 はプレ コ I ス (precocc) 三季梨 又は 炭圑 星と 稱 せら れ、 本 邦に 最も 古く 渡来せ る 品種な り。 

神^ 川 縣橘樹 郡 大師 河原 村 石 渡 七 左衞門 氏が 三 田 育種？！ より 拂下ゅ を 受けて 栽培せ しに 早 

生に して 結 某{ せ 易な りし を以 て. 同 村 石 渡德兵 衞重 號炭圑 星) 氏 か 盛んに 繁殖の 上販 資せる を 

SS て， 炭 S 星なる 名 稱を附 せし が 如し。 岡 山 兵 庫 地方に て は 早生 種なる を 以て ブレ nl スと 
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杲結冋 二 第 (iB、— IT 、結 问一 第 は A (二分 三尺 縮） ョィュ ギ、, レ―ュ ジ、, レ トク ド 



唱 へ. 又 一 ケ 年. 三囘 開花す る を 以て 三 季 

胡と も 55! へらる 、 な り。 来 杉 中： し c 

一 個 平均 六十 匁 内 外、. K な る もの は 八. r 儿 

十 匁に 達す。 ^皮 黃綠 色に して 滑 かに 

采梗 太く して 短 かく、 一 方に 曲り バ I ト 

レ ッ トに 似た る も 形狀慨 して 大 なり。 

^肉柔 かにして 多漿せ 味に 富 み、 品 質 中 

5.》 なり。 樹 性は强 健に して 發育 良好 結 

^期に 入る こと 早く 栽植 三.^ 目に て旣 

に結實 を 見る こと あり。 枝 ^は 紫 赤色 

を 帶 び， ク ラップス へ ヱネ リットに 似た 

る點 あり。 

七月 下旬より 八月 上旬までに 採收 せら 

れ豐產 なること 早生 種 中 是れに 及ぶ も 

のな し。 

四、 ォ リン H ンタ I ル 

木 種 は 兵 庫 岡 山地 方に て 早くより 栽培 

せられ 居りし 品種に し て. ォ リン ェンタ 
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1 ル なる X 稱 は淡路 

* 狀 にして 大さ六 七 

^軟 にして 漿液 多く 

代なる を 以て 資行^ 

パ一ト レット 一^:;: 



國& 本文 雄 氏の 命名せ る ものにし て、 K 名 は 不明に：^ し 居るな り。 ^形 

十匁內 外.^ 皮 淡荧綠 色を帶 び、 斑點 褐色に して 表面 滑 かなり。 果肉. G 色 

甘 ゆ S れに忭 ひ 品^^ 好な り。 熟 期 は 八 W 上屮^ 顷の 要 多き 季 is ^ 

し く、 從 つて 經濟的 栽培 と. し て 適 常 な り。 

^ ^ 强健 にして 豐產 結果 期に 入る こと 早くお^ なり。 
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□ 中絜種 

五、 バ. I ト レット (Bartlett) 

別名 ゥ 4 リャム ポン クレチ I ン ウイり ャム 

英國 の原產 にして 一 千 七 百 七十 年！ ゥ イリヤ ム氏 によ 

り 世に 紹介せられ たる を 以て 其 名 稱を用 ひたる ものな 

り。 本邦に 度り し は 前記 ブレコ ー ス と共に S も 古く 現 

^各地に 栽培 せらる、 品種な り。 樹性强 健に して 枝 1? 

は黃 褐色 を帶 びて 光澤 あり。 築 は 小に して 厚く 濃綠色 

なる を 以て 一 見 他 種と 區別 する を^。 榲饽砧 に 接着す 

る こと 兩 難なる も共砧 にて 結果し 寒地に 於て は 豐 產 な 

る が 如し。 朵實大 にして 正しき 壜狀 をな し. H 部 稍狹ま 

く， 果皮 橙 黃色 を 呈 し. は に 茶褐色の 锈を 生す る こと あ り „ 

一 ョ 一一 



論 各 藝園樹 粟驗梵 
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果皮 は 平滑に して 光澤 を 有 し、 栗 肉 白色 柔軟に して 粘 力に 富 み、 多 漿 否氣强 く 品質 優 良な り。 

八月 下旬 乃至 九月 上旬に 成 熱し. 跺收後 一 週間 內外盒 川に 供すべく 豊產 にして 有^なる：： i 種 

な り o 



ホワイト ド ワイ アンヌ (^尺 二分 二 



第 

囫 




六、 ホワイト ドヮ イアン ヌ (white Doyenue) 

佛 國の產 にして 世界 各國に 栽培 せらる 、 品毬 

なり。 果實は 中 又は 小に して 形狀圓 形， 若 く ド 

短壜狀 を呈 し、 外 皮 滑 かにして 薄 く、 淡 黃綠 にし 

て 少しく 褐色の 銹 びを帶 ベる もの あり。 斑點 

微小 一 見 不明な り、 果 梗は 短く 大さ 中位な り。 

梗窪 僅か に 凹み， 蒂窪 稍" 廣 くし て淺 し， 果肉 白色 

にして 淡綠 色を帶 び， 緻 密 柔軟に して 多漿 溶け 

るが 如 く、 甘 味 多 く. 品 質 佳 良. 收 量 多 く， 豐 產 なる 

も果實 少しく 小なる 頃き あり o 

樹性强 健に して 枝捎は 直立し 易 く、 淡 黃 褐色 を 

呈 し-細 枝 を 生す る こと 多 く、 葉 は 中等 大 にして 

短楕圓 なり。 榲棹砧 に 能く 接着 すれ. 共砧 にて 

結 某し 豐產 なめ。 
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七、 手ュ つセス ダン グレ 一ム (Duchesse lyAngouleme) 



ゲ ユウ モス ダン ダレ I ム (絡 尺 二分 1) 
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本 種 は 別 名 「ネ ワイ 卜べ ァ ー.1 と も稱 せら れ、 佛 

國產 にして^ ^は 大、 壜 狀形 をな し. 肩 部 比較 

的 太 く， 兩 端に 於て 肋 條を現 は し， 果面 隆起し， 

多く 不整な り。 果皮 稍， 厚く 光澤 あり， 色帶綠 

色の 地に 喑 褐色の 銹を現 はし、 果 梗は大 にし 

て 短く、 其 基部 著しく 膨大せ り。 梗窪 稍. - 深く 

其 周 圚に淺 き條溝 あり。 蒂窪又 深く 不整 形 

なり。 苳は 小に して 閉鎖す。 果肉 は 淡 黄， 質 

稍，. 緻密に して 多 疑、 甘味 中等 芳香 あり。 

ロ^ 質 「バ ー ト レツ ト、 ネ ヮ ィ ト、 ド ワイ アン ヌ」 に 

及ばざる も 上等な り。 九月 中旬 頃より 採收 

せられ 十 一 月頃まで は 貯藏し 得らる , なり ( 

樹性强 健， 枝 梢の 發育旺 盛， 直 立 性 を 有 し、 其 色 

は帶綠 褐色 を 帶 び， 生 長 速 かなる も 節 間 割合 

に 短 かく， 結^ 枝の 成 生 容易に、 榲棹砧 に 能く 

接 着 し， 共 砧 にても 結果し 易く、 接 木 を 行 ひ 三 

四 年 目に 至れば 開花 結實 し、 曰 本 種と 敢て異 

さ 五 




論 各藝園 樹栗驗 賈 



な ろ 
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J となし。 上 栗 實大 にし て， 品 質 良好 且つ 豐產 なる を 以て 現今 市鴣 



=1 六 

最も 發迎 せらる ， 



+ ノン ダカ (縮尺 二 匁 一 ) 




良品 種た るな り。 

八、 オノン ダカ (Onondaga) 

米國 種に して 果實大 、壜狀 形に して 「タ ン グ レ 

1 ム」 に 似たり。 果皮 は 帶綠黃 色に して， 皮 ft 

く 稍. '粗な り。 栗 面 褐色の 斑 點密布 し、 多 少 

銹を 以て 被 はる。 朵梗は 太 く、 眞 直にして 基 

部 膨大せ り。 便 窪 は 淺く廣 く蒂窪 甚だ 狭小 

にして， e 部 は 隆起 多く 不整な り。 九月 中旬 

に採收 せられ、 二三 週間 貯蔵して 食用に 供せ 

ら る C 

本 種 は 樹性强 健に して 枝捎 稍" 灰白色 を帶び 

節 間 短 か く、 短 果枝を 生じ 易く 結^期に 入る 

こと 頗る 早 く、 榲 棕砧 にても 共砧 にても 能く 

結果し. 剪定 甚だ 容易な り。 本 種 は 洋^ 中お 

も 結果し 易 く， 且 つ 品質 不良なら ざる を、 以て 

市場 用と して 有望なる 品種な り。 

九、 ボ. I レ. I ァ. I チ I (Beurre Hardy) 
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佛.？ ？の^ にして 果^ 巾ぶ 火、 四 五十 匁內 外な り。 果形は 倒 卵形に して 綠 色の 地に 褐色の 細點 

% 缶し. あ 面. 个滑 なり。 便^ 殆ん どなく 、果梗 は 稍" 火に して 短く， 多少 一方に 屈曲す。 蒂窪淺 く 

^くして お 肉^ 軟 にして^ るが 如 く、 紫 液 多くして 香 氣 一は く. 採 收常ゅ は 多 少^ 味 をお 

も， 貯« する に 從ひ卄 ^を^し， 品質 佳良な り。 九月 屮下 句より 採收 せられ. 一 二 週 問貯 

を 晷0 

樹性强 健に して 枝數 比較的 少なく， 短果枝 若く は屮^ 枝の 發牛 ： ， は 好、 結果 期に 達する こ 

的 早 く， ni つ 颇る璺 產； に して 有^ な る 品種 な り。 

I 〇 、タル. I モル ソ I (三 out M01.C25) 

白 耳 義の產 にして 栗は大 にして 墁狀形 をな し 

起 多く 不正 形な り。 果梗の 長さ 巾 位、 丈 夫 な り 

褐 黄色の 地に 喑 褐色の 斑點 ありて， 表面^な り 

く 質 少しく 粗 なれ ども 柔か にし て.^: 味 濃厚 多 

りて 品質^, はな 九月 下旬 頃に 成^して 数 

す る を 得。 槪 して 豐產 なり。 樹性强 健に し て 

し. 短 果 枝の 發生速 かにして 栽培し 易き 品種な 

一 一、 ルイス、 ボ ン スゼゼ ルシ— 

(Llomse Bonne de Z il.sey) 

佛^ 種に して * 形 中位 五六 十 匁に し て. 長壜 狀を呈 し. 果皮 帶綠黃 色に し て 全面 褐色の 锈 にて 



グ^ 1 モ^ソ I (縮尺 二分 一) 




漿 

も 



すれ ど 

狨 する 

と 比較 



面 に 隆 

^皮 淡 

^肉 白 

香氣ぁ 

間貯狨 

梢 開 張 
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ISM 一節 洋 種 

被 はれ 丧而滑 かなり。 梗^な きも 蒂窪 は廣 くして 深 く、 果 梗は 細く 

果肉 は I 一： ：- ^= 色に し て， 柔 軟緻密 にて 粘 力に 富 み. 多 漿 にして 溶ける が 

して 九月 中 下旬に 成熟す。 

樹牲强 健に して 枝 梢 帶祸靑 色に して 閲 張し 易 く、 伸 長 カ强勢 葉大な 

き 倾 き ある も 剪定 管理に 注 ^ せ ぱ豐產 なる 品種. U るな"。 

I 二、 フレ ミツ シ、 ビ ュ ！■ チ.. I (Flemish Beauty) 

北海道に て は 日 面 紅と 稱 し、 最 

る 品種な り。 白 耳 義の產 にし 

七十 匁よ り、 百 匁內 外に 達 し， 倒 

皮 黄色の 地に 満面 淡褐色の 斑 

ク 1 部 鮮紅色 を呈 する に 至る を 以 

/ 長な り。 果. S は淡黃 白色に し 

軟， 多 漿 甘味に i:s み、 香氣 ありて 

し、 塞 地に て は 早くより 結染 する も.^ 地 に 

治 初年 來多數 の 洋梨 を 輪 人し 栽培 を 試み 

れ、 伐 採す るの 止むな きに 至れり。 然れど 

ありし を 以て 現今 此種 にて 統一 せられた 



して 長く. 一 方に 彎曲す。 

如 く、 香 氣 高 く、 品 質 佳良に 

い。 爲に 花芽の 着 生 稍， 遲 




樹忭强 健に して 樹姿 冏雒 形に 適 

一に づ る こと ； TO! く、 北 S1 にて は 明 

稗 を^き て は 殆ど 腐^ 病に 犯さ 

害 を 受けす^ に 好結果 を 得つ , 



も廣く 栽培 せらる 

て 果は大 にして 六 

卵壕 狀を呈 す。 * 

紋 にて 被 は れ、 陽 光 

て， 一 名 曰 面 紅と 呼 

にして 淺く， 果梗細 

て 肉質 粗な る も 菜 

品質 上等な り。 

ありて は 結果 期に 

しも， 本 種の 外 一、 二 

も 本 種 は 何等の 被 

るか 如 く， 如 何に I 



ilsl レ I か ブラン (.1 尺 三分 二) 




S 四^ a 



1 の 寒地に 適する かな 證す るに 足ろ。 

一 三、 卞. I レ. I ルブラン ( weurre Lobrum 

沸國 種に して 粜は 大、 又 は 中に して 長 壜狀 をな 

す。 ^皮 は 【綠 黄色の 地に 褐色の 小斑點 散在し 

果面 平滑な り。 粳窪 淺く狹 く、 殆ん どなき が 如 

くなる も蒂窪 は 之に 反し 深く して 果梗 太く 短 

く眞 直な り。 栗 肉 は 白色に して 稍-緻密， 卄咪多 

漿 にして 香氣 あり。 八月 下旬 乃至 九月 上旬 棵 

收 せらる。 

樹性强 健に して 枝 梢" 太 く， 喑 綠 色を帶 び、 樹 皮 粗 

糙 にして 黑 褐色 を帶 びて 隆起し 二 見 介殻 蟲の 

被害を受け しもの 、 如 く、 他 種と 異なる 特性 を 

右す。 短果 枝の 發生 容易に して 豐產 なり。 

一 四、 .1 レンス (Lourence) 

米國 の原產 にして 果の大 さ 中 等， 圓 形 又は 短圓 

錐 形を帶 びて 果形整 正な り。 果皮 帶黃綠 色に 

して 褐色の 細 Si 密 布し， 果面 平滑な り。 梗窪殆 

どなく 果梗 中位 一 方に 屈曲 し， 基 部 隆起して 蒂 

三 九 



窪 廣く淺 し。 果肉 柔軟、 多 漿 頗る 粘 力に 

富みて 甘味 多 く、 香 氣の 宜しき 品質と し 

て 之に 及ぶ もの 少なし。 又 九月 中 下旬 

採收 せられ 、一週間 內外 貯藏 すれば 食用 

に K せらる。 

樹性强 健に して 枝 梢の 發育 旺盛， 細 枝な 

生じ 直立す る 性 あり。 結果 期に 入る こ 

と 稍. -遲き が 如き も 次第に 短 中 果枝を 生 

する に 至る。 圓雜形 仕 立と する より 棚 

仕 立と するとき は 結果 早き が 如 し。 

I 五、 ラフ ランス (L;lfl.;mce) 

佛國 の原產 にして 果實小 又は 中 位 • 淡 黃 

色に して 圓形 をな し、 * 面に 隆起 多く 不 

正 形な り。 染皮綠 黄色に して •！？ 灰の 銹 

を 以て 大半 被 はれ 褐色の 小 斑點散 おす。 

梗窪 稍，. 深く、 蒂窪廣 く 深し。 ^粳大 にし 

て 短く 丈夫な り。 果肉 は， n: 色に して 微 

靑を帶 び、 質 緻密 多漿， 甘味に 富み て 粘 力 



梨 



二 第 



ラフ ランス (縮尺 三分 二) 



卞 

八 




多く， 品質 頗る 上品な り。 十月 上 中旬に 採收 せら 

れ， 二週間 內外 貯蔵して 食用に 供 せらる。 

樹性强 健に して 細 枝 を 生 じ. 多 く 中短果 枝に 變じ， 

長 果枝も 亦 多く 頗る 豐產に て， 結 果 期に 達す 

と 又 早し。 築 は 厚く 小に して 尖圓光 ¥ あり 

と區 別し 易き 特徴 あり。 木 種 は果霄 稍-小に 

不正なる 缺點 ある も. 豐 產 にして 品質の 佳良 

點 より 栽培して 最も 利 盆 ある 品種の 一 なり 



る ， 3 

し て 

な る 



. 卜 晚熟種 (貯藏 種) 

一 六、 ボ I レ I クレ ルジョ I 

(weurre clairgeau) 

佛 國の產 にして 栗 莨は大 にして 長壜狀 をな せり， 

果皮 黄色の 地に^ 黃色 及び 祸 色の 斑點を 散布す、 

果皮 槪 して 平滑な り。 梗 窪殆ん どなく i 帝^ 淺く， 

蓐は 開ら き 果梗大 なり。 果肉 は 黄色 を帶 び多漿 

粘^なる も少 こしく 粗なる 傾き あり。 甘 味： 多 く， 一 種の 香氣 ありて 品質 上等な り。 十月に 採 

收 せ ら れ. 貯 藏數 週間に して 盒 用に 供し 得。 樹牲 頗る 強健に して 伸長し 易 く. 時 に 病害に 權か 

第 四 M 品 SS 四 一 
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I 

か: 



BS 二 節 ^ 

レ ー クレ ウジ ョ— (お 尺 三分 二) 




り 易き も. 朵 I 莨の 大 にして 外觀の 美なる と豐產 

なる 特點 ある を以 て， 岡 山縣 地方に 多く 栽培せ 

ら れ， 有 望 品種の 一 なり。 

一 七、 ドヮ イアン ヌテ、 コ ミ ス 

(Doyenne du cornice) 

佛國產 にして 果實は 大形 六 七十 匁 を 普 通と す。 

界 形壜狀 をな し、 果 首 太く 表面に 隆起 多く 槪し 

て 不整な り。 栗皮鮮 黄色に して 陽光 部 紅色 を 

呈し 平滑な り。 梗窪狹 きも 蒂窪深 かく 募 中 著 

す。 果梗は 短 かく 丈夫に して 一方に 屈曲す。 

某 肉 は 純白なる も 多少 靑味 を帶 び， 肉 質柔 かに 



圆十 H 第 
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して &け るが 如 く， 多 漿 甘味に 富み 芳香 高 く.^ 味 佳 良. 品 質 優良なる を 以て 貧ば る。 

採： W せら れ、 數 週 1? 貯藏 する を 得。 樹性强 健に して 枝條長 大、 稍.. ir 曲 する の 性 あ り、 榲 



ヒ I 



1 (縮尺 二分 
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く 接着す る も 短 果枝を 生す る こと 少 

多から ざるの 缺點 ある も. 品 質の 佳良 

て 栽培 せらる 、 なり。 

一 八、 ピ —、バ I リ I (p- Barry) 

米國 種な り 果實は 中位に して 細長. き 

なす。 果皮 は綠黃 色の 地に 全面 喑褐 

以て 被 は れ、 果 面 粗な り。 果の 上半 部 

の 鉀斑 散布し、 梗窪 殆どな く、 蒂窪 又狹 

果 梗 は 稍" 大 にして 長さ 中 位 .頗 る 丈夫 

害に 遇 ふ も 容易に お菜せ ざ る特點 あ 

純白に して 多少 微 黃 を 帶 び， 質 級密に 

多漿 甘味に 富み， 十 一 月 上旬^ 收 しぼ 

藏 の後盒 用に 供 せらる。 

樹性中 等， 枝 梢 は灰綠 色を呈 し， 細 繊 に 

如く 垂る、 特性 あり。 然れ ども 結果 

る こと 早 く、 極 め て 豐 產. 晚 牛： 種 巾の 逸 



十月 中 in- 

悖 砧に能 



な く 

な る 



-瞀 

を 以 



場 狀形を 

色の 锈を 

に は 炎黃 

小 な り o 

にして 風 

り。 果肉 

して 柔軟 

ケ： =： 問貯 



柳の 

して 
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eniis ^ & 



サ ヰンタ I ネ リス (縮尺 二分 一 ) 




白^ 義 の原產 にして 果は大 に 尖圆形 をな し， 果 皮 

狭小に して * 梗短 大、 蒂 窪淺 くして 廣く 開き 居る 



四 四 

生 食 ffl の 外罐詰 用と して 適 常す。 

« 九、 ゥ 井ンタ —、ネ リ ス (winter Nelis) 

果は 中位に して 短壜狀 をな し、 一 二 淺き縱 

溝梗窪 附近より 走れり。 果皮 は綠黃 色の 

地に 茶褐色の 銹を 以て 被 は れ、 栗 面 稍" 粗 

にして 梗窪淺 く. 2： 面 不整な り。 蒂窪は 深 

く 略 ほ 粟 心に 達す。 肉 は 緻密に して 白色 

に 多少 黃 色を帶 び， 漿液 多く 芳香 あり， 且 つ 

柔軟に して 溶ける が 如 く， 品 質 上等な り。 

十 一 月 上旬に 採收 せられ， 二三 月間 貯蔵せ 

ら る。 

樹性 甚だ 强剛 にして 枝 梢灰綠 色を帶 び、 細 

枝 多生 し、 多 少垂 る、 傾き あり。 葉 は 細く 

して 小な り。 本 種 は 結果 期に 達する こと 

稍" 遲 きも 豐產な り。 

二 0、 ボ. I レ —チ •> ル (Be-rre Diel) 

帶 褐色に して 噔褐 の銹を 以て 被 はる。 梗^ 

を 普通と す。 栗 肉 微黃を 帶 びて 某 心に 近 き 



部分に 多少 砂 泣 狀の石 細胞 ある もの あ り，. 稍" 

粗な る も 漿液 多 く. 柔 軟 甘味に 富みて 上品な り。 

樹性强 健に して 枝 梢 多少^ 下す る 性 を 帶 び， 短 采 

枝 若く は 中 某 枝 成 生せられ、 結 某 期に 達する こと 

餘り 早から ざる も. 豐 產なろ 品種の 一 たる なり。 

一二 イス タ. I ボ I レ I (さ stel- Bourre) 

( 一 名 ド ワイ アンヌ ヂべ I ル D.)y 。ョ S 二， Hiv2.) 

白 耳 義の產 にして 果は大 短 卵形 をな し， 果 面 凹凸 

不整なる も 果皮 滑 かにして 黃綠 色， 果 底 茶褐色の 

銹を 以て 被 は れ、 陽 光部 は 少しく 赤色 を： する を 

普通と す。 梗^ 庾く 蒂窪狹 小， 果梗 短大に して 果 

枝に 附着す る 部 は 特に 膨大せ り。 梗 is! の 周 逢よ 

り 稍" 深き 肋條の 走る を 見る。 果肉 は 白色に して 

質 綴 密多漿 溶ける が 如 く、 甘 味 多く 微 酸を帶 び、 品 

質 上等な り。 十一月に 採收 せられて 翌春 二三 月 

顷 まで 貯藏 して 食 川に 供 せらる。 

樹 性强剛 にして 枝 梢 中位 喑 褐色 を 帶び、 短果 枝の 

發生 i 谷 易に して 頗る 豐產 なる 品種な り。 
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BH へ 

二 二、 パ ウス クラ サン 

(P; 一 ss^ -friv?sflue) 

佛國 の原產 にして 果奮颇 る 大. 七 

八十 匁より 百 二 一二 十 匁に 達する 

もの あり。 形状 略ぼ圓 形に して 

下部 多少 膨大す。 * 面に 隆起 多 

く 不整なる を 常と す。 ^皮綠 色 

を帶び 褐色の 銹を 以て 被 はれ、 粗 

にして 滑 かなら す。 梗 狹 まく 

淺 くして 蒂 窪 稍.. 深 し， 果 肉 は 純白 

色に して 緻密 甘味 香氣に 富む も， 

水分 稍 * 少なき 缺點ぁ るが 如し。 

十 一 月 上旬 採收 せられて 翌春 二. 

三月の 候に 至れば 眞 の 味 ひ を ^ 

美す る を 得るな り。 

樹性强 健に て 細 枝 群生の 倾 ある 

も 早く 短果枝 を^ じ，^ i I 期に 人 

る こと 早 く. 共 一!s にても 能く お 
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米^の 產 にして 最も 古くより 渡来せ 

ならす。 ^皮 帶綠 黄色に して 褐色の 

キ， ファ ，(縮尺 二分 一) 



す。 よ 外觀多 少 良好なら ざる も 品質 良好 豐產 なる を 以て 晚生 種と して 赏川 さる。 

二 四、 キ I ファ— (KieiTer) 

る 品種な り。 栗 は大 にして 紡錘形，^^ に 隆起 多く， 平滑 

小 斑點密 布し. 多少の 銹を 生す。 充分 熟すれば 陽光 部 淡 

紅色 を帶 ぶる に 至り、 梗窪蒂 窪 共に 狹 小、 果 梗 短 大 なり。 

果肉 微黃 色に し て 質 粗 殊に 果心 部に 砂粒 多く 、紫 度 一 樣 

ならす。 漿液 多き も 甘味 少な く， 品 質 中等 生 食 ffl とし は 

賞美 せられす 多くば 罐詰 用 に 供 せらる。 十月 下旬に お 

收 せらる。 

樹性强 健に して 枝條 太く 其 色 葉の 形狀 共に 日本 種の 如 

く 淡褐綠 色を帶 び、 生 育 極めて 旺盛 直. N する 性 あり。 お" 

爛病其 也に 對 する 抵抗力 極めて 强 く， 豐 產 なる も 品質 上 

等なら ざる 缺點 あり。 

二 三、 ス I ベ 二 ルド、 チ ュ— ル ガン ドン 

(souvenir do zllls Quandoll) 

弗國 種に て、 果 は大 にして 長壜 狀を呈 し， 果 面 隆起 多く 二 

メ^^ 投に整 正なら す。 果皮 綠黃 色に して 銹 甚だ 多く， 果面粗 

なり。 埂窪蒂 窪 共に 淺く 小に して 果梗 太く， &直 なり。 

Q 七 

C5 四^ 品 
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第二 節 洋 a 

ス —ぺニ ^、ド 、デ ェ I ^ ダ 

(縮尺 三分 I ) 




■f. 



お - ^ 

たる 結 果. 有 望 種と 認められ たる もの 

を拔 ける が 如 く、 獎 励の 惯 ！g あるべ き 

る處 なり。 從 つて 栽培 上の 利害 自ら 

を 考 究 し， 適 常なる 品種 殊に：： r 中晚の 



B 八 

果肉 は 白色に して 柔軟 多 漿、 せ 味 多 く. 芳 香 に 富 み て 品 

質 上等な り。 十月 下旬よ りべ 採 收 せられ、 二三 の 候よ 

り盒 ffl に K せらる。 

樹性强 健. 枝 梢 稍.. 太く， 葉 大 にして 短^ 枝 生じ 易く. 結果 

期に 入る こと 早 く、 圓 錐 形 仕 立と する よ り、 棚 仕 立の 方 

更に 適 常 す。 

以上 述べた る 二十 四 種 は 本邦 各地に 於て 試驗 せられ 

に し て， 品 質に 於ても 結果の 豐產 なる 點に 於ても 一 頭 地 

も， 各 品種の 特性に 至りて は 各 差異 あるべき は 免 かれ ざ 

異なる ベ ければ 當 業者た る もの 其 地方の 風土 と， 位 ^ 



^合に 注 意 して 誤りな きを 朋 すべ レ J 

旣に 述べた るが 如く 洋梨の 本邦に 渡來 せる は 近年の 事に し て. 未 だ 輸入せられ ざる もの 或は 

栽桢 せらる , も 年数の 短き 爲 め. お 性質 を 研究す る こと 能 はざる もの 多 く、 將 來 研究 を 重ぬ る 

に從 ひ、 以上 述べ たる 品種 以外 尙ほ 多數の 有望 品種の. 發 見せら る 、 は 疑 ひ を容れ ざる 處 なり。 

故に 方今 比較的 知られ 居る 洋梨に 就き 其 特性 を 記述 すれば 左の 如し。 
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七 H 中 下旬 

七月 中旬 

七月 中 下旬 

八月 下旬 

(九月 ヒ 中旬) 

八 B 下旬 

(九月 上 中句) 

八月 下旬 

(九月 上 中旬) 

\月. ト旬 

(九月 上旬) 

九月 中 

(十月 上旬) 

九月 中 下旬 

(十月 ヒ^) 

九月 上句 

(九 R: 中 下. W) 

九月 下旬 

(十月 中 下. Is 

十月 上旬 

一十 月下 旬) 

九月 中 下旬 

(十月 上 中旬) 

九月 上旬 

(九月 下旬) 

九月 中 下旬 

(十月 上 中旬) 

十 一 月 上旬 

十二月) 

十月 上旬 

(十月 下旬) 

九月 中 下旬 

(十月 上旬) 



前^ 少しく^ ふ ゝ も^^ 大に して 

4?s 多し 



技 棺 太く 中短果 柱 能く 發 生し 品質 上等 

i" 產有望 品種と して 賞 用 せらろ 



生 食 ょリ は鑊詰 乂は煮 川-」 適 マ 



古く-. * リ波來 v ろ 品種な ろむ 品贫 K 好 

なら ざろ と 貯蔵に 堪 へ ざろ 缺點 ぁリ 



ベ ンシシ パ ニヤ」 の產 _し して 北海^に 

て^ 瀾 病に 堪 ゆろ カ强 しと 稱し日 面 紅 

と 共 に 最も 多く 栽培 ゼらろ 

品 赏 頃る^ 一良-」 し T 收跫 多き ん果 箕 小 

な ると 結 菜 期に 入ろ 遝き の缺點 ぁリ 
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白 怒' ^*1!§ ャ支 好 
那 本 
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支 邠種屮 本邦に 渡來 せる もの 十数 種の 多き に 達する も， 經濟 的 栽培と して 利益 ある もの 甚だ 

少 な く、 以 上數 品種 は 比較的 良好の もの 、如し。 

第五 章 苗木の 養成 一 

苗木の 養成 法に は 種々 あるべき も 普通 接 木 法に 限られ 居る が 如く， 實生. 挿 木な どの 方法 ある 



二 *: 共^ 山地 方に 多く 栽培せられ 形 

狀螯 正品赏 K 好^^な るん n て 有望 

種と して赏 用^ら ろ 



十月 上旬 

一士 a 中ド 句) 

十月 中旬 

( 一 月) 

十 一 3 中句 

ー丄 一一 月) 

九月 上旬 

(九月 中 下旬) 

十月 上句 

(十二月) 

十 一 月 上旬 

( I 土 月) 

十 一 月 上旬 

( 一 土 月) 



九月 下旬 

八月 中 下旬 

九月 中旬 



第五 3f iE 木の a 成 



コ ^ネ^ ゥ ヰルダ 1 
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も， 是等は 接 木 用の 砧木を 養成す る 爲に用 ひらる ， ものにして. 直接の 豳係は 接 木 法な り。 然 

L ども 實ホ？ 木 も 又 Si 接に 深き 閼係を 有すれば 是 等の 苗木 養成 繁殖に 關 する 研究 も 亦 必要 

なること なり。 

第 一 節 砧 木の 養成 

第一 項實生 

實 生ま は 時に 新品 種 を 作 出せん とする 爲に行 ふこと ある も、 多く は 接 木 用 砧木を 養成 せんと 

する 爲に用 ひらる、 方法な り。 實^ の 砧木は 挿 木の 砧 木に 比し 根の 發育 完全に して 生育 旺 

盛なる を 以て. 之に 接ぎた る 苗木 は栽植 後の 生育 佳良に して 樹齢の 永き 利益 あり。 實生用 種 

P よ， a 栽培 逮 より 得た る もの は 幹 質 甘味 を帶 び， 生育 後蟲 害に S 惟 かり 易く して. 不適 當と稱 

する もの ある も、 是等は 實驗の 結果に あらす して 二 種の 想像に 過 ざ さる を 以て 是れを 得る に 

容易なる 處は 無論 W ふる を 可とす。 山野に 自生す る 梨 は果實 小なる も 結果 多く， 種子 も 多き 

ものな れ^ 是れ を採收 する に 便利の 處 にあり て は 成 可く， 野生 種 を 川 ふる を 可とする なり。 

In-,, しても 果實 成熟 後に 採收 し、 培養せ る もの は 市中の 水 菓子屋 或は 自 園に 於て 販賫に 供 

し is ま ざる ものより 採收 し. 野 生 種の もの は 十月 下旬 頃 果實の 成熟した る 際に 打 落 し、 下 方 を 

R 断し. れに 浸し て 稍.. 果 肉の 腐朽せ る 頃に 洗滌して 蓆の 上に 擴け、 陰乾しに して 乾きた る 土砂 

中に 埋没し 置き. 翌春 二三 月の 候に 至りて 播種す る ものな り。 氣 候溫暧 にして 降雪の 憂 ひな 

く， ぶ^の 害な き處は 十二月 頃に 播種す る を 可とする なり。 種子の 貯蔵 宜しき を 得す、 乾燥に 
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«* 1 K 砧 木の 養 3 五 二 

失する か， 乾燥 不充分の もの を 箱 等に 入 れ、 相 重 積せ しむれば 互 ひに 種子より 發散 する 水分の 

爲に^ 酵を 起こ し. 發 芽 力 を 失 ふこと あれば 貯藏 法に 注意す る こと 肝耍 なり。 

ia ^ すべ き 土地 は 成 可く 平坦 地に し て， 降 雨に 際しても 土砂の 流失せ ざる 處を 可とす。 土質 

は 重 粘土. 礫 土 • 砂 土 等の 如き 極端なる 地み」 避 け、 壤 土 • 火山 灰土の 如く 細密 膨軟 なる 處を 選ぶ を 

可とす。 寳牛： すべ き 位置 旣に 定まらば 二三；；：： の 候に 能く 耕^ 細碎 し、 幅 三 尺 五六 寸 長さ 適宜 

の 苗床 を 作り， 播種 數日 前に 腐 熟 堆肥. 人糞 尿 等 を 施し 置き， 畦 幅 一 K, 株 間 三寸 位に 一粒 づ、 播 

種す る か， 又 は 普通の 畑 を 能く 耕 転し， 一 尺五寸 位に 畦 を 切り て， 前 記の 如き 肥料 を 施 し、 播 種 後 

一 寸 内外 覆土 し、 更 に 乾燥 を 防ぐ 爲め細 切せ る 藁. 又 は 其 儘の 長き 藁 を 覆 ひ 置く 時 は 二週間 c 

外 に て發 芽す るに 至る。 

旣に發 芽して 四 五寸の 長さに 生長した る 頃 除草 を 行 ひ， 密 生の 部 を 間引 き、 人 糞尿 を 一 反歩 十 

苻 内外 を 施して 成長 を 促し， 入梅 明けの 頃卽ち 七月 上旬に 更に 人糞 尿 七 八 荷， 油粕 十 二 三 貫 を 

施 し、 少 しく 土寄せ をな し 置く 時 は 仲 長 著し く、 秋 季に 至る までに 二 尺 以上に 達 し、 八 九月に 至 

れば芽 接 を 行 ふ を 得べ く， 或 は S 春 切接砧 木に 使用す る を 得べ し。 其發育 不良なる もの は 掘 

り 取りて 畦 幅 一 尺 五 寸株閒 四 五寸に 一 本づ 、移植 し、 更 に 一 年 培養す る を 可とす。 

梨の 種子 は 一 升 約 一 萬 二三 千 粒 あり。 通常 六七圓 乃至 八九圓 にて 赍 sa; せらる， 一 反歩に 播種 

すべき 泣 數はニ 萬 粒、 卽 ち 一升 五六 合 を 適度と するな り。 一 反歩より 得べき 苗 数 は 種子の 善 

惡 により 肥 培 管理に よりても 差 あるべき も 普通の 種子なら ば 八釗內 外の 發芽を 見 る〕 ベ く、 又 

發芽 後の 管理に より 發 育の 不良なる もの 又 多 けれ は S 春砧木 川に^ すべき もの は 一 ^乃至 



梨 



お 



第 



1 ^二 千木 2： 外 たるべし。 

第-一項 揷木 

梨は揷 木に よ り， て 容易に 發根 する もの なれ ば. 實 生に よりて 繁祯 する 必； 要 なきが 如き も. 揷 K 

によりて はたる もの は 莨^ 苗に 比し 發育 狀憨 多少 劣り. 壽命 短^が 加き も 其 差 極めて 少なく. 

元 來經濟 的 牛： 育 期間 は 三 四十 年に 止まる ヒ. 整 枝 法の 多く は矮生 仕 立に して， 神 • 栗の 如く， 木 

仕 立と せざる もの なれ ば. 作 成の 便利なる 方法 を 採る を 可とする なり。 元來^ は 幹部 可. ^ 

部分よりも 發根 する 性 あれ ど も. 勢 力 旺盛に して 組織 堅實 なる 處は 更に 發根 が^なる な. り。 

故に 前年 仲 長せ る 徒 長 枝 的の もの は 勢力 旺盛なる も. 組 職 柔軟なる 爲め 不一 適 常 な ろ な り。 是 

れに 反し ト 数年 を經 たる 古枝の 如き は 組織 充寳 せる も， 勢力 微弱の 爲め發 根す る こと 能 は ざ 

るな り。 實生 一、 二年生に して 其 年に 接 木 川に 供せ る 上部 は 組織 充實， 勢力 旺盛に して， 發^ 容 

易なる を 以て 揷木 用に 供して 適 常 な るな り。 而 して 其 季筘は 二三 cr の 頃 を 以て 適 明と する 

な り o - 

挿 木に は斜揷 (枝 揷) • 肉 揷. 撞木 揷. 竿 揷. 挾 揷. 紫 揷. 根 揷. 其 他 種々 の 一方 法 ある も 鼓 も 簡便に し て 

發根 容易なる は枝揷 なり。 此方 法 は 普通 切 接 用に 供せ る 殘部卽 ち 根の 上部. 二 三寸の 處 より 

切斷 し. 針 枝 又は 小枝 等 を 去りて 八 九寸の 長さに 切 り. 先 端 柔軟なる 部分 を 除 きお 下部 は 小刀 

を 以 て (第 三十 七 圆 甲 こ )3 如く 之 を 削る。 

揷木 川の 圃場は 乾燥に 失せざる 處 にして 粘質壤 十；. 壤ネ 砂質壤 土の 如き 十； 質 を 選み. 能く^お 

し S ける 處を 平にし. 是れに 前記の 如く 削れる 禅 木 苗 を 畦 幅 一尺 五寸 乃至 二 尺. 侏 間 三 四寸を 
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お 殊に 洋梨の 矮生仕 立に 川 ひらる、 

す 一， の，.； S 要な く、 中; として 挿 木に より 

水 濕 に 富める 處 を せ， しとす るが 如し- 



五 四 

隔て 、、五分の 三位 眞直 若く は 多少 斜めに 挿入 

を 足に て 踏み 堅 め， 更 に 鍬 を 以て 頂 端 が 見 へ ざ 



(第三 十七 圆 丙の 

ば 發 芽す るに 至 

發 育を妨 ゆ， 往 々 

如き もの を 敷き 

又 入梅 頃に 至り. 

は 成長 殊に 著し 

至るな り。 梨 は 

れば 時に 數 本の 

勢力 旺盛の も の 

^；; れ ども 勢力 微 

可とする なり o 

榲棹は 潑根狀 態 梨 

て繁潲 せらる 、 な 



如き) 土 を 覆 

る な り。 發 

枯死す るに 

て 表土の 乾 

人糞 尿. 汕铂 

く. 甚 だ し き 

發根容 易 な 

枝 % 爿 する 

を 一本 を殘 

弱なる もの 

に 比し 更に 

り。 而 して 



ひ^けば 四月 下旬 

芽 常時 乾燥に 失す 

至る を以 て、 雜 草 又 

燥を豫 防す る を 可 

の 如き もの を 施し 

もの は 四 五 尺に 達 

ると 同^に 發芽も 

こと あり。 是等は 

し， 他 は 摘 除す る を 

は 却て K 儘 放任し 

容易なる を 以て^ 

K 土質 は 梨に 比し 



し、 兩 側 

る ！y に 

に 至れ 

/ p. n 

は 藁の 

と す o 

S く 恃 

する に 

容 溢 な 

成 可く 

可 と す。 

匿 < を 

に 實 生- 

て 更に 
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^^砧 木と して は^ら^ 牛：^ 或は^の：！！： 木 砧を川 ひらる、 も矮 生砧 殊に 洋^の 砧木 として 

榲棹を 川 ふるもの 多き に 至れり。 元來 洋^ は 勢力 旺盛に して 容易に 結果せ ざる も. 是 れを榲 

棹の 如き 矮^ 砧に掊 木 すれば (一) 捣姿 を矮 生なら しめ。 (二) 結果 を 早 やめ。 (三) 品質 を 善良な 

らしむ る 等 種々 利 S とする 點多 きを 以 て. 洋 梨 は 成 一可； く 榲棹砧 を 川 ふる を 可とすろ も 洋梨の 

種類に より 榲 棹に 直接 嫁 接して 接着し 易き もの と. 然 ら ざる ものと あ り、 又 榲棹 にても 其 品種 

により 矮 生なら しむる ものと 然らざ る ものと あり o 

木 邦に 渡來 せる 榲椁 は， 其 品種 二三に 止まら す， 渡 來 の 年 一代 も 頗る 十 2 く、 旣 に 三 四十 年を經 過せ 

る も の、 束 北 地方 若く は 長野縣 地方に 珍ら しからざる なり。 而 して 其 品種. の 何たる や を 確か 

むる こと 闲 難な り。 最近 輪 入した る 「アンジェ 」(A=gcr) と稱 する もの は歐洲 地方に 於ても 多く 

川 ひら れ. 樹 勢强 健に して 接秘 をして 健全なる 發 育を遂 けし め. 多 くの 洋梨と 密着 し. 且 っ矮生 

ならしむ る もの なれば 成 可く 此種を 用 ひる を 可とす。 

^て 菊 地^ 士が榲 棹砧に 就きて 研究せ る 一 說は此 問題 を解诀 する に適當 なる を 以て 左に 錄 

して 參考に 供 せん。 

概して K 生砧の 洋梨 は 日本 梨に 比して^ 菜 期 に 逢す ろ ことの 遲きは 一 般に 認めら ろゝ 所な リ. 欲 洲 の 

古 ^ に 『梨 は 子孫の 爲 に栽植 すろ ものな リ』 (nc who plants pears, 一 lists fcr f hch..-) と もろな 見れ に 彼 地-., i 

於ても 赏生砧 の 洋梨 は 結 菜 期に 逢す る ことの 決して 早^ら ざろ の 事 梵^ 推知す る に 足ろ ベ し. 然 れ ど 

I 一度 搵椁 砧の傥 値^ 赘 見して ょリ 洋梨： の 栽培 に 一 革命^ 來 し、 單 L! 其發育 ^矮 生に して 結果 期^ 早 

p らしめ しのみ なら す、 菜 箕の 品 笪 にも 著しき^ 善な 見る に 至れ る は 誠に 喜ぶべき 現象な リ。 現今 本 
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邦 に 於て は 榲饽砧 の 洋梨 は 未だ 一 般载培 家の 間に 普及^ ざ 

耍ぜ ざろ 所な リ o 

予は 年來榲 桴砧の 洋梨に 就き 二三の 疑問な-抱け リ、 然れ ど，；， 

本 的 に 一； ム々 すろ にあら すして 寧る 其 柱 葉 一の 事 貰た るな 免れ 

部^お す、、 とゝぜ リ。 

二) 榲桴砧 と 洋梨 品種との 閼係 

榲桴砧 の眞惯 は旣に 充分 認められ^ リと雖 ども、 洋梨の 品 種 

着ゼ ざる もの も リ， 叉 活 着しても 其 後の 發育 極めて 不良に し 

に結實 作用^^ぐ ろ も 樹齢の^ 端-」 短縮す ろ もの あ "、是 等 

之に 反し T 一 方に 於て に 榲桴砧 に 接 木 

に 優秀な ろ もの ぁリ。 樹勉も 亦實 生砧 

して 榲桴砧 に對 すろ 成 綾 良好な ろ もの 

ろ もの 及び 不 K なる ものと 1.1 めつ 、あ 



のとす る^ 得べ し C 

もの、 果赏の 風味の 特 

i 是 等の 者^ 一括 

しく 其 成績の 良好な 

成績 一良 好なる もの 

一 ゲ ri セ ス • ダン ダレ.' 

ン ネ、 ゲ ェ コ ミス Jo f ^ 

成績 不一 艮なろ もの 

「ポ 1 レ、 お ス ク JO 「 マ リ 

而し T 次に 揭 ぐる 數 



ム JO 「ヴ アイ 力 I、 ォプゥ ヰ 



れ ど も、 其 成 饞の茛 好な ろ はこ ゝに贅 言 か 



是れ决 して 洋梨 裁 

さるの 嫌 ある もこ 



に 依りて は 榲桴砧 

T 、完 全 に 結 X か 

の 右^ 總括砧 に 對 

し. C 活着茛 好に し 

の 洋梨に 比して 左 

と稱 すろ, ^^ベ し 

る 品種の 主な ろ； も 



培 上榲棒 站の價 値^ S 

> に 略述して 弒 面の 1 



に 接 木しても 始 んと活 

げざろ もの あ ^ 完 全 

して は 成 綾不茛 なる も 

て結袁 作用の 完全な ろ 

ま. て 短縮せ ざる ものお 

, 今 多数の 園藝 家が 等 

の^ 擧 ぐれば 次の 如し ひ 



I レ. ダマ ン "JC 「^ _ レ * ァ ー - 千 Jo ィズ、 k 

，、シ ィズマ 『 フ レ ミ ク シ * ビ H テ —」c 一. セ ク ケ 

種の もの は園藝 家に 依りて 其說な 異にす 



ンキ ュ I レぃ 「^ I レ：. i ' 1 V Jo 『ド ワイア 

ン ヌ、 ド、 せ ヤ シ， f 「グか I モ I ソ ー』。 

^ Jo f が ン^, ^ス. ペ^ザ モット』 -1 

t Q にして、 &は 之な 2f T 直接 榲 It 砧 



お 
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に 接 木して 好成^^ 表す ものと なし * 乙 は 之^-以て 絕對に 不一 にして 二重 接に もら ざれ^ 其 目^^ 逢 

すろ 事の 能 は ざろ むのと なぜり C 卽ち 左の 如し 

r バ— トレ ット/ ゥ ィ リア ム、^ ンクレ I チア ン f 「ゥ ヰンタ —、ネ リ ス Jo r スゥ ウー 一 I ^、ゲ 1、 コ ン ，ク レ 、 「ィ I 

スタ， レ Jof ポ I レ 、タレ— ^ ゲャゥ 」0 「デ ヤ^ ゴ 一一 ^」-> 

英の^ ョ， ン 、ライト 氏 トムソン 氏、 . ハンャ ー ド氏 来 の X I マ W 氏べ -リ —氏？ S のお エト ナぃ 氏が ゥシ 

i 氏 等の 著書に 依て 見ろ i- 是 等の 品種の 榲椁 砧に對 すろ 成镜 は區々 にして 全く 一 致せす。 ポ エト ナ 

い 氏の 如き は是等 品種の 榲椁 砧に對 すろ 適否 は 全然 不明：，： して 何 入 も 之な 明 言 し 得-さろ べしと 述べ * 

成績^ 五お に 分 頷して 二) 成 綾？ 最茛 好な ろ もの。 (二) 活着發 育の 它し さもの C (一 一一) 稍 I 不安定な ろ もの。 

(四) 成 綾の 不茛 なろ もの。 (五」 全 然榲桴 砧-」 活着 y ざろ ものと 乜リ。 

予は r バ I ト レ ット 』 及び f ゥ ヰンタ -ネ リス も 榲桴に 切 接 又は 芽 接せし もの^ 栽培せ し に. 辁！ ^根 部 共 に 

發宵 不良に し 了 成績 極めて 不一 艮 なろ ものと 認めれ リ。 お 北 地方 某々 氏の 栽培 V し a 饽砧の 「バ -ト ン 

ク ト」 な 見し に 土質の 最も 適 富 V る：，： 閼ら す成镜 極め 一.、 不良な リき C 

斯ろ實 驗は單 に 一 二 同の 成 綾-」 依て 是非な； 判斷 する は 最も 早計な ろ ものにして 是 等の 成铙は 虱丄に 

依て 多少 異ろ のみなら す、 欧 来^ 國の實 驗に徵 すろ も 一 ケ 所に 於 \ すら 年に 依て 成癔^ 甚 しく 異にす 

之まで 述べたろ^ 如く 洋梨 は 品種に 依て 直 接 榲桴砧 に 接 木して 絕對に 成 綾の 茛好 なろ もの、 及び ^對 

に 戊 接の 不一 艮なる もの あろ は 之 は 洋梨の 進化 玫莨の 系統 上ふリ 見て 其 祖先. の 遺 傅 的 性筻の 中に 搵饽 

に對 すろ 活着 性の 搔 弱 (Amnity of grafting) あろ；，： あら ざろ ，p ^ 疑 は ざろ^ 得す。 又 之と 同時-」 次の 疑 

ravs- 挿 ざろ な^ ざろ な リ. 前 -」 捣 げし 成镜不 一 致の 洋梨 は榲桴 砧に對 すろ 活着 性の 强 ゲ ら ざろ ものと 
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第二 節 砧 木の 翻 頹 五八 

すろ も、 是等 品種の 榲桴 砧に對 すろ 本來の 性質 以外-」 榲， 棒な ろ 植物の 變種 又は 品種の 異る に從て 洋梨 

に對 すろ 活着 性の 强弱^ 示す にあら ざろ， 疑 は ざろ^ 得す。 是れ予 の 疑問の 主な ろ ものにし 丁 明 

,v に 解決し 得 ざろ 所の 者な リ。 

(二) 洋梨 進化の 系統と 榲桴 の變種 

榲悖砧 に 接 木せ ろ 洋梨の 成 ig .ぃ 品種に 依 て： 著 しく 異ろ のみなら す、 来の パ ^H. ハンせ ン兩 氏の 訧に依 

れに 品種-」 依 T は苹 菜に 接 木して 成績の 一良 好な ろ もの、 及び サン ザシ屬 (Crataegus £ の 植物に 接 木し 

て 好結果^ 表す もの もり 云々。 之^ 以て 見ろ に 現今 吾人の 戟培 する 所の 多数の 洋梨 は 決し \ 單 純な 

ろ 系統的 龃先^ 有すろ 者に 非 ざろ^ 推知す ろ-」 足ろ べし。 今 之 r* リ 洋梨の 系統に 閼 して 略述^ん と 

す。 へ 刀類學 者はヒ クスコ ンム 一一 ス pins com ョ us. L. なろ 學 名に 依て 洋 梨^ 一 括 すれ ども 其 祖先 は 決し 

て 一 種に あら す、 ホ r 氏 の 記載す ろ 所 ll 依れに 次の 數 種な リ。 

P. Achr さ Gaert. 中： 部 亞細 亞原產 の 者な ろべ く、 現今 は 欧洲 西部 地方-」 も 野生の 者 もリ。 現今の 洋梨の 

中には 此 系統に 屬 すろ もの 最多し。 

P. nivalis. Jack. 欧洲 南部 地方に 野生す ろ ものにして 佛國の 南 部、 伊 太-利の 北部 地方-」 て 梨 酒の 原料と 

して 栽培せ ろ 洋梨 は 源^ 該 種に 發 V リと云 ふ。 英語-して 雪 梨 (snow pear) と稱 する もの は 卽ち之 なリ o 

晚 熟 性な ろ^ 以て 斯る 名稱^ 得た ろ もの 、如し。 

P. cordata Desv ペ^シャ i " ギリシャ 1 地方に 渡 "て 野生す ろ ものにし て (肉 梗菜梗 の 底 部 膨大) の蓍し 

く 资逢ぜ ろに 特徴な リ。 

P. ekrgrifolia Pall が ゥ カサス 、南部 露西亞 地方の 原產 なろ ベく P. nivalis に近緣 なろ ものな リ。 

p, PCTS.Ca res y V ァ及 ぴ ？ nrr 地方^ 産の もの にし て、 菜 は 洋梨 形^ 呈ぜ す。 H 形な ろ は 其 特徴 
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なリ。 栽培種 中の ぺ ^ゲ モ クト なろ 名稱^ 存 すろ もり は該 種より 進化 玟茛 された ろ ものな ろべ しと 

ミ ふ e 

而 して 洋梨の 如何な ろ 品種 は 如何な ろ 植物よ リ. 發 逢玟 良され たろ ものなる、 P, 之^ 明ゲ にす ろは^ん 

ど 不可能に 屬ィ。 蓋し 洋梨の 栽培 は數 千年- W 前-し 起リ其 間に 是 等の 祖先 形に 雇す ろ 植物 は 自然 的 叉 

は 人工的 Li 雜交 ^遂げ、 而， つも 之に 加 ふろに 人工 淘汰^ 以てす。 其 結 栗 今日の 如き 狀筋^ g すろ に 至 

りし ものな リ C 而 して 是 等の 龃先 形に 旣に 榲椁砧 に 對 すろ 活着 性に 强 弱の 差異 あるべく、 從 つて 其 相 

異れろ 泫傳 質^ 或は 單 純に 或に 複雑に 受けれ ろ 現今の 洋梨 は榲桴 砧に對 して 此の 如き 相 異れろ 性質 

^表 はすに 至りし L1 もら ざろ •"。 

次 ざ Li 砧木 たろ 榲桴に 就て 之^ 見ろ に 植物 分類 學 者の 說は 何れも 次の 分類に 一 致せ リ。 

cydonia vulgaris PC2 *5- 三變種 に 分 つ 

van a. piriformis, JKirch 枭實の 洋梨 形^ Is すろ ものな リ。 

var. b. ョ aliformia, Kirck 菜 實 は E 形に し 丁卽ち 菜梗に 近き 部分の 尖ら ざろ もの。 

var. 0. ^tallica. M ョ i 菜實、 は 洋梨 形に して 前兩者 Li 比して 著しく 大な "、柱 條の發 育 も前兩 者に 比較 

すれ^ 遙 y に 胬木 的な リ。 (但し カリンに あらす) C 現今の 栽培種 は前兩 者に して 砧木 として 使用 さろ 

ゝもの も、 前 兩 者の 中に ぁリ 本邦に 現存す ろ在來 種の 榲桴^ 見る も明ゲ に此兩 者の 區別^ 付く ろ 事^ 

べし。 槪し て榲桴 は 栽培 法に 依 リ菜形 に 多少の 變 化^来す のみなら す、 結 菜 柱の 位 g に おって 亦 其 

栗 形に 變化^ 及ぼす ものな リ C 然れ ども 此兩者 は 著しく 枝條の 習性^ 異にすろ^ 以て 區別 すろ こと 

容^な リ。 卽ち 洋梨 形の 者 は枝條 直立して 而ゲも 其發性 粗な リ。 固形の 菜箕^ 有すろ 者 は 栈條の 赘 

生密 にして 榭^ 開 張す。 然ら ば 洋梨の 砧木 としての 成 綾 は 如何。 予^ 不完全な ろ 梵驗に 依て^ 言な 
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下す は 少しく 早計 なれ ども、 後者に 接 木せ ろ もの は 活着確 K にして 栈 斡の 肥大 も 良好な ろ^ 如し。 ^ 

来の 園藝 家の 中！： も 之と 同様の 事箕^ 認めし 老少. p ら す. 然 ろに 欧米 諮國 にて 洋梨の 砧木 として 最も 

廣く 使用 さる ゝ者は 「ァ ン せ 1 ァ」 Angers と稱 すろ 所の 洋梨 形の 有すろ 一品 種な リ C 該種 i 揷木 

に 依て よく 發 根 易き キ以 て、 砧木 繁殖の 侦宜上 之^ 普通に 使 印 すれ ど-も 洋梨の 砧水 として 菜して 缺 

點 なきもの なろ -P 、之 ^疑問に 附 すろ もの 少ゲら す。 

耍 すろ に砧 木の 研究 ^綿密に 行 ひ、 一 歩 進んで 如何な ろ 品種の 榲椁は 何 種の 洋梨に 最も g 常す ろ "p な 

明ゲ に する に 至れ ば、 前 窣 疑問に 扇^し 品種の 成 綾^ 明が にす ろ^ 得べ し C 

(三) 芽 接 切 接 及び 二重 接 

洋梨^ 榲椁砧 に 接 木す ろに は 芽 接に 依ろ べし、 切 接 は 其 成績 不茛な リとは 一 般に || めら ろ v 所な リ。 

吾人 は 叉 桃の 繁^に 際して 芽 接に 依れる もの は 切 接^ 採用せ る もの に 比して 其 S 綾 著しく 遨1 なろ 

な 認む。 桃の 場合に 於け る 成績の 優劣 は活 着の 歩合に 著しき 差異^ 31. 一 すろ もの にし て、 活 着灸の 發育 

に は 何等の 區別^ 認 むろ 事 能 はす。 然 ろに 榲桴砧 の 洋梨に 於て は 芽 接に 依る も 切 接に 依ろ も活 着の 

步合に は甚 しき 差異な しと 雖ど も、 jg 着 後の 發 育に 至て は 切 接に 依れる， りの は； 到 底 芽 接に 依れろ もの 

に 及ばす。 榲桴砧 の 洋梨 は 芽 接；，！ おろべ しと 稱 する 所以 は赏 にこ、 に存 すろ ものにし X 桃の 場合と 

は 全く 趣^ 異にすろ ものな リ C 然 ろに 赏生砧 の 洋梨に 於て は 決して 斯ろ. 現象な き^ 見れば 榲桴砧 切 

接の 不成績なん 原因 は 接 穂 に もらす して 砧木 にわろ 事 は 明が なリ。 

切 接^ 行 ふ 三月 上 中旬 頃に は 榲桴の 樹液 は旣に 活動な 初めつ ゝ もリ。 搵桴砧 は 樹液の 活動^ 初めて 

rj リ之^ 切 © すれ ば、 切 斷 面の 以下 二三 分 位の 所まで は 多く 枯 損すろ ものな リ。 故に 之に 洋梨な 接 水 

して 充分 覆土す るも砧 木の 上部 は 旣 に 枯 損^ろ^ 以 て. 實 際活 着す る 所 は 其 一 部分に 過 ざ や、 是 れ切接 
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に 依れろ もの は赞 育不茛 にして 檁と砧 木と. い 分離し 《| き 所以な 然れ ども 十二月 又は 一 月^ 未だ 

全然 休 眼； 状 i 態 U あ： ろ 間 に： 榲 桴， -砧 ^切 斷し匿 き. 接 木の 時期 Li 至って 砧 木の 斷面^ 僅ゲに 滑に^ ろ 位-」 

H めて 之：，！ ー仃 へば 例へ 三 刀下 甸 四月 上旬に 至ても r* く话 着して 充分 發育 すろ こと 芽铉に 依れ 

ろ ものと 異らす C 

予は嘗 丁榲柠 ^繁殖す ろ爲. に 木瓜 S み) と榲桴 とん^ 時に 砧木 にして 三 W 中句に 切 接な 行 ひし 事ぁリ 

活 着の 歩合 は兩 者の 間に 差異な ゲリ しと 雖 ども * 活着 後の 發育は 木瓜 砧の者 は 榲柠砧 のお i リ 遙^に 

茛 好な q さ C 共砧 の桤桴 は 木瓜 砧の 桤桴に 比し \ 發育不 頁^る の點に 就て は少. P りす ほ 問な 抱 さし 

^前述の 事 究^ 知ろ に 至って 初めて 其 疑問 ^解決す ろ^^れ リ。 

之 VJ- 以て 見ろ 時 は 切 接な 行へ ろ 搵桴砧 洋梨の 不成績；， * 4 は砧木 切斷の 時期^ 誤れろ に^ろ： と 明^ 

なリ C 其 時期 Li 注 怠すべき 事と 今一 つ 等 ^ に附 すべ .P らざろ 事 は砧 木^ 成 可く 短く 切斷 すろ にも"。 

^んと 根 部と 斡との 境界 位の 所に 接 木すべし。 此の 如くす ろ 時 は 決して 芽 揞-」 劣らざる の 成^^ 挚 

ぐろ 求^ 得べ し C 

次お、 は 二重 接の^-」 就て 一 言す ベ， し。 S! 桴砧に 直接 接 木して 成績の 不良な ろ もの^ 矮生 にす ろに は 

二重 接の 法^ 採用す ろ は 珍しき 事に もめら す。 中間 S 砧木 として は桤样 に 接 木して 成 可く 發 育の 盛 

ん- よろ 洋梨の 品種^ 擇 むべ しとに 是れ又 一 般の認 むる 所お リ C 之に 闋 して は予は 全く 箕驗 なきな 以 

て 之^^す るの 資格な しと 雖ども 中間の 砧 木た ゑ 洋梨 は單 に资 育の茛 否の みに て は 充分なら す C 二 

宽 接^^す ろ 洋梨の 品種に お X 之^ 決定す ろな 至 常と する^ 如し C 例へ に 「ボ ー I ダマ ン リ」 は 「ゲ ャ X 

ゴ 一一 か」 及び 「ベ シゲ 乇- ント」 族 洋梨の 中間の 砧木 とし X 成绫立 しく 「ポ— レ. タレ， 少ゲ ャゥ. - の 中間の 砧木 

と し て _> ィ 力 ，、す プ、 ゥ ヰンク t 1 ^ ド」. i> 之に 速す ろが 如きに S5 ち I 二の 例に 外たら す。 且つ又 二重 
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第三 節 嫁 接 養成 法 六 二 

接^ 行ふ袅 合に は 初めて 榲桴砧 に 中 の砧 木たろ^? 水 ^接 木して 第二 年 目の 戛 秋の 候 之-」 芽 接すろ 

^又は 第一 二 年 目-の. 春 切 接^ 行 ふべ し。 此の 如くす ろ 時 は 中間の 砧木は 充分 發育 すろ^ 以て 二重 接の 

成镜^ K 好なら しむべく、 又 中間の 砧木^ 榲桴砧 の 接合 部よ リ 一 ニ寸 位の 長さに 切斷 して 接 木^ 行 ふ 

べし。 中間の 砧 水の 長き 程 二重 接 V！ ろ もの、 樹齢 短縮す る もの V 如し。 
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第 三 節 嫁 接 養成 法 (切 接 法) 

て 最も 普通の 手段 は 嫁， 接 法な り。 嫁 接に は 種々 あるべ 

接. 搭 接 等なる も. 就 中 最も 庞く行 はる は 切 接 法な りと す 

釗 接は髙 接の 時に 多少 應川 せらる 、 のみ。 又 芽 接 法と 

接の 如く 能く 接着し， 作業 容易なる も 春季 切 接 を 行へば 

切 接の 方法に 就て 說明 をな すべ し。 

第 I 項 嫁 接に 關 する 槪說 

條 又は 芽 を 取りて 他の 枝 幹の 一 部に 接合せ しめ， 養 液の 

に し て、 其 接合すべき 芽 又は 枝 を 接 芽 又は 穂と 呼ば れ、 接 

、なり。 而 かして 此の 兩者は S も^ 接なる 關係を 有す 

川 せんと 欲せば 兩 者， の 關係を 明らかに 知得す る こと 必要 

獨立 生存せ る桢 物に 接合す る もの なれ ぱ， 實 生. 揷木 の 如き 繁殖と 稍-趣き を 異 にし. 

生育す る こと 能 はす。 專ら砧 木の 牛； 長 力に 依らざる ベから ざるな り。 從 つて 砧 



きも^の 繁殖に 用 ひら 

. 搭 接は砧 木の 小なる 

して 秋季に 行 ふ もの あ 

强 いて 之 を 行 ふ 必 要 な 



循環 を 謀 り、 牛； 育 を遂ゅ 

合せら る ベ きもの を站 

る もの なれ ば， 此 の 技 術 

なり。 元来 嫁 接 法なる 
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木の 種類に より 其 ^ 化 を 受 け、 時 に 母 植物と 異なれる 性 狀を現 はすこと あり。 元来 接 ^0 着 

なる もの は兩 者の 斷 面より 分裂 增殖 する 細胞の 癒合より 來れる もの なれ ば， 兩 斷 面 は必す 細 

胞の 勢力 最も 旺盛なる 部 分， S ち 形成 歷と稱 する 部分たら ざるべ から ざろ なり。. 卽ち此 部分 

にあら ざれば 細胞の 活力 は 充分なら す、 技 術の 巧^ を ^る も 多く は 不良 な る 結^ を呈 するな 

り。 之に^ して ^形成 厣の斷 面相 密着す る 時 は， 兩 形成 蜃の 細胞 相 分裂して 各 癒合 組 蛾 を 生 

する に 至るべし。 元來 癒合 組織が 相 密着す る や， お 組織 を 形成す る 細胞 は 細胞 股^く，^ 形質 

に i5 む を 以て 相互 細胞 問に 水分の 流通 起り. 次で 共々 に 分裂して 諸 組織の 分化 を 行 ひ， 維管束 

其 他の 諸 組織の 細胞に 速辂を 生じ， 液の 循環 を 共通なら しめ. 以て 營養上 一 個體 となりて， 成育 

を遂 ぐるに 至ろ もの なれ ば、 嫁 接上兩 形成 暦の 密着 は 最も 必耍 とする 處 なり。 而 して 兩 形成 

匳の 密着せ しむべき 點は秘 及び 砧の削 面に 現 はれた る 形成 & 3 に 於て ^すべ きも. 染樹の 種類 

により 多少 趣き を 異にする が 如 く、 同 一 切 接 法に 於 て も 梨 .柿* 柑橘 等 各 特殊の. 方法に 依らざる 

ベ からざる が 如 し。 

癒合 力の 强弱 糚 及び 砧の兩 形成 翳 相 密着 すれば 如何なる 種類の 問 にても 能く 癒合す 

ベ き やと 云 ふ に、 必 すし も然 からざる なり。 卽ち 植物 分類 學上 近綠 なる 程 癒合 カは强 く、 遠 ざ 

かるに 從ひ 癒合 困難と なるな り。 楠 物 分類 擧上科 を 異にする 種類 は殆 んど此 カを缺 き. 同 科 

巾^ を^に する もの , £1 に 於て 成功 を 見る も 種 を 同- r- する ものに 比 し. 多 少 劣れる が 如く 同 

種 間に 於て は 殆んど 接着 癒合せ ざる ものな き狀 態た るな り。 然れ ども 時に 特殊の 場合な き 

に あ ら す。 彼の^と 苹 ^は 同 屬に屬 す ぺ き も、 相 互の 癒合 力 甚だ 乏しく 殆んど 成功 を 見ざる 
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なり。 之に 反して 洋梨 は屬を 異にする 榲棹 海棠の 如き ものと 能く 活着 する ものと 然ら ざる 

ものと あり。 榲棹砧 は 能く 活着 する も 反對に 洋梨の 砧に 榲悻を 嫁 接する も 容易に 活 着せ ざ 

るが 如 く、 接 木なる もの は 大體に 於て は近綠 なる 程 密^の * 合 多き も 全然 之に 相 比例す しと 

斷 ：；•： する こと 能 はざる は 前述の 實例 によりて 明らかなる 處 なり。 

砧と穗 との 相互 關係 嫁 接 法 は 前述の 如く 砧に德 を 接合すべき もの なれ ば. 線 は 砧の上 

にあり て 生育 し、 營 養分の 吸 收は砧 の 司 どる 處 にして 穂は砧 より 受けた る營養 分 を 同化 し，. 

己 を 養 ふと 同時に 砧木を も 養 ふ もの なれば 兩 者の 關係 頗る 密 なる は 言 を俟 たざる 處 にして. 

各 其 性質 異なる に 於て は 相互 影響 を受 くべ き は 又 明かなる 處 なり。 然れ ども 穂の 砧に及 ほ 

す 影響 は 砧の穗 に 及 ほす 影響に 比して 著しく 少な く- 殊 に 之 を 論 究 する 必 要 な き • も. 砧 の 穂に 

及 ほす 影響 は 栽培 上の 利^に 深 かき 關 係を冇 するな り。 卽ち 生長 力の 旺盛なる 砧 木に 接 か 

れ たる もの は、 然 からざる ものよりも 爾後の 生育 佳良に し て、 之 と反對 なる 場合に は 生育 著し 

く 緩慢に 甚だしき もの は矮 牛； の 狀態を 現 はすに 至るな り。 又 癒合 力の 强 きもの は 生育 盛ん 

にして 弱き もの は 著しく 劣れる はお 互掊 木に 於て 起こる 現象に より 明かなる 亊實な 

り。 义革果 に 於て寳 ^の 砧に 接がれた る ものと ッ ー ザ ン (I)oucill) パ ラ .デ I (panulis) な る 牛： 

長 力の 弱き ものに 接がれた ものと 比較 すれば 後者 は 前者に 比して 遙 かに 矮忡の 狀態を 現 は 

すべし。 又榲棹 砧に 洋梨 を 接 け る が 如 き 場 合， 李 に. 桃 を 接 ゆ るが 如き 揚合 何れも 矮性 の 性^ 

を 秘に及 ほす を兒 るな り。 而 して 是等は 共に 樹勢を 減殺す るの みなら す、 結 果期を 早， や め. 成 

熱 を 促進す るの 倾向 をお する は 吾人の 常に 實見 する 處 なり。 故に 栽 S 者は此 間 に 於け る顯 
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係 を^れ し^れ を 巧妙に 應 川せ 

第一 一項 切 接 

切 接 法 は 獨 り^に 應川 せら 乙 、 

種類に より 多少 趣き を 異にする 

一、 砧 木の 選 擇 切 接 川 s 砧木 

なる ものに 至る ま で， 此 方法に 依 

術 せ ら れ. 其 能 く^^ し. 而 かも 施 

は 殆んど 切 接 法 を 窓 味す るが 如 

せば 咋年 の實^ 若く は揷 木せ る 

もの は #a 通の 繁殖に 川 ひられす- 

に應川 せら 乙 、 に 過， ぎ さるな り- 

其 面 を 平滑なら しむ ベ く， 大 木 な 

而は^ 通 幹と 直角 卽ち 水平に 切 

-ぉ 滞せ ざる 樣心掛 くるに あり。 

二、 接穗 の選擇 投 秘は砧 木の 

せ に 影 を 及 ほす ものにし て. 多 

梢 を S ぶ ベ く、 下 枝 は 生長 カ衰へ 

B まる 、；處 な り。 又 勢" 力 旺盛の 



ん か K 利す る處少 な か ら ざ る ベ し。 

法 

の み な ら す， 桃. 姊. 苹 果. 柑 橘. 其 他 各種の 繁殖に 行 はれ、 素より 其 

も 大體に 於て 同 一 たる を 以て S に 詳述 せんとす。 

は 一 二 寸の周 園 をお する ものよ り. 尺. 以上の 周圍を 有する 大 

りて 接 木 嫁 接する を^ ベ く、 洋 の 東西 を 問 はす 最も 普通に 施 

術の 容易 な る は 之 に 及 ぶ ベ き も の な き を 以 て， 接 木 術なる 語 

产 

く 世人より 唱導 せらる 、處 なり。 多数の 繁殖 を 試みん と 欲 

直徑 五六 分の もの を以 て， 最 も適當 とすべく 直徑 一 寸以 上の 

. 多く は 品質 不良の 品種 を 改良 せん 爲め接 換へを 行 ふ 場合 

. 砧木小 なれば 土 際 一寸 位を殘 して 切斷 し， 利刀 を 以て 削り， 

れば 根元より 二： ^内外の 處 にて 切 斷 する を 要す。 而 して 其 

斷 し， 火 木 な れば木 心 を おく 周 阁 より 少しく 削 り. 以 て 水分の 

善 惡 に 劣ら ざ る 關係を 有する ものにし て， 其 良否 は 直ちに 活 

く は 前年に 發^ したる 若枝の 內 勢力 强勢 にして 充實 せる 枝 

樹液の 循環 緩漫な る 爲 め， 牛； 育 不良の 傾き ある を 以て， 一 般に 

若 枝-と 雖も其 先端 は 木質 芽 共に 緊紘^ 結せ す， 從 つて 蒸 發 作 
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第 III 節 嫁 接 S 成 法 穴 六 

1 して 接着に 先ち 容乾 固し、 接着 歩合 少なく 縱令 接合す る も 爾後の 發育 不充分なる 

倾き あり。 故に 七八寸 以上 二 尺. 2： 外まで 仲 張せ 

る 若枝に して 其 兩端を 除 き， 中 央部を 選 ぶ を 以 て 

最も 安全と せらる、 なり。 接 穗は嫁 接 前に 切り 

取る を 可とする も 種々 な 7, 關係 上. 秋 季 ー洛粱 後に 

切りて 之 を 貯藏し S くもの あ ふ。 或は 冬 季 剪 定 

の 際に 取りて 貯 ふるもの ありて 一 樣 なら ざ る も. 

穂の 貯藏 {且 しき を^れば 何れの 時期に 切り取る 

も活 着に 大差な きなり。 接應 を貯藏 する こよ^ 

の 如き 活着 容易なる ものに ありて は 日陰の 细地 

に 半ば 埋沒し 匿き て もせ； し き も、 乾 燥 甚だしき 時 

は 內容乾 固し， 芽の 萎 凋 を來 たし-嫁 接後砧 木より 水分 を 供給し 得ざる 內に 枯死す る 場合 あり。 

又 水 分！ 多 きに 失すれ は活 着に 先つ て 樹液 の 活動 を來た し、 養 分 を 消費して 其 害 乾燥に 失する 

より 大なる こと あり。 故に 完全なる 貯藏を 行 はんと 欲せば 枝條を 一 尺 乃至 一 尺 七 八 寸に切 

り， 多 少濕氣 ある 砂の 中に 半ば 埋沒 し、 冷 凉 にして 温度の 變化 なき 處に桶 若く は 樽の 中に 入れ 

て 貯 ふ る を しとす るな り (第 三十 八 圆)。 又 接着 歩 <3n は 手術の 巧妙に よるべ きも 砧 木の 牛； 育 

機能が 穂に 比 し 少しく 進み 居 る 合に 活着 歩合 多 く， 之 と反對 なる 程 歩合 少なき は 吾人の 實 

驗上 明らかなる 處 なり。 故に 事情 之 を 許る せば 接 木數日 前に 穗を 切りて 貯藏 し. 砧 木の 生育 



、撐內 に 接穗^ 貯藏ぜ 

, る 圖ィ、 接種 口、 砂 
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^能 を 進まし めて 行 ふ を. M しとす るな り。 

^隔の 地に 運搬す る揚 合に は 切 口に 接蠟 若く は壘 又は 膠 等 を 塗抹 し. 濕 氣を帶 ベ る 細 土 又は 

水^: の 如 き を 以て 穂の 基部 を 包 み、 又 本数の 少なき^ は 大根 蕪の 如き ものに 挿入して 箱 或は 

汕劎の 如き もの を 以て 包装して 輪 送す ベ く. 是 れと 反對に 遠方より 輪 送し 来れる もの を處理 

す る 場 合 は 荷 造 A し き を 得 、輪 送の 爲め 何等の 影響 を 受けざる 時 は K 儘 嫁 接する を^る も 多 

く は 乾燥に 失 し， 木 ^ の 萎 凋せ る揚合 多 き を 以 て. 是 等 は i ^水分 の 稍 < 多 く 4a める 砂 中に 埋沒 

し， ぶ 乾燥 甚だしき に 際して は 全部 水中に 浸た し て 充分. 水分 を 吸収せ しめ. 外皮 緊張せ る 後に 

嫁 接する を 可とする なり。 

三、 接 太の 時節 切 接 法 は 春 二三 月頃 卽ち 春季 發芽 前に 於て 行 ふ を 可とす。 梨の 如き 接着 

容易なる もの は 秋季^^ 後卽ち 十二月 頃に 行 ふても 接着 歩合に 影響す る ことなき が 如き も. 

發 芽までの 時朋 永き 爲め苏 間に 受 くる 障害 多 く. 時 に效 果の妨 ゆらる 、場合 あり。 之に 反し 

て 時期 後く れ、 旣 に發 芽した る 後に ありて は 軟弱 多漿 なる 嫩芽 は蒸發 烈しく 活着 一 曆 困難と 

なる のみなら す. 作 業 上に 於ても 頗る 不便 を感 する に 至るな り。 故に 二、 三月の 頃 (柬 北より 北 

海道 地方 は 三、 四月 頃) に し て、 多 少 樹木 生氣を 帶 び. 樹 幹 内の 樹液 循環 し、 樹皮 光 澤を帶 び， 芽 の 將 

さに 膨脹 せんとす る 頃 を 以て 最も 安全と する 處 なり。 

秘の 貯^ 宜しき を 得て、 芽 を 抑制し 置けば 砧木旣 に發芽 伸長 を始 むる 後に 於ても 敢て差 支へ 

な き が 如 し。 

四、 手術 接 木 法 中 砧木を 畑に 栽植し S き， 接 穗を持 行き 嫁 接する 法と 砧木を 堀 取り， 一 定の 

第五 章 苗木の sffiiji 六 七 
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MM 一一 ffi 嫁 接 a 成 

1 於て 嫁 接する と 二種 あり。 前者 を 居 接と 稱 し. 後 者は钹 接と 稱 せら 



所 

& り 

の は 

第三 十九 圖に 示す が 如 



桌樹 類^品 種 



て 川 ひる 處を 異にする なり。 梨は揚 接. 居 接 何れに 

钹 接 を. K 利と する も、 熟 達する に 至れば 居 接の 方^; 
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1 一一 

面 




長さ ニ寸 乃至 三 四寸に 

にて 上 

端 は 平 

方. M よ 

砧木は 

.1© と o 

pi: を 内 

木質 部 

に兩者 

石ォ。 

其 尙 04 

こと 第 

^面の 



し 



て、 二 

を 芽 



る 



1; り 面 



方 

作 

in 田 



き も， 砧 木の 



て も 容^に 活着 し、 技 術の 未 熱なる も 

業の 進行 速 かなる の 利 あり。 接穗は 

芽 乃至 三 四 芽 毎に 鋏み 切り、 切 出 小刀 

に 接して 芽 を 後ろに し. 斜 めに 切 り. 下 

部分 を 選み， 一 寸內 外淺く 削り， 其 反對 

削り 落し， 第三 十九 圖； 3 の 如くすべし。 

し て 疵 なき 部分 を 選び， 木質 部と 表皮 

ち軟 薄なる 形成 暦の 存在す る 部分 を 

よ り 稍" 短 かく 切り 下 ゆ、 最 後に 小刀の 

け、 少 しく 壓 して 切 傷 を附 し， 更 に 一 1^ 

て 薄く 切 人〕 み、 别 除す る 時に 斷面 平滑 

する に 容易なら しむる を 得るな り 甲， 

れ ば 前 以て 用意し S ける 穂 を 持來り 

と站 木に fe; りたる 傷 面と を 接合す る 

圆 丙の 如くに するな り。 此際兩 者の 

一 なれば 兩 側の 形成層 互に 相 密着す ベ 

钹面廣 き 場合 多き を 以て 孰れ かの 一 側 



L 



梨 編 



第 



に 於て：. 5 形^ ほの. お^を^さ しむる 樣努 むべ きなり。 又砧 木の 斷面 ニ囘 削る を 普通と する 



が 如き も ； 1： に 

斯の 如く 投秘 を 

て 被 ひ， 卜： 部より 

二 三 罔圜繞 し， 終 

すろ なり o 

旣に嫁 接の 作業 

も钹 接なら ば 畦 

M えざる まで & 

S 上流 さ れ， 接 秘 

意すべし。 斯の 

るべ し。 此際根 

以上の 新 梢の 發 

行 へ ば 勢力 旺勢 



て 極めて： 牛^に 削り 下け たる 

砧 木に 挿入 し. せ：； 中間に 空隙 な 

打 藁ら にて 卷 き. 下 端に 至りて 

りに 藁の 端末 を 環 中に 貫通し 

終 れば 是れを 畑に 持 行き 栽植 

幅 二 X 內 外， 株 間 四 五寸， 成 可く 

可く 手 を 以て 覆土し、 徳の 乾燥 

の 露出す る こと ffi "あ る ベ き を 

如く 注意 を拂ひ 保護 すれば、 五 

元 の 土 を 取り去り. て砧 木よ り 

生 を 見ば 一 本に なす 入梅 頃に 



と 思 はば 殊更 反 笾す るの 

く 相.^ 接する を はぱ 削り 

結 總 し、 或 は 結 裨 する 代り 

て 一 方より 引締 むる こと 

を 行 ふ ものな り。 居 接な 

接 秘の頭 を 平行す るが 如 

を 防せ ぐ 手段 を講す ベ し- 

以 て、 其 都度 再び 覆土して 

月 中 下旬に 至れば 旣に 一 

發牛； する 萌芽 を搔き 去り， 

1 囘人 糞尿 油粕の 如き も 



必 を兒ざ る な り。 

たる 砧 木の 皮 部 を以 

に 小 環 を 作 り、 其 元 を 

第三 十九 elm の 如く 

らば K 儘理沒 すべ き 

く 丁寧に 沒 し， 秘 の 

, 栽桢後 降雨の 爲め 

穂の 乾燥せ ざる 樣注 

尺 內 外 萌芽す るに 至 

の接穗 より 二 本 

の を 施 し. 除 草 中 耕 を 



秋！^ に 至る まで 數 尺の 長さに 達する に 至る ベ し ( 



K £ な は 木の 班 1M £ な A 



焚 

樹 
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な E 

言 
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第 六 章 開園 及び 栽植法 



^樹の 栽植を 試みん と 欲する 處は 旣墾の 畑地なる や、 或 

平地 か 傾斜 地 か 各 其狀憨 Li よりて 其處 理法 を 異にせ ざ 

ら. ば 直ちに 栽植を 試む ベ き も， 未 墾 地の 如き ものに あり 

は雜草 小 灌木 を 刈り 拂 ひ、 緩 傾斜の 地なら ば 其 儘 下方よ 

段を設 くる か， 其 地形の 狀態 により 區劃 を設 け、 栽 植に 便 

而 うして 是 等の 準備 は 成 可く 前年に 於て 行 ひ， 栽 植 に 當 

するな り。 又旣 塾の 畑地に ありても 排水 不良なる 處は 

設 け、 水 田 等に 栽植 する もの は 特に 注意して 其 設備 を な 

ぉ樹栽 植に當 りて 鼓 も 注 意 す べき は 苗木の 選擇 な り。 

を 得ざる 時 は 其 影響 を受 くる 颇る 多 く， 如 何に 肥 培 管理 

からす。 卽ち 苗木 は 果樹 圊の 基礎と もなる べき ものな 

第一 節 苗木 選擇 上の 注意 

苗木 選擇 上の 最大 要件 は 品種の 正確なる にあり。 苗木 

態 を 異にする も、 熟 練 にあら ざれば 判別す る こと 颇る 

り， 彼 の 介殻 蟲. 腐 燜 病の 如き は 主として 苗木に 附着して 傳^ する もの なれ ば. 最 も 注意 を 要す 



は 未墾の 雜木林 又は 秣場 なるや， 或は 

るべ からざる なり。 熱 田 又は 畑地な 

て は 豫め立 木 を 截り根 株 を除ぞ き、 又 

り 順次 開墾 し、 稍.. 急 傾 斜の 地なら ば 階 

なる 檨計畫 を 立つ ろ. こと 必要な り。 

りて は眾に 整地 位に 止む る を 必要と 

^の 周 21 及び 處々 に喑渠 若く は 溝 を 

す こと 肝要な り。 

其選擇 宜しき を 得す 所謂 良好の 苗木 

に 注 怠す る も 健全なる 發育は 望む ベ 

れば 充分の 注意 を拂 ふこと 必 要な り。 



は 品種の 異なる に 依りて 色澤 芽の 狀 

ra 難なる なり。 次に 病蟲 害の 附着な 



お 



«B — 笫 



ななり。 又 枝 幹 及び 根 部の 發 

る を 選 ぶ ベく も^ 等 は 購入^ 

故に 鸱人^ は 主として ffi 木 養 

に 力む る こと 必耍 なり。 從來 

結 果， 往 々失敗 を^むる もの あ 

第二 節 栽 

は氣 候に 

と 同 ゆに 

か， 冬 季 I、 

く、. M に 反 

植 う る を 

も：；？^ 力な 

十 一 二月 

第 三 盲 



育 健^にして 木質 充實！ I； 長 ましき を は殊 に 根 群^^ 育 旺^な 

一 々點檢 する にあら ざれば 良否 を定 むる こと 能 はざる ベ し。 

成お に 信 川 を 措 き、 多 少 惜松髙 くと も 正確なる 苗木 を 購求す る 

惯 松の 低廉 を 欲 し. 苗 木の 正確 發 育の 良否 等に ド-き を かざる 

る は， 獨 り 不正 苗木 商^ 罪の みに 歸 すべから ざるな り。 

植の 時期 



^苗 栽桢の 時期 

にあり て は. M. 

て 栽桢を 試みん 

て 可とする が 如 

季落萊 後に 於て 

發育 養分の 吸收 

^なれ ば， 成 可 く 



よ り 

降雪 

氣の 

し て 

可 と 

る を 

1 く 



1 槪 に 論 すべ から 

を 兒. 此 問に 於て 栽 

爲に 障害 を 受けて. 

§1 束 及び K 以西の 

す。 之 を 春季 植ゑ： 

以て， 翌年の 發 育に 

も 一 二月 頃まで 終 



ざるな り。 束 北 地方 

樜の 時期 を 見出す 能 

發育を 害する こと あ 

^地に して 冬 季 多 く 

たる ものに 比して 早 

著しく 等差 を 牛! す る 

る 如く 準 瞌 する こと 



より 北^道に 至る 薄地 

ば ざ るな り o ^^し 强ぃ 

れば 春季 溫^ の 候を以 

の 降雪 を 見ざる 虚 は， 秋 

く 其 地に 定着し 渐 根の. 

は 吾人の^ に^ 兌す る 

肝 要 な り。 



栽 桢に 常り 注 意 す ベ き は 

：£? の C3 的に よりて 定まる 

第 六 章 簡ほ 及び 栽插法 



献 t 距 4e 

適當 なる 距離 を定 むる 

もの なれ ど も、 大 體 左の 



にあり。 距離 は 整 枝 法の 如 柯 * 土 質の 肥 瘠 栽 

標準に よる を 可とす。 
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第三 節 栽通距 離 

蹩 枝の 種類 

棚 整 枝 法 

圓錐形 及び 盃狀整 枝 

ヒゥブ ー 整 枝 

四 枝 力 ン デ ラ ー ブ ル 整 枝 

バ ルメット ネリ ダン タ 1 ル 

以上 は R 一 般 標準 を 示した る も 

により 斟酌す る を 宜しと す。 沖 

離 を 更に 增 加す ベ く， 棚 整 枝 法 の 

て 礫 土. 砂 土の 如く 表. H 淺く， 癍薄 

棹 其 他の 矮生種 を 用 ひたる 場合 

の 目的 成 可く 早く 收益 を^ん と 

、補 植， し 置く も 可な り。 斯 一の 如 

も忽 にして 枝 梢 混淆 鉛 錐 し. 木 の 

盆 を釀 しつ 、ある は^ 地方 共 其 

間作 を 行 ひ， 收 盆 を 助 け， 木 の 生 育 

木 植付に 方形 植 ゑと 稱 する もの 

者 は 果樹 閬の 距離 相等しき を以 



距 離 

十二 尺 乃至 十五 尺 

十二 尺 四方 

九 尺に 一 間 

六尺に 四 尺 

整 枝 六尺に 十二 尺 

のにし て. 其 細密の 點に至 

積 土. 粘 質壞 土の 如き 處に 

如き は 二 間 半 乃至 三 間 四 

の 地 は 一 丈 €： 外に 縮少す 

は； なる 土地と 同樣の 

欲すれば、 普通の 距離に 栽 

く密植 する もの は 棚の 構 

生育に 作 ひ 問 引きす る こ 

實例少 からざる なり。 故 

に 伴 ひ 之 を 減少し 行く が 

と等逡 三角の 隅に 栽祯す 

て 土地の 利用 上 理に適 ひ 



七 二 

1 反歩 栽 植木 數 

四方 七十 五木 乃至 四十 八本 

七十 五本 

二 百 本 

四百 五十 本 

百 五十 木 

り て は 土質. 砧 木の 種類、 栽培の 目的 

して 表土 深 く、 肥 沃 なる 處は 栽培 距 

方に て適當 とするな り。 之に 反し 

る も 差 支へ なきな り。 又砧 木の 揾 

距離に て 差 支へ なかる ベ く、 又 栽 培 

植 せる もの、 中 問に 更に 「二 本つ 

築と 同時に 相 當の收 盆 を 見る ベ き 

と 能 は す， 却 て 結實作 川を妨 け、 不利 

に 始めより 適當の 距離 を 保た しめ. 

如き 方法 を 取る こと 肝耍 なり。 苗 

る 變形樜 ゑと 稱 する もの あり。 後 

_ー 反歩の 栽 桢本數 も 多き 利 ある も， 
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作： H 、他の 作業 殊に 架 棚 ヒ^る 不便 を感 する を 以て， 從來 多く 行 はれつ、 ある 方形 植ゑを 行 

ひ. 狀 況 により 一 時 的 其 中間に 一 本づ、 栽植 する が 如き 方法 を講 する を以 て，^ も 適 當 と 認め 

らる /'な り o 

第 四 節 栽植の 方法 

栽植の 距 離 定まらば 一 定 -S 區割を 設けて 繩を 張り、 栽桢 すべ き 點に杭 又は 竹の 如き もの を揷 

入 し， 根 の擄 張せ る 面積よりも 庾く 且つ 深 かく 穴 を 掘り， 底土 を軟ら け， 此 れに 堆肥 及び 其 他の 

肥料 を 混和 施 川 し. 上 とよく^ 抨 し. 苗 を 眞 直に 置 き， 掘 り 上け たる 土 を 半ば 埋めて 苗 を 振りな 

がら 少しく 上に 找 き、 土 の 定着 を 圆 かりたる 後. 殘 りの 掘り 上け たる 土 を 被 ひ 地 を 均ら すべ く • 

砂土の 如き 輕鬆の 地に あらざる 限り は 踏み付けさる を 可とす。 苗木 は漑 して 根の 配列 不規 

刖 にして 直 根 若く は 長大の 側根 多 く， 鬚 根 少なき ものな ど は 其 儘栽桢 せんか， 新 根の 發育 不良 

なる を以 て. 豫 め 根の 剪定 を 行 ひ， 細 根の 簇生す るが 如く 直 根 は 成 可く 基部より 切り， 又 側根に 

て も 長き に 失する もの は 適宜 切り 詰む る を 可とする なり。 枝捎も 一 年生なら ば 先端 三分の 

1 , ニ尺內 外に 切り込 み， 三 四 年生の 大 なる もの は 整 枝 法の 如何に 應じ 剪定す る こと 必^な り。 

又 苗木 は 初めより 定植せ す、 畑の 一 部に 畦 幅 株 間 各 三尺 位に 梳ゑー 込み， 二三 年 培養して 一 定の 

整 枝 を 行 ひ、 然 る 後 本 畑に 移す も ^ しき も 樹齢の 重ぬ るに 從 ひ， 移 桢 により 起る 障害 多く 囘復 

困難なる を 以て 成 可く 幼少 の^に 定桢 する を 可とす。 

第 六 章 ra B 及な 栽 七 一 1 一 
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槊七章 整 枝 法 第一ぬ 棚 仕 立法 七 四 

第 七 章 整 枝 法 

果樹栽培 上收 量の 多き を 望む は 勿論なる も， 一方 生産費の 筘約を 計る こと も 亦必耍 なる 手段 

なり。 牛： 產費中 主なる もの は 勞カ賃 にして 肥料 代. 材 料 費 之に 次 ぎ， 病 蟲 害の 豫防 及び 驅 除に 

耍 する 費用 も 亦 少なから ざる 關係を 有する ものな り。 是等 生産費の 多寡 は 整 枝 法の 如何に 

よりて 著しく 差 を 生す る は 言 を俟 たす して 明らかなる 處 なり。 而 して 今日 本邦に 於て 栽培 

者の 採用せ られつ 、ある 整 枝 法の 種類 多し と雖も 次の 數種は 最も 主なる ものな り。 

第一 節 棚 仕 立法 

第一 項 在來法 

棚 仕 立法 は 本邦に 於け る 梨 栽培 地の 殆んど 八釗を 占め、 關柬 地方ば 勿論， 關 西. 東 北. 北 越 方面の 

主なる 栽培 地 は 凡べ て 此方 式 を 採 川 せらる 、なり。 是れ 此方 式の 勝れる こと 他の 整 枝 法の 

到底 企 圆し能 はざる 一 種 特冇の 性質 を 有する が爲 なり。 從 つて 其 利益と する 處多 く、 4, X 二 

三を舉 ぐ れ. ば ( 一 ) 他の 整 枝 法に 比し 豐產 にして 果實大 なり。 三) 經 驗を耍 せす して 行 ふこと な 

はる。 (三) 剪定に 主き を sa かざる も 相當に 結果せ しむる を 得。 (四) 暴 風雨の 害を受 くる こと 少 

なし。 以上の 四 點は棚 整 枝 法の 最も 卓絕 せる 特點 にし て， 苏枝梢 は大槪 水平に 屈曲 配 S せ ら 

る を 以 て， 勢 力の 抑制 當を 得、 花 芽の 着 生 容易なる のみなら す 其 一 部 枯死 若く は袞弱 す る も 柿 

充 容易に して 樹姿 を亂す ことな く、 而 かも 方法 單純 にして 只 枝 梢 を 屈曲 し， 適 宜に配 匿せば 剪 
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定に 卞； きを S かざる も 柑當の 結果 を 得つ 、ある は * 他 

殊に 木 邦の 地勢 風土の 闢係上 八 九月の 候 常に 暴風雨 

せし むる こ と； 仆： 々あるな り。 然るに 棚 仕 立法 は 各種 

僅かの 注 怠な 拂 へば 略 ほ 未然に防 止す る こと 敢て困 

に 多少の 不便 あると お蟲 害の 被害 多 く， 之 が驅 除に 手 

こと 多き 缺點ぁ る も. 是 等 は 多少の 注意 を拂ら ひ、 整 枝 

約减少 せし むる を 得るな り。 從來 各地に 於て 採 川せ 

多少 趣き を 異にする が 如 く、 其 枝の 配 SQ 關柬 地方 は 主 

に 至れば 地上 二三 尺の 上より 誘致す るが 如 く、 其 利 害 

採用せ られつ 、ある 方式 は 棚 下 一 尺 五六 寸の處 より. 

せらる、 なり。 今 此方 式に 就て 大要 を 記述 すれば、 

一、 整 枝 架 棚 用 梨 は 普通の 發 育-をな せ る もの は 接 

I 年生より 本 畑に 定植す る も 畑の 一 部に 假植し 置く 

木 は 栽 植に當 り 地上 ニ尺內 外に 剪定し、 發芽 すれば 頂 

に 生長せ し め， 下 部より 出で たる もの は 二葉 內 外を殘 

る 時 は 秋季に 至れば 六尺 內 外に 達する に 至るべし。 

の虚 より 剪定し、 又 下部 ニー 葉內 外にて 夏季 剪定 を 行へ 

然る 時 は 春季に 至れば 先端に 近く 多数の 新梢發 化； す 



の 整 枝 法に 於て. L 谷 易に 見ざる 處 なり。 

の 襲 ふ處 とな り、 折 ^の 苦心 も 水泡に 歸 

の 整 枝 中 最も 是れ に對 する 抵抗力 强く， 

難なら ざるな り。 然 かれ ども 管理の 上 

數を耍 する こと 甚し き と. 材 料 を 要する 

の 改良に 注意 を拂へ は.^ る 程度まで 節 

られつ 、ある 棚 整 枝 法 は， 其 地方に より 

枝 を 棚と 直角 的に 誘引す る も， 關 西 地方 

とする 處各 同じから さる も、 方 今 一般に 

稍" 緩る やかに 主 枝 を 誘引す る を 普通と 

木 四 年 目に 行 ふこと を 得る ものにして. 

も、 其 間の 作^ は 同一な りと す。 卽ち苗 

端より 仲 出せる 勢力 强 盛の 一 枝 を U 具 直 

して 夏季 時々 剪定し、 主幹の 發育を 助く 

冬季に 至りて 地上 四 尺 乃至 四 尺 五寸位 

る もの は 其 基部より 剪定し 去る ベ し。 

るに 至るべし。 其內頂 端に 近き 部分 中 



K 七 In S お 法 七 五 
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第 1 節 B 仕 立法 七 六 

勢力 旺盛の もの 四 枝 を 選び， 主 枝と して 仲 長せ しめ， 他の もの は 前^ 同樣^ 斷を行 ふべ し。 ダノ 

數の 苗木 類 中 完全なる 四 枝の 發育を 見る は 寧ろ 稀れ なること にし て、 多 く は 二三 枝の みに し 

て而 かも 發育 不同た る を 免れ ざれば 四 枝 均等に 發 育せ しむる こと は 極めて 必要と する 處な 

り。 故に^ 育 不良の もの は 枝 梢の 上部に 目 慯を附 し、 勢 力 旺盛に 過ぐ る もの は S 季垴斷 を 行 

ひ、 或 は 屈曲して 樹勢を 弱 はむ る 等の 手段 を講す こと 必耍 なり。 斯 くの 如く 注意 を 加 へ、 主 枝 

の 發育を 圆る時 は 秋季 落葉に 至る 迄 各 二三 尺に 伸長す るに 至るべし。 栽桢 三年 目に 至れば 

架 棚 法 を 行 ひ 之に 誘引す る を 得べ きなり。 主 枝の 配置 は 棚の 四隅に 對角 線狀に 配置 し、 各 一 

尺五寸 乃至 二 尺の 長さに 剪定 を 行 ふなり。 若し 此際主 枝の 發育 不良に して 誘引 困難なる 鍚 

合 は. 更 に 一 年 養生して 主 枝の 發育 を圖 り、 然 る 後 誘引す る を 可とする なり。 

二、 棚 架 法 棚 を 架す るに は 適當の 距離 を 隔て、 支柱 を 建設す る 必要 あり。 支 注の 距離 は 

其 太 さに 依りて 定る ものに て， 末 口の 直徑ニ 三寸の 杉 丸太の 如き もの は • 苗 木 栽植の 距離 卽ち 

普通 二 間 四方に 一 本づ、 各 苗木の 中 問に^ 設 する を 可とす。 若し 一 二 寸の雜 木 丸太 或は 孟 

宗 竹の 如き^に ありて は、 中 問に 尙ほ 一 本 を ^設 すべし。 支柱の 長さ は 七 尺 乃至 七 尺 五寸を 

普通と す。 地中 一尺 五寸 乃至 二 尺を埋 め、 地 上 五 =< 四五寸 とする を 可とす。 棚 のお 低 は作粱 

上 著しく 關係を 有するな 以て 作業 者の 高さに 應 すべき も 樹齢 を 重る に從 ひ、 次 第に 低くなる 

傾き あれば 1| 初 少しく 一 ：1 く 五 尺 四 五 寸を以 て、 品 も 適度と する が 如し。 支柱 は 土 側 腐蝕の 恐 

あ る 故 に， 表 面 を 燒くか コ I ル タル， の 如 き， 防 n を^ 株す る を 可とす。 支 注の^ 設 終れば 根 

元 を 堅 め、 其 上端 は 水平なら しめ、 柱の 上に 縱！ S に 竹 を潢 架すべく 竹 は 五六 寸 廻りの 稍. -大 なる 
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第 

十 



く 之 が 

みな ら 

地： i 

ある も 



ものにし て. 普 通 之 を 桁 退り と稱 せらる 桁 逍のヒ 

下より 間隔 一 尺 五寸內 外を隔 だて 、縱撗 より 三 

四寸廼 りの 竹 を 連結 潢 架し， 其、 交叉 點は繩 を 以て 

結ぶ もの ある も， 繩 は 毎年 結び 換 ゆるの 手数と W 

蟲の 潜伏 所と なろ 憂 ある を 以て 成 可く 二十 一 ， 二 

番の 針金 を 用 ゆる を 宜しと す， 針 金 は 竹の 数 代 川 

ゆる を^る のみなら す， 惯 松 却て^ 憤の 利益 あり，. 

其 桁 退り の 上に 架す る もの を 上 廻りと 稱 へ， 下方 

に 架す るみ-下 退り と稱 せらる。 苗木 六 七^' も^ 

過し 主 枝の 長さ 數 尺に 及ぶ もの は 一 年に て 全部 

完成す る 必 ^ あ る も、 三 四 年の 若木なら ば 苗木 直 

上の 部分 十字形に 架す る 程度に 止め， ® 後 主 枝の 

仲； 長 と共に 兩 側に^ 加す る を 可と すズ第 四十^) 

三、 針金 棚の 構築 法 近^ 竹材 料の 騰貴 著し 

侦 川上 闲難 を S す こと 著しければ 竹に 代る に 針金 を 以 てす る もの あり。 II り ぉ， の 

す、 葡 ^3 如き 蔓生 ぁ樹は 殊に 誘引し 易 く、 重 量大 ならざる を 以て S" 州 地方の 菊 ^栽^ 

全部 鐵線を 川 ゆる もの 多し ふ 梨の 如き 重量 大 なる もの は 之 を 支 ふ る に 稍" 不 充分の 嫌 

I. ^ ^に いく 扛 Q 代 川 を な し. 卞： おも 葡 菊に 比し 强健 なれば 抵抗力 强ょ く， 是 迄の 經驗に 

_s 七 a 整 技法 
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よれば 全部 針金に て^ 支な く、 人 により 竹の 一 部 を： 

のみなら す， 竹 の |S , により 修辖を 一 

，き i 



る 不充分な る 

メ Fop 
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金 に し. 交 互に 川 ゆる ， ^の ある も 緊張 を 

ふ 時颇る 不便 を感 じ. 却 て 不經濟 の倾ぁ 




第 

二 



-扣線 埋設 所 

^支柱 述 設位訟 

ハ、 境 ak 線 

(點 線) 最初の 位 s 

ホ^ 張 位 ™a 

手 を 以て 出來る 丈け 緊張 し， 其 




り。 ハ あ 舍： 棚 を^ 設 す 

るに は 末 ロニ 寸 五分 

外.. 丈 け 七え 五寸乃 

至 八 X の 丸太 を九パ 

の 距離に 周圓 境界の 

內方約 二 尺の 處に眞 

直に 六尺の 一 ：2 に ^ 

し. 八番又 は 九 番線の 

針金 を 第 四十 一 圆の 

如く 境界線に 一 尺 五 

寸 位の 深に 一 端 を 一 

尺內 外の 丸太に 結び 

埋 沒 し， 其 針 企 を 上方 

支柱の 上より 更 に I 

認の支 注の 上に 導き * 

端 を 境 界線. に^ 沒 す る こと 忪もぉ 初の 如くし .然 乙 後兩 翼の 
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支柱 を 一 齊にカ ケャを 以て 支柱の 上端 境界線に 達する 迄 打 付 け， 支 柱を斜 立せ しむる^ は 針 

企 は 充分 繁 張す るに 至る £笫 四十 一 圆の 如くなる に 至る。 根元 は 更に 充分 堅め 又 釘 を 以て 

針贪の 固定 を圆 るべ し。 斯の 如く 一 翼より 次第に 縱撗に 及べば 颇る 簡便に 施行す る を^る 

なり。 此際 ra 隅の もの は 殊に 丈夫なる もの を 撰び 更に 控へ針 <n を設 け、 緊 張を圆 るべ し-」 而 

して 縦潢 針金の •： 父 叉點は 交互 上下す るが 如くなら しむべし。 (詳細 は 本番 各論 葡萄の 部參^ 

ST 架上 誘引 法 主 枝 を 架上に 誘引す るに は 前述の 如く、 四 本の 主 枝 を 四隅に 誘引し. お 左右 

より 副 主 枝 を 出す ものと 其 基部より 十五 六 木の 主 枝 を 車軸の 如く 放射し て， 副 主 枝 を 出さ > 

る ものとの 二種 あり。 其 管理宜 きを^れば 大差な き も、 前 者 は 後者に-比して 比較的 各 枝 均 一 

の發宵 をな さしむ るの 利益 あり。 卽ち架 棚 第 一 年 目に は 一 尺 五寸 乃至 二 尺 位に 切 詰む る 時 

は 一一 一 四 本の 枝 梢の 抽出 を 見るべし。 其 先端より 出で たる もの は 主 枝と して 其方 向に 誘^し， 

^次ぎの もの は 左右 兩 側に 直角より 稍 i 狹ま く 六十 度內 外の 角 度 を 以て 誘引 し， 冬 季に 至り 主 

枝 は 二 尺- 2： 外 副 主 枝 は 一 尺五寸 位に 剪定し， 毎年 繰 返へ して 行 ひ、 凡そ 五六 年に て 全部 塌充す 

るが 如く 心掛 くる ものな り。 元より 樹 勢の 如何によ りて 斯の 如く 整 正なら しむる は 困難な 

る も、 相 當 の 智識と 經驗と を 以 て 行 へば ほ 類似す る 整 枝 を 行 ふべき なり。 主 枝の みに して 

副 主 枝 を 出さ 3- る もの は 屈曲部に 於て 成 可く 短 切 し， 勢 力 旺盛なる 枝 梢 は 成 可 く， 多 数 仲 出せ 

し め. 之 を 誘引す ベ きものに し て， 爾 後の 管理 は II 主 枝と 同 一 の 方法に 可なる なり。 

第一 一項 改莨整 枝 法 

氽の 所謂 改良 整 枝 法と は 成 可く 在來 法の 缺點 たる 材料 を 節約して 管理 を 容易なら し め. 蟲 害 

^章 整お 法 七 九 



論 各お^ 樹 枭驗實 
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二 S 棚 仕 立法 八 ひ 

防 せ ぎ、 且 つ 豫防驅 除に 便なら しむる が 如く 心掛けた る ものな り。 今 其方 法 を 略 述 

栖 距離 は 普通の 棚 仕 立法と ^檨 普通の 處 ならば 二 問 四方に 一 本の 割合にて 成 可く. 

せざる 發育^ 好の もの を 選ぶ を 可とす。 栽祯と 同時に 地上 一 尺 五寸內 外の 處にて 

剪定し、 第 I 年 目に 四 五本の 新捎 を； ！： 出せし 

め、 成 可く 一 樣に發 育す るが 如く 心掛 け. 夏 季 

に 際して 發育 不同 を 來す時 は 長大なる もの 

は 適宜 摘心して 勢力 を 抑制し. 他の 弱 枝の 發 

育 を 圆 るべ し。 然 かる 時 は 秋季まで ニ尺以 

上に 仲 長す るに 至るべし。 第二 年 目の 春季 

一 ^內 外に 切 詰め、^: 枝より 二三 芽. 合計 八 九 

芽 を 伸長せ しめ， 他の もの は 夏季 三 四 葉に て 

垴 斷 し. 前 年の 如く 各 枝の 均 一 を圖 かるべし。 

^三年 目の 春季に 又 一 尺 五寸內 外の 處 にて 

剪定して 二 枝 を 分岐せ し め， 總 計 十五 六 枝 を 

出さし むる 樣に 成すべし。 此十 五六の 枝 梢 

は 所謂 主 枝と して 永久 保^: すべ き 最も 必 要 

なる ものな り。 而 して 此主枝 は 秋季の 候に 

至れば 二三 尺に 仲 長す ベ きを 以て ま 春卽ち 




u- H の 春に 初めて 棚 を 設け 誘引すべきな り。 1 

,-•、，- 莨 朋架去 棚の^ さは 五 尺 三寸 乃至 五 尺 五寸を 適度と す。 樹を 中心として 四隅 Q 

ち 二 S 方 Lsix の 支柱 を 一 尺 五 みお 上部 Lil 棚 りと 同 樣六寸 猫り 

の 竹-おくよ 八 番線の 針金 を 張り， 更に 其 内方 一 尺五寸 乃至 二 尺 を 隔て、 五寸 退り の 竹义は 一- 

二 番線の 針金 を 緊張す る こと 第 四十 三圆の 如くに するな り。 霊の 棚の 如く 全部に 架せ. さ 

る を 以て 作議 易なる 上 材料 を 省く こと 大な るな り。 ま 如く 棚 SI れぱ 前年 仲 長せ 

る 枝 を 一一 さの 處. -」 て 先端 さお 一 端き 方 に 結び付け、 主 枝 ^ 隔は 一 尺 

五六， ^ 乃至 二く i に 適宜に 配置す ベ く， 第五 年 目に 至り 主 枝の 先端より 仲 び^る 枝 を 一 尺 五 

r 34,, 刃り. 其 一 端 を 外方の 線 卽ち桁 退り に 結び付く るに 至れば^に 始めて 完成す る もの 

なる も 爾後 樹齢 を 重ぬ るに 從ひ、 多少 づ、 仲 長せ しめて 其. 一 端 を 隣 棚の 內惻の 線 迄 達せし む 

る も 宜しき なり- 

今 棚 構築 法の 異なる に從ひ 材料に 差 ある 實例を 示せば 

第三 項 棚 材料の 計算 

全部 竹 を 用 ふる 場合 

在來法 

1 金 十七 E 二十 八錢 支柱 九十 六本 代 一本 十八 錢 

1 金八圆 五、 六 寸廻リ 竹 十 把 代ケタ 廻リ用 一把 八十 錢 

1 佥 一 一一 十 固 五十 五錢 一一つ 四 寸廻リ 竹 四十 七 把 代 上 廻り 下 廼リ用 一 把 六十 五錢 

&七^ 
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J 佥 十八 錢 支柱と ケタ 廻りとの 紡 付け 用 三寸 釘 H 百-; ハ十匁 代 

r 金 三 M 二十 錢 二十 一番線 針金 四 貫 代搠結 付け 用 一 莨 匁 八十 錢 

一 金 十 固 構築 人夫 二十 人 分 I 人 五十 錢 

合計 六十 九 m 二十 一 錢 

玫 良法 

一 金 十七 回 二十 八 餞 支柱 九十 六本 代 

. 一 佥八 H 五 、六 寸廻リ 竹 十 把代ケ タ廻リ 用 一 把 八十 錢 

1 金 八 E 四十 錢 四 寸廻リ 竹 十二 把 一把 七十 錢 

一 金 十八 錢 釘 三寸 もの 一 一一 百 六十 匁 代. 

一 金 九十 六錢 針金 二十 一番線 一 貧 二百 匁 代 

一 金 六 m 構築 人夫 十二 人 代 一 人 五十 錢 

合計 四十 圆 八十 二 錢 

全部 針金 を 用 ゆる 場合 

在來法 

一 金 十七 四 七十 六錢 火 支柱 四十 六本！ 本 十八 錢 (周 圄用) 小 支柱 百 八本 一本 九錢 (栅內 支 

柱) 

. 一 金 一圓 一 n 十八 錢 二 尺 杭 四十 六本 代 一本 一 n 錢周圜 針^ 埋^ 用 

二 t 九 0.1 ハ 十七 錢 七厘 九范線 針金 二十 莨 百 六十 匁 代 一 莨 四十 八 錢ケタ 廻リ用 

ー佥 二十 二 M 十八 錢 十 二^線 二十 二 莨.； ハ百. k 十 匁 一貫 匁 五十二 錢の 割合 
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^九 E 

合計 六十 六 四 〇 九錢 七厘 

改 良 

佥 十七 四 二十 八錢 

佥 一 H 〇 八玆 

佥七圆 七十 六錢 

^五 四 八十 玆 

金. K 圆 五十錢 

合計 111 十八 固 四十 ニ錢 

(備考 竹 支柱 針金の 相場 大正 四 年 



入夫 十八 人 一 人 玉十玆 



法 

大 支柱 九 ナカ 本代 一本 十八 錢の 割合 

二 尺 杭 三十 六本 代 一 本 一 一一 錢 

九 番線 十六 莨 百 七十 匁 代 一 I 凤匁 四十 八錢の 割合 

十二 番線 十一 篾百 六十 匁 代 一 莨 五十六 錢の 割合 

人夫 十一 一一 人 一 人 W 十錢 



月 欧洲 戰爭前 二 年間の 平均 相 なリ) 

以上の 如く： b に 代 ふるに 針金 を 以てすれば 在來 法と 雖も約 十 餘圓を 利す る 割合にし て， 改 良 

法 を 用 ひん か， 竹 のみ を 以てする も 三十 圓餘の 利 を 見， 全 部 針金 を 用 ふれば 尙ほ 多々 の 費用 を 

節約す る を 得る のみら す、 年 々 の 補修 費 を 通算 すれば 更に 多額の 費用 を 節約 し， 收 量 管理 上に 

も 著しき 利益 ある こと 旣に 述べ たる 處 なり。 



第一 一節 圓雜形 整 枝 (ビラ ミツ、 ド整 枝) (pyramed) 

此方 法 は 棚 整 枝に 次ぎ 廣く行 はれ， 風害 を受く る處 少なき 地方 は， 棚 整 枝に 比し 却て 經濟 的な 

り。 殊に 洋梨 は 結果の 點に 於ても 棚 整 枝に 勝る が 如く、 梨 栽培 上 重要なる 整 枝 法な りと す。 

も 八 三 
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S" 二 節 ^ 雄 形 整 S5 八 四 

卽ち本 仕 立 は 一 本の 主幹 を 伸ば し， 地 上 一 尺 五六 寸の虚 より 頂 部に 至る 迄 主 枝 を 階段 的に^ 

方に 射出せ し め， 下 方 主 枝 を 長く 上部に 至る に從 ひお 長さ を 減 じ. 全 長 一 丈 內外四 五の 階段 を 

作りて 全 體の形 狀を圓 錐 形に 整 枝す る 方法な り。 

苗木 は 一 年生に して 强健棄 芽の 缺 けざる もの を 選び、 定 距離に 栽植 して 地上 ニ尺內 外に 切斷 

すべし。 然る 時 は 先端より 六 七 芽まで 伸長 を始 むる も、 時 に 二 三 芽より 伸長せ ざる こと あり。 

槪 して 各 枝の 發育は 不整なる もの なれば 成 可く 一 樣 なる 發 育を遂 けしむ る こと 極めて 必耍 

なり 卽ち其 頂 部より 出て たる 六 枝 は 五を殘 し. 他 は搔き 去る か 一 二 薬を殘 して 剪定すべし。 

其 發育 不良なる もの は 其 上に S 傷を附 して 發宵を 促す ベ く、 六 七月 頃に 至り 一 尺 以上に 仲 長 

すれば 先端の もの は 其 儘眞 直に 伸ば し、 他 の 五枝 は 四十 五 度の 角度 をな して 四方に 平等に 開 

^せし むる も！ K 發 育の 程度に より 其^ 度 を 加 減 し， 不 良なる もの は 成 可く 莨 直に 近 く、 旺 盛 の 

もの は庾き 角度 を以っ て 誘引し、 且つ 夏季 先端 を 摘 除して， 勢力の 減殺 を 計る ベ し。 頂 部 主幹 

たるべ きもの は 元より 勢力の 旺勢を 望む ベ き も，； 皮 を 失すれば 側 枝の 發育を 減す る を 以て， 

二 尺以內 にて 夏季 垴斷を 行 ふこと 必要な り。 斯の 如くに して 冬季に 至れば 卽ち (第二 年 目) 惻 

枝 卽ち笫 一 段 主 枝た るべき もの は 一 尺 五六 寸の長 さに 成 可く 外 芽 を^び て 剪定し， 中央 主幹 

は 二 尺 s: 外に 前^の 切斲 面と 反對の 方向より 切りて 眞直を 圆 るべ し。 笫ニ年 目に 於ても 主 

^より 發^ する 枝 梢 屮預芽 は 前年と 同じく 眞 直に 仲 長せ し め、 下 方より 發生 する 五 芽 は 前年 

と 同 一 の^: 皮に 認引仲 長せ し め. 其 以外の もの は 二三 芽に て摘斷 して； w 長 を 抑制し， 主 枝の 發 

^は-一 1 ^ の 如く 成 可く 均等なら しむる 樣に汴 ^すべ し。 ^ 一 ^の 主 枝 は 竹繩を 以て 同 一 方 



SI 



^ 一 第 



圆 四十 




.J? に^お を^ 轿 せし め碰 宵^ 稃度 により^ は 置 ー卞^ 定を行 ふべ 

| ^こ 發芽： w S すく く、 是 等 は^ 來結某 枝と 成る ベ き 重要の もの 

拂 ふこと 肝耍 なり。 兎角 基部の 芽 は發芽 不良 先端 二三 芽の み發 



J と 



第 

四 



ノウ -,^ ^> —な- 乃 久， i 丄 

な れ ば 是 れ が 發 ^に 注 ^ な 

生し^ きを 以 て.^ 部より 一 

に發 芽せ しむる 方法 を 採る 

必 ： せ な り。 足 れ が ^め：：： 

を 附 し、 或 は 一 は 先端 を 屈曲 

る 手 ^ を 行 D.s ^ 仲 長 盛ん 

る もの は 六 七寸 g ち W 五 y 

て 一， ニ囘^ 斷を打 ふ も 必 

る 作^ な り。 冬 釆(站 一： ； ギ ：=) 

至れば 前^の 如く 小： 幹 は 二 

外 各 丄枝は 一 尺 五六 寸に 

り 詰む る こと^ 二^と：^ 樣 

に し， 爾 後^年 如上の 方法 を 反 

覆し. 一年 一段 づ、 形成し， 五段 

^さ 一 丈內 外にて 止む るな り。 而 して 上段に 至る に從 つて 勢力 旺盛に 過 ざ， 下段 は 次^に 衰 

おの 傾き ある を 以 て. 常 に 下段 を 長く 上 K に 至 るに 從 ひ、 短 かく 价 かも 圓雒 形と なる が 如く.^ 

丄枝 やおお する にあり 3 此方 法に 侬る時 は 主 枝 は 成 可く^ 接し て. 四 方に 射出せ しめ. 外^ C 

ffil 七 5 e- K 法 八 五 
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is 三 K ヒゥ ゾゥ形 



距離 は 七八寸 乃至 一 尺と 爲 し， 區 別 を 明らかにする を 普通と する も.^ に 適 "札 

四方に 配 sa しお に 段 を 設けざる も 差 支な く、 只 だ 主 枝の 數を 制限して 密生に 

する を 可と す。 



< 六 

の 距離 を 隔て、 

陷らざ る 様 注 な 



長 く 

に 多 

閉し 



第-一節 ヒゥ ソゥ形 Fuseaime 



第 

五 




せす 上段の 如く 短 切せ す， 卽 ち圓錐 形と 圓 筒形の 巾 問 

數栽桢 する を 得、 作 業 容易に して 結果し 易き 利 ある も. 剪 定 

結 * 枝の 成 生 を 害し 風害に 際し 動搖甚 しき 缺點 あれば 其 地勢 



ミツ ド 整 枝 又は 圆 

似 し、 洋梨に 多少 

の み， 經濟的 整 枝 

適^なり。 變 S 

主幹の 各部より 

隔て、 ー樣 に小ェ 

め， 別 に 階段！ 的 と 

> 又 主 枝の 長さ 

も 頂 部に 至る 迄， 常 に 同 一 長さ 

に 切る も 圓锥肜 の 下段の 如く 

位する 整 枝 法な り， 面積 狹少の 處 

注 怠 せ ざ る， 時 は 枝 梢 密^^ 

應 じて. S む を 可とす 力 



此方 法はビ ラ 

柱 形 整 枝に 類 

應 招 せら rO 、 

法と して は不 

圓錐 形の 如 

適 當の 距離 を 

枝 を 射 S せし 

なさざる なり 一 
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第 四 節 盃狀整 枝 

比 整 K よ 桃* や ^に は 也 曰 通 採用 せらる 、 も、 梨 は 風害 少なき 處 にて 利益 あるべ く， 现 に柬北 地す 

こ 於て 水田 等ニ货 培す る もの は 此方 式 を 川 ひる もの 多き が 如し。 前 整 枝 法 中の？ a- 良 扨に 於 

て 述べた るが 如く、 栽 桢に當 り 地上 1 尺 乃至 一 尺 五六 寸の處 に切斷 し、 三 四 枝 を 伸長せ しめて， 

翌年 一 尺 内外に て 剪定し 三 乃至 三 枝を發 生せ しめ. 翌年 更に 一 尺. 2： 外に 剪定し、 二三 枝 總計十 

四 五の 主 枝 を發^ せしめ. 各 主 枝 を盃狀 形に 仕立て， 內 部に 發生 する 枝 梢 は 成 可く 除き， 枝 を 四 

周に 誘引す るに あり。 ^詳細の 點は， 本書 各論 第 四 編 桃の 部 を參照 せらるべし" 

第五 節 カン デラ 1 ブ ル整枝 (candelabre) 

垣根 作り 又は 誘引 仕 立法 中 種々 ある も. 比 较的實 ffl 的なる は カン デラ ー ブル 整枝ノ ルメット 

整 枝の 二方 法な り。 力 ンデラ ー ブル 整 枝に も 種々 あるべき も. U 字形 及び 複 U 字形 (或は 二 枝 

力 ン デ ラ —ブ ル、 四 枝 力 ンデラ ー ブ ル とも 稱 せら ろ) 整 枝な り。 元 來坷根 作りなる もの は 木 邦 

に 於 C ょ經濟 的に 採 川せられ 居る 處 甚だ 少な く、 多 く は 家庭的 別 莊圊藝 の 如き 多少 装飾 

意味に て 栽培 せられ、 從 つて 作業に 熟練 を 要する こと 多 く、 當 業者の 採つ て 直ちに 之を應 川せ 

ん とする は 頗る 困難なる が 如き も. 巧に 之 を應川 すれば 家屋 建築物の 壁面 を 利 ffl し， 滞渠 通路 

の 一 翼 を 利 E し. 或は 垣根の 代用たら しめ， 小面 積に 多 數栽植 し、 常に 一 種の 美 觀を呈 せしめ、 寸 

地 を も 空餐 せざる 等の 利^ あろべ ければ 一 般 栽培と 雖も是 等 垣根 仕 立の 方法 を 考究し g く 

8 七 s s«s 法 AJ 



^ふ 固榭 s お e: 



ia 六十！！ g 第 




：ズ 



化: お ニ^ニ; 二 ： 一. — .d — 

柱^, レブ一 ラデン 力お 问柱四 



五 © カン デラ I プ^ 

も 亦 必要なる ことなり。 

〔I り カン デ ラ I ブ： ル整 枝の み な ら す， 墻 m 誘 引 法 を 行 ふ に S り 縲 ^誘 W す ベ 

も 行 は ざ ら ベ 

素より 狀況に 

れる 方法 ある 

三寸 長さ 一 丈 

九 尺 乃至 二 間 

の 深さに 埋没 

き S め， 其 兩翼 

SI 例せ ざ る 様 

せ， 然 る 後 十二 

上 一 ：：< 乃至 一 

1 尺： A 寸^: 外 

橫架 緊張した る 上 、太 き 針金 を U 字形に 屈曲した る钉 を 以 て .敏 線 を 狹 み， 支 柱 

な り T- 

整 枝 法 若し 四 枝 力 ン デ ラ， I ブ ル な ら ば 地上 一 尺 乃至 一 尺 五 寸に 笫 一 は を 

寸 ^ き て 緊 し， 第 ：； 一 ほより は 前述の 如く す る を 可と す。 



八 八 

き 垣根の^ 設 を 

か ら ざ る な り o 

よりて JgS 々お な 

ベ き も. 普 通直徑 

内外の 杉 丸太 を 

の 距^に 約 二 ，< 

し， 充 分 根 元 を K 

の もの は內 方に 

极 元に 撗木 を 打 

面に 支柱 を 持た 

三番の 鐵線を 地 

尺 五 寸の處 より 

の 距離に 五六 條 

に Si .afal せし むる 

"、第二 段 は 五 力 
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二 枝 力 ンデラ ー ブル 卽ち U 字形の もの は 畦 幅 六尺， 侏閗ニ 尺 乃至 三尺の 距離に 栽祯 し， 主 枝の 

間隔 を 一 尺 或は 一 尺五寸 とする ものにして 定植 後地 上 八九寸 乃至 一 尺 三 四 寸、 卽 ち 第 一 段 針 

金より 稍-低き 處に 於て 先端 を 剪定す。 春季 二 枝 を發生 伸長せ しめ， 左右 垂 平に 誘引して 更に 

五寸 乃至 七寸 五分の 處に 於て 上方に 彎曲 誘引 し. 垂 直の 位 匿 を 保た しむるな り。 五月より 六 

月下 旬の 頃に 行へば 一 年に て 基本 形 を 造る こと を^るな り。 此際成 可く 篠 竹の 如き 支 注 を 

立て 誘引す る を 安全と す。 

四 枝 力 ンデラ —ブ ル 卽ち祓 U 字形の もの は 前 同 樣畦幅 六尺なる も 株 間 は 四 尺 若く は 六尺に 

して、 主幹の 間隔 を 一 尺 或は 一 尺五寸 になす ベ く、 第 一 K 針金に 比して， 多少 低く 剪定して 二 本 

の 主 枝を發 生せ しめ. 左右 水平に 誘引す る こと 前者の 如くな し， 更に 主幹 を 去る 五寸 乃至 七す 

五分の 處に 於て 眞 直に 誘引 し.：^ 長 を持續 せし むる こと 前者の 如く し. 冬 季卽ち 第二 年 目に 於 

て 五寸の 長さに 切斷し S 春 二 枝を發 生せ しむる こと 前年の 如くす。 再び 之 を 左右 垂 平に 誘 

引 し， 五 寸 乃至 七寸 五分の 處に 再び 垂直に 上向 誘引して 四 木の 主 枝 を 得る にあり。 此 作業 は 

枝 梢の 發育 良好に して 屈曲の 時期 適當 なる 時 は 二 年に て 完成すべき もぽ に 三年 を 要する こ 

と あるな り。 旣に 基本 形 を^る に 至れば 毎年 一 尺 五六 寸の 長さに 切り 詰 め， 四 五 年に て豫定 

の 高さ 卽ち 地上 九尺內 外に 達する 如く 心掛 くる 可き なり。 生育 良好なる もの は 一 年に て 五 

六尺に 達すべ き も， 若 し 剪定 を 行 は ざれば 結 栗 枝の 發生 する こ，.」 少 な く、 主 枝 中に { や； 間 を 生す 

る こと 多ければ 必す切 詰めて 數 年に 於て 豫定 のお さに 達する 如く 計憲 する を 宜しと す-" 

第 七 S 整 技法 < 九 
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第 六 節 バ ルメット 整 枝 (pixlmette) 

此整枝 法 も 比較的 簡便に して 實 川と 装飾と を 兼ねた るの みならす、 洋梨 及び 和 梨に も 適 し、 能 

く 結果す ベ く， 方 今 各地に 行 はれ 

つ、 ある ものな り。 此整 枝に も 

種々 異なれる 方法 ある も. 大 よ 

り 論 すれば 一 の 直通せ る 主幹の 

兩 側より 左右 ニ本づ 、，水平 或は 

斜めに 誘引せ しむる ものな り。 

其 水平に 誘引す る もの をパ ル メ 

ッ ト. ネリ ゾ ン タ ル义ば g 骨 形 整 

枝 (palmette Horizontal) と 云 ひ、 鞋幅 一 

間 每にカ ンデラ ー ブ ル整 枝の 如 

く 垣椏を 構築し. 畦 上 二 間 を距て 

、栽植 し， 身 幹 を 一 r 八 五六 寸卽ち 

第 一 段 針金より 少しく^く 剪 定 しお 芽の 仲 長せ る もの を 主 枝と して 垂直に 誘引 し. 下 部より 

發生 せる 二 枝 を 側 主 枝と して 左右 垂 平に 誘引す るに あり。 此際頂 芽 主幹の 發育 は^して 旺 

盛なる も 次 i 二 枝 は 多少 發 育に 不同 を來 たす は 免れさる 處 なり。 發 育の 盛んなる ものよ 其 年 



第 
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.T ま 棺の柔 らいなる 晬に 誘引す る を 宜しと する も， 生 育の 不良なる もの は晳 らく 眞 直にし 尙 

ほ 芽の 上部に 目 傷を附 して 發育を 圆 り， 翌 春に 至り 誘引す る も 宜しき なり。 主幹 旺盛に 過ぐ 

れば s ^ 摘 斷法を 行 ひ、 各 枝の 均等 を圆る こと 肝要な り。 冬季 卽ち 第二 华 目に 第二 線の 處に 

て 主幹 を 剪定し. 側 主 枝 は 一 尺 五六 寸の 長さに 切り。 確寶に 針金に 纏 絡し、 毎年 同 一 の 方法 を 

繰 返す。 年々 一段 づ、 形成 し、 五 年 五段 位に て 完成す る ものな り。 (第 四十 七圖參 照) 

前述の 如く 水平に 誘引せ す、 側 主 枝 を 斜めに 誘引す る もの をパ ル メッ ト-ヲ ブリキ ュ ー (pal 

ョ cttc oblique) 整 枝と 稱 せらる。 又パ ル メッ トネリ ソ ン タ ー ル整 枝の 如く 水平に 誘引せ る 側 

主 枝 を 或る 一 定の 距離に て 力 ンデラ ー ブルの 如く 垂直に 伸長せ しめたる もの を： ハ ル ノット • 

ベリ ヱ ー (palmetto VSTicl.) 整 枝と 稱 せらる。 

以上の 外 誘引 整 枝 法中コ ルド ン整 枝 (cordon)o コル ドン- ォ ブリキ ュ ー 整 技 (cordon oblique) o ダ 

ィ. ャモ ンド整 枝 (Diamondr 扇 狀整枝 ( Fan shape) 等 種々 ある も 装飾 用に 供 せら れ、 實 用 的と し 

て は 多く 採用せられ ざる 處 なり。. 

第 八 章 結果の 習性 

吾人の 果樹 を 栽培す る 所以の もの は 成 可く 花 蕾の 着 生 を 盛んにし て. 多 數 の結實 を^ん と 欲 

する に 外なら ざるな り。 如何にせば 此 目的 を 達し 得べ きか は 其 原因と すると ころ 頗る 多き 

SA 章 結 菜の 冒 性 ； - 
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第 八 章 お菜の 習性 九 二 

も， 剪 定法の 合现 なると 否と に^ も 密接の 關係を 有する が 如し。 然して 合理的 剪定 を 施さ ん 

に は 果樹 結果の 習性 を 明らかにせ ざれば 不可能の 事な り。 今 試みに 梨 若く は 苹果の 枝 を 取 

りて 細密に 觀 察すれば、 多数の 枝 梢 中 本年 結實 すべ き 結果 枝と， 發育 を繼續 して 開花 結實 せ ざ 

る發 育枝との 二種に 區別 せらる。 而 して 結果 枝に ありて は 其 長短に よ り， 長 果 枝. 中 果 枝.， W ^ 

枝 及び 最短 果 枝の 四 種に 區別 せら れ (結 果枝 剪定 參 照) 發 育枝に 於ても 健全 中等の 長さに 仲 長 

し， 將來 結果 枝 を 生す ベ き 親 枝と 隱芽 又は 不定 芽の 伸長に よりて 生す る 徒 長 枝の 二種に 區別 

せらる 、 を 見る。 吾人 栽培 家 は 其 管理 中 樹齢の 若き 時は發 育枝の 發 生に 注意し、 樹形を 整 ふ 

る こと も 必要なる も. 樹 齢 を 重ねる に從 ひて 結果 枝の 成 生 發育 "に 關 し， 充 分の 注意 を拂 はざる 

ベ からざる なり。 

結果 枝 は 其 先端 若く は 之に 近き 部分に 花 蕾を附 し， 開 花 結果すべき ものな り。 而 して 其 花 は 

前年 中に 分化 形成せられ たる 處の 花芽 中に 藏 せら れ、 冬 の 休眠期 を經過 し^ 春 開花す る もの 

に し て. 若し 春季 早く 花芽 を 取りて 之 を縱斲 し， 顯微錢 下に 窺へば 花の 構造 を 明らかに 見る を 

得べ きなり。 而 して 花芽なる もの はもと 葉芽の 分化せ る ものにし て、 花 芽 中に 含まる 、花 

の 各部 は 畢竟 紫の 變 態に 外なら ざるな り。 叉 此變態 を 司 どる もの は 如何なる ものなる かと 

考究す る に、 栴 物 生理 學の 示す 處に よれば 植物 內 部の 特 質、 S ち 遺傳的 特性に 基づく は 勿論な 

る も、 外 界の 刺戟 卽ち n 光 .溫 度. 養分. 水 分 等の 多少に より 左右 せらる、 が 如し。 是 等の 諸 作用 

中に よりて 其 生長 機能 を 抑制す る ゆ は、 始 めて 花芽 分化の 機能 を增 進せ しむる を 得る が 如く， 

成長 機能 と、 花 芽 形成 機能と は 相反す るを以 て， 多 ^ の 花 芽の 着 生 を 望まん か、 日 光.？ J 度. 養 分 等 
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の 力 を^り. 或る^ 度 ま で 抑制す る ことの 必^ あ る ベ き も. 其 度 を 超 へ 抑制に 過ぐ る 時 は 却て 

有害 作用 を 現 し， 遂 に袞弱 枯死の 狀態を 現 はすに 至るべし。 故に 栽培 家 は 常に 此點に 注 意し， 

兩 極端に 走らざる 樣 常に 健全に して 中 ほ を ほ. 更 に發宵 をな さしむ る こと 緊耍 なり。 又 花の 

分化の 時期 は^ 樹の 種類 及び 品種の 異なる に從 ひて 同 一 ならざる は 勿論， 一 定のゅ 期 を 割し 

て 起る ものに あらす， 第 一 期の 化 長 を 終りた る 頃卽ち 入梅 後より 九月 上旬までの 間に 外界の 

狀況 により 絕 へ す 起 り， 變 化する ものと 見做して 差 支 へ なきな り。 

結果 枝に 於け る 芽 は K 先端 卽ち頂 芽 は必す 花芽に して， 長果 枝に ありて は 之に 次ぐ。 二三 芽 

時に 花芽た る こと あり。 日本 梨 は 時に 七 八 個の 花芽 を 見る こと ある も洋 梨 • 苹果 の 如き は 多 

くして 三 ra 芽に 止まる が 如し。 故に 長 果枝は 花芽と^ 芽と を 併有す る も 短 果枝は 時に 花芽 

のみに し て. 葉 芽の 缺 くる こと あり。 短 果枝は 普通 一 ニ寸 -2： 外の 長さ を 有 し， iS 間長果 枝に 比 

し て 稍" 短 か く、 樹 龄を 重ぬ るに 從ひ 次第に 生す る は 洋梨. 和 梨 共 普通に 旯る處 なり。 短果 枝と 

長果 枝の 中間に ありて 長さ 三寸- 2： 外に： W 長せ る もの あ り， 是 等 は 先端の み 花に して 以下 葉芽 

たる を 普通と す。 此枝も 和 梨より 洋梨に 於て 多く 見る 處 なり。 斯の 如く 枝 捎は其 勢力の 如 

何に より 發 育枝と な り， 結 あ 枝と な り， 同 じ 結果 枝 中に 於ても 長果 枝. 中果枝 • 短果枝 或は 一 短 

か き れ取 短果 枝と なる が 如き 種々 異 な れる枝 梢の 生す る も， 是 等 は 其 名稱の 異なる に從 ひ， 其 間 

に割然 たる 區 別の 存す るに あらす。 又 其 中間に 位し 之 を 何れの 部類に 屬せ しむべ き か， 不 明 

の もの 多 ラ を 以 て、 是 等の 名稱は 只だ^^ ト： 人^的に 區別 せる ものに 過ぎざる なり。 

叉 短 * 枝 或は 中果 枝の 一 種に して 一 見 花芬の 如く 見 ゆる も 開花す る ことな く， 蟹 通の 葉芽の 

第 八 章 結 菜の u せ 九 三 
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如く 展開す る も、 別 に發 育伸 長す る ことな く、 爾 後 僅少 づ、 發育 し. 次 第に 肥大 膨脹し、 二三 年後 

に 始めて 花芽に 變 化する もの あり。 是れ 中間 芽と 稱 せらる 、ものにし て. 普 通 紫 芽と 區 別 せ 

ら れ， 之 れを成 生す る 枝 も 花芽 を 着 生す る ものと 同樣に 結果 枝に 屬 する ものな り。 中間 芽 は 

洋^ • 苹果に 於て 普 1 見る 處 なる も、 和 梨に 於て は 大抵 一 年に 於て 花芽に 形成せられ、 然ら ざれ 

ば 純然たる 葉芽に て 中間の 性質 を帶 ぶる もの 多く 見ざる 處 なり。 故に 洋梨 .苹 果に 於け る 中 

間 芽 は 花芽 同樣 大切に 保護 し、 其 發 育を圆 るべ く、 若 し 過度の 剪定 を 施す が 如きと あらん か、 異 

常なる 樹液の 流入 を受. けて： I： 長 を 開始し、 純然たる 發 育枝に 變 化すべく。 又 其 上部の 樹冠發 育 

旺盛に 過ぎん か、 花芽に 變 化する に 長年 月 を 要する を 以て， 剪定に より 其 勢力 を 弱め， 中間 芽の 

發育を 或る 程度まで 助長す る こと 必要な り。 

一 花芽より 發 する 花の 數は 品種に よりて 異 り、 七 八 個 を 普通と する も. 多 き は 十二 三に 達する 

もの あり。 槪 して 梨 は 苹果に 比 し、 多 く 開花 は 梨 は 花序の 基部より 開 き， 上 部に 至る に從 つて 

遲 く， 苹 果は 之に 反して 先端の もの 最も 早 く， 基 部に 至る に從 つて 遲 く、 果 實の發 育 も 之に 伴 ふ 

ものな り。 又 花の 開く ゃ必す 花軸の 基部に 一二の 腋芽現 はる、 を 見る。 此胶芽 は 果實の 生 

長に 伴 ひて 次第に 發達 し. 或 は 翌年 花芽に 變 じ、 又 葉芽 若く は 中間 芽に 終る こと あり。 是れは 

果實の 發育狀 態と 品種の 異る により 诀定 せらる 、が 如 く、 結 栗の 初期に 落花 し、 又 は 間引きせ 

る 等 * 實を 除去す る 時 は. 多 く は： w 長 を 始め 發 育枝と なり。 其 伸長 緩漫 なる 時に 長 某 枝と 變 

するな り。 是れ に反して 果實 の發育 盛んにして 而 かも 其數 多き 時 は殆 んど發 育を兑 す。 葉 

芽に て 終る も 翌年に は短果 枝と なること あり。 日本 梨に ありて は 此胶芽 は 殆んど 花芽と な 
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り 翌年 再び 開花 結 莨す る を 以て 之 を 剪定す る こと な I く， 自 然に 放任し^ く 時 は.^ -2 S 果枝群 

を 3 せす るに-や-る なり。 洋梨 殊に 長果 枝の 成 生し 易き もの は， 一 度結實 する 時 は^ 基部に 成 

生 せらる 、 腋芽は 仲 長を始 め、 結 果 枝と なること 極めて 少な く， 其 發 育の 不良なる もの は 中間 

芽 に 終 り， 翌 年 開花 結果す る こと 少なき が 如 く、 其 習性 日本^と 大 なる 差 あるが 如 し. 故 に 洋 ^ 

は 一 年 多 數結實 する も 翌年 著しく 收量を 減 じ， 日 木 梨に 比して 隔年 結果の 狀態を 現 はすこと 

多 き が 如 し。 



第 九 章 剪定 法 

^定は 樹液 を 平等なら しめ， 枝 梢の 發育を 均等 整 正にし， 結果 を 全から しむる にあれば、 能く 其 

習性 を 明らかに し. 細 心の 注 意 を拂 ふべ く， 現 今 我 栽培の 名產 地と して 名高き 處 にあり て も， 剪 

おの 方法に 注意 を拂 ふに 至れ ども 未だ 完全に 實 施せられ 居る 處 甚だ 少し。 梨 栽培 法 中 改良 

すべき もの 多 からん も 第 一 剪定 法に 及べき ものな く、 剪 定の 適否 は 單に果 實の收 量に 閼 する 

のみなら す、 品 質の 善 惡. 病 蟲 害の 多 少， 管 理上勞 力の 寡 多に も閼 する 處多 く， 其 影響 を受 くる 頗 

る大 なる ものな り。 而 して 剪定 法 は 整 枝 法の 如何、 卽ち棚 仕 立、 圓錐形 或は 垣根 仕 立 等に より 

多 少 異 なる は 勿 論 な る も、 其 大體に 至りて は 略 ぼ 同 一 の 方法 を 取りて 誤りな く、 今 各種の 整 枝 

法に 就き 其樹 冠の 成立 を觀 察すれば 主 枝 (副 主 枝) 側 枝の 二部に 大別せられ、 主 枝 は樹冠 中の 骨 

第九袞 剪定 法 九 五 
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圖八 十四 第 



IB 一 主 枝 C 副 主 枝〕 の SOS . フズ 

幹と な り. 導 ら發 育作 用 を 主と し. 側 枝 は 結 ^枝 を 形成す るが 如く 棚 仕 立の 主 枝 (副 主 枝丽 き ^ 

各種：^ 根 仕 立の 主 枝 は 凡 て， 同 一 剪 定法に 侬 るが 如 く^ 1 を 知れば 各種に 通すべき なり、 

然れ ども 其樹 冠の 眞 直なる と (力 ン テラ ー ブルの 如 き) 水 平なる と (棚 仕 立). 又 斜 立なる と (圓 錐 形) 

或よ 水平 §?! 段 種" ル メ ッ ト整 枝) とに より 北、 狀態 自ら 異なら. さるべ からざる も 本？ k に 於 

て 最も 普通なる は 棚 仕 立 を 主と し、 側 ら 他の 整 枝に 就て お 方法 を說明 せんとす。 

第一 節 主 枝 (副 主 枝) の 剪定 

棚 整 枝 法に 於て 栽 梳四年 目に 至れば 四 枝 を 分岐せ しめ 此れ を 四隅に 誘引 し、 更 



主 枝 LL 結枭ぜ しむる 時 は 翌年 斯の 如く 變 化す 




先端 を 定 する こ と な く. 而 かも 結實 せし むる こと 

W 長 を經續 する こと 能 は す( 第 S 十八 § 其 基 部 よ り 



副 主 枝 を 分 

ぬせ しむる か、 又 は 基部に 於て 多数の 主 

枝 を 分岐せ しむる か は旣に 述べた る處 

なり。 此の 屮： 枝 は必す 一尺 五寸 乃至 二 

尺內 外にて 剪 定 す ベ く， 未 だ 多くの 經驗 

を 經 ざる 栽培 家 は 成 可く 早く 枝 梢の 仲 

長 を 圆 らんが 爲 め に K 儘 誘引 し， 殊 に 其 

先端に 花芽の 着 生す るが 如き こと あら 

んか， 一^ 疑懢 すろ もの あり。 斯の 如く 

あらん か、： y.; 育 は 殆んど 停止 し .界 び 主 枝の 

# 長す る 徒 長. ぉを以 て、 W び 主 枝の 代 W た 
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らしむ るの 止むな きこと ある は^ 人の 常に 實 見す る處 なり。 主 枝 を 健全に 發育 せし め .完 全 

なる 側 枝 を 成 可く 密に發 生せ しむる に は 相 常の 考慮 を 要するな り。 剪定 は^り 冬季の み を 

以 て 完 八，. - なる ものに あら す、 必 す 夏季に 於ても 必耍缺 くべ から ざ る な り。 冬 季剪定 は 旣に現 

はれた る狀^ に 鑑み， 樹姿の 整 正 結 實の豐 產を圆 らんが 爲に行 ひ， 里 ^剪定 は將來 を豫则 し， 果 

樹の發 育作 川 を^ 制 し • 結 ^枝の 發 生を圆 りて 不要の 部分 を 除 ま し， 所 おの 部分に 養分 を柒積 

せし むる を 目的と する もの なれば 其方 法 素より 異なるべき も 其 結果 を 全から しめんと する 

點は. 相 一致す るな り。 されば 其方 法に して 常 を ざれば 完全なら 效^ を收 むる こと 能 は ざ 

るな り。 故に M 定は 冬季 及び 夏季の 二期に 分ち て說 明す る を 以て 可とす。 

I 、夏季 剪定 冬季 剪定に 於て 枝 梢の 先 I 端 は 整 枝 法の 如何により， 上^ 或は 傍 芽に 於て^ 定 

す ベ き 1.0 おの 巧拙 外界の 支障 如何により 時に 豫定の 伸長 を 見ざる こと あり。 斯の 如き^ 

合に 際し 次位の 芽 を 伸長せ しめん か、 主 枝の 方向 を 誤 り、 樹 形 を亂す こと あ り， 凡 ての 植物の 葉 

序卽ち 枝に 於け る 葉の 着 生 位置 は 種類に より 異なる も、 梨. 苹果 の 如き 薔薇 科に 屡す る もの は 

五 列 式. 又は ム式 にして 毎 筘の葉 は 次 節の 葉と 莖 周の 五分の ニを距 て、 互^し， 第 一 番目の 

の 直上に 至る もの は 第 六 番目の ものにし て、 此 間ニ囘 周す るな り， 故 に豫め 伸長せ しむべ く 剪 

定し § ける もの も 或る 障害の 爲め 充分なる 發育を 見ざる 時 は 再び 切り & しの 方法 を 行 はぎ 

るべ からざる なり。 此際 次位 若く は 其 次に 於て せん か. 全 く 反對の 方向より 仲 出す ろに 至ら 

べし 3 ^愦 許ら せば 同一 方向に 於て 切斷 伸長せ しむる を 可とする も. 節 間 長く 之 を 許る さ > 

らもの は 成 可く 近 かき 方向の 枝 梢の 處 にて 剪定し 去るべし。 又 冬 季： 剪 定に 於て 長が 過ぎる 

_K 九 S _M 定法 九 七 
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第 一 節 主 枝 < 副 主 枝) の钧定 力 八 

が 如き こと あらん かお 然 結果 部 は 主 枝に 遠ざかる に 至る を以 て、 此 際 同時に 切 詰 む ベ く 其^ 

期 は 五月 中 下旬 卽ち新 梢の 四 五寸に 達せる 頃 を 以て 最も 可とす。 斯の 如く 主 枝の 發育を 健 

全なら しむる と 同時 に、 其 方向 を 誤らざる 樣 注意す ベ し。 棚 仕 立の 如き は 之 を 放任して 置く 

も， 冬 季 剪定に 於て 能く 屈曲 誘引す る を 得べ き も、 整 枝 果樹の 如き は 周到なる 注意 を耍 する も 

のな り。 整 枝 果樹 等に して 主 枝の 配置に 拘泥す る もの は 五月 中 下旬に 至り， 一 尺 五六 寸に伸 

長す る 迄に 是 一れ を 誘引す る を 可とす。 主 枝の 强勢を 計らん 場合 は 一 時に 屈曲 誘引す る こと 

な く、 初 めに 半ば 屈曲し 置 き， 然 る 後、 豫 定の 位置に 達せし むる を 可とす。 夏季に 於け る 主 枝の 

發育は 成 可く 旺盛なら しむべき も 其 度 を 過 ぎ 、獨 り該萠 枝の み 成長 盛んにして 其 下部 過度に 

貧弱な る 成長 をな すが 如き 場合 は、 摘心 其 他の 方法 を 以て 其 勢力 を 抑制す る こと 必耍 なり。 

之に 反して 頂 端に 位する 本年 生の 主 枝た べき もの、. 下部 一 二の 側 枝が 發育 旺盛に 過 ぎ， 頂 端 

主 枝の 生長 を 凌ぐ 恐れ ある もの は、 四 五葉 五六 寸の 長さに 六月 上 中旬に 剪定す ベ く， 又 從 来の 

主 枝より 直角に 上 行 仲 出す る もの は 多く は 徒 長 枝と な り、 先 端の 發育を 害する こと 著し けれ 

ば， 冬 季を 待た す 夏季に 於て 基部より 搔き 去る を 可とす。 

二、 冬季 剪定 冬季に 於け る 主 枝 若く は 副 主 枝の 剪定 は 其 勢力に 應じ • 適 宜蒭定 すべき も 普 

通 主 枝 は 一 尺五寸 乃至 二 尺、 副 主 枝 は 一 尺五寸 內 外に 切り 詰む ベ く、 此 際必す 葉芽 を 選び 其 直 

上部に 於て 剪定す ベ し。 若し 花芽に 於て せんか 結實の 有無に 關 せす 之より 生す る 新 主 枝 は 

勢力 微弱に し て、 豫 定の 長さに 達する こと 困難 なれば 成 可く 之 を 避 け， 止 む を 得す 花芽に て 剪 

定 する 5 ^合 は 一 部に 鋏み を 入れて 開花 を妨 ぐる か， 開 花 早々 是を摘 去 し. 基 部の 副 芽 をして 之 
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行 主 枝 は 各 支柱 

定に 於て 所要の 

の 誘引に 用 ひ， 支 

棚 仕 立法に 於け 

棺^ 常に 勢力 强 

ベ ければ S 季に 

は 主 枝の 屈曲部 

お め， 却 て 主 枝の 



を 設けて 纏 結 誘引して， 又 基 

芽 よ り； も. 四 五寸 長く 剪定し 

柱の 代用に 充て 六 七月 頃に 



に 代らし むる こと 必耍 とする 處 なり。 又 先端 

^葉芽 は 棚 仕 立法に ありて は 上 芽 若く は 傍 芽 

の處 にて 「力 ン デ ラ— ブ ル J.r バ ルメット 」 「n ルド 

ン」 の 如き 整 枝 法に ありて は專ら 前年の 切断面 

と 反對の 方向に 於て すべ く、 若 し 同一 方お のみ 

に 於て 切斷 する 時 は 主 枝 は 一 翼に 偏 し， 中 心 點 

を 失ひ斜 立す るに 至るべき を以 て， 垂 直 主 枝の 

剪定 は 必す反 對の 側に 於て する を 刖ミ すれ 

なり。 又 圓錐形 「ヒゥ ゾゥ」 成 は盃狀 形の 如き 斜 

本 形 を 作るべき も^に 第 四十 九 圆 の 如く 冬季 剪 

腋芽を 除去し き て、 所 耍の 芽より； w 出す る 新 梢 

至りて 剪定し 去る も 亦 一 の 簡便 法な りと す。 

枝， S 錐 形. 盈 狀形 等に 於て 內 側に 向て 仲 出す る 枝 



る 主 枝の 上面より 發生 する 

勢に して 徒 長 枝と な り， 樹 液を楚 取す る こと 著し く、 爲 に 先端の 發育を 沮害す 

於て 適宜 之 を 除去すべき も， 冬 季に 於て 更に 注^す る を 肝 耍 とす。 此徒長 枝 

に 於て 殊に 甚 しきもの にして， 素人 栽培 家は此 部に 結果せ しむべく 心掛 くる 

發育を 害 し， 結 果を 不良なら しめつ 、ある は 吾人の 常に 見る 處 なり。 
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第二 節 側 枝 剪定 法 1O0 

y 第一 一節 側 枝 剪定 法 

棚 整 枝 は 本邦に 於て 其 歴史 最も 古き に 係ら す， 其 方法 頗る 粗雜 にして 主 枝と 側 枝との 區別殆 

ん どな く、 發生 せる 枝拊は 凡べ て 架上に 纏 絡し、 冬季 簡單 なる 剪定 を 行 ふの み なれば， 枝葉 は 常 

に 繁茂 錯雜 し， 空 氣の 流通 を妨 けて 病蟲 害の 發生を 助長 し， 花 芽の 着 生 を 不同なら しめつ 、あ 

る は 甚だ 遺憾と する 處 なり。 故に 主 枝 側 枝の 區別を 整然たら しむる は 勿 論， 側 枝は專 ら結實 

作用 を 司 どる もの なれば 特に 此剪 定法に 注意 研究す る必耍 あるな り。 

主 枝より 發^ する 枝枋は 凡べ て 側 枝に し て、 將 來 開花 結實 すべ きものなる も其狀 態に より 翌 

年に 至 り、 直 ちに 開花 結暂 する ものと 數年を 經るも 容易に 結果せ ざる ものと あり。 又 結果 枝 

も 年を經 るに 從ひ 形態 著しく 變化 し、 若 き 結果 枝と 同 一 方法 を 以て 取扱 ふこと 能 はざる なり o 

是れ皆 性質に より 剪定の 方法 を 異にせざる ベから ざ る 所以な り。 

【葉 枝 剪 定 法】 ^ は 品 種 土 ^の 如何により 主 枝より 出で たる 側 枝 は 直ちに 花芽に 變 化す 

ベ きものなる も、 多 くの 揚合は 伸長 を攛續 して 其 儘 放任し 置け ば、 數 尺に 達する こと あり。 冬 

季 剪定に 於て 短 切す る も 容易に 花芽 を 生す る ことな く、 翌 年に 至り 更に 旺盛の 芽 を 生す る も 

の なれ ば、 成 可く 早く 結果 枝に 變ぜ しむる 樣心掛 くる こと 必要な り。 

一、 第 一 年 目 夏季 剪定 旣に 述べた るが 如く 梨の 枝 梢に 於け る 葉 序 は 五 列 式， 卽ち各 葉の 

間隔 は莖^ の 五分の 二 を 隔たて、 ニ囘 ^して 始めて 一 致すべき を 以て， 棚 仕 立の 如き 主 枝 を 

水平に 誘引す る ものに ありて は、 新 棺は 上下 側 方に 向って 棉 出すべし。 其 上方に 向ける もの 
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は^ カ吓 盛 e:- 々徒 S 枝に 變 す ベ く， 下 方に 向ける もの は 勢力 微弱 充分なる 浚 疗を兒 ろ 能 はす 

充分 仲 す- o ことな く. 其 ^ -z: に 花芽が 形成 せらる 、場合 多し。 側 方に 向ける もの は 勢力 中 

^ に て も^^ なる 發 宵 をな してお 來 結果 枝の 主腦 となる ベければ. 之より 出で たる 枝捎に 

注^す る こと は^も 必要な "。 眞 直に. M ける もの は 其 前後 側 方に 適 常なる 枝 宵の 存 すれば 

W 季に 於て 成 可く 之を恼 除す る を 可とす。 然ら. されば 五月 中 下旬の 顷卽ち 六七寸 に： w 長せ 

る 時に 先端 を搐 除し， 之 を 側 方に 誘引し， 或は 基部に 於て 屈折して 一 部 を 附^す るの み にても 

能く^ 合する に 至るべし。 其 側 方 又は 下方に， M ける 芽より 仲 出す る枝棺 にて も. 預 芽 (主 枝) に 

(ィ) なろ 芽の 發育^ 阖ろ爲 めに 第一 间 (口) に 於て 第二 间 次ぐ. 1 二の 枝 梢よ 勢力 旺盛： して 宇： 主 

(ハ) に 於て 摘斷 せろ 狀^ 示す 

枝 を 凌ぐ こと あれ ば. 成 可く 之 を 短 切して 




主 枝の 生長 を 助くべし。 其 基部より 出で 

たる もの にても 五月 下旬 頃に 至りて 旣に 

1 尺 以上に 仲 出 し. 尙 ほ 仲 長 を穑續 しつ 、 

ある 鴣合は 第 一 囘の嵇 心 を 行 ふ ベ し。 其 

長さ は樹 勢に より 斛 酌す ベ きも 通常 六 七 

寸の 長さに 摘心 し. 以 て 勢力の 抑制 を 計る 

時 は 其 弱き もの は 一 囘の垴 心に よりて 仲 

長 を 停止 し， 或 は 其 先端 或は 下部に 花芽の 

形憨 を備 ふるに 至るな り。 
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第二 節 俲枝 剪 定法 ス 一 o 一 I. 

斯の 如き は 摘心の g 的を逑 せる もの なれば 爾後 冬季に 至る ま で. 何 ^の 手術 を 加 ふ るの 必 要 

な き も、 多くの場合 は 摘 心 後 再び 仲 長 を 始め. 一 芽 又は ニ芽發 達し， 二番 枝と なりて 生長す るに 

至るべし。 七月 上旬 頃に 至れば 此枝は 五六 寸 以上と なる ベければ 三 三 葉を殘 して 第二 囘の 

搞 心 を 行 ひ， W び 生長す るに 至れば 八月 上 中旬に^ 三 囘の搞 心 を 行 ふ は は， 勢 力の 旺盛なる も 

のにても 其 基部の 腋芽發 達して 花芽と なり， 洋梨 は屮問 芽に 變 化する に 至るべし. 第五 十 圆)。 

又 勢力 旺盛に 過ぐ る 者 は 以上の 如き 夏季 剪定 を 行 ふ も、 容 易に 花芽の 着 生 を兒. ざるの みなら 

す. 却て 初より 勢力 旺盛の 二 ^枝 を 生す る もの なれば， B 一 の 剪定に 於て 第五 十 一 岡 (ィ) 若く は 

(口) の 如く 短 切し 去 るべ し。 然る 時は該 部に は胶 芽の 形成 を缺 くる もの なれば 三番 枝の 發生 

を 兒る能 は す， 其 基部に 潜伏せ る 副 芽 は 刺戟 を 受け て、 發 

生 仲 長す る も 勢力 著しく， 减 返す るに 至る。 更に 第二 囘 

の W 季 剪定 を 行へば 花芽の 着 生 を 見る 一 厣 容易なる な 

り。 側 枝 若く は 主 枝より 發生 する 新 梢 は 前記の 方法な 

以て 勢力 を 緩和し， 花芽の 形成 を 計るべし。 又 結果 枝の 

1 部より； i: 出す る 葉 枝 は 花芽の 開綻と 同時に 其、 基部に 

^する 腋 芽の 仲 長せ る ものな り。 普通 は 此^ 芽 は展葉 

すべ きも 伸長す る ことな く， 再 び 花芽 を 形成す ベ きもの 

なり。 然れ ども 果實の 中途に して 落 果せる 場 合. 或 は 落 

果せざる も 時に 著しく 伸長す る^ 合 あ り、 殊 に 洋梨に 於 



(ィ) に 於て 短 切すべき も 屈曲部よ リ 

直上し M 長 枝 的の もの は (口) Li 於 K 

剪定す ベ 
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圆 




編一 第 



て ケメ 

に- i 

な く 



く る 返な り。 和^に 於て は 今 村 秋の 姒き もの 能く 仲 出 する 性 

尺 以上に 達する こと 少なから ざる も， 多 く は 長 梨 枝と なる ベ けれ 

が、^ 放任し S くこと 必 耍 なり (第五 十二 圖^ 照 )0 

側 枝の S 季 剪定に 當り、 勢力 旺盛なる もの は 其 先端の 一 -; 牙 非^の 

洋梨 腋芽 s 伸お ぜ ろ狀^ 示す に 花芽の 基礎 を 作く るに 颇る ra 

る もの は. 先 端 及び 之に.？： < け る 一； 

此^ 合 は 第三 若く は 第 四 芽の 一 

し て， 花 芽 の 基 礎 を 作 り、 洋 梨 は 時 

く 花芽に 變 化せら る , ものな り- 

定を行 ふに 當り， 二番 枝 二 枝と も 

べき か， 一 枝の みすべき か 又 一 枝 

し 去る ベ きか は樹勢 及び 枝捎の 

ものにし て、 勢 力 稍" 强勢 に 過ぐ る 

り 剪り 去り， 且つ 第二 枝の 先端 二 

も， 勢 カ屮オ の ^合 は 二 枝と も 先端 を 一 摘 み . 若し 勢力 微弱なる 鍚合は 先 

の 先 端 をの み^み 去る を 可とする が 如 し (第 五十一 一一 圆 參 照 3。 

二、 第 一 年 目 冬季 剪定 夏季 剪定の 結果 長果枝 若く は短果 枝の 發 

法に 侬 ろべ きも， 一 年に して 直ちに 結果 枝に 變 する 能 はざる 揚合 多し- 




ぁ&が 如し。 洋^ は 時 

ば， 芨 季剪せ を 施す こと 

勢 力 を 以て 仲 長 し、 下 

難 な る も、 勢 力の 屮^ な 

枝發生 伸長す る に 至る J 

部に 或る 程度まで 發育 

に 中 問 芽と な り， 或 は 全 

« 此際笫 ニ囘の 夏季 剪 

二 三 薬を殘 して^ 斷す 

は 全然 其 基部より 剪定 

狀態 により 诀定 すべ き 

锾合 は笫ニ 枝の 上部よ 

三萊殘 して 摘斷し 去る 

^より 出で たる^ j 枝 

や； を 見る^ は果枝 剪定 

リ 斯の 如き^ 合 は 冬 季 
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第二 節 側 枝^ 定法 




甲， 旺盛な ろ 枝 

乙、 中等の 枝棺 

丙， 虚弱の 枝 ira 

ィ 冬季 剪定 

o 第 一 面 S 

李 剪定 

尸 第二 囘同 

上 



10 四 

落葉 後に 於て 剪定す ベ き も， 其 長 さ を 

定 むる に考 i を 耍 するな り。 枝 梢の 

强 勢に 過ぎる もの を 短 切す る 時 は^ 

て 勢力 强 勢の 新 梢 を 生 じ， 毎 年 K 1 狀 

態 を 繰り返へ すの みに て 容易に 花芽 

の 着 生 を 見る 能 はす。 之に 反して 勢 

力 微弱の もの を 長 切す る 時 は 花芽の 

着 生 を 見る こと. 一. お：；^ なる も， 多 くよ， 其 

先端に 止まり， 主 枝に 遠ざかる を 以て 

短 切す る を 宜しと する が 如 く， 其 程 度 

より 云 へば 四 芽 乃至 六 七 芽の 間を以 



を定 むる こと^る M 難なる も、 通 常四寸 乃至 七寸芽 S 數 

て 適度と 認 む る な り。 

三、 第二 年 目 夏季 iR 定 冬季 剪定に 於て 四五寸 乃至 六七寸 にて 剪定せ る もの は 第二 年 

目 春季に 至れば 先端 及び 之れ に 次 ゆる ものと 二 芽 仲 長す るに 至る は 普通な り。 此ニ枝 勢力 

綏慢 にして 六 七月の 候に 至る も 四 五寸. ^り 仲 長せ ざれば 夏季 剪定 を 行 ふの 必要な き も、 第 一 

平 s Hi 樣 一 X n 上に も 仲 長す る 時 は？ ポ 六月上旬迄に四五葉を殘して摘斷し去ること阼年 

の 如くすべし。 ^二 ハ牛リ に は 基部の 一 二 芬は必 す 花芽に 變 化すべく、 然ら ざれば 中間 芽 (洋^) 

之なる ベ きなり (第五 十四 圆 参照)。 花芽 若く は 中間 芽 は 共に 短 果枝を 形成し て. 其 顶 端に 若 生 
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固 五十 五 第 蹈四 十五 第 



第 ！ 年： B 冬季 剪定 




第二 年 目 s 季剪定 




完全に 

も 安全 

しと も 

際し 花 

く 摘心 

して 仲 

形成 を 

度 を 過 

長す 

注意す 

： . ^る 

の 生成 を 見る 時 は 

力 旺盛に して 容易 

度 の 剪 定 を 行 ふ ベ 

六 七月 頃に 於て 先 



>» 九な <s 定法 



する ものにし て. 第 五 十五 ralA の 如く M 枝に 

直接 形成 せらる、 が 如き ものと， 一 寸. 2： 外 仲 

長〕 して 着^す る もの B と 二種 あり" 後者ば 

果 枝の 形憨を 備 へたる もの なれ ば， S 

な る ベ き も. 前 者の 如き は 時に 變 化な 

限られざる なり。 凡て S 季の 剪 定 に 

芽の 充分 分化せられ ざる^に 當 り. 短 

を 行 ふ こと あらん か、 再 び 發育を 開始 

長す るに 至るべし。 斯の 如く 花芽の 

豫^ すれ ぱ成 可く 其 發育を 圆 る も"ぉ 

ぎ 養分 集中に 失すれば 葉 枝と なりて 

る こと 多き を以 て. 程 度 を 誤ら ざ ろ樣 

る こと 肝要な り。 素より 樹 勢の 如何 

ベ けれど、 第三 年 S に 於て 旣に 短果枝 

成 可く 弱 度の 剪定 をな すべ く， 若し 勢 

に果 枝の 成 生 を 見 能 はざる 時 は 稍， 强 

し。 卽ち 先端 二 枝の 伸長 を 見る 時 は 

端の 强 盛なる 一 枝 を 剪定し 去り。 第 
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二三 囘反復 行 ふ 時 は 其 年の 秋季に 至れば 大抵 



意 し 



第二 Q 劂枝靱 定法 

二； 枝 も 四 五葉に て 剪定し， 爾後 第 一 年 目の 如 

花芽の 着 生 を 見る に 至る ベ し。 

四、 第二 年 目 冬季 剪定 夏季 に 於て 相當の 管理 を 行へ ば. 前年の 生育 部に 一三の 短 果枝を 

生す るに 至る ベ けれ ば、 其 上部に 於て 剪定す ベ く も、 K ^枝に して 短 切に 失 し， 而 かも 其 位 ^側 

枝 又は 下方に 向へ るが 如き 餳合は 翌年 開花 結實 する も 、一年に して 衰弱 枯死す るに 至る こと 

あ れ ば 、其 花芽の 部に て 剪定し 去る は危險 なり。 斯の 如き 場合 は 翌年 結果せ しめざる か、 或 は 

更に 一 二 芽を殘 して 剪定す る を 要す。 又 花芽に 形成 せられす 中間 芽の 生す る 場合 は 特に 注 

て 發動を 起さし めざる 樣 二三 芽を殘 して 先端 を 剪定す ベ く、 若 し 短 切に 失する 時 は 切 角 

の 果枝も 再び 仲び て 新 梢の 形成 を 見る ベ けれ ば、 其狀憨 に 

よりて 長さ を定 むべ く 、鬼 枝に して 充分の 發 育を遂 ゆ， 完 全 

なる 短 果枝狀 を 示せば 必す 花芽の 直上 部に 於て 剪定す ベ 

きも、 若し. 各果枝 密接して 数個 生す る^ 合 は 二つの 短 栗 枝 

を 殘すを 以て 最も 安全な りと す。 

第二 年 目に 至る も 尙， 果 枝の 成 生 を 見ざる こと あ り， 樹 齢 の 

若き 洋 梨、 和 梨に 於ても 明月の 如き は， 其 例 に て、 斯 の 如き は 

第一 年の 冬季 作業の 如く 剪定すべく、 此際は 新 捎數本 を 生 

する を 普通と すれば 成 可く 主 枝に 接せる もの を 撰む ベ き 

も 仲長强 勢の もの を 避け、 勢力 中等の もの 一 二 木を殘 し • 各 



(甲) に 於て は 栗 枝の 直上に て 剪定 

(乙) に 於て は ニー 一 1 芽 上；， i て 剪定す 

る^ 可とす 
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三 ra: 芽に 短 切し， 他の 枝^ は 成 可く 基部より 切 去 り， 夏 季に 於て 適 化 剪定 すれば 三 四 年間に は 

必す^ 枝に 變す るに 至る ものな り。 斯の 如く 結 粟 枝の 生ぜざる ものに 對し ては^に 兩季の 

剪定に 注^ し， 反 ^之 を 行 ふ^は 早く 而 かも 主 枝に 近接して 結果 枝の 成 生 を 見る に 至るべし。 

第三 節 結果 枝の 剪 定 

ぁ樹の 結果 枝に は短果 枝. 中 果 枝. 及 び長果 枝の 三種 ある こと は旣に 述べた る處 にし て. 短 桨 枝 

も 樹^ を 重ぬ る に從ひ 結果 枝 群 或は 拳骨 狀 結果 枝 群と なる 等. 種 々の 形態に 變 化すべ きも， 良 

質の 果實は 短果枝 若く は中果 枝に 生じ. 長朵枝 若く は 結 栗 枝 群と なる に 從ひ樹 姿 を亂 すの み 

な ら す. 良 質の 果實 を^る こと 能ざる なり。 主 枝 若く は 側 枝 上に 現 はる 、 結果 枝 は 樹齢の 如 

何に 拘ら す、 常 に 勢力 旺盛の 中^ 枝 若く は 短果枝 狀を呈 せし むらこと 肝要な り。 卽ち 人^的 

剪 定 を 行 ひ， 不 耍の もの 老成の もの は必す 除去 し、 常 に 一 二の 果 芽の み存し くこと 必^なる 

虚 なり。 樹齢の 若 く. 初 めて 結果 枝の 生す る 鍚合は 第五 十七 圆 A の 如く 極めて 眾純 にして 之 

を 一 ニ芽存 して 先端 を 剪り 去れば 可なる も， 樹 齢 を 重ぬ るに 從 ひて 種々 の 形您を 現 はすに 至 

れば 何れの 芽を殘 すべき か. 何れ を 剪定し 去るべき かは舉 理的觀 察と 經驗 との 二者に 俟た ざ 

るべ か らざ るな り。 

若き 側 枝に は 箪 に 一 の短果 枝の みに て 形成 せらる ゝ こと ある も 樹齢 を 重ぬ るに 從 ひ、 次 笫 に 

果 枝の 數を增 し， 之 み-放任して 数年に 及べば 所謂 短果枝 群と なり， 稍.. 熱 練せ る 栽培 家に 於ても 

花芽の 多き を 欲 し、 果 枝 は 成 可く 剪定せ ざる 方針 を 取れる もの 多し。 前章の 結采 習性の 部に 

第 九 m s 定法 一 D じ 
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第 1!ltS Si 奥 K の 定 

最も 砣 n な ろ ^ m 枝 

A 

ふ 




ィ ノ 3 ノリ！、 -—- さに * 一 



及 ぶ ベ く. 恢 か 二三 丙 の 染實を 得れば 滿 足なる 

現象に して 實際は 一 侧 枝上少 くと も 二三、 多き 

果 枝の 間引き を 行 ひ、 問 花 を 制限す る必耍 あり- 



10 八 

於て 述べた るが 如く 一 の 花 蕾 

よ り、 普 通 七 八 個の 花 を 開 き， 多 

き は 十 一 二に 達すれば 開花 は 

脔の七 八 倍に 及 ぶ ベ く、 假 に 五 

寸 四方に 一 の 果枝を 生す ると 

しても 二 間 四方に 植ゑ たる も 

の は， 五六 百の 栗 枝 を 生じ， 一 結 

果 枝に 二 芽 着 生 するとしても 

j 千 以上に 達し， 花 は 七 八 千に 

に 殆ど 三 四十 倍の 開花 を 見る が 如き は 普通の 

もの は 七 八 も 着 生す るが 如き 狀態 なれ ば、 適 宜 

. 元來花 は^ 發育機 關颇る 旺盛に して 貯藏養 



A 斩棺、 中 菜 枝) 

B 三年^お^ せ 

ろ 結果 枝 (短 

BS) 

(ィ) 前年の 結^^ 

る 痕跡 

(0) 前々 年 接 果せ 

ろ 痕跡 



分 の 消費量 も 多 けれ ば 成 可く 養分の 消費 を 避け、 樹 勢の 袞 弱を豫 防す る こと 必耍 なり。 故に 

一 則 枝に i ホ. せし むべき 花お 3 は 二三 芽に 止 め、 之 より 以上の もの は 冬季 剪定に 於て 除去す る 

こと 必要な り。 氽 の實驗 によれば 完成せ る樹 にあり て は 一 平方 尺の 面積に 對し 平均 五六の 

2S を^ 生せ しむる 程度に 剪定す る を 以て 適度と する が 如し。 側 枝 上に 現 はる 、短果 枝 は、 

結^ 上 ぬ も 必 要なる ものな る も； 短 小に 過ぐ る 時 は 二 芽 以上 を殘 し， 完 全なる 短 果枝狀 を呈す 

る ものば 一 芽 にても 充分な り (第五 十七 圖 B)o 稍， -大な る 枝 梢 上より 出で たる 果枝 にて 三 四 分 



梨 
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定 

重 

ざ 



內外仲 長して 

る もの は 二 度 

び 仲 長せ ざる 

.K o 总 % を -SB 

むる 樣心掛 く 

は長果 枝の 如 

次け る 二 三 芽 





五 

九 



は 其 長さ 一一， 三寸 内外の もの は 先端 一 芽 を 切 去り， 洋 

梨の 如く 先端の みに 着 生す る もの は 剪定す る £ な 

く、 其 儘 放任し 置く を 可とす。 凡て 結果 部 は 主 枝に 

歸九章 S 定珐 



花芽 を 形成す る 最短 果 枝な 

結果 すれば 大抵 枯死して- # 

もの なれ ば， 是 等 は 成^く 勢 

り， 普通の 短 果枝狀 に 至らし 

こと 肝 _耍 なり。 屮^ 枝お く 

きものに し て. 先 端 及び 之に 

のみ 花芽の 着 生 を 見る^ 合 



0. 最短 ^枝 

(ィ) 結果 すれば 時 

に (口) の 如く 站死 

する もの 

乙 は 始めは 最短 枭 

枝な ろむ 次第に 

伸 lift して 普通の 

狀 態に 進みた る 

JV り 

丙 は 助勢に i リ肥 

大な ろ枭桉 も 中 

^サぎ理な 怠れる 

爲 め 枯死せ ろ も 

の 

(口) 昨年 結果 ^ ろ 

處 

(ハ) 一 昨年 結果な 

る處 

(II) 一 昨々 年 結果 

V- る sr* リ 再 び 

葉芽の 形成 ゼる 

IPS- 

IS 
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短 菜 枝 群の 剪定 t ー0 

近くす る を 原則と する を以 て. 剪 定は主 枝に 近き 花芽に 於て すべき も. 芽 の贫^ な もの は 成 可 

く 之 を 避く る を 可とする が爲 に、 時 に 稍" 離 れ たる 處に 剪定し 去る？！ 合 も 多 かる ベ し。 

第 S 節 短果枝 群の 剪定 

旣に 述べた るが 如く 側 枝 上の 栗 枝 は 樹齢 を 重ぬ るに 從 ひ. 次 おに 分岐 錯雜 し、 所 謂 生姜 芽を呈 



第 

十 



結 菜 枝 群 剪定 







する に 至る。 人に より 花 蕾の 多き を 喜 び. 結 果の多 

M を 希 ひ、 成 可く 之 を 保存 せんこと に務 むる もの あ 

る も. 徒 らに 養分 を 浪費し. 却て 樹勢を 衰弱せ しめ. 果 

實は 小に して 品質 は 劣等と な り. 樹 命 を 短縮せ しむ 

るの 不利 を來 すの みなら す. 開 花す る も 中途に して 

落 果 し， 或 は 結果 枝に て ありな が ら、 殆 ど 開花す る 力 

なきもの を 生す るが 如き 例 乏しから ざるな り。 故 

に是 等の 結果 枝 群 は 次第に 無 川の 枝捎を 切り詰め， 

勢力 旺盛 膨大せ る 芽に して 而 かも 主 枝に 接近せ る 

もの を 選 び， 他 は徐々 に 剪定し 去る こと 必要 なり。 

最も 群の 小なる もの は 一 年に て 豫定の 剪定 を 行 ふ 

ぺ き も、 群の 大 なる もの は 二三 年に 亙りて 徐々 に 行 

ふ を 可とす。 



に 成： in せら れ， 而 かも 屈曲部に 多 

容易に 花芽の 成形 を 兄る こと 能 

去る を以 て， 多 数の 枝 梢 略 ぼ 同 一 

數年 後に 至りて 淞く 開花 結實す 



の筒處 

る に 一至 



第五 節 拳骨 狀 結果 枝 群の 剪定 

短朵枝 群に 似た る ものにし て、 窣 骨狀 結果 枝 群と 稱 する もの あり。 是れは 多く 卞； 枝の a 上部 

きものな り。 卽ち 屈曲部よ りお 上す る 枝 梢 は 徒 長 枝と なり. 

は ざれ ば、 無 堙にも 花芽の 着^ を 試む るお に^^ 之な 短 切し 

より 分岐 し、 第 五十 九圆の 如く 拳骨 狀を呈 する に 至り 

るな り。 然れ ども 常に 强勢 なる 枝 梢の 群生す るを以 

て^ 發育 極めて 旺盛に^ 分の 大部 は此 部に 集注せ 

らる 、 を 以て 主 枝は殆 んど發 育せ ざる 場合 多 く、 此 

拳骨 狀枝 棺の數 多き に從 ひ， 枝 梢の 發育 不平 均に 老 

衰に 達する 時期 も 速 かなる のみなら すお 蟲害の 潜 

伏 所と な り， 結 栗 不安 定. 品 質 宜しから ざる 等 弊害 極 

めて 大 なり。 故に 初めより 剪定に は ^ し、 斯 の 如き 

拳骨 狀 態を呈 せしめざる み-肝要と する も 今日 各地 

に K 十 中の 六 七 迄斯の 如き 狀 態を呈 しつ 、あるな 见る なり。 故に 之が 

て必耍 とする 處 にし て. 斯 の 如き もの は 漸次- M を 切 詰 め， 花 芽の^ 少部 な 

掛け. 一 方 其 附近. 枝の 側 方に 新たに 隱 芽の 發生を 計 か り， 是 れ 以 て 更 新 

こと 肝耍 なり。 

1 1 一 
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き. 

の 栽培の 狀況を 窺 ふ 

改^ を 圆 る こと 極め 

其 基部に 移す 樣に心 

する 力 如く 心： JK ける 

九 s 法 
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is 六 節 洋^の a" 定 二- 

第 六 節 洋梨の 剪 定 

洋梨の 剪定 は 前述の 方法に 準じて 行 ふべ き も， 槪 して 成長 旺盛 短 果枝を 生す る こと 困難に し 

て. 其 ^め は 中果枝 若く は長果 枝の 生す る 特性 ある を 以て 其 夏季 剪定に 當 りても 稍" 長く、 殊 に 

1 o< 內 外に 達して 生育 停止 し、 先 端の 頂 芽 稍" 膨 大 せる もの は 成 可く 其 儘に 放任 し、 强 勢に 失す 

る ものの み を 七 八寸の 長さに 剪定し、 徒 長 枝 的の もの は 和 梨同樣 に處理 すべし。 花 蕾の 開綻 

と共に 發生 する 腋芽は 和 梨の 多く は 伸 出す る ことな く、 S 年 再び 花芽と なり。 開花すべき も 

洋梨の 大部 而 かも 樹齢の 若 かき 問 は 此腋芽 は 仲 長す ベ く， 和 梨 は： t 長す る も， 五 六寸に 止まり， 

長 中 * 枝と なるべき も， 洋 梨 は 葉 枝に 終るべき 場合 も 多し。 斯の 如き 枝 梢 は 夏季に 適 S 摘斷 

して 勢力の 抑制 を 計る こと 必耍 なり。 和 梨 は 花芽の 着 生 容易 なれば 成 可く 主 枝に 近く^ 生 

すべ く 心掛ける も， 洋 梨 は 着 生 困難 なれば 初めより 和 梨の 如き 剪定 法 を 試む ると き は 常に 更 

新 し. 樹 液の 滞 停す る ことな く、 i 谷 ^ に 花 芽 の 若^ を 見 ざれば 主 枝 を 遠ざかる も 花芽の 着 生す 

ベ き 徴候 あら ぱ， 其 儘^ ia して 結實 せし め， 其、 勢力 を 殺 ぎ、 漸 次 基部に 花芽 を 構成す るが 如く 努 

む 可き > と 必要な り。 故に 冬季 剪定に 於て 五六 寸 乃至 一 尺 內外仲 長す る 枝に して 先端 花芽の 

形成 を 見る 時 は：^ 儘 保お し. 結 果せし むる を 可とする なり。 而 して 其 次年に 於て 其 下部に 花 

，の 着 半； を； 見 れば 二三 芽 を き て 剪 ^ す ベ く、 又 洋梨の 和 梨と 異なる 點は 中間 芽の 發生 多き 

おなり。 和^ は 一 华 にて^ ちに 分化せられ， 花芽に 變 する も 洋梨 は 中 問 芽の 發生を 見， 早き も 

のにても， rll^h 遐き もの は數^ を^て 始めて 花芽と なる ベ く" 若 し 其 問に 於け る處 理法に 炔 



點 ある^に 苒び發 育 徒 長 を閗始 する に 至る 

も、 其處理 法 宜しき を 得れば I 二 年に して 之 

を 分化せ しむる を^ろ もの な れ ば， 此 中 問 芽 

の處 理法に 於て 深く 注意す る を 宜しと す。 

日本 梨の 多く は 花芽の 存 する 直上に 於て 剪 

定 せら れ、 別 に 不都合 を兒 ざ ら *s st ^ に 於て 

は 短果枝 群の 如き もの は 止む を 得ざる も、 其 

上方 若く は 側 方に 葉枝存 すれば 多少 保存し 

て 剪 定 する こと 必要な り。 日本 梨の 如く 此 

芽の 直上に て 剪定す る哓 は， 若し 勢力 旺盛の 

場合 は 副 芽の 伸長 を 誘致 し， 中 途落果 する に 

至 り. 再 び 花芽の 形成 を 見る こと 困難と なる 

べし。 之に 反し 勢力 虛 弱の 锾合は 結果す る 

も. 側 方の 葉芽 は發肓 する こと 能 はすして 其 

儘 枯死の 狀憨 となる ベ きを 以て、 花芽の 上 二 

三 葉芽 を殘 して 剪定す る 時 は 此憂ひ を 除く 

こと を 得。 元來 洋梨 は 和 梨の 如く 整然たる 

剪定 を 行 ひ 難き 揚 合 多 け れ ば， 長 果枝 中間 芽 
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S 十 章 肥料 二 

の發 宵に 全 力 を 傾注 し. 枝 梢の 交叉 複雜は i む を ざ る ベ く， 次 ^ に 樹齢 を 重ぬ るに 從 ひ. 短 ^ 

枝 或は 短果枝 群の 成長 を 兄るべし。 然 かる 時 は 略. ぼ 和 梨に 準じて 剪定 を 行 ふも妨 けなし。 

又 洋梨 は 其 習性 苹^ に 似た る點 多ければ 第二 編の 苹果 剪定の 部 を も參照 せらるべし。 



第 十 章 肥 料 

梨樹の 肥料 は 土質の 肥 瘠. 品 種の 如 何. 樹 齢 及び 生育 狀態 により 施すべき 分 量， 種 類 及び 方法 を 

^にす ベ き も， 梨 は 他の 果樹 類に 比して 樹 勢の 旺盛なる と 常 に、 結 實 量 の 多き 點 等よ り、 最 も 多 

量の 養分 を耍 する ものにし て， 肥 料の 如何により 直に K 結實狀 態に 影響を及ぼ すが 如く 極め 

て 密接の 關係を 有する のみなら す。 其 肥料 價 格なる もの は 栽培 上 最も 主なる 資本に し て、. N. 一 

が 合理的 使 ffl の 如何 は 農家 經濟 上に 關係 する こと 大 なれ ば、 之 が 使 川に 當 りて は， 周 到なる 注 

意を耍 するな り。 

第一 節 肥料の 成分 

梨 は 他の 果樹 類と 同 樣に窒 素. S 酸. 加 里の 三 耍素を 必 耍 とする は 勿 論 な る も， 此 間に 多少 逕庭 

なき 能 はざる なり。 殊に 窒素 は 有機物 質の 生成 を 司 り. 生 宵 を 旺盛なら しむる に缺 くべ から 

ざる ものにし て. 本 邦 各地の 產地を 見る に 從來蛮 素單 用の みに て 相 當の效 果を收 めつ 、 ある 



梨 
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を兒て も. 如 何に 此 肥料の 必耍 なる か を 知る に 足る。 然れ ども 

軟弱に 倾 き、 病 蟲 害に 犯さる、 處れ ある も、 蔬 菜 或は 普通 作物の 

^の 如 何. 土 質の 如何に 係ら す， 此 成分 は 極めて 必耍 なる ものと 

洋梨の 如く 勢力 旺盛に 過ぎ、 容易に 結果し 能 はざる もの は 成 可 

燐酸. 加里の 二 成分 は 其效能 窒素の 如く 直接 外部に 現 はれざる 

せ し め. 結 果を 促進せ しむる のみなら す， 果 富の 品質 を 高 か め. 色 

あ れ ば， 之 が 使 川 も又忽 せに すべから ざるな り。 殊に 燐酸 *加 里 

廉^に し てゼ 通 四 分の 一 乃至 六 分の 一 內 外に^れ ば， 是 等 肥料 

て 必要なる 處 なり。 今 本邦 及び 外 國產の 梨果 及び 樹皮. 木質 部 

に 供 すれば， 

本邦 梨果の 千 貫 中に 含有 せらる 、量 
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此 肥料 過多に 失する 時 は組攛 

如く 顯 著なら ざ る な り。 ^樹 

思考 せらる、 なり。 然れ ども 

く 之 を 避く る こと 必要な り。 

も、 枝 梢の 徒 長 を 防ぎ 之 を充實 

澤を^ 麗 ならしむ る 等の 效染 

は 窒素に 比して 其 憤 格 著しく 

の 配合 は當 業者に 取りて 極め 

等に 於け る 分析表 を揭 け、 參 考 
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又 ヱ ムモ ン ス 博士の 分析せ る 洋梨の 木質 部 及び 樹皮 百 分 中 (乾燥 物) の 成分 左の 如し。 
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第一 肥料の 成分 

木赏靳 成層^ 

加 a ニニ * 二. i 

W 一、 八 四 

素 0、 一一 一 一 

硫酸 、五一 

燐酸 石灰 二 七、 二 二 

實に 於て 又木 質 部に 於ても 

ら ざ る を 知る に 足る。 素よ 

如き 永^ 桢物は 樹齢 を 重ぬ 

らざ る處 なり。 土 性の 酸性 

にあり て は 石灰の 效能， 蛮 素 
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二 七、 六 九 
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燐 酸. 加 里の 無機 成分の 含有量 多き を證 

り 土壤に 含有 せらる 、 分量 は 窒素に 比 

るに 從ひ 次第に 缺 乏を來 すべ けれ ば 、毎 

を帶べ る處 多く は 石灰の 缺乏 より 來た 

ま 酸. 加 里の 三 成分の 上に 出 で、 頗 る 顯 著 



® めて 必 お なるな り。 

に 本邦に 於け る冇 名なる 梨樹 栽培 地の 施肥 法 を 見る に， 其 大半 は窒 

肥料と する が 如く. 神^ 川 縣川崎 及び 稻 m 地方 は成樹 一 本に 對し. 人 

もの は 二 荷， 一 反步百 五十 苻ニ 千 七 百 莨 (所 含 三 成分 窒素 約 十五 貫 三 

加里 七^三 百 匁) を 施 し. 千 葉縣 八幡 地方に 於て も、 石 川 縣金澤 附近に 於て 

岡縣に 於ても 主として 人糞 尿 を 川 ひ、 お 他 二三の 肥料 を 配合す る もの あ 

素 肥^; に 主 を g き， 未 だ 燐 酸. 加 里 肥料の 使 m. 甚だ 少なき は將來 改良す ベ き、 主 な る 耍點な り。 



明 すれば 其必 要 窒 素 

し饒 多な らん も 、菜 樹 

年 相當の 補給 は缺く 

れる もの なれば 是等 

なれば 此 肥料の 補給 

素 肥料た る 人糞 尿 を 

糞 一 荷 乃至 一 荷 半、 甚 

百匁， 憐酸三 貫 五 百匁， 

も， 京 都府に 於ても 靜 

る も. 何 れも 一：： p 價な る 



Si 



編 一 第 



三 二 初 


樹 


年年 年 


齢 




望 




— CO 

二 九 七 

Cj o o 
〇 〇 c 


素 


和 




憐 




00>,0 


酸 






加 


梨 


o'moo 
o'aoo 
o' や o〇 


里 






窒 






素 


洋 




m 




o q c 

六、 53 二、 

o o o 
o o o 


SI 






t'n 


梨 


coo 

、 《 、 

/、 ― ― 
O £ 五 

O - 一' 


里 





综 一二 S 施 用 三耍素 量と 肥料の 種類 

^ 酸. 加 m の 必 ！§女 なる は旣に 述べ た る が 如 く， 其 上 性に より 石灰 も缺 くべ からざる ものな 

れ ど も. 是 等 は 如何 な る 率 を 以て 配合 し. 如 何なる 分量 を 以て 施與 すべ き や は 頗る 重 な る 問 

超なる も. 其 莨 施に 《：2 りて は 十； 質. 種 頹. 樹 齢 等 幾多の 事 愦褸雜 して^ 純なる 理論の 下に 之 を 決 

定 すべき ものに あらす。 然れ ども 栽 植當時 は 成 可く 帟素 肥料に 藍き を S き， 結 果樹 齢に 達す 

るに 從 ひて 燐酸 加里 を 加 用し， 十二 三年の 成 木 時代に 至れば 三 成分 を 略 ぼ 同 一 量に 達せし む 

る； を 可とする が 如し。 近時 燐 酸. 加 里の 效用を 過信 し. 窒 素に 對 して 二割 乃至 五 割を增 加して 

ig す もの ある も， 是 等 は大に 考慮す ベ きものな り。 吾人の 從來の 研究に 依れば 本邦に 於. け ろ 

土質に ありて は. 和 梨 を 栽培す るに 必す 窒素に 重き を 置 き、 燐 酸. 加 里は從 来に 比 し， 其 分量 を 高 

むる 程度に 止め^く を 以て 安全な りと 思考 せらる 、なり。 今 吾人の 多年 用ひ來 り， 而 かも 常 

に 佳良なる 成績 を舉 けつ 、 ある 三耍 素の 分量 を 示せば 左の 如し。 
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右， 表 は關東 地方に 於て 最も 普通 栽培し つ 、あ る 稍" 肥 沃 なる 壤 土に 於て 栽培す る ものと して 

の 標準 を 示した る もの なれ ば、 其 土貨が 海岸 地方の 瘠 薄なる 砂土の 如き は 更に 窒素 成分 を增 

す ベ く、 又 河川の 沿岸に し て， 表 土の 深き 沖積土の 如き 處に ありて は 蛮 素 肥料 を 減 じ， 加 里 肥料 

を^ 加す る が 如 く， 壚 土. 域. 土 の 如き 十： 性に して 石灰 分の 缺乏 せる 處 にあり て は 以上 三 成分の 

外 石灰 を 一 反步に 二十 貫 乃至 三十 貫 (普 通 消石灰に て) を 施す ベ く， 又 同 一 地に ありても 其樹性 

に應 じて 適^ 斟酌して 誤らざる 樣心掛 くる は 栽培 家の 腦カを 要する 所以な り。 

一、 巴 料の 種類 以上の 三 成分 を 供給す る は 如何なる 種類の 肥料 を 以てすべき や は， 其 土 

地の 狀態卽 ち 肥料 供給の 難易， 土質 及び 樹 勢の 狀態 によりて 斟酌せ ざるべ からざる も， 普通 窒 

素は大 S 粕. 人 尿 尿 を 主と し， 硫酸 ァ ン モ 二 ャ.^ 種粕. 魚肥 等 を 補助と すべ く、 燐酸 は 過 燐酸 石灰 

骨^ を 主と し， 加 里 は 硫酸 加里 木灰 を 用 ふる を以 て、 最 も經濟 的なる が 如 く、 殊 に 大豆粕 は全國 
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^る 處是 ヽ をき るに 容易 に. 而 かも 價 格低麼 にして 使用 簡便 なれば 窒素肥料 中の 主腦 とすべ 

く. 人 糞^ は都會 附近に 於て は 最も 經濟 的なる も. 是 れを 得る に 不便の 地に ありて は 血 粉. 智 利 

gL? 硫酸 ァ ン モ 二 ャの 如き もの を 以て 代 川す ベ く、 土 性. 砂土 若く は 礫 土の 如き 瘠^の 遨は堆 

肥の 加 を 最も 必要と するな り。 壤 土. 沖 積 土の 如き 肥沃なる 處 にても 樹^ 十 年 を 過 ざた る 

もの は， 1^- を 隔 だて、 一 反歩 百 五六 十 貫の 堆肥 を與 ふる を 宜しと す。 燐酸肥料 として 使 W 

に K にして 速效 なる もの は 過 燐酸 石灰なる も， 本 邦の 如き 氣候 溫暧 にして 濕氣 多き 處は 骨粉 

- - し て、 各 地 好 汔 镇を舉 けつ 、 ある を 見れば 此 使用 も 忽 せに すべ からさる なり 

如き は 相 常の 窒素 を 含み、 價格 低廉に して 經濟的 肥料なる が 如し。 加 鬼 肥料と 

里 S ぼ も 吏 W に 便なる も價 格の 高低 烈 けしければ 使用に 當り時 價と成 5 と を 比 

入す る樣 注意す る を 可とす。 

施 吧狀能 3 を 見る も 以上の 種類 を 主と する が 如 く、 農 商務省 圚藝 部に て は 十二 年 

し て、 . 



も比铰 的速效 

殊に 肉 骨粉の 

して は 硫酸 加 

較針 照して 購 

今 本邦 各地の 

生 一 反歩に 對 
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其 他东郡 府下に ありて は 油粕 三 十七お、 人糞 尿 百 三十 貫， 過 燐酸 石灰 十 二 貫 藁灰 三十 貫 を 州 ひ、 

千葉縣 下に ありて は 人 屎尿 三百 贳、 過 燐酸 石灰 二 貫 二百 五十 匁， 堆 肥 二百 二十 五 貫， 木 灰 十二 莨 

五 百匁 大豆粕 七 貫 五 百匁。 靜岡縣 富ナ郡 地方に ありて は 堆肥 鰊粕 二十 六 贯. 過 燐酸 石灰 

三 貫 七 百 五十 匁^ 灰 十二 莨。 高 知縣 下に ありて は 油粕 二 石， 木 灰 一 石 を 川 ふるが 如く K 肥料 

の 種類 及び 川 量 は 大同小異 にし て， 其 憤 格 十二 三圓 以上 二十 四 五圓の 間にあるが 如く、 中に^ 

しき は 一 反歩 四十 圓. 以 上 五十 圓 €： 外に 達する もの ある も， 之 は お 惜 なる 荣 素^ 川 者の 少數^ 

に 限ら れ、 颇 る 不合理た るを覺 ゆるな り。 

第三 節 施肥の 囘數 及び 方法 

梨樹に 施すべき 肥料 は必 す： g 肥と 追肥と に 分ち 施す ベ く、 せ、 囘數は 樹齢 及び 土 性に よりて 異 

力 る ベ く. 木 邦に 於て 囘数 s E. 取 も 多 さは 新潟縣 にして 十 囘に分 施 £ 三 ；：：； (芽 肥)。 IX 四 旦 花 お。 



第 111© 施肥の 囘寂 及び 方法 1 二 o 

神^ 川 縣立甏 事 試 驗揚阅 藝部卽 ち 著者 擔 任の 梨圚 にあり て は， 
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ョ. 五月 (葉 肥)。 §. 六月 (H,: 肥 r g 、七 3( 味 肥 r g 、七月 (鴕肥 r 5.. 九月 1 肥 r ^十益匆肥ヽ ^'卜 一 3 (美 褒 

fd. 十 一 一 rn: (根 肥) す る も 徒らに 手数と 繁雜を 要する のみに し て. 其 效カ^ く， 其 他 各府縣 とも 

二， 三囘に 止まる が 如く， 我が 神 奈川縣 地方に ありて は 三 囘卽ち 一， 二月， 六、 七月， 十、 十 一 月 s 三囘 

若く は 八、 九 月の 候 更に 一一 囘を加 へ、 四 囘に分 施す る もの 比較的 多く 其方 法^も 當を 得た るが 

一， 二、 三月の 候に 施與 すべき もの は 所謂 原 肥. 或 は 寒肥と 稱 する ものにし て， 春 季發芽 前卽ち 

休眠 中に 施す もの なれば 堆肥. 大豆 粕.^ 種 柏-木 灰. 硫酸 加里 .骨 粉の 如き 稍， 肥 效の遲 きもの を W 

ひ， 之 れ に速效 肥料た る 人^ 尿. 「ァ ン モ 二 ャ」 • 過 燐酸 石灰の 一部 を 加 川す る こと 必耍 なり。 此時 

期 は 一 般 寒冷 乾燥に して 肥料の 分解 遲 く， 淅 次土壤 中に 吸收 保留 せら れ、 發 芽 伸長 せんとす る 

に 際し て， 吸 收 利用 せらる ベ きもの なれ ば、 可 溶 性速效 肥料 は 成 可く 避く る を 要す。 

一一、 六、 七月の 候 第一 囘の 追肥 は果實 生長して 母指大 となり。 袋 掛けの 終る と 同時に 行 ふべ 

きものに して 其 目的 は果 實の發 育を扶 け、 結 果 枝の 生成 を 期す る 爲に行 ふべ きものに し て， 可 

及 的 窒素 燐酸の 可溶性 速效 肥料 を 用 ふべき なり。 卽ち 人糞 尿. 過 燐酸 石灰 等 を 用 ふべ く， 眞 翁. 

獨ーこ 卓 生長の 如き 早熟 種 は 成 可 く、 六 月 中に 施す を 可とす。 

一一 一， 八月 頃卽ち 果： 實 の 成熟に 際して 與 ふべき もの は 長十郞 以下の 晩生 種に 限ら れ、 成 熱 を 急 

ぐ もの は 成 可く 避 け， 多 少 成熟の 期遲 るる も 果實の 肥大 收 量の 大 ならん を 欲する 爲に行 ふ も 

のにして 採收 二三 週間 前に 極めて 速 效のァ ン モ -ー ャ. 人 屎尿の 如き もの を 稀 fg して， 少量 づ 、 

施與 する 時は收 量に 著しき 影響 を 及ばす ものな り。 

第 十 章 en ニニ 
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第 十 1 章 花 管 及な 果實 の攝除 I 一三 

四， 十、 十 I 月の 候卽 ち果寳 の採收 後に 與 ふべ きもの は 十 年後の 成樹に 於て， 殊に 必要なる も 

のな り。 長 十 郞卓 生 赤. 泰 平の 如き 中 牛； 種よ り， 晚 熟 種に 至る 品種の 採 收後尙 ほ 樹性は 伸長 を 

續 し、 吸 收 作用 盛んなる も 收穫に 至る ま で、 旣 に 多数の 養分 を 消費し 盡 し. 樹 性の 衰弱 著しく 

翌年の 結果 枝 及び 花 蕾 をして 充分なる 發育 をな さしむ る こと 困難と する 處 なり。 故に 採收 

後 成 可く 早く 逑效 乃至 中效 性の 肥料 を 施し、 樹勢 衰弱の 囘復 を圖る こと 必要な り。 

施肥の 方法 は 土質 及び 樹齢 肥 科の 種類に よりて 多少 異なる も、 第 一 囘 春季 j 二月 頃に 施す も 

の は 樹幹の 周圍の 三倍 乃至 三倍 半の 距離 を 標準と して 幅 一 尺. 深 さ 五六 寸位 にして 外方 を 深 

く 多少 根の 先端 を 剪り 去る 程度に 堀 り. 各 肥料の 豫め 混合せ る もの を 散布す る か、 同 時に 混合 

すべ からざる 木灰-過 燐酸 石灰の 如き は 成 可く 別々 に 施して 能く 土と 混合 攪拌 し. 直 接 相 接せ 

ざる 樣 にして 後 土 を 覆 ふべ く、 地 方に よりて 人 尿 尿の 如き は 施肥 後 土 を 覆 は す， 其 儘洒 らし 居 

る もの ある も 成 可く 施肥と 同時に 覆土す る を 要す。 二番 肥 は 原 肥の 內方 幅廣 くし て 稍" 淺く， 

深さ ニ寸內 外に 掘りて 施す ベ く、 最後の 採收後 施す ベ きもの は 元 肥と 二番 肥の 中間 部 三四寸 

の 深さに 奥 ふる を 可とする が 如し。 而 して 樹齢の 進む に從ひ 漸次 輪 溝 を 擄大し 行く を 可と 

するな り. 
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^樹は 一 つの 花芽より 少なくも 四 五 値， 多き は 七 二三 普通 七 八 個の 花 を 抽出す ベければ 剪定に 

^り 花芽の 數を 減す る も其數 夥し く、 全 樹花を 以て 被 はる、 が 如き 有樣 なり。 是を其 儘に 放 



VIJ- し 

G な. 



is くも 其 大部分 は 中途に 落花す ベ けれど も， 尙 ほ 三個內 外の 結實を 見る は a 曰 通な り。 斯 

き 多^の 結實を 見ん か， 果實の 品質 を 不良なら し め、 大 さ を 減 じ、 樹 勢 を 衰弱せ しむる 等. 其 



とする 處多 ければ 適宜 之が 間 

费開縱 の 順^ 示す 




あらす、 故に 花 蕾 摘 除の 場合 は 花 

なる もの を 除去すべし o 普通 最下 

して 此 部より 摘斷し 去る を 可とす 

1 囘， 更に 一 週間 內 外を經 たる 頃. 卽 
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引き を 行 ふ 必要 あるな り o 間引 は | 囘花 すぐり と稱 して 

開花 中に 於て 害 蟲驅除 を 兼ね 行 ふ を 宜しと する も， 若 

し 此期を 逸すれば 落花 後 成 可く 早 

旣に 述べた るが 如く 梨花 は 順次 下 

して， 一時に 開く ものに あらす。 早 

は 軸 太く して 短 く 、某 實の發 育 速 や 

は 軸 細長に して 發育 又， 不 良に て 牛； 

にして 落果 する を 常と する も、 餘 り 

蟲の害 を 受けて 時に 畸形 を呈 する 

の 太 さと 長短と によりて 良否 を 判 

軸 長く して 潢に 傾ける もの を 撰 び、 萎 縮 

部より 三 個 は發育 最も 佳良なる ものな 

るが 如し。 而 して 花 謝して 一週間 乃至 十日 を經 たる 頃 第 

ち 袋 掛け 前に 第二 囘の摘 除 を 行 ふなり。 第 一 囘はニ 時に 

二 1IU 



く 行 ふ を 可とす o 

部より 上部に 開花 

く 開花し たる もの 

かなる も、 遲 きもの 

存競爭 の 結果、 中 途 

早き もの も往々 害 

こと あれ ば， 箪 に 轴 

別し 得べ きものに 

短小 又は 上向 細繊 

れば 花す ぐり に 際 
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多数の 垴除を 行 ふこと なく、 一 花序に 三個づ 、 とすべ く 梨果 は槪 して 幼果の 際病蟲 害に 罹る 

もの 多 く、 殊 に 實 葉 蜂-心 喰 蟲. 黑 星 病に 犯さる 、 こと 多 く、 摘 除の 結 果. 果 實 をして 豫定 以內に 減- 

少せ しむる 憂 ひ あるが 故に 一 時に 多 數を摘 除す るは戒 むべき ことなり。 第二 囘の摘 除に 當. 

りて は 果實も 母指大 となり， 被害の 程度 發 育の 狀態も 略ば 決定し 得べ ければ， 始めて 豫 定の果 

實を殘 して， 其 他 は 全部 摘 除す ベ く， 元來 一 樹 に結實 せし むべき 數は 樹齢 及び 樹 勢の 如何 品種 

整 枝 法に よりて 異なる も， 長 十郞の 如き 中 熱 種の 棚 造に ありて は， 其 充分 成 木せ る もの は 一 本 

三百 內 外， 一 反歩 二 萬 內外を 以て 普通と す。 然れ ども 眞饞. 獨逸. 赤 穂の 如き 早 熱 種に して 而か 

も 形狀大 ならざる もの は 更に 多数 結果せ しむる こと 必要な り。 之に 反して 晚三 吉. 今 村 秋 .大 

古河 等の 晚熱 貯藏 種の 如き、 m 實大 にして 養分の 奪取 烈しき ものに ありて は、 其數を 減じて 一 

萬 五千內 外に 止む ベ し。 果實垴 除に 常り 罩に 淨實 生育の 善悪に のみ 拘泥せ す， 距 離の 平均 卽 

ち 果實を レて相 密着せ しむる ことな く， 樹 液 循環の 平均 を 保た しむべ く、 卽 ち成樹 にあり て は 

四五寸 乃至 七八寸 四方に 一 個 • 幼 樹は 七八寸 四方に 一 個づ 、 結實 せし め、 殊 に發育 時代の 若木 

にあり て は 枝 先 一 尺五寸 乃至 二 尺 位 は 花 蕾 を 摘 除 し， 以 て 枝の 伸長 を圖る こと 必要な り。 枝 

先卽 ち^ 長點 に結采 せし むる が 如き は 殊に 注意す ベ き 事な り。 故に 摘果 は其樹 勢に 應じ 豫 

め 結實量 を豫定 し、 成 可く 同等に 不同な き樣に し， 花 芽の 多き 所 は 全部 摘 除す る もの あるべ く、 

果實も 病蟲の 被害な く， 形 狀整 N にして 發育 良好なる もの を 選ぶ ベ く (一 花序 中に ありて は 基 

部より 二三の 部に 着 生せ る ものと す。) 又 其 上向せ ろ ものより 下垂せ る もの を 殘すを 宜しと 

す。 而 して 其 摘果せ る もの は 梨 畑に 其 儘 放棄す る ことなく 二 處に集 め、 地中 滦 く理沒 する か， 



m & 一 使 
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其 一 他" 蟲の 傅播を 防止す る 手段 を講 すべきな り。 
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梨果 は 甘 味， 水 分 に 富 み、 昆 蟲 類の 嗜好す るの 度、 他 の 果樹 類に 優れる が 如 く、 開 花より 成 熱に 至 

る ま で， 害 蟲の 驅除豫 防に カを盡 す こと は 到底 他の 果樹 類の 比に あらざる なり。 故に 是れが 

豫防を 完全に し， 手 數 を减少 せんが 爲 め， 袋 掛け を 行 ふ は 止む を 得ざる 作業な り。 殊に 心 喰蟲. 

象 彝蟲. 桥象. 介 殼蟲. 蓑 蟲 等の 害蟲は 全國 到る 處に 多く， 此 被害 を 免る 、 唯 一 の 方法 は 袋 掛を行 

ふに ある も、 新 栽培 地の 如き 蟲 害の 少なき 處. 栽 培 家の 努力に よ り、 被 害 多から ざる 處 にあり て 

は强 いて 是れを 行 ふの 必要 を 見ざる なり。 現に 靜岡縣 富. H 郡の 如き は 栽培 新たに して 被害 

多から ざる 爲め行 はざる も. 神 奈川縣 橘 樹郡稻 田地 方の 如き は 栽培 古 く. 其 周 園 附近に 於て 蟲 

害の 發牛； 多き に 係ら す、 全 然袋 掛け を 行 はざる もの ある は 全く 栽-お 家の 努力に 依る ものと 云 

はざる を 得ざる なり。 同地 方に 於て は^ 蟲 害の 中、 姬 心 喰 を 除きて は、 敢 て 恐る ベ きもの あら 

すと 稱し 居る を 見ても 害 蟲に對 し 如何に 周到なる 注意 あるか を 推知す るに 足る。 梨の 品種 

中 八月 中旬までに 成 熱する 開花 奧 六. 江 戶 星. 眞 餘の 如き は 特に 袋 覆の 必要な き も. 夫 れ 以後の 

中 晚生種 は病蟲 害に 對 し、 特 殊の 技能 を 有する にあらざる 限り 袋 覆 をな す を 肝要と す。 

一、 袋の 種類 梨の 袋に は 種々 ある も 普通 用 ひらる、 は. 新聞紙. 雜誌 紙. 模造紙 (四 十 It). 口 ー ル 
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紙 (以 上 洋紙)， 及 ひ 在 來曰本 紙 (措 紙. の 如 き) 等 にして 早生 種に は 新聞紙. 雜誌 紙の 如き ものに て 足 

る も， 中 生種以 后に ありて は 稍-丈 夫なる 洋紙 又は 日本紙 を ffl ひる を 可とす。 梨 は 桃に 比 し， 熱 

期 長き を 以て 途中 風雨の 爲 め 破損し 易き を以 て、 良 質の もの を 選ぶ ベ く， 且 っ單に 生紙の ま ， 

にて は 保存 力 弱き を 以て S 若く は 荏 油 を 塗抹す る を 可とする なり。 

一一、 袋の 製造 法 袋の 大 さは 品種の 大小に よりて 定まる ベ き も， 眞 0.0 逸. 幸 藏の如 き. 果 實 の 

小なる もの は 半紙 二つ 切りに て撗 三寸 七 八 分 縱五寸 二 三分 內 外の もの を 用 ひ、 長 十郞. 泰平 .早 

生 赤の 如き 稍.. 大 なる もの は 美 濃 紙 二つ 切り 大 にて 撗四寸 五分 縱六寸 c 外の もの を 用 ふべ く， 

ひ ー ル 紙. 模造紙の 如き は 十四 乃至 十六 切りに す ベ く， 新 閒紙は 六 つ 切り 或は 八つ切りに すべ 

く、 日 本紙 は 成 可く 掊 紙の 如き ものにし て、 洋 紙の 混入せ る 改良 紙 を 避 け， 新 た らしき ものより 

反古 紙の 良質の もの を 用 ゆる を 可とす。 袋 を 製す るに は豫め 所用の 數を重 積 し， 寸 法 を 定め 

て截斷 し、 五 六十 枚 を 一 囘に 糊を附 し， 一 枚づ 、手 又は 竹笾を 以て 兩緣を 合せて 附着せ しむる 

なり。 袋 製造に 用 ふる 糊 は 普通の 生麩の み を 用 ゆる 時 は 雨の 爲め 離れ 易き を 以て 蕨 糊 を 川 

る を 可とす。 蕨 糊 は 多少 高價 なる も 粘着力 强く 膨脹 カ大 にし て， 百 匁】 あ れば 一 萬 以上 を 貼る 

を 得べ く 却て 經濟 なり。 之 を 製造す るに は 三 四 倍の 水 を 加へ， 充分 練りて 煮沸 攪拌して 糊狀 

となす ものなる も， 之 に 溢 少量 を 注 加して 擂鉢に て 能く 擂り 合せる 時 は 更に 粘着力 を增 すに 

至るな り。 

=1、 i.s の 塗抹 法 袋の 堪久 カを增 さしむ る爲 め- 柹 溢 若く は 油 を 塗抹す る を 普通と す。 

柿^ は^ 粹の生 涟を用 ゆろ 程堪 久カ强 きも 溢 量 を 多く耍 する のみなら す" 袋 覆の 作業に 時閒 
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を し. 光 線の 透 入 不充分なる 炔點を 生す る を 以 て， 普 通ニ釗 内 外の 水 を 混入 し • 稀诼し て用ぷ 

らを 可とす。 之 を^ 抹す るに 刷毛 を ffl ゆる もの ある も S も 簡便なる は 溢 汁 を ロ廣き 容器に 

充 たし、 兩手を 以て 袋の 上端 を 保持し， 口元 を殘 して 浸し、 板 上に 重 積し • 百 枚內 外に 至りて 板 を 

以て K 搾して 汁液 を 搾り， 針金に 通して 乾かし， 或は 一 枚づ、 口元 を廣 け. 逆に 蓆の 上に 廣 ぐる 

にあり。 港 を m ふる 時 は 一 萬に 封し 約 八 九 升 乃至 一斗 二 升 を 要し， 一 日 一人 一千 二三 百 枚 塗 

抹 乾燥す る を 得べ く 二 萬 枚に 對し て^代 及び 努力 賃約五 圓^: 外を耍 する が 如し。 袋 紙 塗抹 

川の 油 は 荏 油に 限られ、 近時 涟ょ り經濟 的な りと 稱 して 和紙 洋紙に も 用 ひらる 、が 如し。 之 

を 用 ふるに は 荏 油 を 鍋 又は 石油 空 罐に荏 油 一 斤-」 對 し， 石 油 二 合の 割合に 入れ， 文 火 を 以て 略 

ぼ 沸 臛點に 達する 迄溫 め、 冷 却して 後 袋の 半面に のみ 極め て， 薄 く 刷毛 を 以て 塗抹 し， 数 百 枚 を 

積 重 ね、 約 一 晝 夜間 錘 をな して 壓し 匿く 哓は荏 油 は 他の 半面に も 浸潤す るに 至る を以 て、 之 れ 

を 天 B に哂 らして 乾燥す る か， 其 儘 直ちに 使 ffl する も 敢て差 支 へ なきな り。 然れ ども 油 量 多 

き 時 は必す 乾燥す ベ く、 又 甚 しく 多き に 失する 時 は 袋 口 密着して 容易に 離れざる こと あれば 

塗抹 量の 多き に 失せざる 樣 注意すべし。 凡そ 一升の 荏 油 は 美 濃 紙袋 四千 枚に 塗抹す る を？ ほ 

1 人 一 日 五六 千 枚の 塗抹 は 容易な り。 又 荏 油は槪 して， 高 憤に して 一 升 七十 錢 内外 なれば 一 

萬 枚に 對 して ニ圓 五十 錢 内外^の 約半價 にて 生產 せらる , なり。 

四、 袋の 掛け 方 梨の 袋 覆は蟲 害の 多き 地方 は 成るべく 早目にし 六月 中に 行 ふ を 可 とす。 

袋 掛け を 行 ふに は 開口部の 中央の 一 部 を 三角形に 切 り、 底 部の 兩隅を も 鋏に て 僅かの 切目 を 

入 れて證 き、 後 日 雨水の 浸入に 際しても 停^せ ざる 樣に なし， 其 中央 鋏 切 部に 果梗 若く は果枝 
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の 一 部に 卷縛 する こと 第 六十 四 園の 如くに す 

も强 風に 際して 落果し 易き 缺點 あれば 成 可 




し 粗 略； に 流 れ ざ る樣は ^ する こと 必耍な り o 



1 二八 

るな り 3 果梗 部に 卷 縛す る晬は 作業 容易なる 

果 枝に 卷 博す る樣 に心掛 くる を {且 しとす。 袋 

を 結束す るに は 普通 藺草を 七 八寸の 長さに 切 

り. 暂 時 水に 浸た し 柔軟なら しめて 川 ふべ く， 一 

反歩 七 八 百匁 四 五十 錢 にて 二 萬 內外を 結束し 

^るが 如し。 又 二十 四 五番の 針金 を 一寸 五分 

內 外に 切斷し て、 是 れを卷 付く る もの あ り， 袋 を 

取り去る に 多少の 手数 を 要する が 如き も • 作 桨 

容易に して 頗る 經濟 的な りと 稱 し. 近 時 多く 川 

ひらる、 が 如し。 又棱櫚 葉の 如き も 材料 を 得 

るに 容易なる 處 にて は 川 ひて 可なる が 如し J 

袋 覆の 工程 は 熱 練の 如何によ りて 其 差 著しき 

も • 一 千 二百 乃至 一 千 五六 百 を 普通と す。 稍" 熟 

練せ る もの は 二 千 枚に 達すべ く， 三千 枚に 及 ぶ 

もの ある も 粗 糙に失 し、 後 日 掛更へ を 行 はざる 

ベ からざる に 至る を以 て、 敢 て 其數の 多き を 欲 



^fei - -A ， 



第 十三 章 除草 及び 中 耕 

第一 節 除 草 

^樹 は^く 棚に 認 ^する もの な れば 繁茂す るに 從 ひ， 棚 下の 地 を 覆 ひて 光線の 透 通を妨 は雜 

草の 繁殖 を 防. ^すべき も， 染 ^の 多く は低濕 にして 乾燥せ ざる 處多 きを 以 て， 雜 草の 繁茂 極め 

て 盛ん に， 之 を 放任し sa けば 日光の 直射 を 遮 り， 養 分 を 奪取して 病蟲 害 の 繁殖 を 抉く る 等， 其 害 

少なから ざ れば絕 えす 除草 を 行 ひ て，^ に淸 潔な 保持す る こと 肝要な り。 殊に 六 七月の 入梅 

やに は 比( ^育^も 著しけ れぱ 特に 注意す る こと 必要な り。 又 梨 圓には 始終 立 入り 土地 を 踏 

g,: むる もの なれば 除草 は 中 耕 を 兼 ね. 娥 又は ネ ー の 如き もの を 以て， 一 寸內 外の 深さに 削 取り 

て 攪抨す ベ く、 m 內 の 淸潔 如何によ りて 栽培 家の 勤勉 如何 をト 知す ベ く， 樹 齡の幼 小なる 間 は 

作 を 行 ふ を 以 て. 多 く は 間作の-除草と 同時に 行 ふべ き も. 樹 六、 七 年 を經て 間作 を 行 ふこと 

能 は ざ るに 至れば 除草と して 特に 行 ふ ベ く も、 夏 土用 過ぎ 卽ち 七月 下旬より 九月 下旬に 至る 

問 は 土地の 乾燥^だ し； ければ 雜 草の 繁殖 も 自然 減少すべく、 從 つて 除草に 際しても 成 可く 淺 

く. 細 根の 俱 ま ざ る樣注 ，3 す ベ し。 

第二 節 中 耕 
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中 耕 は 細 根の 發達、 土 壤の風 

六. 七 年後 卽ち 間作 を 行 ふこ 

て 足る ベ く、 卽 ち 冬 季 落 朋 

深さに 內部 は淺， 、耕 起反轉 

分 は 溶解性に 變じ， 其 際の 根 

抉く る ものな り。 本邦 各產 

放任し g く處と あるが 如き 

を 行 ひ， 土 質の 膨軟を 計る と 

は 斷根を も 行 はす 次 任して 

し， 遂に. Hi 根の 爲に新 根の 蔓 

く實例 少なから ざれば 時 々 

かき 部分 を 深く 耕 鋤し、 根 群 

注意す ベ し。 



第 十四 章 

灌漑も^ 樹 栽培 上 必耍 なる 



化 作 川 並に 雜草害 

と 能 はざる に 至り 

間中 十二 月 乃至 二， 

して 表土 を 寫氣に 

の 先端 は 剪り 去ら 

地に ありても 年々 

も、 吾 人の 研究と 觀 

同時に 多少 根の^ 

置 き， 而 かも 年々^ 

延 すべき 場所な き 

中 耕 を 行 ひ、 土質の 

を切斷 する 時 は P. 



蟲 等の 撲滅に 缺 くべ からざる 作 紫に し て. 樹 齢 

て 殊に 必要 を認 むるな り。 中 耕 は 一 年 I 囘に 

月の 閒に 根元 を 去る 三 四 尺の 處 まで 四 五寸の 

晒 せ ば， 自 然 風化 作用 盛んに 行 はれて 地中の 養 

る 、 を 以て • 本年 新 根の 發生を 促が して 生. 育 を 

中 耕 を 行 ふ 處と數 年間 殆んど 之 を 行 は す、 全 く 

察と によれば 每 年若く は 隔年 匿き に 適宜 中 耕 

端 を 剪定し 去る を 宜しと する が 如し。 中 耕 又 

1 地に 施肥す る 時 は 細 根 は 年々 同 一 地に 蔓延 

肥料の 吸 收カを 減じ. 衰弱 を 招 

必要な り。 然れ ども 根元に 近 

ベ ければ 其 度 を 過 さ》 る やう 



に 至りて 自然と 

I ^ を 計る こと 

つ て 衰弱 を 招く 



作業に して， 殊に 砂地の 如き 乾燥し 易き 地に は 初夏より 初秋に 至 



m — 'm 



るまで 隔 H 一 罔ぶ お く は 数日 間 に 一 囘成 可く 夕刻に 灌漑す る を 可とす。 千葉縣 八幡 地方の 砂 

地に ありて は 朝夕 日中の 區別 なく 灌水す る もの あり。 是れ樹 数多くして 夕刻の みに 與ふ る 

こと 能 はざる おならん。 日中 若く は曉 朝の 灌水 は 充分 地下に 浸入せ ざるに 旣に 蒸 發 し， 其 效 

栗 夕刻に 比し. ス 允 分なる が 如し. - 普通の 壤土 若く は粘壤 十； の 如く 餘り 乾燥せ ざる 處 にても 

八， 九 月の！ 3 に 時々 灌漑す ベ し。 せ；、 灌漑の 度に より 果實の 肥大に 著しき H 係を冇 する ものな 

れ ば^^ は 灌漑に 便なる 位 S を 選ぶ こと 必要なる 處 なり。 灌漑 は 井水の 如き ものな 以てす 

る も 敢て差 支な き も、 手 數と 不便と を 要する こと 多く， 到底 豫 期の 成績 を皋 ぐる こと 能 はざる 

なり。 出來 はれば 其 上方に 流る 、溝 蕖を堰 止めて 一 時に 全 園に 灌漑 浸潤せ しめ 得る が 如き 

處を以 て， 最 も 理想と せらる、 處 なり。 靜岡 縣. 祌 奈 川 縣， 其 他の 主産地に 於て は斯の 如き 便 を 

おす る虚 少なから ざるな り。 



第 十五 章 採收 及び 荷 造 

一、 採收法 梨^の 採 收は熟 期の 如何と 價 格の 狀況 により 其 時期 を定 むべ きも. 熟 朋 は：： g 被 

によりて 略 ば 一 定 すべき も. 風 土に より 多少の 差な き 能 はざる なり。 單 に熟朋 によりて 云 へ 

ば^ 皮の 綠色は 次第に 褪色して 褐色 を增 し. 恃 有の 香味 を 有する に 至る。 又 二十世紀. 太. c の 

如き 靑 梨も綠 黃に變 じ， 香 氣を增 し • 一 見 成 熱 を 現す に 至るな り。 殊に 果實は 成 熟 に 際 し.^: に 
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肥大す る もの なれ ば. 惯 ^の關 係な き 限り 成熟 

を 行 へ る もの は採收 前約 十日 頃に 袋 を脫 し. あ 

犯 1 さ れ、 又-は 蔓延 傳播の 恐れ ある もの は 成 可く 

成熟の ものより 順次 採 收販寶 すべき も， 販路 殊 

ざる もの は 成 可く 早めに 綠 色を帶 び， 地 色の 褪 

貯 藏 に ffl 難なる もの は， 此 注 意 肝 要 なりつ 以上 

n 的は收 盆に あれ ば、 市 惯の 著しく 品 縢せ る 51 

Bf あ る ベ く， 殊 に 早生 種た る 市 早 生虚 鍮の如 

する より も. 只 た 珍ら しき を 尊ぶ ものな わば 成 

し 早く 味 ひの 出づる もの は結實 を 多から しめ 

採 收し行 くが 如き は都會 附近の 栽培 家と して 

和^ は 火 十：： 河. 今 村 秋. 晚 三 吉^ 他の 晩生 貯藏種 

も、 洋 ^り 早屮 牛； の ものに ありても 採 收後四 五 

ざ れ は， E の 味 を 生ぜ ざ る を 以 て， 殊 に 採 收の時 

るに は^^ を 上方に 少しく 上 ぐれば ^便の^ 

此の 期に 至れば 丁寧に 採收 して^ 處に貯 被す 

採收 早き に 失すん S は、 貯 藏. E- * 皮 皺 縮 し， 追 熟 

ければ 能く 成熟せ しめて 後、 採 收 する を 可とす 



に 至る まで 樹上に 存し S く を 可とす。 袋 掛け 

小に して 將來發 育の 望みな きも の， お 蟲 W に 

早く 採收し 去る ベ く， 爾 後. ^曰圃 上に 臨 み、 肥 大 



に 市？！ の 距離 遠 く， 遠 方 

色せ ざる 中に 採收 すべ 

は^ 收 一 般の 通則と す 

合 は 時に 成 熱の 時朋に 

き 七月 下句に 成熟す る 

可く 早めに 採收 すべ く 

置 き， 眞 織. と 同時 期 頃よ 

承 盆 ある 方法な り 

を 除きて は 大抵 採收と 

日 乃至 十日 前後 貯藏し 

期 を 考 M せ ざ る ベ か ら 

枝に 卷 生せ る 部分より ■ 

ベ く、 又 和洋^な ^ はす 

する こと 不充分に して 

るな り。 凡て^ 收に常 



輪 送 を 一打 は ざ る ベ か ら 

し。 殊に 長 十郎の 加き 

る處 なる も， 吾 人 最後の 

先立ちて 採收 する の必 

もの は 眞の味 ひ を 賞味 

長 十郞の 如き 早く 肥大 

り 順次 大 なる ものより 

同時に 食す る を 得れ ど 

て 追 熟せし むる にあら 

ざるな り。 K 適 期 を 見 

W4" 易に 離る ベ きを 以て 

永く 肿狨 すべ きもの は 

品質 不良と なる もの 多 

り て 心 W べき は 架 令 



— 第 



偬め ざろ にあ り、 少 しにても 粒 糙の取 极を爲 す 時 は 栗 皮 を 偽 め. 觀 を^す る こと 著し く，^ ^ 

を 失^せし む ベ き を 以 て， 採 收に 常り て は 特に 到なる 注 S を 要 するな り。 

一一 、荷 造 法 ^栗の 荷 造. 法は產 地に より 多少 異なれる が 如く， 柬京 附近に ては^ら 忭 ^ を 川 

ひ， 其容 器 は^に 囘收 して 同 一 お 器 を 毎年 使 川し つ 、； ある も. 遠： 距離 輪 送 の もの は 凡べ て 

としてお 器 も 共に 賫 却し、 囘收を 行 はざる ものと す。 种 奈川縣 橘樹郡 地方 は 潢七寸 七分縱 一 

K 四 寸，^ さ 四 寸 の楕圓 形の 忭籠を 川 ひ， 之 を 横 四：： <縱 二； ！< の 糸 立と 稱す る灘 莛を敉 き 、^中に 

一 一 S 上に 二 段， 計 四 段に 大采 四十 個， 小 ^六十 七 八 個、 重 量 三^: 匁 內外を 詰 め、 筵 を 被 ひ， &| 掛 け 

を 行 ひ 包装して 運搬す る ものにして 二 人 一 日 百 籠 をお る を^ 通と す。 此如き お 造 法 は 都 <tn 

附近に 於て 行 ふ ベ き も， 遠 距離 輪 送に は 極めて 不適 常 なれば 靜岡. 福 島 地方より s ,;何 する が 如 

く，！ K 入と する を 可とするな り o 

^Hi は^ 通 石油の 空箱 を 利 川す 乙 もの ある も、 多 く は 特に 製作せ る 梨 を 川 ひらる。 ^寸法 

は 福 島. 靜岡 地方 は 石油 筘 と 同形に して 钹板 一 尺. 六 寸幅八 一寸 (妻 板) 深さ 一 尺 一 寸 八分兩 妻の 

さ 六 分、 側 底签は 三分 板 を 川 ふ。 新 潟 i! に 於け る 梨 i 相 は" さ 一 so 一寸 五分， 幅 一 ：：< 一寸 七 分， 長 

さ 一 X 九寸 (中央に 仕切り あ. =) にして、 風袋 ニ^.^ 正味 九 W 匁 内外の もの を 川 ひ， 晩熟 種 は 稍 * 小 

に " さ を 一 ；： < 幅 丸 .，；> 五 分、 長 さ 一 K 九 寸、 正 味 四 S 五 百匁の ffl を 川 ひ， 沛 ^方面 行きの もの は 蜜 

柑箱大 の ものにして 正味 二 貫 匁 入の もの を 川 ふるが 如 く、 處 により 一 定 なら ざ る も. -2： 地， M と 

して は 石油 i5 大の もの を 以て S も 便利と す。 是れ梨 箱の 空 きたる も の は 蜜柑. 苹果 K 他 各種 

に^ 器に 川 ひら れ、 其 利 川 放く^ 箱 も 相 《おの 價^ を 以て 赍 K せらる , の 利 あり。 
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第 十六 章 貯藏法 ニニ 四 



容器に^ 充 する には處 



環 充 し， 損 傷 

てよ. IJ 下 こ 

なる もの は 

の 重 量 七 貫 

にして. 大小 

る 樣 詰 む る 

する こと あ 

造 法 最 も 



を 防 ぐ を 以 て 

多 少の麥 を 

1 々莉閗 紙に 

內外 とするな 

及び 熟 度の 不 

は 最 も 必耍に 

れば動 搖せざ 

信 m を 博し 居 



中執-: 種 以上 

き も， お 方 法 

き， 必 要 に 應 

數の 品種 は 



より 多少 異なる が 

其 方 法 最 も 完 全 な 

^ き， 新 閗紙を m 後 

包みて 平 詰 又は 車 

り。 荷 造 中 特に 注 

同 は 信 招 を 失麼す 

して 殊に 詰め 方の 

る樣、 ん sr" くる こと 

るが 如し。 



第 十 六 章 

の もの は殆ん 

颇る眾 純に し 

じて 販赍す ベ 

數 ヶ月 貯藏す 



貯藏法 

ど貯 I ^す る 

て 冷 凉の場 

き も， 晚 生 種 

るに あら ざ 



の 必 

所 を 撰 

に 至り 



る 力 

左右 

1 一一- a I 

意す 

る f J 

不熟 

肝要 



な く 

び， 淺 

て よ 



ぱ眞の 香 



島縣 にて は 水苔の 乾燥 

き も "中 哝稍 "少 なき 缺 



配^し. 果實の 

，各 果の閒 隙に 

一 箱 中の 

れ ば， 其 



き は 

多け 

な る 



の は 運 

お 二 



小 な 

搬中 

し て 



n、 ... > 反 

き お 器 

採收後 

味 を 味 



の關係 

11 列 若 

ちに 食 

こと 能 



は ざ 



る も 

紙の 

を 均 

應じ 

t 搖 

は 靜 



せる もの を 中 問 に 

あり。 靜岡縣 下に 

の は 裸 かの 儘 に、 大 

如 き を 塡 充 し， 一 

一 ならしむ る こと 

一 栗 だ も 相違せ ざ 

の爲 め、 果實を 損 慯 

岡 縣富士 郡 地方の 



貯 狨の必 要 あ る ベ 

に 列べ て 堆積し S 

ベ きもの ある も. 多 

り。 又 晩熟 種の 枕 



收は期 卽ち十 一 月の 頃 は 氣候旣 に 冷 凉を覺 え， 梨果の 需耍 著しく 減 返す るの みならす、 机橘苹 
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^の 次 笫 に M し. 足 れ が^め 壓 

舂三， 四月 後に 販資 する 方お 利 な る な 

早生 赤. 泰平の 如き は貯藏 すれば 翌 春 

秋. 晚 三 古. 大 ^大 谷の 如く 貯狨 する に 

可く せく 販 し， -貯 藏の期 問 を 少なく 

^藏 すべ き 梨果 は s 收朋に 注^す る 

晚 ^0 藏^ は S 來^ る 限り-水く 樹上 

して 外觀 を^す る こと 著しき な 



倒せら る 、 如き 倾，： i をお すれ ば， 寧 ろ 数ヶ月 貯藏の 上^ 

ひ。 

を はれ ど も. 是 等 は大十 2 河. 八- H 

る ものと 趣き を 異にすれ ば. 成 



四， 五 月 迄 安 全 に 貯藏す る 

あら ざれ ば.^" 好に 適せ ざ 

する を 可と す o 

こと 肝要な り。 早. 中^ 種 

に 留め 匿 き、 完 熱せし むる 

り。 採收 時期 遲る、 に從 

するな り o 

其 要 點 とすべき は^ し 

尺 六 寸の長 持 川の ものに 

福 地方 は 梨 栗の 採收 



は少 

を 可 

ひ、 病 



しく 早めに 採 

と す o 然 ら さ 

蟲. の 被害 著し 



は 殊に^ 全なる もの を 川 ひる を 可と 

^铋の 方法 は^ 地に よりて 異なる も 其 要 點 とす ベ きは^ 閉 し， 空 氣 

山縣 地方に は 長さ 六尺 幅 三 尺， 深さ 二 尺 六 寸の長 持 川の ものに て..：.： 

る ものに 二 な 外 を 坶充 密閉す。 福 地方 は 梨 栗の 採收後 約 

て 適 常なる^ 所 を 撰び 竝 列し S き， 幾 分の 水分 を 蒸 散し せめた る 後 

は 方 三 さ 六 K の大 さを冇 する 長方形の 箱に し て， 中 段に 棚 あ り. 

と稱 す。 此 箱 を 普 通 の 貧 庵 又は 乾燥して 且つ 冷凉 なる 納舍 C に數. 

は空氣 の 流通 を遮斷 する 樣 堅く 目張り をな し、 無疵の 梨果 を 撰み， 一 

を 二 ^に^ 充し， 貯藏ニ 三！ 週間 位 は ほ 々签 を 開き、 水分の 蒸發 をな さ 

其儘嚴 封し、 三 w より^ 月 二 囘 點檢 し， 腐敗の * 實を 取^き、 爾後^ 松 



す < き も 

れ ば 貯 M 中 

ければ 筏 袋 



の 遮 斷を行 ふに あり。 岡 

面に^ 紙 を 二 三蜇 張りた 

1 乾 燥せ る 屋内に 於 

ち貯藏 器に 收む。 貯藏器 

二重の 签を 有し *セ ィ ロウ 

個竝 列し S き、 扳 の 合せ H 

箱 千 六 百個內 外， 百 六 十 S 

し め. 翌春 三 月に 至る ま で 

に 應じ販 お する もの とす。 



第 十六 S 貯^ & 一三 S 



m 件 > 



論 各 藝囿榭 菜驗箕 




第 十六 a 貯 法 ニー M< 

新潟縣 又は. E 形 i! 地方に 於て は 特に 梨貯藏 川の 食 庵 を設 くる 若 あり、 是等は 最も 進歩せ る 方 

法に て 六^ 乃至 七 坪 半 【位の 長方形の 土藏 にして、 二階^の 物 は 上部 は ^通の 物^と して 利 川 



特に 倉^^ 設けれ ろの 狀 




(乙) 內 部 



(甲) 外 部 



位の 處に^ を設 け、 ぬ 初 に 

め き， 無 の 物 を 撰 み、 大 中小に tl 別し て 下 底に 鉋^の 如き もの を 布 き， 小 栗 を 上. M 

敷 として ニー 一； 列 重 ね. 其 上に 良^ を 下，：！： となして 層々 相 重 ね. 次 第に 前 而の篏 板 を 增 しつ 



せられ、 下部 は貯藏 川に 充 て， 平 家^の 物 

は 第 六十 五 圆 の 如く； 大 井な く， 何 れも周 

囿は 厚き 壁 を繞ら し. €： 部 は 板張りに す 

か、 コ ンクリ ー トを 以て 全部^ り、 窓 戶 

前後に ニケ 處を設 け、 開 閉を. 在 な ら 

め、 下 is に 通風 口 を 設 け. 下 ® も コンク 

—トに し. 床 は五寸 位の 土 S を き、. M 

板 を 張 り， 貯 藏 すべ き 部分の みに 設け， 

路は 卜-ほと して 床を設 くる こと な く 

迚 風口よ り，^ 入す る空氣 は. H .E に 迗 

す る が 如く 装 S し、 土 臺 上 三 尺 ra: 方に 滞 

柱 を 立 て， 床 上篏 板を繞 らして 篏： め 外 し 

共に 便なら し め、 中 央 卽 ち .：：i さ 三尺 fq- 寸 

兩 側の 板を筱 

な し， 下 



梨 



m ~ tr, 



•e: 部に 充 し • 三 尺 五寸に 至り 階^ を 渡 し *更 に^ 设 ぬる こと 二 尺 だ寸內 外、 下 ^より 七 尺 位に 

至りて 止-むな り。 ^初 は菰の 如き もの を 被 ひ， 二 ヶ月 後に 板莶と 取換 ふるな り。 此桝の 一 ：i さ 

は 崩^に 於て 七 K 、中央部に 於て 八 尺 位 を ^通と す。 此ー 桝の貯 if 量 約 二百^ 乃至 二百 五十 

は を とす。 第 六十 五 11 の 如く 幅 二 問 奥行 三閗六 坪の 貯藏 庫に ありて は 十七 桝 三千 四： c 

K 乃至 四千 二百 E 十 莨 を貯藏 する を 得るな り。 又 同地 方に て は縱^ と稱 して 幅 七 八 寸の杉 

又は 松材を 以て 方 三尺の 箱 數個を 作 り、 順 次 重 積して 高さ 五六 尺に 至らし むる もの も あり。 

是等 梨果の 貯蔵 は 小形の 容器より 成 可く 大形なる もの を 撰び、 貯藏^ 時 は筌氣 の 流入 を 計り、 

表面に 附着す る 部分 を發 散せ しむべき も • 爾後 通風、 口 も 成 可く 密閉し， 空氣の 流入 を杜絕 せし 

む ベ く， 室 內の 溫氣多 く果 面に 露滴 を 生す る 事 多ければ 窓 戶を開 き. 新 陴 代謝 を 計るべし。 

室 內 乾燥に 過ぐ る 時 は 果面皺 縮 し， 水 分 を 減少す る を 以て 乾燥に 失せざる 樣心掛 くる こと 必 

要な り。 貯^に 際して は 無傷の もの を 撰 ぶ べき は 勿 論 な る も， 見 殘 しも 多 けれ は 貯蔵 一 ヶ月 

後に 一 囘點檢 し， 爾後 三月 下旬 迄 其 儘に し 四月に 至り ^月 一 ニ囘 位點檢 )、腐 败の徵 候 ある も 

のより 順次 販 赍 する を 可とす。 斯の 如き 方法 を 以てせば 今 村 秋 は 四， 五 月 迄 • 早 生 赤 は 五， 六 月 

迄， 晚 三 吉 .大 古 河. 赤 龍の 如き は 六 七月 迄 貯藏 する を 得。 其 腐 败步合 は 四月^ 迄 は 一 釗 五分^: 

外， 六， 七月 頃 迄 は 二割 乃至 二割 五分 位と 兌て 大差な きが 如し。 



第 十， 章 貯 ほ 法 ニー 一七 



論 各 藝園樹 杲驗梵 



第一 節 病害 ニー 1< 

第 十七 章 病蟲害 

果樹 類 中 梨 は 開花より 成 熱 迄 比較的 長期なる と， 其 果實は 柔軟 多 【漿 甘； 味； に 富 める と， 樹皮 枝葉 

の 多肉 柔軟なる とに よ り， 常 に 病蟲の 襲ふ處 とな り， 細 心 豫防驅 除に 注意せ ざれば 豫 期の 效果 

を收 むる こと： 能 はざる なり。 從^ 栽培 者の 失敗せ る 原因 を 尋ねる に 其 十 中の 七 八 迄 は病蟲 

害に 對 する 努力 不充分な るより 來れ るが 如し。 而 して 是 等の 病 蟲害は 年を逐 ふて 增加 し， 果 

實を 害する も の， 枝 幹 を 害する も の， 葉 或は 花 を 害する もの 等 其 種類 頗 る 多 く、 同 一 の害蟲 にて 

桃. 苹 果. 李 等 各種の 果樹 類に も 被害 を與 ふるもの 少なから ざれば 其 最も 主なる ものに 就きて 

形態. 經過. 發 生の 一 斑と 驅除豫 防の 大要 を 記述 せん。 

第一 節 病 害 

一、 赤 星 病 

【病 徵】 此病は 本邦 到る 處に發 生 し. 被 害を逞 うする ものにし て、 其 範園 最も 廣 きものな り。 

此 病の 發生は 四月 下旬 乃至 五月； 上句 頃に して、 初め 一 梨の 嫩 葉に^ 黃 色の 小 斑 點を現 はし， 時日 

を經 るに 從 ひて 次第に 擄大 し. 同時 L な 被害の 部分 は 厚さ を增 し， 其 內の 微細なる 粒點 突起し、 斑 

紋の 裏面 も 同時に 膨大して 灰白色 を： 帶 ベ る 鬚 狀の子 腔： と稱； する 數 多の 小突 起 物 を 生す るに 

至る。 此物は 次第に 生長して 長さ 一分 五厘內 外と なり、 一種の 房 狀を呈 す。 熱する に從 ひ、 其 



お J 



お 




1 、 杜 松-」 發 生ぜろ 冬 胞子 堆 

二、 ビヤ クシ ンに發 生 ゼろ冬 胞子 堆內 水分^ 得て 膨 

脹 ^ ろ もの - 

11 一、 冬 胞子 

四、 同上の 發芽 したろ もの 

五、 冬 胞子 發芽 して 前菌絲 (ィ) ^出し 小生 子 

發 生し.；： ろ もの 

六， 小生 子 及 其^ 芽せ ろ もの 



1 、 梨の 柒の 裏面-」 锈子 腔^ 生 ビ ろ. 

二、 同上の 部分 ^接^せろ もの 

三、 銹 胞子 

四、 同上發 芽 V ろ もの 

五、 雄 情 器 

六、 铋靖器 中の， M: 寸 



上部 は 縱に裂 け. 無 數 の淡褐 なる 胞子 飛散す るに 至るべし。 被^ 鲑少 なる もの は 一菜 一 二 倔 

に 止まる も 多き もの は 十数 個に 至 り、 遂 ひに は 葉 を 落して 生育 を 害 し，^: だしき もの は 枯死せ 

しむろ に 至る。 || り 葉に 止まら す、 果 實嫩梢 等に も 同樣の 被害 を與 ふるものな り。 

ほ 十七 S3 病 S 害 一 三 九 



論 各 藝圜樹 菜驗究 



第 1 節 IS 害 一 0C 

【f 1^1 此病 はつ チ ムノス.. K ラ ンギ ュ I ム- ジャ. ネ 二 力 ム」 と稱 する 菌類の 寄生より 牛 一 卞 る 

ものにし て、 此 菌は 異種^ 生と 稱 してお 一 世代 中 寄生 主 を 異にする ものな り。 其^ • 面より 飛 

% する 銹泡子 は 梨の^に 振り か 、 る も 直ちに 寄生す る 力なく、 必す杜 松 (ム ロネ ズ ミサ シ)^ は 

「ビ ャ ク シ ン」 の 類に 寄 牛； して 冬 胞子 を 生 じ、 春 に 至て 之より 小生 子と 稱 する 一 種の 胞子 を 生す" 

此 小^子が 梨に 寄生して 赤 星 病を發 生す るな り。 今ビ ャ ク シ ン 類に 寄生せ る 冬 胞子 は 二月 

中旬 頃に 其莖葉 部に 褐色 をせ る 胞子の 塊が、 僅かに 現れて 次第に 膨大し， 四月 上 中句に 至" 充 

分 完熟す るに 至る。 冬 胞子 は橙黃 赤色 をな せる 紡錘 狀 にて 中に 一 の 隔膜 あ"、 長き 檐子梗 を 

備へ 、# 雨の^ め 水分 を吸收 する に 至れば 甚だしく 膨れて 寒天と なりて 菌絲を 生 じ， 其 先端よ 

り 小^ず と稱 する 胞子が 飛散す るに 至る。 當時梨 は^も 新 葉の 展開せ る 時なる を以 て、 飛 散 

せる 小生 子 は 之に 附 若し 四 五 時 問の 後、 發 芽して 葉の 内部に^ 入し、 十數日 を^て 始めて お に 

橙黃 色の 斑 點を現 はすに 至るな り。 

ビ ャ ク シ ン 類に 寄生せ る 冬 胞子 は 四月 上 中旬 頃に 至る も 降雨に 遇 は ざれば 小^ チの發 ^少 

な く、：^ つて^に 對 しても 被害な きも 一 度 降雨に 遇へば 盛んに 小生 子を發 生して^ 樹に 附着 

する ものに て、：^ 傳播は 降雨 中 若く は 雨後 尙ほ 空氣の 浸潤なる 間に 於て 行 はるべき を以 て， 降 

p: と 赤 星^と は Eg も 深き 關係を 有する ものな り。 

SL 豫 防 法】 

7, 附 近 に ^する 杜！ 松-ビ ャ ク シ ン類を 伐採して K 根 股 を 除去す ベ し。 

「「一一 斗 五 升 乃至 三 斗 式 石灰 ボ ルド ゥ液を ^花 前 (3 月 上旬) より 發芽後 五月 上旬まで^ 間 一 一一 



梨 



J^n " お' 



ra:^ 成^-く 降雨 を摞 if として 一 週間 位 を 隔て 、 散布す ベ し。 五月 中旬に 至り^ ^稍.. 大 

となる ボ ル ドウ 液 を 散布す る 時 は.往 々* 貪に 斑點を 牛； する こと あれ ば ，〇• 二 皮. s: 外の 

石灰 硫黄 合劑を 以て 代 川す る も妨け ざ る が 如 し。 

づ 、被^ 輕 小なる 揚合は 其 完熟せ ざる 以前に 被害 部を垴 斷燒棄 すべし。 

二、 黒星 病 (黑斑 病) 

名 venlum, ririun. Cooke. 

【病 徵】 木 病 は 赤 星 病の 如く 注意 を惹 かざる も * 一 度發生 すれば 軀 除法 困^に してお おに^ 

减し能 はざる ものにし て、 心 ある 栽お = 家の 最も 苦 心 す る處 なり。 お徴 は^の 新 捎桌 梗 * 0.0 

柄. 巾 肋 菜. 此 等の 各部に 發牛； し， 被害 當時は 喑黑& にして 恰も 煤煙の 附着した るが 如き 不正 形 

の 斑紋 を 牛； じ， 熱 する に從 ひて 其、 色 濃^と な り、 虱 雨の 爲に 直ちに 飛散し 易き 狀 態となる。 

痫の 初期 は閗 花より， 脸笫 の^ 期に して 不明なる も、 落 花 後 果實の S 大 となりた る 頃に は 明ら 

かに K 發 生を認 むる に 至るな り。 爾後 秋季に 至る まで 天候の 如何により 連續 して 傳愤 する 

ものにし て桌 實の 幼少なる 時 は-中途 にして 萎 凋落 下す ベ き も. 直 徑 一 寸內 外に 發 宵した る 後 

にあり て は. 落 下す る ことなく 栗實は 不正と な り， 多 く は 下 底 部に 龜裂を 生 じ. 組 織 著しく 硬化 

して 殆んど 食 川に 供せられ ざるに 至る。 又た 葉 柄. 葉 脉等 或は 葉身 等に 寄生せ る もの は 漸^ 

淡綠 色と な り， 枯 洇脫 落す るに 至るな り。 

【病原】 菌類の 寄生に よりて 起る ものにして K 病 斑 部に は s 単細胞 紡錘 狀を なせろ 黃祸 色の 

分 生 胞子が 無数 含有せられ， 其 被害 部の 組織 內には 外皮と 表皮 細胞の 中 問の 處に 菌絲が 蔓延 

3 十七 ％ 病 S ま IBM 



論 各 藝園樹 菜 驗赏 




第一 節 ^ # 

黑星病 







一四 二 



&成熟 抑 に 於け る 

幼 栗の 被 ^状況 

乙 

1 、 果實、 及び 蕖脈 

に资 病した ろ も 

の 

二、 病^ 部^ 横斷 

して 郭大 したる 

もの 

ィ > 擔子梗 

口 、 分 生 胞子 

一一 一、 分 生 胞子の 發 

芽せ ろ もの 



し 熟する に從 ひ、 噔褐 色の 嫿子梗 表皮 を 破りて 抽出し、 先端に 紡錘 狀 又は 卵 圆 形の 胞子 を 著 生 

し， 盛 んに 飛散 傅嵇 する ものにして 氣候濕 潤なる 啐は 特に 速やかなる なり。 本.； W は 赤 aJHK の 

如く 中 問 寄生 をな さ す、 烈 しく 濕氣を 得ば 直ちに 發芽 寄^す る もの なれ ば 其 病勢の 最も 猛 烈 

なる ものな り。 本 病菌 は 枯死 墜落せ る^ 葉 病^ 中に 子^ 殻 を ゆ； じ. 翌 春に 至れば 子锾 殻より 

胞子 を 生 じ、 發 芽 前 後 よ り 適宜の 濕 氣を 得て 發芽 侵入す る もの な り。 

【豫防 法〕 



編 一 第 



I. 發^ せし お^^ 菜 は 胞子の 成熟せ ざる 前に 採收 して 燒棄 する こと 3 

二， 石灰 ボ ルド ゥ液は 本お に對 しても 奏 效確實 なれば 二 斗 五 升 式の もの を 催 芽 期， 卽ち 三月 

中旬 一 囘， 開花 數 B 前 一 囘 撒^し， 落花 後 二 三囘三 斗式ボ ルド ゥ液 を發 病の 狀況に 鑑み 撒 

布す ベ し。 催 芽 期 及び 落花 後 某實の 稍.. 大 となる^に 撒布す ベ きもの は. 石灰 硫黄 合劑 〇• 

三度^ (S 花 前 は 三度 乃至 五-度 介殻 蟲の驅 ^を 兼ねて) を 撒^す る も冇效 なり。 

三， 秋季 落 粱は成 可く 丁寧に 集めて 之 を燒棄 し "圃 裼を淸 潔に すべ し。 

四， 被 害^: だしき 枝 幹 は 冬季 努めて 被害 部 を 削り 去るべし。 

三、 腐爛 病 

學 名 IJ: 一 cilhis amvlovonls £>o Toiii, 

此. M は 梨 及び 苹果を 害する 最も 恐るべき ものにし てお り 花 或は 新捎を 害する のみなら す. 大 

な る 枝 梢. 樹 幹 をも篛 ひて 遂 ひに は 枯死せ しむる ものな り。 曰 木^ は 被^ 比較的 少なき も. 洋 

罘苹 おは 殊に 害され 易 く. 外 國にて は 】-cal- Blight 又 Fire Bl€lt と稱 して 栽：^ 家の 恐る 、病害 

に し て、 本 邦に 於て は 北^道の 洋梨 を 襲 ひ， 殆んど 全 減に 歸 せしめし 實例 S 存 すれば 將來大 に 

注 窓 を耍す V きもの な り J -. 

本 病の 被害 は 梨の 品種 及び 時期 等に より 發 病に 多少の 變化 あるが 如 く. 或 時 は眾に 花の み を 

^し. 或は 新 梢の みを篛 ひ、 又 大 なる 枝 幹に 傳染 して 次第に 黑 色に 愛 じ. 樹 皮 水泡 狀に 膨れて^ 

然 限界が 生す るに 至るな り。 本 病 は 主に 春季より 盛 S の！^ に^^ 繁 M し. 被 害 部の 周 園 は 水 

泡狀に 膨 大 し，^ 阖は 次第に 硬化 し. 內 部に は 粘液 を 含む も. 乾 燥 すれば 其 部分 凹陷 し. 初 め は 指 

BX 十七 S ^gs 三 
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梨の 腐 脚 病 



八 



一 四 四 

頭大 なる も 漸次 擴 大して. 全面に 及 

び， 爲 に 樹皮 黑 色に 變じ て、 枯 死す る 

に 至る。 葉 は離脫 する ことな く， 黑 

褐色に 變 じたる 儘 枝 梢に 固^して 

恰も 火に^ けた るが 如き 狀を呈 す 

る に 至 る。 

【病原 1 一種の 細菌の 寄生に より 

て 起ら ものにして. 此 細菌 は 卵形の 

1 なる ものと ニ筒聯 結す る もの 

と ある。 春， 夏 は 勿論 秋季に 於ても 

尙 ほ播殖 を襤 續 し， 被 害 部の 周綠に 

於て 越冬 し. 春暧 の 候と なり 樹液の 

活 働を始 むる 候に なりて 繁殖 を始 むる ものな り。 此 細菌 は 粘着性 强き爲 め， 空 中に 飛散す る 

力なき も昆蟲 及び 器具 類に 附着して 傅播 する ものな り。 

【豫防 法】 

I , 發病部 は 其 初期に 於て 速 かに 鋭利の 小刀な どを以 て 削り取り， 濃^な る ボル ドウ 液 若く 

は 千倍の 界汞水 を 塗抹 し. お 上に 白べ ンキ 又は nl ルタ ー ルを 塗抹すべし。 

二、 削 取りた ろ 被^ 部 は 取纏め 燒棄 し. 之れ に 使用せ る 器具 は 毒すべし レ 




梨 



編一 笫 



三. 冬 ゃ枝拊 の^ 滌劑と して 石灰 硫荧. ？ 1 又は 濃 K: 石灰 ボ ル ド ゥ 液を撤 おす ベ し。 

花 及び 新 梢の 被お を爻 けたる もの は 直ちに 垴斷 若く は 剪定して 傅播を 防止すべし。 

四、 輪紋病 (苦 腐 病. 晚腐 病) 

名 (二， ミー crcila r;lf,mac 一二 aus fnerk) spl-llkl ct. SL.hn.-nk. 



本^ は 未だ 注意 を惹 くに 至らざる も 其 被 

梨の 果赏 被お の^ 洋 I 



第 

J、 

十 

九 




防 法の 案出せられ たる を閗 かす。 

防な 兼ねて 開花 前後に 於て 二三 囘 撒布す 

芘 十七！！ 4 病 _a § 



猛烈に して 將來 恐るべき 病害な り。 日 木^より 

に 苹果に 甚だし く. 發 病の 時期 は 八 九月の 候に し 

の 略 ぼ 成熟に 達せる 頃よ り； 现 はる 、 ものな り。 

實に 寄生して 組織 を 柔らか にし、 被害 部 は 褐色に 

次第に 擴大 し. 周 圓輪紋 狀を呈 し、 柔 軟腐败 する に 

病 斑の 小なる もの は直徑 二三 分に.^ まる も大な 

は 六 七 分より 二 寸內 外に 達し、 一 個の 果： 實 に 二 三 

は 五六 ケ處に 及ぶ もの あり。 

の 中央部 は 少しく 凹 み、 肉 色の 小 點數條 に 輪 列し 

を； 漏 出 し， 熟 する に從 ひ小點 より 胞子 飛散し； て 健 

附着す る 時 は 再び 發 芽して 本 病 を 起すな り。 本 

病の 遲 きと 果實 のみなる を 以て 未-た 完全なる 豫 

斗 五 升 乃至 三 斗式ボ ル ドウ 液 を 赤 星. 黑星 病の 豫 

きこと。 袋 掛け を 行 ひ， 胞 子の 接觸を 防止す る こ 

1 B! 五 



論 各藝圜 樹^ 驗资 



^二 is ms 害 1 四 六 

と" 及び 被害^ は 胞子の 飛散せ ざる 以前に 取檠 めて 窥棄 する が 如き は 最も 有效 なる 手段な 

り o 

五、 褐斑病 

此病は 梨の 菜 上に 寄生して 被害 を與 ふるもの にして、 普通 展葉 後數日 目卽ち 五月 中句 頃に 至 

り ^ 色の 圓 形なる 小 斑紋 を 生じて 次第に 擄大 し. 直 徑ニ 三分と な り. 周 緣は 褐色なる も 中央部 

は 灰白色に 變 じ. 直 ちに 破壊 せら れ、 初 め は 一 葉 中二 三 個に 止まる も 次第に 多き を 加へ、^ 中 三 

四十 個に 達 し. C 然數個 相 速り て 大さを 加 へ 遂に は 落 蒸す るに 至る。 本 病 は 日本 梨に 多 く. 洋 

梨に は 比較的 少 な く、 被 害の 最も 盛んなる は 梅雨期に して 土質 肥 沃、 排 水 不良なる 處に 於て 最 

も 盛んな り。 

S 防 法】 

一 ， 發 芽の 前後 に 二， 三囘三 斗式ボ ル ド ゥ液を 撒布す ベ し。 

二 • 土地の 排水 を 行 ふと 同時に 夏季の 剪定 を 行 ひ， 徒 長お を 除き， 空氣の 流通 を 計 かるべし， - 

三， 施肥の 方法に 注意して 成 可く 燐酸 加里 肥料 を 併 川すべし。 

四， 常に 圃揚を 巡り. 被害 葉 を 集めて 嬈棄 すべし。 』 

第二 節 蟲 害 

一、 蚜蟲 (あぶらむし) 
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半翅目 蚜姦 « 

枒蟲 ^獨 り^に 限らす 凡ての 果伊 類に 大害を 及ぼす ものな り。 而 して 其種狰 も 頗る 多 く、 M 

^こ 寄 牛； する もの は 「み どり あ ぶ ら む し」 (Lachn 一 is £ と稱 して 大形 G 種類な り。 



【形態】 成蟲 は冇翅 及び 無翅の 二種 あり、 幼蟲 と共に 葉 

又. 新 梢嫩 芽に も 寄生 し、 養 液 を吸收 して 大害 を與 ふる も 

帶 び， 前翅 は大 にし て， 透 明， 翅脉は 淡褐色 を帶 び、 後 翅は著 

梨の 蚜蟲 



I • 藝の 

狀 

二、 有翅の 

成蟲 

ミ， 無翅の 

成蟲 

四、 幼蟲 




第 十七 sf 病 S 害 



裏の 主 脉に添 ふて 列 をな して 着 生す。 

のな り。 有 翅の成 蟲は體 色 淡 綠色を 

しく 小な り。 體形 紡錘形に して 股 部 

の 中央 最も 膨大し， 腹狞に 二 本の 排 

蜜 管 を 具へ， 體長 一 分 二三 厘な り。 

幼蟲は 有翅の もの は 翅痕を 有する 

も. 無 翅の成 蟲は之 を 有する ことな 

く、 體 軀 細長に して 成蟲に 比し 著し 

く 小形なる 外 著しき 差な し。 

【經 過】 果樹 類に 被害 を與 ふる も 

の は 多く は 卵 態に て 越冬す る も， 時 

に 幼蟲の 態に て 越冬す る もの あり， 

翌春 發芽當 時に 發 生し， 爾後 秋季 ま 

で 十數囘 雄な くして ロハ だ 有翅 及び 

無翅の 雌の みに て 胎生 蕃殖 を 行 ひ， 

一 E 七 



論 各 藝園樹 ^驗 Vi 



第二 K a 害 



幼 蟲は脫 皮して 成蟲 とな り、 晚 秋に 至って 有 翅の雄 を 生じて 交尾 產 卵す 

にして 長さ 三 四 M, 初 めは綠 色なる も 次第に 黑色 に變 する 力. K し 

【豫 防驅 除法】 



る 



なり。 卵 は 楕圓形 



i, 蚜蟲の 蕃殖 は 果樹の 種 類. 樹： 勢 其 他 外界の 

健み」 針 か り、 空 氣の 流通 を 良好なら しむべ 

一 r 幼蟲 發先當 時 未だ 蔓延せ ざ， る： に ， 先 ち、 被 害 

三， 石油 乳劑 二三 十倍 液 若く は 除 蟲菊加 川 石 

ra, ^. 蟲 菊 石鹼合 劑. 石 鹼水. 煙草 ヱ キス ^ 他 販 

ば 其、 使 川 法の 便 不便と 惯 格の 如何 を 考究 

五， 靑酸 瓦斯 燻 蒸 を 行 ふ も 亦 冇效な り。 

一一 軍^ HI き 

半翅目 軍配 蟲科 學名 

^に^ 生して 害 を 及ばす のみなら す. 苹 杲 及び 山 

害を與 ふるもの なり。 被害 椠は爲 に 褪色して 褐 

點を現 は レ、 遂に 黄褐色に 變 じ， 甚 だしき もの は 落 

〔形 能 成 蟲は體 長 一分 ニ厘內 外にして， 體軀扁 

しく 發 達しお 左右 兩 側より 半圓 形の 翼 狀の游 板 

翅は 方形に して 薄く， 透明 網狀 の翅脉 をお し， 拾 も 



事情に より-^ S 

く、 しぶく へ し 

嫩葉 又は 新 梢 を 

讪孔劑 五六 十 化ぶ 

赍驅蟲 劑は蚜 蟲 

し 旅 憤に して 簡 



著しき 差 あれば 樹 勢の 强 



の も 

-ク n 

o 力 

K "よ 



林^; 園 樹木 等に も^ 生 

色に 變 じ、 表 面より 兄る 

葉す るに 至る。 

平. 喑 褐^-にして 短で^ 

を 出し 其苻 面に は 帽 

^配の 如き 形 を 偏へ R 



し o 

灌注 すべ しひ 

體 蟲に は冇效 なれ 

の を 用 ふべ し。 



て .卷 液 を 吸 收 し， 加 

は 無數の 白色 小 斑 

し. 脚 は 細 く "前 胸 著 

狀の 突起 あり。 前 

を 以て， 此名を 得 た 



55 



？ S5 — ?P 




十 




& が 如し、 卵 は 約 二 厘 內外椅 II 形に 

して 褐色 を帶 び. 卵殻に 趣 S- 形の 模 

樣 あり。 棻 皮下に 產 卵せられ， 一端 

彎^して 表皮の 外 面に 突出し， 其 周 

圜は喑 褐色の 分泌物 を 以て 被 は る" 

幼 蟲の辧 化當ゅ は 微小なる も、^ 冇 

する に從 ひて 祸 色の 斑點 ケ顯 はす 

に 至る。 充分 老熟して 長さ 七 八 歴 

形狀楕 圓、 兩 端 稍-細 ま り、 頭 胸 腹 及 び 

翅 鞘に 喑黑 の斑點 あり。 

【n 過】 此 お： 蟲の發 牛； は 

にして、 一 年 三， 四 囘位發 生 

に 活動 を始 め、 五 月下 旬 第 一 囘の產 卵 

幼蟲 となり。 七月 上^に 成蟲 となる 

卵 期 は^ 十五 六日に して 幼 蟲期は 十 



一 、 被害の 

狀 

二， 成蟲 

ョ-. 幼蟲 

四、 卵 



く 冬 は成蟲 の冇樣 にて 越年し、 翌春 發 芽と 同時 

卵 は 一 ケ處に 數十個 を 牛： み、 六月 中句 孵化して 

1 囘發 生して 十月 上旬 W び成蟲 となる が 如く 

る も K 際の 發生 は颇る 不同に し て， 秋 季落葉 前に 至る まで 絕 えす 幼 蟲成蟲 の 混在す 

る な り 3 

【驅 除 法】 

K 十. _ss»s - S 



颇る 不同 

する 力 如 

をな す。 

リ 更らに 

七 八日な 

るを認 む 



論 各藝^ 樹 枭驗梵 



ほ. 二 節 a 害 一 五 

i, 冬季 成 蟲の狀 態に て 落葉 草叢 中に 潜伏し 居る を 以て， m 樹 園の 淸潔を 圆 り、 周 図の 雜草 

落橥^ を 集めて 燒棄 すべ し" 

二， 石油 乳劑に 十五 倍 液 出 來 はれば 除 蟲菊加 川 石 讪乳劑 の 二十 五^ 液 若く は 三十^ 液 を 

幼蟲の 時代に 二三 囘撤 布すべし。 

- 一、 夏 季 剪 定 を 適宜 行 ひ 空氣の 流通 日光の 透 射 を圆る ベ し。 

=1、 木蝨 (きじら み。 なし じらみ) 

半翅目 木蝨科 ^名 ！\vlla pids 一 iga rGl.st. 

此害蟲 は 春季 五六 月の 候 其 幼 蟲が果 枝栗梗 及び 嫩 葉に 群； 生し， 養 液 を 吸収して^ を 加 ふる も 

のな り。 新 梢^^ は 爲に萎 凋 し. 遂 に 落下す るに 至 る： 恐 るべき 卞： 蟲の 一 なり。 

【形態】 成 蟲は體 長 一 分 三 厘內外 赤褐色 若く は喑 褐色 を呈 し. 胸脊部 能く 發 達して 四 條の黃 

色縱線 あり。 翅は大 にして 透 明！ 翅 脉 褐色な り、 卵 は 長 楕圓形 に し！ て 淡黃綠 色なる も 次第に 黃 

變 し、 一 端に 赤色の 眼 を 現出す。 長さ 一 厘 二 毛 内外 極小な り。 幼蟲は 扁平 楕圓 にして 淡黄色 

を 呈 し. 老 熱 せ. ば短椅 圓 形と なり 色 淡 黃 綠 色： に して 叫暸 なる 黑 色の 斑紋 を 牛； じ， 胸 側に は 二 個 

の重疊 せる 翅痕 あり。 股 部の 後ネ部 は喑黑 にして 體長 一 分 2： 外な り。 

【經 過】 年 一 冏 の發 牛： にして 冬季 は 成蟲を n てお^ 雜草 間に 潜伏 越冬 し.？ ヒぉ な る處 にて は 

三月 上句より 現 s し. 梨 の 新芽 開發と 同時に 產 卵す。 幼蟲は 四月 上 中旬に 孵化 し. 五 月頃 成蟲 

i な り、 其 儘 草 装 問に 潜伏して 越冬す る ものにし て， 被 害 を 及ぼす は幼蟲 期な り、 幼 蟲は 始め 嫩 

^花 蕾に 槳合 し、 前 述の 如く 害 を 加 ふる 外 尾 端より 甘 液な 分泌して 樹面を 不潔に し、 煤 ^ み 



編一 第 



第 

二 




二、 幼蟲 

(第 I m 

nr 幼蟲 

(第二 截) 

四、 S 

五、 梨 芽に 

産卵の 状 



誘致して s^ii せしめ 更 に 被^ を 多 からしむ る な り 

S 除法】 

一. 此^ 蟲は 充分 發育す 

る 抵抗力 も强 く、 除蟲 

充分な り。 故に 成 可 

五， 倍^ 蟲菊加 川石讪 

强ょき 喷霧ロ をお す 

す o 

二. お： S も 簡便に して 經 

煙草 粉末み-被害 部に 

接 觸部は 大抵 死滅す 

一二. 被害 甚だ しき 時は靑 

は 一 千 立方 尺に 對し 



る 時 は 性頑强 にして^ 劑に 封す 

菊 合 劑， 石 鹼合劑 の 如き は 效カ不 

く 幼蟲發 生の 時期に 石讪^ 劑十 

乳劑の 二十 佶 乃至 二十 五倍 液 を 

5. ネ ン ブを 以て 灌注 する を 可と 



濟 的なる は 朝露の 乾か ざ 

^りかくる にあり。 然る 

るに 至る。 

酸 瓦斯の 燻蒸 を 行 ふ ベ し 

青酸 加里 百 冗. 燻 蒸 時間 十 



る 中に 

$ i 其 

此際 

分 乃至 



十五 分 を 適度と す。 

ほし け むレ 

四、 星 ！s 铋 

鳞 翅目 お 蛾 科 學名 一三 一-二. リ 一- -.1 f. 

梨の 外に 苹^ にも 加害 を與ふ る ものにし て 「り んご すかし く ろ は」. 梨 の 葉棬蟲 「まん ぢ 5 

も 云 ひて. 早春 發芽 と共に 出で、 心 葉 を 左右より 合せて 其 中に ありて 葉 肉 を 喰 害し， 早き 

W 十七 scslew 一 五一 



V し J と 

もの は 
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芽^ 嫩 ^ を し、 之 を is 死せ しむる ものにして 到る 處發 生して 被害 を 及 ほす ものな り * 



【形態) 成蟲は 小形の 蛾に して 體長 三分， 翅の 

翅は 膜質に して 喑黑色 半 透 なり。 翅綠は 一 

i し *^ むし 



て 幼 

- - 卷 



開 張 八 九 分、 頭 部 及び 體軀 は黑色 を帶 び、 前 後 兩 

脣濃色 後翅は 前翅に 比し. 稍 小. -に して 三角形な 

り。 卵 は 球形に して 淡黄色なる も 次 

笫 に 紫 色 を 帶 び、 #:= 通 葉 裏に 五六 十 乃 

至 二百 泣 を 一 纏めえ して 產卵 せらろ。 

幼 蟲は體 長 六 七 分 頭 は濃裼 色， 網 は 灰 

黄色に して 背線黑 色 • 各 關 節の 背 線 及 

び亞背 線に 各 一 個の 斑點ぁ り、 氣 門 は 

少しく 赤色 を帶 び. 金 體に 灰，：：： の 短毛 

寄生す。 蛹 は黃. H 色に し， て椠綠 を 引 

て せ、 巧 みに 綴り，：：： 色の^ き 繭 を り 

を 蛹化す。 

【經 過】 此蟲は 一年 一 囘の發 ^にし 

蟲您 にて 越年し、 S 月 上旬 顷に 蟄伏 所より S て 新芽に 哈 入し， 漸次 嫩椠に 移り 力 シ ハ 餅狀 

き 食^して^ 月下^ 乃 至 六月 上旬に 至れば^ 內に 蛹化 し， 六 月 中 下旬に 至り 成蟲 となり 

す。 卵 は 十 He 外にて 孵化し， 始めは 一 所に 群蕖 すれ ども 浙次 四方に 散亂 して 更に 加茗 




ま I 

を^う し. 八月 下旬より 老樹の 皮下に 薄き 繭み-^ りて 越冬 S 春 出で、 更に 蝕 害 を始 むる も^ 



梨 
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二. 

三 * 

四- 



な りひ 

【驅 除法】 

1 , 冬季 老 皮を剝 りお 潜 所 を 見出して 之を溃 殺すべし。 

被害 葉 は 容易に 見出す ベければ 是を 集めて 燒棄 すべし。 

發 芽より 展葉 後に 一 ニ囘 毒劑を 散布すべし。 

成蟲は ffi 間 出で、 飛翊 する も 性 不活潑 なれば 容易に 柿 殺す る を^べし。 又 卵 塊 も 注 

怠せば 發見 容易 な る を 以て 之 を 採集 燒棄 すべ し。 

五、 梨 葉捲蟲 

鳞翅目 葉 接蟲族 學名 Rhodophaea, hollandella, Bag, 

此害蟲 は 梨の 新 葉の 數枚を 捲き 其 中に 硬き 巢を 造りて 潜みながら 時々 出で 

にして 到る 處認 むべ きも 大害を 及ぼす ものに あ 

【形態】 -成蟲 は體長 三分 內外， 翅の開 張 六 七 分 

色の 地に 灰色 を 混 じ、 後 緣に 赤褐色の 斑紋 中央に 

斑紋と 灰白色の 波狀 線と あり。 外 綠の緣 毛 は 三 

後 翅は喑 色を帶 び、 胸部 背面 は 赤褐色 腹部 灰色 を呈 せり。 幼蟲は 

S さ 六 分 赤褐色に し て 稍.. 紫 色を呈 し. 黃 褐細綠 なる 粗 毛 を 生 す。 

蛹 は 長. さ 三分 内外 赤褐色な り。 

【涇 過】 一 年 一 囘の發 生に して 幼 蟲の狀 態に て 越年し， 早春 新芽 



なしの はまき 蟲 2- 




も^す る もの 

らざる な り。 

達 し、 前 翅は黑 お 

濃 赤褐色の 長き 

重に 重なれり。 
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を 捲き 數頭 にて 葉 を 纏めて 巢 とな し. 其 內に蟄 して 喰 害 し、 其 儘， 蛹 化す。 七月 上旬に 成蟲 とな 

り、 葉 裏に 產卵 する もの ， 如 く、 越 冬の 際 は 樹皮の 1 を 纏めて 環狀の m を 造 り、 六 七 頭 宛 築 合 牛； 

活す。 . 

【驅 除法】 

一 、 幼蟲 蛹北ハ に稍大 にして 必す 五六 頭 集合し * 一 っ巢 中に 生活す らもの なれば 枯葉の 集合 

せろ もの を 見出 し， 之 を 柿 殺す る を 宜しと す。 

六、 天幕 蛄蟖 (てんま < はむし。 5 めけ むし) 

,翅 目 毛 置 蛾 族 名 Malac.a.osa (cliciosmls.) neustria, L. 

此害蟲 は幼蟲 時代に 新芽 嫩葉を 喰 害する ものにして、 一 ケ處に 多 數集圑 して 天幕の 如き 巢を 

張って 賓間は 群集し、 夜 閗 出で 喰 害を逞 うする ものにして 數 日間に 全 葉 を 喰 ひ^す こ と あり。 

【形態】 成 蟲は體 長 四 五分 乃至 六 分. 翅の 開^ 一寸 三 四 分. 雄 は體翅 共に 灰 黃 色 を 帶 び、 翅 に 赤 

褐色の 條線 ニ個斜 走す。 雌 蛾 は體翅 共に 黄褐色に して 前翅の 中央に 當る 部分に 濃 赤 一 褐色の 

廣條斜 走し. 其 周 圍黃色 をな せり。 雌雄 共に 綠毛は 赤褐色 をな し、 前 翅 幾分 黄色 をな せる 部分 

あり。 幼 蟲の老 熱せる もの は體 長ニ寸 餘. 背 面 淡 灰 藍色 をな し. 赤 褐色 をな せる 背 線 二 個 あり 

體側は 暗褐色 又は 赤褐色 をな し. 腹 部 は 喑色背 上に 稍" 大 なる 黑 色の 斑紋 二 個 ありて 黑毛を 生 

じ、 各 筘に存 する 疣狀 突起 物に は喑 色の 軟毛 簇生す。 蛹， は黃 粉と 體 毛と を 附着す る 繭の 中に 

あり。 卵 は 二百 粒 以上 一 處に產 付し， 膝 質の 粘液に て 被 はれ、 樹皮に 指環 狀に產 卵す。 灰白色 

なり 



梨 



【經 過】 一 ，不 一 囘の發 生に して 卵子の 狀慫 にて 越冬し. お 春 ral 五月の 候 孵化す。 ^ B 下 W 乃 

至 六月 上旬 蛹化 し. 同 下旬に 至りて 成蟲 となりて 產 卵す。 幼蟲は 孵化 後 多数 集合して 枝 叉 間 

に 於て 糸を卟 き， 天 ^狀 の巢を 造く る ものな り。 

【驅 除法】 

r 冬季 早春の 候 常に 栗 樹阅を 見廻り て 指環 狀を なせる 卵 塊 を採收 して^ 殺すべし。 

ir 幼 蟲は天 慕 樣の巢 を 張り， 日中 は 其 €： に 集合し 居る を 以て 竹 端に 羅紗 布 を纆 ひ， 巢 と 北ハ 

に拷き 取る か、 又 は 石 汕を浸 たして 燒棄 すべ し。 

セ、 葉捲蟲 (なし はまき まだらめ いが。 くきた おし) 

鳞翅目 螟蛾 科 菜 捲 族 名 Cacaecb sp. Militi3 bifl.clla Hallsldella. 

此害蟲 は 早春 幼芽 花 蕾 を 喰して 加害す る ものにし て、 時 に 被^: 著しき こと あ り， 梨 に 限らす 苹 

果 にも 同 樣加^ を 及ぼす ものな り。 

【形態】 成 蟲は體 長 三分、 翅の開 張 九分， 前翅 は喑黃 褐色に して、 太き 横線 三條 あ"。 外綠と n 

底と 中央と に斜 走す る班紋 あり。 後 翅は喑 色を呈 して 前緣 灰色 外綠黃 色を帶 ぶ。 頭 胸部 は 

喑黃 褐色， 腹部 灰 黄色な り， 雄 は 尼 端に 毛 を 簇生す。 幼蟲は 長さ 八 分 褐色に して 稍" 紫色 を帶べ 

る もの 多き も區々 一 定せ す. 背 線 は濃褐 色. 全 體に赤 褐の疎 毛 を 生じて 頭の 中央に 縱條 あり。 

蛹 は. 圓 錘形に して 赤褐 包， 翅靴比 蛟的大 なり。 

【經 過】 平 一 囘の發 生に して 幼蟲憨 にて 越 冬 し. 早 春 新芽に 喰 入し， 葉の 展閒 と共に 數頭集 ま 

りて^ を 纏め 巢を 作りて 住す。 老熟 すれば 巢. 2： に 絲を吐 き、 蒲 繭 を 作りて 蛹化す。 七月 上 中 
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レ產 卵し 三 週間の 後 孵化して 葉 肉 を 喰 ひ 小なる 粗 繭 を 造りて 幼 蟲の儘 



旬成蟲 となりて、 棻 

越年す。 

【驅 除法】 

1, 早春 新芽の 開かん とする 以前より 亞吡酸 鉛 パリス グ 

劑 二十 倍 位 を 散お すべし。 

二 * 冬季 落葉 中 注意して 枯葉 內 

三， 開花 後 は巢を 蒐集して 燒棄 

梨の 二 星 菜棬蟲 



十 

五 



ン合劑 の 如き 脔劑 或は 石油 乳 



に 蟄伏せ る幼蟲 を燒棄 すべ 

す ベ し o 




1 ， 加害 浸 

二、 幼蟲 

三、 同 頭部 

四、 同 硬 戊 板 

五、 幼 蟲胴部 

(第五 瓚節) 

し、 、 m 

七、 成 逸 



主に 梨の 葉 

梨の 葉 を 二 

して 葉 を 喰 

【形態】 小 

喑灰 褐色， 前 

褐を呈 す。 體長 

外な り。 幼蟲は 



し- 



二 星 葉捲蟲 

鱗翅目 葉 捲 科 

34 名 Ancylis sel《 nana Gn. 

を 喰 害する ものにして 幼蟲は 

枚 重ねて 綴り 合せ， 其 間に 接^ 

害する ものな り。 

形の 蛾に して 頭部 は喑 褐. 腹部 

翅の翅 尖 は 釘狀に 彎曲し， 濃赭 

分 五 厘， 翅の開 張 四 分 e 

分 五厘內 外、 全 體 黃 M 色 



にして 氣 門は鈒 白色の^^ を： in す。 蛹 は 一 分 五厘內 外にして 紡錘形 を呈 し、 全體荧 褐色， 股^ 
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お の？； I 面に 赤褐 にして 小なる 櫛齒狀 凸起潢 列す。 尾 端に 数個の 釣狀刺 毛を冇 す。 

【經 過】 一^ 数 冏の發 生 を營 むが 如く 冬季 は幼蟲 態に て枯 m を 綴り、 其 内に 嵆伏 越冬し， 翌春 

rami- 句：！ 化し. 下旬に 至れば 成蟲 となりて 產 卵し. 五月 中 下旬に 至りて 幼蟲 となる が 如く、 其 

經過 未だ 分明なら す。 幼蟲は 性活潑 にして 之れ に觸 る、 時 は 直ちに 絲を 吐きて 垂下す る 性 

あり。 老^ すれば^ 繭 を 作りて 蛹化す。 

【驅 除法】 

1、 被卞： 葉を垴 除し 幼蟲 を燒棄 すべし。 

一 r 發生 多き 時 は^ 劑 散布 をな すべし。 

九、 梨 椿 象 

半翅目 椿 象 科 學 名 urocllera iutsvarla o に t. 

此害蟲 は^ 苹果の 新 梢に 群集し、 樹液 を吸收 して 枝 棺を萎 凋せ しむる ものにして. 成 蟲幼蟲 北、 

に 加害 を 及ばす ものな り。 

【形態】 成 蟲は體 長 四 五分、 長樁圓 にして 體の 上部 翅鞘 共に 喑 褐色 を 呈す。 翅底 及び 翅 尖に 

近き 部分に 二 個の 黄 綠紋を 裝ふ體 の 下 面 は 黄褐色な り 3 卵 は楕圓 にして 灸綠& ーケ 處こ钦 

十 粒 を^ 围し 膠質 を 以て 包まる. 幼蟲は 成蟲に 類似す るも翅 なく， 數囘脫 皮して 成^と なる。 

【經 過】 一 年 一 囘の發 生に して 冬季 は 卵 又は 幼蟲 にて 經 過し^ 年 七月 頃成蟲 となり. 樹液 を 

吸收 し， 約 一 ヶ月 を 經て卽 ち 八月に 至りて 交尾 產 卵す。 十月に 至りて W 化して 幼蟲 となる が 

如き も規刖 正しから す。 . 
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【驅 除法】 

r 成 可く 卵 塊を搜 索して 燒棄 すべし。 

二、 幼蟲 時代に 除 蟲菊加 川 石 汕乳劑 の 三十 估 液 を 撒布すべし。 

一 三， 朝早く 樹幹 を 振動す る 時 は成蟲 若く は幼蟲 はお^に 墜^す らも 以て 柳 殺す ベ し。 

一 0、 綠尺鹱 (みどりし や. VZ とり) 

^ ^ 尸輕 級お an,sophteryx mclllbnlraria- Christ. 

此害蟲 は 桃に も 加害し、 多く は 開花 期に 發 生して 花蕊と 新芽 を 食^し. 到る 處に發 生 を兒 ざる 

は な く， 時 に 大害を 及ぼす こと あり。 

【形態】 成蟲は 雌雄 形態 を 異にして. 雌 は 翅を缺 き、 股 部に 灰 毛 を 生じて 膨大せ り。 雄は體 M 

淡 灰色に して 前翅に は 微小の 黑點密 布し. 屮央に 太き 縱 線と 前綠 部に 近く 一 黑點 あり. 後翅の 

中央に 又 一 小黑點 を^す。 體長ニ 三分、 翅の開 張 八九分、 雌 は體長 三分 5： 外 あり、 卵 は^ 綠 色に 

して 五六 十 泣 一 塊と して 枝 梢に 產附 せら れ. 外 面 母體の 腹^に て 被 はる。 幼蟲は 五六 分頒部 

黃裼 腦部綠 色に して^ 赤 褐の背 線 通じ， M 脚ー對 のみな り。 蛹 は 少しく £| 平 にして 二分 五^ 

繭 を 作りて 蛹化す。 

【經 過】 年 一 囘の發 生に して 成蟲 の狀您 にて 越冬し， 一二 に 産卵す。 幼蟲は 三月 下お よ 

り 四月 中 下^に 出で 、 梨 桃 を 喰 害 し. 五 月^に 至り 老熟し て 絲 を 叶： き-地 上に 垂下して 繭 を.^ 

りて 蛹化 し. 十 二月 顷 まで K 儘經 過す る もの 、 如し。 

【驅 除法】 
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三. 



第 

六 



^令： なる 躍 除法な きも 花期に 際し 毎日 圃鴣を 見 週して 被害 部の 幼 蟲を铺 殺す る こ 

と 必 ^ な り。 

成 朋に 於て 樹幹の 下部 一 二 尺の 處に 「タ I ルぁ 如き もの を 塗抹し 雌蟲の 上界 を遮斷 

する も 多少の 效 あり。 

幼 蟲の發 牛； 初期に 除蟲 菊 加 川 石油 乳劑の 二， 三十 區液を 灌^ H すべ し。 



梨 の ^潜リ 壁蝨 (廓 大) 
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I I、 葉 潜 壁蝨 (はも^り^ に) 

S 珠湖 壁蝨 目 學 名 Ericphyos (phyloptg) Pyri pgBt- 

本 種 は昆蟲 以外 節足動物 中 蜘蛛 網に 恩す る害蟲 

にして、 梨 中 主に 洋梨の 嫩葉 £ の 表皮 下に 棲^し 

て 養 液 を吸收 する ものな り。 春季 五六 月頃 粱面 

赤色 を帶び て， 粟 泣 大の腫 起 物 を 生 じ お も 火 膨れ 

の 如く 狀態 を呈 する は 此害蟲 の 寄生より 起る も 

のにし て、 被 害 部 は 褐色に 變 じ. 遂 に黑 色と なりて 

落葉す るに 至る。 

【形態】 微小に て 肉眼 を 以て 見る こと 能 は す， 體 

軀 細長に して 淡黄色 乃至 黃綠 色を呈 して 無数の 

潢皺 あり。 頭部の 下に 二 對の脚 を 有し. 股 部は多 

數の 環節より 成 り、 微 小の 凸 起と 徴 毛と を 有す。 

1 五 九 
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二 節 a 落 I 六 o 

【經 過】 年數囘 發 ル する が 如 く、 冬 季は 芽の 麟片. §■ に 潜伏し、 S 春發 芽の 時朋に 生れば 嫩 葉の 

表皮 下に^ 入して 加害す る ものな り。 數 日 組 にあり て 一 ケ處が 十四 五 粒產卵 し. 仔 蟲 は 

1 週 内 外にて 孵化 し、 六 七月 迄 二三 囘 反覆す るが 如き も、 未 だ 充分なる 硏究 を經 ざる が 如し- 

六月 下旬 喷に 至り 新 葉の 硬化す るに 至れば 殆んど 被害 を 見ざる は 普通な り。 

【驅 除法】 

r 春季 ra 月下 甸 より 五 月 下旬までの 問 二三 囘自^ W 逑硫 黃合劑 若く は 石灰 硫黄 合劑の 

〇， 三 乃至 四 度 液 を 撒布す る哓は 爾後の 被害 を 防止す る こと 容^な り。 

二， 秋季 落葉 後に 石油 乳劑 十五 倍 乃至 二十 倍 石灰 硫黃合 劑の四 乃至 五 度 液を馓 布すべし リ 

三. 被害 甚だしき 時 は 其 黑 變 と な ら ざ る 以 ！！71 被害 椠 を垴斷 して 燒槳 すべ し。 

一 二、 梨實 葉蜂 

膜翅目 蕖蜂科 S- 名 110ix>10campa M:I5ta Christ. 

此卞： 蟲は の 未だ 幼 小なる 時に 發生 して 幼 蟲は栗 貲內に 喰 入して 加害 を；^ う しぽ に全果 

M を^ 無にする こと 珍 らしから ざる ものにし て^ 栽培 者の^ も 恐る 、 處の ものな り。 

【形態】 成 蟲の雌 は體長 一 分 五 厘翅は 透明に して 綠紋 は黑 褪色な り。 股 部 は 九！ SUS より 成 

りて 膨大せ，.、。 雄 は 稍" 小に して 末端に 至る に 從ひ細 まり. 先端 二分せ り。 卵 は楕圓 形に して 

^色なる もお 褐色の 粘液に て 表而被 はる 幼蟲は 十分 生長せ る もの は 二三 分內 外淡黃 色に し 

て 十 一 針の 脚 を 具 ふ。 蛹 は 二分 €： 外の 繭 を 造り 泥 を 以て 覆 はる。 

【經 過】 一 年 一 囘の發 ^にして 幼蟲您 にて 繭 内に 蟄伏して 越年し. 翌春 三月 中 下句に 茆 とな 
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天 ？ J ^なる；：： 屮 

E す。 產 卵の 部 

【驅 除 法】 

1 ,閗 花の 早き 

A に 混植し 



一 、 產卵 

二、 被害 

菜 

三， 成蟲 

四、 幼蟲 

5、 卵 



に 出て 盛んに 花 問 を 飛 り、 交 尾產卵 

分 は必す 外而 Mi 色の 蟲屎を すを以 



り、 四月 上 中旬に 到れば 羽化し， 開花 中に 

花托 又は^ 片 部に 產卵. す。 卵 は 一週 閒 

€： 外にて 孵化 し、 幼 蟲 とな. りて 果肉 5:!.! 

喰 入す る ものにし て. 多 く は花托 及び苳 

片 より 侵入す るが 如し。 大抵 一 ^ に 一 

頭づ 、喰 入す る も， 一 果を 喰盡 せば 更に 

他の 健全 栗に 移鸭 して 加害 を^ ふす る 

ものな り。 五月 中 下旬に 至れば 老衰し 

て 地下に 入り. 鍋. M: に 蟄伏す。 成 蟲は暗 

に努 むる も， 雨 天の 時は荧 裏. 花 瓣 等ニ隱 

て 能く 識別 せらる。 



なれば 洋 梨 「キ ー ファ I」 の 如き もの を處 

の を陚カ 板に 塗抹 し， 之 を 枝 下に 置き 枝 



ものに^ 囤 して 被害 を ま！ うする もの 

て. 其 槳圑せ る 時に 重油. 烏 黐の 如き も 

を 打つ ゆ は^ 下 粘着す ろに 至る。 

二、 成蟲の 産卵期 は大約 十日 c 外なる を 以て 

^ を 撒布す ベ し J 

三，^ 暮樹 に 硫黄 燻 ® を 行 ひ. 其 奂氣 な彌蔓 せしめ. 害蟲の 近接 を 防止すべし。 

k 十七な お a 害 1 六 一 



二日 を 隔て 、^蟲 菊 加 川 石油^ 劑四 五十 佶 
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四， 幼蟲發 牛； 前より 二三 囘毒劑 撒布 を 行 ひて 幼蟲の 傳播を 防止すべし。 

五. 被害 果は 一 見黑 色を呈 する を 以て 成 可く 落花 後 直ちに 摘 除 し， 旣 に 落 果せる ものと 共に 

築めて 燒棄 する 時 は其效 著しく、 兩 三年 連 續 施行せば 殆 んど艽 跡を絕 つに 至るべし。 

I 一一 一、 大 心喰蟲 (おほしん，/ い) 

驟翅目 螺娥科 S- 名 Ncphoptevx wubrizolleilla, Kag. 

全國 到る 處に 被害 を 見ざる はなく、 架實の 指頭 大 となる 頃 及び 成熟期の 二 囘に發 生 被害 を與 

ふるもの にして 恐るべき 害蟲の 一 なり。 

【形 態】 成 蟲は體 長 三分 五 厘， 翅 の 開 張 八 分 五 厘、 頭 部 及び 體軀 は濃褐 色， 前 翅は喑 灰色の 地色 

にして、 中央 及び 少しく 外緣に 接する 部分に は 灰白色の 鮮明なる 波狀線 あり。 此の 線に 接し 

たる 部分に 幅 成き 不正 形の 灰白色の 模樣 あり， 又此 部分の 前緣 部に 長方形の 喑褐 色の 紋と其 

基部に 接する 部分に 淡き 灰白の 雪 紋 あ り， 後 翅は 全部 淡褐色に して 前翅の 如く 斑紋 を 見す。 

雄 雌 共に 體軀 斑紋 相 類似せ る も 雄 は 雌に 比し 小形な り。 幼蟲の 老熟した る もの は 六 七 分 背 

面喑 灰色 • 腹部 灰色 を呈 し、 頭部 及び 第 一 節の 背面 は黑 褐色に して 中央に 一 條の黑 色の 縱線ぁ 

り、 又 ^面に 微細の 短毛 を 生す。 卵 は 楕圓黃 白色に して 三厘內 外. 蛹 は 黃 褐 色. 尾 端 少しく 腹部 

に 彎曲す 3 體長四 五分な り。 

【經 過】 此蟲は 年 ニ囘發 生す るが 如き も， 未だ 充分なる 研究 を經 たる ものな く、 從 つて 其 說區 

々たる を 免 がれす。 或は 卵 態に て 越冬す ると 稱 する もの ある も、 五 月 上 中旬に 至り 旣に 果實 

內に哙 入し 居る を 見れば 或は 幼蟲憨 にて 越冬す る ものに あらざる か。 卽ち 五月 上 中：？ * ^ 
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の 指頭 大と なれる 哓に喰 入して 果實を 喰 害する を 以て 果面黑 色に 變じ. 喰 人口より 蟲^ を^ 

h し.^ 々他 * に 移 轉 する ものな り。 六月 上 中旬に 果 柄と 枝と を絲 にて 纏 絡 し， 老 ^すれ ズ果 

肉. s: に： f となる。 蛹 は 十日 以内 を 經て卽 ち 六月 下旬 乃至 七月 上旬に 至れば 成蟲 となりて 產 

卵す る もの 、 如き も、 此 問颇る 不規則に して 幼蟲は 八月 下^-まで 絕 へ す i! 化して^ .Me こ ひ 



入し 某 心 を 喰 害 し、 點 々 引 移りて 喰 害を逞 うする が 如し。 

至 九月 上旬に 至れば 蛹と な り， 再 び成蟲 となり て. 產 卵す る 

ことな く、 花 芽お く は 葉芽 2： に^ 入 し. 冬 季 は此處 にて 潜伏 

に 於て 花芽の 內部 空虚と なり 居る は 此心喰 蟲の食 害を受 



梨の 心 喰蟲 



第 

八 




1 、 おほしん くい 

(成蟲 及び 幼蟲) 

二、 ひめ しんく い 

三、 おほしん くい 

の狨害 

四、 ひめし くいの 

被害 

五、 蟲糞 



幼 蟲の發 生 早き 

も、 孵化 遲き もの 

越年す るが 如し 

けし ものなる が 

【驅 除法】 

1 , 五月 下旬よ 

に， 卽 ち成蟲 

行 ふ ベ き も. 

結着 部の 間 

害すれ ば， 良 

勿論， 袋 掛け 

二， 五月 中 下旬 

巡視して 被 

代まで 驅^ 



もの ま 

は果實 

. 春季 

P ン O 

$ 乙 



八月 下旬 乃 

に 喰 入す る 

三 四月の 候 



B 十七 な ^ mj 



o 六月 上旬 迄の 間 

發生 前に 袋 掛け を 

方法 粗略なる はは 

隙より^ 入して 加 

質の 紙 を 川 ふる は 

を 丁 寧 にす ベ し。 

より 絕 へす 圃餳を 

害果を 除去し， 蛹 時 

する 時 は 其 效果著 

一 さ 二 
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しきものな り。 

三、 成蟲は 曇天の 日 は K 飛翔 能く 兄るべき^ 以 て^ 蟲 網の 如き もの を 以て 铈殺 する 樣努む 

ベ し。 

四. 五 月下 旬より 毒劑の 散布 を 以て 有效 なりと 稱 する もの ある も. 其 效 采確實 な ら ざ る の み 

な ら す， 果 實に 汚點を 生ぜし めて 落葉 をせ しむる 等， 其 弊害 も 伴 ひ 易き を 以て 更に 硏究を 

要する が 如し ゥ 

一四、 姬 心喰蟲 

此害蟲 は 被害 狀^ 前 種と 類似す る も 前 種より 一 暦 猛烈に して 恐る ベ く、 前 記の 如く 袋 掛け を 

行 ふ も 完全に 豫防 する こと 能 はざる が 如し。 此蟲 の經過 習性に 閥し 從來 研究せられ たる 處 

少なく 不明な りし も、 最近 島根 縣 農事 試 驗揚^ 津 六兵衞 氏の 研究に 依り 略 ぼ 其 性憨を 明らか 

にす る を 得たり。 

【形 ぉニ 令-^ 灰黑 色. 小 形の 蛾に して 雌雄 同色なる も 雄 は 稍" 小な り、 雌 は體長 二分 三 厘、 翅 の 簡 

張 四 分 ニ厘餘 あり、 頭部 及び 胸部 は灰黑 色. 腹 部 は 光澤 ある 黄 灰色 を呈 し^め は鞭狀 灰白 色、 腹 

眼 は黑褐 $3>- お 鬚 は煤黑 色に して 長く 曲 上す。 前翅 は喑 灰色の 地に 黑 白の 斑 あ り、 之 に黑色 

の ニ條の 幅^き^ 帶と其 前後に 細 筋の 横 帶 あ り， 外 緣に は黑點 及び 黑線 あるも^ 明せ す， 尙 ほ 

詳記せば C 緣部 は淡喑 灰色に して 暗 灰色の 小紋 あり， 之に 拉續 して 喑 灰色の 細 小 横線 あ り、 次 

に 幅 成き 濃黑 色の 橫帶 ニ條ぁ り、 次 に 後綠^ に 近く 紫 褐色の 圓紋ぁ り、 外 綠に 沿うて 五^ 其 

^に 二 笛の 黑點 あり、 外緣 端は黑 色に して喑 灰色の 緣毛 あり， 前綠は 十^の 黑白 交互の 斑と な 
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• りお し て m m は ^灰色 を M す" 後翅は 中央部より 内 綠の方 は 灰白 色、 外 綠 () 方 は •！？ 灰 fr, 其 

而 は 淡 色 を M す。 

卯 は 光^あろ^,：:: 色 lis 形お 徑 一 厘 五毛， 稍.. 透明なる も 次第に 喑 灰色 を呈し 一 黑 點を少 す。 

幼 蟲の舺 化^ 畔は體 お^ 六 ぼ； 翊部釗 合に 大 にして 黑祸 色體部 灰. R 色 を呈 す。 活^に^ 動^ 

行す ろ忡 あ"、 おする に從ひ 淡紅色と な り、 老 熟すれば 體！ E 三分 五 厘 乃至 四 分に 達 し， 膶 は 

^ 色に して^ 後半 部 は 紅 を 帶 ぶ。 頭部 は淡褐 色， 氣 EI は黑褐 色， 脚 は 胸 脚 三 對ま 脚 四 針 及び 

甩 脚を冇 す。 胸 脚の 先端 は £f;lf 色な り、 各 體軀の 各 に 突起 ありて 一 木 宛の 短^ を 生す。 

第二^ 三^ is の^: 面に は 一 列 に 筒， 侧而に 三 笛 宛 の 突起 あ"， 第 四節以 下 十^ 迄 はお の ：吶 

则 に 二^宛の 突起 あり， ぬ 後の 尾 板に は^^ のおく 三 简の黑 祸圓紋 を 横 列す。 蛹 は强^ なる 

繭 中に ありて 長樁圆 形 黄祸 色， 長 さ 二分^^お 甩 端に 数 s 突起 を冇 す。 

【經 邑】 幼蟲^ にて 越冬せ ろ もの は 四月 上旬より 蛹化し 始め 五月 上旬に 羽化 し、 屮 旬 に S も 

盛に^ 生す るが 如く、 成蟲は 交^して 先づ 桃の 新 梢に 近き 嫩 菜の^ 而 又は 表 而に 一 ^宛^ 卵 

し、 g 化せる.^ の は 桃の 新捎 €： に^ 人す る を 以て 新 梢は變 色して 淡褐色と なり、 嫩^ は 萎洇枯 

死す るに 至る。 桃の 外 梨. 苹 梨の 新 梢に も 喰 入す るが 如し。 第二 囘は 六月 中旬の 問 にて 第一 

囘と 同様 桃の 新 梢に 産卵す る も 梨^に^ i 卵す る ことな く、 從 て 未だ 梨 ^を^せ ざ る が 如 し。 

第三 囘は 七月 下旬より 八 n 上旬の^ にし て .1* ら 梨の 果而及 び 甘：ハ 附近に 產卵 し， 甚 しきもの は 

1 ^に 六 七 泣より 十数 粒點々 產附 せらる。 ^孵化した る 幼 蟲は果 面 任意の 所より 喰 入 し. 又 

菜 面 外に 孵化せ る もの は 紙袋 を 筏へ る もの は ^破損せ ろ 部分 又は 蓰き 部分より 喰 入 し、 或 は 

K 十七 W 钪 ニハ五 
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り 



栗 粳を這 ふて 果面 

り 九月 上旬に かけ 

，川 K4 チど n ぶふす る も 

粉 を？！ 出せざる を 

に 至る。 ^面に 蟲 

一 內に 潜在す る 

蟲 の 新に 喰 入 せん 

したる 所 等に 停止 

る 迅速 數時 間にて 

^乂は 花 枝の 中 或 

繭 は 極めて 强靱に 

幼蟲朋 

成蟲朋 

一 は乂 凡そ 三十日 

は 免れざる 處 なり 



に！ p す もの も あるが 如し。 斯の 

て成蟲 とな り、 第 三 囘と同 樣果面 

のな り。 此蟲の 喰 入當時 は蟲孔 



以て 外部より 認 むる 

孔の兒 ゆる 時 は旣に 

が 普通なる も. 中 に は 

とする 果面を 數囘徘 

し、 絲 を 吐き. E 體を粗 

蠢 入す るに 至 る、 旣 に 

は 古 袋古繩 竹の 繼， ぎ 

して 嚴 冬に 際しても 

七日 乃至 九日 

十五 Q 乃至 二十 

七日 乃至 十日 

十 H 乃至 二十日 

內 外なる が 如き も， 成 

。 今 被 害に 11 係 



こと 能 は ざ 

老 熱 し^し 

老熟す る 迄 

桐して * 

に 覆 ひ 安全 

老熟せ る も 

目 或は 榔 杭 

堪へ 得る 構 



如く 喰 人せ る もの 

又 は お 附 近 に 卵 

小に し て、 忽 にして 

ろ も i 、ん !3 を .—I T 

出で たる 後な り。 

他^に 移行 し、 更 に 

の 基部 又は 臍狀部 

を朋 したな 後、 喰 入 

の は 某 孔を穽 ちて 

等の 木質. 2： に 潜伏 

造 を 爲 す、 今 更にお 



は 顿 となり" 

し. 幼蟲 と な 

^ な 口す る と 

る を 以て 早 

艰實 に^ 入 

^ する も 

或は 袋 紙の 

する ものに 

外部に 出で 

し、 繭 を營む 

一 世代の 期 



旦越 冬の もの は 九月ね り 四月まで) 



n: 下^よ 

て^ 入し 

孔 より i!3 

お. tJ する 

る蟲は 



あ 



樹 

を 



り、 幼 

作 

祖皮 

り。 

せ. は. 



r ル 一 • 囘 五月 中旬 第二 囘 



於け る經過 不規刖 なる 

六月 中旬 第三 囘 七月 下旬 乃至 八月 上^ 



も， 成 蟲の 牛； 存期 長き を 以て 野外 

ある 產卵峙 期 を；； 小せ ば、 



梨 



— 3? 



八 n: 下^ 

を槳 とすれば 大^な きが 如し。 故に 袋 掛は七 n: 中旬 以， M に^ら ざれば 効 * あ ら ざる を設 

する に 足る。 更に 其 加害^ 期 を 一 一 小せば 

お ー囘 五 B 下 旬 一 六 H 上旬 

^二 囘 六：：：； 下旬 i 七月 上句 

^三 囘 八月 上旬 I. 八月 屮旬 

00 九月 上 句 -I 九 月下 旬 

右の. s: お _ ^二 は 桃の 新 梢 を 喰 害する もの なれば 其 時^ を 誤らざる こと 肝 要 と す 3 

【驅 除法】 

一， 成 可く 桃との 混栊を 避け. 桃の 心 柝蟲は 早く 驅 除す ベ し。 

二. 袋 掛け を 行 ふ も 完 全 な る を ざ る も、 成 可く 良質の 紙質 を び， 神 ^等 を 濃厚に 塗抹 し， 袋 

S ひ は 隙 なき 樣 丁寧に なすべ し。 中途に して 破損す る もの は掛換 へ を 行 ふべ し。 

三、 被害 果の採 ゆ 成蟲の 柿 殺 等 前記 大 心 喰蟲 に 準す ベ し。 

四. 成 蟲發生 期に 際し 夕刻 蛾の 飛翔 時刻に 圃揚の 一 隅より 硫黄の 燻 煙 ^行 ひ， 成蟲を 一 隅に 

^図す る樣 心掛けて 排殺 する も 多少の 効 あり。 

一 五、 象鼻蟲 (ちょっきり むし) 

緒翅目 象 鼻 科 學名 lillynclulcsvhcros, E0C1. 

此害蟲 は^に 限ら す 桃 .苹 ^.枇 杷 等の 果實を 害する こと 著しく、 驅除 を^る^ は收. .3 を ^ に 



5ft 各 © 樹 X 驗 lit 



^二 S3 & S 

m ^ 蟲 



第 

九 






する こと 珍 

害 を 見 ざ る 

なり。 

【形態】 雌 

草^より 成 

て 胸部 及 び 

して 光澤 あ 

# 出 し. 其 先 

分の 一の 處 

而には 多く 

鞘の 表面に 

雄よ 雊に 比し 

1 i3 處ー 茵づ 



しから す， 

は な く、 黉 

は 體長四 

f .J 、ry 乜 

翅鞘は 美 

，、貝 ) 

端 少しく 

の犮 右に 

の 細かき 

は 各 六條 

唯 小形な 

、產 付す 



縱^ せり， 脚 は 總て黑 紫 色に して 颇 6 ^健に 發達 す。 

卵は楕 II にして.：：： 色なる も 後、 淡 黄色に 變 す， 大 さ 五 M 

れ ば^: 五 分. 乳 C 色に して 脚な く. 頭 部 は 少しく 黄色 を帶 び， 口 部 褐 色. 第 

に祸色 S 斑 叫 5 あり。 各^に^ 皺 ありて 微小の 短毛 を 生 す， 蛹 は 三分 餘 土中に 繭 

【經 過】 此蟲は 一年 一 囘の發 牛； にして 成 蟲の存 花期 は 、水 く， m る 不規則 な り • 

上お より 發生 し. 七 八 n: ^に 至る も ほ認 むる こと あり。 成 蟲は發 生と 同時 

^に 各 一 個宛產 卵す。 始め 雌蟲は 長き 口吻 を BMCi 內に柿 入して. 細孔 を 穿ち- 



一六 八 

全 國 到る 處被 

恐る ベ き害蟲 



分 内 外， 全 體 固き 

頭部 は 此化 色に し 

M な る 紫 企 色に 

口吻 著しく 長く 

擴り、 觸鬚は 其 三 

あり。 胸部の 背 

隆起 あり。 又翅 

づ 、 の 小 點線を 

るの 差 あるの み" 

リ 幼蟲は 老熟す 

のお 面に は 左右 

を 造って 蛹化す。 

リ 早き は 四月の 

に 交尾して 朵富 

..fi ちに 身を^じ 



て 衆 卵して 粘液 

り。 産卵 終れば 

斯くて 卵 子 より 

られ たる ^使 は 

入 り. m 化して 越 

【驅 除法】 

一 ， 此蟲 は藥劑 

は 墜落す る 

二， 旣に落 果せ 

に 埋没す ベ 

三， 成 可く 早く 

袋 掛け を 行 



を 以て 孔 口を^ぐ。 故に 該^ 

雄蟲 飛び 来.^^ 實に 近き 果梗 

出で たる 幼蟲は ^肉 を 食して 

垂下して 幼蟲 と共に 落下す る 

^する に 至るな り。 

的 防除の 方法 は 望み 難き も少 

« あれば 早朝 擧動不 活潑の 時 

る もの 又 樹上に ありて^ 下せ 

し o 

袋 掛け を 行 ふべ し。 產 卵せ ざ 

ふこと 肝要な り。 - 

一 六、 きん ほせ I 介殼蟲 

有吻目 介殻 蟲科 



は 直ちに 變色 する 故にお おに^ ひる を^るな 

の 部 を 半ば 嗨み 切り S くな" (华 ^桃 は お § 

生 長 し、 漸 く 老^ せんとす 

に 至る。 S に 於て 幼蟲は 



る _0 に- 先き に^み 切 

来^ をお して 土中に 



しく 注 M すれば 驅除 おお 

に樹を 動瑤 して 墜^せ し 

らもの は嚴 重に 採 收 して 



なるな り。 卽 ち成蟲 

め 柿 殺す るに あり。 

燒棄 する か、 深く 土中 



れば 果梗を 咬み 切る ことなき を以 て、 產 卵 前に 

(梨の まる かいがらむし) 

S- 名 」\SJ ニニ k-tus P2.11K- ヨ： 二 1 ゾ ：) ョァ t. 



介殻 蟲の種 頹颇る 多 く， 從 つて 梨に 寄生して 被害 を 及ぼす もの K 数 少なから ざ る も. 「さ んほぜ 

1J は 繁殖力の 茶 だ 强く其 被 害 最も 大 なる ものな り。 

【形態】 雌蟲の 介殻 は 一！！： 牛 圆 形に して 中 央部 稍" 隆起 しぼ 徑 五六 厘， 灰白色に して 殻點は 略ば 

中央に 存在 し、 淡 黄 若 く は 赤褐色な り。 雌蟲は 如上の 介^ を 以て 被 は れ、 體 ^圓 形に して 黄色， 

tat 七 k & . 一六 九 



に 一 
は 件お!, 
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んほぜ ー 介殻 蟲 



第 

画 



殻 は 

又は 

く TJ 

色 o 

は 一 

端 一に 

して 

圓 

發 達し、 活潑に 運動す。 口 部は大 にして 絲狀の 



外綠 

右. 兩 



二. 

111、 

四、 

五、 

山ハ、 



寄生 

の狀 

雛の 

介殻 

雄の 

介殻 

雌蟲 

雄蟲 

幼蟲 



1 七 o 

に 凸凹 ありて 刺 毛 を 

側に 各 二 個の 深き 隘 

1 對の吸 收ロを 有す 

圓形 にして 喑 色なる 

淡黃 白色に して 雌に 

なり， 蛇 目 形の 斑紋 あ 

腫 起 をな す もの 等 あ 

厘 五毛 內 外にして 體 

針狀の 交接 器 あり、 翅 

少しく 黃綠色 を帶ぶ 

形に して 淡黄色な り 

口 具は證 よりも 長 



對の 脚と は 能 

笛の 長 毛 あり。 

【經 過】 此蟲は 年中 胎生 絷殖 をな す ものにして 三囘發 生す る 

七月の 頃に して 第二 囘は八 九月に 亙 り、 第 三囘は 十、 十 一 月頃に 

初め 產下 せられた る 幼蟲は 母體の 下に ありて 暫時 靜止 する も， 漸 次 這 ひ 出で 、樹上 

適當の 場所に 靜止 すると 同時に 吸 收ロを 植物の 組織 中に 挿入して 養 液 を吸收 し， 渐 

質の 分泌物 を 排出し， 介殻 を 造る に 至る。 雌雄の 別 は 胎生して よめ 一 囘の脫 皮 をな 



を 普通と す。 卽ち第 

發生 する も 頗る 不規 



生す。 左 

れ ある 胸 

リ 雄の 介 

も， 灰白色 

比し 著し 

る も の， 黑 

り。 雄蟲 

黄褐色、 尾 

は 透明に 

" 幼蟲は 

、觸 角と 三 

尾 端に 二. 

1 囘は六 

則な り。 

に葡驾 し. 

次 白色 蠟 

して 牟 
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す る ものにし て、 雌 は^. 觸 脚 を 失 ひて 圓形 淡黄色 に 變 じ. 口 吻 著しく 發逸 し. 老 热 して 仔蟲 を 

放產 する に 至る。 又 雄 蟲は脫 皮 後 觸角 • 脚 を 失 ひ. 卵 圓形 となり ：！ に變 じ. 羽 化して 成蟲 となり. 

交尾す るに 至ろ 3 

此蟲は 繁殖力 極めて 强 く、 而 も 形 微小に して 着色 樹皮に 類似 し， 人 目 をお かざる と .胎 生に て繁 

殖 する を 以て 樹は 著して 衰弱 し， 遂 に 枯死せ しむる こと あり。 獨り 枝捎に 限ら す、 栗 實 にも 寄 

生して 品質 を 害する こと 著しき ものな り。 

【驅 除法】 

「冬季 落葉 後に 石油^ 劑 五六 倍 液 を 散布す ベ し。 

二， 陽春 三月の 候將に 介殻 蟲の 活動 を 始めん とする 頃に 石灰 硫黄 合劑の 五六 度の もの を 散 

布す ベ く. 出 來 はれ ば 「ブ ラ シ」 の 如き もの を 以て 摩擦す ベ しリ 

三， I 季幼蟲 時代に 於て は 石油 乳劑 十倍 乃至 十五 佶 液 を 散布すべし。 

四、 枝 幹部に して 被害 激甚の 個所に は 石油 若く は 重油 を 塗抹す ベ し。 

五、 靑酸 瓦斯の 燻 蒸 を 行 ふ を 得れば 奏效顯 著な り。 

六， 苗 木 購入に 際し 成 可く 被害-のな きもの を 撰 び， 若 し 多少 にても 寄生 を 認 むる 時 は 靑酸兀 

斯 燻 を 行 ふ ベ し。 

一 七、 其 他の 介殼蟲 

A なが 4 ろ ほし 介鼓蟲 學名 r;-rl Atll tins, CIS. 

前者の 如く 槪 して 被害 多かざる も^に 大發生 を兒ろ こと あり。 雌の 介殻 は楕圓 形に して 灰 

第 十七 章 病 S 迄 1 七 1 
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褐色. 殻點は 一 方に 儡し 喑黃綠 色を帶 ぶ。 背面 少しく 隆起し. 中央 幅廣 く. 周 圍に蠟 質の 分泌物 

^以て 被 はれ， 雌 蟲は圓 形^ 皺 あり。 雄蟲 W 介殻 は ^綠 色に して 長 形 殻點 前方に あり。 

年 二 囘の發 生に して 雌蟲 態に て 越冬 し、 三 月 中 下旬 產卵 し、 五月 中 下句 孵化す。 雄蟲は 七月 上 

中句に 羽化して 交尾 産卵す。 孵化せ る 幼蟲は 受精せ る雌蟲 態に て 越^して 春に 至る。 主と 

して 枝幹椠 ^ II にも 寄生して^ を 及ぼす。 驅 除法 は 前者に 準じて 可な りう 

B しろな が 介 殼蟲 名 Lc."il>is Japonic:!-, (.1-11. 

梨の 樹幹 枝拊に 寄生して 害する ものなる も 被お 概して 著しから す。 雌 蟲の介 殻 は 白 色， 細 長 

にして 少しく 蠻 曲し、 體は長 椅圓形 淡 紫色. 雄蟲の 介殻 體軀は 共に 細長な り， 年 一 囘の發 生 をな 

し， 雌 蟲は 五六 月に 成蟲 となりて 產 卵す。 孵化した る 雌雄の 幼蟲は 細長に して 淡 紫色 を C 巾べ 

り。 八月 中 下旬に 至りて 交尾し、 雄蟲は 直ちに 斃死し、 雌蟲は 受精の ま、 越年す。 醖 除法 前者 

に^す。 

や 4 力 介 蟲 舉名 sgpis pentayona 

本 種 は 梨より 桃に 被害 を 及ぼす こと 大 なれば 桃の 部に 於て 說 明す。 

n_ h の 外 に 「も みぢの わた 介穀 蟲 J(pulvhmriil horii k5\) 「た ま， か た 介穀 蟲 J(Lectu-illlll KallloclLS, lillw.) 

等 あるも^ 被害 多から ざる を 以て 略 す。 

一 八、 簑蟲 (避 債蟲) 

麟翅目 薜贳 科 學名 clauia piuuscula B"tL 

此害蟲 は獨り 梨に 限 ら す， 苹 果 .柿. 梅 其 他の^ 樹 類に 發生 せしめ て ^ 及び 果實 を 哙 害する もの 



m 
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に し てお ^^船る 逨 かなる ものな り。 

【形^】 成 蟲は體 長 四 分. 翅の 报八九 分， 1? 黑色 にして 觸^ 羽 狀を呈 し， 翅は黑 色に して 光^ 

あり. 雌蟲は 稍" 大に して K 長 五 六 分^ 筒形に して 能く 肥 太 し. 黑 褐色に して 雄の 如く 翅を^ せ 

やおに 见屮 にあり て 六 n-ぬ 雄蟲來 りて 交甩 し、 巢 屮に產 卵す。 幼！ HI は 雌蟲に 類似し，^ に體の 

小なる のみ、： i に^^ 色^ 筒 形， 雌 は翅鞘 をお せざる も、 雄 は 翅 ^脚. 觸 ^等 明かに 認 むる を 

體長四 分. W: 外， 雌 は 稍， 大 なり。 

【經 過】 ギ 一 囘の發 生に して 幼蟲 態に て 越冬 す. 早 春 發芽前 旣に芽 を 喰お し. 展 築と 同時に 漱 

^新 W を^^す ろ ものにして 七月 頃 蛹化し. 八月に 羽化 成蟲 となる。 雌蟲は 交尾 後枭 內に產 

卵す。 ^は 一週間^: 外にして 卿 化して 幼 iTi となる。 幼蟲は 直ちに 枝 幹 を 這 ひ 廻り、 枯葉 枯枝 

を^め て^を 營 み， 其 中に 蟄 しつ 、 移動して^ 害する ものな り。 

【驅 除法 1 

1 、 晚 秋より 冬期に 亙 り、 樹 皮に 附着せ る幼蟲 を^ 集して 燒棄 すべし。 

一一. 森劑 撒布 瓦斯 燻蒸の 如き 多少お 效な るが 如き も 未だ 確實 なる 成 績 を 見 す。 

一九、 皮 もどり 蛾 

鳞翅目 ^蛾 科 

お及び 率 栗の 樹皮 下に 喰 入して 樹皮 を剝 離して 殆ん ど. M 害の 如き 徴候 を呈 する ものにして， 

直接の 被害 少 な きも 間接に 發育を 阻止 し. 他 の 害蟲の 潜伏 所たら しめて 害 を 及ぼす も のな りひ 

【形態】 成 蟲は體 長 一 分 五 厘 翅の開 張 三分 五 厘 灰 黄色に して 白色の 麟乇 にて 被 はれ， 前翅 は 

な 十七 珐 病 & 一七 一一 一 
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前緣 より 後綠に 亙りて 數 個の 白と 淡黃 との 斑紋 相互 排列 し. 翅 端に は 長き 綠 毛を冇 す。 後翅 

は短狹 にして 端末 尖が り 淡褐色 を呈 す。 幼蟲は 黃綠色 を呈し 頭部 淡 褐體軀 扁平な り。 脚 は 

退化して 體の 側面に 微毛を 生す。 體長 三分 內外 なり。 蛹 も黃綠 色に して 兩， 端 尖が り. 觸角は 

甚だ 長く 絲狀 をな し. 繭 は 中高に して 扁平 楕圓 なり。 

【經 過】 年 ニ囘發 生す る ものにして 五月 下旬 幼蟲發 現し. 六月 中旬 樹皮 內に 蛹化 し. 六 月下 旬 

成蟲 となる。 成蟲は 樹皮に 產卵 し， 卿 化せる 幼蟲は 表皮 內に喰 入 し， 細 き 絲狀の 長孔を 穿ちて 

皮下に ぬひ 週り たる ^老 熟 蛹 化 し， 其 期間 は 一 週日な りと す。 之が 爲に 表皮 枯死して 極めて 

^く 剝鉞 す。 

【驅 除法】 

1、 樹皮の 剝脫 せる 部分 を 削 り， 其 圓 部に 蟄伏せ る幼蟲 又は 蛹 を 削り取りて 燒棄 すべし。 

二、 浸透性に 富む 薬劑 例へば 石油の 如き もの、 或は 石灰 硫黄 合劑を 以て 冬季 洗滌 摩擦すべし o 

110、 藍 天牛 (なしの あ を かみきり) 

甲 翔 目 天牛 科 學名 cllrconoma Fortuni, Thons. 

【形態】 此蟲の 幼 蟲は枝 幹の 皮下 を 喰 ひ 廻 り、 表 皮に 煙草の 如き 糞 を 出して 次第に 材 部に ゆ 

ひ 入る ものにして. 成蟲は 體軀阅 筒形に して 長さ 四 五 分. 體 は橙黃 色に して 翅鞯は 藍色な り。 

幼蟲は 長さ 六 分 餘. 頭 部 喑 褐色 をな し、 體 は 淡黄色 を呈し て. 中 央 稍-細 ま り、 各 笳に 細條と 細小點 

と を 散^ し. 胸 脚 及び 腹 脚 を 缺く四 分 五 厘橙黃 色な り。 

【經 過】 幼蟲は 孵化 筏 大凡 そ ニケ^ の 七 八月に 老熟して は 枝 幹 に^ 化し、 次で^, 匕して 



梨 編一 第 



成^と な". 枝 幹に 產 卵す。 ^化せる 幼 蟲は枝 幹に^ 入す ると s^li 皮 部 及び 形成^の 部分 

み^ 卞： し 綿 W 如く 醜狀 を^す るに 至 る。 

【驅 除法】 

一. 被卞： ^ゆ 郎ち 幼蟲發 ^期に 於て 細き 針金 を 以て 刺し殺すべし" 

二. 旣に深 く^ 入せ る もの は 口元に 靑酸 加里 又は 二硫化炭素の 如き 毐劑を 入 れ， 外 部より 粘 

十； 又は 接蠟の 如き もの を 以て^ 抹 すべ 〜。 

三. 成 蟲は攀 動活潑 ならざる を 以て 之 を 柿 殺す ベ し。 

以上 は^の 主なる 害蟲 なる も尙ほ K 他 多 少 の 被 害 を 及ぱす もの 少なから す。 卽 ち 「あ けび の 

木粱 蛾」 「こがたの 木 葉 蛾」 「桃の ごまたら 蛾」 は 果實を 喰 害し， 「きんけ むし」 「しりあけ むし」 「梨 葉蜂 J 

「梨 の 大萊 峰/つ ま をり はま き」 「ぶら ん こけむ し」 S 如 き は 葉 を 喰 害 し. 一. か みきり」 「も ゝ の はなむ し」 

^は 花 を^す る ものなる も是等 は 被害 程度 槪し て少き と， 或 は 却って^ 以外の * 樹 類に 被害 

を 及ぼす こと 火なる もの あり。 故 に-其 經 過驅 除に 閼 して は 後編 更に 述 ぶる 處 あるべ し" 
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第一章 果樹園 藝 上に 於け る 苹果の 位置 

實 の 美大なる， 色澤の 鮮麗な る. 甘味. 香 氣 の 



苹^ は 木 邦に 於て 最近 發 達せる^ 樹の 一 にして 果 

^ な る、 梨. 桃 ^他の 果實と 趣 き を 異に し、 而 か も 晚 

に堪 へ、 運搬に 便に、 而 かも 樹勢强 健 に， ins 產 な る， 版 路 

寳に 偶然に あらざる なり。 彼の 洋 梨.^ 菊.^ 橘 通の 

する 時 は、 栽 "お 淮約を 極 め， R 土. 一. 且しき を 得た る處に 

氣に 於て 著しき 逕庭 ある を兒 る。 然るに 苹 * はず 

もの は 外形に 於て 又 香氣に 於ても 原産地の ものに 

外 M 輪 出の 途も開 け， お 輪 出額 は^々 增 加の 倾向を 

に 足る。 歐 泶諾國 にて は此 種の 栽培 颇る 盛んにし 

法 も 研究 せら れ， 今 日に ありて は 川途の 如何に 從ひ 

する もの あり、 生 食 川に 供す る もの あ り、 或 は 罐 詰 川 

の 度に 於て * la! 中苹 を 笫 _ とすと 云 ふ も 不可な 

に 於け る 栽培 業 も 近年 長足の進歩 をな せる も、 殆 ん 



秋より 冬季に かけて 多く 生 產广せ ら れ， 貯 

の ^ぺ、0§ 耍 S 大 なる 等， 今 曰の 盛況 を 兒 る 

如き 外國 輸入品 は^^ 產 地の もの と、 對 

生產 せられた る ものと 雖 も. 其、 品 ^殊に 香 

北. 北 ^ 一地 方の « 產 地に 生產ゼ ら わたる 

比し サ 者し き遞 化〕 を 见 ざ るな り。 爲ニ 近 ネ 

示 し お る を 兒 る お 來お 望なる を設 する 

て、 其 品^ 敛千 種の 多き に 達 し. 其 利 川の 方 

栽培す ベ き 品種 を 異に し、 或 は 釀 川に 適 

. 料 理 川、 邀 子 川 等 其 利 川法颇 る^く 其 嗜好 

きが 如き 觀を呈 する に 至.；； るな り C 本邦 

ど 生 食 W に^ら れ、 邦 他の 用途に 使 川 せら 
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乙 、 に 至る は尙 ほ^! 遠なる べし。 束 北より 北海道に かけて はお 栽培 古く 旣に三 四十 年 を S 

過せ る も. 信 州. 北 ^より 束 ； 關 西 小 岡. g 國地 方に 於け る 栽培 は 赏 に 近年のお にし 一」、 朿 北 地 方 

おく は 北お^ の 如きお 地と 比較 すれば 基礎の 尙ほ 弱 な る を 覺 e るな り。 元.^^^ は^ 地 

に 於 て も M S ま ^ お に 結實す ベ き も、 其 色^ 香氣に 於て 一 歩を讓 るが 如く、 殊に 晚生種 は^ 地の 

如き 鮮^なる 色^; を 現 はすこと は 殆んど 不可能の 事に 餍 す。 更に！！ 地に 於 て 恐 るべ き は 綿 

蟲の 被卞： な "、綿 蘇に あ 地に 於ても 發生 し、 彼 の 山形 縣の 如き は 綿 蟲發 生の はに 一 時 非^の W 

^を^り て. 栽 培 を斷 念せ る もの あ り し が 如 くお 被害 頗る 多 き も^ 地に 比铰 すれば^ ほ 驅 除 

容易なる を覺 ゆる な り。 綿蟲に 限らす^ 地 は尙ほ 各種^ 蟲の 發 ^ 著 し く， 之 が 豫防驅 除に 手 

數を耍 する こと 多 く、 經 濟的 栽培と して は^る 考慮 を 耍 す る なり。 又 眩 地は强 いて 苹^ 栽 お" 

を 試みざる も， 他に 夫れ 以上の 各種の 梨實存 すれ ぱ營利 的 栽培と して 大规模 の 栽培 を 試む る 

は 頗る 危險 の^な り。 元 來苹果 は蹈. 桃と 異 り. 整 枝 剪 立法に 於て 又 施肥 法に 於ても 颇 るれ-純 

にして 殆んど 放任す る も 能く 結 資する ものと 誤解し つ 、 あるが 如 く、 只 漠 然 苹お栽 ^の 利 益 

大 な るを閒 き、 栽 培 法の 如何， 病蟲 害の 驅除豫 防 W 如何な も 究め す， 而 かも 大栽坊 を 川 ひ， 後 ：：： 浙 

やく 結采 樹齢に 達 し、 將 さに 利益 を 見ん とする 時代に 至りて 綿 蟲の發 ^を 兄.. M 爛 病の 猛烈に 

狼狽し、 始めて せ、 栽培の 困難なる を會 ほす るが 如く、 此の 栽培に 蹈 して は從來 の特產 地な 除ぞ 

きて は 充分なる 信念 を經 て， 着實 なろ 栽培 を 試みつ ゝ ある 處^ だ 少 な き が 如 く， 尙 ほ 研究 は 代 

に 風す る處多 けれ ば， 當 業^た る もの 殊に 新 栽培 地に 於て は苹 栗に 關 し、 舉 理を究 むる は 勿 if 

他の^^と の 利害得失 を 研究 し. SBf に結實 し^れば 直ちに 利益 を 得る ものと 逨斷 する が 如き 

KM f3 * s E- 上に 於け る荦 菜の 位 Kg 1 七 七 
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ことな く、 農 業の 狀態 殊に 氣 候 土 W. 交 通の 便 否、 市 裼 の 遠 近. 自 己の 腦カ 及び 資力の 如何 等 を鑑 

み、 最 も堅實 なる 考慮 を 持つ にあら ざれば K 成功 覺束 なきない。 

苹粱の 多く は晚 秋より 冬季に 於て 化產 せら れ 、お- 年 五六 月頃まで 持續 せらる。 忪も 柑橘類と 

其^ 朗を 同く し、 競 爭の狀 態 を 示しつ 、あるが 如き も. 其 生產 £g -ぉ の 點は兩 者 反對の 位置に あ 

り て、 他 ^との 如く 深き 闢係を 有せざる が 如し。 卽ち苹 粟は槪 して 東北の^ 地に 於て 生産せ 

らる、 に 反 し、 柑 橘 は 西南の 暖地に あら ざれば 栽培 不可能に 凰 し. ヌ 其 形狀 香味に 於ても 著し 

く 異 り、 從 つて 嗜好 上に も 自ら 差 あるが 如し。 槪 して 柑橘類 は 上流より 最下 級の 細民に 至る 

まで 迎 へらる、 I 般 的なる 特色 ある も. 苹 某 は 稍-中流 以上の 嗜好に S し， 柑 橘郯の 如く 一 般的 

ならざる 怨み あり。 是れ 柑橘類 は形狀 小に， 價格低 廉. 其 產出 多き に侬る ものにし て. 苹 粜は柑 

橘に 比し， 一 歩 を 譲る が 如き 狀 態たり。 然れ ども 一 定 面積の 生産額に 至りて は 柑橘類に 比し 

て 遜色な く 却て 凌駕す る倾き あるの みなら す， 結 果樹 齢に 達する こと 速 かなる の 利 ある も. 投 

橘 類に 比し て，， 栽 培 面積 著しく 少なく、 供給が 需耍に 伴 はす。 其價 格^に 昂騰し つ 、ある は 其 

n 要の 下層 社會に 及ばざる 原因の 一 たるな り。 加 之 近時 浦鹽万 面の fg^ 頓に堦 加 し、 輸 出 年 

々增 加の 傾向 ある を 見ても 將 來苹果 栽培の 有^に して 栽培 面積の 擄張を 計る 餘地尙 ほ 多き 

を證 する に 足るな り o 
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第二 章 來歷 及び 現況 

苹果の 木 邦に^ 來 せろ は 極めて 新たら し く 、明. 治 四 五 年頃 舊 開拓 便の 試 驗榻を 東京 青山に S 

かれし 時， 米 固より 輪 入して 栽培 を 試みし を 以て^ 矢と す 3 同 八 年 前 田 正 名 氏佛國 より 良種 

を 輪 人 し. 是 ^の 母樹 より 繁殖 を 計 かり 各地に 配布 を 試みられたり。 北海 道. 靑 森. 岩 手. 山 形 

^は^治 八 九 年 多 數 苗木の 配布 を殳 け. 明 治 十三 四 年頃より 次第に 結果 樹齢に 達 し. 風 土の 能 

く 適 當 し... M 蟲も槪 し て 少 な く 其 ^ K の 犬なる ほめ， 大に 世人の 注 意 を 惹 き， 其 栽培 著しく 增 

加せ り。 然れ ども 常^ は 率^の 性質 を 知 ^ せ す， 眾 に果 實の大 なる も の、 或 は 色澤の 美なる も 

の 最も 愛玩す る虛 とな り， 樹 性の 强 弱、 結 の 髻- 否. 食 ^の 如何， 栽培の 難易 等 顧慮す る もの 少な 

か り き。 然れ ども 常 咭は 其果實 の豐大 鮮麗 な る、 在 來の果 實の舉 けて 之に 及ぶべき もなかり 

し を 以て， 一 顆 五六 錢 乃至 拾錢 位の 高價 に販寶 せら れ、 明 治 二十 一、 二 年頃に 最も 能く 結實 せる 

もの は 一 株に 付 數十圓 の收入 を^る もの 多 かりき。 玆に 於て か 苹果熱 は 頗る 勃與 し， 苹 果 を 

以て 1 冇 利の 事業と して 東 北. 地 方 は 至る. 處其 熱の 高く 苗木の 需耍も 著しく 增 進せ る爲 め. 

雜 ^不正の 手段 行 は れ， 之 が 爲め泉 京方 面の is 木 は I 時 大に信 川 を 失墜せ し^たりき。 苹果 

湫 の^も 盛んな りし は 莨に 明治 二十 二三 年よ り. 五 六 年の 問に して 靑森縣 の 如き は^ 年 二十 

ffi: 乃至 三十 萬の 苗木 を^ 產. せ られ たるも^ ほ 不足 を告 ゆたり しが 如 き、 當 時の 盛況 S ふこ ug 

る な り。、 然れ ども 常 ^は 只 目前の 利に 眩 惑 し て. 深 く. 品種の 擇. S に 植付^ 方法 &-考 | 九、 せい 

OA す. 澄 せ. 閲阅 せられた る もの 多 かりし を 以て、 明治 三十 年頃より 多少 衰 返の 悲蓬を 現 はすに 

第二 _a*Bi 及な 現 《 一七 九 
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第二 章 *_KK な 現； 8 一八 

至れり。 殊に 最初に 栽植 せる もの は旣に 老衰の 狀態を 現 はし， 加 之 恐るべき 綿蟲は 次第に 蔓 

延 し， 三 十二 三年 頃 は 各地 共 被害 激甚に して 至る 處大 打擊を 蒙む り て、 著 しく 衰退 し、 中 に は 其 

杲 栽培 を斷 念し 之 を 放棄せ る もの も 多 かりき。 然れ ども 當時 能く 此難境 を 支 へたる もの は 

大 に成效 し、 其 名^ を發禪 する に 至れり。 

束 北 地方に 於て 栽培の 盛んなる は 靑森縣 より 北陸 方面に 至る 地に し て， 多 く は 明治 十三 四 年 

以後の 栽桢 なる も、 殊 に^ 殖を 試みられし は 明治 三十 年後な り。 愛 嫒. 香 川. 岡 山 等の^ 地 は 明 

治 十六 七年^より 二十 二 三年の 間に ありし も、 明治 三十 二 三年 後 急に 增 加せ る ものにして、 從 

來^ 地 は苹果 栽培 は 不適 當 にして 成效の 見込みな しと. 敢て 念頭に 置く ものな かりし が、 二三 

熟 心 家の 研究 誘導に より 急激に 增加 せろ ものにして， 一時 愛媛 縣の興 居 島， 香 川縣端 岡. 鬼 方 

面、 丘 ハ庳縣 淡路島 の 如き は 束 北の 苹^ を 風靡 せん 勢 ひなり し も、 元 來病蟲 害の 發生 著し く， 樹勢 

の 旺盛 徒 長 的なる 東北 地方と 難易 同日に 論すべからざる のみなら す晚化 種の 如き は 寒地の 

如き 鮮麗なる 色澤と 馥郁たる 香氣を 保持せ しむる こと 困難に し て、 多 く は 早 生. 中 生の 二種に 

重き を かれしが 如き 有樣 な るを以 てま、 栽培 一 局部に 限ら れ、 地 方の 特產 品と して 發達を 期 

する こと 稍. -困 難の 事なる べし。 

近時 朝鮮に 於け る^ 樹 栽培 は. 頗 る 注目 を 要すべ く、 氣 候 乾燥し. 土質 礫 質に 富 み. 大 陸 的氣候 _」 

して 粱樹 栽 一 培 殊に 苹果 栽培に 好適 し、 自 然に 放任す る も 樹姿矮 生と な り-開 花結實 甚だ 多 く、 2g 

質 水分 少なく 肉質 緊ま り、 香 氣 髙 く、 甘 味 に 富 め る 等、 東 北產に 勝る も 劣らざる 良品 を產 する が 

如く， 而 かも^ 位置 西 比 利 亞. 支 那を控 へ、 日本 內地は 勿 論， 南 洋 方面の 輪 出に も 便利 なれば 將來 
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其 哉^ 反別 は 著しく 激增 すべく， 束 北 地方の 一 大强敏 たるに 至らん。 

本邦に 於け る苹^ の 發達は 以上 述べた る處 によりて 明かな らん も， 鼓 近に 於け る發達 は^: 森 

縣： おも^しく 显 近 十ケギ 問に 百 萬 以上の 本數 を^ 加 し、 北 ^^之に 次 ざ、 山 形. 秋 田. お 野 等 又 著 

しく 長足の 進步 をな し. 暖 地に 於け る 香 川. 愛 嫒. お 庫の 如き は 多少 减少 のお 樣 にして 岡 山縣は 

多少 木 數の增 加 を 一： 小し 居れ ど 將來の 發達は 困難なる べし。 鳥 取. 島根より 石 川. 新 潟 等 の = 木 

^沿-: li の 地む 多少 增 加の 傾向 を 示 し. 指 導 宜しき を 得れば 將 來特產 地と なるべし。 今 各產地 



に 於け 乙樹 数と S 近の 增加 木數を 示せば 左の 如し。 
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8S 三 ^ ® 土^? 3 地 B" 1< 二 

第三 章 風土 及び 地勢 

第一 節氣 候 

旣に 述べ たるが 如く 木 邦に 於け る苹 ^は 東 北. 北 海道 其 他日 本^ 沿岸に 於け る 冷 なる 氣候 

の 地方に 於て 能く 成效 しつ 、 ある を n 几れば^ 地より 稍-寒地 に適當 なる を證 する に 足る。 元 

來氣 候なる もの は溫室 栽培の 如き を^き ては^ん ど 人力 を 以て 左右すべからざる ものにし 

て， 現に 苹果 の產 地に 於ても 天然 風土の 優れる 靑 森.： 石 手. 山 形 等は槪 して 優 品を產 し， 北 海^に 

於ても 札幌 附近の 產^ も 秀でた るが 如 く^ き：" 川. 兵 庫の 如き^ 地に ありて は 到底 良好 美味 

の晚熱 種， を 生産し 能ざる は、 其 一;ぉ 候の 不適^な るに 原因す るな り。 氣候は 啻に 品質の 如何に 

關 する のみなら す、 結 朵 殊に 花お 3 の^ 生に 著しき 闢係 を^す るな り。 仲夏 後^ 胶に成 生 せら 

る 、芽 は 枝 梢の 發ー n 旺盛に 過 ざ. 秋 末ぬ ほ： W 長 を 繼 し， 中 止せざる 時 は 葉芽に 終り、 一 時 生育 

中止せ る 中お 枝 若く は 長^ 枝と なるべき もの も 秋季 溫暖 なる 氣 候の 永く 續く 時は嫩 芽に 變 

する 倾向 あり。 康 地方に ありても 多くの 苹果は 十二月に 入る も尙ほ 落葉せ す. 生 育 を 中止 

せざる が 如 く. 殊 に 樹齢のお か く、 肥 沃の 地に 栽^せられ たる もの は 一 &此 傾向 烈しく 容易に 

花芽の 若 生 を 見る こと 能 はざる なり。 然れ ども 土地の 瘠 薄なる 處 樹齢の 老袞に 傾ける もの 

ね 生長 緩 没にして 花 蕾の 成^も 亦 容^な りと す。 故に^ 地 は 人工的に 樹 勢に 制限 を 加へ ざ 
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れば好 結 栗 を 俘ざる ベ く、 從 つて 按 術を耍 する こと も 寒地に 比して 著しく 大 なるな り o 

又^ 地に 於ても 濕氣 少なく 氣候 常に 乾燥し 居れば 結 實狀您 に 著しく 良變 を：！ ェ すべき も. 本邦 

は 化、^ 地勢の 關 係上氣 候の 爽、 暖を問 は す. 漏 氣 ^} に 多 き倾き あり。 彼の 米國 カリ フォルニ 

ャ 州の 如き は 夏季 生育 時代の 溫 度 は 我 國の四 國， 九州 地方に K 鉞 すべき も. 其 生 產品は 我 が 北 

海 逍產に 比して 遙 に-俊 等なる が 如き は irrs 少な く、 氣 候^に 乾燥し、 樹 勢の 徒 長 を 制限し， 花芽 

の 成 生 を 助長す るの みなら す. 其 生 產品は 外 觀鮮歷 にして 香氣高 く. 其 狀況： ^も 我が 新 領土た 

る 朝鮮と 類似し 居る が 如し。 朝鮮 は氣 候の 乾燥 著しき のみなら す. 宛、 § の 差 も 烈 し く. 爲 に a 

ら徒長 を 防せ ぎ、 多 量の 肥料 を與 ふる も 能く 花 蛮 を 生 じ. 剪 定整 枝に 主き を S か ざ る も 能く 結 

粟す る は 其氣 候に 原因す る處 多き なり。 

降雨の 多少 は 啻に 濕氣 を增加 し. 樹 勢の 徒 長 を 助長す るの みなら す、^ の 如く^ 蟲害 殊に 赤 星 

病 .黑 星 病の 傳播を 媒介 し、 開 花期に 際して は 受胎 作 川を妨 け、 結 實 を 不 良 な ら し め、 其 暴風 は^ 

资な^ 下せし むる 等 K 結果 梨に 類 似-す。 ^は 風に 對 する 抵抗力 頗る 弱き 爲 め.^ 整 枝 法は殆 

んど 棚に 限らる が 如き も. 苹 果は 自然 形、 段 造 り. 盃狀 形の 如き 敕1 枝 法 多く、 棚 仕 立 は 極めて 少な 

きは^に 比して 抵抗力 强ょ く、 殊 に 二百十日- 2： 外に 篛來 する 暴風雨 は苹 * の 晚熱種 は 尙ほ幼 

少 に し て、 梨 の 如く 影響す る處 少なき も. 中 熟 種の 如き はせ；、 關係 颇る大 なれば 是 れが豫 防に 就 

て は豫め 注意す る こと 肝耍 なり。 

. 第一 一節 地勢 及ぴ 土質 

Mnl 一巧 風土 及な 地勢 
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fsl:!s 地^ 及な 土 BS }<； 四 

一、 地 ^ 苹^ に 限らす. 凡ての 菜樹は m 光 及び 筌氣の 流通 佳良なる 處を 選ぶ ベ く、 殊 に 寒地 

の 如き 溫 度の 不充分なる 處 にあり て は 一 胫日當 りの 良好なる 處を 選ぶべき 必^ あり。 之. か 

爲め 束お $ ,M の 倾斜地 若く は 平地 を ぶ ベ く、 從來柬 北. 北海 逍の 如き 栽培 地 は 地勢 平 坦 

なる 沖積. H 多 かりし を以 て， 苹果 栽培 は 先 づ 是 等の 平坦 地 を 利 ffl せられた るが 如し。 然れど 

も 牛； 產狀您 より 云 へば —皮以 s: の 緩 傾斜 地の 如 き， 履 も 好成績 を 舉 け ベ き は m を俟た ざ る 

な り e 元 來苹 * は K ^ 攀 桃 の 如く^ 約なる 整 枝 剪 定 を 行 ふ 必 ：耍 な く、 風 土 宜しき を^れば 

,11 然に 放任し^ - くも 能く 結^す ベ く、 せ、 整 枝 法の 如き も强 いて 棚 仕 立 を 川 ゆる 必要な く、 恰 も 

^地に 於け る柑 橘と 狀態を 同 ふす るが 如き 觀 あれ ば、 柑 橘の 如く 傾斜 地 を 利用す るの 頗るお 

策 を覺 ゆるな り。 從來の 主産地に ありて 殆んど 此企圆 なき は 降雪の 多少 及び 手 入の 難易に 

； する にあら すし て， 比 敉的 耕地 面積の 廣 きに 侬 るが 如し。 然れ ども 將來 各種の 事業の 發 

M と共に 栽-お 地の 減少 を 來すは 自然の 勢 ひ な れ ば， 從 來栽植 せられざる 傾斜 地 も 次第に 利用 

せらる るに 至る、./ きなり。 

二、 土質 苹 * は # 冷 にして 適應 せる 氣候 ならば 大抵の 處に 能く 生育 結 栗すべき も， 排 水 良 

好に して、 表. H 稍" 深き 礫 質 壤 ネ壤 土 も適應 し、 粘 質 壤 十；. 石 灰 質 土. 砂 質壤土 之に 次 ぎ. 心 土. 重 

粘の 土^より は 砂礫 を冇 し、 排 水^しき 處を 可とす。 然.； ； ども 地方の 氣候 により 多少 適地 を 

^ にす るが 如 く， 槪 して. K 、冷の 氣 候に ありて は、 表 土 深き 肥沃の 地 を 選む ベ く、 之 に反して 暖地 

は 石 礫 多くして 表土の 淺 く、 充 分なる 肥料の 供給 を ST さわば 牛； 宵 困難なる 處に 於て 却って 成 

欸す るが 如 く、 彼 の 火山灰 土 若く は壚 土の 如き 輕 鬆 なる 土質 は 枝 梢の^ 育 良好 ！4 過 ざ、 常 に 徒 
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長の 倾， W をお し， 容 易に 結果せ ざる も 寒地に 於て 相 當の好 果を收 むる は 吾人の 常に 寳見 する 

珑 な"。 

今 本邦に 於け る主產 地の 土質 を 見る に， 多 く は 河川の 汎濫に 因て 牛； じたる 排水の 宜しき 沖積 

土に して， 彼の 岩 手縣盛 岡市附 近. 稗 貫 郡 花 卷町附 近， 西 閉伊郡 遠 野町附 近， 靑 森 縣弘前 市. 中 津 

郡^ 水 ； ^輕^ 山形 村， 藤 澤町、 三戶 郡八戶 附近， 山形 縣 山形 附 近. 北 海道 札幌 附近 は 何れも 其 

中央 を 流る 、 河川の 汎濫 より 生じた る 沖積 曆 により 成れる 壤土 若く は 粘質壤 土. 或 は 砂 質 壊 

土 等の 肥沃なる 處 なり。 腐植質 土 も 利 川 せらる 、處颇 る 多 く、 靑森. 北海道 • 岩 手 • 秋 ffl* 山形 等 に 

於て は 沖積土に 次いで 栽培 盛んにして 著名の 產地 多し。 之に 反して 岡 山 • 兵 』旅. 香 川 • 愛 媛 等の 

各 產地は 礫 質 粘土の 如き 土^に して， 表土 淺く瘠 薄なる 土質 火 部分 を 占む るが 如し。 來北地 

方 殊に 山形 縣 にあり て は 水田に^ く 畦を設 け、 之 に 栽培す る もの あり。 斯の 如き 處は 地下水 

の く而 かも 周圍に 水分の 溢 漲し 居 り、 爲 に 直 根の 伸長 を妨 けて 樹勢を 制限し て， 多 少矮 生な 

ら し め^ いて 樹齢 を 短縮せ し む ろ の み な ら す， 管 理 不便なる の 嫌 ひ あわば 止む を 得ざる 限り 

大 栽培 を 行 ふべき ものに あらす。 

此れ を耍 する に 東北 地方の 如き 氣 候の 能く 苹果 栽培に 適する 處は， 土質の 如何に 係らす 主と 

して 肥 瘠の 如何によ り， 豐 凶 品質の 差 を 生す るが 如 く， 寧 ろ 其 關係氣 候に 比し 甚だ 少なき も、^ 

地 は 之に 反して 土質の 輕 重、 肥 瘠， 表 土の 厚薄 等閼 係す る處 頗る 多き を以 て， 栽 培 者 は適當 なる 

土質 を^る ことに 心掛 くる こと m おも 必耍 な り。 

U 1 一 一 章 S 土 及な 地 »; 一 < 五 
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第 四 章 品 種 

今日 栽^し つ 、ある 品種の 殆んど 全部 は外國 輸入品に して. 本邦に 渡來 せる ものに 於ても 旣 

に 百 数十 種の 多き に 達 し. 歐 米の 原産地に ありて は 少なく も， 千 數 百に 上る ベ く從 つて ツーが^ 

擇に 際して は 深き 注意 を拂 はざる ベから ざるな り。 歐泶 諸國に 於け る 苹果の 需要 は 颇る多 

く 其 川 途の廣 き 枭實中 及ぶ もの 少な く. 之 が 栽培 面積 は 年と 共に 增加 し， 從 つて 品種の 改 a も 

著しく 進歩 し， 體 耍， 力 目的に より 又 風土の 異なる によりて 各適應 せる 品種 を 育成 し，； ！y が發達 

を K せんとし つ 、あれば 將來 更に 幾 百の 品種 を 見る や、 圆 り 知るべからざる なり。 故に 近^ 

新品^の 輪 入頻々 たるの みなら す、 木 邦に 於ても 其 風土に より 改良 せら れ， ヌ 新種の 育成 せら 

る、 こと も， 自 然起 るべ ければ 常 業 * たる もの M 選 擇 を 誤 ら ざる 樣 注意す る こと 必 耍 な り。 

外國に 於て は 牛； 食用に 供す るの みならす、 成 は 之 を 煮て 盒 し. 成 は 酒を醯 造 し. 或 は 乾果と し、 或 

はジャ ム其他 菓子 ^ に 供す る^ 其 利 川 甚だ 多く、 各 其 目的に 應 じて 栽培 を 試む る も， 本邦に 於 

て は 生 食 川 以外 栽培 を 試む る ものな く、 比較的 靄 要の 範圍廣 き 醸造 用品 種の 如き も 未だ 栽培 

せられ ざるお 樣 なれ ば、 他 の 目的の 爲に 栽培 を企圆 せんとす るが 如き は 前途 尙ほ 遼遠の 事な 

り おに 築ら 生 食 川に 就いて 考究す るの 得策なる も， 元 來苹 果は舊 開拓 使 時代に 於て 輸入し 

配布せられ たる 外、 北^^に 於て 又 種苗 商人 等の 特に 輪 入せ る もの あり。 何れも 當時 は^ 名 

の稱 呼に 不便な りし 爲め， 番號 或は 適宜 和名 を附 せる もの 多 く. 苗 木 繁殖の 流行と 共に 安行 苗 

木. 1 人の 手に 波り しょ り. 其 名稱を 一 & 混交 錯雜 ならしめ、 爾後 諸方の 商人^ は 自己 隊 手の^ 
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稱を附 せら はめ 遡 ぼり て^ 原 名 を^ぬ るの 颇る 不便 困難 を^ やる に 至れり ュ 玆 を 以 て 先！ 年 

み 地の 栽^ 家が 相槳 まり， 新たに 色 滞 • 形 狀* 香 味 • 樹 性. 結實狀 ^等 を 基礎と して^れが 名稱の 

1 定を 計れり， S ち 明治 二十 七 年 五月 仙臺 市に 東北 .北 海道の 實業 家相 集まりて 名稱 一 定會な 

る もの を 組織 し， 爾 後数囘 各地に 會合を 重ねて 左表の 如く 多數 品種の 名稱を 一 定 せり。 



1 定各稱 



お 魁 
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丹 項 

小 町 

K 佥丸 
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岩手縣 
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初 笑 
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小鼋 

ま 神 g 



紅 ^ 

<w 衣 ぶ 

トジ ュ-- 力 

B ラ. T ナ 

お 成 子 

早 車 

月 



形 

洋— 名 I 、i 

の名稱 



北 



苺 

99 



道 



新名稱 



名 初 笑ノ甲 

トラ カン 

名 初 笑ノ乙 

ソトジ ュシカ u 

名 丹 項 

小 町 

味 な し 一 

黄 <^ 丸 



紅 @ 

稿 



元 閲拓使 

の 番^ 



洋名 及俗稱 



五 七 

一七 

四 二 

六0 

1 五 

六 七 



五八 

五八、 ダッ チ H ス、 ォ 

フ オ^デン プ^, 

ワイン サッブ 

六 ァ 11 

スト 口. 'ベリ. 1 

スゥキ —トジ ェ. ン 

1 名 ハイト ッブ、 

ゥヰ —ト 



四 a 品 S 一八 ヒ 



普通^ 稱 



廿三 か トウ 

廿四镔 



金 時 

^野 晩 



ポ^ ドウ ヰ 

ン I 



ポ^ド タヰン 



菊 地 4?af 

北 甘 早 

一 名 甘 早熟 

成 田 早 



論 各 藝園樹 菜驗燹 



1 


1 1 


印 


あへ ぬ ろ 
印 印 印 印 


< 
印 


は 

印 1 


む I： 入 

1 旭 
e 卩 ep 丸 


タ 


印 






大 

I 王 i 


フ 

V 

1 ズ 1 


ーキ 
名ャ 
^ラ 
船フ ' 
ネ 


1 1 


V ス 

テ' 

V 

キ 1 


M* -7 ャ 

弗 ， ベ、 1 i 




メンホ 
ンタフ 
9 & 1 ィ 

1 ノ ひ 
玉ビ ゥ 
子 ァ ヰ 


1 1 




雪 

光 1 


中 

成 1 

1 子 1 


i 1 


綠 

1 星 i 


缸 金 
1 1 斜 II 
1 子 鐘 1 1 







H 廿 I 廿ン廿 名 鍋 廿 



ぺ八ス 七權屋 2.：, ^ 



5/ 廿 十 十 十-卜 ス十, レ-卜 ス九ン 八 H 

| SjS フー 二 號チ镞 ダ镞 

ド ラ號 ヤン 1 十 十 , レ號 ハ'? 虎 底一^ S 

リク 九 八 五 3 ッメ 力 クァ 十九 7 、 ィ 晚名 

ンッ シィ" ラレ ニー = エノ 帝キ 

ク * ク デフ ぺキ ^ , レ 1 女ン 

ス ？ ji m ？ ン す ン サ號號 號 號 , p ザ一 ク * 



アト 六 
メ ゥ十 



ヒィ 



A 中高 ト菊五 五溥中 於 
畑 瀨レ地 畑 

雪 名 I 棱角紫 手 幅 



黄 美 日 力、 緋 名晚 
楕 の 冬綠 

m 籠 出 印 龍 苹一 



铋ノ 玉子 

緋の衣 

^ 滅 

笑 

鳳凰 卵 

-? 电、 

S 13\ ソ 

黄 佥 



歷山王 

祝 (中 成 子) 

於 幅 

紅 紋 

大 錦 



十八 公 

彩 緘 

神代 ノ玉 

鬼 拳 

醉 美人 

ス Pv 1 

大統領 

同 上 

同 上 

司. 上 

有 隣 

同 上 

玉 簪 

五 稜 

弗 亟 

金 瓶 

同 上 



松 井 

花 王 

^ 本 

榲柠形 

スジ ー 

小！ * ォ 

I トレ I 

一一 ユウ タン > 

ビ ツビ. ノエル 

同 上 

ク ラ ベ ン 

ス チン 

大道 寺 中手 

佐 藤屮手 



田舍紋 

黄 金 

す 1 卜 

レ ー 

靑 龍 

成 子 

3 

晚ぉ敉 

青 三棱 

大 ^ 

ァ レキ卄 

ンダ 1 

大 綠 

朱ノ錦 
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1 み 

印 印 



f 一 ふ 
ろ 名 

印 S 印 



き ちゃけ 
印 1 印 印 印 



P9 



丸 



^大 
ッ黑 
ト頭 
プ巾 
ナ レ 



霜 姬大縱 まぶ i 明 
和 無 
錦 



^ 保ダ 



潜 君 名 ' 野 





玉 甘 

頭昏 


梨 背 

リ玉 1 1 

ン ~~ " ' 

ゴ名 1 1 


晚 

1 成 

1 子 


滿 


1 1 


五八 二 


四 

1 九 


八 


5 七 玉 


二 K 




五 一 

六 〇 



浼 



佐 肌 佐 一^ ソ北雪 小 千蕖蔓 
野 野 名せ ワ^ , m 
梨 ,j、°a' B g ネ新 ' 性 

肌 梨 紫 紫 I 種 下々 生 縮 長 熟 



滿名乙 柳 

* 女 
紅 錦一 王 



s B 章 OS B 



1 ム九 



1 ハ ス ミス サイ ダ| 

キヤ ラフ 子 

六 ^ョナ サン 

II 九、 口 I ^ スせ ネ 

-ン ト 一 名 チヤ ホ 口 

ソヮネ I 

ノ ー ザン スパイ 

一名 ス ミス サイ タ I. 

ポンプ キン スゥヰ 

1 ト 

一 « ナシリ ンゴ • ウェス..' 

フネ ルド- シ I、 クノ —フ 

ァ ザ一 

柿 リン ゴ ト一^ 

マンス スサヰ —ト 



マ-ザ 1 

PN ジナ I 

六 一 

せ. i シ ー スゥ キチ 

ング 

口 ー ドア イラン ド 

ダリ —一一 ング 



柳 玉 (柳 王) 

初 B 出 

紅玉 (滿釭 ) 

小猩々 

光 

(晚成 子) 

小 紫 

隴 月 

甘 

深 綠 

大猩々 

菊 形 



、 



玉 



一一 一十三 欤 タ— 

バス マ ー ケット 

三十 四^ y ヰ 

ン サッブ 

三十 五镞 ビ^ 

マ ン K クラ， ク 

H 十六^ 

1 一一 十七 ^ nl 

^スセ ネット 

三十 九號ソ ワネ， 

四 十^ ス ミ ス サ 

四十 ー號^ ンク 

リ ス 

四十 ニ號 

£ 十 W ぉト ヤマン 

ス、 スゥヰ ー ト 

四十 五號 

四十七^ 

四十九^ 

五十二 號レ デ- 

ス， スゃヰ ー ト 

五十 三號レ ー ネ 

ク Jr タウン 

£ 十七 88 口， ドア ィ 



柳 月 

猩 血 

小猩生 

雪ノ下 

ソヮネ ， 

黑 牡丹 

嚨 月 

戌 眼 

大猩々 

菊 形 

紫 雪 

玉 



九十 九號 

大猩々 



尖 紅 レ I ネ 

-ソド タウン 

北靑原 



尖 H 滿紅 

晚成子 

紫 紋 

小 锗 

ヒ ^ 

兢ホヮ 

イト ビッ 

ピ ン 

深 緣 

綾 錦 

小 錦 

秋 綠 
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'レ 
セ 
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1 


中 

ク 








つ 


の 




1 




印 


印 




小 

巾 

i 


サ 
名 


出タ 
1 

― ぺ 

メ 
節ン 


レ 
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ゥ 
牛 
ン 


春 
霞 






夷 
錨 






八 


1 










阿コ 

ク 

七： 
號' レ 



^上述べ たる 各 品種 は 古くより 渡來 せる もの 、 內、 比 較的廣 く 栽培 せらる , ものにして 其 他 

近年の 新 輪 入 も亦黟 だし く， 其 數百 種の 上に 出で しも 營利 的に 栽培す るに 當 りて は， 徒 ら に お 

數の 品種 を 蒐集す るよ り. お 望なる 三 四の 品種 を 栽培 し. 販 賫 品の 整！ を 計る こと は獨 り苹果 

に 限ら す. 各 種の 果樹 皆然 からざる はなき なり。 今是等 多數 品種 中より 選擇 せんと 欲せば 樹 

勢の 强健 にして 病蟲の 被害 少な く、 豐 產 にして 品質の 優良なる を 選ぶべき は 勿論なる も、 又 栽 

培地の 位置 卽ち 市場との 關係、 氣 候の 寒暖 等に よりて 斟酌せ ざるべからざる なり。 

優良品 種の 特性 

W 早生 種 

一 紅 魁 W- ①ュ astracau, 

瑞 典の 原產 にして 明治 初年 開拓 使に より 泶國 より 輸入せられ たる ものな り。 樹性强 健に 

して 樹幹 枝捎 共に 粗大 直 伸す るの 性 あり. 薬 形 豐大. 葉柄 長く. 梨 葉の 如く 垂下す る 性 あり。 

結果 期 に 入る 速やかに し て、 接 木 後 三 四 年 目に 開花 結 實を始 め、 H り 寒地に 適する のみなら 

す、 暖 地に 於ても 能く 結果 し、 綿 蟲 及び 各種 病害に 犯さる、 こと 少なき 品種な り。 果 實は大 



(—の 分 二 尺 縮） m 弒 



にして 五十 匁 乃至 八十 五六 匁、 y ^ 

に し て， 果皮 滑 かに 熱すれば 外皮 S 

紅色 を呈 し， 深紅の 條線 あり。 ，usw 

を 被 む り， 外 觀颇る 美な り。 粜栊 は 

短大に して 便 窪は狹 く.^ くして^ 

周逡に 銹を冇 する もの 多し。 

は 柔軟なる も 水分 少 くな く，. HI o に 

し て 酸 味 稍.. 多 く、 品 ^ ,乂 好と 稱 す る 

. を す。 熟 期颇る ： 小 ！1, 七 ：；：： 上旬 乃 

至 八月 中旬までに^ し. 孔 ^三 四 

囘に 順次 採收 する を^と す。 本 g 

は斯の 如く 熱 期 早 やく 而 かも 結^ 

し 易き を以 て， ぬ 地に 於て 多く 栽：^ 

せらる 、 もお 藏に はへ ざるの 缺點 

あり o - , 

一一、 黃魅 YOHOW Tl.,5sp;lr2lL 

露國 の原產 にして 明治 二十 三年^ 

^國 より 北海 a に 輪 入せられ たる 
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000 a. 9 一九二 

比 校 的 最； 新 の 品種な り。 

樹性 颇る强 健、 仲 長 力 旺盛に して 樹皮 綠黃 色を圼 し， お おに 他 種と 區別 する を 得。 結果^に 

入る こと 最も 逨 かにし て、 紅 魁に 比し 一 厣豐產 なり。 果實 は屮の 

形 又は 卵圓 形を呈 し、 時 に 頂 端 稍" 王 冠 狀を呈 する もの あ り， 果 皮 は 

ひ 黄色と なりて 光澤 あり。 果肉 黃 白色に して 質 粗なる も 紅 魁に 



侘 

t、 

三、 

ISBJ 



よ 

四， 



なり。 七月 下旬 乃至 八月 上 中旬に 成 熱す。 紅 魁同樣 寒地に 限 

し， 早 生 種と して 近時 各地に 栽培 せらる、 種な り。 本 種の 缺點 

く と， 遠 方 輪 送に 不便な るに あるの み， 早 牛 一種と して 有望の 一 品 

初 笑 wuclless of 。ト aenbm お 

M の K 產 にして 紅 魁と 同時代に 輪 入せられ たる ものな り。 樹 

なる が 如き も、 枝 梢 稍" 細 長に して 斜生 し， 多 少 灰白色 を 帶 ぶ る の 

似し 居れ ども 蒂部 多少 尖が り， 形 狀 稍，. 小さ き 倾き あり。 色は黃 

して 美な り。 果粉を 蒙む る こと 多く 斑點大 なり。 梗窪 稍" 敁く 

如-し。 果肉 白色に して 質緻 密 、せ 味 に 富 み， 品 質 佳良な り。 

木して 四 五 年に て 能く 結果 し、 紅 魁より 六 七日 後れて 成熟し 頗 

も. 色 澤 多 少 鮮 鼦を炔 き、 果 實の 不同なる と樹勢 多少 弱くして^ 

る爲め 比較的 栽培す る も 少なき が 如し。 

ゥせリ アム スフ H — ボ リット Williams Favorite, 



大 にして 四 五十 匁， 形 狀 圆 

綠黃 色なる も 熱する に從 

比し 多漿 芳香に 富みて 稍- 

ら す， 暧 地に 於ても 能く 結 

とする 處は色 澤の鮮 ^を 

種た る を 失 はざる なり。 

性强 健. 一 见紅 魁と 區別困 

差 あるの み。 梁實 も 能く 

綠 色の 地に 紅色の 縞 を 表 

周 透に 銹び ある こと 紅 魁 

る豐產 にし て. 品 質 良好な 

^に 犯され 易き 等の 缺點 



m 苹 編 二 第 



本 M も 叱^ < 的 新たら しく^ 入せ る ものにして. 樹勢强 健，^ に 罹 一る こと 少なく 枝絛 太く：^ 

^開^の. 倾き あり。 ^實 は屮 等大 にして ra: 十匁內 外、 形 狀楕圓 にして 縱に 太き 肋條 をお し 

稜立て り、 见 皮 く， 綠 ^ 色の 地に 帶 紫 紅色の 縞 を 現 は しお 部に 至る に從 つて 淡色と なる。 

父 あ 面 はお. に锈を 以て 被 はる。 果梗 長く、 丈夫に して 風^に 遇 ふ も 落 菜す る こと 少なし。 

便^ 蒂^ 共に 说 く， 果 肉 は 乳白色なる も IB する に從 ひ、 微 紅 を帶 ぶる 處 あり。 果 肉 稍.. 粗 な る 

ん^ 香に t:s み、 甘 酸 適 度 を は て 品質 上品な り。 

熟 朋は七 W 下旬より 八 ハ屮旬 頃に し て. 祝 より 多少 早 く、 收 量 多き のみな ら す， 品 資 佳なる 以 

て 近 ゆ 漸く 此 品種に 着目 し， 栽 培 を 行 ふ もの 次第 に： 多 きを 加へ たり。 

五， 祝 (原 名 不明) 

又屮成 子と も 呼ば れ， 閗 拓使 時代に 輸入せられ たる 古き 品種な り。 樹性强 健 • 枝 梢絀 くして 

颇る^ 生す る倾き あり。 之 を 天然に 放任し S く 時 は， # 草の 如き 狀 となる。 接 木 後 三 四 年 

にして 結^ し， m る豐產 なる も ！：十 く 老袞の 傾向 あり" 果は 中に して 楕圓 形なる も. 老 木と な 

るに 從っ て. 次 笫に扁 圆 となる 倾き あり。 一 個の 平均 重量 四十 五匁內 外， 果 面 平 滑， 綠 黄色の 

地に 紅 祸の緋 り を 現 はし， 斑點 灰，：： 色に して 稍" 大な り。 充分 熱すれば 赤 紫 色を呈 しぼ 粉 を 

おむ る 肉，： n 色. 緻 密 にして 甘.^ 强 く， 娥 液 多くして 芳香に 富 み. 世 人の 嗜好に 適する こと 殆ん 

ど 及ぶべき もの 少なし。 八 月 上句より 成熟し. 九月 中旬に 至る まで 順次 採收 せらる。 又 未 

の^に も 酸味に 乏しく 纖維多 か ら ざる を 以て 食し 得る の特點 あり。 

本 種は屮 半： 種 中 最も 右 名なる 品種に して氣 候の^ 暧を問 はす 盛んに 結果 し、 何 れの 地に て 

品 一九 ョ 



1 九 四 

も， 好 結果 を 得つ ゝ あるの みなら す. 寶 

れ 行き ましき を 以て 梨に 於け る 長 十 

郞 と共に 必 す 栽植 せざる ベ からざる 

品種な り。 

六 紅 絞 darnel. 

開拓 使 時代に^ S より^ 入せ る もの 

にして 樹牲强 健， 枝 拊 れ立狀 な な し， 相 

密牛； する の倾. M あり。 i! 短く して 

赤祸 色を帶 び、 樹木の 形狀紅 魁に 似た 

る點 ある も、 葉 片 垂下せ ざる 差 あり。 

果實は 中に して 圓形 若く は扁圓 にし 

て果梗 細長な り、 ぽ お^^ 共に 深さ 中 

位、 其 周逡に 小皺 多し。 果皮 黄綠の 地 

に 赤色 を 帶 び， 熱 すれば 紫 紅色の 絞 を 

生じ 頗る 美觀 なり。 栗 肉 純白に して 

雪の 如く 肉質 緊ま り， 佳 香 に 富 み， 娥. 液 

多く 品質 颇る 上品な り。 九月 中句よ 

り 十月 中旬まで 採收 せら れ、 盒 用に 供 



せらる、 も貯猱 

安全に 保存 せら 

槪 して 結果 期に 

る缺點 ある も、 品 

期に 入れば 颇る 

目し， 栽培 次第に 

七、 旭 Mcintosli 

加奈陀 S 原産に 

立す る 性 あ り. 樹 

く 稍.. 突出し 颇ろ 

年 を經れ ば結實 

て 五十 匁內 外に 

も往々 微かに 肋 

の あり。 果皮 濃 

帶ぶ るが 如き 觀 

又 白粉 を 装 ふ。 

徴紅 を帶べ る も 

甘酸 適度 を 得， 一 



すれば S 年 一 二月まで 

る.、 特點ぁ り。 本 種 は 

入 る 稍.. 遠き と果形 小な 

質 良好に して 旣に 結^ 

豐產 なれば 近年 漸く^ 

增 加の 傾き あり。 

Ked 

して 樹性强 健、 枝 梢 稍.. 直 

皮 赤紫 色 を 帶 び， 皮 目 多 

顯著 なり。 接 木 後 四 五 

を始 む、 果形 中の 大 にし 

達し， 形狀圆 形、 平滑な る 

狀を現 は し、 角 立てる も 

紅色 を呈 し、 恰 も 紫色 を 

あり。 斑點 白色に して 

果肉 は 白色に して 多少 

の あり，^ 組密， 衆 液 多く 

種の 香氣を 有して 品質 

一九 五 



論各藝 HI 樹^: 驗赏 
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佳良な り。 熟 期 は 九月 中旬より 十 月 上旬までの 間にし て. 脬 ^すれば 翌春 




赤 



尺 

二 

〈力 

の 



1 九 六 

二 月頃 ま で貯ふ 

る を 得。 從 

來 多く 栽 g 

せられざる 

も， 豐 產 なる 

と 結果 ra^ に 

んる こと 早 

く、 寒 暧兩地 

に 適 し. 外 

の 美なる を 

以て 近^ 渐 

く當 業者の 注 怠 を き た る が 如 し。 

：、 赤 龍 Baldwin 

樹牲 極めて 强健 にして 枝 梢も^ 肥大 疎^し， 

葉 も長圓 肥厚せ り。 果 實は大 なる も 不正な 

る 扁圆に し て蒂 部少 こしく 尖が り、 色澤濃 紅 

色に して 赤 锅の條 線 ある を 普通と す。 果梗 

細く 短き を 以て 時に 風害の 爲 め落果 する こ 




！ や ^ニ笫 



と あり。 ^肉 荧， n:£l を帶 び、 質緊 まりて 甘味^ 香 



,調 邱ー 川 にん 川 ひられ 上 品 な り。 

^ ^四 五月の ま で貯藏 せらる。 

九、 甘露 Tilull 一 s swoet. 

米國 種に して 樹性强 健、 能 く 極^ 



八 

1、 

阒 



月下 旬 乃至 十 

槪 して 豐產 なる：： i liJ な り。 



お み、 漿 液 多 し。 生 食 川に 供 せらる、 ：？■ 

月 上^に 採^せら れ 、少 しく 注^ すれ ば 




堪 へ， 樹姿 張、 枝 

して 强大 なり- 

匁、 形 狀圓形 若 

れば黃 色と な 

て ネ く £ ^、し ： 

して あ 軟甘 味 

味 を覺 ゆる こ 

を 以て 品質 上 

收 せら れ、 翌 年 

本 種 は 結果 期 

も色澤 及び 品 

應 する 外， 大 栽 



梢 下垂す る倾き あり。 樹皮 帶綠祸 色に 

. 栗實は 屮の大 にして ； 個： 牛 均： 九 六. 卜 

く は扁圓 を 呈 し、 果 皮黄綠 色に して 熱す 

り， 陽 光部 は 黃 祸 色を帶 び" 梗 ^は^くし 

向 ひ革狀 S 肋條 をお す。 果肉 黄，： n 色に 

多 く， 質 緻 ^、微 酸た も感 ぜ ざ る を 以 て、 4U 

と ー餍大 なり。 又 一種の^ 香な 有する 

品な り。 十月 下旬 乃至 十 一 月 上お に 採 

二三 月頃まで 貯蔵す る を ベ し。 

に 入る こと 早 く. i 一 3! 產 にして 甘味に 富む 

質に 缺 くる 點 ある を以 て、 特 殊 の ^ 要 に 

お" を 行 ふべ きものに あら ざ る が 如 し。 



〇 、朧月 West field swek no further 

樹忭^ 厶强^ にして 枝 梢の 仲 長 速やかな り 一 

品 



樹皮 黑祸 色を帶 び、 灰白の 斑點 あり。 ^形大 

一 九 七 



論 各藝圚 樹^ 驗梵 



画 七十 




ふ, サ. に 



(—の 分 二 尺 縮) 




0^0 a a 一九 < 

にして 扁 圓. 见 皮綠 灰色の 地に 褐色 若く^ 紅 褐色の 縞を粧 ふ。 枭肉黃 白色に して 緊ま り， 甘 

多 漿， 佳 香 あり。 十月 下旬より 採收 せら れ、翌 年 五 月 環 まで 安全に 貯藏 する を 得。 且つ 次 

第に 甘味 を 增すも 貯藏， I 且 

しき を 得 ざれば 果面數 を 

生じて 外觀 不良と なる。 

本 種 は 生 食用に 供 せらる 

る 外， 煮 八艮 又は 醸造 用に も 

適 し. 利 用大 なる も 樹勢强 

健に 過 ぎ、 伸 長 度に 失する 

を 以て， 接 木 後 七 八 年を經 

ざれば 結粜 する に 至ら ざ 

る缺點 あり。 歧 地より 1、 

於 て、 而 かも 石 礫の 多き 稍-瘠 薄なる 地に 於て 栽培 せられて 好 果を收 むる が 如し。 

MM0 ^ enow bellflower 

米國， の 原産に して 樹性强 健、 枝 梢の 生育 旺盛に して 幼 樹の間 は 半開 張の 妾なる も， 結果 期に 

入る に從 ひて 下垂し， 亂頭 形と なる。 果 實は大 にして 六 七十 匁より 八 九十 匁に 達す" 形狀 

楕圓 にして 末端 尖りて， 稷角 あり、 恰も 榲 棹に 類似す。 果實 多少 不整 不 揃の 傾き あり。 菜 皮 

^光澤 ある 帶綠黃 色に し て. 向 陽 部 淡 紅 褐色 を帶 び、 熟 すれば 黃 金色と な り、 顧 る 美麗な め。 




1 1 



(一の 二 尺 縮） 卵 凰 虱 



粟 梗 は 捎.. 細 長く して 梗窪苳 窪 共に 深 

し o 

果肉 は 黄色に して 質 緻密、 柔軟に して 

採收當 時 は 多少 酸味 を帶ぶ も， 貯狨す 

るに 從 ひて 廿味 を- % し， 芳 香 ありて =§ 

質 上等な り。 十月 中 下旬より 收璲し • 

翌年 三 四月 頃まで 貯藏 する を 得。 本 

種 は 結果 期に 入る こと 多少 遲き 傾き 

あ る も. 旣 に 結果 期に 達すれば 豐產に 

して、 品質 佳良、 優良品 種の 一 たり。 

I 二、 紅玉 Jonathau 

米國 種に して 古くより 盛んに 栽培せ 

らる ゝ 品種に し て. 樹 性 强 健， 枝 梢 細長 

にて^ 實開張 し， 往 々下垂す るに 至る- 

新 梢 は 灰 褐色に して 密生し 易 く. 货 は 

較々 斜 立して 小な り。 葉 裏に はで^ 

密生し、 花辨は 淡紅色 を帶 ぶつ 短果枝 

の 成 生 速 かにして 結 * 期に 入ろ こと 

1 九九 



論 各 ？ 3 \U] 樹 S 驗^ 
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然れ ども 强 いて 其 缺 ^ を 求 む れ ば お^に 犯 さ 

一 三、 キン タダ JJ ット 一- vi- 一 i)avia 



二 oo 

早 く， 颇 る ffli 產， な り C 

栗實 は大さ 中位に して 四 五十 匁. 形 狀楕圆 

若く は圆 形に し て， 果 皮 は 全面 濃 紅色に て 

被 は れ、 光 ^ありて 頗る 鮮麗な り。 * 梗は 

細く して 長 く， 梗窪募 窪 共 に狹 くして 深く， 

せ： ハ冈逡 に 銹を帶 ぶ。 果肉 黄色に して緊 ま 

り、 多 漿， 香 氣 高く 甘味に 富 み、 牛； 食 川と し て 

頗る 上品な り。 十月 中 下旬より 採收 せら 

れ， 翌 年 五六 月 ま で 安八 f; に 貯藏せ ら る。 

li り爽、 地に 於て 奸成絨 を舉 けつ 、あるの 

みなら す、^ 地に 於ても 颇る IS 產 なり。 然 

れ ども 暖地 は^ 地に 比して 色澤^ 魔なら 

ざる 缺點 あり C 本 種は晚 牛ー 種と して 國光 

と共に 最も 廣く 栽培せ ら れ. 而 かも 其 成績 

至る 處 佳良なら ざる はな く、 營 利 的 栽お と 

して 又 家庭的 栽培と して a も^ 好な り。 

^面に 黑斑を 生じ 易き にあり。 



栗 苹編ニ 第 



^近 輪」 せる 新品 種に して. 樹性 旺盛なら ざる も， ® 健に し て^おの 抵抗力 强く. 樹色は 紅 玉 

こ 類 a の點 あり。 果莨も 亦 紅^に 類似し、 大 さは 屮の小 にして 形 狀正圓 なり。 梗窪は 稍" 成 

く 深く. i つ 平滑な り。 ^皮 は 濃 紅色に して 喑 赤色の 條線を 有し， 充分 完熟 すれ ば 全面 喑赤 

色と なり， 頗 る 美歷な る も、 紅 玉に 比して 多少 鮮麗なら ざる 嫌 ひ あ り。 ^肉 は 濃き 黃 色に し 

て， y 比し 一 ^^色な り。 味 ひ は 濃厚に して 酸味 稍.. 强く， 採收 常時 は 稍.. 劣る も， 貯驟 する 

こ從 つ， て 甘味 を^: し、 一種 强烈 の香氣 を 帶 び. 多 少不 抉の 感 ある も， 翌春 三 四月 頃に 至れば 紅 

玉 より 果肉 稍- 緊ま り. 爽 快なる 味 ひ をお する に 至る。 十月 中 下旬 に 成熟 し. 翌年 五 六月 迄 貯 

葳 U らる。 結 * 期に 達す こと 早 く. 豐 產 にして 風害に 過 ふ も、 溶 ^に 落 果せざる 特點 ある を 

J て、 斤 一 時 ¥ く 栽培 盛んと なる ベ き 倾向 を冇 す。 

四 、ブラ リクへ ン ダ ビ ス 】 一 二へ r-ll<l:Lvis 

本 種 も 最^ 前 種と 同時 頃に 輪 入せられ たる 品種に し て， 樹 性果寶 共に 倭 錦に 類似の 點多 し、 

生育 旺盛-一し て. 樹 &は倭 錦より 称" 喑 色を帶 ぶ。 某實 中形 にして 長圓形 をな し. 倭 籂 と殆ん 

ど 同形に して 五十 匁 乃至 六十 匁 あり。 梗 窪は狹 くして 深く、 萼窪部 深く 凹 入す。 ^皮 全面 

農 赤色に して 熱す れば. 稍" 喑 色と なる。 時に 鮮明 を缺 くも 前 種の 如く 毒々 しき t ^ にあら 

す。 果底 淡色 を帶 び、 斑點大 ならざる も 灰色に して 明瞭な り。 果肉 は綠. m 色に して 肉 硬く 

緊 ま り、 採 & 當 時 は 漿液 少 な くぜ 味 に 乏 しき も 貯 藏 す る に從： ひ 甘味 を增し ^錦に 比して 遙 

に 良好な り。 十月 中 下旬 顷 に坨收 せられ、 翌年 三月 頃より &y に 供して^ 好な り。 木 種 は 

ち *?> 抵抗す るカ强 く、 比較的 土 質 を 撰 ま す、 豐產 にして 早く 結^期 に 入る を 以て 將來有 ま 

第 四 ^品 a 
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な る ベ し。 、！ * 

一 五、 柳 王 mnlith Cider 

米國 の原產 にして 樹性强 健、 枝 梢 屈曲 交錯す る 恰も 柳樹の 如き 狀態を 呈すハ 



二 二 



を帶び 細長 節 間 長し。 果實 は大に 



第 

十 




に § 准 かる こと あり。 本 種は槪 して 

る こと 多少 遲き 傾き ある を以 て、 大 

一 六、 倭 錦 we 口 clavia 

米國 種に して 樹性强 健、 樹 齢 若 かき 

垂し來 りて 亂頭 形と なる。 新 梢 は 



新 梢 は 赤褐色 

して 七十 匁內 外、 形- 狀は圓 形 又は 尖圓 形に して、 頂 端 稍.. 細 

まり、 果皮 淡黄色の 地に 鮮紅色の 鎮 

及び 緋を表 はして 小 白 點を散 布し， 

全面 果粉を 蒙む りて 外觀 美な り。 

果肉 は黃 白色に して 質緻 密， 多 漿 酸 

味 多き も、 熟 する に從ひ 甘酸 適度と 

なり 品質 良好な り。 十月 中， f 旬よ 

り採收 せられ、 翌年 五六 月頃まで 貯 

ふる を 得。 病蟲害 甚だ 少な く、 腐 敢 

病の 如き は雜 無なる も、 時に 縮 葉 病 

て 優れたる と、 豐 產 なる も 結果 期に 入 

ベ きこと な り。 



王 



尺 

の 



品質より 外貌に 於 

栽培 は 多少 顧慮す 



時 は 枝 稍" 直 立す る 傾き ある も、 結 實 する に從ひ 次第に 下 

褐色なる も 古くなる に從ひ 淡紅色 を帶 ぶる に 至る。 枝 



^ 苹 IS e ?ff 



拊， IK く、 笳 間 亦. 長し" あ^は 大 にして 六 

^面 綠黃 色の 地に 淡紅色の 太き 縞 あり。 

く， 供 肉 は，：：： 色に して 多 少 黃 色を帶 び、 肉 質 

味槪 して 中等な り。 十；^ 下旬に 採收 せら 

にして 外觀 美なる も 品質に 於て 多少 劣れ 

一 .1」、 IE 光 HOAVle-s Jauet, 

晚成 子と も稱 せら れ. 米 國ヴァ ー ジ 一一 ア^ 





光 



尺 

の 
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七 十 匁、 形 狀は圓 形 又は 尖圓 形に し て， 底 部 稍， 九く、 

陽 向 部 は 濃厚 色を呈 して 色彩 关 なり" 栗梗 細長 

緊 ま り て， 滓 少なき も 漿液 甘味 共に 多から す。 香 

れ， 翌年 五六 月頃まで 貯藏 する を 得。 本 種 は豐產 

る を 以て 大 栽培 は 顧慮す ベ きものな り。 

の原產 にし て. 古 くより 栽培 せら れ、 晚 生 種と して 

有名なる 品種な り。 樹性强 健なる も： I； 長 旺盛な 

ら す、 樹 姿 開 張 し. 枝 梢 稍" 喑 褐色に して 太 く、 問 短 

な 一り。 果實は 中等 大 にして 四 五十 匁. 形 狀鈍圓 錐 

形な り、 果皮 黃綠 色の 地に 喑 紅色の 細かき 縞又緋 

を 表 はし， 灰 褐の小 斑點密 布す" 果， 梗は 短く して 

梗窪廣 く、 深き も蓁 窪淺 くして 狹し。 果肉 は 白く 

質 緊 ま り， 漿 液 多く 廿味 之に， 伴 ひ て， 香 氣 あ り。 品 

質 頗る 上品な り。 十月 下旬より 採收 せら れ、 翌 年 

五六 月頃まで 貯 藏に堪 ふ。 

本 種 は 結果 期に 入る こと 速 かなる 上、 豐 產 にして 

品 質 佳 良. 晚 生貯葳 種と して 冇 望なる 品種な り。 

二 0= 一 
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(ニク 、分 二 尺 さほ） —ダン サキ レア 




四！ is a 二 OEa 



(縮尺 二分の 一) 



3!： 苹編 



圆 四十 




(.、' ン 一'— 



(一の 分 二 尺お) 



以上の 各 品種 は從來 栽培せられ たる もの 、 中、 最 も 冇 望 な るん の 、 み. を舉 けたる も 其 化尙ほ 

栽. S せらる 、 も： の 少なから ざるな り。 然れ ども 品種の 数多き は 却て 賫 品の 統 ニを缺 き、 K- 禾 

二 五 
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論 各 藝圜樹 栗 



驗 資 



尖長扁 は B! は圆 扁圆不 扁圆楕 M 圆 

扁若扁 若 錐 不 
B E EEKEKE 形 蹩四整 圆 E 

中中 中大 中き 中大 中中 中小 



中 多多 中中 中中 中 



稍 

少 



中中 中 



th 强 强 强 强 稍 强開强 開 强 强直矮 開强直 
14 健 健 健健强 健 張踺張 健 健 立 生 張綞立 



少酸 漿 
下味 醆 
多 少 
く な 
甘 く 
味 上 



第 B 章 a a 二 六 

盆 を 醸 すべ きを 以て、 以上の 內 より 更に 數 品種 を撰澤 し. 優 良なる もの 五六 種 を 限 り. 栽 培す る 

を 可とするな り。 

尙ほ參 考の爲 め從來 栽培し つ 、ある もの 及び 比較的 新ら しきもの にて、 稍. -有 望と 認 むる もの 

を舉 ぐれば 左の 如し。 



口 s 種名 



果 形 



大小 



色 



澤 



肉 質 



品 



a? 



收量 



樹性 



考 



小 町 

黄金 丸 

丹 項 

生 

敷 島 

黄 竜 

大 

ク. I パス 

ァ ー? 

緋 緘 

於 顧 

白 竜 

小 紫 



濃 紅色 

黄 綠色紅 霞 
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第五 章 苗木の 養成 

苹^ り 苗木 は 梨の 如く 專ら接 木 法に より 行 はれ. 寶生 及び 揷木 法の 如き は^ら 砧木 養生の 爲 

に 行 はる、 ものにして、 其方 法 梨と 大差な きを 以て 重ねて 論す るの 必 要 を 認めざる な り。 

接 木 法に 於ても 專ら切 接に 限られ. 而かも 其方 法 梨 苗 養成と 異な る ことなき も其砧 木た るべ 

きもの は 梨と 趣き を^に する が 如く. 梨 は^ら 共 砧卽ち a 生 梨の 砧木を 川 ひ、 降に 洋^ 等の 結 

果 困難なる ものに 限り、 榲 悖の 如き 矮性砧 を 用 ひらる 、 なり。 然れ ども 苹^ は 北ハ砧 殊に 實生 

砧を川 ひる はは 生育 旺盛に 過ぎが 林 仕 立 として は 適 常な る ベ き も， 矮生， 士 立と する によ 困難 
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なり。 又 51? 木砧の 如き はお 蟲 害に 犯さ れ、 樹 命 短縮の 炔點 あるが 如き を以 て， 現 今^り 多く 川 

ひられざる が 如し。 從來束 北 地方に 於て は 三つ ^お 棠を 用ひ來 りし も. 綿蟲の 被害 多く. 漸次 

之 を 排斥 し. 丸 粱 海棠の 砧を用 ゆる もの 增加 せり。 外國 にて は 高木 仕 立に は 實生砧 を 川 ひ，， お 

枝 I* 剁其. a の 矮生仕 立に は 「ヅ ゥサ ン / パ ラダ ィ ス」 を 川 ゆる を 普通と す。 又綿蟲 免疫性 を 有す 

，| ドン ス？. I ゥ. 1 ンタ， マゼス チン , 1 一 

る 莨 牛； 沾 とし て Kotheru spy (君 が 袖) 或 は wil き I- ョ ：i 一 est ョ の 如き もの を 用 ふる も o 多き を 力 ^ 

たり。 今；^ 等お 種の 砧 木に 就きて 利害 閱係 及び 其 特性に 閼 して 說明を 試みん。 

第一 節 ヅゥ サンと パラ タイス 

^述の 如く 苹^ の 矮生砧 として 歐洲の 圓藝界 に 於て 久しき 以前より 使用せ られつ、 ある は 

r ッ ゥサ ン」 と 「パ ラダ ィ ス」 なり" 歐 米の * 樹 栽培 害 は 無論、 木 邦に ありても 苟も 苹果 栽培 を 論ぜ 

る 害^- - よ. 砧 木と. して 此兩桢 物の 名 を揭 けざる ものな き も. 未 だ 普及せ , さ る は 勿 ^之 を 見 +i 

る もの も 甚だ 少 きが 如き 狀況 なり." 此兩 植物 は 現今に 於け る 栽培 苹果の 祖先の 一 つと して 

^めら ^つ、 ある 所の さ ニー ョ I- 一- ョ ヨ-. ミヨ の 系統-」 厘す る ものな り。 其 產地は 南部 露 西 亞- 

高 架 索 • バ ルカン 半 お 地方なる ベく， 現今 同地 方に 兩桢 物の 野生 種の 存在す るを認 むる と 云 ふ。 

而 うして 此兩糚 物の 異な る 【點 を 舉 ぐれ ば， 

7 ゥサ ン」 は 「 パ ラ ダ ィ ス」 より 其發育 盛んな り。 然れ ども 兩者共 二 三の 變種 ありて， W 似た る點 

あれば Ssf に 夫れ のみ を 以て 區別 すべ き は 困難な る な り。 其 特長の 最も 確^なる は^ 暂の 成 

熱 期な りご 染實 は兩者 共に 扁圓 形の 小果 にし て V 几^し て 黄色 を呈 す る も、 ーヅゥ サ ン」 は 晚秋タ 

_B 五 b 苗木の S 成 -r* 



論各藝 園樹 栗驗箕 



wla ザ ゥ サンと パラ タイス ニー 

は 初冬の 候に 至りて 初めて 熱し， 【パ ラダ イス」 に 比し 著しく 早し。 其發育 器お. U る 根の 形狀に 

於ても 多少の 差 あ り、 卽 ち 「ヅ ゥサ ン」 の 根 は 直線 的に して 質强靱 なる も. 一 パラ ダイ ス」 は 屈曲して 

K 質 脆弱な り。 兩 者の 新 梢 新 葉に は 共に 毛茸 あり、 「パイ タイ ス な 葉が 少しく 發 育す るに 至れ 

ば 全く 毛^-を 止めす と雖 も、 「 ヅ ゥサ ン」 は 充分 發育 せる 葉に も 多少の 毛茸 を存 す。 且つ 「パ ラタ 

4 ス」 の 葉 緣には 整 正なる 細鋸齒 あれ ども T ヅ ー サ ン」 の 鋸齒は 粗大に して 復鋸 齒を呈 する こと 

多し。 

砧木 としての 兩 者の 差異 「ヅゥ サン」 に 接 木せ る 苹果は 之まで 吾人の 想像せ し 程に 矮化 

せす。 三 葉 海棠， 九 葉 海棠の 如き を砧 とせる 苹果に 比較して 初め 三 四 年間 は矮 化の 度に 著し 

き 差異な きが 如く 見 ゆれ ども， 結果 年齢 早き こと。 主幹と 側 枝と か 其 發育上 甚だしき 差を呈 

せざる こと。 短捎 剪定に 依て 嚴密に 樹形を 整 ふる も 徒 長に 失せ す、 能く 花芽 を 着 生す る こと。 

且つ 長年 月を經 過す る も 長大なる 樹形 とならざる こと 等の 點は 矮生砧 として 十分の 價値ぁ 

るを認 むるな り。 

f パ ラダ ィ ス」 を砧 木と せる もの は 前者に 比して 更に 著しく 矮生 なり。 一 見して 直に 他 の砧木 

を 使 川せ る ものと 區別 する を 得べ し。 東京 地方に 於ても 三年 目に て 能く 結實 する に 至る。 

砧木 として 兩者を 使用せ る 苹果の 發； 育 に 上述の 如き 差 ある を以 て、 「ヅゥ -サ ン」 砧の もの は 「ビ ラ 

£ ッ ド， ブ ッ シュ」 (装 生 仕 立 X バル メ ッ ト」 等 比較的 據大 せる 整 枝 法に 利用せられ、 「パ ラ タイ ス」 砧は 

各種の n ルド ン式整 枝 法に 利用 せらる。 「ヅ ゥサ ン」 砧は 「ハ ラ ダイ ス」 砧に 比較して 强壯 なる を 

B て， 氣 候 土質に 封す る好惡 甚だし からざる も、 「パラク イス」 は ffi 寒と 乾燥と に對 する 抵抗力^ 
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加へ たる ものな 

ふ。 ボ エト ナ II 

タイ ス」 に 於ても 

勢力 旺盛に して 

時 は 野生 種に 復 

斯 かる 點 は他嵇 



き 傾き あると. 挿 木に て は發根 不充分の 點 あれば 壓條 法に て 繁殖す る を 可と 

^ i の變生 『ヅ ゥ. サ ン」 『パラ ダイ ス」 中には 種々 の變生 あるが 如 く、 歐 洲 に 

川し つ 、ある もの は. 何 れも 野生 種に あらす して 十分 改良 を 

こても I3roaJ Icvcd Doucin は砧 木と して 最も 成績 佳良な りと 

お —レン ギ ヅシェ i ヅゥ サン 、 

liore を m し， コ ッ ネ氏は Ilollal-llscher Douc ョ を稱^ t タ 「ハ 

に 比し 勢力 微^な りと 雖も. 最近 佛國に 於て 改良せ し. 一 種 

良好な りと 云 ふ。 凡て 是等の 改良種 は實 生に 依て 繁殖す 

令結责 せる ものと 雖も. 挿 木 壓條の 法に 依らざる ベ からす- 

人工的 改^の 十分 加 はれる を證 する に 足る。 

第一 一節 本邦 產矮 生砧 

一、 ボケ (木 爪) 苹^ の 矮生砧 として 一顧の 惯 ありと す 

共 こも 木と して 之に 接 木せ る 苹果は 数年間 僅かに 命 脈. を 

に し て. 開 花 結實の 望 み 少 な く、 到 底實用 的と して 採 川す る 

二、 實生曰 本 梨 掊着 する も 癒合 力 甚だ 少な く、 風 の爲に 

甚だ 緩 没な り。 從 つて 花芽の 着 生 良好なる も枝條 微弱に 

を ぶ て、 砧 木と して 木^ 同 樣に惯 値な きものな り。 

三、 每棠 (ハ ナ 力 ィ ダ ゥ) シ Taloa floribumda sis 古 來觀賞 木と 



て砧 木と して 使 

り。 「ヅ ゥ サン 」 屮 

氏 ■ 力 Doucin ai- 

佛國種 は 英^ 嵇 

砧木 として 最も 

歸 する を以 て， 假 

の砧 木に 比して 



もの あれ ども 「タ チ ボケ/クサ ボ ケ j 

持し.. ^年数 寸の： t 長 を 見る のみ 

と 能 は ざ る な り J 

々接 目より 折り 去ら れ， 仲 長 力 も 

-て 病的 狀 を呈 する に 過 ぎ ざ る 



して 培養す るお 棠 にして 後 條述ぶ 



第五 窣 苗木の sla 一 



論 各 藝圜樹 菜驗箕 



第ニ© 本邦 S 矮^ M 一一 一二 

る 三^ ^ お. 丸 紫 海棠の 類に あらす. 此^ 棠に 直接 接 木せ る もの は發育 不^なる も 三^^ 棠に 

接お して^ 上に 苹采を 接 木せ しもの は 成績 佳良に し て. 矮生 の 度 は 「パラダイス」 の ものと 伯仲 

する を認 む。 而 かも 枝 條 短大に して 三年 目に て 能く 開花 結實 し. 矮^ 姑と して 推^す る價値 

十分な り o 而 かも 此種は 至る 處に多 く、 挿 木に て 繁殖 困難なる も 三 葉 海棠に 能く 接着し， 現今 

の 花 海棠と して 庭園の 丁 部に 栽糚 しつ、 ある もの は， 大抵 三 葉 海棠に 接 木せ る ものな り。 故 

に 特に 二重 接 を 行 ふ も 敢て大 なる 不便 を 見ざる なり。 

ET 三 葉 海棠 Mains pnsifclia 本邦に て苹 枭の砧 木と して 最も 廣く 採用 さる 、もの は 三 葉お 

棠 なり。 苹^ の實生 及び 在来種の 和 林檎 も又砧 木と して 利 川 せらる、 も、 三 葉 海棠に 比すれ 

ば 其範圍 極めて 少なし。 三葉^ 棠は其 野生 的 分布 颇る廣 く、 關西 地方より 北^^に 至る 苹果 

の 産地と 認む べき 地方に 殊に 多く、 多數の * 實を結 び、 其 挿 木に て も 容易に 繁苑し はるの 便 あ 

るの みなら す、 接 木して 活^ 確 實， 且 結實 良好なる を 以て 盛に 用 ひらる、 に 至れり。 ^れ 共^ 

缺點 とする 處も 多ければ 次第に 是に對 し 注 意 を拂 ふに 至れり。 今 其 主なる 缺 s 4 舉ぐォ は 

一， 該桢物 は 乾燥に 堪へ す從 つて 之に 松 木せ る 苹樹は 乾燥す る 瘠 地の 栽桢に 適せざる こと- 

11, 該桢 物に 接 木せ る 苹樹に は 土^の 如何に よら す、 結 S 作用の 不良なる もの ある こと。 

三. 該 植物 は 綿 蟲に對 する 抵抗力な きを 以て 之に 接 木せ る 苹樹は 枝 幹 及び 根 部 共に 綿蟲に 

犯さる , こ と o 

第 一 の 事 實は暧 地の 栽培 地に 於て 多く 兄ら れ、 第二 の 事實は 東北 地方に 於ても 黡" 認 むる^に 

し て.. H 一 品種 同一 年齡の 果樹が 同一 の 某 園に 在て 結實の 年齢に 達する 著しき 差 ある は^に 
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植物の 個怍 及び 根 s 發宵 の關 係の みに あらす * 

なれる ものへ， ： 右 し、 其、 性質の 異なる に 從. ひ 接 木し 

き 差 を 生 す る を 認 むるな り。 第三の 事實は 一般 

て 被 卞： を S ふす る は 吾人の 常に 見る 處 なり。 

一一 一、 葉 海棠の 分類 三槳 海棠 は 本草 綱目に 棠梨 

ン ゴ」 「ス ナシ」 「ャ マ ナ シ」 「サ ナシ」 「ャ マ カイ ダウ」 「コ 

一一 一葉 海棠 の 

\ダ 



第 

圆 




i 菜 

n、 菜 K 

縱斷 

定 



表而 i "綠色 にして 多 少 卷 縮 す。 安行 地方に て 

五 W 苗木の S 成 



從來三 葉 海棠と 稱 せらる もの 、中に 種々^ 

て其活 着の 具合 及び 活若 後の 性狀 にも 著し 

的に して 綿 蟲は之 を 接 木せ る 根まで^ 入し 

と 記載 せら れ， 其 和 名 に 「ズ ミ / n リ ン ゴ」 「ャ ブ リ 

ス ミカ イダ ウダ ィ」 「ミナ リカ イダ ゥ」 ^"種々 

名 あ るが 如 く、 其 變 種に 次の 三種 あるが 如し o 

ォホバ ノズミ 山野に. H ゆ： する 最も ^通 

なる ものにして 灌木 的^ 狀の ものより 丈餘 

の 喬木に 至る もの あり。 短 枝より 牛； する 粱 

は裂片 なしと 雖 も、 發 育 盛んなる 長 枝に^^ 

せる もの は 多く、 三 片に開 裂す。 淡綠 色に し 

て 表面に 光澤な し。 

n パ ノズミ 前者と は 全然 異なり， 性狀純 

然 たる 灌木に して 刺狀の 小枝 を發 生す る こ 

と 夥しく、 短 長 枝 共に 三片に 分裂せ る 棻を冇 

す る も. 槪 して 小に して 一 見. サ ンザシ の 如し o 

は n ズミ と稱し て.^ i より：^ 棠砧 として 栽培 
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ansa 本 t55s«?t-ffi ニー 四 

せり。 お初め は 多分 秧ハ乂 山中より 持ち 來り しもの ならん。 

C- マ レバ メズ ミ 充分 成長 すれば 喬木 的に 發 育す。 枝 幹の 發育 は前兩 者の 中間に あり。 

^ ぶ 長短 枝 共に 裂片を 有する もの 極めて 稀れ にし て、 表 面 暗 綠色， 一 兒ズ ミの 類と は 思 はれ 

す、 春 の 發芽は 前 二者より 二週間 以上 後る。 安行 地方に ては^より 之 を 栽培し ーセ ー 'シ」 と稱 

してお 棠砧に 使 川 せらる。 

以上 三種の 三 椠 ^ の內 「マル パ / ズ ミ. i は 活若 の步 合 最 も 多 く、 又 一 且活 若せ る もの は 外界の 障 

害の 爲に 分離す る こと 少なし。 「 コバ/ ズミ」 「ォ ホバ ノズ ミ., は 活 着の 歩合 稍 "之 に 劣 り、 「 n * ハノズ 

ミ」 は 分^し おき 炔點 あり。 活 着の 一 年 _u は 三者 共に 著しき 差な き も、 第 二 年 目より 漸次せ ハ特 

性 を 現 はし 「コ -;, ノ ズ i に 接着せ る もの は 二 ^枝の 發牛； 著し く， 且 つ 枝の 發育 極めて 不良な り。 

r マル バ ノズ ミ」 に投 木せ る もの は發胄 盛んな ら ざれ ども 肥大 す。 「 ォネバ ノズミ 」 に 接 木せ る も 

のは發 宵^も 盛んにして、 實 ^ 砧の苹 菜と 一 兄區 別し 難く、 「コ パ ノズ 、上に 接 木せ る もの は結實 

卞 G= SI めて 不良に して 「マ ル パ ノズ ミ」 は 「ォ ホ バ ノ ズ ミ」 よ り， 稍 "腿る 、 と雖も 芽の 着 生 結 實の歩 

合 最 も 確寳な り、 鼓 初に 述べた るが 如く 結實作 川の 極めて 不 長な もの ある は 多分 「コ パ ノズ 丄 

を砧 木に 使 川せ しもの なる ベ く、 此 砧 木は苹 * の砧 木と して 殆ん ど惯 ii! なきもの なり。 

11、 丸 葉 海 o 「マル バ カイド ゥ」 な る 名 稱は我 M の 古^に 載せたら ものな く， 又 植物 分類 學に 

關 する 著述に も 未だ 其 名 を 記載せ る もの ある を 兄す。 然るに 果樹栽培 家 は 明治 三十 七 八 年 

の 頃より 漸く 此砧木 的 價値を 認めて 之 を 三^お^ に 比 鞍して 其 特點を 賞 拔す るに 至^め。 

今苹^ 砧木 としての 特點を 見る に， 
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•1 . 揷 木に 侬て^ 殖の 容易なる こと。 

二. 苹樹 との 活着硗 莨なる こと。 

三， 之に 拉木 せる 苹樹 の結實 作用 良好なる こと 

rar 該 桢物は 全然 綿 蟲に對 し ％疫 性なる を 以て、 之に 校 木せ る 苹樹の 根 部 だけ は綿蟲 のお 生 

なき こと o 

丸^^ 棠は砧 木と して 斯の 如き 特質 を冇 すれ" 



芽 

ナ 

b 




j も 未だ^て 野生せ る もの 

爲 め、 お 原産地 及び 分類 擧 上の 

て. 甚だしき は 三 葉 海棠の 變葉 

以て 三 葉 海棠と 同 一 物なる ベ 

り。 又其變 種なる べしと 椎斷 

く 別種に して 却て 苹果 に近綠 

らる、 な り。 

丸 葉 棠は綿 蟲に對 して 絕對的 

M 地方に ありても 久しき 以前 

稱 して 綿蟲の 寄生な しと 稱せ 

稱 して 可な り。 彼の 米國種 



る を 見 受 

稱さ へ 不 

ー兒 して 

と^する 

る もの あ 

る 力 如く 



は 綿^に 對し 究疫砧 木と して 上乘 なる もの 

ィ」 (おが 袖) 及 ビ 「ゥ インタ ー マ-チェス テン. -に接 

^お 棠じ^ 等と 同樣 の效果 あるの みなら す、 挿 木に て 容^に 發 根し は 

第五 s g 木の S1» 



も 亦 免疫な る こと は旣に 



乙 



よ 

種 た 

述べ 

を 以 



け. さ る 

明に し 

直ちに 

もの あ 

る も 全 

覺 知せ 



^疫 性に して 盛 

or ィ ヌ リン ゴ」 と 

る。 故に 該栴物 

ろ 「ノ 1 . サ ン ス パ 

たる 處 にし て. 丸 

て 將來苹 菜砧木 

二 一 £ 
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ffiMCSS 閗 air ひ ssis 法 一二 六 

として 獎拗 すべ き 惯値 ある を^むるな. り。 

第 六 章 開園 及び 栽植法 

苹果 栽培に 當り 位置の 選 擇は旣 に 述べた るが 如 く， 或 は 山 林. 原 野の 如き 荒 地 を 開墾す るか， 或 

は 旣墾の 熟 畑 を 利用 せん か、 風 土の 適當 なる 處は 何れ を 選む も 大差な き も、 其 荒蕪地 開墾に 當 

りて は 殊に 周到なる 注意 を拂 ひ， 違 算 なからん こと を 期せざる ベ からす。 殊に^ 樹栽培 を 思 

ひ 立てる もの は 一 日 も 早く 着手 せんと 欲 し、 不 充分なる. 計畫 により 遂行 せんと 欲する 者 あり. 

是等は 後日 手 數を耍 する こと 大 にして 却て 不經濟 たる を究れ ざれ は、 多 少時 日の 遷延 を 見る 

も. 後 日 手直し 等の 無 川 勞費を 要せざる 樣留 意す る こと 必耍 なり。 

第一 節 苗木の 撰擇 

苹染阖 を 開設す るに 當 りて は、 或 る 特別なる 新種 類 を栽植 せざる 限り は、 確 實 なる 種 苗 商 若 く 

は W に 設けられ たる 果樹園より 購入す るに 如かす。 素より 少數の 栽培なら ば 自ら 接 木 繁殖 

して 可なる も， 大 栽培 を 行 はんと 欲せば 前述の 如き 手段 を 採る を 以て^も 簡易な りと す。 然 

れ ども 苗木の 善 惡は砧 木の 種類 及び 其 個性に より 著しき 差 あれ ば、 是 等 鑑別 を嚴に し、 其 選 擇 

を 誤らざる 樣 注意す ベ し。 品種^ 正確なる を 選む は 勿 M, 多 數の 品種 中 現今 實用的 有望なる 

も ^甚だ 少なき 故 に、 成 可く ^品と 稱 せらる 、 もの を選擇 栽培す ベ し。 珍奇なる 新品 種に し 
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て^は^き もの は 少數の 栽^ を 行 ひ. Q 阇に 於け る 成^に 鑑み て， 後， 大 栽培に 移る ベ く. 扱 多 の 

"2 ほ を 選ばん より は 少数なる 冇^ 種 を 栽培す るに 如かす。 其 早. 中. 晚 の釗 合の 如き は 販路の 

狀 您. 風 土の 如何によ りて 诀定 すべ く， 槪 して^ 地 は 早 牛：. 中 生に 主き を S き、 爽、 地は晚 生. 中 生 を 

主として 早生 種 を 減す る こと 必耍 なる が 如 し、 大 なる 市 揚を控 へ 居る 產地は Hi '生 種に 主き を 

S くが 如く， 氣 候 土 質. 市 裼の 遠近 等 を 考察して 適宜 品種 及び 本數 を诀定 する こと 必要な り。 

砧木 は旣に 述べた るが 如く， 成 可く 丸 葉 海棠の 如き 綿 蟲に對 して 免疫性の もの 選ぶべく， 殊に 

近 は 努^の 品 騰 と共に 成 可く 手 入 を 簡易なら しむる 爲め矮 ^砧 木た る 「ヅ ゥ サ ン」. 「パ ラダ ィ ス J 

の 如 き、：^ く は 二重 接せる：^ 棠の 如き もの を 採 川すべし。 共 砧， 揷 木砧の 如き は 成 可く 避く る 

を 可とする なり。 挿 木 砧と實 生砧と は栽植 後生 育に 著しき 關係 をお する を以 て、 成 可く 矮生 

砧の實 生 を 選ぶ ベ く 挿 木 は 種類に より 充分 發根 し、 能 はざる のみなら す. 漑 して "ナく 老衰 し お 

き 傾， M を 有すろ なり。 殊に 苹某 栽培 上 恐るべき は 綿蟲の 一度 發生を 見ば 容易に 根絕 する こ 

と 能 はざる なり。 而 して 該蟲は 苗木に より 傳播 せらる 、 こと 多 けれ ば.^ 疫 性の 砧 木に 接 木 

せる もの を 選 ぶ ベ き も， 根 部 以外 は 尙ほ寄 牛； の 恐れ あれば f.:r 酸 瓦斯 燻 を 行へ る もの を 購入 

す ベ く. 更 に K 被害の 恐れ あれば 自ら 燻蒸 法 を 施して 栽 樅す る を 安全と す。 苗木^も の 、性 

^も 梨の 如く 根 部の 發育に 主き を 置 き、 徒 長 的 旺盛の もの は栽植 後の 生育 必す しも 良好なる 

ものに あらす。 又 一 年 苗の 勢力 微弱の もの は 定植 後の 生育 不良なる が 故に 成 可く 避 け， 或 は 

二三 年 假桢の 上 定植すべし。 又 苹果は 整 枝 法 多く 叢生 仕立てと する を 以て， 必. すし も 一 年生 

より 栽桢 する の必耍 なく、 1 1 年若く は 三年 生の 苗 にても 可なる な り。 

IMasraB 及な 哉植法 二 一 七 
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第二 節 地形 及な 區0 -r \ 

第二 節 地形 及、 ぴ區劃 

苹栗 は旣に 述べ たるが 如 く， 平 地に 栽培す る もの は^ 顧慮 少なき も. 傾 斜 地の 栽-おに 常り て は . 

成 可く 其方 位 を 誤らざる 樣心掛 くる こと 必要な り。 東南 又は 南方に 面する 方位 を 好む は 勿 

論 な る も、 風 向と 密接なる 閼係を 有すれば 單 に 方向の みに よりて 設計す ベ からす。 殊に 開花 

中 及び 成熟の 候に 當 り、 定 時の 强風 を受 くる 地方に 於て は 成 可く 風害 を 避け 得る 地位 を 選擇 

する を 要す。 最初 定 距離に 栽桢 すべき か. 更 に 其 中間に 一 本 乃至 二 本 を 梢" 密 に 栽 植し置 き、 開 

花結實 すらに 至りて 定 距離に すべき か は 梨の 如く 棚 整 枝 法 を 川 ひられ ざると 移植に よ り. 切 

勢み 衰弱せ しむる が 如き 憂 ひなければ 何れ を 選む も 大差な く， 寧 ろ 後者 を 選む 方 得策なる が 

如し。 是れ 最初より 大地 積 を 要する ことな く. 第 二の 栽 植を行 ふまで 作付 を 行 ひ. 資 本の； 部 

を 消却す るに も 便に して， 經濟 的に 果園を 創設す る を 得る の 利 盆 あるな り。 

第 =1 節 栽植の 距離 • 

栽植の 距離 は 整 枝 法の 如何. 土質の 肥 瘠. 栽培 法の 集約な ると 粗放なる とに より 決定す ベ く、 從 

來は 凡べ て 半 喬木 的 立 木造り に 仕立て， 果 林の 狀 態を呈 しつ 、ある を 以て 栽植 距離 廣く， 北海 

道. 靑森縣 地方に 至れば 一 反歩 二三 十本の 處^ らしから ざるな り。 きれ ども 將來は 成 可く^ 

牛； 仕 立 を獎勵 すべ く， 距 離 は 或る 程度まで 密 なる を 可とす。 土質 普通 若く は 稍-肥 沃 なる 處に 

あ り て、 普 通の 砧木を 使 川せ る ものなら ば. 二 間 半 四方 乃至 三 間に 二 間 半 位の 距離 を 保持せ し 
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むる こと 必要な り。 然れ ども f パ ラダ ィ ス」 f ヅゥサ ン. I の 如き 矮生砧 ならば 二 間 四方に て 充分 

なるべし。 ^地 は槪 して^^なる 土質 を 選み て栽植 せらる、 を 以て 狭き 距離 (二 間) にて 差 支 

へな かるべき も，^ 地に ありて は 肥沃の 地 を 選ぶ は 自然の 勢 ひなれば 三 問 内外の 距離 を 保た 

し め、^ 中 問に 更に 一 本 を 栽梳し S くも， K し く， 後 日 接 觸の憂 ひ あるに 至れば 他に 移桢 すべ 4* 

是等は 皆^ 牛； 仕 立 を 行 ふ ものな り。 矮牛； 仕 立の 一種た る 整 枝 果樹の 如き もの は 六尺に 二： < 

乃至 四 尺 若く は 二 問の 間隔 を 保た しむべき も、 是 等 は 特殊の 狀 態に 於ての み 川 ひら れ、 多 く は 

前述の 距離 を^ 準と する を 可とする なり。 

第 四 節 栽植の 時期 

落葉 後より 春季 三月 中 下旬 迄 何れ にても 可なる も. 寒 地 は 出来 得れば 降雪 前 卽ち十 一 月下 旬 

^に 栽 桢 すべ し。 移植 は往々 降雪の 爲め 枯死す ると 憂 ふるもの ある も、 元 來强 健に して 耐冬 

性に 富み 居る ものな れぱ 春季 雪融. け 後に 栽植 する より 發芽 早く 牛； 育 佳良な り。 ^地 は 降雪 

を 見ざる 扠に 何^-にても. S しき も、 成 可く 早く j 二月 内に 栽植 終る 如く 心掛 くる を耍 す。 

第五 節 栽植の 方法 

おお 他の 菜樹 類と 同一の 方法に て 可な り。 其 豫定の 距離 卽ち 栽植 すべき 處に 繩 又は 竹^-を 

以 て 正 しき 目標 を附 し. 栽 桩 後亂雜 ならざる 樣 注意す ベ し。 栽 植の裼 所 は 丁寧に 耕 転 し、 殊 に 

新開 墼 地の 如き は雜 草根 株 等 を 除去し， 約 二 尺の 幅に 一 尺內 外の 深さに 土塊 を碎き 、堆肥の 如 

第 六 章 開 S 及び 栽 榼 法 ニー 九 



論 各 藝圜榭 栗驗梵 



第 七 章 S 枝 法 ニニ 〇 

き 肥料 を 混入 し， 能 く 攪拌して 成 可く 淺植に 根の 長き に 失する もの 損慯 せろ もの は 適 S 切り 

詰め、 S 方に 擴け， 接着 部 を 地表に 現 はる、 位に 栽植 すべし。 苹 粱は漑 して 發 根し 易き ものな 

れば 深械 ゑに する 畔は 主幹より 發根 し、 將 來爱 より 仲 長せ る もの 却て 旺盛に 砧 木の もの は 次 

笫に袞 弱 しお も揷 木と 同樣の 性質 を帶 ぶる に 至る を 以て、 栽桢に 際して は 殊に 注意し 深^ ゑ 

とならざる 樣心掛 くる こと 心耍 なり。 栽植 終れば 地上 二 尺 位の 處 にて 其 先端 を 剪定し 去り- 

風 常り の 强き處 若く は 降 さの 多き 處は支 注 を 立て 、樹幹の 傾かざる 樣に すべ し。 

第 七 章 整 枝 法 

整 枝 法の 適否 は將來 管理 上に 影響す る こと 極めて 大 にして， 適^なる 整 枝 法 は 果樹に より 各 

異 な る ベ く、 梨 の 如き は 木 邦と して は 棚 仕 立に 限られ 居る が 如 く.^' ^も 又其樹 性に 適合す る 

整 枝 法な かるべからざる なり。 元 來苹^ は 樹性强 健に 發育 旺盛に し て， お の 如く 烈 ゆし き 剪 

お を 行 ふ も. 敢 て樹 性 を 害する が 如き ことなき も、 是 が 爲 め、 却 て發- 育枝の 發 を 多く し、 結 果 枝 

の 成 生を妨 ぐる が 如 く， 其、 性質 洋梨に 類似 し、 和 梨と 趣き を 異にする を 以て 棚 仕 立の 如 き、 又 各 

種の 整 枝 法の 如き は適當 なる ものと 斷定 する 能 はざる なり。 將來 「ッ ゥサ ン」， 「パ ラダ ィ フ ごの 

如き 矮生砧 木 を 川 ふる ^合 は 或は 是 等の 人工的 整 枝 を 行 ひ^ ベ きも、 營利的 栽坫と して は尙 

ほ 考究の 餘地ぁ る ベ し。 

從來苹 * は^ 北より 北^^に 至る 爽、 地に 而 かも 大面 積の 栽培 を 行 ふ もの 多く，. H 然^ 約み- 缺 



き、 杌 放 的に 流る、 が 如き も氣 候の 闢係上 或る 程度まで 樹勢を 抑制 し， 花 芽の 成 生 を 佳良なら 

しむるな 以 て，^. 桃の 如く 整然たる 整 枝 を 行 ふ 必要な く，. a 然に 近き 樹姿に 整 枝す る を 可とす 

るな り。 是. か爲め 叢狀仕 立， 準 盃狀仕 立の 如き 方法 を 採り 、時に 棚 仕 立 を 採 



K す る も 妨： s ざる 



一、， n y 

力.； 《, 乙 



節 立 木 仕 立 

近き 形 狀を與 ふるもの にし て、 國 の 內外を 問 は す、 苹 栗 栽 

に 肥沃の 地に て 表土 深き 地に 適す。 而 かして 地上より 

幹 仕 文 • 中 幹 仕 立 • 短 幹 仕 立の 區別 あり。 其 栽培の 集 粗に 

形に より. 或は 砧 木の 種類に より 採 川 せらる ゝ處を 異に 

ありて は 中 幹 若く は 短 幹 仕 立法 を 採 川す る を 可とす。 

り 分 枝せ し め、 樹 冠 を 形成せ しむる 如く 心掛 くる ものに 

に 切り. 春季 新 捎の發 生す るに 至れば， 先端の 一 枝 は 真直 

を 除去し て. 翌 春豫定 の^さに 剪 立 し、 兆 直上より 出で た 

り發 生せ る もの は 竹 又は 繩等 にて 四方に 開 張して 惻枝 

なり。 而 かして 翌春 各 枝 共 一尺 五寸 内 外に 剪定して 多 

り 出で たる もの は 前年 同樣眞 直に 仲 長せ し め、 側 枝より 

に 適せ； w 出せし むる ものにし て. 圓 錐 形の 如く 側 主 枝 を！ ^後まで 一 木と す 

第 七 S 螯ぉ珐 



第 一 

此让 立法 は. Q 然に 

る , か i 二し て. 殊 

幹の 長短に より 長 

川 法に よ り、 或 は 地 

風. f! 及び 栽培 法に 

乃至 三尺 位の 處ょ 

常 り， 地 上 二 尺內外 

と な し、 以 下 は 之れ 

引し. 以下 三 四 芽よ 

錐 形の 如くに する 

しめ、 主幹の 顶芽 よ 



培 上 最も 庞く行 は 

分 枝せ しむる 迄樹 

より 或は 土地の 利 

す る も. 本 邦の 如き 

卽ち 地上 一 尺五寸 

し て， 苗 木 は 栽桢に 

に 誘引し， 以て 主幹 

る もの は眞 直に！ p 

とする こと S3 も ® 

数の 枝 梢 を 仲 出せ 

は 二 三の 枝 を 左右 

ろが 如き こと なく 
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- S 木せ^ 

適宜 分 枝せ しむる ものにして 三 四 年間 は 多少 人工 を 

に 幹 を 四方に 射出せ しむる ものな り。 故に 圓錐 形の 

を 計る が 如き ことな く、 三 四 年後 は 自然の 分 枝に 委か 

去 



第 

八 




故 

大 



加へ， 大體の 

如く S 後 ま 

せ， 只 -2： 部密 

し、 同 時 に 空 

樣に發 達せ 

に 此仕立 は 

等 を 制限せ 

せし むる も 

冗 枝 を 切り • 

, 病蟲 害の 

爲し能 は ざ 

培 を 行 ふ に 

整 枝 法 は 又 



樹形 

で 人 

生 に 

處 み 

しむ 

他 の 

す， 木 

の な 

密枝 



中生 種 は 九月 上旬 卽ち 二百十日 前に 採收せ 

被害 槪 して 少な く、 梨 と 同日の 比に あらざる なり。 

立 木 仕 立の 一 種に 藪 仕 立 (Bush) と稱 して 前者の 如 



を 

此 

多数の 落果を 見る 

は 梨に 比して 風に 

れ， 晩生 種は此 時期 尙ほ 



る 缺 

は 最 

風 に 



を 定 め、 爾 後年々 階段 的 

ェを 加へ て樹 形の 整 正 

過 ぐる 所 は 其 一 部 を 

補充して 各 枝 前後左右 

る， ガ 如く 心 扭 くる-^ り。 

整 枝の 如く 樹 冠の 幅 高 

の 生長に 伴 ひて 自然 擴 

り o 從て 剪定の 如き も 

を 省く 程度に 止む るな 

豫防其 他 周到なる 管理 

點 ある も， 稍-粗放 的に 大 

も適當 せる ものな り。 

對 する 抵抗力 弱く、 時に 

こと あれ ども. 元 來苹果 

對 する 抵抗力 强 く、 其 早 

小に して 輕 きを 以て 其 



簋 せる 本 幹の 存 する ことな く， 自 然 の 



栗 苹 編 二 第 



狀^ に 任 かせ 只 各 枝の 處 S を 適當 ならしめ たる もの あり。 此方 法 は 前者に 比 し. 更 に sa- 純に 

して、 始め 地上 二 尺 内外に ぉ定 し. 三 四 枝の 新 稍 

を發 生せ し め， 主 枝と して 之 を 適度の^ 皮に 誘 

引 し、 此 三 四の 主 枝 を 剪り 詰めて 各 二三の 枝 措 

を 分岐せ し め、 成 可く 四方に 開 張 し， 均 一に 發育 

する が 如く 心掛 け、 樹 冠 を半圓 形に 形成 し.： 儿 枝 

密枝を 除き， 赏に 適當の 距離 を 保持す る樣 にす 

る ものにし て. 剪 定に注 、ぉ せば^^より 却て 花 

芽の 着 牛； 良好なら しむる こと を 得。 從來 農家 

の 整 枝 法の 大部分 は 此方 式に よるな り。 

第二 節 盃狀仕 立 

此整枝 法 は 梨. 桃と 略 ぼ 同 一 の 方法 を 採るべき 

も， 必 すし も 整然たる を耍 せざる なり。 今此整 

枝 法の 大要 を述ん に， 先づ栽 植に當 り、 苗木 は 地 

上 二 尺五寸 乃至 三尺の 處 にて 剪定し 去り. 幹 心 

を爱 にて 止 め， 第 一 次の 分 枝を斜 牛； せし め、 次 に 第二 第三 次と 次第に 分 枝 を 重ぬ る ものに して. 

第 一 年 は 三本の 主 枝 を 分 枝せ し め、 夏 季 伸長の 途中に 忭叉 は繩の 如き もの を 以て 四十 五 度^ 

_B 七 _* 整 《4珐 1 三 S 
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tS 二お 化^ 一三 Q 

外に 斜めに 誘引し ^巷 一尺 五 寸乃至 二 尺 位に 剪定し. 主 枝 を 二 本 出た さしめ て 合計 六本と し、 

成 可く 各 枝の 發育を 均^なら しむる 檨 それぐ 注意 を 加へ.^ 下部より 出で たる ™ 枝よ 其 匿 

伸長せ しむる も. 若 し 其 勢力 主 枝 を 凌駕す るが 如き 恐れ あれば 夏季^の 基部 若く は 七 八 葉 を 

殘 して 剪 定し去 り、， 年 更に 前年の 如く 剪定 し. 主 

枝 を 分岐せ しむる も樹 性の 强 弱. 品 種の 如何によ 




年 を經、 第三 第 

密に 過ぎ 疎に 

來 此の^ 枝 法 



り 一 主 枝 

能 はすし 

する も S 

こと 多け 

S を講す 

枝 を 行 ふ 

1 主 枝よ 

出す 必要 

のみに す 

適^ 斟酌 

四 次の 分 枝 を はれば 大 體の樹 形は定 ま 

失せざる 樣心掛 け. 樹 冠 の 八十： 體 が盃狀 を 

に 於て 恐るべき は眞 直の 姿勢 を もって 



より 規刖 正しく、 二 木の 發 生 を 見る こと 

て， 時 に 一 本より 牛； ぜ ざる あ り， 或 は 直立 

垂下す る もの 等， 種 々の 困難に 遭遇す る 

れぱ 栽培 者の K 狀 您に鑑 み， 適 當 な る 處 

ベ く， 必 ら すしも^ 年 二 本の 整然たる 分 

必 耍 な く， 各 枝の 配 S 適當 ならば 一 年に 

り 一本 を 出す も 差 支へ な く， 時 に 三本 な 

も あるべ く、 又 二 木 出で たる もの を 一 木 

る 揚合も あるべ く、； K 時の 狀況 によりて 

すべきな り。 此の 整 枝 法 は 栽 械後三 四 

る を 以 て. 此 後 な 只 其、 枝の 配 匿に 注 窓 し 

失 は ざらん 樣に注 ^すれば る ベ く -ー. 儿 

長す る 徒 長 枝に して. 此剪定 を 誤る^ 



菜苹編 



よ t 々 B を亂だ し， 將 來救 ふべ からざる 狀態を 蒙 む るに 至る ベ けれ ば ^ ^ す ベ き な り。 盃 

狀 おは 前述の 立 木 仕 立に 比 し、 其 樹 冠の 幅， 高 さ 等豫め 制限す る を S に 矮生仕 立に も 出來^ 

べき を 以て 管理 周到なる を^る のみ な ら す、 空 氣 日光の 透 通 も 良好なら しむる の 利^ あ り。 

本邦に 於て は S 初より 盃狀整 枝 を 行 ふ もの 少な く， 多 く は 次に 述 ぶる 段 造り を 採 川す る も， 年 

を經 るに 從ひ 衰弱の 徴候 を 現 はすに 至る を 以て， 次第に 切 詰めて 盃狀整 枝の 樣に 形成す る も 

のにし て. お 業^ は^ 初よりの 盃狀形 は 望な しと 稱 する も， 從來は 桃 又はお の 如きお 定 を 施し， 

苹^ の 性 ^ と 和 反せる が 如き 方法 を 取り. U 厶爲 に失败 を^れ るが 如し。 故に 苹果の 特性 を 

會 得して K 習性 を 明かに せば 此整枝 法 も 頗る 有望なる べしと 思考せ ら る。 

第三 節 段 造 法 

此整枝 法 も 自然 形 立 木 仕 立の 一 種に して， 靑森 縣弘前 市， 岩 乎 縣盛岡 市 附近に 於け る從 來拊. 

^の 地に 於て 多く 川 ひ 来れる 整 枝 法に して 二 K 造りと 三 段 造りの 二種 あり。 此法は 植付に 

際 し. 地 上 二. 三 尺 位に 切斷し S き， 新 梢の 發 生す るに 至れば 其內强 健なる もの は 一 枝 を ^ して 

本 幹と して 眞 直に 仲 長せ し め、 他 は 一、 ニ粱 を殘 して 夏季 垴斷 し. 第 二 年 目の 春季 剪定に 常り 地 

上四艽 尺のお さに 先端 を 切 り、 春 季 上部に 近き 部分より 六 七寸の 距離 を 隔て 、 三 四の 新捎 な 

發生 せしめ， 第三 年 目の 卷季に 其 先端の もの は 前年 同樣眞 直に 誘引し、 地上 七 八 X の處 にて 剪 

,• ん し. & よ 二 ：！< €： 外に 前？ 定し て繩を 以て 略ば 水平に 近づく まで 開 張 誘引す。 而 かして 本 幹の 

^上部より 前年 同樣三 四の 新 梢を發 生せ しむる も 前 华の中 閗卽. ち 下部の 枝と 互^せ しむる 

_K 七 & g ほ 法 一三 ミ 
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樣に 心掛け、 各 主 枝 共 更に 二三の 枝 梢 を 分 枝せ しめて 上下 二 段と するな り。 爾後 は 普通の 立 



木 仕 立の 如く 順次 枝條を 分岐せ し め， 冗 枝と 密 枝と は 適度 




i 剪 定 し， 側 枝 も 亦 常に 適度の 角度 

を 保持す る樣に 心掛けて 其 全長 

を 一 丈 二三 X に 止む るな り。 三 

段 造り は 更に 一 段 を ^加し ，全 長 

を 一 丈 五六 尺と する か. 又 は 各^ 

の 距離 を 詰め て 二 段 造り 同樣 一 

丈 二三 X に 留， む る もの も あるな 

り。 

前盃狀 形に 述べた る 如く 樹齢の 

進む に從 ひ. 次第に 衰弱の 傾き あ 

る を 以て 各 段 を 切り詰め， 三 段の 

もの は 二 K となし、 二. はの もの 一 

段と なすが 如 く、 其 一 段と なせる 



もの は^も 盃狀 形の 如き 觀を呈 する に. 至るな り。 

以上の 外に 圓錐 形- ヒ ゥゾゥ 形. 棚 仕 立 等 も 苹果の 整 枝 法と し 

仕 立 は^ 地の 如き 徒 長し おき 處に 於て 行 はる、 が 如き も， 其方 法 梨の 棚と 異なる 處 なけれ ズ 

® 錐 形- ヒゥ ゾゥ 形と 共に 第 一 編 梨の 部を參 照 せらる？ し。 



て 採用 せらる る處 にし て、 殊 - - 棚 
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第 < 章 剪定 法 

丰果は K 結果の 習性^と 略 ぼ 同 一 なること は 梨の 條 項に 於て 述べた る處 にし て， 其 剪定 は 梨 

に準じて 可なる も 多少 特性 を 異にする 點 あるの みなら す. 其 整 枝 法に 於ても 異なる 處 あれば 

其要點 に 就き 大要の 說明を 試みん とす。 元來 剪定なる もの は 樹液 をして 平等に 分配せ しめ， 

樹姿を 整 正に し. 結 果を^ からしむ るに あり。 故に 栽 植四五 年間 は 暮ら 樹姿の 形成 を 完全な 

らしむ る 爲に細 枝 短捎を 除去し. 主幹 主 技の 整 正と 發胄を 計る も. 結 果 期に 達する に 至れば 專 

ら强枝 を 去 り. 細 枝 短捎を 養成 し. 密 枝 を 除去 し、 平 等な ろ發 育を遂 けしむ るに あり。 而 して 此 

目的 を 達する 爲に梨 同樣夏 季 冬季の 兩 期に 於て 適當 なる 處 115- を 施さざる ベから ざるな り。 

第一 節 夏季 剪 定 

苹果は 其 習性 洋梨と 殊に 類似し. 胺 芽の 發達 頗る 緩漫 にして 和 梨の 如く 短 梨 枝の 生す る こと 

な く、 先 づ 休眠 芽 を 生 じ. 次 第に 發 育して 中間 芽と な り. 始 めて 花芽に 變 する ものにして 普通 三 

四 年を經 ざれば 花芽の 形成 を 見る 能 はざる が 如 く. 時 に 其方 法 を 誤る 時 は 直ちに 破壞 せられ 

て^に 發 育枝と なる 場合 も 少なから ざるな り。 樹齢の 若き 間 は 先 づ長果 枝の 發生を 見. 結 果 

する に 至りて 始めて 中果 枝. 短 果 枝の 成 牛； せらる , 順序と なるな り。 是れ が爲め 剪定に 當り 

て 最も 必要と する は短果 枝の 發生 を心掛 くよ り、 先 づ長果 枝の 成 生 を 促が す ことなり。 苹果 

0A0 & 定法 一三 ヒ 



論 各藝 園榭 枭驗資 
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の 長 果枝は 短き ものに て 五六 寸、 長 きもの は ニ尺內 外に 及ぶ もの あり。 夏季 八月 中 下旬まで 

!!; 長 停止 し. 强 健に 發育 せる 枝 梢の 先端 卽ち頂 芽の 變 じて 花芽と なるべき もの なれば 若し 夏 

季の 生育 旺盛に 失する 場 合， 卽 ち 八 下旬に 至る も尙ほ 伸長 を繼續 する が 如き 鍚合は 殆んど 

花芽の 形成 を 見る こと 能ざる を 以て 夏季 適當 なる 剪定 を 行 ひ. 之 れ が： in 育の 抑制 を 謀らざる 

ベ か ら ざ るな り。 又 柬北. 北 海道 地方に 行ける^ 地に ありて は 樹齢 五六 年 を經過 すれ ば 祝 • 柳 

王. 紅玉の 如き 品種 は 本年 發 生の 枝 梢 上の 各腋芽 伸長して^ く 最短 果枝 狀を呈 する こと あり。 

斯の 如き は 或 特別なる 場合に して 例 令 花芽に 形成 せらる , も、 腋 芽の 同年 內に 化して 花芽と 

なれる もの は槪 して 內 部の 構造 不完全に して 兎角 落果し 易き を 以て 中 M 芽の 如き ものより 

順次 花芽に 變 化せし むる こと 肝耍 なり。 寒地に 於て は 中間 芽の 生 すれば 翌年 大抵 花芽と な 

るべ きも 暖地 若く は 肥沃なる 十： 壤. 若 く は 花芽の 形成 困難なる 品種 は 二三 年を耍 する が 如し。 

斯の 如き 中間 芽 を 成 可く 早く 變 化せし むる に は 冬季 剪定に 於て 注意すべき は 勿論なる も、 垔 

季 剪定の 方法 如何により て颇 る遲速 あるが 如し。 

以上 述べた るが 如く 苹 栗の 夏季 剪 立 は 長^ 枝の 成 生 を 計る と 同時に 中間 芽の 成 牛； 及び 分化 

を 司 どる 爲に行 ふ ものにし て. 前 者の 的の 爲には 勢力 旺盛に 失すら 半 徒 長 的の もの を 六月 

下旬 乃至 七月 中 下旬までの 問に 新 梢の 三分の 一 內外を 剪定す るに あり。 此場合 新 梢の 狀楚 

により 發育を 停止す る ものと W び 伸長 を始 むる ものと あり。 其 停止せ る もの は 多く は 先端 

花芽の 着 生を兑 る も， 仲 長を繼 鑌 する もの は^ 芽に 終り 勢力の 緩漫 にして 八月 中 下旬に 至り 

て 停^ を 兄れば 時に 花芽と なる £ あり。 勢力 旺盛に 失する 徒 長 枝 は 各枝發 育の 均衡 を 害す 
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る こと 著しければ^.: 邻 より 

望み ある 揚 合. 若 しく は旣に 

必^にして. &に 先端 七 八 葉 

を 行 ふ^は 却て 破壊 せらる 

て杲^ の 成熟 を遲 からし め 

ベ し- 

U. ぞ ^ おは 眾に 花芽の 成 生 

問 引 的に 剪定し 去る ものに 

るお 利な る も， 從 來 行 ふ もの 

立の もの にても S ^ 相當の 



剪定し， 普通の 發 育枝に て 1 尺 以上に 仲び， H 、基 

成 牛； せられ 居る 餳合は 成 可く 此發宵 を 計る が 

にて 恼 心すべ き 必 耍 あ る も. 其 枝 梢の 狀^ を 顧 

^ひ あれ ば 寧 ろ 其の儘 放任し S く を 可とす。 

• 果實の 肥大 を妨 ぐる 缺點 あれば 其の 度 を 誤 



ら 



を 試む る爲 のみなら す、； K 密 生 せ る も の. 徒 長 

し て 空 氣 日光の 透 通 を 能くし， 摘 栗. 採 $ 蟲 

甚 だ 少 な き 如し。 然れ ども 其矮生 仕 立に せ 

注^ を拂 ひて 剪定 を 行 ふ は 最も 必耍 なる 返 



第二 節 冬季 剪定 

冬季 剪定 卽ち落 菜 後の 剪定 は 十二月 中 下旬より S 春 三月 頃 迄に 行 ふ もの 

枝 等 凡ての 枝 梢の 剪定 を 行 ふ ものにし て. 其 要旨 は 各 枝の 發育を 均 一 なら 

^好なら しむる こと 梨^ 他の 菜樹と 異ならざる も. 朝 鮮 及び 東北 地方の 如 

お^せる 處は. a 然に 放任し S くや 相當の 結實を 見る を以 て. 從 來剪定 に 主 

く、 门ハ 密牛； せる 處を 適宜 問 引く 位の 程度の 止む るが 如き も、 杲 實 の 整 正を圆 

^せんに は 適 常なる 剪定 を 試みざる ベ からざる なり。 



郃に 中閗^ 成 生の 

如く-もお く る こと 

慮 せ す、 無 謀の 剪定 

烈しき 剪定 は槪し 

ざらん 様に：^ ^ す 

失する もの ^7 適^ 

除 等 管理 上に も颇 

もの は 勿 論お 木 仕 





に し て. 卞- 枝. 側 枝. 果 

し め. 花 芽の 着 牛； を 

き氣候 M 、冷に して 

きを くもの 少 な 

かり^ 蟲の 減少 を 
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0^0 冬季 © 定 

梨の 栅 或は 圓錐 形の 如き 整 枝 法に ありて は 結 

しむる 必要 ある こと は旣に 述べ たる 處 なり。 

の 整 枝 法 を 主と し、 而 かも 其 習性 先 づ長果 枝の 

粱枝 或は 短果枝 群の 構成に 全力 を 注ぐ の 必要 

き も，^ にて 比し 短 く、 而 かも 大 ならざる を 以て 

一、 主 枝 及び 側 枝の 剪定 普通の 立 木 仕 立に 

主 柱 側 枝 (結 菜 枝な 有 V ざろ) の 剪定 



第 
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して 終る を 以て， 側 枝の 發育 極めて 不良 不同に 




二三 o 

果枝は 成 可く 主 枝 又は 副 主 枝に 接して 成 生せ 

然れ ども 苹 栗の 如き 立 木 仕立^ 造り. 準 盃狀形 

成 生を兒 るが 如き ものに ありて は^の 如く 短 

な く、 多 少荥饊 分岐に より 短 果枝群 を 構成す ベ 

敢て 主き を S くの 必耍 なき な り。 

ありて は 主幹より 三 四の 枝 梢 を 分岐せ しむる 

當時は 主 枝と 稱 する もの 、存 する 

も、 年 々先端の 剪 截を行 ふべ きを 以 

て， 特 に 骨幹と なる ベ きものな く、.^: 

枝 集まりて 樹冠を 形成す る ものな 

り。 故に 是 等の 枝 は 全長の 三分の 

一 乃至 三分の 二 を 剪 去し、 一尺 五寸 

乃至 二 尺の 長さ を 保た しむる を標 

^として： K 配 S5- を適當 ならしむ ベ 

し。 元 來苹樹 の 枝 梢 は 自然に 放任 

し！ a けば 尖端 二三の 腋芽 のみ^ 長 

旺盛に し て、 下 方の 腋芽 は發 動せ す 

し て. 其 下部より は殆ん ど將來 結^ 枝と なる ベ 



A 大正 五 

年 生 

B 大正 四 

年生 

C 大正 一一 1 

年生 

I 中 as. 芽 

季剪 

定ぜし 
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き も， g 枝の 生ぜ ざ る を 以て 勢力の 强弱 

主 枝より 分 枝せ る 側 枝 は 主 枝の 强 弱に 

旺盛に し て 往な 主 枝の 生長 を 凌ぐ もの 

A 中^ 柱 D 中間 芽 

結 ％ 柱い^ 類 B @ K u E $s 育 柱 

じ 長 栗 柱 



第 



百 



11! 



枝の 成 



I 



^ B - 

^ B 




もの は 成 可 N. 

化 一 ESS 投る、 

K 八^ C E 法 



多く 存 S する 樣に 

傾き あるな り。 槪 



に應 じて 適 せ： 剪定す る こと S も必 要 とする^ な りひ 

より 仲 長の 度 異なる も • 先 端に 近き 二三の もの は 生長 

あり。 是等は S 季に 於て 適宜の 處 S をな すべ きも 冬 

季に 於て せ： ハ 基部より 除去す る か， 又 

よ 成 可く 一 ほ 切す 乙 を 可とする なり n 

其 勢力 の 中等なる もの は 洋^に 於 

ける が 如く 七 八 芽 八九寸 にて 剪定 

し. 日 本 梨に 比して 凡て^ く 剪定す 

ベ く、 前 年斯の 如く 剪定せ る もの 及 

び 其 以前に 生じた る ものよ" 發生 

せる もの は 前者より 稍" 短く 剪定す 

べし。 仲 長の 度 少なき も 短大 な る 

もの は 其 儘に し 剪定 を 施す 必 要 な 

く. 繊 弱に 失する も の..^ 生 甚だし き 

部 分. 徒 長 枝 的なる もの 等 は 適^ 除 

去すべく. 將來果 枝に 變化 す ベ き 筌 

心掛 くべ し。 剪 定 度 に 過 ぎ. 側 枝の 分岐 少なき 咭は果 

して 主 枝の 側 面よ り出づ る もの は 將來栗 枝に 變じ易 



I 老熟 ぜろ柱 i り 出 

で；.： ろ 結果 枝、 全 

部 * 枝と なれろ 狀 



n!^ 力 中等の 枝よ リ 

出で.；： ろ 栗 枝- 一 

部發育 一部 中間 牙 

となろ 狀 



s 勢力 椅强 勢な ろ 技 

I よ リ出 でれ ろ 長 菜 

柱 



力-吐^な ろ栈 i 

出で たろ もの、 

一 i«s3u, に 伸 1ft 屮 

問 芽 状と な リ他は 

悉く 發育 柱と なれ 

る もの 
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I ^二 節 多季 靱定 

き. もお 內 面に ^じたる 

け. る もの は 勢 力 微弱に 

一一、 結果 枝の 剪定 苹 

^すれば 短^ 枝 群の 形 



第 

四 



もの は 直立 する を以 て， 往 々 徒 

して 結 栗 枝と なる も a 品を產 

樹の 結果 枝 は 洋^に 於け るが 

成 を^るな り。 長 某 枝 は 她3 通 




中果 枝^く は S ^ 枝の 

む. る を 可とす る な り。 

にて 剪定し 去る ベ き も 

中間 芽の 如き 更にお く 



保^す ベ き は 勿 論、 中 問 芽の 如 

側枝屮 ^基部に 短. 屮 ^枝の 生 

苹 * は：： 让々 發 育枝に 化生す る 

M 定 する 時 は 翌年 大に 肥大し 



長 枝に 變じ て樹 姿な 亂 すべ く、 下 方に. M 

する こと. 能 はざる な り o 

如く 長 栗 枝. 屮 * 枝. 短 * 枝の 別 あり。 

一 尺 以内に 止まる もに お き もの は 一 尺 五. 

六 寸， に 達 し. 哓 に 二 尺に 及ぶ もの あり。 

斯の 如き 長き もの を^: す る は 樹^ 

の 整 正 上 頗る 不便なる が 如き も 成 可 

く 之れ を 保存し 二 度び 結 架せ しむれ 

ば 其 下方 何れ かに 屮問芽 若く は 中， 短 

^枝の 成 化 を兒 るに 至る ベ し 3 然 れ 

ども 二 尺 以上の 長. きに 失する もの は 

縱令 花芽の ^"生 を 見る も屮途 にして 

并洛 釆 し^けれ ば， 側 枝同樣 の^ | S をな 

し-八 九 寸に短 切し 去る を 可とす。 

きも 成^く 發 育 を 計 か り， 花 芽に 變ぜし 

ぜる S| 合 は 日本 梨の 如き は 必 す せハ 良 上 

恐れ あれば 二三 芬 を^き て 剪定す ベ く， 

大槪 花芽に 分化 せらる るに 至る ベ し o- 
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若し 反 對に强 く 剪定 せんか， 却て 發動を 促が し， 發 育 枝 

らん 嗉に注 窓す る こと 肝耍な り。 

苹染は 本年 結^ すれば 翌^ 殆ん ど其處 に結實 する ことな 

を 生じて 長果 枝に 變 する は 普通なる も， 袞 弱甚 しき 揚合或 

發 育枝と 

或は 中閗 

枝と なる 

く 時 は^ 

來 其性强 

もの 多き 

大せざ る 

な き も. 常 

と 結果の 



變 化する 恐れ ある を 以て 其 適度 を^ 




絵 菜桉群 

は ニー 二の 

ng 種に 限 

リ 生じ * 

一 ^ス Jyo 

I An. rt" レー 

ものに あ 

ら ざ ろ も 

其ず 定 。- 

大 示 

す C 



く、 其 果梗の 附着 部より は 一 二の 枝 

は 反對に 旺盛に 失する 場合 は 時に 

な o 梁 枝 を 見ざる 場合 も 多き なり。 

芽 となり.^!々 年に 花芽に 變 じ. 長 杲 

もの あり。 斯の 如く 年々 分岐し 行 

に 短 果枝群 を 形成す るに 至る も. 元 

盛なら す、 屮 途 にして 袞弱 枯死す る 

爲 め，. G 然に 放任す る も 梨の 如く 擄 

を 以 て. 剪定 の 必要 を感 する こと 少 

に 間引 的に 剪定 を 行 ひ、 果 枝の 整 正 

-水^ を 圆るは 極めて 必要と する 處 



なり e 

苹 果樹の 花序 は 其 中に 含む 花の 數ー 般に梨 

に 比して 少な く、 普 通 五六 個に 止ま り、 形 狀 短小に して 葉芽との 差が 少な く. 其 區 別正ぽ ならさ 

る を 以て 剪定に 當り注 意 を耍 するな り。 
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第 九 章 輪狀剝 皮と ^担 法 二三 ほ 



S 九 a 輪狀剝 皮と 斷根法 



生育 旺盛なる 苹^ 樹は 結果 樹齢に 達する も 枝 

質 肥沃に して 右 機赏 に 富 み， 膨 軟 にして 表土の 

きもの 等の 場合に 於て 殊に 著しき 現象 を呈す 

程度まで 制限 し， 其 生長 を牽 判せ ざるべ から ざ 

通に 行 はれて 而かも 其效カ 偉大なる は剝 皮と 

第一 節 輪 狀剝皮 

輪 狀剝皮 (環 狀剝 皮と も 云 ふ) と は 莖幹を 輪狀に 

て、 之が 應川は 主として 剝皮 部の 上部に 同化 養 

元來 果樹の 如き 木 牛； 桢 物の 枝 梢 骨幹 は 木質 部 

へ、 之 を 支持す るの みなら す， 養 液 流^の 通路た 

ら 根が 吸收 して 送り 來れ る粗茭 液卽ち 無機 鹽 

に反して 靱皮 部 は 同化 養 液た る 根より 吸収 上 

る 所謂 同化 養 液 を 含有す る 溶液の 通路た るな 

より 吸^す る 養分 は自. H に 上界 通過す る を 得 



葉の み 

深き 處 

るな り 

るな り 

斷根法 



繁茂し 

.氣 候の 

リ 斯の 

リ 其牽 

との 二 



_ 容易に 結果せ ざるな り。 卽ち土 

温暖なる 處. 品 種の 强健徒 長し 易 

如き 場合に は其發 育作 用 を 或る 

^ .去 に は 種々 あるべ きも 最も 普 

種な り。 



剝 皮し， 外皮と 共に 靱皮 部 を 取り去る 技術に し 

液 を 停滞せ しむる 働き をな さしむ るに あり。 

及び 靱皮 部と より 成り、 li り 桢物體 に 硬性 を與 

る 作用 を爲す ものな り。 而 かして 木質 部は專 

類 を 溶解す る 處の水 を 上昇せ しむるな り。 之 

# せる 粗 養 液が 葉 に 至 り， 同 化 作用 を營 まれた 

り。 故に 若し 靱皮 部の 一部 を 取り去る 時 は 根 

る も、 同 化物 質 は 下降す る を 得すして 上部に^ 
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滞す るに 至るな り。 輪 狀剝皮 は 此^ 理を應 川す る 一 手段に 

卞 力の 過大に して 結寳 不充分なる 樹に對 し， 其 一部の 枝捎 

促進 を 計らん ほめ 行 ふ ものな りつ 卽ち 樹幹 若く は 一枝の 基 

て^ 狀に剝 皮 し、 根 と樹冠 部との 問に 於け る 同化 物質の 移動 

阻害す 




柱き 群 

L1 分ち て 

剥 皮^ ろ 

もの 

A 水 年 

B 昨年 製 

せろ 部分 

I 

根元 も劍 

皮せ ろ. t 

の 



て. 其 目的と する 處ニ あり， 一 は 

は 全體の 生長 力 を 弱 め， 結 果 の 

に 幅 二分 乃至 三分 位 を 度と し 

1 時 的に 抑制し， 根 部の 發宵を 

もの なれば C 然的 樹液の 流動 

り、 花芽の 形成 を 良好なら し む 

して 苹^ の 如き 牛； 育 旺盛に 過 

は 比 方， 去 を 施して 常 に 效菜を 

あ る は、 各 地に せ、 例 少なから ざ 

せ： (時期 は 開花 期卽ち 四月 下旬 

上旬 頃 を 可とする が 如 く， 遲 き 

時 は K 效殆ん ど 現 はれざる と * 

迄に 上下より 生す る 兩餍の 相 

して 終 り、 其 結果 巾廣 きに 失す 

ると 同 樣の狀 態な 呈 する こと あり。 

又 其 主幹の 基部に 施すべき か， 各 枝 條每に 施す ベ 

樹の枝 を 二、 三 群に 分ち て ^年 交互に 施す 



緩漫と 

る もの 

ぐ る 

収めつ、 

る な り o 

乃至 五月 

に 失する 

時に 秋期 

癒着せ す 



も の 



此法は 枝 條の强 勢なる ものの みに 施す ベ 

きか は 多少 研究 を耍す る が 如 く. 最 も 安全なる は 

を 可とする が 如し。 せ： 二 は果贲 の 肥大 促進と 着色の 鮮麗 を 計る 爲に行 ふも^に し て， 卽 ち S 

第 九 s 剁 皮と IS 根^ 二三 ま 
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IRMES K 根と 移 根 ニー 一一 六 



に 結果せ る 結果 枝の 一 部分 毎に 行 ふ ものな 

に 施す 時 は 其 上部に 成 生せ る 同化 養 液 は 下 

形狀を 肥大なら し め、 殊 に 着色 を 良好なら し 

皮 を 行 へ ば 十日 內 外に 早く も 着色 し， 而 か も 

色の 困難なる もの も 能く 鮮麗なる 光澤 を 表 

す こと 兗れ ざるが 如し。 例へば 祝に 就いて 

の 傾き あり。 又 重量に 於ても 多少 劣る が 如 

とする 處多 く、 關 束の 北部より 北 信 • 越 後 に 至 

熱せし むる にあら ざれ ば. 東北 *北 海 道. に 至 る 

く 成 孰！ の 早き を 望まざる ベ からざる なり。 

今後 當 業者 も 更に 研究 を耍 すべき 點 なる ベ 



り (葡萄の 如き 主と 

降の 途を失 ひ て， 果 

むる 等 其 利と す る 

鮮麗なる 色澤を 表 

は し 等、 其 利 盆 船 る 

之 を 見る に蒂 部に 

き缺 點の存 する も _ 

る 地方に 於て は 祝 

地方の 產と 競^す 

輪 狀剝皮 は 此 目的 

し o 



苹樹の 牛； 育 を 

にして 表土 深 



して 此法を 川 ゆ)。 果枝 

實を養 ふ 故に， 成 熱 を 促 

處 多 く， 彼 の 祝の 如き も 

は し， 國 光の 如き 風土に 

多 き も桌 實の形 狀に變 

進む に從 ひ. 著 しく 細長 

經濟 上の 關 係より 云へ 

の 如き 中 熟^ は 成 可く 

るの 不利 を 生す るを以 

を 達する 唯 一 なる 手段 



第二 節 斷 根と 移 根 

抑制す る 方法と して 斷 根と 移 

く. 膨 軟 なる 土質に ありて は 直 

徒 長の 狀態を 現 は し. 何 時 迄 も 老熟す る こと 

斯の 如き 51 合に 於て 斷根法 を 行 ひて 太き 根 

抑制す るに 至るな り。 斷根法 は 主幹 を 去る 



の 基部 

進して 

^狀条 

より 着 

化を來 

となる 

ば 其 や 

平く 成 

て、 成 可 

こして * 



植とは 普通 川 ひらる、 手投 なり。 元來土 

根の 徘長 甚だし く， 水 分 養分の 吸收 盛んに 

な く. 花 芽の 着 生 を 見る こと 容易なら ざる 

を 剪定し 去る 時 は 養分の 吸 收を妨 け， 自 然 

樹 周の 二倍 乃至 二倍 半の 半徑 にて 周逡を 



地 肥び 

自 然 的 

な り o 

樹勢を 
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り， 其 外部に^ 出せる 根 部 を 

切^せざる ベ からざる なり- 

ら しむる 作 川 あれ ば. 先 づ 直 

て も 差 支へ なき も. 春 季 直ち 

上屮 旬の 候卽ち 養分 吸収の 

へば 二三 日 前 は 其 儘 空氣に 

覆土す る を 可とする なり。 

移 桢は斷 根 法の 一 曆 劇烈な 

もの なれば^ 效果大 なる も- 

る ものの みに 限り 行 ふ ベ く. 

ベ きも 尙ほ目 的 を 達 す る 能 

も^ 所を換 ゆるの 必耍 なく、 

所に 成 可く 淺く桢 込む ベ く. 

當 はは 支柱 を設 け、 倒 れ ざる 



切り去る ものなる も 直 根た る 牛^ 根の 存す； C 時は必 す是れ な も 

リ Saf に 周逡の 根の み切斷 する に 於て は. 直 根の 發育を 一 ^盛んな 

根の 有無 を檢 して 斷根を 行 ふ ベ く. 其 ^期 は 冬季 一、 二月の 候に 於 

に發 育す る を 以て 其 效果釗 合に 少な く、 却 て 入梅 明けの 前後 七月 

最も 盛んなる 時代に 於て 行 ふ を 可とする が 如し。 旣に斷 根 を 行 

曝 露 し. 根 の 先端 を 乾燥せ しめ て. 新 根の 發生を 妨害せ し め. 然 る 後 

る ものにして 全く 樹木 を 堀り 起こ し. 根 を 一 時土壤 より 離脫 する 

槪 して 樹勢を 衰弱せ しむる こと 多 けれ ば. 生 長 力の 極めて 旺盛な 

普通の ものなら ば 一 年に て 著しく 勢力 減 返 し. 花 芽の 着 生 を 見る 

は ざれば 更に 一 年 を 隔て ゝ 移植 を 繰り返へ すべし。 移植 必 す し 

只 同 一 ^所に 於て 根 を 堀り 上け， 適宜 太き 根 を 剪定し. 再び 元の 損 

降に 風の 爲に 吹き倒さる ， こと あれば 樹 冠の 大 なる もの は 移植 

樣心掛 くる こと 必ぜ な り。 



第 九 S 蝙 状お 皮と 法 
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第 十 章 肥 料 

肥料 は. H 質. 樹齢. 品種に よ り、 其 種類 分量 等 を 異にす ベ く， 殊に 

に 達する ことお 易なら ざる ものの 如き は 施肥 法の 巧 13: よ 

より 或は 1- お 弱 し. 或 は 徒 長せ しむる 等、 其 閼係 深き のみなら す 

わば 常 業者に 取りて は 颇る大 なる 關係 を. ^ する ものな り。 

にして 勢力 旺盛なる もの なれば 施肥の 必耍 梨の 如くなら ざ 

樹齢に 達せる もの 等 は 施肥の 方法 如何により. 収量 及び 品質 

今是 等の 關 係に 就き 耍點を 略述 すれば、 



^地の 如 

る こと 著 

,巴 斗 よ M-丄 

月. r2 钇 

る も， 土 生 

等に 影響 



き 徒 長し 易 く 

し く. せ.： 吏 ま 

營 資本の 大部 

は樹 蝕の 若 

の帘 蒲なる 

する こと § 



，結果 樹齢 

の 如何に 

分 を 占 む 

間 は强健 

或は 結果 

大 なり a 



より 生育 を 制限 せらる 、 を以 て. 同 J 

れば 自然 瘠璲の 地より 肥沃の 地 を 撰 



第一 節 施肥 上の 注意 

I 、風土と 地勢との 關係 寒地 は旣に 寒冷なる 氣 候に 

品種と 雖も^ 地に 比すれば 牛； 育 緩 漫. 花 蕾の 着 生 容易な 

びて. 栽培 せらる 、 は 普通な り。 從っ て 多量の 肥料 を 施す も 徒 長 的 仲 長す る ことなく. 其、 瘠 m 

なる 處は 一 暦 多量の 養分 を 供給せ ざるべ からざる なり。 之に 反して^ 地の 栽. S +6 【5 ^ 多 く 

表土 淺き 瘠簿 なる 土質 を 撰 み、 時 に 傾斜 地 を 利用 し. 階 ^^等 

如く 土質 地勢 を 撰ぶ も 尙ほ氣 候の 制裁 を受 くる こと 多 く， 常 



^培 せらる、, と 多し。 斯 くの 

牛； 育 旺盛に 傾 き. 诘 ^遷延の S 
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ひ あるべ ければ^ 地に 比して 常に 二三 釗 乃至 半減す るの 必耍 あるべ し。 束 北 地方に 於て は 

平地 以外 栽植 せらる 、 こと 少なき も. 暖 地 は 時に 傾斜 地 を 利 川 せらる、 場合 多し。 傾斜 地 は 

平地と 異な り. 土 質^に 乾燥し 易 く， 表 土の 厚 漭. 其 處 により 著しく 差 ある を^と すれ ば. 土 性 の 

狀您 も. B 然異る を 以て 栽培 家 は 此觀察 を嚴に し， 其 土 性の 狀憨 により て. 施 肥の 方法 を 異にせ 

ざるべからざる なり o . 

一一、 樹性 及び 樹齢との 關係 旣に 述べた るが 如く 苹果は 其 品種に より 結果し 易き ものと. 

然 ら ざ る ものと あり。 祝 • 紅玉 の 如き は 栽 植四五 年 を 經れば 相 當の收 璲を兒 るべき も 其遲き 

もの は 六 七 年を經 過す る も 中間 芽 すら 生ぜざる もの あり。 斯の 如く 結果し 易き もの は 成 可 

く 多くの 肥 料 .殊 に 窒素肥料 を 多く し， 其 勢力の 維持 を 計らざる ベから ざるな り。 槪 して 結果 

樹^に 達する こと 速 かなる もの は 細 枝 側 枝 を 生 じ. 時 に 垂下す る も あり， 一 度に 結果 すれば 樹 

勢 頗る 减返 し， 若し 養分の 供給 不充分なる 時 は 本年の 結果 部の 側 方に 新. u なる 花芽 若く は 結 

果 枝の 生す る ことな く， 時 に 枯死す-る 裼合 少なから ざるな り。 爲に 隔年 結果の 性を顯 はし こ 

と 珍ら しからざる なり。 之に 反して 勢力 旺盛に して 容易に 結果し 能 はざる もの は， 養 分の 吸 

收カ强 勢に して 多くの 肥料 を與 へざる も 相 當の發 育 をな すべく， 殊に 窒素肥料の 如き を 重用 

する^ は 愈々 陡長を 促が し， 結果 を遲延 せし む もの なれば 成 可く 窒素肥^: を 避け， H 酸 加里 肥 

料の 如き もの を 川 ひる こと 必耍 なり。 殊に 氣 候の^ かなる 處 にあり て 肥料の 使 S 宜しき を 

得ざる 揚 合 は. 盆 々其 特性 を發 揮して 兩 極に 走 り. 容 易に 結果せ ざるに 至るな り。 故に 施肥に 

I ^りて 其 特 性 を 知 し. 其 性質に 應 じて 斟酌す ベ き は 最 も必耍 とする 處な り。 

攝十 W E 二三 & 
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- 施肥 上の 注 怠 二 

El 1 品種に ありても 其 樹齢の 如何により 施肥 量 殊に 成分の 配合 上に 注 怠す る こと 必要な り o 

苹^ 栽培 上 最も 努力せ ざるべからざる は 成 可く 早く 結. 富せ しむる ことにし て. 樹 性 旺盛に し 

て 容^に 結寳し 能 はざる もの も 一 度び 結 すれば 爾後 引續き 結果す ベ き も， 整 枝. 剪 定 の 方 法 

を M る か， 施 肥の 方法^し きを ざ れ ば、 結 菜 期に 入る こと 遲き もの は 愈々 遲 く 、容 易に 結實せ 

しむる こと 能 はざる なり。 故に 如何なる 力 法 を 以てせば 早く 結實 せし むる を 得る か を 考究 

する こと 必耍な り。 之 が 爲 め 整 枝. 剪 定 上に 注 意 すべ き は 勿 へ ：| な る も. 施 肥の 方法に 於ても 主 

^を 加へ、 樹齢の 若き 時より 花芽の 若 生に 必耍 なる 燐酸 加里に 主き を S き， 樹 勢に 制限 を. S ふ 

る こと 必要な り。 燐酸 加里の 如き は 窒素に 比し 直接 影響す る處 少な く， 之 を 川 ゆると こ 多 き 

に 失する も 其^; 害 少な く. 容 易に 服に 獨る 、 ことなき も 蛮 素 肥料の 多少 は 直ちに 樹勢 及び 結 

實狀 態に 影響す る もの なれ ば、 是 が 使 川に 常り て 殊に 注意 を も 加 へ ざ るべ から ざ るな り。 

=1、 生育 殊は 結實狀 態との 關係 生育 旺盛なる も の も 一 度び 結實 する に 至れば 勢力 著し 

く 減 返 し， 又 前^の 面影 を 見る こと 能 はざる なり？ 結果 樹齢に 達する まで は 努めて 勢力の 制 

限 を 加へ るが 如く 心掛 くる も， 旣 に 結果 樹齢に 達して 旣に多 數結實 する に 至れば 成 可く 施肥 

M 殊に 窒素 成分 を增加 し、 勢 力の 增進を 計らざる ベ か ら ざ るな り。 然ら ざれば 樹勢 頓に衰 へ 

て， 年 休止の 狀態 を坝 はし-全く 隔年 結果の 性 狀を圼 すに 至る ベければ 開花 結資 量の 多 き 程 

肥 科を增 加し. 股 肥の 外に 更に 追肥の 如き もの 與へ. 樹 勢の 衰退 を 防がざる ベ か ら ざ る な り。 

然れ ども 前年の 結 實狀您 が 不良なる 場 合. 若 く は 其 勢力 旺 盆に 過ぐ る 場合 は 其 分量 及び 成分 

の 配合に M 酌を與 へざる ベ からざる は 勿 論 な り。 其 年の 花芽の^ 牛； の狀 況 實 量 の 多少 こ 
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より 斛？ S を 加 ふる E は 所 ^經驗 を 要 する 處に し. て， 筆 紙 を 以て 遨 すべ き 處 にあら ざ る な り。 

第二 節 肥料の 種類 及び 分量 

苹果に 施す ベ き 肥料 は 如何なる もの を 用 ゆべ き や は 其 土地の 狀況 により 多少 異なる ベ きも. 

^^肥料と して 人糞 尿. 硫酸 ァ ン モ ニヤ-大豆粕.^ 種粕. 魚肥の 如き もの を 主と し. H 酸 肥料と し 

て 過 燐^ 石；^^ 糠 粉の 如 き， 加 m 肥料と して 草木 灰. 硫 酸 加 i の 如き は^ 中： なる ものにして， 

^培 家 は 背： (地方の 風土と 之 を^る の 難易と 惯 松の 如何と によりて 取捨 決定すべき ものな り，. 

苹 * の 如き 啻に 甘味と 漿液の 多き を 欲する 外. 更 に 色澤の 鮮麗と 香氣の 復郇を 望む ものに あ 

り て は、 硫 酸 アン モー 一 ャ. 智利 硝石 • 過饯 酸 石灰の 如き 効能の 速 かなる ものよ り， 多 少遲 きも 自然 

的 除々 に 吸収 せらる る 魚 粕* 骨粉 • ^糠. 油 粕 類の 如き もの を 用 ゆる 方が 却て 効^ あるが 如 く， 人 

糞^の 如き は都會 附近に あら ざれば 之 を 得る 颇る 困難なる の缺點 あり。 ァ ン モ 二 ャ. 過 燐酸 

石灰の 如き は往々 土 性を惡 變 する， の倾向 あれば 毎年 連續 的に 使用す ベ きものに あら す， 必 す 

や 二三^ 'を隔 だて , 他の 肥料と 交換す る を 可とす。 土 性 酸性に して^ 分の 豐 富なら ざ る 處 

は 三 耍尜の 外に 石灰 分の 使用 缺く ベから ざる ことにし て， 隔 年若く は 三 四 年 を 隔て 、 一 反 三 

四十 贳ロづ , 使 川す るの 必要 あり。 土 性 瘠 蒲に して 冇機質 性分の 含量 少なき 處は 堆肥 肥 

の 川 ゆる こと 船る 必要な り。 今 農 商務省 図藝部 及び 著者の 奉職し つ 、ある 神^ 川縣 農事 試 

^場に 於け る 成分 及び 種類 分量 を 示せば 左の 如し。 

JK 十 3 肥 料 . 二 四1 



は 件^ 



論 各 藝圜樹 栗驗梵 



第二 © 肥-料の 83 頹 及な 分 SI ェ エ 



九 八 七 六 五 四 2 二一 

五 四 三 ニー 〇 

^r* tw» M^. f-— f-M. fr^ »_* IV 
平 平 平 平 年 年 年 平 平 年 年 年 平 年 年 


年 
次 




ssss ゴ： n 二 — 一一 

— 七 五 二八 六 はさ：=1— 

◦ oooo'.ooooooo 二 五 


望 

茶 


農 

商 
務 
省 

m 

f — ^ 

本 


^ S ち ち- ^ ― — * ~~ • 

ニニ 五 五 二 O 五一 六 二 六 —一-一 

o ◦ し〕 o ◦ o ◦ o CO o o o o 二 五 


燐 

おお 


E^r«s ヌ ssri ニー 一 
>*»>»»»»>^ 

ニ ^ 7- 五 二 ◦ — 六 二 六 PS s ズー 

000000000000'、 五 门 


加 

至 


>V ？ X. r ~) ' " 、 >\, >\. 5fV f — 1 3^. —-^ ,/T 3^ tr^ ~=£ 


望 

素 


神 
奈 
川 
縣 

立 

農 

試 
驗 

揚 

至一 
六 反 
十 歩 
本 五 
十 
乃 


tacas: ^ミ ニー 一 — 

OO 五 3Lrion 五 七 八 六 二 
<r> cj> ' 00000000000< つ 


燐 
酸 


CD 八 »ニ0 八 3£C^3S«:^ 八 七 ゴ 

OOO C_it_>C"JOOOO 门 oooo 
， O O O O しつ OC^r^>COOOOC~> 


加 

里 



農 商務省 農事試験^に 於て は 右 標準 を 基と して 十三 年生に 大凡 左の 如き 施肥 量 を 用 ひっつ 

あるが 如し。 



染 苹 



木肉大 

骨 豆 


肥 

料 


計 灰粕粕 


名 


nrooG 


反 
歩 
當 




本 


3t 五 

。 CD C~> h L 






■ お 


ズぶ 

：-H. \ CD 


素 






一 一 

八 九 六 さ 

七 七 o o 

3£. m. C^> r^> 


醆 






お 九 五 

^i. -ー- r\ 


里 




代 


(za ― 七 37 

ノ 一: A 3iP 

CD CD 
O し ◦ O 


償 



備考 木灰 中の 燐酸 成分 は 概して 肥 効 少なき^ 以て 標準よ リ椅. -多き ^要す C 
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？ S 二 節 肥料の 種頹 及び 分量 二 Big! 

岩 手縣立 農事 試驗餳 一 反歩 施肥^ 

十 年生 一反 步三 十本 桢 . 



靑森 縣 農 立 事 試驗揚 一 反歩 一 反步 施肥 量 

十 年生 一 反歩 三十 本梳 



更に 二 三 有名なる 當 業者の 施肥 量 を 示せば 

靑森 縣弘前 地方に ありて は 十 年 内外の 若木 一 本に 對 して 

堆肥 三 〇 ー 四 〇 W 米糠 四— 五 升 過 燐酸 石灰 三 〇〇 —四 〇〇 匁 を 秋季に 施し. 春^ 胶 y 

を 一 斗 五 升 内外 與 ふるが 如 く、 又 三十^ 生の 充分 成 木 し， 盛 んに 結果し つ 、ある ものに 對し 
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て は、 堆肥 六十 五 莨， 過 燐酸 石灰 二 貫， 下肥 四— 五斗 を與 へ， 同 縣南津 軽 郡に て は 瘠 地 十七 八 年 

生 一 本に 對し 堆肥 二 〇 貫， 米糠 五、 六 升， 過 燐酸 石灰 三百 匁 を 一 囘に與 へ， 岩 手 縣盛岡 市 附近に 

ありて は 十三^- 2： 外の 樹ー 反 步に對 し 厩 肥 四 〇〇 貫. 人 尿 尿 一 五 〇 貫， 過 燐酸 石灰 一 〇 貫 を 

1 冏に與 ふるが 如 く， 北 海道 余 市 方面に ありて は 十二 三年 生 一 反 步に對 し 厩 肥 一 七 五 貫. 人 

屎八荷 "過 燐酸 石灰 一 〇 莨 を 一 囘に與 へ、 多く は 窒素 燐酸に 主き を 置き， 加里 肥料に 注意 を拂 

ふ もの 甚だ 少なき が 如く 感ぜら る 、 なり。 

お 地に 於け る 施肥 法 を 見る に 香 川縣. にあり て は 米糠 を單 用し、 一 反 步 (百 二十 本 桢) £ 年生に 

針して 米糠 四 石 四 斗 を 一 囘に與 ふるが 如 く， 兵 庫縣 にあり て は 十 年生 一 反歩に 對 して 約 二 

十圓 外の 肥料 を與ふ るが 如し。 

以上 は 本邦 各地に 於け る 肥料 使用の 實 例なる も、 元 來苹樹 の吸收 する 成分 は 一 ケ年 幾何 位な 

る やと 云 ふ に、 其 年の 氣 候. 樹 齢. 牛； 育 狀 態 によりて 異 な る ベ き も、 嘗 て 米 國紐育 農事 試 驗揚に 於 

て 三十 年內 外を經 たる 木に して 一 ケ年約 百 四 五十 貫 匁結實 する もの 一 年間 土中より 吸收す 

る 諸 成分に 就て 研究せ る. 報告に よれば. 望 素 百 八十 二 匁 ^酸 四十 八 匁. 加里 百 九十 四 匁. 石灰 百 

九十 四 匁. 苦 土 八十 五 匁な り と. 元 より 本邦の 風土に 於て 直ちに 應用 する こと 能 は ざらん も. 亦 

參考 となす に 足らん J 本邦に 於て は 其收量 最も 多き もの にても 前者の 約 半額 七 八十 貫 匁 位 

に 止まり. 二十 年， 內 外の 木に ありて は 二三 十 貫 匁 を 普通と すべき を以 て^ に 所要の 成分 を與 

ふるものと すれば-一 本に 對し て 大豆粕 六 百匁. 木灰 二百 匁 内外 を 以て 足れ るが 如き も. 養分の 

吸收は 供給^の 二三 釗 乃至 五六 割に 止まれば 前記の 分量 を 倍加す るの 必要 あるの みな らす * 
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憐 酸の 如き 吸收 困難なる もの は 更に 多 に與 ふるの 必耍を 見るな り。 又 同 一 成分 を 供 袷す 

より 種々 異なれる 種類の 配合 を 望む は 一一： ほ を せ ざ る を 以 て、 其 風 

合法 を 誤らざる こと 肝 な り。 



るに も 1 

土 及び 樹 



種の 肥料 を 川 ゆる 

齡樹 勢. に應 じて 配 



苹樹に 施 

方に 至る 

秋季 收穫 

效 能迅逑 

若く は 八 

不良なら 

W 乂 は 養 

る 寺 ま， ヒ 



第三 節 施 

す 肥料の 囘數は 普 

I、 地に ありて は， 四 

後 直ちに 大部分の 

な る 人 驚^ • ァ ン モ 

九月の 候に 與ふ る 

し め. 成 を遲 から 

分の 吸 收保蓄 力に 

八月 頃に 一 囘速效 



の 約 三倍 を 度と し、 周 圓 に 

後 覆土す る こと 梨 樹と同 



肥の 囘數 及び 方法 

通 一 囘卽ち 春季 二， 三月の 候 を 以て 可とする も， 爽- 北より 北^道 地 

月 中旬まで 積雪 を 見. 融 雪と 共に 花す る を 以て 春季より も. 寧 ろ 

肥料、 殊に 效 能 稍.. 遲き厩 肥. 堆 肥. 油粕. 木 灰の 如き もの を與 へ，^ 季は 

ニヤ • 過 燐酸 石灰の 如き を與 ふる 可とする なり。 梨の 如く 六 七 S 

の必耍 は 殆んど 見ざる なり。 施肥 遲きに 過 ぐれば 却て^^ 色 を 

しむる の 害 あり。 然れ ども 土質 磽确 にして 養分の 缺乏 甚だしき 

乏しき 砂礫 土の 如き 處， 或 は結實 甚だしく 之が 爲め 衰^ G 徵候ぁ 

液なる 肥抹を 補給す る を 可とする なり。 施肥の 方法 は^ 幹周圚 

さ 四 五寸の 幅廣き 溝 を 堀 り. 施 肥 後 能く 攪拌し. 土塊と 混 和 し^ る 

の 方法 手段 を 取る ベ きなり。 
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第 十一 章 花 蕾. 果 實の撟 除 及び 袋 a 

來 北. 北 海 逍 地方に ありて は 花 营栗實 の 垴除を 行 ふ もの 稀に し て， 自 然に 放任し S くもの 多 

も、 梨 同 樣花苦 及び^ 實の垴 除 を 行 ふこと 必耍 な^。 一花 芽の 開綻 する や， 普 通 七， 八 個の 花 ぷ3 

の發 现を兒 るべき も 梨と 反對 に， K 先端の もの 最も 早く 開花 し， 次 第に 基部に 及 ぶ ベ き を 以て， 

^實 の發 i!z も 之に 作 ふ ものな り。 元來. 苹樹は 立 木 仕 立の 如 き 稍" 粗 放 的 ^ 枝 法 を 川 ひ る を 以 

て， 剪 定 等に 於て も^の 棚 整 枝に 比して 粗なん 傾向 あれば 枝 枝の 數も 著しく 多き を 普通と す 

るな り。 故に 開花せ る もの を 其 儘 自然に 放任し 置かん か、 數 量 多 からん も 形 小に して 色澤笑 

ならざる のみなら す、 品 質 著しく 劣 り. m 勢 又 甚だしく 衰弱 し. 翌 年 は 半ば だに も 結^せざる 所 

ii お^^^の 狀 憨を呈 する に 至るな り。 是が爲 に必す や 開花 屮若 くは^^の ^ほ 小なる 時 

C に ぬ を 行 ふこと 必耍 なり。 而 か. して 其 一 樹に 保留すべき^ 實の數 は 樹齢. 品種. 栽 培 法の 

如 n: によりて 羞 あるべ き も. 紅玉. 旭 .倭 錦の 如き 中等 大の 品種に し て， 樹 齢 十 五 六 年 を ^ 過 せ ろ 

もの は 一 本 二百 五十 個內 外、 一 反歩 (五十 本植) 一 萬 二 千 五 百 個， 六 百 二十 五赏內 外の 收量を 以て 

普通と すべ し。 然れ ども 收穫 まで 病 蟲害其 他 外界の 故障に よりて 中途に 二お 果 する もの も 多 

ければ. 一本 三百 個 內 外 を 保存す る 如く 摘 除す る を 可とす。 摘 除の 時期 は 開花 中 一 同一 花， 序 

中 先端より 三 個 若く は 四 個を殘 して 間引き を 行 ひ. 落花 後 豆粒 大 となれ る 頃 一 囘. 袋 覆の. s 更 

に 一 合 計 三 囘に行 ふ を 可とする も 開花 中 は 農繁の 時期なる を 以て 落： 花 後 二 罔 にても 敢て 

第 十二！ 3 茈ぉ BXK の^ K 及び 《RB- 二 七 
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十二 章 花 梁 1* の 摘^ 及， ひ gs 

せな gf なし。 卽ち東 北. 北 海道の 如き 爽、 地に ありて は 六月 上旬 

て 一 囘ぉ 地 は 五月 中旬 及び 六月 上 中旬の 二 囘に行 ふ を 可 



二 HA 
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の 被 



は ^實の 完全に 發育 せる もの 

害 を 受けた る もの 、 如き は 注 



第 

七 



其大 
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み 袋 を 覆 ふ 




大の もの 

しも 夫れ 



河 ,B ^ e ほ 紙 

晚熟種 は 必 す 

下甸に 至れば 袋 を 除去して 外氣に 

の色澤 は 却て 接 穴」 おに 觸れ たる 



^色 寸； お 慰の ゆ 期 は 成 可 



間. 同 下 」=- より 七月 丄. IF- にかけ 

とするな り J 摘 架 に 常り て 注意す 

實荧蝾 • 心 喰 蟲. 象鼻蟲 或は 黑 星 病 

く，^ 蟲^ の 驅除を 兼ね 行 ふ を 可 

般に行 ふ も 東北 其、 他の 爽、 地に 於て 

し。 從來 は病蟲 殊に 心 喰蟲の 如き 

以て 其 必要 少な か る ベ き も、 方 今 の 

の 向上 を 計る 時には 必す袋 掛け を 

類 は^に 於け ろが 如 く ET 屮. 晚と ^ 

るべ く， 紅 魁 .黃 魁の 如き 八月 中に 採 

雜 誌の 如き 洋紙に て 可なる も， お 以 

油 塗抹の 和紙たら ざるべ から す。 - 

如き 十月 下旬 乃至 十 一 月に^ 收せ 

認めす。 採 收ニ週 問 前卽ち 十月 中 

に 至れば 病害の 憂れ も 少なく 濃^ 

る な -り J (ブラック ベ ンタ！ ビスの 

の 第二 囘 目の 捣 ^卽 ち 哎地は 六月 







菜 



h 巾 、-地 は 六 n: 下句 乃至 七月 上旬に 於て 行 ふべ く、 其方 法 手段 等に 至りて は 凡て^ 一 編^ 

の项 に^-じて 可 な る な り。 
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苹果も 亦せ (根 は 深く 土中に 蔓延して 養分 を 吸収す る もの なれ は、 其 根^ 

膨軟 を圆ら ざ るべ から ざ る な り。 樹齢の 尙ほ若 か く、 樹 の 幼少なる 晬は 

に 屮耕を 行 ふの 必 耍 な き も、 旣 に 成 木に 達し 閒作を 行 ふこと 能 はざる に 

行 ふこと 必 耍 な り。 北 海道 • 東 北 地方の 如き 降雪 多き 處は 十月より 十 一 

春融 S 後 直ちに 行 ふ ベ く， & に 六 七月の 候に 於ても 差 支 へな きが 如し。 

それ 程 多数の 細 根 を併發 せし め. 健 全 の 發 育 を 遂 けしむ るに 至る ベ し。 

中止に 際して 行 ふ も の は 稍.. 深く 反 鞾 し-前 年發 生せ る 根 先き を切斷 し. 併 

せし むれば 冬季の 嚴寒に 相 遇して 土 壊の 風化 養分の 分解 作用 を遂 けし 

容 お な ら し む るが 故に 冬季の 荒 起し は. 毎 年 一 囘づ、 行 ふ を 可とす 。其 

き は 樹齢と 繁茂の 狀 態とに よりて 一 樣 ならざる も， 枝 先き の 直下 を界と 

部 は 稍.. 淺く 除草 を 兼ねて 耕 起す る を 可とす。 冬季の 耕 鋤 を 怠らば 古 根 

を 妨 け， 肥 料 を 施す も奏效 充分なら ざるな り。 初秋 晚 春の 耕 鋤 は 成 可く 



の 耕 耘を行 ひ， 土 笾の 

間作 を 行 ふ を 以て 

至れば， 年 一 囘耕鋤 を 

月に 至る 間， 若 く は S 

軿耘 の度教 多ければ 

冬 季 落葉 後卽ち 生育 

せ て 十： 地 を 膨軟反 115 

め.翌 年 細 根の 發生を 

根邊を 去る 距離 3 如 

し て 其 外部 は 深く. S 

蔓延して 細 根の 發生 

淺く、 表土 を 攪拌す る 



十二 章 中畊及 « 除草 二 四 九 
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蒗 十二 章 中鉼及 草 二 五 

程度に 止む る を 可とす。 

は^に 淸潔を 保た しむべ く、 從っ て 除草の 如き は雜 草の 繁茂す るに 從ひ. 隨時之 を 行 ふ ベ 

し" 雜草 繁茂 すれば 養分 を 奪取 し、 表 土 を 堅めて 陽光 を 遮 り， 肥 料の 分解 を妨 け、 細 根の 仲長蔓 

延 をして 充分なら しむる こと 能 はざる のみなら す、 害 蟲の 棲息 所と な り， 病 害の 根元と な り. 直 

接 牛； 育に 影 i3 する こと 少なから ざ る ものにし て， 樹 下の 雜 草の 有無に よ り， 栽 培 家の 勤惰 竝に 

成績の 程度 を 察知 す る を ベ き を 以 て、 M 主 は 常に 圊內の 淸潔を 心掛け 除草 を 忘らざる 樣心 

掛く べし。 殊に 六 七月の 入梅 期は雜 草の 發生 著しければ 發生 以前に 於て 表土 を 淺く耕 起 反 

し、 中 耕 を 兼ね 行 ふ を 可とする なり。 八 九月の 炎暑に 際して は 成 可く 草 削りの 如き もの を 

以て 淺く 削り取 り， 土 地の 乾燥せ ざる 樣心掛 くる こと 肝要な り。 

間作 は 樹齢の 幼少に して 地積の 尙ほ 多き 51 合に 於て 行 ふ ものにし て， 束 北 地方の 如き 一 反歩 

三十 木內 外に 止む る ものに ありて は 十年內 外まで は 中間に 作付 を 行 ふ を 得べ し。 問 作 は 除 

草 中 耕 を 兼 ね、 且 つ 相 當の收 盆 を 見るべき を 以て 其 栽培 法に 關 して 相 當の 考慮 を 要するな り- 

間作と して 適當 なる もの は 他某樹 類に 於け るが 如く， 各種の 蔬滎類 ふ洛花 牛； *大 小豆. 薷麥の 如き 

成 可く 丈け 低 く， 根 の淺 きもの を 選ぶ ベ く. 靑 森縣 地方に ありて は專ら 里 竽.菘 葉の 如 き 多 少 光 

線の 不足す る 場合 も尙ほ 能く 生育す る もの を 選ぶ が 如 く， 粟. 大小 麥の 如き も 栽培し 得られ ざ 

るに あらざる も、 果 樹の 幼少なる 時 は 日光 を 遮 り、 軟 弱 徒 長し 易ら し め、 果 樹の繁 茂す るに 至れ 

ば 陽光の 不足 を告 け、 通 風の 不^ を 招 ぎ、 主 客 共に 不良の 結 栗を來 た すべければ 成 可く 之 れ を 

避く る を 可とす。 問 作 を 行 ふ 場合に は 何れの 鍚合を 論ぜ す、 苹 招より^^ の S 離 を 隔て て 栽 



栗苹^ 



巧 



培す ベ く， 苹 拗に 施せる 養 

經 ざる もの は 未だ 結果す 

倒のお 樣を呈 する もの 多 

じて 行 ふべ からざる な り 



分 を 奪取 せらる 、が 如く 接近せ ざる を 可とす。 鬼 角 栽培^ 驗 をに 

ろに 至らざる 間 は， 問 作に 主き を きて 苹果の 發育を 顧み す、 主 客 il- 

し。 如何なる？！ 合に ありても 苹 樹の發 育を妨 ぐる もの 、如きよ 祈 



第 十三 章 採收 及び 貯藏 



苹枭の 採 收は其 品種に よ 

ざるな り J 卽ち M 、地 は^ 

收 せら 6 、 紅 魁 も. 靑 森 地 

採收遲 くる 、が 如 く、 又 傾 

十： • 火山灰 土の 如き 膨軟肥 

に實兒 する 處 にし て， 事 新 

定 なる 傾き あり。 紅 魁に 

種 も 又 二十日 乃至 三十日 



ム B { 



ケ 月 

は壚 



りて 異なる ベ きも 其 地方の 風土. 地 

他に 比し 成熟 遲 く、 中 國* 四 國の 如き 

方に 至れば 約 一 ヶ月 後 くれ， 紅玉 • 倭 

斜地は 平坦. 地に 比し 熟 期 早く， 砂礫 

沃の 地に して， 而 かも 表土の 深き 處 

たらしく M す る必耍 なきな り。 

於ても 最始と 最終と は 二十日 內 外の 差 あ り. 祝. 紅 玉. 等 其 他 大抵の 品 

間の 差 あれば 是れが 採 收に當 りて 適 熱 せる ものよ り、 順 次 三 四囘に 

亙りて 採收 する こと 必要な り。 

苹果の 品種 中 早 牛： 種 は 早く 市^に 出す 方 利益 多く、 又槪 して 貯蔵 困難 なれば 成 可く 早く 採收 

IR 十三 S 扛牧 及な 貯ほ 二 五一 



勢に よ り， 又 多少の 差異な き 

暖地に ありて は 六月 下旬よ 

錦 其 他の 晚熱種 も同樣 一、 二 

を 含める 淺き 表土の 處 にて 

より 熱 期 著し く、 早 き は 吾人の 常 

し て 苹果は 梨. 桃 と 異 なり 熟朗不 
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第 十一 一一 章 採收 及び 貯國 二 五一 一 

すべく、 殊に 暖地に 於て 然 かる を 認む。 中 熟 種 は 成 可く 色澤の 充分 發 揮す るに 至りて 採收す 

ベ し。 國 光. 紅 玉. 柳 王 其 他の 晚熟種 は 翌^ '四 五月 乃至 六 七月 迄 も貯狨 すべき もの なれ ば， 着 色 

及び 熟 度の 少しく 早き を 度と して 過 熟と なら ざ る 以前に 採收す ベ し J 採收 s 當 時 よ 溫 变 下 

する が 故に 樹上に 於て 完熟せ しむる こと 容易なら ざるの みなら す. 貯 ^^く は f 方 こ 輪 八， kj 

する 51 八：： に は 必す多 少 早めに 採收 する を 可とするな り。 

採收 する に は 其 以前 二週間 前後に 覆 袋 を 除去 し， 陽 光に 常て 色澤の 鮮麗 を 計 か り. 適 熟の もの 

より 顺次 損傷 を來 たさ 、> る樣 殊に 果面を 覆 へ る果 粉を脫 落せし めざる 樣採收 すべ し。 丈け 

きもの は 樹に登 り、 又 は 梯子 や 踏臺に 上が り、 手 饉 又は^ 等 を 枝に 懸 け， 枝 上より 丁， にぬ 取 

す ベ く， 其 誤りて 地上に 脫 落せる もの は 之れ を 別にし て， 他 の 不良品と 共に 販寶 すべ く， 決 し て 

は と 混合して 川 を 害する が 如き こと をな さ > るべ し o 

旣 に採收 終れ ば， 傷 み たる もの 不正 形の もの 及び 大中小 等に 區 別して 貯 藏に堪 へざる もの は 

成 可く 早く 赍 却 し， 肿 藏に堪 ゆる もの は 時の 相 51 により 或は 直ちに 賫却 する か、 又 貯藏 して 時 

期 を 待つ 必耍 あるな り。 

苹果は 梨に 比して 貯藏 容^に L て. 其方 法 又簡單 なる が 如し。 採收 せる もの は 二三 日間 廣き 

場所に 駢べ^ き、 丁 寧 に 其 表面 を 拭 ひ. 四十 斤 若く は 五十 斤 入の 箱に 麥. 稈鉋 .Lf 薷 麥殼. 籾 殻. 乾草 

の 如き もの を に夾 み， 一 顆づ、 ^儘 若く は 新 m 紙の 如き もの を 以て 一 々包 み， 丁 寧 に 積み 重 

ね. 初 め は 蓋 をな さすして 穴 r: 氣の 流通 宜しき 處に竝 列し g き， 十 二月 下句に 至りて 始めて 固く 

^をな し、 土藏 又： i 土窖內 に貯藏 すべく、 板 食 普通の 納屋 等に ありて は溫 度の 變化 烈しく. 殊こ 



苹 



破^に 際して 凍結の 恐れ あろ を以 て， 成 可く 前記の 如き 土藏 に 於て する を 可とす。 土^の 

構造よ 普通の 十； 藏に 於ても 敢て差 支 へ な き が 如 き も. 出 来^れば 柑橘 若く は 梨の 貯藏 庫の 如 

きもの を 構 築 し て. 之 に貯 ふる を 以て 最も 安全と す (後篇 柑 橘の 部參 照 r 貯藏中 は 可及的 果實 

に 手 を觸れ ざる を 宜しと す。 貯藏中 徒らに 位 S を 動かし 點檢等 を 屡々 行 ふ 時 は 反て 腐欧を 

« ぐ こと あれば S 初貯藏 に當り 充分 粱實 を點檢 し. 損 傷 若く は 腐舦の 徴候 ある もの は 之れ な 

^ 出 し. 完 全^の み 前記の 如く 貯 ふれば 五六 月 迄 安全に 貯 ふる を 得るな り。 元來束 北. 北海道 

の產 也に ては^ 地柑 橘 の產 地に 於け る-か 如 く. 完 全 な る 貯藏^ の 構築す る もの 少な I き 力 如き 

も、 咚 來產领 の^ 加と 共に 專用 的貯藏 庳の稱 築す るの 必要 を認 むる に 至るべし。 



第 十四 章 荷 造 及び 販賣 

一 荷造^ 苹朵產 地に 於け る 販&; 川 お 造 s 方法 は 殆んど 一 定 せられた る. か 如 く、 其 容器 は 

^地に^ て 石汕 ffi の 如き もの を 川 ゆる 處 ある も， 北 si 北 地方の 大 産地に ありて は ^通 四 

卜 斤. -A 卜！ b の is を 川 ひらる 、なり。 五十 斤 は笫 百八圖 B- の 如く 幅 深さ 共に 九 寸， 長 さ 二 尺 正 

六 分の 松. 若 く は 樅 板 を 以て 頑丈に 作 くられた る ものにし て. 箱 底に 乾草 鍩將の 如き もの を 布 

き^ 枘な 上^きに して^ 實を 一 列に 竝 ベ 、其 ヒに 前記の 塡 充物 を充た し. 架 面の 兒へ. さるに 至 

り^. M を拉 列す る こと 前の 如く し. & 々此 G 如くな して 箱に 充 満す るに 至 り， 更 に 充 分 塡 充 物 

第 十 EJa 荷 造お . 二 五一 二 
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第 十四 章 荷 造 及な 贩資 二 五 四 

を 覆 ひ、 菜 ^の 動 搖を防 ぎ， 蓋 を な し. 其 儘 若く は^に 包 み、 繩 を 以て 結束す るに あり。 遠隔の 地 

に 輪 送す る ものに ありて は 更に 叮嚀に 鋏み を 以て^ 梗を 切り去り、 一 颗づ 、紙に て 包 み、 鋸 屑 

を 以て 各果實 の 問 を 塡充 し. 果 實 の接觸 する を 防 ざて 箱に 詰めた る 後 更に 充分 鈮^ を充 たし， 

艰寶の 動搖を 防ぐ ものにし て， 沛 鹽 方面に 輸出す る もの は 凡て 此法を ffl ひるな り。 

容器 內 に塡充 する 果實の 数量 は 其 等級に より 異なるべく 森縣 南津輕 郡販賫 組合に 於け る 

摞 if によれ. は 一 箱の 容量 四十 英 斤に 對し。 



等 



光 



種 



王 



玉 



從來木 邦に 於け る 果實の 荷造り は槪 して 不完全 を 極 め， 多 大の 資本と 努力と を 投じて， 折角 良 

果を收 めた る もの も， 荷 造 包装 法の 宜しき を 得ざる 結 果、 運 搬中往 々破お を來た し. ^ * たしき は 

內容 露出 し. 折 角の 苦心 を 水泡に 歸 せし め. 著 しき 損害 を 蒙む る こと 少なから ざる な り。 苹 果 

の お 要地 は槪 して 遠 距離に ある を 以て 他の 果實に 比 し-多 少 完全なる が 如き も- ヌ { に 注 意 を 

すべ き點 多し。 亞米利 加 合衆國 加州に 於て は 地方 的 市場 川と して は 苹果の 容器 は 長さ 二十 

二 吋 幅 十 吋 お さ 十二 吋 S 箱に して 兩 端に 八 分の 五 吋 其 他に 四 分の 二 吋の 厚さ をお する 板 を 



等 

等 



品 簋色澤 優秀 百賴 に し 

て 四十 斤； i 達すろ もの 

百 二十 頼 内外 の もの 

百 五十 頼內 外の もの 

；, H 八十 頼內 外の もの 

二百 頼內 外の もの 



七十 頼內外 

八十 五 顆內外 

百^ 內外 

百 二十 顇內外 

百 五十 賴內外 



百 颗內外 

十 顆內外 

十 頼內外 

十 顿內外 

十 I 41- 夕 



苹 編 二 第 



(甲） ^八 百 第 




箱 *ぉ ン ト— ァヴ' レ-ゥ 



某 



るん の 川 ひら る o 

木^苹果 の 輪 出 地と し 一」 f る 雷 に 於て 1 ヨし 

同 港 領事館より， 外務省 を經 一し， 地方 廳に 佼頓 ありた る もの を 上ぐ h、 さ ^包^ 上〜 ほし 

1、一 箱 三十 五 ％斥 入と^ す、、 と 箱の 外部 は 種類、 等級 及 

1、 箱の 內容 は蜜？同樣上と？ 共に？ 同 S の？"：；"〕：； c i す 

I 輪 出^に 自己の 商標^ j 定せ しむる こと 

第 十四 S 荷 造 及び 販 g 

二 五 五 



ひだ 十 人 
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第 十四 章 ^造 及 • ひ販 a 二 五六 

1、 靑森縣 £ リ鲩 出の 苹果 箱^ 玟 一良 V- しむる、、 と (從 來の箱 は脆釾 にして 苡 おしお く， ュ つ Ki^ 

速ゲ なろ^れ もろ^ 以て 今後 は 構造 堅牢な ろ もの^ 用 ゆろ こと) 

一一 販賣法 木 邦人の 弊お として 栽培 上に 關し てあら ゆる 努力 を 行 ふ も， せ、 販賫に 鍋して お 

角 注 意 を 缺 き、 ロハ 地方 仲買人の 意に 任 か せ， 豫 期の 收入 を^る こと 能ざる も 殆んど 意に 介せ. さ 

る もの あり。 栽， おの 努力と 共に 一 &販賫 に 注意 し， 收 入の 多 からん こと を 努めざる ベ から ざ 

るな り。 殊に 苹 栗の 如き は 其 大部 は 遠隔の 需要に 充 たさ れ， 梨. 桃の 如く 地方 的の みに あらす， 

將來は 世界的と なる ベ きもの なれ ば、 最 も卓絕 せる 觀察 カを以 て， 市 51 の 狀況を 調 杏一 し， 機 せ： に 

適せる 手段 を 講ぜざる ベ から や、 是 れが爲 め 品質の 改良 統一 を 計 かる は 勿 論. 栽 培 家 は 協力 同 

心 一 致： の 步調を 取らざる ベ からざる なり。 自己の 慾 心 名 譽心は 過度 時代に 於て は必 耍 あ り 

しならん も、 今 日の 時勢に は 一 己の 力 を 以て は 如何に 努力す るも此 烈しき 競 爭蕩裡 に 立つ こ 

と 能 はざる は 明かなる 處 なれば 各 栽培 者 は 其 地方々々 に 組合 を設 け， 其 力 を 以て 汎く 販路 を 

發 見 し. 各 地の 仲 K S と確實 なる 契約な し. 口々 の 相場の 報^な さしむ ると き は、 お にお 利に 

販賫 する の 利 盆な^る のみなら す，^ 運搬費の 如き も 著しく 低 旅に する を は。 其 他 容器の I 

定 品質の 統 一 より 其 日々 の せ< 務に 至る まで 常に 經濟 的なら し めお り 販 費 に 於て 利 盆 を ^ る 

のみなら す 物品^ 入に 關 しても 著しき 利 盆 を 得れば 將來各 栽 お 地 に は 組合の 組微 を 完 全 に 

し， 協 同 一 致 斯業の 發迮 を 期す ベ きこと 必 耍 な り。 

靑森縣 南 律輕郡 無限責任 竹館苹 枭生產 購買 贩資 組合の 例 

r 粗 合 負數 五 拾壹名 
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(五) 以 上の 外 定款 總會の 決議 事業 施行 1- 則に 依リ 適^の 經營 な爲 しおれ 



、効 

(二 生 

の 

商 



(i 



況 

玆 
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圆 八十 三錢 一ー1 厘 購買 高 



四十 四 M 三十 錢 となり 又 資產 金高 は 六 

、將 來の 計畫 

一、 先覺 者^ 招聘して 農事 講習 會叉 は德義 に閼 する 講談 會等^ 屢 々開設し \ 組合 B3; の智德 

^開资 と 併^て 一 般 風紀な^ 正す ろ こと 

二、 組 合 具 の^ 業德 操に 閼 すろ 成 表^ 作 

一 一 r 組 合 區域內 各部 落：， 1 事務所^ 設置す ろ 



改茛 進歩な 促^す、、 と 
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四、 SS 耍の 都市に 組合の 直接 販賣 店な 設置す る こと 

第 十五 章 病蟲害 

第一 節 病害. ， 

一、 苹果の 腐爛 病 

名 Valsa Mali Miyals ct lamada. 

本 s よ 一 般に 仁果類 果樹 を 侵し， 東北 地方 及び 朝鮮 地方に 於て は氣 候の 冷濕 なる 時 明に 於て 

其、 繁殖 速迅 にして 甚だ 恐るべき 病害な り。 

本 病の 發生 する や、 樹幹 は 皮 部に 小 褐斑を 生じて 水膨狀 をな し、 次第に 擴 大して 遂に 腐爛し， 汁 

液 を 漏出 し， 周 圜を 侵す に 至れば 枯死す るに 至る。 侵害の 跡 は 褐色と な り、 凹陷 して 黑 色に 變 

じ 木質に 裂傷 を 生す る 事 あり。 又 被害 部が 新 葉 新芽 なれば 之 を萎调 せしめ， 恰も 霜害の 觀を 

呈 し. 又 は 發芽を 全く 不能なら しむる にあり。 

本 病 は 其 病原 細菌に して 空 氣傳染 に 由り て 幹 枝に 發 生す。 其 品種に 由り て其慘 害の 程度 著 

しき 差異 ありて 發芽朋 より 落葉 期に 至る 間絕 えす 繁殖す。 就中 濕 潤なる 氣候に して 開花 招 

及 ひ 開 葉 期なる 時 は實に 猛烈 を 極む。 被害 部より 漏出す る 汁液 及び 細胞の 內には 細菌 存在 

第 十 3© 1SS 騫 一一 五 九 
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- S 52 二 六 

し. 是 等よ 昆 等に よりて 傅嵇 せらる 、事 も 甚だ 多し— 

【豫 防 法】 

r 作業 屮 樹幹に 傷 を 付けざる 樣 注意す ベ し。 

二、 被害 部 は 直に 削りて 千倍の 界汞 水を^ り. 乾 きたる 後. 白 ペンキ を 塗るべく. コ I ルタ I は 

爪 ひさる を 可とす。 

三、 落葉 後 及び 發芽 前に 三 斗 式ボ ルド ー 液 を 撒布すべく， 其 徵候現 はれた る 時 は 直ちに 撒布 

を 行 ふ ベ し。 

四. 被 卞： 部 を 切りた る 鋏 は 殺 藤せ ざれば 健全 樹の 剪 定に用 ふべ から す。 

五. 施 肥の 配合 を. おく し. 强 剛に 生育せ しむべ し。 

六. 三 ：=； 巾 旬 及び 四月 上旬の ニ囘三 斗式ボ ルド ー 液 を 撒布す ベ し。 

一一、 苹果の 褐斑病 

名 Marssonia Mali P. Henn. 

本.；； g は a 近 朝鮮に 甚 しく 蔓延せ り。 紅玉 種 はお 被害 最も 多 く. 蝦夷 衣. 鳳 凰 卵. 紅 魁 之に 次ぎて 

被害 多し。 本 病 は 不時の 落葉 を 來すを 以て 返唉 をな し， 又 は 花芽 著しく 膨大して 冬季の 發^ 

に豊 遇せ ば 窕、 害 を^ り、 凍 死す るに 至る 間接的 被害 あり。 

四 五月！ S より 嫩椠 に直徑 一 ミ リメ. I トル 位の 褐色の 斑點を 現 はし， 其 後」 J! 斑 は淅次 增大 し、 三 

巧 至 ra ミリ メ ー 'ト ルの. k さとな り. 其 逡緣 は黑 色 を呈 し. 中 央 より 小黑點 の 突出す る を 見る。 

^れ泡 子^ 二して 盛んに 胞子 を 飛 散す" 七 八. 月 の 候と なり お 溫 多濕 なる 中 は葉态 くお 斑 な 



粟 苹 《5 



(甲） 闳十 TT 第 

状の^ 被お ise ia の 樹 不 



、- ^^^ほ "5^1 



現よ し. 二 ^乃至 十 敷 個 相 合して ！ 大斑點 を 形成し， 殊に 衆緣に 多き を^る 3 又^ 枘 を^す も 



同 上^子 及び 其资芽 (一一 一^ 氏& 51) 




. .ぃ ひ，？ &^は」 

の は 斑點黑 色 と な り. 養 分の 通路 を妨 ぐるが 故に 數 日の 後 全く 枯死 し， 黄 色 を 呈 して 脫 落 一し S 

g 十五 S お SS + 
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箱 1 © ^ 二 穴 一】 

く 全く 枝 上^も 止めざる こと あり。 之が 爲に成 熱に，； 1： ひつ 、ある 果實は 發育を 中止 し、 芷 つ 

て落果 する もの 多 く， 假 令 落果を 免る も 小^に して 品質 不良な り。 

本お は 主として 葉に 寄生す る マ —ソ 二 ャ菌の 空 氣傳染 に 因る 褐色 斑點 中の 黑點は 病原菌の 

胞子 & にし て. 徑 一 〇〇— 二 〇〇 ミメな り。 表皮 下に 形成せられ たる ^菌は 熱する に 及び 之 

を 破 り. 担 子梗 をぬ き 胞子 を 着 生す。 胞子 盛んに 飛散 し. 旬 曰に して W び 胞子 生す るに 至る、." 

【豫防 法】 

1 、四 斗式ボ ル ド— 液 を 五月 中旬より 七月 下旬に 亙り ニ囘 —三囘 撒布す る か， 百 倍の 石灰 硫 

黃合劑 液 を 撒布す る。 

二、 本^の 發生は 立 木に ありて は 頂上より 約 三分の 二 以下 を 侵す を以 て. 主 として 初 囘の馓 

布 は 此點に 留意す ベ し。 

=1、 苹果の 苦 腐 病 (苦味 腐敗 病) 

舉 名 Glomcrella cingnljlta Spauld and V. pp- 二. onk. 

木. S ^ 菌は や- ^ # ^ を なす 雨濕の 後高溫 乾燥に し て、 n 射强き 時 は^ 竄の陽 向 面に 淡竭 色の 

點 を ホ. じ， 璐 大 する に從ひ 圓形大 斑と な り， 浙 次喑祸 色に 變じ 著しく 四陷 し W ^五分 位に 達す 

る 巾 は 稍.. 规 ^正しき m 輪 狀に黑 色の 微細なる 斑點を 現出して 腐敗 軟化す。 被害 部 を 口にす 

る&は 一 種の 苦味 あり. 本 痫に佼 されお き 品種 は 倭 錦. 柳 玉. 蝦夷 衣. 紅 殺. 佛屆ニ 十二 號 等な 句。 

【豫防 法】 

r 被^ 果な 認めた る 時 は 摘採燒 却す ベ し。 



菜 苹 編 二 第 



^おの 苦^ 病 



二 




上 被害^ 

半澤 博士 

^'分 生 胞子 

の资芽 

： 三 浦 氏 原 H) 

四、 



H, 病杲を 取扱 ひた な 

手に て 健全 * に鲩 

るべ から す o 

三， 發病期 ー1 週間 貧 位 

に 一 冏 以後 十 n を 

經て三 斗 式 ボル I 

ド液を 一 二 囘 撒お 

す ベ しリ 

花 腐 病 

(モ -1 リャ iS の 1 秫) 



名 ； Jc.lerathlb s.:llk-cla 》L Mi-lnl. 

被害の 嫩粱 花^ は价も 霜害 を 被りた るが 如く-花の 閗綻 前に 於て 純然たる 築^ 中の 嫩粱 若く 

は 花^ 中に 混 生せ る 葉片を 侵し. 其れより 花梗 に傳播 して^ 外面より 内 部に 俊 入す る ものな 

り。 本 病菌 は 開花の 顷最 も蕃 宛に 適 し. 六 月 上 中旬 後に 至れば 其 蕃殖 を 中止す る を 普 通 ，こ す- 

被^^し ければ 嫩果を 犯す こと あ り. 亦 枝 捎をも 枯死せ しむる に 至るな り。 菌核を 形成して 

越年す る もの な り。 

【豫防 法】 
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第一 節 病 窗 二 六 四 

r お椠病 架は燒 却して 越^ 窗核 を 减 す ベ し" 

二， 嫩笼の 展開せ しのみ 未だ 開花せ ざ るに 際 し、 三 斗 式ボ ルド I 液ん. - おする ¥ ^花 後 直に 

第二 囘を 撒.^ して 嫩果の 被害 を豫 防す ベ し J 

三， 肥料 的 豫防卽 ち^.:^ 肥 ft: を 減 じ， 憐 酸 加 m 肥料 を 多く 用 ふ ベ し。 

五、 硬果病 (灰 星 病) (モ ユリ ャ 病の 一種) 

@- 名 一 Soleratmia Fnlctisep (persl schroet) 

果實 のニ錢 銅貸大 の頃發 生す る ものな り。 病果は 初め 褐色の 圓斑を 牛： じて 腐敗 し、 後 病斑邡 

にせ 灰白色の 粉 狀粒體 を 以て 覆 はれて 後 乾^す。 本 痫 菌は病 果に菌 核 を 形成して 越年 し.， 

春 子 器 を 生じて 胞子 を 飛散す る ものな り。 

【豫防 法】 

一、 果の 一 錢 銅貨 大の顷 より 十 H 位 を 隔て、 二三 囘 硫化 加 m の 行 ほ 液 を 撒布すべし リ 

二、 病 栗は燒 却す ベ し。 

六、 苹果の 斑點病 

學 名 r-raporthe pii (pass) M. Mi-ra. 

本 病 は 本邦に は 一 定 せる 名稱な く、 黑 斑 病と 稱 し、 或 は黑點 病と 稱 する ものに て. 薬 を 犯して 縮 

葉 病 を 起す ものな り。 

果實の 病徴 は 五月 下旬 其 某 軸 上に. 滦藍 色の 不規刖 なる 小點 として 現 は わ. 其 ^徑 一 二 ミメに 

通ぎ ざる を 以て 往々 見落す こと あ り。 一 般 栽培 家の 認 むる は 入梅 期 を 過 ギ/ 七 月 上旬な りと 
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す。 初め 深綠 色^く は 藍色の 小點が 氣孔を 中心として 現 は れ， 果 皮の 紅色なる 品種に ありて 

は^ 色す るに 從ひ噌 褐色より 黑色 とな り， 然 ら ざる ものに ありて は綠色 又は 褐色 を呈 す。 

果 にあり て は 被お 部 は 健全 部よりも 多少 凹 み， 其 形 *大 さ 等 種々 あれ ども 一 般に圓 形に して 直 

徑ニ I 八ミメ あり。 是等 被害 部 は 其 直下 組織 は喑 褐色 乃至 褐色に 變 じて 海綿 狀 となり. 少し 

く 苦味 あり。 是^ 被害 果が IH 春に 至れば 全杲 褐色に 變 じて 多少 彈カを 有し， 大皺を 生じて 果 

に は 半球 形 をな したる 小黑點 不規則に 若しくは 多少 球 心的に 生 じ、 後 灰白色の 菌絲を 以て 蔽 

而 はる 、 に 至る。 是^ 小黑點 より は 桃色 を帶 びた る 淡褐色 半 流動 體 物質 を 生す るに 至る。 

葉の』 內徴は 時に 國光 を佼 し， 稀 に 柳 玉 も 侵さる こと あり。 卽ち其 葉身に 不規則なる 淡 綠色部 

を ^ じ. 大 さ 一-. '二 セメに 及 び， 透 視 する 時 は 直に 認め 得べ く， 被 害 部 は 其 發育を 阻害 せらる 、 

が 故に， 所謂 縮 葉の 現象 を呈 し， 氣候 乾燥 なれば 全 葉 次第に 黄色 を 帶び， 八月 下旬に 至れば 落葉 

を來す 

本菌は 被害 部 組織 中に 菌絲 のま 、潜み て. 越 冬 し. 此 間に 胞子 を 形成す る もの、 如し。 組 蛾 内 

被 侵入す る經 路を考 るに 果實 及び 新 梢の 氣孔卽 ち 天然の 開口より S 人 し. 維 管 束 を 俥 はりて 

に 害 部 を擴大 する が 如し。 

【豫防 法】 

一 、袋掛 を 稍.. 早 めに 行 ふ ベ し。 

二、 五 W 下 より 六月 下旬 迄の 問に 三 四囘三 斗式ボ ル ド I 液 を 撒布す ベ し。 

三、 越年 菌弒 を處理 すべ し。 

«! 十五 章 1WS 害 二 六 £ 
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七、 苹果 のゥ ドン n 病 

學 名 r^odosphacr Lcncotrlclla salr? 

【病 徵】 本 病 は 主として 苹樹の 葉身. 葉柄. 新 梢 等に 發生 する ものにして， 稀に 果實 • 花 部 等 を 侵 

す 事 も あ り、 我 國 にて は 苹樹の 外 に 「ズ ミ、 サ ン ナ シ」 等の 葉 を も 侵す。 春 期 新 梢が 出る と 直に 侵 

されて 葉 は 白色 粉狀 物に て蔽 はれて 細長くな り、 質 が 脆くて 遂に 充分に 開展 する 事が 出 來す， 

長い間 捲 縮の 狀を なす を 常と し， 嫩枝も 亦 白粉 を 以て 蔽 はれ、 成長が 止り， 節 閒が甚 しく 短縮せ 

らる 、 結果と して 著しく 肥大 し， 冬 期に なれば 枯死 し. 翌 春に は 其 側 芽が 伸長す る けれど も， 多 

く はまた 本 病の 被害 を^る を 常と する。 故に 本 病が 苗木に 發 生した る 場合に は、 其 害诀 して 

少なから す。 靑森縣 にて は獨り 苗木の みなら す、 老 成せる 十四 五 年 乃至 二十 年の 樹齢に 達し 

たる 新 梢に も發 生し、 秋季 葉の 老成した 時季に 至る も 尙ほ本 病の 發生 する 事 あり。 老生した 

る粱 にて は先づ 不規則な 愛 色 部が 生じ， 次で K 表面 は，： ：！ 色 若しくは 灰白色 物で 蔽 はれ、 落葉 を 

早める。 何れの 場合に 於ても 其 被^が 甚 しければ 遂に 枝 を も 侵す る ものにして 此 際に は 秋 

季 落葉 後に も^ ほ 此部は 白色 を呈 して 遠くから も 庇ち に 認 む る 事が 出來 る。 

【病原菌】 被害 部の 白色 若しく は 灰 白色 を呈 する の は本菌 の菌絲 にて 蔽 はる、 が爲め なり。 

枝 又は 葉の 中 肋 部に 牛； する 小 黑體は 本菌の 越冬 器官なる 子 痰 殻なる も. 本 邦に て は 多く 形成 

せられぬ とせ ば， 其 越冬 は 如何なる 方法に よる もので あるか： ハラ ー ド氏は 北米で は 本 病が 春 

季發 生す るにば^ ^鱗片 ^ に 潜む 菌糸が s となる こ と を 報じ， 靑淼縣 に て は 三 浦 氏の 調査に 

依れば 本 菌絲が 休眠 ザ- を ^ む 麟片の 問に 深く^ 在す るとの 事な り。 



某 苹 編 二 第 



【1 防 法】 水^に 對 しても 自ら 品種に よって 抵沆 力に 强 弱の ある ものに. し て. 靑 森縣 にて 調 

査 したる ものに よる と， 被害し 難き もの は 紅 魁-祝. 倭 錦. 旭 等に て， 紅 玉. 國 光. 柳 ヌ. 鶴の 卵 等 は 被 

卞；： し 易き が 如し。 

近來ァ ー ル -1 ス i ス 及び ィ-ェ ッ チ-ス £ ス兩氏 は 本 病に 對 して ボ ル ド I 液 は 其 效果が 少なく 

石灰 硫黄 合劑は 却て ぉ效 にして^ 達硫黃 合劑は 最も 有效 なりと 報じて 居る。 

然るに パ ラ— ド氏は 木. 1 はお 外お 效 ならす とし て. 硫 酸鐵硫 黃合劑 のお 效 なる 事 をカ說 して 

居 る o 

灌注期 は 春季 新 梢の 少し 牛： じたる 時， 第 一 囘灌注 を 行 ひ， 後 二週間 置き 位に 灌注 する を 可 とす。 

此他 本.； s 被害 部を棠 めて 燒き捨 つる 事 も 必要な り。 

八、 苹果 葉の 斑點病 

M 名 Spliaeropus salons! 

【病 徵】 此痫氣 は 苹樹の 葉 及び 幼 梢.. 小枝 等に 生す る ものに て， 春季 葉の 開き 始めから 旣に發 

生して 先づ 菜に 小なる 紫色の 圓形 をな して 健全 部より は 少し お まった 點が澤 山に 生 じ， 此 變 

色 部 は 次第に 大きくな り、 且 つ 中央部 は 褐色に 變 じ， 遂 に は 灰色と な り， 其 直 徑は四 分 位に 達す 

る もの も あり。 然して 多く は 此變色 部 は 孤立して 生す る も， 時 に は 數個相 接して 全. 葉の 半ば 

位も變 色せ しむる こと あり。 併し 此 場合に 於ても 各變色 部の 間に は 明かなる 境が あ り， 此 灰 

色に 變 じたる 部分に は 不規則に 黑き 小點を 散在 し， 多 く は 八月 頃に なれば 落槳 する に 至る。 

枝の 鴣 合に 於ても 葉の 時と 同樣に 始めは 紫色 をな したる 小點が 現 は れ、 之 が 次第に 大きく な 
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りて 祸色 とな り. 其 大さ^ 徑四 五分に 達する と 稍.： 求心 的に 小 黑點を ^ す る。 小枝 を 壟 ふ 

場合 を 見る と 被害 部 は 他 健全 部よりも 少しく 四んで 居 り， 被 害 部より 上方 を 枯死せ しむ 

も あ り， 又 半 



^柄 子 殻 色菌絲 § 柄 子 は 柄 子 

の發芽 ^發 芽せ ろ菌絲 £ 寄生 組織の 

j 部 ^同上 表皮 (以上 ロン ゲイ I ャ 厄圖) 

W 被害 葉 g 被^ 枝 (以上 三渖氏 原圖) 
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た る 
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發病 
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マ- 一 sA 



紋 痫と區 別が つかぬ こ と 多 し。 

【病原菌】 被^の 小 黑點は 本 菌の柄 子 殻 で 形 は 稍.. 球 形 若しくは 卵形 をな し. 此內に は 卵形. 又 

は楕圓 の黃褐 色、 單 細胞より なる 胞子が 含まれて 居る。 

【豫防 法】 ^外 諸舉 者の 述べる 所に よれば 大體 次の 如し。 
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一. 被卞， -郃 を^め て燒き 捨っ る こと。 

二. 菜^^ を ^潔に す る 事。 

三. 春季 發芽 的に 一 囘、 發芽後 は 五六 月頃まで 十日 匮き 位に 殺菌 劑を馓 布す る こと。 

九、 苹杲の 胴枯病 

【AE 徵】 本^ は 二 三年 苗木の 土 際に 發 生して 苗木 を 枯死せ しむる 恐る ベ き病氣 にして、 早春 

まだ^の 開かぬ 前に 土 際 一 二 寸の處 に 先づ喑 褐色の 不規則の 變色部 を 生じ、 之が B ならす し 

て 著しく 擴 火し. 二三 週間の 内に 幹 を 週り、 且つ 上方 二 三寸より 甚 しき 場合 は 六七寸 まで 變色 

す。 此變 色した る 部分 は 他の 健全なる 部分と 比較す ると 少しく 凹んで 居って， 五月 中旬 乃至 

六月 上旬 頃に は此 部に 不規則に 小 黑點が 生じ， 後 一 ヶ月 位に して 此小 黑點 から は 褐色で 粘着 

性 あろ 絲の 如き ものが 出て 來る。 勿論 此變色 部が 幹 を 一 周す ると 上部 は 枯死して 遂に 發芽 

せぬ もので あ り， 稀 に は 太き 枝 を も 犯-す。 

【病 5- 菌】 被害 部の 變 色せ る處に 生じた る 小 黑點は 本 菌の柄 子 殻に て 球形 をな して 居る 

^直徑 は 一 八 〇— 二 a〇 ミメ 位に して 其. 2： に は 長楕圓 形で 一方 尖り. 二 個 乃至 四 個の 油 滴 を 

^する 無色 單胞の 柄 子と 絲狀 をな して. 無色 眾胞の 屈曲せ る 胞子と 二 型の 胞子 を 含んで 居る 

t 豫防 法】 

一. 早春 苗木 を 見 退り 地 際に 變色部 を 發兒 したら， 其 部 をよ く^り 取って 石灰 ギカ^ 倍の 昇 

汞 水で 殺菌して ぺ ンキ でも 塗って E- くが 良しい。 

S 十 w 章 病 0- 害 一一 六 力 
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二. 早春 苗木の 地 際から 上部 一 尺 位の 處 まで 石灰乳 か、 又は 二 斗 五 升 式の ボ 

する が，；. 几し。 或は 三十 佶 位の サ ン ソ ー 液 を 代用す る 事 も 官- し。 

三 、晩秋から 苗木の 地 際の 處を蓆 等で 包んで g くも 宜し。 

四、 被 害 枯死した もの は 集めて 燒き棄 つるが 宜し。 

一 0、 苹果の 癌腫 病 

學 名 Nectria cutisslma Tue. 

【病 徵】 本^ は 苹樹の 枝 幹 を 犯す ものにして 始めは 傷口より 病原菌が 侵 人 

苹 菜の 癌腫 病 〜f i 

山 新に 侵害^ 被り 

たる 枝 (ィ) 子囊殼 

g 侵害 後 時日な 經 

過し； i ろ もの (ィ) 

病菌 侵入 點 g 子 

座の 斷面 (ィ) 子 

り 囊殼 (三 〇 倍) S 

^ 子嚢 殼ニ 〇〇 倍) 

M ^同上 斷面圖 

( 子 座の 一 部に 分 生 

胞子 生成の 狀 (廓 

大) め 分 生 肥子發 

芽の 狀 (廓 大) g 

子鎏 (ィ) と 線狀體 

S (同ョ oo 倍) 



ド ー 液 を灌注 




して 先 づ眞皮 形 

成 &を侵 し， 之 

を傳 りて 次第 

に 被害 部を擄 

大 ならし め、 枝 

幹の 長軸の 方 

向に は 最も 能 

く 延長 せらる。 

然して 初 は 皮 

部の みが 侵さ 

れ る が， 病 勢 が 

進む と 皮 部に 
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不規刖 の 褪级を 生じて 後に は材 部も^ さるもの である。 其 傷の 周 園に ある 生活せ る 樹皮 は 

不規^に 肥^して^^ となる は 普通に て， 又 之が 本 病の 特徴で ある が， 本 病 菌の 菌絲は 被害 部 

の虚で 越年す る 故に に は旣に * 疮 したと 思 ふて 居る 處か ら. 本 病が 再發 する ことがある。 

斯る 際に は 樹幹の 成長が 一 方に 偏す るが 故に 風の 爲に 折れる 事が 黡々 ある。 

【病原菌】 本お の 菌絲は 被害 部の 皮 組織 屮で 越ギ する ものに て， 晚 S の 頃になる と 被害 部に 

子 座 を 生じて 分 生 胞子 を 造る ものな り。 

【豫防 法】 

1 , 被^ 部 を 削りて 其 跡に ベ ンキを 塗り 置くべし。 

二， $5 口に は ペンキ を^ り 、お、 甚だしき もの は 切り取りて 燒棄 すべ し。 

三、 初 S の 候に 殺菌 劑の 撒布 をな す。 

rar 蚜 蟲が本 病の 媒介 をな すとの 事で あるから 此驅除 も必耍 なり。 

I 一、 苹果の 粗皮 病 

【病 徵】 木 s の 枝に 發生 する もの は 早春に し て. 先 づ 皮膚が 皮 目 を 中心として 直徑五 ® 乃至 

二分 位 膨れ ヒ り. 色 は帶 紫色 を^ して^も 人 問の 癩病患者の 初期の 如し。 此 際に 被害 部 を 小 

刀^-で 削り 兒 ると 其、 中^部に は黑 色の 小 點が あ り、 此 黑色部 は 莨 皮まで 達して 居る。 是 等の 

變& 隆起 部 は 多く は 先 づ線狀 に 列 をな して 現 はれる けれど も， 後 に は 其 數が澤 山になる^ め 

不規則と な り， 尙 病勢が 進む と此 被害 部 を 中心として ！3 徑 一 二分 乃至 五. - ハ分 位に 稍-輪 狀 に 皮 

第 十五^ 病 as 一一 S 一 
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廣が趣 裂 し、 此 等 B 裂 が 互に 相 合して 全體が 粗皮と なりて 成長が 遲 れ. 結 實を 少なから しめる 3 

而 して 苗木 等が 甚 しく 木 病の 被害 を受 くると 稀に 枯死す る ことがある けれども 多く は斯る 

事な し。 又 果實の 侵された る 時 は 被^ 部 は 成長 を 止めて 不整 形と な り. 遂 に は果の 全面が 粗 

皮狀 となるな り。 國光 種に 多 く， 柳 玉. 紅 玉 にも 稀に ありと。 

【豫防 法】 被害 部 を 削って 燒き棄 つる は 勿論で ある が， 旣に 被害した もので も 其 害 は 眞皮ま 

で 達して 居らぬ 故 に. 鋭 利な 小刀で 注意して 丁寧に 眞 皮に 及ばぬ 樣に 被害 部 を 削り 去つ て， 千 

倍の 昇汞水 か 石灰水で 洗 ふて けば 次第に 囘復 する。 其 他 早春 まだ 芽の 動かぬ 時分に ボル 

ド I 液 を灌 注す るの もお：^ なり。 

一 二、 苹果の 念珠 病 • 

^ 名 Slooosclerotlr-Kl nlpl)su_,-a lion 

【病 徵】 仁. w に 六月 中旬 頃 苹果の 實に發 生し， 長野縣 にて は 其 被^が 殊に 甚 しき 樣 なり。 被 

害の 果富 は 其 火 小 何れに 係らす， 初め 果 面の 一 部分に 淡褐色の 小 斑點を 牛； じ， 該部は 酸敗して 

酒精の 嗅 氣を作 ひ， 忽 にして 病 斑部瑭 大して 果 面に 淡褐色 粉 狀の泣 體を圓 心 图狀に 生じ， 終に 

全果 酸敗 腐朽し 稀に は 落下 すれ 共 多く は樹 枝に 附 若し.；、. る 儘 硬化し てお か伊狀 となるな り。 

(但し 常^ 風雨 烈し けれ ば 多 く -ぉ 下 す) 是 れ本 病に 硬化 病 又は 念珠 病の 稱 ある 所以な り。 

【病原菌】 木^ 菜の 表面に 於け る 灰白色 又は 淡黄色 粉狀 の粒體 はお 菌分 牛； 胞子の^ 落に し 

て， 此 ^性 胞子 は自已 蕃苑の 的 を 以て 生す る ものにし て、 風 の爲め 飛散して 他の 健全 某に 附 

若 すれば 又 念珠お を發 生す。 而 して 木お に 罹れる 栗實 中には 菌絲 蔓延 し. 菌絲は 養分 充分 貯 
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» せば^ 中に 硬き 菌 核み-形成し. 或 期に 休眠す。 而 して^ 果 中には 斯く 多数の 硬き 菌核 形成 

せらる、 を以 て， 栗 肉 は 軟化 腐敗す ろ 事な く 硬化す る ものな り。 

菌核を 蔵す る病果 は 地上に 落ちて 淺く 地中に 又は 陰濕 なる 地表に 存 せば， 翌春 四 —六月 頃に 

至り 菌 核より 細き 絲狀物 を 牛； じ. 地上に 先端 膨大 せら 腕 狀物を 形成す。 之 を 子 器に して 中に 

多 &の 胞子 を 藏 す。 子 器 は 熟して 濕氣を 得れば 震動に より 胞子 煙の 如く 飛散す。 本 病菌 は 

春^の 疾 i 1 稍-低き はに 於て 發 宵し 一し 子 器 を 生す る ものにして 其 春季に 生じた る 子 器より 

飛 撒した る 胞子 は 花 及び 幼^のお^ となり. 秋季に 形成せられ たる もの は 成果に 發病 せしめ 

て 硬果ぉ を 起す。 

【豫防 法】 

1 , 病果を 採收燒 却す ベ し。 

二， 開花 十日 乃至 十五 日 前に 二 斗 五 升式ボ ルド ー 液を灌 注す。 開花に 近き 時 及び 果實 豆大 

の 時 三 斗 式を灌 注して 袋 掛を行 ふ ベ し o . 

三. 袋掛を 行^ざる もの は 八月 初旬 一 囘. 同 中旬 一 囘 石灰 硫黄 合劑の 〇， 二三 度 位の もの を灌 

注し 秋季の 發 病を豫 防す ベ し。 

一 =1、 赤 星 病 

S* 名 <2y ョ nosporangiunl Ylllnadae Mlyabe* 

一 四、 黑星病 

^十五 章 病 S 害 ^三 
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右二 種の 痫菌は 苹樹の 葉 及び 果寳新 梢に 寄生して 被害 を逞 ふす る 恐る ベ き 病害な り。 其經 

過 • 病徴 .豫 防 法 等 は 梨と 同 1 なる を 以て 第一 編 梨の 病害 部 を參照 せらる ベ し。 

第一 一節 蟲 害 

一， 綿蟲 

半翅目 I？ 蟲科 學名 schyzonci lamgcra nans 

成 蟲幼蟲 共に 苹樹の 枝 幹 及び 根 部に 寄生して 養 液 を吸收 し， 被害 部に 多くの 腫 起 を 生ぜし む。 

本邦 到る 處の 苹果圊 及び 苗圃に 發 生す。 

成蟲 は無翅 にして 雌性の もの は 春 夏 秋に 亙り， 不絕 幼蟲を 分娩して 繁殖す。 體軀は 稍.. 扁平， 訪 

錐 形に して 赤 褐を呈 し， 白色 綿毛 狀の蠟 質 物を粧 ふ。 體長は 五六 厘 あり。 

有 翅の成 蟲は頭 及び 中 胸は黑 色， 前 胸 は 褐色， 腹部 は喑褐 乃至 黃褐 にして， 體は 細長な り。 前翅 

は^ 大 にして 透 明， 後 翅は遙 かに 小な り、 體 長 六 七 厘、 翅 の 開 張 一 分 五六 厘 あり。 

幼 蟲は體 長 二 厘 五毛 內外， 赤褐圓 筒形に して 綿毛 を 着 生す。 有翅 の雌蟲 より 生す る 幼 蟲は產 

下 當時體 長 二 Inn 一 三毛， 赤褐 乃至 喑 褐色， 長 形に して 生後 數日 を經て 綿毛 を 分泌す。 

年 八九囘 以上の 發 生を營 み、 冬季 は 成蟲叉 は幼蟲 態に て 樹皮の 裂 目. 慯ロ， 皮下^に 深く 潜伏 蟄 

居し， 翌春 彼岸 前後より 徐 々に 活動 を 開始す。 成 蟲はニ 三 週間の 壽命を 有し、 春より 秋に 至る 

迄 單性 生殖 をな し. 幼 蟲 を胎產 する が 故に 其增加 は實に 劇甚なる ものな り。 綿蟲の 繁殖 は 時 

期に より 盛衰 あ り、 卽 ち 入^ 前に 甚 しく 繁殖 し、 梅 雨. 過 ぎて 酷暑に 至り 氣 候の 乾燥す る 土用 中 
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は 殆ど 絶^の 觀 ある も 、土用 後に 至りて 地 上 稍" 濕 潤なる に 至れば 再び 增加甚 しく、 又 十月に 入 



りて^ 粱 前後に は 白雪 を 見る が 如 

蟲 



、旺盛なる 繁殖 を な す ものと す 




光線の 透 射， 苹樹の 種 類， 地 勢， 施 肥 竝 C 他の 害蟲 等と 密接なる 

【防除 法】 

1 、苗木 は 青酸 瓦斯 燻蒸 を 施行す ベ し。 

二， 究疫 性砧木 又は 之に 近き 砧木を 使 川す ベ し。 

三， 冬季 果 園に 於て 靑酸 瓦斯 燥 蒸 を 行 ふ ベ し。 (か Mgl^ 

第 十五 章 病 >B 害 



冬季に 至れば 殆ど 綿蟲 

の 全 威せ るが 如き 狀 

憨 となる。 綿 蟲の傳 

播は 主と し て 近距離 

の揚 合に は 風， 昆 蟲 等 

に 由り て 傳播せ られ， 

遠距離の 桀 合に は 悉 

く人爲 的に 苗木の 運 

撤 と共に 傳播 せらる。 

加害の 程度 は氣 候と 

密接の 閼係 ある は 勿 

論 な る も、 空 氣 の 流通、 

關係を 有する ものな り。 



1 有翅成 

二 成蟲の 

铍 へろ 

もの 

一二 胎生 當 

時幼蟲 

四 被害 狀 

況 



に 付靑醆 加里 二 〇 〇ン 

〇o 瓦 二 時 = 一 一一 時間、 



二 七 五 
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然ら ざれば 藥劑 撒布の 方法 を 行 ふ ベ 

の ニ囘に 撒布せば 效^ 多し。 然れ共 

减に 近く 驅 除し 得べ し。 又は 發芽約 

效 あり。 驅 除の 效果を 完全なら しむ 

潜伏 所 を 無から しむべ し。 

四、 夏 季果圚 に 於 て， 靑 酸 瓦斯 燻蒸 を 行 ふ 

五 、天敵の 保護 卽ち、 瓢蟲の 如き 效果大 な 

一一、 苹果 葉捲蟲 

鱗翅目 葉 捧蛾科 

苹果の 葉搐蟲 成 



一一 一 



第 



二 



i 、 成蟲 

二、 S 



方 

サ W 



二 七 六 

し。 ^も 石讪^ 劑 十倍， I 十五^ 液 を 冬季 及び 舂季 

絕滅は 期し 難き も關 係地區 一 帶に呦 行せば 殆ど 全 

一 ケ 月 前、 硫 黃華 種油 合 劑を樹 の 全面に^ 抹 する も 

る爲に は豫備 作業と して 粗皮 等 を 除去して 綿蟲の 



く -o へ 一千 立方 尺に 付靑酸 加里 一 〇〇 瓦 二十 分. \ 

へし I 叉 は 一 五 〇 IK 十 五分 夜間 なれ は 2- 十分 ) 

り. と-、 



學 名 irchips rosaccana Hair. 

蟲は 小形の 蛾に して 全體黃 褐色 を 呈す。 前翅 

形に して 灰 褐を帶 び^ 翅の翅 底 は 濃褐色 を呈 

に は前綠 より 後綠に 向って 走る 濃褐の 斜條ぁ 

後 綠に向 ひて 太 く、 尙 翅 端に 同色の 斜條ぁ り， 後 

褶 色を帶 ぶ。 體長 三分 五 厘， 翅の開 張 約 八 分 あ 

は 球形に して 鼠色 を呈 す。 數十粒 集めて 鱗 狀に產 

せ ら れ、 膠 質 物に て 被 はる。 枝 幹の 下 面に 多し。 

蟲の 老熟せ る は 體長約 八 分 ありて 背面に 綠色を 

し， 股 面に 淡黄色な り。 第 ； 環^,:？^ 皮 板 は 喑褐を 



ま 長 

し、 中 

り， 其 

翅は 

む- 
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^し. お 二お； ニ^ iS の^ ：而に は H 個兩 側に 二 個 宛の黑 斑 あり： お gl^is 以下に も黑^ あれと 

も 炎色な り。 各 斑 點には 一個の 刺 毛 あり。 蛹 は 葉 を 二三 葉 綴りて^ 間に あり， 考 褐色に して， 

^^に 二 條の短 刺 宅を潢 列す。 體長約 四 分 あり。 

年 一 囘の發 生に して 卵 態に て 越冬して^ 春 四 n- 中旬 孵化し. 苹樹の 葉芽 を^ 害し， 後 一ヶ月な 

^て 蛹 化し.！ f は 約 二週間 を經て 羽化す。 幼蟲の 孵化す る ゃ絲を 叶-きて 嫩芽を 綴り. 盛んに 芽 

をお し. 一 お 部の^ 芽 を 食^せば 更に 他の 部分に 移轉 す。 成長 すれば^ を 捲き て 其 内に 接な 

し. 摩 動 敏活に して 若し 之に 觸れる はは 忽ち 絲を 吐きつ 、 垂下す。 

【防除 法， 3 

一 ， 冬 季卵塊 を棉る 事。 

一一 、孵化^ 時 除 蟲菊加 川 石 讪劑ニ 三十 倍. 液 を 撒布す ベ し。 

一一 「早 春 ^劑を 撒布す ベ し。 

四、 四月 下旬 乃至 五月 ヒ 旬に 亙りて 被害 部 を 蒐集して 燒 却すべし。 

三、 苹 樹象蟲 

^翅目 象^ 蟲科 6 名 ilylcillos geflcri Bollclll. 

幼蟲は 多く 苹樹の 地上 一 尺以 皮歷 部を& ひ 廻り. 稀に 木質 部に 蠢入 する もの あり. 北 ハク 

部に は蟲尿 粘液 木隔を S し 居る 事. 稍-天牛 類 に 似. U り. 成 蟲は始 ど 苹樹に 害 を與へ す。 

成蟲 は體 細長 く， 口 吻 甚だ 長 くま、 中央より 觸角を 出 し. 全 體 色 な り J 多く は 土色 を扩 C0 ^ 

には^々 八條の M 陷點線 あり. 又 尾 端に 褪色の 短毛 叢生し. 體長 五分 外 あり。 幼蟲 はや ぞ 

cs 十五 S 病 SK" 二 七 七 
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白色に して 多少 淡黃 褐色 を呈 す。 頭部 は 黑褐， にして 各瑗 節に 撗皺 多くして 肥大せ り。 充分 

成長す る^ は 體長六 分， 幅 一 分 五厘强 あり。 

未だ 年中の 經 過を詳 にせざる も、 老 熱 したる 幼蟲 態に て 土中に 越 冬 し、 翌 年 六月 頃より 羽化し 

て 地上に 3 で、 次で 前年の 被害 部に 於て 交尾 產卵 する もの 多 く、^ 發生 は 天牛 類と 同じく ニ^ 

に 一 囘 の成蟲 羽化す る ものな らん。 幼蟲は 多く は 地上 尺餘の 樹幹に 至ら す. 初 は 褐色の 粘^ 

を 53 し， 木 IS 様の 小片 を 混じて 次第に 濃厚なる もの を 排出 し， 皮 部と 材質 部と G 問に ありて 樹 

幹 を &ひ廻 り、 敢 て^く 木質 部に^ 入せ す。 又 此成蟲 は轉落 性 鈍く、 却て 飛翔 力に 富 める が 如 

し。 被害 樹は 土中より 上^す る茭 液の 通行 を 妨^ ら れ、 爲 に 樹の發 育 惡 し く， 結 を 害せら る 

る こと 甚 しと 

【防除 法】 

一 、被害^の 下部 を 小刀に て 削り取り、 幼 蟲を溃 殺すべし。 蟲尿を 排泄せ る 被害^ 部の 皮 部 

を 少しく 剝 去せば 容易に 幼蟲の S づる を见 る。 

二. 六月 乃至 八月の 問に 亙り 樹幹に 靜 止す る成蟲 を婶 殺す ベ し。 

三， 成 蟲の產 卵を豫 防す ベ し。 卽ち幹 乾の 下部に 膠粘劑 を^ 抹し. 戍 S を 粘着せ しむべ し。 

四、 幼 蟲の藥 劑驅^ 法と して は 略" 天牛 類の 方法に 準じて 可なる べし" 

四、 苹果 牡蠣 介殼蟲 

學 名 』\fvtil;l モ h pomorllr? Br>nc】10 

本 種 は 主に 束 北 及び 北海^ 地方に 於け る 苹樹の 一 大害蟲 なりと す。 成蟲は 細長に して 後？ I 
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H3 六十 百笫 



に. M ひて 幅^ く. 狩 ^する ものと 

乃至 ^褐色な り。 長さ は 九 遝 あ 

^菜の 牡 蛾 介殻 蟲 




年 一 冏の發 ^にして 卵 慾に て 雌 介^ 下に 越冬す 

の 1： 化する を認 め. 六 月 中 下句に 

儘 越冬す るに 至る。 木 種 は雄蟲 

【防除 法】 

r 幼蟲の 孵化 常時に 石 讪乳劑 

二、 冬季 竹篦 又は 「タ ヮ シ」 類に て 

五、 苹樹 葉蜂 

膜翅目 葉蜂 科 

>s 十五 3 病！ 



Kn ら ざ ると あり ひ ^ 點 は ^ ^にして ：：1 H に # し. 介 設は 祸 ^ 

り、 雌 蟲は 細長に して 體軀半 透 明、 乳 白 色 を 呈 し、 尾 端 は 橙 黄色 

を帶 ベり。 雌 蟲は淡 紫色に して 胸 背 は淡褐 

を帶 び、 體畏約 二 厘 あり。 卵 は 分^ 下に ニコー 

十 偶宛產 下せら る 楕圓形 乳. G 色に して 長さ 

八 九 厘 あり。 幼蟲は 孵化 當時は 扁平 楕圓形 

にして 頭 尾の 兩端は 淡 黃祸 色を呈 し， 其 他 の 

部分 は 乳 c 色に して 吸 は 赤色な り. 髗 長 九 厘 

あり。 蛹の 雌雄 共 相似たり。 殻 點は橙 黄色 

に して 長さ 三胆 三毛 あり。 

ひ 束 一：； 小 附近に 於け る經 過の 

至る 迄 三 囘の蛻 皮 をな し、 七 月下 旬 乃至 八 n 

の發" 生， 極めて 少 く、 其 主に 雌蟲 のみに て綮 



大 耍 は 五月 幼 蟲 

上旬に 產卵 し， 其 

する もの、 如し" - 



又は 石灰 硫黃合 劑を灌 注す ベ し。 

雌蟲の 介殻 を剝 離し， 卵 粒 を 除去す ベ し。 



名 Argc 1151 i wlata 
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^北 地方 及び 北海^ 等に 發生 する こと 多 く、 幼 蟲は莖 を 喰 害す。 

成蟲 雄は體 細長 く、 黑 色に して 三 對の脚 は 脛 節 何れも 淡白 もな り 

部の 第三 笫 四の 兩 環節 は 背 腹 共に 黄色に し て ■ 

褐の脈 をお し， 綠 紋は黑 色な り。 體長雄 は 二分 

六 M あり。 卵 は 乳白 圓形 にして^ 綠 を 切 開 し 

幼蟲 充分 成長せば 體長六 七 分に 達し、 全體 暗 綠 

り， 單 ^の 外方に は喑 褐色の 一 斜條 ありて 背 線 

二 個 あり。 各 環 部に 二十 幾 個の 疣狀 突起 あり 

內に 蛹化す。 淡白 色に して 黑 色の 眼 をお し" 體 

年 二 囘の發 生に して 北お^ 地方に て は 幼蟲態 

は 六月 上 旬お 二 囘は八 月 屮 匈 に 至りて 羽化す- 

を 上け て 楚綠に 附着 し. 菜 を ^ して 遂に^ 脈の 

に 落下 し. 間 もな く 根逡に 集合して 樹幹に 上り 

の 至りし が 如き 音 を な し て 喰 害 し 、敬， 口にして 

せば 地上に 下 り， 雜 草丄洛 等に 潜伏 し、 成 は 家 星 

【防除 法】 

1、 幼蟲を 地上に 振り^して^ 殺す ベ し。 

】 r 被害 樹 下に 狨 板片： お葉^な 放 K し、 結 繭せ る^ g を烧棄 すべし „ 



脚の 脰節は 雄に 同 

六 if 翅 IE 張 五分 四 

葉 皮下に 産卵 せら 

色に して 光^ あり 

に 連 り， 額 上兩^ の 

て黑 色を呈 す。 蛹 

長 約 三分 あり。 

にて 繭內に 越冬し 

. 卵 は 二 週 問5: ^ 

みを殘 すに 至 る。 

焚 を 索め て 禅び 喰 

一 二 株 は^く 綠葉 

の 床下に 入りて 多 



„ 雌 は 雄よ 

じ。 翅は共 

厘、 雌 は體長 

れ、 直 徑四五 

リ 背 銳はニ 

問に は 斜線 

はお 祠 t 丄 亇 



し 



\L まソ -ぉリ 

にて 聯化 し、 幼 

少しく 枝. を 

害す。 成長す 

を 失 はしむ る 

數 群集し， 結 繭 



二八 

肥大に して^ 

透明に して = 

分、 翅 n 張 六 分 

幅 二三 lli あり。 

の點 線より 成 

同色の 小 斑紋 

形の 雜き^ 一 1 

一 囘 の成蟲 

蟲は 常に 尾 端 

動 すれば 地ヒ 

るに 從ひ小 IS 

に 至る。 老熟 

す 乙に 至 る- 
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三 ぽ蟲^ 石 鹼合劑 を 撒布す ベ し。 

六、 苹樹天 牛 

^翅目 -大个 科 ^名 c hers Japonioa Thuub. 

卞- ミ して 幼？！！ I は 小枝 €： に^^し， 太^ 部 を哙 害し つ， -隧 ^ つもの な 

ほ 多少 皮 部 を^ 係す。 

5^ tsi 小に して 細長 s 玄^に し て 黄 B を 呈 し. 脚 も 之と 同色な り。 頭 

^樹 天牛 



り。 叉 成 蟲は產 卵の 




、 幼蟲 



二、 成蟲 



等は黑 褐色に して 翅 稍の 大部 

しく 黃 味を帶 ぶ。 翅底 は體と 

表面に 五條の 黑點縱 列 をな 一， 

白 毛を密 生 し. 前 胸 は短圓 柱に 

長 六 七 分な り。 卵 は 長楕圓 形- 

木 質 部に 孔を 穿ちて 產人 せら 

淡 黄白色に して 長 形な り。 口 

達して 黑 褐を呈 し， 木 質 部 を 

^褐毛 を 粗 生し， 氣門は 褐色に し 



體に^ 皺 ありて^ 環節の 溢れ、 深く 全體 

約 一寸 內外 なり。 蛹 は 淡黄色に して 樹幹 內に蛹 化す。 腹部 は 比較的 長 

1 分 内 外 あり。 



角 及び 腹部の 末端 

分は黑 色な 呈 し、 少 

21 色に して 翅 鞘の 

ノ 前頭 及び 體 下に 

して 铋刺 を缺 く、 體 

淡色に して 一 拉宛 

る。 幼蟲の ® 軀は 

部 は 小なる も 能く 

阻爵 する に 適す o 

て 脚を缺 く。 體長 

して 體長約 七 分、 幅 



年 一 囘の發 牛： にして 蛹體 若し 

第 十五 S 病蟲害 



は 幼 蟲體 にて 越 冬 し， 成 蟲は 六月 上旬 頃より 現出 し、 槺 枝 を 選 

二八 I 



論 各 藝圜樹 栗驗實 



第二 @ 害 一一 八 一一 

んで產 卵す。 孵化した る 幼蟲は 褐色の 尿 を 混 出しつ、 上方に 向って 喰 害する の牲 あり。 九 

月 上 © より 老熟 し. 次 で 蛹化して 越年す る もの 多き も、 遲 さは 幼蟲の 老熟せ る ま , 越年す る も 

の あり。 

【防除 法】 

1, 羽化 期に 於て 成 蟲を棉 殺すべし。 

二、 卵 を 潰 殺す ベ し。 

三， 幼蟲の 喰人孔 より 除蟲 菊. 酒精 浸出 液 五 佶 乃至 十倍 液 を 注入すべし。 

四， 孔蟲 に 小豆 大の靑 酸 加里 を 入れ， 泥土 等に て孔を 密閉す ベ し。 

五， 幼蟲の 孵化 當時は 外部より 針に て 刺殺す ベ し。 又は 幼蟲を 引き出すべし。 

六、 萎 凋せ る 枝 棺は發 見せば 撿め 伐採して 燒 却すべし。 

七、 苹 樹巢蟲 

驟翅目 巢喊科 學名 Yponomcnta Afallnelle zell. 

東京 以南に 未だ 發生を 見 ざれさ も 東北. 北海道 其他苹 果の大 栽培 をな す 地方に 1 ての 大害蟲 

なり。 成蟲は 小形 雪お 色 蛾に し て、 前 翅は 白地に 四十 五個內 外の 小點を 略三撗 列に 有 し， 中 央 

部に は M を缺 き、 外方に は多數 集合せ り。 後 翅は喑 色. 胸 背 は 白色に して 通常 四 個の 黑點 あり * 

體長 三分、 翅開張 七 分 五 厘， 雄 は 之 より 稍" 小形な り。 卵 は 扁平 楕圓 形に して 縱に 數條の 隆起 線 

あ り、 產下當 時 は 帶黃綠 色 にして 孵化に 近づけば I 端 稍，. 赤味 を帶 び、 長 さ 約 三 厘 幅 二 厘 あり。 

数十 乃至 百 粒 を 一 塊と して 魚麟狀 に產附 せられ， 外面 は 全體 膠質の 分泌物に 被 はる。 背而稍 * 
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隆起し. 全體 扁平 圓 形に 近し。 ^下 S はは 淡黄色に して 後淡铋 色に 變 じ， 遂 に赤褐 乃至 噔 褐色 

となる。 卵 塊の 大 さは 徑約 一分 乃至 二分 あり。 幼蟲 孵化 常時 は淡黃 色を呈 し. 十分 成長 すれ 



ま 上 體喑黑 色に して 頭部 は 漆 黑 色を呈 し、 體 の 各 環 に 疣 

生す。 體長約 六 分. 内外 あり。 老熟せ る幼蟲 は^ 中に 於て 

に 蛻 殻 を 附， おし、^ に 奥 中に 到に 懸垂す。 形 狀紡綞 形、 喑 揭 

榭の^ 蟲 に 



第 

八 





季活 動し 

棲息す- 

りて 長き 

盛 S の 候 




1 狨害狀 

況 

三幼蟲 

四 成蟲雌 

五 同上 雄 



枝 

の 



たる 幼蟲は 一 ケ 所に 多數 群集し， 絲を 吐きて 漱絲 

此幼蟲 は 成 蟲の產 卵 後 夏季 七 八月の 候 孵化した 

秋日 を經 過し 越冬す るに 至る。 故に 孵化 後の 幼 

と 雖も敢 て 他に 食 を 求ん と 欲せす。 
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狀 突起 ありて 之より 数多の 長 毛 を 

薄 繭 を 營 み， 其 中に 蛹化 し、 蛹 は 股 端 

色に して 淡 褐の細 毛 を 散 生し. 尾 端 

は 四 刺を存 し， 其內 ニ剌は 分れて 二 

となる。 體長 三分 內外 なり。 

方に より 發 生の 時期 著しく 異なる 

年 一 囘の發 生に して， 幼蟲憨 にて 卵 

內に 潜伏せ ろ まま 越冬し， 翌春 發芽 

時^ を 待ちて 活動 を 開始す。 成蟲 

飛翔 は餘り 敏捷なら す， 主 に 葉 裏に 

止 し. 其 壽命は 約 一 ヶ月 餘 な り。 

雌に して 一 二 塊の 産卵 を 成す。 春 

を m り， 天 慕 樣の巢 を 張りて 其 中に 

る 後 外界に 出す る な く， 卵 殻 內 に め 

蟲は 僅に 卵殻の 一 部 を 食す るの 外 

二八 =1 



(さ 件 M 

* ' 一 1 '，崎 , .... 



第二 節 & M 八 Ml 

【防除 法】 

一、 春季 幼蟲を 巣と 共に 伐採 燒却 すべ し. 

二、 竹竿の 先に 襤縐 を附 け、 石油に S して 點 火し" 幼 蟲を燒 却す ベ し。 

三、 早春 活動 初期に 石油 乳 劑七倍 液 又は 除 蟲菊加 ffl 石 讪乳劑 二三 十倍 液 を 注射すべし。 

四， 棒に て 蛹と^ を 共に 捲き 取り 燒却 すべ し。 

五， 幼蟲を 倒す 一 種の 寄生 蜂 あれば 之 を 保護 <ノ ベ し。 

八、 苹 果の姬 吉丁蟲 

學 名 .Agrilna Sp. 

成 蟲は體 長 二 分 (雄) 乃 至 二分 三 厘 (雌) の 小 蟲 にして 全體紫 銅色 を呈 し， 金 屬 光澤 あ り. 觸 角 は 櫛 

狀 に して 十 一 より 成 り、 前 胸 背 及び 翅 鞘に は 無 數の點 刻を密 布す。 卵 は 白色 楕圓 形に して 

長徑 二 厘 五毛 餘 あり、 隱 芽の 邊り 又は 枝 梢の 莖部 等に 點々 產附 す。 老熟せ る 幼蟲は 五分 内外 

に 達す。 全體 白色に して 十三 節より な り. 頭 部 は 甚だ 小さく 褐色に して 三角形 を呈 し. 口 器 は 

其 尖端に あり。 第 一 筘 は 丸く して 大く， 第二 第三 節は狹 小に して 方形 をな し， 第 四 節より 漸次 

^がりて * 端 は 三 形 角を呈 し. 末端に 二 本の 鈞狀 突起 をお し， 氣門は 第二 筘 及び rati より 第 十 

i 笳 に 至る 各 tS に^し 脚 をお せす。 蛹 は 令： 體 白色に して 體長 二分 餘 あり、 樹幹 內に蟄 息す。 

年 一 囘の發 生に して 六月 中 下句の 顷 より 羽化す。 產 卵に 當 時より 九月 上旬に 至る 迄と す。 

羽化 當時は 漱葉を 食して 活潑に 飛翔し、 隱 芽の 逡 又は 枝 梢の 莖部 等に 二三 泣 宛點々 產 付す。 

卵 は 十日 乃至 十三 四リ にして 孵化 し， 幼 蟲は 表皮に 蝕 ひ 入 り， 其 れ より 皮肉の 間 を 穿ちて 一 ケ 



月 後に は體 G 

に 移 り， 六 月 上 

【防除 法】 

1, 落葉 期に 

二、 被害 甚 



一分 餘に達 し， 淡 褐色の 糞 汁 を 漏出す。 此蟲に 幼 蟲憨に て 越 年 し て 次 ^ に 材 

旬 項より 蛹化し 始む。 蛹朋は 九日 乃至 十二 三 B 問な り。 



に 於て 常に 園 S を 巡視し. 被害 部の 表皮 を 小 刀の 類に て ^く^り. 幼蟲を 殺す ベ し。 

しき 枝 梢 は 發芽前 剪除して 燒却 すべ し。 

一 0、 林檎 篛 

有吻目 葉^ 科 6- 名 tvua, marl2r 二 la Mak-. 

苹果の 葉に 寄生して 其 汁液 を吸收 する 一 種の 葉蝨 にして 新甚蟲 なり. - 

成 蟲は體 長 一分： s: 外 (頭 K より 翅端 迄) の 浮塵子 形の 小蟲 にして^ 軀は 黑祸 色み」 呈 せり。 頭部 

In! 平にして 略 三 A 形 をな し、 二 個の 複^と 三 個の 單 服と をお し. 絲狀の 觸角を 具 ふ" 胸部 は^ :1 

大 こして^ 而 隆起せ り。 胸 背に は 別に 顯 著なる 斑紋 を 有せ す. 前 翅は 長楕圓 形に して. 噔赤褐 

色 を M し. 後 翅は些 しく 狹 くして 淡色な り。 脚 は 三 對共黑 色 略 々同形に し て 能く 發逮 す。 胆 

部 は 雄に ありて は 細 小 なれ ども 雌蟲の 夫れ は槪ね 膨大して 腹 側部^に 色を呈 せり。 成蟲は 

^ に ^上 にあり. 外敵に 逢 ふ とき は 跳 飛して 遁 逃す るの 性 あり。 

卵は棄 裏の 毛茸 中に あり， 底 部 を 葉 質に 膠着して 撗 臥せり。 長さ 約 一 厘、 長楕圓 形に して 兩端 

稍.. 細 ま り、 產 下當時 淡黄色 を呈 すれ ども： n を綏 るに 從 ひて 濃 色と な り. 卿 化朋に 及べば 底 a は 

^色 部 を 牛； じ. 頭部に 紅色の 斑 點を顯 はす。 卵 期 は 一 週間 内外な り。 

幼蟲は 孵化 常時 體長約 一 厘、 楕圓 形に して 淡黄色 を呈 し. 頭 胸部 は 比較的 大形に して^ は 紅色 

18" 十五 W 病 S 害 二八 ミ 
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密 除升鹼 ふ 
閉蟲の 三 五 千: 

L 菊 水 十 十 立 
置 五に 匁 瓦 方 
き 十 溶 除 二 尺 
水 匁解蟲 十に 
七な し 菊 分 付 
升 熱た 粉 乃靑 
^镍ろ 三至醆 
加 三 混 十ミ加 
へ 升 合 匁 十 里 

す :(_- き^ 分 百 
る 溶 、^ 
も し 

の 一 

夜 
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なり。 觸角は 三部より 成りて 末端に 二 個の 刺 毛 生ぜり。 脚 は 三對共 能く 發 達して 活潑 なる 

匍 行に 適す。 脫 皮して 二 齢と なれば 體は綠 色に 變 じ、 中 後 胸背兩 側に は將來 四肢と なるべき 

辨狀の 突起 物 を 生じ， 尙 ニ囘脫 皮して 四 齢に 至れば 體幅 少しく 廣 まりて 略々 菱形と なる。 幼 

蟲の體 色 は 終始 綠色 にして 背面 中央 を 貫通す る 淡色の 帶を 有する の 外， 別 に 著しき 斑紋 を 生 

ぜす。 幼齢の 問 は 多く 葉 裏に あれ ども 生長す るに 從ひ 表面に 出 で. 時 に 葉柄 嫩梢 等に 附 著す 

る こと あり。 常に 管狀の 口吻 を 以て 養 液 を吸收 し、 尾 端より 甘き 液 を 分泌して 蟻 を 集む る^ 

蚜蟲に 類似す る 所な し。 本蟲の 多く 發生 する 中 は 分泌液 葉 上に 粘着す る爲め 延びて 煤 病 を 

起す^ 少なから す。 

年 一 囘の發 生に して (長 野縣) 成蟲は 四月 上旬に 苹 樹の發 芽に 先ち て 出現し， 新 葉の 開展 すると 

共に 其葉葸 に 産卵し， 爾後 約 一 ヶ月に して 成蟲 となり. 其 儘 叢 間 等に 蟄伏して 越年す。 

【防除 法】 

一 、1季 (五月 中旬) 青酸 瓦斯 燻蒸 を 行 

二、 除蟲 菊石 鹼合劑 を 撒布す ベ し (§ 

三、 又は 除 蟲菊浸 出 液 を 撒布す ベ し 

一 I、 苹果黑 盲 椿 象 

半翅目 * 目 降 象 科 名 Heterosrdylus flavipos safs 

苹樹の 外 梨の 嫩 葉- 葉柄. 花 • 幼 * ^に 寄生 し、 養 液 を吸收 して 害 を 及ぼす こと 著しき ものな り。 

成 蟲は雌 は淡黑 色， 雄 は喑褐 にして 觸 角は喑 黄な り。 脚 も 亦 黄色に して 股 部 は赤褐 色， 體 長 一 
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分 内 外な り- 卵 は 白色に 

產附 せらる。 幼 蟲は體 長 

,ポ 一 ^の發 生に して 卵您 

至れば 黑 ^する に 至 る。 

て，^ ^はおに 畸形 を呈す 

【防除 法】 

一、 幼蟲は 代に 靑酸 瓦斯 

二.^^:; 1 灸 に改蟲 S 用 

三， 見^り 次第 柿 殺す ベ 

以上の 外苹果 の害蟲 とし 

ぶらんこけ むし • かしわけ 

少なき と 又 本^ 各 編の 他 



して 上端^ 

一 分. 2： 外， 全 

-- て 芽 『 - - 

始め 嫩 葉に 

るに 至 る。 

燻蒸 法 を 行 

石油 乳劑を 

し o 

て ゑ ぞ し ろ 

むし • し り あ 

の蟲 害の 部 



張に 下端 圓 

體紫 褐色 を 

て 越 冬 し て 

寄： する も 

六月 上 中旬 

ふ ベ し o 

二 三 罔灌注 

て ふ • 梨 星け 

け け むし： 「- 

に詳說 する 



味 を 帶 び， 長 さ 二 厘. s: 

帶ぶも 孵化 岱 時は鮮 

五月 上旬 孵化 し、 當 時 

次に 花 幼果に 集まり 

に產 卵し. 其 儘 翌春に 



す ベ し o 

むし. 蚜 蟲. み ど りかみ 

めけ むし 其 他 種々 あ 

處 あれば 參照 せらる 



： ^胶 ^ に I ケ處 一二 四 泣 

紅色 を呈 す。 

は 淡黄色なる も 成蟲に 

て 汁液 を 吸収す るを以 

至 る。 



きり 及び 各種の 介 ^蟲 • 

一〕 も： K 被害 前 ^ に 比し 

ベ し o 



第 十五 G 



二八 七 



論 各 藝圜樹 菜驗箕 



<s ！ 氣候 及び 土 a 二八 八 



三 ^ 

榲棹は 本邦に 於て 主として 信 州 • 北 陸 地方より 柬北 • 北 海道に かけて 栽 ^ せらる 、 も， 關 西より 

九州 地方に は 栽培す る もの 甚だ 少な く， 營 利 的經. 營者は 殆んど 顧み ざ る處 なり" 歐洲 諸國に 

ありても 往昔より 栽培 せらる 、ぁ樹 の 一 種に し て .殊 に 南方 伊太 利、 佛 國の南 部、？ a 班 牙 .葡 牙 

等 に 稍-多 く栽坊 せら れ， 支 那 にても 多少 栽培す る もの あ り。 元來其 * 富 は 一 種 强 烈 なる 香 氣 

に 富 み. ^ 味 を 右す る を 以て 生 食用と して 他の 菜 K と競爭 する こと 困難な り。 故に^ら^;^ 

「ジ ャ ム / ジ ヱ リ —」 の 如き 加工 川に 使 ffl せら れ. 本 邦に て は 更に 燒 酎と 和して 榲棹酒 を 製す る も 

の あり。 外國 にて は 其 子 仁 を 香 水. 香 油の 原料に 供す る もの あり。 

泰西 諸國に 於け る榲 棹の 栽培 は 栗 實採收 の H 的に あらす して 梨樹 繁殖の 砧木 川に 供す る を 

以て 主要と する が 如し。 此砧木 を 用れば 徒 長 を 防ぎ 矮生 とならし め， 品 質 を 佳良に して 收量 

を 多から しむ る 等、 其 利 盆の 大 なること は旣に 述べ たる 處 なり。 



第一章 氣候 及び 土質 

媪椁は 本邦の 風土に ありて は柬 北より 北海道 地方に 於て 最も 盛んに 栽培 せらる、 を 見れ は 



ほ より^- 3 に^する ^e? る。 來 北地ガ には往 々野生 種 すら 兌 出さる ， を 見れば 性質 如何 

に^ 冷なる 氣候を 好む かを證 する に 足 る。 ^ 地 は 生育 旺盛に 過 ぎ 、問 花す る も 中途に 落朵す 

る こと 多 く. 充 分の 成 ^を 見ろ こと 能 はざる が 如し。 甘： 〈性質 苹果に 類似の 點 ある を以 てお 果 

の ル產に 適する 處は 大抵の 處に 能く in 育忪 適する ものと 兒て火 差な きが 如し。 

十：^ も 又 其氣候 等より 著しく 差 あるが 如く^し 氣候 お^なる^ 北. 北お の 如き 處 に て は 殆 

んと 土質 を 選 ぶ ことな く、；^ 溝の 附 近. 若 く は 過 濕の處 にも 亦 壚キ火 山 灰土の 如きび^ なる 土 

^にも 能く 結果す る を 見る。 然れ 共 稍" 溫 暖 なる 地方 は 苹杲と 同樣. 土質の 選擇 宜しき を ほ ざ 

れば 好結果 を收 むる こと 能 はざる ところに し て. 砂 礫 を 混 有する 粘 質 土に して 表土 淺 くお 力 

佳^なる 處に 於て 好適す るが 如 く、 壚土 • 火 山 灰の 如き は， 結 果の 望み な き を 以て 成 可く 避く る 

を 可とす。 樹性矮 性に して 丈け おから す. 開 張す る牲 あるの みなら す. * 梗 丈夫に して 風害に 

も堪 ゆるの カ强き を、 以 て. 倾 斜 地， 階 ^畑 等に 栽祯 して 可なる ベ く. 率^. 梨 に 比して 著しく 野生 

的 性質 を帶 ベる ものな り。 • 



第 二 章 品 種 

媪梓 は： b-: 品種 甚だ 少なく. 本邦に て は 僅か 一 二に 過ぎ ざ る が 如 く、 外 國に ありても 亦 極めて 少 

な し。 是 れ 少 な く、 大 栽； 培 を 行 ふ ものな き 結^に 攸る ならん。 今 外阅種 中の 良 毬を舉 ぐ 

fT 一な 品 a. 二 へれ 



論 各 藝圜榭 果驗箕 



«s 二 sis 品！ a 二 九 

れば 左の 如し。 

一、 オレン チク 井ンス ol.enge quince 



米國產 にして 果實大 、西洋 梨の 如く 瓢 形なる も 

呈す。 枝 梢 稍.. 細繊 にして 攄 張し， 椠卵圓 形を帶 

月 中 下旬に 採收せ らる。 

一一、 アン ゲル ス Angers. 

榲棹種 中 最も 强 健， なる 種類な り。 果形 橙果に 

も， 樹 齢の 若き 間 は 結果 步合 少なき 感 あり。 然 

產 なる 品種な り。 梨 砧に接 木す る を 可とす。 

一一 I、 チヤ ビォン Champion. 

米國產 にして 栗 形大、 瓢形 をな して 底面 稍 "凸出 

ン， チ 種より 熱 朋遲れ 、十 一 月！ g に採收 せられ， 一 

豐產 なる も 枝 稍 多少 直立す る倾き あり。 

四、 ポル チュ ガル Portugal. 

果形 稍-丸味 を帶 び， 末端 凸 起して 內國產 に 類似 

生 食用に 供す るよりも 煮 食^ 又は 罐詰 川に 適 

る璺產 にして 芽 接 切 接に より 容易に 繁苑 する 

五、 リア ス、 シ I ド リング Kea ビ seedling 



底面 苹果の 如く 平たく- 

び、 收 量 多 く. 果 實用 とし 



似て 熟 期 遲く永 く、 樹上 

れ ども 八 九 年を經 て 結 



し， 果 面黃綠 色に して 鮮 

月 中 下旬まで 貯藏す る 



す。 ^皮 淡 黃 色 に し て 

す。 枝 梢 太く、 葉 厚く 说 

を 得 o 



頸 短く、 果皮 鮮 

て廣く 栽培せ 



に 附着す る 種 

染 期に 入れば 



麗美觀 を 國 H 

を 得。 樹性强 



佳 香 あるも^ 

し。 熟 期 稍.. 遲 



黃色を 

られ、 十 



類なる 

頗る 豐 



) ォ レ 

0^0 る 



味 多く， 

きも 節 



桴 
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^^^にして 果形 頗る 大 形， 扁 圓 又は 短樁圓 を呈 す。 果皮 橙 黄色に して 表面 滑 澤鮮隨 なり。 

樹性 矮^に して 開 張 し，^ 期 早 く、 品 質 佳 良. 生 食と して 好適す。 

六、 ラル チネ I ル ordimliro 

樹性强 健に して 佛國 北部に 多く 栽培 せらる、 處の 種類な り。 其果形 二種 あり. 一 は 梨 形 二 

して 大さ屮 等なる もお 一 は 稍 "尖 卵形に して 恰も 葡萄 樽の 如き 形 狀を呈 す。 果實 E 大 にし 

て^ & 川に 佻す るよ り 「ジ ャ ム / ジ ヱ リ I」 の 類 を 製す るに 適 し、 又 梨の 砧木 として 可な り。 

七、 アンチ H I 

樹性强 健なる も 頗る 矮性 にして 開 張筘間 短縮し. 揷 木して 能く 發根 する のみなら す. 分蘖す 

る 性 ある を 以て. 歴條 として 自由に 繁苑 する を 得。 果實中 位-短 紡綞 形を帶 び， 收 量 多き も果 

實採收 を 目的と せす。 洋梨の 砧木 として 栽培 せらる もの 多し。 

第三 章 繁殖 及び 栽植法 

榲椁は 挿 木 .壓 條等の 方法に より 容易に 發根 生育す る もの なれ ば、 國 の 内外 を 問 はす. 此方 法に 

より 繁殖す る を ^通と す。 榲桴は II り果實 採收の 目的 を 以て 栽培す るの みならす、 洋梨. 批だ 

等の 站 木に 供 さる、 こと 却て 多き が 如き 有樣 なり。 果實 採收の 目的 なれば 普通の 果樹の 如 

く 接 木 法に より て： 綮 殖 する を 可とする も. 砧 木 養成の 目的なら ば 揷木法 又は 壓條 にて 可なん 

e 三 3 *通 及 a 栽垴法 二 カー 



論 各 藝圜樹 果験箕 



0^0 瞀技 及な iS 定法 一 |ルニ 



なり。 St 木 は 梨の 部 

芽 前に 主幹 を 根元よ 

の 候に 彎曲して 根元 

根 を 早 く、 且 つ 多く 出 

ぎ 置くべし。 然 かる 

にあり o 

榲桴は 果實販 賫の目 

栽培 を 行 ふ は 頗る 危 

め 庭 宅の 部に 數 本つ 

性に して 枝 梢 開 張， 而 

問 半 内外の 距離に 栽 



に 於て 述 ベ たるが 如 

り切斷 する 時 は 桑の 

に 土 を 覆 ひ、 埋 沒 せし 

さし めんと 欲せば +1 

時 は 秋季に 至れば 多 

的を以 て 新たに 果圓 

險 なる を覺 ゆるな り- 

、 の 栽祯を 試む る 位 

力 も 密牛 一す る ものな 

樜 すれば 充分な り。 



く， 斜 揷の 方法 を 用 

如く、 多數枝 梢の 群 

めて 其 部分より 發 

を 覆 ふに 當 り、 枝 の 

數發 根す るに 至る 



を 設 くるが 

. 砧木成 生 

に 止む る を 

れぱ， 枝 幹の 

栽 植に當 り 



如 き 

の 目 

以て 

^ 〈口 

注意 



其 苗木 は 先端 ニ尺內 外に 剪定す る を 可とす ( 



ゆ ベ き も. 膨 條は 前年の 春季に 發 

生す るに 至る。 之 を 翌春 二三 月 

根 を 促さし むる ものな り。 此際 

基部に 慯っ け， 或 は 皮の 一 部を剝 

を 以て 利刀 を 以て 之 を切斷 する 

頗る 考慮 を 要する ものにして 大 

により 或は 家庭的 果實採 收の爲 

も 安全なる が 如し。 元來 樹性矮 

面積 を耍 する こと 少な く、 普 M 一 

べき 要件 は 梨. 苹果 と同樣 にして 



第 四 章 整 枝 及び 剪定 法 

榲桉は 梨 *苹果，祧* 李と 異なり 枝條の 生成 不規刖 に し て. 且 っ槪 して K 育遐緩 なれば. s ^5 00 

に 順 ふ ベ く、 幾何 的 整 枝 果樹 は 勿 論， 棚 •： 盃狀 の 如き も 不適 當 なり。 故に 栽 祯に當 りて 地上 二：^ 



お a ― • ^ , 



.2: 外に 剪 去 すれ ば. 下 部より 先端に 至る まで 側 芽の 發生を 見る ベければ 先端 M 五の 新 拊を殘 

し. 他 は 之 を搞除 し， 枝 梢 を 四方 均一 に發 生せ しむる が 如く 心掛 け， 箪 に 徒 長 枝と 樹冠內 に 生ぜ 

る 冗 枝 を^ 定し 去る ベ く. 桃. 苹果. 梨の 如く 一 々其 先端 を 剪定し 去る の必耍 を 認めざる なり。 

樹， 冠 は圓頭 形に して 各 枝の 發育を 一 樣 ならしむ る 樣心掛 くる を 要す。 今榲桴 2 拮 實狀憨 を 

兄る に^ 莨 は 前年に 發生 せる 枝 梢. 而 かも 堅 實に發 育せ る 中等なる 枝 梢の 先端より 發生仲 長 

せる 新 梢の 頂 端に 11 花結^す る こと 恰も 柑 橘の 如き 習性 を冇 すれ ば、 常 に强剛 肥大なる 枝捎 

の 發育を 計る ベ く， 繊 弱なる もの 徒 長 枝 は 新 梢 を 生す る も 結果 枝の 生す る ことなければ 其 剪 

定 に 常 り、 徒 長 枝 は 成 可く 之 を 基部より 除去 し， 懐 枝 繊弱なる 枝 を 剪定し 去 り， 充 實 短大なる 種 

枝の 發生を 試む る こと 必要な り。 樹齢 を 重ぬ るに 從ひ、 根元より 萠芽 を 生じ、 下 枝 は 地上に 下 

垂し. 相 接する に 至れば 之が 除去 剪定に 努 むる こと 必耍 なり。 



第五 章 管 理法. 

落花 後の 結實狀 態に より 摘 菜 を 行 ひ、 適 當の 距離 を^た しむる こと 必要に して 同時に 袋 掛け 

を 行 ふべ し。 榲桴は 果實の 表面に 厚 く、 毛 ^にて 被 はる , を 以て 比較的 蟲害を 受けざる も， 象 

蟲は遠 慮な く 喰入產 卵す るを以 て， 袋 掛け^-行 は ざ れ ぱ收穫 悉 無 に 終 る ベ き を 以 て， 六 月 中^ 

までに 苹 粟 ま と 同 樣必す 袋 掛け を 行 ふべ し。 

0^0 inl 理法 二 九 三 



論各藝 圜樹 杲驗货 



第 六 章 ^收及 tns 造 法 一一 九 四 

楹桴の 肥料 は苹果 に準じて 施すべく， g ち 春季 三 四月の 候に 人糞. 米糠. 大豆粕. 骨粉. 木灰の 如き 

もの を 適せ： 配合して 施す ベ く、 其 分量 は 苹果に 比し 更に 二三 割 を 減じて 可な り。 草. 中 耕 又 

苹果に 準す ベ く、 果圊 として 多數 栽培す る もの は， 早春 一 囘 根元 を 耕 起して 土地の 膨軟 ならし 

むべ く、 叉 樹齢の 若 かき 閒は成 可く 間作 を 行 ひ， 收 入の 增 加を圆 るべ し。 夏季 雜 草の 發 生と 共 

に絕 へす 除草 を 行 ひ 淸潔を 保た しむべ く、 乾 燥甚 しくして 果實の 肥大 充分なら ざる S ひ あれ 

ば 根元に 敷 草 をな して 乾燥 を 防ぐべし。 榲桴 は元來 低温の 處に 能く 生育して 結實 し. 乾趑を 

忌む もの なれば 乾燥に 失せざる 樣 注意す る こと 必要な り。 



第 六 章 採收 及び 荷 造 法 

榲桴の 熟^ は 染面黃 色を呈 し， 稍" 光澤 を帶 びて 香氣を 放ち、 一 見 其 熟 期 を 知る を^べ し。 卽ち 

早生 種に ありても 十月 中 下 旬. 普 通 十 一 月に 至ら ざれば 採收 する こと 能 は ざろ なり。 之 を 採 

收す るのに 天氣 晴朗の 日 を 選 み. 果 梗 より 切斷 して 空氣の 流通 宜しき 室内に 於て 追 熟せし む 

ぺ， し。 果實は 熱すに 從 ひて 强き 一 種の 香氣を 放散し、 繊毛 は 次第に 消失し， 果色 著しく 光澤 を 

^すに K.H るべ し。 ^の 味 ひ は 採收當 時より 數週 問貯藏 する にあら ざれば 出で ざる を 以て 成 

可く 貯藏 する を 可とす。 其 香氣颇 る强烈 なる を 以て 之を貯 藏 する に 當 り、 他 の 異なれる 果實 

と共に S く ゆ は 其 香 氣他果 に 移り， 其 固冇の 香氣を 消失す るに 至る を 以て， 成 可く 室 及び 容器 
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を^なら しむる を 肝要と す ひ 



果^ をな 一方- -輪送 せんとす るに は、 一 個づ 、 白紙に 包 み、 更 に 一 列 毎に 乾燥せ る麥 お^ 又 は ^ 

おなおき、 動搖 せざる 樣に箱 又は 籀に 塡充 密閉して^ 送す るみ」 可とす， 



_K 六 s S 收及 ttisia 法 一一 九 a 



論 各 ^圜樹 枭驗梵 



第 I 章 菜 S 園藝上 桃の 位 鼠 1 一九 六 




第一章 果樹 圜藝 上に 於け る 桃の 位置 

桃 は 古-おより 木 邦^る^ に 培養せ ら れ， 其 來歴 古き も 現今 栽培し つ 、ある もの は， 外國 輸入；： g 

にあら ざれ ば. 夫 れ より 改良せられ たる ものにし て、 日 本 在 來種は 殆んど 其 跡を絕 てるが 如し。 

是れ 品質 不良に して 到底 外^^に 及ば す、 所 謂 優勝劣敗の 止む を^ざる 處 なるべし。 桃 は 其 

外観の 鮮麗に し てぜ 味 多 漿ニ 種 謂 ふべ からざる 香味 を^す る 等， 他 果 の 遠 く 及ぶ 能ざる 處な 

り。 ォ：ハ 上 成 熱 時期の 早く、 從來柑 橘. 苹 * に 喰ひ飽 ける 都 人士 は 斬らし き 果實の 生 產を渴 望し 

IK る 時に 當 りて 生產 せらる 、を 以て 其 價桡 著しく 昂騰 し. 方 外の 相場 を 見る こと 珍ら しから 

ざるな り。 而 かも 樹性强 勢、 結 染 樹齢に 達する こと 逨 かなる 上. 比 較的瘠 薄なる 土質に 於て 好 

^を收 むる のみなら す 其 經營上 棚 材料の 如き 資本 を 要する こと 少な く、 小 資本 を 以て 經營し 

得る の 利 ある を以 て， 近 ^其 栽培 著しく 增加 すに 至りし は. 實 に 偶然に あらざる なり。 然れど 

も 肉質 柔軟に して 成 ^朋に 達すれば 需要の 如 何、 價 格 の 一 5 下， 天 侯の 如何に 係ら す、 最 も 迅速に 

短^日の！ i に^ 收せ ざれば 殆んと 腐敗せ しむる に 至る が 如 く， 其 收穫 期の 短 く、 貯 藏 運搬 上に 

闲 難なる 等、 他 おと 異なる 點 多ければ 其 栽坫區 域は必 すし も 無制限なる ものに あら す、 必 す 其 

風. H を 選 ぶ ベ き は 勿 論， 哉 ^ す ベ き 位 殊 に 交 通の 便 否、 都 市の 遠近 等に より て， せ ：( 營 法 を M 
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ならしめ ざるべ からす。 ^て-天^ 水蜜桃の 全盛時代に ありて は 四 國 • 巾國 より 東京 市場 叉 は 

ヒぉ逍 迄 も 輪 出せられ しが 如き も， 現今の 如く 肉質 柔軟， 甘味 多娥、 而 かも 新鮮なる ものに あら 

ざれば 需要 少なき 時代に ありて は 必すゃ 交通の便 否 需要 地に 達する 距離の 遠近 を 考慮せ ざ 

るべ からさる なり。 

桃の^ 收？ M は 也に 競爭 すべき もの は 只 終末に 近づける 枇杷 あるの みに し て， 殆 ど獨. ^的 な 

る も、 K 晚牛 種の 成熟期に 至れば 梨. 苹菜等 漸次 採收 せられ. 自然 競爭を 試みら る 結 架、 價桡 低落 

の ,M ある を以 て. 早. 中 生 種に 重き を 置かる、 は 理の將 に 然るべき も. 當 時の 天候 概して 不安 

二. 成お 期- i II- して 數 n 中の 降雨に 遇 ひ. あ たら 果實も 殆んど 棄賫に 暴落す る こと 珍ら しから 

ざるな り。 之に 反して 時期 宜しき を 得れば 一 箱 能く 五六 十錢 以上 八 九十 錢に 達する こと，^ 

少なから ざるが 如く、 他の 果實に 比して 價 格の 高下 甚 しく、 栽培 家 をして 一喜 一 S 其方 向 を 迷 

はしむ る 例 少なから ざるな り。 其胜質 多少 投機的 を帶び 居る を 以て、 當 業者た る もの 能く 此 

5 ^を 解して 誤らざる 樣 に心掛 くる こと 必， 要 な り。 故に 桃 は 梨. 苹果. 菊 ^と異 な り， 其 牛； 食 川の 

n 的 を 以て 栽培す ベ きもの は 必すゃ |而 要地の 狀您を 考^して、 然る 後 栽桢を 試む ベ し。 今 束 

京 市場に 於け る 狀況を 見る も、 靜岡 以西に 至れば 其 荷造りの 方法に 於て 又收 獲の 時 胡に 於て 

研究 を 要する こと 多く. 今日の 荷 造 法に 於て は 到底 完全に 輸送す る こと 能 は す. 勢 ひ 未熟の も 

の を 採收 して i 熟 作 川 を營 ましめ ざるべ からざる 缺點 あり。 又 束 北 地力に ありて は 近距離 

と雖も 成 熱 著しく 遲く れ. 桃 の眞慣 を發钹 する こと 不可能な り。 故に 東京 市 楊に ありて はお 

リ 千 苹靜岡 方面の 區 域に 限らる、 が 如 く、 岡 山. 愛 嫒 地方の 産地 は 殆んど 競爭を 試む る こと 
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^ はざる べし。 京阪 地方 又 然る ベ く、 其 生産地 は需耍 地 を 中心として 制限 せらるべき は. 他 の 

^實と 多少 趣き を 異にする 處 なり。 . 

以 上述 ベ たるが 如 く， 桃 は價 格に 變動 多き と、 其 需要 地の 制限 せらる ， と、 經 營上勞 力の 分配 多 

少 一 方に 扁す るが 如 く、 又 風土の 及ばす 閼係 著しき 等より 觀 察すれば 專 業的大 栽培 を 行 ふよ 

り 副業 的 栽培 を 行 ふの 安全なる を覺 ゆるな り。 殊に 近時 早 熱 桃に 於け る 炭疽病の 猖撅 なる 

を 思 ひ 一 贅比感 を 深く するな り。 



第二 章 來歷 及； 6 現況 

旣に 述べた るが 如く 現今 栽培し つ 、 ある" k 種 は、 歐 米の 原産に あら ざれば 支那 種に して 本邦 

在 來種中 營利的 栽培に 適する もの 殆どな きなり。 明治 二 十 年頃 迄は稻 田. 川 中 谷 五郞. 黑 仁^ 

星. 吹 田 星な どの 在來種 ありし も、 槪 ね 某. S 小に して 肉質 堅 く、 品 質 不良に して 時代の 要求に 應 

じ 兼ぬ るを以 て. 外 國 種の 輸入と 同時に 其 跡を絕 つ， 今日 其 品種 を 求めん とする も 容易に 求め 

能ざる に 至れり。 外國 種の 始めて 入りし は 明治 五六 年の 頃 勸業寮 より 農事 視察 員と して 

國に 派遣せられ たる もの、 天津 水蜜桃. 上海 水蜜桃の 二種 を 携へ歸 へ り、 是を 岡山縣 に栽桢 した 

る を 以て 嗨矢 とす。 其 後 岡 山の 天 瀨勸業 試驗場 附屬囿 S にも 該種 を栽桢 し、 お 苗を縣 下に 配 

布せ り" 更に 明治 十二 三年 顷に 至り 同縣 渡逡淳 一 郞氏等 二 三冇志 家と 談ら ひ， 東京 三 田 育種 
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埸 より 數嵇の 洋種 桃の 苗木 を^ 入し. 栽培 を 試みら れ たる は 同縣に 於け る 洋種 桃の 栽培の 始 

S なり。 ；：？ 縣ょ關 西 地方に 於て^ も 早く 發 達せる 處 にし て、 兵 庫. 大 阪. 京 都. 奈 良. 香 川. 愛 妓の各 

^地 は 何れも 明治 十八 九 年 より 次お に發 達せる ものな り。 

來.： ： 小 附近に 於け る 桃 栽培の 始源は 神 奈川縣 にして 洋種 桃の 栽培 はお 歴^ 却て^ 山驟 より 古 

く.^ ゆ 勸紫獎 勵機關 上 唯 一 なる 勸業 寮の 附 si 三 田 育種 場に 於て 配布 せられし 以前、 卽ち 明治 

十^^^ 樹邵保 土ケ谷 町靑物 仲買 商靑木 某が 撗濱の 居留 人 英人ァ ー サ I 氏より 外國杉 あ^ 

を U ひ. 之 を 大師 河^ 村 石 渡 七 左衞門 氏に 托し 栽培 を 試みた るに 胚胎す る ものな り。 其 品種 

の 加き 素より 不明なる も. 上海. 天津の 如き 支那 種 も 混じ 居りし が 如し。 同氏 は 其 培養の 傍ら 

苗木 を も 養 犮 し. 其 結實 せる もの を橫濱 市場に 試賣 したる に 巨利 を 博せ しょ り、 此 ^物の すネ 

なる を 知り， 益々 栽培 繁殖に 努め、 其 接穗を 埼玉縣 北 足 立^ 安行 村に 供給せ り。 是れ 本邦に 於 

ける 外國桃 養成の^ 矢 たるべく， 又 明治 十五 六 年の 頃に 束 京 府下 荏 原 郡 八幡 嫁 水 野 金 太郞に 

上お 水蜜 を 分かてり。 是れ 東京 府下に 於け る外國 種の 元始なる が 如し。 石 渡 七 左衞門 F に 

明治 十六 年頃より 十八 九 年に 至る 間 東京 三 田 育種 場， 小澤善 平、 學農社 等より 「ァ ー リ ー リ ， J 

「ァ _ リ ー アメリカン」 其 他 數種を 購入し. 栽培に 熱中せ り。 斯くて 次第に 桃 栽培の 有利なる を 

認められ、 附近の 村落に 傅嵇 して 次第に 發 達し 來 りたる も、 洋種 殊 に當時 盛んに 栽培 せら ォし 「 

ァ ー リ ー リ バ ー」 「アム スデ ン シュ〜 ン」 の 如き 又 上海 水蜜の 如き は肉柔 かに 皮 薄き を 以て， 害 S 

の S め浊 害せられて 樹脂 を 生 じ， 落 果 歩合 多 く， 完 全なる 良品 を 得る 頗る 困難なる 上、 只 栽槌に 

は 心し. 土質の 適 否. 栽 培 法の 如何 を 顧慮せ ざり し 結 果. 收 量大 に减少 し. 注 々失敗に 終 り， 多 少 L 
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^に陷 りし に， 明 治 二十^! に 袋 掛けの 方法 應 川せられ てより 前途の 光明 を^ て， 再 び發 達の 

域に 進みたり" 然るに 明治 三十 年頃に 至りて 病害に 罹り (炭疽病な らん) 「ァ ム ス テ ン ジ ュ ー 

ン」 r ァ レキ サン ダ —」 「ブ リックス メ I」 等の 早生 種 は 殊に 甚 しく， 数年 閒收穫 皆無の 悲境に 陷り， 

苒び 一 大 頓挫 を來 たせる も， 次第に 栽培 法 も 熟練し、 土地の 選擇 せし きを はたる と病蟲 * の豫 

防驅 除の 方法 も 研究 せら れ， 殊 に 病害に 堪 ゆる 新品 種の 育成 選擇に 注意 せら れ、 明 治 三十 七 八 

年卽ち 日露 戰爭 時代に 於て 其 研究 最も 進み， 傳十郞 • 早 生水 蜜の 如き 優良品 種の 育成 せられし 

外、 桶屋. 彥 兵衞. 晚 五號の 如き 新種の 傳播 により、 其 栽培 區域 を廣 め、 獨 り橘樹 郡に 限らす 對岸東 

京 府下 は 勿論， 高座. 中 郡 等 相摸灣 沿岸の 地に 迄 波及す るに 至れり。 

千 ^縣 八幡 地方 は古來 桃の 產地 として 冇名 なりし も、 殆 ん と在來 種に 限ら れ， 洋 桃の 栽培 は 明 

治 十三 四 年頃 三 田 育種 場より 購入せ る ものにし てお 發達は 祌奈川 縣と略 ぼ 徑路 を 同 ふ しぜ； ハ 

品種の 變遷も 類似し 居る が 如し。 靜岡縣 安倍川 町沼津 附近の 洋 桃の 栽培 は 近代の 事に して， 

祌 奈川 • 岡 山に 比し 數 年後に 屬す るが 如し。 香 川縣の 如き 一 時 岡 山縣を 凌駕 せん 勢 ひなり し 

もぜハ 位 g 宜しき を ^ ざり し 結 玛 今 日 多少 衰 返の 倾向 ある は將に 然るべき 處 なり。 

耍 之に 本邦に 於け る 桃の 栽培の 古き 歴史 を冇 する は關束 地方に ありて は 祌奈川 縣. 關 西に 於 

て は 岡 山縣の ニ縣を 以て 最 とす。 從 つて 栽培の 方法に 於ても 又產 額に 於ても 一 頭 地 を拔け 

るを覺 ゆ。 今 B 桃 栽培 上 重要なる 品種と して 常に 賞贊を 博し つ 、ある 離 核 水蜜. 土 用 水蜜 • 金 

桃 (黃肉 鏈 詰 WTII 桃. 伊 島の 如 き、 又 最 近 早熟 種と して 有望なる 旭 水蜜. 東 雪 水蜜. 小 林 水蜜の 如き 

1|： れも岡 山縣に 於け る 熱心なる 栽培^の 手に より 育成せられ たる 新品 種な り。 而 かして 1 



i - - y :1 M kg. ヒ 3 K ^- - _ ^し 勝る とも 劣らざる 優 品な 

方俾レ -g. や 生水 蜜の 如き は 巾 熱 種と して 離 核 水蜜 if フ蜜 I よ 胺。 

M メふ こ-ば 发 な" 面 m- 一 於て 遜色な きは祌 奈川縣 の原產 たらな り 又^ 汇"" 平さ^ 

ら R みならす お 恭ぉ S 耔 I あ r?c" ジ t J HI *J レぶ 

曰 月 桃の 如き 早生 種の 育成せられ し： と f 岡山 縣の 如く、 柬西兩 れ 

、"1 狀 SS 似の 點 あるの みなら 55 達の き 於て 大に？ へき S 

。内に 於け る 栽培 狀況を 伺 ふに 北海道の 如 S 地 I- て は 殆ど 栽培せ "^は 

" ,^3」 ナ， よれ ま 七 百 十一 萬 九 千 二百 五十 五本に して. 一 反步 百本植 とすれ は 七 千 百 

なく ^ 近の^ it ょォ t B 一い" 等 順次 之に 

十九 町 二 反餘 となり， 其 最も 多き は 岡 山. 香 "にして 祌奈； 声 t ^ ^1 I 

K わ 近 十， 年 S 加 率 fAt 殆ど 同一 i たる！ る。 香 川 j 岡 山； r も 

"比！！ を 去る： と 遠き 處に 於て 盛んなる は， 一見 奇異 si く""" 從 UJ^t」 

I 比較的 少な かりし と. SS 束 地方と 異り S の， まひ 敢^^ ^ せ 

にがて Iff ぉ^ I LII ノ c、 ョ. m 省 ウ^き 大形の 容器 を m ひ貯藏 運搬 上に 

ざる 拮果， 其 荷 造 運搬の 方法 も 頗る 粗雜 にして 石油 r り 力-き^^ ぴ"^ 

^ 5 もぽ P き > き ニ嗨 する を导 仁り しも 東京 力 面の 女^ 

もくなる 主な を 要せ さりし 結果 遠く S 會の &= f I I _ ？^, .1 す — 

はて！ に" のに あら ざれば，？ 見向き-せ 5- か 如く、 i 器 も 一列 人の m::" 

；: 卜" 殆ど 5::- 能 はまが 如き 處とは 趣 I 異にす "處 なり。 將來 嗜好 

のな K ひさえ 1^ と 競^ 1 ま 匕す V く， 或る 一 定の 距離 を 隔た つれば. 其 利益 相 減 

及び^^: 造の 如き も 亦-束 京 力 面の 如く I ィ すへ く- P 一る "唯ぶ る v し。 是れ が爲め 

, - , 1 - 6 rj f t £ 二 ^ , どズ みる こと 困難なる 〈 し n ^オカ^,.:' 

e スて？ くよ 自然の 勢 ひに して^ 底 都 么3«： 近と^ ぎ /ク I ス； El r ' J 

=i--:;nr 販路の 擴張 |か£ 合 或は f を I し. i5ss 事に 全力 

访 二 S 來 S 及な 現 « 
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を 集注した る 結 果， 遠 く沛鹽 方面まで 販路 を擄 張す るに 至 り， 盆 々發 達の 趨勢 を 示す に 至れり。 

神 ^ 川. 靜 岡. 千 槳. 愛 知. 大 阪. 兵 庫 等の 各 府縣は 其 風土に 於て 又 位 Sd に 於て 最も 適 當の處 なれば， 

近來 著しく 增加 し. 何 れ も健實 に進步 しつ 、ある を 見る も-時 に 生 產過剩 の 嘆 聲を閒 くこと 又 

珍ら しから す， 是 れ 自ら 適當 の需耍 地を控 へ、 販賫の 自由 を 得る 結 果， 自 然 慢心 し， 改 良の 觀 念に 

乏 し く、^: 造 版 ほやに 就て 周到なる 注意 を缺 ける に 原因す ベ く、 今 日の 産額 を 以て 未だ 生產過 

剩を來 たす 謂 はれな く 其 前途 更に 多望なる を 見る。 

本邦に 於け る 桃 は 殆んど 生 食 川の 目的に 栽培 せら れ、 時 に鐯詰 用に 供 せらる ， こと ある も. 是 

れ惜格 暴^ 生 歷過剩 の 時に 於て 僅に 行 はる 、のみ。 未だ 以て 專業的 之に 從 事し 居る もの は 

全國を 通じて 只 二 三の 工場 あるの み。 元 來鐘詰 用の 桃 果は生 食用の ものと 其 品種に 於て 又 

栽^ 法に 於ても 趣 を 與 にし. 其 間に 劃然たる 差 あるべき に、 本邦に 於け る 桃の 鐯 詰を旯 るに 何 

れ も生盒 川の 殘 物. g ち 生 食に 供す る 能 はざる もの を 以て 製造 せらる 、結 果、 其 品質 頗る 劣等， 

彼 s 歐米 認國に 於け るが 如く Kffl 途 により 栽培 法 を 異にする ものと は 到底 世界の 市場に 於 

て 競爭を 試みる こと 能 はざる なり。 元 來桃は 本邦の 風土に 能く 適合 し、 其 收 量に 於て 又 品質 

に 於ても 颇る優 品を產 する のみなら す、 此 れが 加工に 當 り， 努 力 原料 等に 於て も、 歐 米に 比し 廉 

is に 供給す るの 利 あれ ば. 將 來是れ が 改良 を 計 か り， 其 目的に 應 じて 品種 を選擇 し、 栽培 法を異 

ならしめば 敢て歐 米の^ 品に 比し 遜色な きもの を 製 出し 得る は暸 かなる 處 なり。 且つ 其 1§ 

要 殆んど 無限に して 歐泶の 製品と 競爭し 得る の 望み 充分 なれ ば、 將 來？ 》3 業者 は 勿 論， 之 が 獎 勵 

の W におる もの は 只 生仓 川の ものに のみ 沒頭 する ことな く， 是 等 加工 上の 硏究も 極めて 必要 
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第三 窣 E 土 及な 地&; sou 

第三 章 風土 及； 6 地勢 

第 I 節氣 候 

一 * 溫 度との 關係 桃 は元來 暖地の 原産なる を 以て 性？ j 暖 なる 氣候を 好 み、 現 に 九州の^ 端 

より 奥州の 北部に 至る まで 培養 せら れ， 北 海道の 如き 寒地 を 除きて は 桃 栽培に 適せざる 處な 

き も， 氣 候の^ 冷に 趣く に從 ひて 成 熱 期 後く れ. 果 實の發 育 も 不充分なる のみなら す、 品 質 を 不 

.d- ならしむ る 傾き あり。 靑森縣 より 秋 田の 北部に 至れ ば、 營 利 的 栽培と して は 困難なる 傾向 

あり。 寒地に ありて は 枝葉の 發 育に は 犬なる 關 係な く、 北 海道と 云 へ ども 凍死す るが 如き こ 

と な く. ロハ 其 閲花朋 の 低溫は 生殖 機關 たる 雌 雄蕊の 發育 を妨 け >殊 に 花粉の 生成 充分なる を 得 

ざれば 受精 作 川を妨 ゆ， 開 花す る も落朵 する 歩合 多 く、 多 量の 收穫は 得て 望む こと 能 はざる な 

り。 殊に 晚霜 又は 不哓の 低 溫の爲 に 寒害 を受 け. 凍 結 落花の 厄に 遇 ふこと 珍ら しから ざるな 

り。 開花 中華 氏 三十 度 以下に 至れば 大抵 寒害 を受 くるが 如く、 北 ^逬 にあり て は 四， 五月の 候 

に 於て^ 低 三十 度 以下に 低下す る こと 稀なら ざれ ば， 靑 森灣を 越して は 裁 培の 望み は 殆んど 

なきな り。 山形. 岩 手 等に 至れば 氣候 著しく 溫暖 とな り-開 花 成 熱 上 何等 不安と する ^な く、 完 

全に 結實 する も 成熟期 著しく 遲 れ、 之 を關束 地方に 比すれば 二週間 乃至 三 週間の 差 ある を兒 

るべ し。 元來 桃の 栽：^ 上 其の 有利と する 點は 成熟期の 早き にあ り、 卽 ち 他の * 暂の 未だ 牛； 產 

せられざる 時代に 供^ せら れ、 殆 んど獨 占 的に 需耍 者の 嗜好に 投す るの 利 あるが 爲 にして、 m 
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以上の 如く 其 平均 温度に 於ても 最低 温度に 於ても 位^に より 其差甚 しく， 若し 開花より 成 

に 至る 積 ^温度に 至りて 一 匳の差 を 示す ベ し。 前表に 示す が 如く 北^道 を 除きて は 成育 上 
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寧^ .ip^ の果實 と 同^代に 生產 せられて 競爭 せんか、 到底 今日の 如き 收益 を兒る こと 能 は ざ 

るな り。 此點 より 一； 一一】 へ は 氣候は 成 可く 温度の. M きを 望む ベ く、 或は 郤會を 去る 遠き も 利害 相 

^ふこと を^べ し。 岡 山. 香 川. 愛媛 地方に 於て 今日の 盛大 を 極めし は 其 附近に 競爭莕 少な か 

りしに よるな らん も、 一 に氣 候溫暧 にして 熱 期の 早き に^ 因す ベ く、 氣 候なる 若 は 生育の 適 5 

より 寧ろ 熟 明の 遲速卽 ち經濟 上に 閼 する 影響 大 なるな り。 今 本邦 各產 地の 溫皮を 兄る に， 
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第 一 節 氣胶 一一 一 六 

1? 等 支障 を 見ざる も， 溫 度の 高低に よ り. 其 成 熱の 明に 等差 を 生す る は. 然の勢 ひ な る ベ し。 

一一、 雨量との 關系 雨量の 多き は 果樹栽培 上 最も 忌むべき 事に し て. 桃. 葡萄 の 如きに 於て お 

關係 最も 著しき ものと す。 元 來桃は 其 生育 頗る 旺盛に して 常に 徒 長し 易 く、 氣 侯 濕 潤， 土 質 の 

多濕 なる 處に 於て 其 倾向甚 し く、 殊 に 桃 は 常に？ J 暖 なる 處を 選びて 栽培 せらる 、を 以 て， 多 濕 

なる 氣！^ は 殊に 忌む ベ きなり。 雨量 多き 時 は 日照時間 少な く， 枝 梢 は堅實 なる 發 育な 遂 ぐる 

こと 能 はすして 病蟲 害の 發生 蔓延 を 見る こと 一 餍甚し く、 果 實は 鮮麗なる 光澤 を缺 き. 甘 味 に 

乏しく、 品赏 著しく 劣等と なる ベ し。 殊に 成熟期に 際して は 外皮の 撗偽甚 しく、 一 靥貯藏 を 困 

淮 ならしむ るの みなら す、 嗜 好 を 害 し， 需 要 を 減少 し、 價 格 を 暴落す る 等 販賫上 支障 を來 たす こ 

と 少なから ざるな り。 殊に 六、 七 月 は 本邦に 於て 最も 雨量の 多き 入梅 期に 際する を以 て， 年 々 

^打 擊を受 け. 損 失 を 蒙む る こと 少なから ざれ ば， 當 業者た る もの 其 地方の 降雨 胡と 雨量 を考 

察 し、 常 に 整 枝 剪定に 注意 し， 桃 水 を 良好なら し め. 品 種 の 選 澤. 袋 掛 け 等， 之 に對 して 防備の 手段 

を講 する こと 必耍 なり。 

開^ 朋に 於け る 降雨 は往々 受精 を妨 け. 結 果を 不良なら しむる も. 元 來 四月 上旬の 開花 期に 於 

て は 降雨 少な く， 之 が爲め 受精 作用 を妨 ゆし 例 多から す。 只 不時の 晚霜 によりて 往々 每害を 

受 くる ことに あるの みなり。 降雨の 反 對に乾 害 も 又 多少の 影響 を受 くるな り、 氣 候 乾燥 すれ 

ば 夫れ 程 生育 を 抑制 し、 花 蕾の 着 生 を 良好なら しむる も、 架 ^の 發育も 亦 停止 し. 肥 大の もの を 

^られ ざる こと あり。 素より 早 中 熱 種の 成熟 朋に は斯 かる 憂 ひなき も， 晚 熟 種 若く は 中 熟 種 

の！ p きも の， 卽 ち 七月 下 p 以後に 成熟す る ものに ありて 且つ 其 i 質 • 砂 土の 如き 乾燥し 為き 處 
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は往々 お.^ の卞： を受 くる こと あり。 斯の 如き 時 は 土 壤の蒸 發を 防止す る 手段 を 講 すると 同 

はに 昨々 灌水して 水分の 供給 を圆る こと 必耍 なり。 

I 一一、 風との 關係 風 も 又 他 果樹の 如く 機械的 損傷 を 奥 ふるもの にして， 開花 期成 熟^に 於て 

其 被害 大 なる も 本邦に 於け ろ 暴風雨の 多く は 八月 以後に し て， 桃 の 生育 時代 は槪 して 少なき 

が 如き も， 海 岸 地方に ありて は 潮風の 爲め往 々枝 梢の 枯 損み-見る こと あり。 斯 かる 地方 は 其 

方向に 防風 林 又は 墻壁 生垣き 等の 設備な し， 之が 防備の 手段 を講 する こと 必耍 なり。 

第二 節 土質 及び 地. 勢 

一、 土質 土質の 適否 は 其 生育 及び 結實に 著しき 關係を 有する もの なれ は、 其 適地 を 選ぶ は 

勿論なる も， 元 來 適地なる もの は 其 地方の 氣候 によ り， 栽 培すべき 品種に よ り， 又 其 目的に より 

差異 を來 すべ く， 必す しも 一定 不變の ものに あらす。 從來 桃の 適地と して は 砂土に 限られ、 成 

可く 瘠^に して 排水の 良好なる 處^ 選ばれた るが 如し。 土質の 肥沃なる 程 枝 稍の 徒 長甚し 

く、 栽 培 困難なる 傾き あり。 之に 反し 砂土 は 生育 緩漫 にして 花 蕾の 着 生 良 好， 放 任し 置く も 相 

當の 結果 を收め 得る のみなら す、 熱 早 く、 银 に 早熟 種の 栽培に 最も 適せる ものな り。 

結果の 豐產， 樹齢の 永き を 欲すれば 多少 肥沃なる 壤土 • 沖積土の 如き 處を 選ぶ ベ く、 粘 質 壤土. 粘 

土の 如き 處 にても 栽培 法 殊に 剪定 .整 枝に 注意せば 營利的 栽培と して 敢て大 なる 支障 を 見 ざ 

るな り。 元來 肥沃に して 表土の 深き 處はー ケ年三 四 尺より 五六 尺に 伸長し、 而 かも 其 花芽 は 

先端 僅かに 附著 する のみ。 勢 ひ輕き 剪定 を 行 ふべき を 以て， 數 年なら すして 結果 部 は 頭上 數 

第 i 一一^ a 土 及な 地努 =1〇 七 
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15 二 節 土質 及び 地努 三 八 

尺の 上に 出 で. 管 理上 頗る 不便 を感 する 上に 枝 梢 或は 果實 にも 樹脂 浸出 し， 稱 蟲の 被害 も 少な 

からざる に 至る ベ し。 然れ ども 管理 法 殊に 剪定に 主き を 匿 き 肥 料の 配 合， 病 蟲害の 驅除豫 防 

等に 注意 を 怠 ら ざれ ば、 是 等の 弊害 を究 がる 、 こと 容易なる なり。 現に 氽の 管理す る 桃園の 

如き は 開設 以來旣 に 十餘年 を經過 し、 其 土質 頗る 肥沃に して 枝 梢の 伸長 激 けしく、 一 ケ年四 五 

c ^に；！： 長し つ 、ある も， 尙 ほ踏臺 梯子 を 要せ す. 自 由に 手 入す る を 得る のみなら す、 年 々花芽 は 

地上 一 尺內 外の 處 より 着 生 し. 毎 年 四 五 百 個の 美大なる 果實を 得つ 、ある を 見る も. 土 質の 豐 

饒は敢 て 意と する に 足らざる を證 する に 足る。 中 熟 種 以下の 如き は 却て 肥沃の 地 を 選ぶ を 

必要と する が 如し。 土質 豐饒 にして 樹勢强 勢なる 場合 は 炭疽病の 如き 病害に 抵抗す る 力 却 

て强き が 如 く、 其 利と する 遨又 少なから. さるな り。 

之に 反して 瘠 にして 表土 淺き砂 土. 磔 土の 如き は 花芽の 着 生 良好に して 剪定に 主き を 置か 

ざ る も. 相 當の結 某 を 見， a つ 成 熟 期 早 く、 管 理 上手數 を耍 する こと 少なき 利 盆 あれ ど も、 收 量 

少 な く、 果 實 小 に， 多 量の 肥料 を耍 する のみなら す. 時 に 旱害 を受 け. 病 害に 對 する 抵抗力 弱き 缺 

點 あり。 故に 砂土の 如き 瘠 薄なる 地 は 早熟 種の 栽培に 適し， 中 熱 種 以下の ものに ありて は 成 

可く 多量の 肥料 を 補給 し、 生 育の 旺盛 を 圆 る こと 必耍 なり。 

火山灰 土. 墟 土の 如き 輕 浮なる 土壤 は^ 上. 粘質壤 土に 比して 更に 徒 長し， 木質 膨軟 にし て緊ま 

ら す， 花 芽の 着 生 困， にして 例 令 剪定 整 枝 上に 注 意 す る も、 其 目的 を 達する こと 容易なら ざる 

なり。 斯 かる 地 は 砂 上 ま 土 を 以 て 客土す る か， 又 は 矮生砧 木の 如き もの を 選ぶ にあら ざ わ ば 

不適 常なる を 以 て、 寧 ろ 家庭 用 以外に は 多く 栽培せ ざる を 可と す。 
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今 本邦 主産地に 於け る 土 性 を 見る に， 岡 山 を 中心として 附近の 產地は 何れも 花崗岩の 分解よ 

り 成れる 砂 質壤土 又は 壤土 若く は 砂土な り。 然れ ども 關東 地方に 至れば 第三紀 餍 又は 第 四 

紀 厣に屬 する 砂 質壤土 若く は 粘 質壤土 最も 多數を 占め， 大 平洋！ i 望める 海濱の 地は槪 して 砂 

地に 富める も、 河川の 沿-:: i は 沖積土 或は 壤土. 粘 質 壤土等 多く、 槪 して 山岳に 接する 地より 海濱 

若く は 河川 沿岸の 地に 名産 地 多き が 如し。 是れ 交通の便 利なる と 風土 比铰的 適せる が爲な 

る ベ し o 

土質の 如何に 係らす 排水の 不良なる は 極めて 忌むべき 事に し て， 栽 植當時 三 四 年 は 生育 旺盛 

にして 敢て其 差 を 見ざる も 、樹齢の 重 ぬ る に 從ひ根 部 次第に 腐敗し. 完全なる 生育 を遂 ぐる こ 

と 能 はざる に 至る。 斯 かる 地 は 常に 排水 を 佳良なら し め、 水 分の 停滯 せざる 樣 注意す る こと 

必要な り。 又 水害に 對 する 抵抗力 も 極めて 弱 く. 河 川の 汎濫 により 其樹 冠の 浸潤せられ たる 

も の、 多 く は 枯死す る か、 然 ら ざれば 著しく 衰 返す るに 至る。 されば 水害の 憂 ひ ある 處は 努め 

て 避く ベ く、 然 ら ざれば 之が 防備の 手段 を講 する こと 必要な り。 

一一， 地勢 排水 及び 温度の 點 より 云へば 多少 南 或は 東南に 傾斜す る 方 宜しく、 傾斜 急に 過ぐ 

る 時 は 管理 上 不便 を來 たす も 梨. 葡萄の 如く 棚 整 枝 を 川 ひざれば 階段に して、 廣き時 は 多少の 

傾斜 敢て差 支へ なきな り。 岡山縣 にあり て は 多く 傾斜 地 を 利用 せらる 、 も， 香 川. 靜 岡. 祌 奈 川 

其 他 主産地の 大部分 は 平坦 地な りと す。 傾斜 綏 にして 十 度內外 なれば 別に 階段 を設 くる 必 

な き も， 十 五 度 以上と なれ ぱ成 可く 階段 を設 くる こと 必要な り。 

. Bulls B 土 及 地 85 三 九 
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第 四 章 品種 

旣に 述べた るが 如く 今日 栽培し つ 、ある 桃 は歐米 種に あら ざれば 支那 種に して， 曰 本 在來種 

は殆ん ど根絕 せる が 如き 觀 あり。 然れ ども 本邦に 於け る來歴 極めて 古く， 七 八十 年を經 たる 

桃樹 の 尙ほ處 々に 殘れる を 見る。 是 等の 桃 は 殆んど 名 も 知れざる ものにし て、 m に 夏 桃. 秋 桃 

或は 寒 桃の 如き 通俗的 名稱の 元に 呼ばれる もの ある も、 尙 ほ 吾人の 記憶に 存 する 半 兵 衞. 谷 五 

郎-日 丸 樽 阜半 夏 早 熱 等の 品種の 如き は 今日 諸 處に尙 ほ 栽培す る もの あり。 桃の 一 種に 油 挑 

(ズパ ィ桃 irenin) と稱 する もの あり， 郎ち 無毛 種に して 從來關 西 地方に 多く 栽培せられ • 明治 

二十 年， 迄 は 桃と 稱 せば 油 桃 を 指示せ るが 如き 觀 あり。 然れ ども 是等在 來種は 品質の 不良 

な る、 到 底 支那 種 若く は歐米 種と 競爭 すべ きものに あら す. 故 に 次第に 壓 迫せられ たるな り。 

然し 之に 代 ゆるに 歐米 種の 輪 入 は 年と 共に 增加 し、 吾 人 今日の 栽培し つ 、ある 品種に て も 百 

餘種 を^; ふるに 至れるな り。 

尙ほ歐 泶諸國 にて はお 數， 數 百毺の 上に 出 で、 新 種續々 育成 せらる、 を 見る のみなら す。 尙ほ 

本邦に 於ても 新たに 育成せられ たる もの も 少なから す、 而 し て 是 等の 品種 は 必 すし も 善良な 

る ものに あらす。 是迄は 只 無意味に 輪 入せられ たる もの 多 く、 又 彼の地に 於て 良好なる もの 

必す しも 本邦に 於て 良品と 稱 する 能 はす。 全然 相反す る もの あり。 是れ 風土の 異なる のみ 

な ら す、 嗜 好に 於ても 著しく 差 あれば なり。 今是 等多數 品種 中 吾人の 有望と 認 むる もの 數十 
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種 を選澤 して 左に 其 特性 を 略述すべし。 

5 早熟 種 ...... 

一、 ビクトル (Victor) 

樹性强 健に して 枝 梢 稍.. 太 く 開 張し、 果 枝の 成 生 容易 

にして 花 は 大輪 密腺 腎朦 形な り。 氣 候溫暖 にして 

土質 砂土 なれば 六月 十五 六日 頃より 採收 せられ、 桃 

の 品種 中 最も 早 熟 なる ものな り。 果 形 稍" 小 にして 

二十 五六 匁、 形 狀圓形 多少 片 肉の 傾き ありて 縫合 線 

淺 きも 明嘹 なり。 色 澤綠黃 の 地に 陽 向. 部 紅 霞 を 装 

ひ， 充分 熱すれば 頗る 美 觀を呈 す。 果肉 黄白色に. し 

て 質 緻密， 纖維 少なく 甘味 多漿 稍.. 佳な り。 早生 種と 

して 豐產 にして 落果 歩合 少な く， 接 木 後三年 目に 至 

れば 多少 採收 する を 得る。 病害 殊に 炭疽病に 封す 

る 抵抗力 强く、 早生 種と して 有望 なれ ども. 果形多 少 

小さき 缺點 あり。 

二、 日月 桃 

神 奈川縣 橘 樹郡大 網 村 池ノ谷 道太郞 氏が 明治 四十 

三 1 t 
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年 頃、 他 より 取 寄せた る 数十 種の 苗木 中に 混在せ る ものにし て. 原 名 不詳なる 爲め 日月 桃な 

る 各 稱を附 して 發 表せる ものな り。 樹性强 健に して 樹の 若き 閬は 多少 直立^ 性を帶 ぶる 

も 樹齢 を 重ぬ るに 從ひ開 張し、 粘質壤 土の 如き 肥沃の 地に 栽培しても 伸長の 度 少なく， 短小 

の 結果 枝 を 生じ 易 く， 葉 は 中 位、 密腺 腎臓 形、 普 通 二三 個 多き は 四 個に 達する もの あり。 果富 

は 中 E1 個 平均 三十 匁內 外な り。 縫合 線淺 く， 果 頂些 しく 凹 み、 果 皮 白色に して 熱する に從 

ひ 鮮紅色の 緋りを 散布 し， 外 觀 頗る 美な り。 果肉 白色なる も 熟する に從ひ 多少 紅色 を帶ぶ 

るに 至る。 肉柔 かにして 粘 力に 富 み、 甘 味 多 漿半粘 核な り。 

六月 十六 七日より 成 熱し 始 め、 七 月 二三 曰まで 連 續採收 せらる。 病害に 對 する 抵抗力 も强 

く、 炭 疽 病の 猛烈 を 極めし 「アム ス. テン ジ ュ ー ン J の 跡地に 栽培し つ 、ある も， 何等 被 害 を 認め 

ざろ を 以て、 近年 栽培 反別 大に增 加す" 

本 種 は 前記 「ビ タト ル」 と 類似の 點 多 く. 或 は 同一 種なる や も 知らす。 然れ ども 果 形 稍， 大 な る 

と 色澤に 於て 些 しく 差 あるが 如き も， 大 體に 於て 差異な きが 如し。 

一一 一， 一一 ノ 宮ミュ I ル 

本 種 は十餘 年前祌 奈川縣 農事 試驗 場に 於て 東京 早稻田 農園より ミ ュ ー ルと稱 して 購入せ 

る ものなる も 元來ミ ュ ー ル なる もの は (米 國の原 產) 黃 肉晚 牛； 種に して 全く 形質の 異なる も 

のな り。 故に 種 々調査せ る も 原 名の 不明なる を以 て， 假 りに 此名稱 (一 1 ノ宮は 同 縣園藝 部の 

所在地な り) を 附 せる ものな り。 

K 捎の發 育 中等に して 「ァ ム スデ ン ジ ュ ー ン i の 如く 徒 長す る ことな く， 花 芽 着 生の 良好なる 



、 



一の 分 二 尺 縮） ，レ— ユミ' ま クニ 



早生 種と して 稀れ に 見る 處 なり。 葉 は 普通に 

して^ 腺圓 形な り。 果實は 中等 大 にして 重量 

三十 匁 内外 • 形狀圓 形 整 正な り。 頂 端： 牛ら にし 

て 中央 稍.. 窪める も頂點 隆起す。 色 澤綠黃 色に 

もて 陽 向 部 紅色 を呈 し， 他 は 紅點密 布す るも鮮 

やかなら す。 果肉 乳白色に して 核に 近き 部分 

は綠 色を帶 び， 肉質 級 密， 漿 液 多く、 甘酸 適度 を 得 

て 品質 良好， 種子 粘 核な り。 

六月 二十 六 七 日頃より 採收 せられ、 早 生 種と し 

て は豐產 にして 年々 能く 結實 す。 害に 對す 

る 抵抗力 も强 く， 栽培 容易に、 經濟的 栽培と して 

有望なる 品種な り。 

四、 スニ. ー ド Sneed 

枝條 太く して 生育 旺 盛. 伸 長烈 ゆし き も. 多 少 開 

張す る 傾き あり" 葉は大 にして 淡 綠色を 帶 び. 

密哚 腎臓 形な り。 朵實 は大さ 中の 小に して 二 

十 五 六 匁， 果 形圓 形なる も^ 使 部 多少 尖 が り. 片 

肉に して 不整な り。 色 澤綠色 S 地色に 濃 紅の 
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霞 及び 班 點を現 はす も喑 色を帶 びて 鮮麗なら す。 果肉 白色なる も 果皮に 接する 部 は 紅色 

を帶 び、 質 粗に して 繊維 多し。 漿液 普通、 酸味 强 よく、 甘味 少く、 味 宜しから す， 粘 核 種な り。 



六月 二十日 頃に 至れば 採收 せられ、 早 

く、 & 0.0 搬に 困難なる と、 病害 に對す 

アム スデ ンジ ュ- ン (縮 尺 約 五分の 四) 



笫 

十 




生 種と して 早き 方なる も 品質 宜しから ざる と、 傷 み 易 

る 抵抗力 弱き が 故に， 經濟的 栽培と して 不適 當 なり。 

五 アム スデン ジ ュ I ン Amsden June 

本 種 は 早生 種と して 最も 古くより 栽培せられ たる 

有名なる 品種に し て、 樹 勢 旺 盛， 伸 長 力 極めて 大 にし 

て 一年 五六 尺に 達す。 而 かも 花芽 は 其 先端に のみ 

着 生 し、 剪 定に 注意せ ざれば 結果 部 次第に 上進す る 

に 至る。 又 結果 枝は槪 して 副 枝 又は 織 弱なる 枝 梢 

に結實 する 傾き ある を 以て. 一 度 結果 すれば 著しく 

衰 弱 し、 再 び强 勢なる 新 梢の 仲 出 を 見る こと 能 は ざ 

る 場合 多し。 又 結果 枝に 疑 芽と 稱 して 一 見 花芽の 

如く 見 ゆる も 葉芽と して 伸 出す る もの 多し。 栗實 

は圓 形に して 一 個 三十 二. 三匁內 外^部 稍.. 成く， 腹部 

狭き を 以て 撗斷 面不 整， 三角 形を帶 ぶる もの 多し。 

© 端 凹める も頂點 隆起し、 一 翼より 屈曲せ るが 如き 

形 をな せり。 色 澤黃綠 の 地に 紅 霞 を 装 ひ、 其 間に 紅 
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色の 倏班 若く は 不整 班 紋を現 は し、 熱 する に從ひ 深紅と な り， 殆 ど黑 色に 近く 見 ゆるに 至る。 

_ 肉綠 白色に して 質 緻密 筋な き， 粘 力に 乏し く、 漿 液 甘味 共に 中 等. 多 少 の香氣 を.^ し. 品 質 中 

の 上に して 種子 半 粘 核な り。 

六月 二十 七 八日 頃より 成 熱し、 收量 中等、 果皮 强勒 なる を 以て 比較的 貯 藏に堪 へ， 遠距離の 運 

搬に 便なる も、 病害 殊に 炭疽病に 弱く. 一 時 盛大 を 極めし も 現今 栽培 反別 次第に 縮少 する に 

至れり。 

六、 ァレキ サン ダ I Alexander 

本 種 は 前 種と 共に 古くより 栽培せられ たる ものにし て， 其 性狀前 種に 能く 類似 し、 往 々混同 

せらる。 果形 中等. 三十 匁 内外、 圓 形なる も片 肉に して 前者に 比し 丈け 高し。 色 澤黃綠 の 地 

に 鮮紅色の 微小の 班點 及び 紅條を 以て 被 はる も 前者の 如く 濃 色と ならす。 果面滑 かにし 

て 毛^ 少なく 光澤 あり。 枝 梢の 伸長 又 劣り、 熱 期 二三 日 後る、 を 常と す。 ^害に 對 する 抵 

抗カも 弱 く、 今 日 栽培す る もの 甚だ 少な く、 前 途の 望み も 亦 少なし。 

七、 ブリック スメ f wrigg ビ May 

本 種 も 亦 「ァ ム スデン 、ジ ュ ー ン j と共に 古くより 栽培せられ たる 品種に し て. 樹 性の 發育 中等 * 

「ァ ム ス」 に 比して 多少 開 張 し. 伸 長 力 少なし。 本 種 は 花 大輪 咲なる も 稍-小 に. 葉 に 密換な く、 a 

綠の^ 齒密 にして 鋭く 二 見 他の 品種と 識別す る を 得。 果實 は大さ 中等 三十 七 八匁內 外-問 

形に して-:;: 内、 縫 合 線明嘹 なり。 色澤綠 黄の 地に 蒲き 紅 © 微小の 紅點密 布す る も 濃 色なら 

す。 果肉 白色に して 核に 接する に從 つて 綠 色を帶 ぶ。 肉質 紐. おにして 織 維 少なく、 漿液 甘 
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i 中 等， 品 質 良好、 種+小 にして 粘 核な り。 



一二 1 六 



. 六 月下 旬 「ァ ムス デ ン ジ ュ— ン」 と 前後して 成 熱 し。 收 量 中 等. 花 芽の 着 生 良好なる もパ內 害 - - 



す る 抵抗力 弱き を 以て、 經濟的 

田 中 早 生 (si 尺 四 分の 一 二) 



百 

二 



多 




數 栽培す ベ きものに あらす。 

八、 田 中 早生 

本 種 は 神 奈川縣 橘樹郡 B 島村吉 澤 (俗 稱 S 中) 藤 藏 氏 

の果圚 より 出で たる ものにし て. 多 分 傅 十 郞の實 生 

なる が 如し。 同氏 は 大正 一、 二 年頃 自己の 畑の 一隅 

の實生 苗より 偶然 結果せ る を發見 し. 繁殖 をな せる 

ものにして 樹性强 健. 枝 捎 次第に 開 張 し. 結 果 枝の 成 

生、 花 芽の 着 牛； 宜し く、 葉 は潤大 にして 密腺 腎臓 な 

り。 果實は 早生 種と して 颇る大 にして 一個 四十.^ 

以 上、 果 形圓形 若く は ー扁圓 にして 頂點凹 み. 形 狀 整 正 

な る. 恰 も 傳十郞 の 如くなる も. 多 少扁圓 なる を、 以て 

箱詰めと して 外觀 殊に 佳な り。 果皮 は 白色の 地に 

鮮紅色の 霞み を 以て 半ば 被 は れ、 H 觀の关 なること 

他に 多く 見ざる 處 なり。 肉質 柔 かにして 多漿 甘味 

に 富 み， 酸 味 少な く、 頗 る 上 品 な り。 粘 核 種なる も完 

^すれば 半 離 核と なる。 



、三の 分 五 尺 縮） 生 早 m 



六 ほ 下句よ 

なり。 本 種 

る 抵抗力の 

へば 別に 弱 

ると しても 

推賞す るに 

伴 ひ 栽培 反 

九、 橘 早生 

本 種 は 同 郡 

者) 氏 が、 明 治 

たる 中より 

命名 は興津 

ものな り o 

ある も 葉の 

. て 濃 色に し 

白なる も 外 

を 帶 び、 肉 質 

如し。 外皮 



り 成 熟 し. 七 月 四 五日 S も 盛 ん 

は 栽培 日淺 きを 以て. お 害に 對す 

强弱 不明なる も， 生 育狀憨 より 云 

きを 認めす。 縱令 多少 弱き 所 あ 

果實の 美大に して 豐產な る. 之 を 

足る。 故に 近年 早生 桃の 熱中に 

別 著しく 增 加す るに 至れり。 



同村 吉澤寅 之 助 (傳 十郞 

四十 三年 傳十郞 桃の 實 

發 見せる 一 品種に して- 

園藝 部長 恩 田學士 のせ 

樹 性， 果 實の性 狀、 前 者 に 

多少 小形なる と 果實の 

て條 班な く， 縫合 線 稍.. 深 

皮 紅色に 近き 部分 は 同 

柔軟に して 多漿 なる 點 

厚 きも 剝脫 溶お 粘 核な 

三 1 七 



生 



ら 



の發見 

を 行 ひ 

早生の 

れ たる 

類似の 點 

色 澤概し 

く， 果肉 綠 

樣 淡紅色 

は 前者の 
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熟 期 は m- 中 早生に 比して 多少 後れ， 七月 上旬に 採收 せらる。 枝 條其他 傳十郞 に 類似し、 頗る 

豐產 なる が 如 し。 

本 種と 前記 田 中 早生と は木縣 早生 種と して 最も 囑望 せらる 、 ものにし て， 其 果 》レ に 於て 色 

澤に 於て 香味に 於て 從來の 早生 種に 比して 超越す る處 多く、 岡 山縣に 於て 近時 發 見せられ 

たる 旭 柬雪. 小 林 水蜜と 輪 羸を爭 ふべ きものな り。 

一 o、 旭 水蜜 

大正 元年 岡 山 縣小田 ^小 田 村 馬場 信 氏の 庭園に 在る 一 樹 より 發 見せる ものにして. 數年前 

より 美大の 果寳を 結び 二見 普通 種と 異なれる を 知らし めし も， 當 時 主人 夭拆 世に あらざる 

を 以て、 其 來歴等 知る に. B なき も數年 前より 成 生せられ 居る を 知る。 樹勢旺 盛.；！； 長 力 強大 

にして 葉 形大. 蜜 腺 腎臓 形な り。 結 栗 枝の 成 生 は 多少 「ァ ム ス デ ン」 に 類し， 最^ 副 枝 及び 繊^ 

なる 枝 梢に^ 生す るが 如き を以 て、 剪 定に. 當り 顧慮す る こと 必要な り。 果 實は大 にして 普 

通 四十 匁內 外、 倒 卵形に 近き 形狀 にして 肩部 著しく 細 ま り. 頂 部 稍.. 平 かなる も 縫合 線 深し。 

色澤綠 黄の 地に 陽 向 部 紅 霞 を 現 はして 美な り。 果肉 は 淡黄色に して 果皮に 接 し. 些 しく 紅 

點 若く は 紅 斑を帶 び、 肉 質 籾に して 繊維 多 き も、 柔 軟 多 漿， 甘 味 多 く， 多 少の^ 味 を 交 ゆる も 品 

質 上等な り。 

六月 下旬 「ァ ム スデ ン. -と略 ぼ 同 時期に 成 熱 し. 果 實の 美大なる 點は 早生 踵と して 隨 一 なる も. 

花芽の 着 牛； 狀 態に 於て 缺 くる 處 あるの みなら す、 結 實カ 多少 劣れる 傾き あり。 

一 一、 東 雪 水蜜桃 



(杏び 及 李 附） 桃 編 四笫 



柬 雪 水蜜 (縮尺 二分の 一 ) 



本 

杲 



木 種 も 亦 岡 山 縣小田 郡 新 山村 谷 本 虎吉 氏の 庭^ 

に 自生せ る ものにし て. 木 山靜太 氏に よりて 發表 

られ たる ものな り。 前 種と 類似す る點 多き も. 

性 稍.. 劣 れる爲 め， 却 て 花芽の 着 生 良 好， 枝 梢 開 張 

傾き あり。 果 實は大 にして 四十 匁內 外. 前 者 と 

ば 同 一 にして 大 なる もの は 六 七十^に 達す。 

部 細 ま り. 倒 卵 狀を呈 する も 項 端 稍.. 扁 平 な り。 

合 線 も亦淺 く， 前 者に 比して 果形 良好な り。 色 

淡黄色に して 紅 霞 を 現 はし， 旭に 比し て 稍， 濃 色 

り。 肉質. 香味 其の 他と 大差な く 品質 良好な り。 

期 は 旭に 比し 三 四日 遲 く， 七月 四 五 日頃より 採 

せ ら れ、 豐 產 にして 栽培し 易き こと 旭に 比して 

一 層 良好なる が 如し。 

二、 小 林 水蜜 

實 生より 發 見せられ たる ものと 稱 する ものにし 

富 み、 豐 產 にして 袋掛 後の f 洛果 歩合 も 少なく. 

形大 にして 四十 匁 e 外、 形 狀大 なる もの は 六 七十 匁に 達す。 土用 水蜜 の 如く、 稍-腰 一 w く 短 

腹. 外 皮 白色に して 鮮紅色 を帶 び、 美 なり o 肉質 柔 かにして 甘味 多漿 口中に 入 るれば 溶く 

第 四^ 品 S 一一 二 九 





せ 

收 



種 も 岡 山縣赤 盤^ 可 村 小 林 雄 治 氏の 

• 親木 は 旣に十 年を經 過し. 樹性强 健、 菊 張 



な^ 樹： ^驗^ 



尺 



な 




五十二 百 第 







一一 コー 




六月 下旬 乃至 七月 上旬 旭 水蜜と 同期に 成 熱す。 早生 種と して は 

比較的 貯 藏に堪 へ、 有望 種の 一 なり。 

本 種 は 樹性果 形 共に 東雲に 類^の 點 多く、 其 優 

劣を定 むる 頗る 困難と する 處 なり。 元 來岡山 

縣 にあり て は 楕圓の 果形を 尊ぶ が 如 く， 本 種 を 

始め 束 雪. 旭. 金 桃 土 用 水 蜜. 離 核 水蜜 等 何れも 腰 

く、 閼 柬 地方と 趣き を 異にする が 如し。 閼束 

地方 は 一 重の 箱詰めと する を以 て， 努 めて 外形 

の大 なる が 如く 装ふ爲 め， 圓形 又は 扁圓 形の も 

の を 尊ぶ 風習 あり。 關西 地方と 多少 趣 を 異に 

す る は、 荷 造 法の 異なる に 依るな らん も、 將 來 品 

種の 改良 選擇 上に 一 考を 要すべき 點 なり。 

I lii、 大正 早生 (豊玉 桃。 土 倉 號。) 

本 種 は 一 時 岡 山縣神 奈川縣 より 實 生より 育成 

せられた る 新品 種な りと 稱 せられし も 兩者同 

1 品種ら しく， 岡山縣 農事 試 驗揚渡 逡政三 氏 は 

原 名 「レ ッ ド、 バ 1 'ド、 ク リ ン ゲ 」 (Red Bird cling) な 

る米國 種なる こと を 鼈め られ たり。 樹性 旺盛 



る 力. W く 版る 卜 

大； 止 n 十 生 



(杏び 及 李附） 桃 編 四 第 



にして 稍.. ^ 性を帶 び， 結 栗 枝の 成 生 又 可なる も桔實 後に 於け る 落 栗步合 稍" 多き^ S あり 

ぁ實は 中等 火に して 平均 三十 五六 匁， 架 形^^に して 極めて 整 正， 说點些 しく 凹み， 縫合 線淺 

く ^皮 果實淡 黄白色の 地に 鮮 かなる 紅 斑紅點 を密 布し、 外形 鮮麗な り。 * 肉は帶 黄. H 色に 

紅 霞 を 装 ひ. 組密緊 まり 溶解せ す. 甘味 水分 不足して 酸味 多く， B する も柔 かになら す ^皮 

密^し， ^を 以て 剝脫 する こと 能 はす、 粘 核に して 品質 槪し て 劣等 なり。 然れ ども 貯 葳に堪 

へ 距^ W ¥ 搬 に 適し. 外形の 笑なる を 以て 多少の 得點 なきに あらざる も， 將 來 東京 其 他の 

市^ 川と して 他の 優良品 種と 競爭を 試む る こと 困難なる べし。 六月 下旬 乃至 七月 上旬 成 

熟して |兄 產 な り。 

一四、 天津 水蜜桃 

其來歴 S も 古く、 明治 七 八 年勸業 寮より 淸國 に勸業 視察と して 派遣せられ たる 時 持^へ り 

たる ものにして、 明治 三十 六 七 年 迄 は 早生 種中缺 くべ からざる 品種と して 至る 處 栽培 せら 

れ たるむ. 近時 良品 種の 發見 と共に 次第に 栽培 面積 縮少 せられた るが 如き も， 尙ほ 一 大勢 力 

を 保持し 居る が 如し。 樹牲强 健、 枝 梢の 仲 長 中等に して 花芽の 着 生 宜しく、 花は大 にして ネ 

瓣の着 生 粗に. 蜜線大 なる K 臓 形 をな せり。 果 實尖圓 にして 極大. 一 個 五六 十 匁、 大 なる もの 

は 八 九十 匁に 達す。 果皮 白色の 地に 濃 紅色， の斑點 をお し. 熟すれば 全面 深紅色と なり タ i 

頗る 关 なり。 果肉 亦 白き も 熟する に從ひ 、暗 紅色に 變じ. 果皮と 略ば 同色と なる。 果肉 堅く 

甘味 漿 1 二 乏しく 酸味 多 く、 品 ^佳良 な ら ざる も. 貯 藏 運搬に 堪 ゆると 外觀の 美なる も以 T 

尙ほ棄 てられ ざ ろ-か 如し。 七月 上 中旬 成 熟 して 豐產 な り。 

__»BS S3 一一 一一 二 
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トライ アンプ (縮尺 11 一 分 の 二) 




迎 せられざる と. 豐 產 なる も 炭疽病に 對 する 



三 ニニ 

一 五、 トライ アンプ Triumph 

北 米 ジョル ジ ャ 州 に 於て ハ ステ タト 氏が 作 

りし 有名なる 品種に して 樹性强 健， 伸 長カ大 

なる も 花芽の 着 生 良好に し て. 本 邦の 風土に 

能く 適合し、 各地 共 能く 結果し 頗る 豐產 なり 

葉 は黃綠 にして 葉 面に 皺 多く. 密線圓 にして 

小な り o 

果實は 中に して 三十 五六 匁， 不 正なる 圓 形な 

り。 色澤黃 色の 地に 喑 紅色の 霞み を 現 はし， 

熱すれば 次第に 濃 色と なる。 果面 濃厚なる 

毛茸に て 被 はれ 二 見 他と 異なる を 知る に 足 

る。 果肉 鮮黃 色に して 種子に 近き 部分 は 多 

少 紅色 を 帶ぶ。 肉質 稍" 疎なる も， 柔軟 多漿甘 

味 多く、 酸味 少なく 品質 佳な り。 七月 上旬よ 

り採收 せらる。 

本 種 は 一 時 盛んに 栽培せられ しも、 肉質 黃色 

にして 嗜好に 適せざる 結 £:( 市場 用と して 歡 

抵抗力 弱き 缺點 ある 爲 め、 今 S 栽培す る もの 少 




(—の 分 二 尺 縮） 一口^ スン" グ 



なし 3 然れ ども 織 詰の 如き 加工 m に 適 

すろ を 以て 將來是 等の 製造業が 發 達す 

るに 至れ ば. 極 めて 右 望なる ものと なる 

ベ し。 

一六、 アド ミ ラルデ ユエ I 

Aamll.al Dewey 

此 種もジ ェ. I、 テ. I、 ハ ス テツ ト氏 が 「ト ラ 

イアン ブ」 と 共に 作られた る 品種に して 

離 核 種な り。 樹 性の 仲長强 勢なる 「トラ 

ィァ ンブ」 に 似た る も 枝梢槪 して 膨大な 

り。 栗 形 品質 共に 前者に 酷似す る も， 密 

線 腎臓 形に して 熟 期 多 少 後 く れ、 果 形 稍.. 

大 にして， 色澤 多 少 淡 色 を 帶 び、 鮮 麗 なる 

も 病害に 對 する 抵抗力 弱く， 大 栽培 を 行 

ふべき ものに あら す o 

一 七グ リン スボ □ r 

Grig worollgh (新 世 界) 

樹牲强 健に して 枝 梢の：！： 長 力強 勢なる 
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も. 「アム ス」 の 如く 直 文 性に あら す， 開 張の 傾き ある を 以て 結果 枝の 成 生 堂し く， 蜜 線 短 腎 朦 に 

して 栽培 容易な り。 ^實大 にして 四 五十 匁， 築 形楕圓 にして 縫合 線淺 く， 兩 端に 於 て 稍.. 明 ら 

かなる の み、 片 肉に して 不整の もの 多し。 色 澤淡綠 色なる も 次^に^ 黃 とな り， 陽 向 部 紅 霞 

を 以て 被 はれ. 其 問に S 単 紅の 絛班を 現 はす。 栗 肉 白 黄なる も 種 核部微 靑を帶 び， 肉質 稍.. 粗な 

るも柔 かにして 粘 力に 富 み、 漿 液 多 く、 熱 せざる 間 は 多少の S 味を冇 する も， 次 第に 甘味 を增 

し， 酸 味 之に 忭 ひて 品質 良好な り。 種子 は紡綞 形に して 半 粘 核な り。 

七月 七 ~ 日頃より 成 熱し、 品質 佳良なる も， 樹 齢の 若き 間 は 落 栗 歩合 多き と， 皮 柔 かにして 狞 

藏遝 搬に堪 へざる 缺點 あり。 都會 附近の 栽培に 適す。 

一 八、 魁 及び 日の丸 

本 種 は 早生 種と して 古くより 各地に 栽培せられ たる 品種に し て， 樹 性 强 健， 成 育 迅 速， 結 杲 ^ 

に 入る こと 早く. 花芽の 着 生 良 好、 頗 る豐產 なる も^ 形 小に して 圓 形， 外 皮白黃 色なる も 熱す 

るに 從ひ 陽光 部 紅色 を呈 して 美な り。 六月 中旬より 熱する も果實 小に して 肉質 堅 く、 漿 液 

多から ざる を以 て， 現 今 多く 栽培せられ す。 

本 種と 類似せ る 品種に して 日の丸と 稱 する もの あ り， 熱 期 略 ぼ 同 一 なる も、 果 形 多少 長 く. 色 

澤 鮮麗な り。 形狀 小に して 品^良し からざる を 以て. 現今 栽培す る もの 甚だ 少なし。 

一 九、 チャンピ オン Qlampiou. 

米國產 にして 樹性强 健なる も 枝 梢 閗 張 し， 結 ^枝の 成 牛！ 宜し く、 蔡 は大さ 中に して 蜜 線 泣狀 

を呈 す。 ^^は 小に して 二十 匁. 2： 外， 圓 形に して 鏠合線 深 く、 頂 端 平らなる も 顶點多 少 突起 



(杏び 及 李 附） 桃 編 四 第 



困 八十 二百 第 



す。 色 .^ 淡 ^ 色.^ ,M 部 紅 rol を m は し， 縫 

て 種子に 接する 部 は 多少 綠 色を帶 ぶ。 

六月 十七 八日に 至れば 採收す る； を si!。 



合 線に 沿 ふて 褐色の 細き 條斑 あり ^肉^, H 色に し 

肉質 緻 密、 娥 液 多き も卄味 少なく して 味 ひ 淡. R なり C 

極めて；： 中 B な る も， 果 貲 小なる 缺點ぁ 



二 0, 7 

本 は 

ァ 




-リ . 



ある を 

一二， 晚 



S 中 熟 種 

— リ I , 八 I Early Hives 

洋種 中 Eg む 古く 輪 入せられ たる 

枝 梢 

蜜 腺 

形 若 

澤黃 

. 多漿" 

柔か 

あ 

生じ 

(縮 尺 三分の 二) 豐產 
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五 號 



« 四 品 S 



ものにして、 一 名 早生 五號 とも 稱 せらる * 

稍-太く、 能 く伸畏 する も ii * 枝 を 生す る 

腎臓 形な り。 粱實 中の 大 にして 三十 五 

しく は 短楕圓 にし て. 縫 合 線 深 く， 頗 る 明 

綠 色の 地に 陽光 部 僅かに 微 紅を帶 ぶる 

柔軟 甘味 多く、 品質 佳良な り。 然れ どた 

に 過ぐ る を以 て， 運 搬 困難に して 貯璲に 

り。 又 本 種の 特長と して 種 核の 發育不 良， 核 割れ を 

中心 空虛の もの 多し。 七月 中旬より 成熟 し， 槪 し て 

な ら ざ る と. 偽 みおき と、 架 色 鮮麗なら ざるとの S S 

に 他^ 種の 爲に壓 倒せら れ行 くが 如き 觀 あり。 



ミニ 五 



樹性强 健， 

J と お 易に • 

六 匁， 果形健 

嘹 なり。 色 

のみ。 肉 質 

^皮 滞 く、 肉 

甚 へざる 缺 



論 各 藝圜樹 菜驗實 



第 H 章 3 a さ 二 穴 

前記 「ァ— リ ー リ パ J に 類 似 し、 熱 期 多少 後く る 、 を以 て， 晚 五 號の名 稱を附 せる ものな り。 

十 餘年前 迄 は 祌奈川 縣橘樹 郡 地方に 一 時 栽培 盛んな りし も. 傳十郞 の 爲め壓 迫せられ、 現今 

多く 栽培す る ものな し。 然 かれ ども 本 種 は 枝 梢の 發育中 等、 開 張し， 結果 枝の 成 生 極めて 良 

好な り。 葉 は 中等 大 にして 蜜腺圓 若く は 短 腎臓 形な り。 果實 は大さ 中等， 三十 五六 匁， 圓形 

にして 縫合 線淺 く， 果形整 正、 色 澤淡黃 の 地に 陽 向 部 紅 霞 及び 紅 點を現 はして 鮮麗な り。 果 

肉 白色に して 表皮 及び 種 核に 近き 部 は 多少 紅色 を帶 ぶ。 肉質 緻密、 織 維 少なく、 粘 力に 富み. 

多 漿 に； し て 甘酸 適度 を 得、 品 質 上等な り。 七月 中旬 傳十郞 より 二三 日 前に 成 熱する のみな 

ら す豐產 なる を以 て、 栽 培 すれば 相 當の利 盆 を 得 ベ く. 有 望 品種と 稱 して 可な り。 

二 二、 ゴ ンネッ サゥザ リン ァ 1 リ I Connett 一 s Southern Early. 

枝 梢の 發育 中等 多少 直立 性なる も， 次 第に 開 張す るに 至る。 果 實は大 にして 四十 匁 内 外. S 

楕圓 にして 縫合 線淺 く、 色 澤 淡綠黃 色に して 陽 向 部 僅かに 紅點 密^す るの み。 果肉 白色な 

る も 種 核 部より 周 圜に紅 線 射出す。 肉質 緻密， 繊維 多く， 多少 谧味 ある も 熟する に從 ひて 甘 

味を增 し、 多 少の臉 味 之に 伴 ひ 佳な り。 七月 中旬より 成 熱 し， 收 量 中等な り。 

一一 三、 傳十郎 

本 種 は關束 地方に 於て Eg も 俊く 栽培せ られつ 、 ある 有名の 品種に し て、 神 奈川縣 橘 阖郡田 

島 村 宇大 島 吉澤寅 之 助 氏が 今 を 去る 十五 六 年 前， 知人 櫻 井 佐 七 氏の 庭 宅 内に 早生の 良品 種 

ある を 間き. 枝 を 貰 ひ 受けて 接 木 せ る に， 親木に 比し 成熟 稍.. 後く る 、 も、 果 形の 美大なる もの 

を 得. u る を 以 て、 傳 十 郞 (同 氏の 家號) なる 名 稱を附 して 發 表せる ものな り。 同氏の 說 によれ 



、杏 び 及 李附） 桃 編 四^ 



十 ^ (縮尺 二分の 一 ) 




に 作 ひ て， ゆ ひ ^ A 種 子 は 紅色 な 帶 びて 半 離 

普通 七 H 十七 八日より 採 一 收！ す る を 得れ ども 

000 ca B 



ば 1 種の 枝變 りなる が 如き も， 或 は外國 種な 

りと 稱 する もの あり。 其 說區々 として 容易 

に 信 を 匿く 能 はざる も 今日の 如き 盛 火 を 極 

め し は， 確 に 同氏の 預 つて 力 ある ものと 云 ふ 

も 敢て過 言 にあらざる なり。 

樹性强 健， 枝 梢の 發育中 等、 放 任し 置く も 自然 

開 張し 行 き、 結 果 枝の 成 生 極めて 佳良に して 

豐產 なること 他に 多く 見ざる 處 なり。 果莨 

は 中の 大 にして 一 個の 平均 重量 四十 匁- 2:、 

其大 なる もの は 七 八十 匁に 達す。 杲形 殆ど 

正圓に 近くし て. 整 正、 縫 合： S! 淺 き も明暸 なり。 

色澤綠 黄の 地に 陽 向 部 淡 紅の 小點密 布し， 縫 

合 線に 沿 ふて 紅 褐色の 條班を 生す る を 以て 

容易に 他と 區別 せらる。 果肉 水色に して 種 

核に 接する 部分 は 多少 紅色 を帶 ぶ。 肉^ 緻 

密 にして 熱すれば 肉柔か に. 漿 液 多 く. 甘 味 之 

核な り。 

氣 候溫暧 なる 處は 十二 三日より 採收 せら れ、 豊 



«* 四^ a a 

產 にして 年々 能く 結^す る こと 他 種の 遠 

栽坊 として 1^ も 適せる ものと 云 ふべ し。 



離 核 水 密 (縮尺 二分の 一) 




三 二八 

く 及ばざる 處 なり。 現今 多数の 中 熱 種 中， 經濟的 

二 四、 力— ルマン Carrman. 

樹忡强 健， 枝 梢の 發育中 等， 開 張の 傾き あり。 花 

大輪 唉 にして 色^く、 薬 は 中等 大 にして 蜜腺腎 

臟形 なり。 菜 實は圓 形に して 大さ中 等， 淡 綠 黄 

色の 地に 喑 紅色の 縱 縞の 如き 班點 あり。 肉質 

白き も 多少 紅 班を帶 ぶる もの あり。 肉柔 かに 

してせ 味 多 漿. 品 質 良好な り。 七月 中旬より 成 

熟し， 其豐產 なる 點竝 に樹性 * 實の狀 態 共に 能 

く 前記 傳十郞 と 相似た る點 あり、 或は 一 品種 

にあらざる やの 疑 ひなき に 非らざる も、 尙 ほ 調 

查の 上なら ざれば 斷 言 し 能 はざる な り。 

二 五、 離 核 水蜜桃 

本 種 は關束 地方の 傳十 郞と竝 び稱 せらる 、 品 

種に し て， 關 西 地方 は 勿 il.n ^方 而に至 るまで 

多く 栽培 せらる、^ 名なる 品種な り。 本 種 は 

岡 山 縣御律 郡 野 谷 村 石谷來 ュ" 氏の 果樹^より 



c 杏び 及^ m) 桃 sa 四^ 



選 s したる 新 品種に して 樹性强 健. 枝 梢の 伸長 著る しき も. 能 く 

容易な り。 土質の 肥沃なる 處は 樹齢の 若き 時 に 稍.. 落 朵 歩合 多 

の 如き 瘠 IS の處 にて は 幼少の 時より 能く 結實 し， 頗 る豐產 な り 

蜜 腺 短 2::^ 形、 若く は圓 形な り。 果 實は大 にして 一 個 四十 五 

片 肉の もの 多き を 以て 多少 不正 形な り。 色 澤黃緣 色の 地に 

颇る鮮 魔な り。 # 肉 白色なる も 熟する に從 ひ、 紅 色の 班點を 

廿 味 多 漿， 酸 味 之に 忭 ひ、 香 味 頗る 上等な り。 種子 は 完全なる 

七：：： 二十 五六 曰^より 成熟 採收 せられ， 八月 上旬 最も 盛んな 

產， 而 かも 時期 酷暑の 候に 生產 せらる , を以 て、 營 利 的 栽培と 

II 六、 早生 水蜜桃 

本 種 も閼柬 地方に 於て 傳十郞 と共に 多數 栽培せ られつ 、あ 

大師 河原 村 伊藤 市 兵 衞 氏が 千葉縣 より 取 寄せた る もの 中に 

も， 上 海水 蜜の 莨 生より^ たる 疑 ひ を 有するな り。 其 何れに 

れ たる もの にして、 其 年代 は 明治 三十 二 三年の 頃な り。 樹性 

太く して 丈夫な り。 結果 枝の 成 生 良好に して. 年 を經る もお 

宵 理 に 便な り。 花 は 大輪に して 蜜 腺 腎臓 形な り。 ^富 は圓 

形な り。 色 淡綠 色に して 陽 向 部 紅 霞を帶 ぶる も 淡色 な り 

多少 紅色 を 帶 ぶ。 質 緻密 多 漿ぜ 酸 適度 を 得， 品 質 佳良な り。 



下方より 結果 枝 を^ じ， 栽培 

き 傾き ある も， 砂 土 又は 礫 土 

, 花 は 淡紅色の 大輪に して 

匁 內 外， 楕 圓 若く は圓形 にて 

向 部 鮮紅色の 小 班點密 布し， 

する に 至る。 肉柔 かにして 

核 種に して 紅色 を帶 ぶ。 

. 本 種 は外觀 鮮麗に して 豊 

最も 適當 せる ものな り。 



て 



じ 

果部 

形な 



七 



種に して、 神 奈川縣 橘樹邯 

居りし ものと 稱 せらる ， 

も 伊藤 氏に より 發 表せら 

枝 梢の 仲 長 力 中等なる も 

の 上界す る ことな く、 栽 培 

るも片 肉に して 多少 不正 

肉色 水色に して 種 核に 接し 

月下 旬より 成熟 し. 八 月 三 四 



第 四 @ B HI 二 九 



第 四 章 ds a. 



早生 水蜜桃 (縮尺 二分の I ) 




澤淡綠 色に して 陽 向 部紅點 及び 紅 霞 を 生 

果肉^. GZ 色に して 僅かに 紅色 を帶 ぶ。 肉 



10 

曰の 頃 最も 盛んに 採牧 せらる。 若木の 時に 

も落果 する ことな く、 豐 產 なる 點は傳 十郞離 

核 水蜜に 比し 遜色な く. 經濟的 栽培と して 最 

も 適せる ものな り。 

二 七、 土用 水蜜 

岡 山 縣小田 郡 新 山村 長 尾圓澄 氏の 選出に か 

かる ものにして 「ァ I リ ー リ バ— -と上 毎 水蜜 

桃の 交雜 によりて 育成せられ たる ものな り 

と稱 せらる。 樹性强 健. 生育 旺盛に して、 土地 

肥沃の 處 にあり て は 時に 結果 不良の 事 ある 

も， 樹 齢 を 重ぬ るに 從ひ 結^ 枝の 成 生 及び 結 

實狀態 共に 良好に して 颇る 豐產 なり。 花 は 

大輪 吹に して 淡 紅 色、 葉 は 中^ 大 蜜腺圓 形、 又 

は 短 腎臓 形を帶 ぶ。 果實大 にして 四十 五六 

匁 を 普通と す。 栗 形楕圓 にして 稍" 片肉鏠 合 

線淺 きも， 明瞭 倒卵狀 をな せる もの 多し。 色 

じ、 强 き 光線に 當 りたる 部分 は 全面 鮮紅色 を 呈す o 

質 緻密に して 太き 繊維 ある も柔 かにして 多漿甘 



(杏び 及 李 FH) 桃 *i 四 第 



3 二十 二 
z - '、- ，-、 



土用 水蜜桃 (縮尺 二分の 一) 



第 

百 




1 



味 多く、 品質 又 良好な り。 種子 大 にして 喑 褐色 離 

核な り。 

八月 上旬より 成 熱 し. 五 六日 頃 最も 盛ん な りつ 離 

核 水蜜桃と 共に 近時 各地に 栽培せ られつ 、 ある 

も， 楕 圓 なる を 以て 箱詰めと して 見 劣る のみなら 

す、 收 量 品質に 於ても 離 核に 一 歩 を 譲る が 如し。 

二八、 伊島 號 

本 種 も 亦 岡 山 縣の產 にし て、 同 縣立 農事 試 驗揚に 

於て 發表 獎勵 せる 品種なる も 原 名 不明な り。 樹 

勢强 健に して 枝捎開 張し. 結果 枝の 成 牛； 良好な り。 

蜜 腺 短 腎臓 形 を帶び 大輪 唤 なり。 果 實中果 にし 

て 三十 五六 匁， 圓 形に して 整 正 • 色 澤 白色の 地に 陽 

光部 鮮紅色 を帶 びて 外觀 美な り。 果肉 白色に し 

て 柔軟 多 漿， 甘 味 多く 品質 上等な り。 七月 中 下旬 

成 熱ク。 豐產 にして 品質 良好なる も 經濟的 栽培 

として 傳十郞 其 他の 中 熟 種 を 凌駕す ろ こ と 稍.. 困 

難 な る を 覺 ゆ。 

二 九、 蟠桃 



«s a a a 



論各藝 園樹 某驗^ 



四 -な 品 a 

G は (縮尺 二分の 一) 




. 三ョニ 

支那の 原產 にして 其 樹性枝 梢の 發育 狀態ヒ 

海 水蜜桃に 類似 し、 枝 梢 犬なる も 短 かく 開 張 

し， 花 芽の 着 牛； 極めて^ 好な り。 果實は 中等 

大 にして 三十 匁內 外. 甚 しく 扁圓 にして 中央 

部 著しく 凹 み， 殆 んど兩 端 種子に 接する が 如 

く. 縫 合 線 深く して 明暸 なり。 色 澤綠黃 にし 

て 表面に 稍. -大 なる 紅 班點を 散布す。 ^肉 は 

乳白色に して 緊ま り、 粘 力に 乏しき も 漿^ タノ 

く、 甘 味劳 香に 富 み. 上 品なる こと 桃 中 及 ぶ も 

のな し。 八月 ヒ旬 成熟す。 本 種 は形狀 畸形 

を 帶 び， 且 つ 落 果步合 多き を以 て、 經 濟的 栽培 

として 不適 當 なる も， 品 質 良好なる を 以て 家 

庭 的 小 栽培に 適す。 

晚熟種 



=1 〇、 白 挑 

： さ. f •. \ 岡 山 縣赤磐 郡に 於て 發 見せられ たる ものに 

し て. 樹 牲 强 健， 枝 梢の 仲 長 力 中等に して 花 は 大輪に して 蜜 腺 腎臓 形な り。 菜 實は大 にして 



(杏 ひ' 及 李 附） 桃 編 四 第 



四十 匁 内外. 短楕 圓 なり。 白色なる も 陽光 部 多少 紅 霞 を 装 ひ. 外觀^ なり。 肉 質 s 色に 

して 柔軟 多 娥." 上等な り。 八月 十日 頃 卽ち離 核 土 川と 上^の 屮 問に 成^す る を 以て， 釗 

き に ^ 惯に販 資する を 比つ 貯藏 力 强 く. 巡 搬に 際して 損 偽 少なき を 以て 遠 地の 輪 送に 

堪へ、 將來 有望なる 品種の 一 たり。 

三 一、 大統領 ：p§idl- 

澍生强 健に して 枝 梢の 發^ 中 等. 花 は 大輪に して 蜜 腺 腎臓 形な り。 果莨大 にして 四十 五プ 

匁 桌形圓 形なる も片 肉に して 多少 不正 形な り。 色澤深 綠色 にして 陽光 部 紅 霞 を 現 は し， は、 

田 多少の 紅點 散. W す。 粟 肉 は 白色に して 根に 近き 部分 僅かに 紅色 を帶 ぶ。 多 凝 甘味に 富 

み . 酷 味 少 な く. 品 贸良 好な り。 種 P には嗞 褐色に 多少 紅色 を呈 する こと. 土 川 力ず の.^ し 

離 核 種に して 八月 五六 日採收 せ.， つ れ， 收 量豐產 にして お ^ 種な り。 

三 二、 マウ ン亍ン □ .1 ス 」< 二ョ ten wose. 

樹^ 强健 にして 枝 梢の 發育良 好. 多 少 直立 性なる も 甚だしから す、 結 朵 枝の 成 生 中等な り。 

ち は蕊唤 にして 蜜 腺 短腎臟 形な り。 形狀大 にして 四 五十 匁， 果形^ 形な る も 多少 不整 形な 

り， 色 澤炎^ 色の 地に 喑 紅の 小點蜜 布す る を 以て 一 見掙 色の 如し。 果肉 淡 黄白色に して 種 

T に^き 部分 は 紅色 を帶 ひ、 肉 質 緻密に して 粘氣 ある も 太き 筋 を 含む。 漿液 多から ざる も 

卄 味 多く. 香氣 之に 伴 ひ 一種の 香味 をお す。 皮 脆く して 剝脫 困難 種子 紅色 を 帶び. 離 核な り。 

本嵇は 2f '生水 蜜. 離 核 水蜜の 如き 中生 種と 上海 水蜜の 如き 晩生 種の 中間に 成熟して 頗る 重 

賓なる も. 收 量 多から ざ る缺點 あり。 

SB5 3 8 i 一一 
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色 を 帶び甚 しき 粘 核な り。 八月 十四 五日 

形に 於ても 香味に 於ても 桃 中の 群 を拔く 



00 

一一 一 一一 一、 上 海 水蜜桃 

天津 水蜜桃と 共に 淸國 より 最も 古き 時代に 輸 

入せられ たる もに し て、 全 國 至る 處に 栽培 せら 

る、 有名な ろ 品種な り。 樹性强 健に して 枝 梢 

の發育 佳良なる も 開 張 性に 富む を 以て 整 技 剪 

定 容易な り。 花 は 大輪に して 雌蕊 著しく 突出 

し， 多少 纖 弱の 傾き ある 上， 花粉の 發育又 他 品種 

に 比し、 頗る 不充分に して 自花 受精の 能力 殆ん 

どなし。 蜜 線 腎臓 形 若く は圓 形な り、 果 實大に 

して 平均 五六 十 匁、 大 なる もの は 七 八十 匁に 達 

す。 果形短 楕圓、 形狀 正しく 縫合 線淺 し， 色澤蠟 

白色に して 頂 端に 徵紅を 現 はし、 鮮麗な り。 果 

肉 白色なる も 種 核に 近き 部分 は 深紅色 を 呈す ひ 

肉質 緻密に して 粘 力に 富 み， 完 熟せざる 時 は 多 

少 S 味を帶 ぶる も、 次 第に 甘味 を增 し、 酸 味 之に 

俘 ひ、 香 氣を備 へ、 品質 頗る 高尙 なり。 種子 は 紅 

頃より 採收 せられ 比較的 貯 藏に堪 ゆ。 本 種 は果 

が 如き 觀 ある も、 中 途 に落果 する こと 多 く， 時 に 收 



(杏び 及 李附） 桃 編四笫 



搔 皆無に 終る こと あり。 其 原因不明なる も 雌 雄蕊の 發育 不良に して 交雜 作用の 不充分な 

る爲 にあらざる やとの 疑 ひ あり。 

=ー 四、 ァ.. -リ I ク 0— フォ I ド Early Crawford 

樹性强 健. 伸 長カ大 にして， 花芽 は 其 先端に 近く 形成 せら れ， 剪 定 宜しき を 得 ざれば 結果 部の 

上 羿^ しく， 栽培 管理 困難な り。 花 は蕋唤 にして 蜜 腺 小に して 圓形 を帶 ぶ。 果赏は 火に し 

て 四 + 匁內 外. 圓 形に して 色澤黃 色の 地に 赤色 を 現 は し. 其 甚しき もの は赠 紅色 を呈 すろ に 

至ろ。 果肉 又 黄色に して 種 核に 接する 部分 は喑 紅色 を帶 ぶ。 肉質 緻密に して 粘 力 强く廿 

味 多し。 八月 中旬 採收 せらる。 本 種 は色澤 及び. 果肉の 鮮麗 を 缺くを 以て， 生 食用と して 栽 

培す るよりも 罐詰 用と しての 栽培に 適す。 

【レ ー トク 口 ー フォ ー ド jpate Crawford) は 本 種に 類似 し、 只 熱 期 多少 遲 きの 差 あるの みなり。 

一一 一 五、 金 桃 

岡 山 縣赤磐 郡 可眞 村 小山 益 太 氏， の 選出せられ たる ものにして、 上海 水蜜桃と 「ァ. "リ I クロ 

1 フォ ー ド」 の 雜種 なりと。 枝捎强 健に して 開 張 性な る、 恰 も 上海 水蜜の 如 く. 花 は 大 輪. 蜜 腺 

阪 形なる 等， 凡 て 上海 水蜜に 類似す。 果實大 にして 普通 四十 五六 匁. 2： 外. 短 楕圓 にして 整 

正な り。 色 澤鮮黃 色に して 陽 向 部 紅 霞 を 装 ふるもの ある も 多から す。 果肉 黃色 にして 種 

核に 近き 部分 は 紅色 を帶 び. 質 緻 密. 完 熟せざる 間 は 多少^ 味を帶 ぶる も. 次 第に 甘味 を 增 し， 

熱すれば 酸味 殆 とな く， 甘 味の 多き 桃 中 及ぶ もの 少なし。 種子 紅色に して 粘 核な り、 八 月 十 

七 八日！ g より 成熟 し， 其 豐產 にして 結實步 合の 多き 比類な き も、 黃 肉 桃 な る を 以て 生 食 川と 

«SB5 a S 一達 五 
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33 =1 一 ご 六 

^哉， お 盛な りし も， 次^に 栽培 面積 を减少 せり。 然れ 共罐詰 製造に 適する 

を 以 て # び 盛大と なるべき 現象 を呈 せり。 ■ 

三 六、 H ルバ， I タ Elbert? 

樹性强 健に して 枝 梢の 仲 K カ屮 等に して 開 

し， 結 果枝 及び 花芽の 卷牛： 化^な り。 花 は 

大輪に して 蜜線腎 形な り。 朵實も 又大に 

して 一 個 四十 五六 匁， 楕圓 多少 不正 形な り。 

色澤 淡綠黃 色に して 陽 向 部 喑紅霞 を 以て 被 

は れ， 鮮 黃 ならす。 果肉 黄色に して 種 核に 接 

する 部分 は 紅色 を 呈 し， 冏 綠に 向つ て 紅 腺 を 

射出す。 肉質 は 緻密なる も 繊維 あ り， 漿 液 中 

等に して 甘味 多 く， 多 少 の香氣 ありて 品質 中 

等な り。 八月 中 下旬に 成熟す。 本 種 も 亦 前 

種 同 檨生食 として 栽， おする より も， 罐 詰 川 と 

して 栽培すべき ものにし て， 颇 る豐產 なる 品 

種な り。 

=1 七、 シ. I ィ. I グル Sea Eagle. 

堝 一 性强健 にして 枝 梢の 發育 中等、 結果 枝の 成 




. 生 良好な りつ 花 は 大輪 吹に て 蜜線圓 にして 小な 

り。 栗資屮 の. K にして 三十 七 八 匁， 桁圓形 をな せ 

り。 色澤 白色の 地に 陽 向 部 鮮紅の 班 點を現 はし 

て 鮮麗な り。 栗 肉 白色， 熱すれば 漿液 多く、 采軟に 

してせ 味 之に 伴 ひ て。 味 ひ 徒な り。 種子 は 分離し 

易 く， 九 月 上旬 採收 せら れ. m る^^ にして 極 晩生 

種と して 有望なる 品種な り。 

〔油 桃〕 

三 八、。 フレ n I ス ト、 ゥ □ ン セル 

pl.ecoce clo Gl.oucels 

讪 桃： 卽 ち 「ネ ク タリ ン」 (Ncvtarille) の 一種に し て-枝 

梢の 仲 長 力 極めて 强性 なり。 從 つて 芽の 若 生颇 

る 困難に して 二番 枝 卽ち副 枝： 若て は 繊弱なる 枝 

^に 着 生す る を 以 て、 剪 定に當 り 注 怠 忘 れば 結果 

部 次笫に 上界す るに 至る。 花 は 大輪に して 蜜 線 

腎臟 形な り。 果實は 中お く は 中の 小に して 一 個 

二十 七 八 匁桌 形圓 形に して 整 正. 縫 合線淺 し. 色 

淡綠 色の 地に 紅色の 斑點を 現 はし、 其 間に^ 色の 

. 一三 二 七 
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第 四 o s a 三 三，， - 

霞 を 牛； じ， 爲 に 鮮麗 を缺 くが 如き 傾き あり。 果肉 帶綠 白色に して 緻 密. 漿 液 多 く、 甘 味 芳香に 

富み、 品質 良好 一種の 香味 を 備ふ。 種子 淡褐色に して 離 核 種な り。 八月 上旬 成熟し， 收量多 

力 らす。 

三 九、 ァ ー リ.. 'ニュ I インタ トン 

一一 Eal.lv iVewm な on 
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本 種 も ：1 種に 似て 枝 梢の 伸長 力 頗る 旺盛なる も. 前 種に 比し て 稍-^ り. 花 芽 成 生 良好な り^: 

花 は 大輪 咬なる も 葉 は 蜜 腺を缺 き， 周 緣の 鍩齒は 深く して 密 なり。 果實は 前者と 殆んど 2 

1 にして 靑綠 色の 地に 紅色の 斑點を 現 はし， 且 つ 陽 向 部は喑 紅色の 地と 條 斑と を 現 はす。 

果肉 帶綠 n 色に して 核に 接する 部分 僅かに 紅色 を呈 す。 肉質 柔軟， 多漿廿 味に おみ、 一 種の 

^香 をお し， 品 質 甚だ 佳^な り。 粘 核 種に して 八月 上 中旬 前 種に 比し 多少 後れて 成^す。 

^ ^狀 您不 良. 中 途 にして 落 某す る こと 多き のみなら す， 病 害 殊に 炭疽病の 被害 多き を 以て. 

營利的 栽^と して は 更に 考究 を耍 する が 如し。 

以上 述べた る 品種 は 現今 吾人の 栽培し つ、 ある 品種 中 比較的 多く 栽培せられ， 其 目的に より 

有望なる もの 、 み を 示せる ものにし て、 尙 ほ 是 等に 次ぐ ベ きも の、 又 は 新たに 輪 入せ る ものに 

して 其、 性狀の 明かなら ざる もの 多し。 今是等 品種に 對し 知り 得た る處の 特性 を 表示 すれ ば 

左の 如し。 
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I、 寺 田 李 

さ 小 都 府下 久世^ 寺 E 村の 原產 にして， 形狀長 

圓 形を帶 び. 中枭 十五 六 匁 £ 外な り。 朵皮荧 

赤色なる も 完 熟 する に 從ひ喑 紫色と な り.，； n 

粉 を 装 ひ、 外觀 節る 笑な り。 肉質 黃色 を帶び 

笾明 にして 多漿 甘味に g み、 一 種の 芳香 をぬ 
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来 



なり。 樹性 

= 一、 陣の內 

鹿兒 島の^ 

て喑^ 色 を 

七月 下旬よ 

s、 西 田 

鹿お a 縣の 

f 酸 -ば し き 

五、 萬 左衞門 



强鸱 にして 收 量 多 



へ、 品質 優良な り。 樹勢 中. 位， 多少 病 

缺點 あり。 七月 下旬より 八月 中句 

坆 せらる。 

二、 米 祧 

鹿兒島 縣の產 にして 桃と 李との 雜 

形 狀尖圆 にして 中 若く は大 なり。 

ものと 噔 紅色 を呈 する ものとの 二 

鮮紅色 を 帶 びお も 西瓜の 如き 鮮明 

に 西瓜 李と 稱す。 味 ひ微酸 甘味に 

、七 E- .M 中句に 採收 せらる。 



害に 犯さる ， 

までの 閒に ^ 



種 な る が 如し。 

果皮 綠 色なる 

種 あり。 栗 肉 

なる を 以て. 1 

富 み、 品 質 良 好 



產 にして、 果形圓 にして 甚大、 果皮 鮮紅色に 黄褐色の 小斑點 散布す。 肉質 緊 まり 

^ び、 跌 酸 あれ ど卄 味^ く， 品 質 良 好、 樹 性强 健なる も收量 多から ざる 缺點ぁ り。 

り 成^す。 

產 にして 形狀 一：！^. 大さ屮 位. 架 皮 噔 赤色の 地に 黃斑 あり。 ^肉 は 淡紅色に して 

を ゆ. 七 月下 旬に 採收 せら れ、 收 量 中^にして 樹は强 健な り。 

(熊 本郇 李) 



(杏ぴ 及 李附） 桃 編 四 第 




^李と も 云 

濃紫 色に し 

ど も g る鮮 

六 n: 下旬よ 

„ 樹性强 tT 



鹿兒 おのま-にして 熊本^に て は 之 を 

ふ。 形 狀扁圓 にして 大さ 中等、 外皮 は 

て^ し く 白粉 を 被 ひ、 肉色 亦 同 一 な れ 

明な り。 肉 ！2!： く、 核 小に して 良好 

り. 七月 上旬に 採收 せら れ .E 十 生 種 な り- 

颇 る豐產 なり。 

六、 祌産祧 

甚三桃 若く は茈産 桃と も はばれ 、大阪^ 北 河 C ,邯 

の產 にして 京阪 地方に 赏川 せらる。 ^^は 圆形 

に し て. 大 ^にして^ 味 少 なく ぜ味 多 漿， 嗜 好に^ 

し。 璺產 にして 八月 中 下句に 成^す。 樹性强 健， 

瘠 地に も 能く 結^す。 

七、 市 成 

鹿兒 島の 產 にして 形 狀尖啤 な 形 太に して^ 皮 1" 

赤色 を帶び 、黄褐色の 斑點 あり 3 果肉！？ 紅色. おく 

は 赤 黄色 を帶 び. 甘 味 多 く， 微 酷 多 漿、 品 質 佳良， 八 n; 

上旬に 成 熱 す。 樹 勢 多 少 弱 き と 收 M 多 か ら ざ る 

缺點 あり。 

一一 5111 
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圆 五十 四百 箔 



百 

一；！ 



巴 旦. 杏 



^ 大) 




T- —ス、 ゴ I ^ デン、 ドロ クプ 




(賀 物 大) 



八、 n I ス、 ゴ I ル デ ンド n ップ 

(coe 一 s Golclendl.op.) 

樹性强 健. 枝 梢 沿ら かにして s !s なる 氣候を 好む。 

莨は大 にして 不正 卵形. - 縫合 線 深く， 片肉 なり。 

外皮 淡綠 黃 色， 陽 面に 噔紅 色の 斑點を 現 はし， 灰色の 

粉 を 以て 覆 はれ，^ 肉 黄色 組 (おなり。 核 尖りて 粘着. 

品質 良好に し て. 晚 生 種な り。 

九、 チン I 一 ス トンス、 ス. I パ I プ. Demliston、s Superb 

^ 勢 0, 枝 梢に 毛葺ぁ り、 染 實圆形 或 は 稍 1 届 圓 なり。 

果皮 淡黄色に 

して 白粉 を 被 

は る。 又 稍" 大 

な る 紫 S3 をお 

す。 ^肉 黄色" 

柔らかに して 

厚く、 漿液 少な 

きも サ 味に i:3 

(S 物大) み， 芳香 あり。 



テン ニス トンス" ス I パ I . フ 




(杏び 及 李附） 桃 SS 四 第 



阖 七十 四百 第 



E1 六十 四 Tf 第 



グ*- ン ケ-ク (焚 物大ー 




V ファ， ソン (究 物 大) 




核 は^^ を び， 核^^ 好ぶ i ^上^中 站種 なり。 

0、 グリ I ンケ I ジ Greg G;igo 

樹性强 0-0 氣に 耐 へ， 成長 遲 緩、 開 性 な る を 以 て ^ 

木 仕 立に 適す。 枝 梢の iHg 短 かく、 ぬかに して 芽の 

附， お 部 著しく 大 なり。 栗 實は圓 形に して 中 位お 合 

線淺 く、 果皮 黃綠 色に 白粉 を 被る 表皮に 赤色の 斑點 

散在す j 果梗 細く 梗窪 僅かに あるの み。 £^肉 淡^ 

柔軟に して 風味 佳良な り。 核！！^ しく. ル食 加工 兩 

用 に 適 す。 

一 一、 ゼファ .1 リン Jofferson 

樹性 中位， 丈夫に して 案、 氣に耐 へ、 立 木 仕 立に 適 

す。 染 實は大 卵形， 僅かに 果梗の 方 細 まり， 外皮 

は鮮黃 色を呈 し， 紫 赤色の 斑點 あり。 粉^く し 

て 灰白 色. 果 肉 黌 色， 柔 ら かにして 多 多く. 

品質 上等な り。 核 は 尖りて 長 く， 核 離 種な り。 

一 一一、 ^"ム ペリ ャルゲ I ジ Ilnpl rial GaTOe 

樹牲直 立 * 性 强健 にして 枝捎は 長く して 1= 色 を 

c 巾ぶ。 某 實は中 卵形， 縫合 線は鮮 朵皮 は淡綠 

三 五 
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函 十五 百 第 



イムぺ "ヤシ ゲ ー ジ 



タ シン トン 



(實 物 大) 




(實 物 大) 




三 四 六 

色に 黃 色の 斑 を 有す。 白粉 夥し く. 果 肉 綠色を 猙 

び. 柔 かにして 多 汁、 核 は兩端 尖 り， 肉 離れ 可な り。 

品質 色 好なる 中 熱 種な り。 

一 一一 一 ヮ シン ト ン washiB 

樹性强 健に して 耐冬 性に 富み、 樹冠圓 頭 形狀を ま 

ち、 葉潤大 灰色 を呈 す。 果實は 甚大 卵圓 形、 縫 <5 口 線 

は * 梗に 接する 部 分 稍，. 明 ら かなる のみ。 外皮 嗜 

黄、 淡 紅色の 斑條ぁ り、 果 肉黃 色に して 密， 甚 だ 甘味 

に 富み、 核 離れ 良好な り。 果梗は 五六 分. 些 しく 屈 

曲し， 中 熟 種に して 本邦の 風土に 適す。 

一四 ァ ペック スブ ラム n ット Apex Plumcot 

アベ- ソクス プラム コツト f 寛 物大) *、 I *、 ン グ 

氏の 改良せ 

られ たる も 

のにして、 樹 

性强 健なる 

も 伸長 力 緩 

漫， 結果 期に 




(杏び 及 李附） 桃 編四笫 
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達する こと 速力な り： 粱 は黃綠 色を帶 び、 皺 多し。 杲實は 中位、 楕圓 形に して 荧. * 色- - =lt 

部 淡 紅を帶 ぶ。 核 は 小に して 離 核 種な り。 品質 優良と 稲す る こと 能 はざる も. 豐產 にして 

外觀类 なる 上、 六 月下 旬 乃至 七月 上旬に 成 熱し. 本邦の 風土に 最も 好適す。 

「ブラ ム コ ト」 (plicot) の 種類に して 尙 ほお 望なる もの は 「コ ラ ン ブラ ムコッ ト」？ 1.1 ョ plicol)r ト 

ライアン ブラ ムコ ット」 (Trhmlph phlmcot) 等 ある も 其 成績 「アベック スブ ラム コ ット」 に 七して 

劣れり。 

以上の 外 尙ほ數 種の 特種 を捣 けて 參考に 供 せん。 
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第五 章 繁殖 法 

桃の 繁 苑 は 接 木 法に 限られ、 資生法 は 只砧木 養成の 爲め. 或は 新種 育成の 爲に待 別に 川 ひらる 

るの み。 揷 木愈條 法の 如き は 繁殖 上 何等 惯 値な きなり。 本邦に 於て は砧 木と して^ら 實生 

おに 限られ、 殆んど 他の 種類 を 使 川す る ものな きも. 歐泶 にあり て は 其 風土に 應じ， 目的に より. 

或は 品種の 如何により， 其砧 木の 選擇を 異にする が 如し。 されば 本邦に 於ても 斯の 如き 必耍 

あるべ きか は 犬に 考究す ベ く、 其 利害 關係 自ら 彼の地と 異なる 處 あるべ し。 元來 本邦の 風土 

は^ 地方に より 其 差^ 茈し きこと は旣に 述べた るが 如くなる も. 果樹 類の 種類 も S めて 
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(杏び 及 李 附） 桃 編 四 第 



^風 +1 により 栽培すべき 種類の 遝擇も 亦 なる を以 て. 不 適當 なる 處に 或る 一 種の^ 樹類 

を 強いて 哉坊 する の必 耍 を 兒ざ るな り。 现 今桃產 地と してお 名なる 虚は敢 て 特別なる 砧木 

を遝擇 せざる も 相 常の 好^ を 収めつ 、 あるな り。 然れ ども 娛^ 的 或は 特 別なる が^の 元に 

栽培 を 試みん と 欲する もの は、 砧木 殊に 矮^ 種 を選擇 する の必耍 あるべし。 

第一 節 矮生砧 

旣に 述べた るが 如く 矮牛： 砧は 一 般的裁 培と して 殆ん ど必耍 を 兄ざる が 如き も. 土^ 肥沃に し 

て 仲 K しき 處- 例 へば 表土 深き 粘質壤 土. 火山灰 土. 壚土 如き 處 にあり て は 普通 桃 砧を川 ひん 

か， 勢力 旺盛 一 ケ年 五六 尺に 達しお 易に 結朵 枝の 成 生 を兒 ざ る べし。 例 令結粜 する も 中 途 に 

於て^^ し， 經濟的 栽培と して 殆んど 望みな きなり。 故に 成 可く^ 等の 地 を 避 け， 他 の m 當 の 

虚を 選ばざる ベ からざる は 第三せ 十 風土の 部に 述べ たる 處 なり。 又 近時 輪 入に か 、 る 「サ ス ケ 

ハ ンナ」 r ヮ ー, ヅ レ.' ト. - 「レ ヴヰス レ I ド」 の 如き 歐^ 種の 多数 品種 は 何れも 樹勢旺 盛. 從 來 桃の 

適地と 稱 せらる 、 處に 於ても 仲 長 度に 過 ぎ，^ 易に 結 * を 見る 能 は ざ る な り。 是 まの： ：1 種 は 

元より 凡て 本邦に 於て 必耍 とすべ きものに あらざる も. 其 zn 的に よりて 利 川 せらる ベ きもの 

亦 少なから ざるべし。 是等 旺盛なる 品種 をして 適 當に結 栗せ しむる に 布 來の寳 生桃砧 にて 

は 不可能と する 處 なり。 矮生姑 は^に 是 等の 耍 求に 應す る爲に 必要なる ものにして， 必 すし 

6 一 般 的の ものに あらざる なり。 而 して 矮牛； 砧 として 川 ひらる 、 も S ^ 種類 少なから ざる 

も. 其 €： 主な ろ もの を舉 ぐれば 「ミ 口 ボラ ン 牵」 (Myr0151.m phis) 歐米 にて は 桃の 矮生砧 として 李 

s *!9 法 三 四 九 



論各藝 S 榭 染驗^ 



^一 g 矮 ョ KQ 

を E= ひらる 、 こと 多 く、 而 も r 口 ボ ラ ン 辛」 は 化ハ S も^ 通なる も の な り。 此者は 主として ^ 生 

により 養成 せらる も. 直 接 之に 嫁 接すら ゆ は 短命と なる 倾き ある を以 て， 同 族 「サ ン ジ ユリアン」 

(saint Julien plum) 李に f ミ B ボラ ン 」 を 接 ぎ， 然 かる 後 桃 を 嫁 接する を 可とする が 如し。 「サ ンジ 

ュ リャ ン」 は 壓條汗 挿に て 容^に 繁祯 する を^る の 便利 あり。 

又 李の I 種 「マリア ナ」 (Malian) な る もの は 一 八 八 四ギ米 M テキサス 州に 現 はれた る 「ミ 口 ボ ラ ン J 

族の.^ にし て 「チ カソ」 李の 性質 を 混ぜり と 云 ふ。 栗^ 小に して 紅荧 化〕、 六 c; 末より 七月 初に^ 

し， 肉 ^かにして 味 ひ 可なる も 早 熟 璺產 にあ" す。 * .蓖 川と して は 栽培の 價 s~ なき も 樹性强 

睫に し て、 牛； 長 旺盛なる も K 矮 化カ强 きこと 「ミ 口 ボラ ン」 と 選ぶ ことなき を 以て 現今 多く 川 ひ 

らる、 が 如し。 又 矮生樱 桃の 一 種 「サ ン ド、 チ ェ リ 1」 cherry) なる もの あり. - 泶^ マサ チ 

ュ ー セット 州 の^ 產 にし て ロッキ ー 出 附近 至る 處に 自生し 居る を以 て n り砧木 をお る こと 

容易なる のみなら す. 接 〈せ し 易 く、 矮 生 カ大 なれば 最も 適する ものと 稱 せらる d 

一 HI 桃 も 西洋に て は 桃の 砧木 として. M く 川 ひられる ， ものな り。 殊に 北部 生育 期 の 稍 "短 き 

地方に 於て 然 かり。 砧 木に 比して は 幾分 か 成長 力 を 抑制す る倾き あり。 又 本邦に は^お 桃 

と稱 する 一 種 極めて 矮 性なる 桃 あり。 之を砧 木と する 時 は 著しく 矮 生なら しむる を 得れ ど 

も， 繁 苑上 不便の 點多 きが 如 し。 

李-梅. 杏 等 も 桃の 砧木 として 能く 接お し、 其 後の 結果 颇る 化なら が 如き も， 本邦の 風土に ありて 

は强 いて 是 等の 矮牛： 砧を川 ゆるの 必 要 な く. 普 通 桃の 寶生砧 にて 足る 可 く、 お 結 * 力 及び 品 K 

等より 云 ふ も 矮生砧 は實^ 砧に 及ばざる なり。 故に 特殊の 揚合を 除く の 外 使 川せ ざる を 可 



(杏び 及孪 附） 桃^ 四笫 



とするな り.. 



^二 節 寶生法 (普通 砧木 養成 法) 

兆の 實 や-よ 砧木蓥 成 上 唯 一 の 方法に して. 時に 新品 種 育成の 爲め 交配 を 行 ひたる^ 合に 川 ひ 

らる 、 こと ある も 二 般 農家の 行 ふ は 稍-困難 とする 處 なり。 莨 生 を 行 ふに. 夏季 果實 採收^ 腐 

敗せ る もの， 廒 害に 罹れる もの 等より 完全なる 種子 を 選ぶ か， 或は 果實商 等に 就き 賦入 する 力 

何丄- せよ^ たる 種子 は 之 を 貯藏 する に當 り. 過度に 乾燥す る を 防ぐ こと 必要な り。 杉リ如 

き 41; 厚な t のにな 排水 si 壤に i し？. 5 ニー 二月 頃に 取り出 

してで 耕 SS る 畑に ま 一尺八寸 乃至 二 尺^ 二 三寸 内外に 一粒.. つ、 f け、 

： ど 被 ひ.^ こて 其 上を應 し. 更に 乾燥 を 防せ ぐ 爲め藁 或は 刈 草 を 被 ひ 置く ベ し。 箱 3 の史藏 

よ^. 去の 外 、石油 箱 又は 四 斗 樽の 如きん のに ^ 砂と 共に 混合し. 翌春 播種の 期 節まで 貯 ふる も 

可； ク。 又氣 溫暧 にして 降雨の-少なき 處は 翌春 を 待た す. 十月 下旬 乃至 十 一 Bq^-O ^に 

前での 如く 直ちに 播種す る も 差 支な く， 種子 を 永く 土中に 埋没し S く 時 は 自然 外 殺 分割し， 發 

^つ， 二" むる に 至る ベ し。 若し 三月 頃に 至りて 尙ほ 分割せ ざる もの は 金槌 又は 鉈 等な 以て タ 

殻の 一 部 を 傷め、 播種す る を 可とす。 種子の 乾燥せ る もの を 其 儘 播種す る 時 は K 年内に 發芽 

せす^ 春に 至り 始めて 發芽を 催すべき もの 多ければ 成 可く 乾燥せ ざる 樣 多少のお 氣な附 り 

する が 如く 心掛 くる を耍す ；ト 

I ,1,1 コ,、 っ，ニ£1ズ1ー13ナ乃5さこ仲長するをぉ て、 密 生せ る 剖 分 

三 CT..^ こ 播種せ る もの は 四月 中 下句に 至れね 三に 七^ £1 

111五 一 
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^11 一節 嫁 接 法 2i 一 

は^. T: き， 發 芽 せ ざ る 部分に 補桢し て. 株 の 均一 を る ベ し。 五六 乃の ^七 八 —に^. おせる 

^に 人冀 尿の 如き 肥料 を 一 囘 施す^ は 秋 末に^れば 二三 尺に 仲 長し， 接 砧に供 す る を 〔i 6 に 

至る。 其 生育の 不良なる もの は 堀り 取 り、 他 に 移植して 更に 一 年 培養す ベ し。 

第一 一一 節 嫁 接 法 

家^法に よ 種々 ある も 普通 行 はる 、 は 切 接 法な り。 切 接 法 は^ *苹 ^と 異なる ことなき も：^ 

着 部 合 少なく 枝 術の 熟練 を 要する こと 大 なり。 到个苹 お の 如き は 揚接 接 何れ にても 可なる 

も、 桃 は 全然 居 接に あら ざれば 完全な 期し 難く， 前年の 春、 播種せ ろ^ 卞站 を^ 61 にして ほおす 

ベ く， 一 度 堀 上け たる も の、 又 は移糚 辻る もの は 接着 歩合^し く 劣れ り， 若 し 畑の 整理 上 一 部に 

おせざる を 得ざる 場合 は、 秋 f お 葉 後 直ちに 移植す ベ し。 

桃の 接 鬼 は 梨. 苹 ^と 異なり、 皮 薄く 乾燥し 易 き と， 發 芽 速やかなる もの なれば 槌の 採收 及び 貯 

藏に 注意す る こと 最も 緊要な り。 秘は嫁 接に 際し、^ S に 親木より 採收 すべし との 說 ある も 

槪 して 啄の發 育砧に 比し 進む ベ く、 秘 の 2： 容 5iS 動を始 むる も砧木 未だ^ 分の 吸收を 始めざる 

場合 は活着 困難なる が 如く 寧ろ 砧 木の^ 宵の 進み 居る 方お 利なる が 如し。 故に 接 秘は嫁 接 

二三 週間ぶ F に K り R り. 貯 ^し S く を 可とす。 然れ ども 貯藏の 方法 不^なる ゆ は 却て 發^ 

を 足 進せ しむる か， 然ら ざれば 乾洇 せし むる に 至る を以 て、 梨 に 於て 述 ベ たるが 如く ゆ^の 處 

を 選び， 乾燥せ ざる 樣又 水分の 供給 多き に 失せざる 樣心掛 くべ し。 

嫁^の 方， 去の 如き は^と 異ら ざる も. 更 に 一 ^丁寧なる を お す。 殊に 嫁 接 後 土な 彼 ふに お り 



(杏び 及 李 附） 桃 編 四^ 



て 成 可く 細 土 

S す ベ し。 若 

け れ ば， 均 一 に 

^かして 接 木 

旣に接 若して 

新芽 も 成 可く 

て與 ふる^ は 



を 被 ふべ く， 始 め 鍬に て 半ば 被 ひ， 更 に 手 を 以て 接 秘 

し 此際被 土 深き に 過ぎた る も の， 或 は 半ば^ 3 せる 

に 嫁 接の 際 接 德の頭 は 成 可 

三月 中旬 頃の 間 を 以て 最も 

側の 方より 次第に 被 土 を 除 

り 一 尺內 外に 仲 長せ る 人 

：§； 長す るに 至る ベ し。 



被 ふこと 必 要 なり。 故 

の wii は 二 月下 旬 よ り 

新芽 五六 寸に 至れ ば， 北 

除去す ベ く， 五 六月に 至 

秋季 迄に は 三尺 內 外に 



の 殆んど 兒へざ ふ稅 皮に 堙 

が 如き もの は活着 歩合 少な 

く 揃へ る 様に 心掛 くべ し。 

W とす o 

去 し， 同 畔に砧 より S でた る 

^^の 如き もの を 追肥と し 



第 四 節 芽 接 法 

芽 接 法なる もの は 嫁 接 法の 一 種なる 

の 必^ あろが 如し。 元來 桃の 如き 普 

に かも 接^ 歩合 多 く、 桃 の 繁殖 上. 頗 

李 .梅* 柑 橘 .柿* 栗 に 至る まで 殆んど 各 

今 芽 接 法の 利益と 切 接 法と 異 な る 點 

ふ を は. 例 令 -ぉ ^ せ ざ る も砧木 を 損 す 

なる 鴣合 にも 多 數 ^ 木に 接 芽す る 

フ： お 更に 切 接 を 行 ふこと を ？ぉ 四. 砧 

,3 離 ^ を "」ノ る こと な し。 五. 手 術 { 谷 ^ 



も， 手 術の 方法 及び 時期 

通 切 接に て 接着 困難な 

る 重 耍 なる もの な り。 

種類に 應 川せられ ざる 

を舉 ぐれば， 一、ー 度 手 

る こと な し。 二， 一 芽 づ 

を 得。 三、 一 1 手術 を 誤 

木との M 合せし く 風 北ハ 

に し て 短 S 閒 に て ：改 多 



を 異にす る を 以 て、 特 に區 別す る 

る もの も 此方 法 を 川 • ゆれ ば.ぉ お 

芽 接 法 は獨り 桃に 限 らす， 梨. 平^. 

はなく せパ 利と する 處 g る 多し. 

術 を 誤る も ^ 年. 2： に ，邀 返 し て 行 

、接^せし むる が お に 投 秘 少 数 

る も砧 木を袞 弱せ しむる 弪 なく- 

他の 障害物に 出り て拉合 部の 折 

の砧 木に 接合せ しむる を 得。 六， 



K- . e slafH i 二 五 HI 



D 各 ^^樹 果駿燹 



S 四 © 芽 接 法 三 五 四 

各種の 果樹 類に 應 ffl し 得る 等 普通 切 接に 比して 異なれる 主なる 點 なり。 

今 芽 接 法 を 行 ふに^り 豫め 注意すべき 點と 方法の 大耍を 略 述 す れ ば、 

一， 時期 桃. 梨. 苹果は 八月 中句より 九月 上旬 迄の 間に 行 はる 、 も， 菴 薇. 櫻. 梅 の 如き 初夏 早く， 

葉 液に 芽 を 生す る もの は 七月 中 下旬より 施行す る を はべ し。 元 來芽接 は 早春 樹液の 循環 作 

ffl の 盛んな らんと する 時よりも 却て 活動 期の 終りに 近づける 頃に 於て 行 ふ を 可とする が 如 

し。 生育の 旺盛 時代 は 樹液の 循環 過多なる 爲め接 芽は壓 出せられ 活着 不良なる も 活動 期の 

淅く 終らん とする 頃 は. 樹 液 は 專ら 内部の 充實に 致さ れ. 體 €： の 養分 も增加 し， 傷 面に 癒合 細胞 

の 生す るカ强 きを 以て 此 際に 行 ふ を 以て 最も 可と す るな り。 然れ ども 常綠樹 たろ 柑 橘の 如 

きもの 或 は 柿 • 栗 の 如き タ ン 一一 ン！ の 浸出 甚 しきもの は 他の 落葉 果樹と 其 生育 狀態を 異にする 

を 以て， 芽 接の^ 期 も 自ら 差 あり。 却て 秋季より 第 一 生長 朋の 休止 期， 卽 ち 五六 月顷に 於て す 

る 方 接着 步合 多き が 如き を以 て， 其 時期 は 種類の 特性に 鑑み 定 むる こと 必耍 なり。 槪 して 遲 

きに 失すれ は剝皮 困難に して 手術に 手數を 要する こと 多 く. 活 着 困難 なれば 早き に 失する よ 

り遲 きに 失せざる 樣 注意す る こと 肝耍 なり。 

二， 砧木 砧木は 一 年 以上 三 四 年 牛： の 若木 を 選ぶ を 可とす。 樹齢の 重ぬ るに 從ひ. 外皮 は硕 

化 し、 作 業 困難 に. 活 若 も 良好なら ざるな り。 故に 春季 實^ せる もの は 管理 宜しき を 得れ ば. 秋 

^に 至り 霞 徑三四 分に 達する に 至る を 以て 成 可く 之 を 川 ひ. 牛： 育の 不良なる もの は 更に 一 年 

培養し，^ なく も 二三 年 以內の もの を 選ぶ 如く 心掛 くべ し。 柿. 柑 其 他の 成長 緩漫 なる もの 

は 四 五 年生の もの を 選ぶ ベ く、 挿 木 .蹈 絛法 にて 繁殖せ る もの は 翌年に 於て 行 ふ を ^通と す。 



(杏び 及 李附） 桃 編 四 第 



而 して^ 接 を 行 ふに^り， 手術 一 二週間 前に 於て 砧 木の 上部 幾分 を 剪 去し 去る 時は砧 木の 成 

長 を 抑制して 内容の 充實を 圆 るに 利 盆 あり。 

=1、 接. 芽 掊芬 川の 芽 は 成 可く 當 春に 發牛； したる 枝捎 中の 勢力 强勢 にして 充實 せる もの を 

選 ぶ ベ く. 彼 の 徒 長 枝 及び 虛 弱なる 細 枝に 出で たる もの は 成 可く 避く る を 要す。 一 枝 梢 中に 

ありても 元 芽 及び 先 芽 は 共に 勢力 不充分なる か、 又 は 内容 充實 せざる を 以て 成 可く 避 け， 中 央 

部の 組锭 堅^に して 勢力の 强 盛なる もの を 選ぶべし。 

四、 施術 時間 芽 接 を 行 ふに は 時期 宜し き を れば 終日 之 を 行 ふべき も. 朝 夕 若く 

して 風な き 時 を 以て 最も £ しと 



第 

圆 



甲 ^fvr-WLJX^ 



乙 




乙 







芽 接 用 枝 

(ィ) は 皮 部に 

小刀^ 橫 に 入 

れ ォ ろ^。, 力 

(口) 削 取ろ 部 

芽な 削リ 取る 

狀 

U) 削り取れ 

ろ 跡 

( 二) 削リ 取ら 

ん とすろ 狀 

削 取れろ 狀憨 



にも 風の 

合 少なき 

質の 乾燥 

皮 困難な 

を 可とす- 

五、 手術 

上下 を 除 

し、 葉 面 を 

水 を 人れ 

に 至る ベ 



烈 ゆしき 時 は 蒸 發甚し 

傾き あり。 又 数日 晴天 

甚しき 時 は 樹液 自然に 

る を 以て 前日 中に 灌水 



は 曇： 太に 

す。 喑 天 

く， 接着 歩 

績 きて 土 

減少し 彔 

して S く 



U ほ も 



適當 なる 枝 棺を剪 去し 来り. 其 

ぞ き， 中 央 部の 芽 を 選び、 葉柄 を殘 

切り去 り. 乾 燥 を 防せ ぐ爲 め， 半 は 

たる 手桶 等に 挿入して 手術 場所 

し。 枝 梢より 芽 を 取る に は 第 百 

三 五 五 
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圆ニ 十五 百 第 
丙 乙 tp 




五十 

上部 

る な 

困難 



000 芽 接 法 

1 圆の 如く 芽 接 

より^く 外皮と 

り。 此際は 成 可 

なろ のみなら す. 



丁 



容易なる 處を選 ぶ ベ し。 其方 向よ 

先 づ^ 刀に て 水平に 撗に 肉質に 達 

,M つ て同樣 切目 を附 する こと 恰も 

S 通の 西洋 ナイフの 如き もの ffl 



HI 五六 

小刀 を 以て 芽の 上 一 分 五 M. 下 邠三四 分の 處に橫 に 切 偽を附 し、 切 偽の 稍- 

木質 部の 中間 一 部 木！^ を 附着す る 程度に 下部に 切り 下け て. 之 を 離脫す 

く 薄く 削る を 可とする も. B きに 失すれば 砧 木の 剝皮 部に 挿入す る こと 

^ ^ ^ 合 少なし。 又^きに 失 し. 木 質 部 を 多く 附着せ しむれば 活着を 誤 

る こと 多し。 故に 芽の 直下に 僅か 木質 部 を 

附着す る 程度 を 可とすべ く. 若 し 小刀に して 

叙^なら ざる か. 肉 質の 厚き もの は 乍 業が 不 

便に して 平滑 適度に 削る こと は闲 難な り o 

小刀 は必す 上部より 下部に 向けて 削るべく. 

若し 下方より する 時は往 々芽の 維管束 もせ ハ 

に 附隨し 去り， 接 芽の 中心に 孔を 牛； すべく 接 

^從 つて 困難なる に 至る を以 て， 成 可く 以上 

の點に 注意すべし。 砧木は 成 可く 地上 を 去 

る 二三 寸の處 を 選び， 而 かも 平滑に して 剝脫 

面 陽 向 部より 北面 日蔭の 部分 を 選ぶ を 可とす。 

切り目 を 入 れ. 次 に 切目の 中央より 縱に 下方 こ 

くにす。 然るに 後 芽 接 小刀の 一 箕に 附^す る 




乙 



丙 



丁 



砧 木に 丁字形 

に 小刀^ 入れ 

たろ 狀 

皮^ 左右に 開 

きたろ 狀 

芽 ^挿し 入れ 

たろ 狀 

ラ t ャ にて 結 

ベろ 狀 



り 云へば 十 S 

する 程度 - 

丁字形の 如 



ふる 時 は. 竹 其 他の 材料 を 以て 薄き 笼を 作る ベ し) を 以て 其 



(杏び 及 李 附） 桃^ 四^ 



縱 ^に 沿 ふて 樹皮 を 木^より 離して 左右に かしめ て， 後 前記の 接 芽の 蒸 柄 を^して お 皮邠 

の.！.： 方より ド 部に 滑り^す 樣に 柿 入す ベ し。 然して 能く 芽 を 固定せ しめ て. 皮 を 左.^ より 被 

ひ， 芽 の 上下 部に 於 て ラ フ * ャ. 藺. 薬 等 にて 綏 かに 縛す るな" (第 百 五十二 圆 參 照 r 緊縛の 度 は 多 

少 練 を 要する ものにし て. せ：： 程度 を^ら ざろ 樣心掛 く ベ し。 

以上 は^ 通行 はる 、 丁字形 芽 接 法と 稱 して 接 若 歩合 多 く， 最 も簡箪 なる 力 法な り。 お ほ此外 



新棺 誘引の 圆 (點線 は 枝斷 部) 



第 

五 

十 

一 一一 





に 其剝皮 法の 異なる により 十卞 形. 倒 丁 

ネ 形. 環 狀 形. 方 形. H 字形. 芽 接 等の 方法 あ 

る も， 前記 丁字形 方法 を 研究 すれば 强 

い て 是 等の 方法 を應 川す るの 必要 を！！ 

め ざ る な り o 

六、 接 芽 後の 管理 校 芽 し て 五 六 日 間 

乃至 ナ 日間 を 經て、 其 葉柄 を 指頭に て輕 

ぐ接獨 する 時 は^ 易に 離脱す るに 至る。 



是れ校 若の^ にして 斯 かる もの は 接 芽の 外皮 緊張し 二見 光澤 ありて 直ちに 接着 を 知ろ も^ 

柄 乾^ し. お 易に 脫 落せざる もの は 外皮 萎縮 し， 活 着せざる 證な り。 ^期尙 ほ 早ければ 更に 校 

換べを 行 ふべ し。 活若 充分 なれば 二 週 問 位 を 經 て 結 び 藁 を 切 斷 し， 發 育 を 充分なら し め， 翌 

迄 北、 儘 に爲 しおく ベ し。 翌春 二月 頃に 至り 接 芽 上 約 二-三寸 を殘 して 先 If を 切り去り， 砧 木に 

殘れ ろ^ は 凡て^り 去 り. 接 芽に 勢力 を渠 注せし む ベ し^:^ に 根 側より は 盛んに 發^ すべけ 

Hi IS 法 一一 一 五 七 
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ば 努めて 之 を 除去す ベ し。 斯の 如く すれば 次^に 接 芽 は 仲 長す るに 至る を 以て • 

^百 五十 三 圆 の 如く 砧 木に 誘引し て. 位 sa を 仲 直なら しめ + 

より 切斷し 去るべし。 斯の 如き 方法 を 行 は す， 春 季 直ち 

な き も， 時 に は 却て 接 芽の 發育を 害 し、 眞 直 な る 苗 を 得ざる 

を 可とす o 



,旣 に 一 . 尺內 外に 至 

接 芽の 上部より 切 

鯽ォれ ば 成 一 cf く 



れば接 

歐 する 

前 法 を 



藁 を 以 て 

芽の 上 郃 

も 差 支へ 

^用 する 



第 六 章 栽植法 (開園) 

桃 は 生育 迅速に して 枝 梢の 繁茂 著しく、 成 木に 達する 速 かな 

植 する を 可とす。 若し 山 林. 原 野の 如き 荒餱 地ん」 開墾す る揚 

を 取り 拂 い、 栽 桢後^ を 入れざる 樣 に心掛 くべ し 3 畑地の 廣 

差 ある ベ き も， 出 來 はれば^き 平地 を 可とす。 階^ 畑 等の 如 

實の 運搬に 際 し、 慯 み を 牛； する こと 多ければ 出入 便利なる 平 

可とす。 旣に 述べた るが 如く 土質の 如何に 關せ す， 排 水 は 成 

水 一： ：1 く， 排 水の 不- 化なる 處 は喑渠 若く は明渠 を 設 け、 排 水 の 設 

若く は 火 出 灰土の 如き 不適 常なる 土；^ は 砂. H * く は 砂^ を 



る を 以て 成 可く 旣墾の 

合 は栽桢 以前に 丁 寧 に 

狹 及び 形狀は 狀況 によ 

き は 管理 不便なる 上、 採 

地に して 而 かも 成き 畑 

可く 佳良なる を 欲する 

備を なすこと 必^な り- 

混 入 し， 客 土 を 行 ふ ^は 其效^ 著 



畑地に 戏 

雜 草根 株 

り 素より 

收サ- ろ^ 

を ぶ を 

E め、 地 下 

p_- 芣 ゴ 



し き も， 單 に 栽祯の 部分 僅かに 客土 を 行 ふが 如き は其效 * 火なら す。 ^に は 却て 害 を 及ぼす 
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こと あり。 ^ち 根 は 仲 長 著しく 二三 年に て 数 尺に 達 し. 客 i 以外に；！； 出 すべ く， 又 降雨に 際し 

雨水 は 客 上の 部分に 流れ込 み， 却 て 水分の 停滞 を 見る こと あり。 故に 客土 を 行 はんとせば 全 

^ 行 ふ か、 然 ら ざれば 條線 的に 排水溝に 通ぜ しむる 樣 に心掛 くる こと 必要な り。 

I , 栽植の 距離 栽^の 距離 はせ；、 土 質. 砧木. 整 枝 法 の 如何によ りて 定まる ベ き も， 桃 の 如き 盃 

狀整 枝に 限らる 、 ものに ありて は， 土 質の 如何によ りて 定 むる を 可とす。 砂土 若く は 礫. H の 

如き 疥^に して 乾燥し^ き 處は九 尺 乃至 一 丈 位の 距離に 栽植 すべ く， お に 接する 砂地に て 

は 六尺 四 方， 若 く は 九 尺 四方の 中 問に 更に 一 本を植 ゆるが 如く 著しく.^ 桢 する もの あり。 瘠 

^なる 土質 にても 施肥の 方法に C 自由に 仲 長せ しむべき を以 て. 九 尺 以下に 狭まむ る は 宜し 

からす" ^通の 壤十： 若く は 粘 質 壤土は 勿論、 砂土に ありても 其 質 細密なる 場合 は 二 問の 距離 

を 保た しむる こと 必要な り。 從來 桃の 栽培 地 は 何れも 砂礫 を 混 ぜ. る 瘠 薄なる 土質 を 選ばれ 

たる ^も战 植 距離 甚だ 狹く、 一 反歩 百 五十 本 二百 本位の 所^ら しからす。 爲に往 々密楨 の 弊 

に S い りおき 傾き ある を 以 て， 土 質に 應じ適 常の 距離 を 保た しむる こと 肝耍 なり。 

. 二， 栽植の 時期 栽桢の 時期 は 落葉 後 卽ち十 一 月 中旬 頃より S 春 三月 巾 下旬までの 間 何時 

にても 可なる も.^ 地に ありて は 成 可く 年 内、 遲 くも 二月 下旬まで 栽植 終る 如く 心掛 くべ し。 

然れ ども^ 北 地方^く は 北陸地方の 如き 降雪 甚しき ^地 は. 春 季 融雪 後 早々 栽桩 すべ く， 時 期 

早き に 失する が爲 め. 往 々寒害 を受 くる こと あり。 遠方より 苗木 を 取り寄せ たる もの は 時^ 

し き を ^ れ ば， 直 ちに 本 畑に 栽桢 すべ き も. 然 ら ざれば 一 時 假植し sa きて 適朋を 待つべし〕 

又 苗の 不. U なる もの 或は 運搬 中 著しく 損 偽 を 受けた る もの は. 直 ちに 本 畑に 定植す る ことな 
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く、 更 に 一 年假植 培養の 定植す る を 可とする なり。 

一一 一、 栽植の 方法 桃 苗 は 成 可く 一 年生の ものにして， 發育^ 好， 下部の 芽の 缺 損せざる もの な 

選ぶ ベ し。 ^に 結 實の速 かなる を 欲し， 三. 四^ 生の ものみ」 栽桢 せんと 欲する もの ある も. 是 等 

は樹 形の 不整なる のみなら す、 お 害の 憂 ありて 永 遠 策と して は 却て 不適 當 なり。 元來 生育の 

迅速なる もの なれば 家庭 娛樂 的に あらざる 限り は强 いて 大木 を植 ゆる 必要な く， I 二 年の サ3 

木み. 選ぶ を 可とす。 一 牧の 畑に 栽植 すべき もの は 成 可く 一 樣に發 育せ る 苗木 を 選 び， 其 不 良 

なる もの は 更に 一 ケ年 培養 を 試みべ く， 又 多數の 品種 を栽植 せんと 欲せば 亂雜に 混 種す る こ 

となく、 一 列^に 整然たる を 耍 す。 之 を栽植 する 際 し， 他 の 果樹 類と 同樣餘 り深祯 とならざる 

樣接 目の 些 しく 現 はる、 程度に 成 可く 淺く 栽植 すべし〕 殊に 土質 濕潤 にして 排水の 不. おな 

る 合， 又 は 矮生砧 木に 接 木した るが 如き 場合 は 一 & 注意 を 要すべき なり。 

苗木 栽植に 常り^ 肥 を 施すべき や 否や は 土質の 如何に 侬る ものにし て、 瘠 薄なる 砂土 *礫 土の 

如き 處 にして 冇機 物の 含有量 少なき 時 は 少量の 腐 熟せる 厩 肥 又は 大 豆粕. 人 糞尿の 如き もの 

を 施 し， 能 く 十一と 混和した る 後ち に栽植 する を 可とする も. 壤 十に 粘 質壤 十； の 如 き 稍-肥 沃 なる 處 

は敢て 施肥す るの 必要 を 認めざる なり。 
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第 七 章 結果の 習性 

桃 は 枝 梢の 發育 狀憨 により 發 育枝 • 結果 枝の 二種に 區別 すべ きも. 元来 花芽の 成 生 容易な ろ も 

のにし て. 梨. 苹 果の徒 長 枝に 相當 せる 勢力 旺盛なる もの も. 其 先端 若く は 分 枝せ る 二番 枝 こよ 

必す 花芽の 着 生 を 見. 之 を 放任し S けば 結實 する に 至るな り。 故に 發 育枝と 稱 する ものな く. 

全部 結 菜 枝の 如き 觀 ある も. 整 枝 上伸 長 を繼續 せし むべき もの， 或は 徒 長 枝 的に 孟烈に 伸 出し. 

他に 冇害作 川を與 ふら ものと 專 ら結實 作用 を 司 どる もの 、 二種に 區別 するな 可とする なり。 

結果 枝 は 其 生育 狀態 により 長果 枝. 短果枝 及び 花束 狀 結果 枝の 三種に 區別 せらる。 然れ ども 

S 个苹果 に 於け ろが 如く 其 問に 割然 たる 區別 あるな く、 只 便宜上 附 せろ 名 稱に きさるな り。 

元来 桃の 花芽なる もの は 新 梢上腋 芽の 分化せ る ものにし て、 多 く 七 八月の 候に 成せら 

^開花 結實 すべき ものな り。 故に-一度び 開花 結實 する に 至れば 爾後 再び 花芽の 形成 せらる 

る ことなく， 花芽 は 新 梢に 限らる 、なり。 而 して 花芽 着 生の 狀憨を 見る に 梨. 苹果其 他の もの 

と 趣き を 異にする 處多 く，^ H 平果 の 結 實枝は 其 頂 端必す 花芽た るべき も， 桃 は 之に 反して 葉芽 

たろ を 普通と す。 稀れ に 花芽の 着 牛； を 見る こと ある も必す 葉芽の 併^す る を 見るな り。 而 

して 胶芽は 箪 一 なる 花芽の 外褸 芽の 形成 せらる 、 こと 多 く， 複 芽に は 又 種々 の 形 能 3 ありて 一 

棻腋に 二 倔の 芽の 着 生せられ たる 榻合は 一 個 は 花芽なる も 他 は 葉芽な り、 其 三 個ず 生の 場合 

は 中央部 葉芽に して 左右 二 芽 は 花芽と なるな り。 稀れ に 二 芽 若く は 三 芽 共 花芽と なること 

第 七 章 U 果の ioMl 一一 一六 一 
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花束 状 結果 柱 

短 粱柱 

三寸 以内の も 

の 

長果 柱 

七 八寸の もの 

長果枝 

1 尺 以上の も 

の 

© 絃菜柱 

各 芽 は 一 見 花 

芽の く ゆ 

ろむ 開花 ^ す 

又 完全な ろ 葉 

芽に も あらす 



る も、 * 枝の 種類 卽ち 長果 枝短果 枝. 花束 狀結^ 枝の 如何 

枝の 特性に 就き 更に 說明を 加 へん。 

一 長果枝 枝 齢尙ほ 若く、 勢力 E 盛なる 主 枝 若く は 側 枝よ 

寸 以上の ものな り。 勢力 旺盛 

れ、 基部 三分 一 5： 外 は^ 芽の み 



よ り、 異 なる が 如き 



=1 六 二 

あ り， 又 時に 四 芽 

の 着 生 を 見る こ 

と あり。 此揚合 

に は 中央部の 一 

芽 は 葉芽に して 

周圍 ^側の 三 芽 

は 花芽た る を 普 

通と す。 以上の 

單芽 及び 祓 芽の 

着 生 狀態は 桃の 

品種に より 異な 

るべき は 勿 論 な 

を 以て 是等 結果 



り發 生す る ものにし て. 長 さ 七 八 

過 ざた る もの は發 育枝の 形質 を 倫へ， 花芽の：^ 牛； 先端に 限ら 

して 先端 花芽と な る も. 多 くは眾 芽に して 開花 灶？ 寶 する 時に 



落 栗の 憂 ひ あ る の み な ら す. 剪 定 ヒ 自 然 長 捎に失 する 嫌 ひ あり。 然れ ども 一 R 內外 こ； W 長し 
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五 

五 ： 



T 广 



甲 



弱の 侧 枝より 出で.； i る 長果枝 は， 花芽の 着 

を附 す， つの み. 他 は殆 んど椠 芽の み な り。 

前年 結 菜せ る 枝 梢の 先 11, 而 かも 下垂せ る 

完全の もの な り。 

二、 短果枝 此枝は 普通 長さ 五六 寸內外 

端. 若 く は 基部より 發生 せる ものに t て， 主 

ら ざれ ば， 老 衰 せろ 部分より：^ する ものな 

の み. 他 は 全部 眾芽 にして 褸芽を 着く る こ 

る もの は， 基部 二三の 荬 芽と 中央 一 二の 褸 

安全な ろ 結^ 枝に して、 本年 結 實 す る の み 

し き を 禅 れば 結采 枝の 死減缺 拐す るが 如 

の はや： 胶芽 凡て 花芽. U る 犟 芽にし てぽ に 

第 七 s B まの SP 性 



中 麝 の發 育を遂 けたる もの は， 基 部 三 

みの 四 葉芽の みなる も， 武他は 二 若く は 一二 

軍 芽 個の 複芽 にして. 先端に 近き 部分に 於 

(一 1 ま 

UI^ 一一 一芽 一 て 僅かに 單芽 となり， &に 葉芽の 混在 

0^ を 見 る も 最も 結 實し易 く. 桃 哉 培 上 重 

雾柱 

なる ものな り。 之に 反して 勢力 璐 

生 極めて 不. diii して， 先端に 近き 部分に 二三の^ 芽 

是等 は營 養の 不充分なる 場合に 起こる 現象に して， 

ものより 伸 出せる ものにして 結實 歩合 も 少な く： 不 



に 伸長せ る ものにし て， 多 く 側 枝 中咋年 結果せ る 先 

枝より 直接 仲 出す る もの は 下部 勢力 微弱の 部に あ 

り。 長果 枝に 比し 細く して 短 く、 顶 端 葉芽 を する 

と 少なし。 然れ ども 長果 枝に 近き 六 七寸に 伸長せ 

芽 を 見る こと あり。 斯の 如き もの は 長 栗 枝と 同 は 

ならす. 次年の 桔栗枝 も 成 生 せらるべし。 せ、 管理 宜 

きこと なし。 之に 反し 二 三寸の 仲 長に 止まれる も 

頂 芽 も 花芽た る？！ 合 あり。 斯の 如き 枝 は 開花 iiW 

一一； 六 三 
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すれば 大柢 死滅 缺^ し、 再 び 結果 枝の 伸 出 を 見る こと 能 はざる なり。 其、 剪定に 當り K 端 若く 

は 基部に 菜 芽の 存 する や 否や を檢 し. 適 當 なる 處置を 取る こと 必要な り。 

ョ、 花束 狀 結果 枝 此結粟 枝 は 平 果の 最短 果 枝に 相當 せる ものにして 老衰に 近づける 

枝 若 くは^^なる 土質に 栽培 し， 而 かも 養分の 供給 不充分なる 處 に生冇 せる 枝拊 上に 現 は 

る ものな り。 ーケ 年の 仲 長 一 ォ內 外に 止ま りお 問 短 く.^ 芽た る 花芽が 相 接して 着 生 し. 頂 芽 

のみ 葉芽 を備 ふるもの なり。 一枝の 花芽 四 五 個に 止ま り、^ 菜 芽^ 接する を以 て. 花 束の 如き 

觀を呈 する ものな り。 ^に 二三の 短 栗 枝 相 接し. 大 なる 花束 狀を 形成す る こと あり。 斯の如 

き 枝は溉 して 結實不 良. 完 全な ろ 良果を 得る こと 能 はす、 一度び 結實 すれば 大抵 死滅すべき も- 

元 來結實 が 少 な く， 中 途 にて 落果 する もの 多 けれ ば， 其 頂 芽た る 葉芽 は 伸長 を攛續 し， 前 年同樣 

1 寸內 外に 止まり W び 花束 狀を呈 するな り。 故に 斯の 如き 枝 は^に 剪定 摘果に 注意し， 缺損 

死滅せ ざる 檨努 力せば 普通の 果 枝と 同 樣年々 結實 せし むる を^る ものな り。 

以上 述べた る 結果 枝の 外に 僞栗 枝なる もの あ り， 長 果枝 • 短 栗 枝に 類似せ る ものにして 一 見完 

全なる * 枝の 如き も 其 腋芽は 全部 葉芽なる か. 或 は 葉芽に も あらす 花芽に も あ ら す。 花芽の 

如く 見 ゆる も 開花す る ことな く. 又 槳 芽の 如く 發芽 伸長す るの 作用 も 有せざる もの あり。 是 

れ 花芽 形成の 時期 後れた る か， 或 は 樹腋の 循環に 障害 を受 け、 花 芽と なる に 至 らざる ものなら 

んリ 【ァ ム ス テ ンジ ュ— ン」 其 他 二三 種に 多く 見る 處 なり。 

附 李 及び 杏の 習性 
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李の 結果 枝 も長果 枝. 短果 枝. 

上に 及ぶ もの ある も， 花 芽 の 

なり、 桃と 反 對の狀 態 を 示 すへ 

る 枝に も 生じ 易 く， 而 か も 其 

長 果 枝に 现れ たる 花芽 は 結 

能 ざ る な り. 故 に 結實上 何等 

李の 結 菜 枝 

r 



花束 枝 (最短 粜枝) の 三種に 區別 せらる ベ く. 長果 枝に ル^ さ ！ 尺以 

着 生 は 下部の 腋 芽に 現 はる 、 こと 多く. 先端に 至る に從ひ 葉芽と 

" 短 * 枝 及び 短 果枝群 は 勢力 微弱の 枝 梢に 限らす 

結實狀 態 は 最 も 安全 に，專 ら是 等の 短果 枝に よりて 

實 力に 乏しく， 落花と 21 時に 萎 凋^ 落して 殆んど 結 

價値 なきもの なり。 李 は 其 頂 芽 桃と 同樣 葉芽なる 

な る 葉 




乙 



：内 



& 花束 状結粜 枝 

(最も 結 架し 

易き もの) 

乙 短 果枝群 

(結果し 易き 

もの) 

丙 長 栗 枝 

(結果の 困難 

なる もの) 
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極めて 旺盛な 

營 ま れる ベく， 

實を る 二と 

も， 腋芽 は^ 一 

芽に あら ざれ 

ば 必す複 芽に し て. 單 

1 なる 花芽の み 附着 

す るが 如き こと も.^ 

なし。 複 芽に ありて 

も 多く は 双 芽 以上に 

して" 三 芽 若く は 四 芽 

よりなる を 普 通と す。 

然して 其 中央部 は 桃 

の 如く 葉芽に して、 ま 

年 伸長して 更に 果枝 

の 形成 を 司 どる もの 

1 二 六 五 



論 各 藝園樹 果驗燹 



なり。 

枝と な 

す， 數年 

普通 と 

異なり 

形成せ 

ん と；^ 

に區別 

する の 

の 如く 

す 一 個 



： 第 <3 整お u 一！： 六 六 

斯 くの 如き ものより 出で たる 結果 枝 は 極めて 矮小なる ものにし て. 花 束 枝卽ら 最短 果 

るな り。 斯の 如く 最短 染 枝の 年 々伸 出 すれば 梨の 如く 結果 枝 群と なる も， 長 期に 絕べ 

を 經れば 次第に 衰弱 絕 減す るに 至る。 李 は 一花 芽 中に ニ脑 乃至 三 個の 花を藏 する を 

する が 如 き も、 畔 に尙ほ 以上の 花 を 開く こと あり。 李 は 核果 類なる も 桃と 習性 著しく 

• 却て樱 桃に 類似せ る點 多し。 又 枝 梢 上の 腋芽潜 芽の 萠發 カ强 きを 以て， 縱令短 * 枝の 

られて 多数^ * する も. 桃 の 如く 果 枝の 缺损 する こと 少なき 特點 あり。 杏 は 其 習性 殆 

と 同一に し て. お 花芽 は 新 梢の 葉腋に 形成 せらる 、 ものにし て， 長 果枝 • 短 果 枝. 花 朿枝等 

せら るれ ども 桃に 比し て、 笳 間 著しく 短縮 し. 枝 梢槪 して 矮小な り。 又腋 芽も單 ^に 生 

外， 三 乃至 四の 褸芽を 生す る こと 多し。 而 して 是等祓 芽の 中央 は 必す第 芽なる こと 桃 

な る も、 桃 は 芽の 數に應 じ 二 枚 若く は 三枚の 葉 を 牛； する。 杏 は 其 芽の 多少に 係らす 必 

の 粱の腋 上に 生す るが 如 く， 多 少 異なれる 習性 を 有するな り。 



第 八 章 整 枝 法 (盃狀 形； 



桃の 整 

.七 と 目 

盃狀整 



枝 法と して 今日 採用せられ つ 、 ある もの は盃狀 (vase) 整 枝な り。 梨. 苹枭の 如き は 其 風 

的に より 種々 の 整 枝^ 應川 せらろ ベ き も、 桃 は 風土の 如 何， 目 的の 何たる を 問 はす 必す 

枝の 採用 せらるな り。 其理 巾に は 種々 あるべ きも， 一 ニニの 主なる 點を舉 ぐれ ば、 各 枝 の 
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均 一 を 保持せ し め， 朵 實の發 育 を 一 樣 ならしむ る爲 め. 結 果 部の 上 お を 防ぎ き 理 をお^ な ら し 

め.； W ^を^ 略す る 等 盃狀整 枝 法 を 除きて 殆んど 他に 求む る こと 能 はざる なり。 今 此方 法に 

就いて 大要 を述 ぶる に 苗木 は 成 可く 一 ハ牛 生に して 芽の 缺 損せざる 強健なる もの を 選ぶべく • 

其 栽桢 に^り 二 問 若く は 九 尺の 距離に せ、 土質に 應 じて 成 可く 淺く 栽桢 すべ く， 砂土. 櫟 i にし 

て 土質の 著しく 磽确 なる 場合 は 堆肥 若く は 其 他の 肥料 を 施して 栽 樅す ベ し J 裁植と 同時に 

^ 木 は必す 一 尺 五六 寸內 外にて 先端 を り 去る ベ く， 然 ろ 時 は 春季 四 五月の 頃に 至れば 先蹦 

四 五 芽より 新 梢の 發生を 見るべし。 其內の 勢力 旺盛なる もの 三 枝を殘 して 他 は 二三 葉を殘 

し て 剪 定 し 去る が {且 し く. 七 八月の 頃に 至り 三 枝 は 四十 五 度の 角度 を 保た し め， 什 又は 繩を以 

て 開 張 誘引す ベ し。 此際三 主 枝の 發育を 均等なら しむる こと 極めて 必要に して. 苦し 一 枝の 

發育 不良なる 51 合 は 成 可く 眞 直の 位お を 保た しめ， 勢力 旺盛の 二 枝 は 夏季 先端 を 摘 除し， 廣き 

角度に 開 張す る こと 必耍 なり。 冬季 一， 二月の 頃に 至りて 一二 本の 主 枝 は 枝 梢の 强弱 によりて 




多少 斟酌すべき も 通例 一 尺. 2： 外に 短 

切す ベ く、 然 かる 時 は 卷季各 主 枝より 

三 四 芽 仲 長すべし。 內兩 側より 出で 

たる ものにして 均 一 に發 育せ る もの 

二 枝 を 選びて 仲 長せ しめ， 他 は S 季六 

七月の 頃 七 八寸を S きて 先端 を 摘 除 

す ベ し。 冬季に 至れば 六本の 主 枝 を 



德< 章 s»s 法 一一 一六お 
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形成す 

は 春季 

し め > 他 

枝 を 

體形 

す る 



Ki 狀整枝 六 年 目の 狀況 



-8 八窈 整 技法 S 六 八 

るに 至るべく * 1 三月の 候是 れ 「を 一 尺 乃至 一 尺 K. 寸內 外に 剪定し 去るべし。 然 かる^ 

に 至れば 前年 同 樣同主 枝より 三 四の 枝梢發 生す ベ し。 其 内 二 枝 を 主 枝と して 伸長せ 

は 夏季 摘 斷を行 ふこと 前年の 如くに すべし。 本年に 至れば 主 枝の 下方に 一 二の 結果 

じて， 二三 果實の 採收を 見る ベ く， 栽 桢四年 目に 至れば 十二 本の 主 枝 を 牛； じ， 始 めて 基本 

形成 を 見 る" に 至 る ベ し。 是ま では 成 可く 側 芽に 剪 立すべき も， 是 れ より は 主 枝 を 分岐 

必要な きを 以 て、 必 す 外 芽の 處 にて 剪定すべし。 各 主 枝 は 伸長 を繼績 せし むる と 同時 

に 健全なる 長果 枝の 發： in を 望む を 

以て. 主 枝 は ^年 一 尺 五寸. 2： 外に 短 

切すべく、 土質が 若し 肥沃に して 表 

土の 深 かき 處は 一 年 四 五 尺に 伸長 

し. 整 枝 上 著しく 不便 を感 する を以 

て、 剪 定に 注意す る 外 移植 を 行 ひ， 之 

が 抑制 を 圆るを 必要と す。 常に 枝 

梢は眞 直に 發生 する 傾き あれば 勉 

め て 之 を 外方に 向 はしむ ると 同時 

に- 3： 部に 向つ て發 生せ る もの は 之 

を 除去 し. 内 部 は， おに 空虚たら しめ， 

結果 部 は周緣 にの み^する 如く、 む 
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褂 くる^ は 完全なる 盃狀 形と なるな り。 斯の 如く 主 枝 を 外方に 斜 行せ しむる 時 は 次第に 兩 

枝の 問隔遠 ざ かる を 以て. 再び 分 枝せ しむる を 可とす。 卽ち各 主 枝の 間隔 は^に 一 尺. 五寸內 

外 を 保持す るが 如く 心掛 くべ し。 又栽桢 八九^に 至れば 兩樹の 枝 梢 ffl 接 し. 交 叉す るに 至る 

を n て、 爾 後 主 枝の 先端 は s 芽に て 切り. 主 枝 を 上向す るが 如くな すべ し。 土^ 瘠^なる 處は 

战^ 十 午 内 外に 至れば 生長 力 著しく 袞へ、 樹冠 は^に 同 一 ケ處に 維持 せらるべき も. 肥 沃の虚 

にあり て^ ほ 盛んに ：！： お を繼續 し， 樹冠は 次笫に 上界す ベ きを 以て. 剪定に 注 怠し. 或る 一 定の 

^さ. S も 地 h 八 九 尺 以上に 仲 出せし めざる 樣心掛 くろこと 必要な り。 

附ー、 李の 整 枝 法 李 は 桃の 如く 盃狀整 枝と しても 可なる も、 腋芽隱 芽の 發生自 .H にして あ 

枝の 缺 H する ことな く. 且 っ短果 枝の 發生 容易なる を 以て 自然 形に 近き 立 木 仕 立 价も苹 * の 

如くす る も 可な る も. 土 質 肥沃なる 場合 は 樹齢の 若き 問 は I! 花す る も 結實の 歩合 少なき 缺點 

ある を 以て. 桃の 盃狀 形の 如く^ 立つ る も 主 枝の 數を 多く し.： K 長さ を も 長く 剪定 し， 樹 を 中 心 

として ra: 隅に 支 ^を^ て、 竹 をお す， る も 桁 廻りの みに して 怆も 梨の 改 S 棚 化 立法の 如 く、 簡 

なる 棚狀の もの を 設 け、 之 に 主 枝の 先端 を 配 ^誘引す る 時 は 樹勢を 抑制す る こと 多き を 以て. 

短果 枝の 發生 一 良. 從 つて 結資 歩合 多 く、 剪 定竝 に病蟲 害の 驅除豫 防より 採收に 至る まで. 

现 便なる を以 て. 成 可く 此整枝 法 を 採用す る を 可とする なり。 

附 一一，. 5 の 整 枝 法 杏 は 不定 芽 隠 芽の 發達 桃に 比して 良好なる が 如き も 生育 槪し て綏^ に 

し て. 成 長 力 盛ん な ら す. 剪 定烈 ゆしき 時 は 樹膠を 牛； じ， 人 ェ的 各種の 仕 立法に 適せざる が 如し。 

故に.！ = S 形に 近き 立 木造り として 適 { 且枝を 配^す る を 以て 可とする が 如 し。 

第 八な 整扛法 ；；： 六 九 
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第 九 章 ffisa s^-o 

第 九 章 剪定 法 

第一 節 主 枝の 剪定 

桃の 主 枝 は 基本 態 形 を 造る 間 は 勿論， 延長 期間に 於ても 冬季 剪定に 際し， 一 尺 乃至 一 尺 五寸の 

長さに 外 芽 を 選み て 剪定すべき ものにし て， 此 際 長き に 失せん か、 結 果枝 たるべき 側 枝の 發生 

不良に し て， 先 端に 近き 部分に 僅か 生す るの みなれ ば， 長 くも 一 尺 五寸內 外に 止る を 可とす。 

斯の 如く 剪定せ る もの は 春季 四月 中旬に 至れば 先端より 新たなる 萠枝を 牛； じ. 主 枝と して 延 

長す るに 至る。 其 下方より は 翌年の 結果 枝と なるべき 側 枝の 發生を 見る に 至るべし。 樹勢 

中庸に して 各 枝の 發育亦 中等 なれば 夏季に 至る ま で、 其 儘 放任すべき も、 多 くの 裼合は 種々 の 

狀 您に變 化し、 發 育に 著しく 等差 を 生す るに 至る を以 て. 冬 季を 待た す 夏季に 於て 相 當の手 入 

を す の 必 耍 あ り。 

I 、 夏季 剪定 主 枝 上に 現れた る枝棺 にして 勢力 旺勢. 徒 長 枝 的なる もの は. 勿論、 豫定の 位 

g よ り、 延 長 主 枝の 發生を 見る こと 能ざる 場合 は 夏季 剪定 を 行 ふて 之 を 調節す る こと 必要な 

り。 夏季 剪定の 第一 囘は 五月 下旬 を 以て 適 期と する が 如し。 卽ち 冬季に 於て 外 芽に 剪定す 

る もの も 外界の 支障に より 發生を 見ざる こと あ り， 此 際顶 芽に 近く 成 可く 同 方向に 向きた る 

萠芽の 處に 於て 切 詰め. 主 枝の 方向 を 誤らざる 樣 にす ベ し。 次に 土質 豐饒 にして 表土 深く、 而 
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E1 九十 五 百 第 



a 期 剪定の 一 例 




(ィ) なろ 部に 於 

て 剪定し、 

(口) なろ 副 柱な 

以て 之に 代 

らしむ 



り 垔季 中に 數囘其 先端 を 摘む もの ある も， 二 

て 之 を 短 切 し、 出 し 直しの 方法 を 採る を 以て 

何をト 知す る こと 容易 なれ ば、 其 新捎 にして 

する 徵候 ある もの は 基部 三 四寸內 外に、 副捎 

代らし むる を 可とす。 桃 は 新棺の 勢力 頗る 

し、 之 を切斷 する も 再び 仲 出す るの 氣 力なく" 

延長せ しむる こと 能ざる を以 て， 此 作業 は必す 五月 下 旬. 遲 



かも 樹齢 若 かき 時代 は 頂 芽より 

伸 出せる 新捎は 勢力 旺盛に 過ぎ 

て 徒 長 枝 的と な り， 之 を 放任し S 

けば 四 五 尺に 達する に 至る。 之 

が 爲め其 下方より 伸長す る 側 枝 

は 充分なる 發 育伸 長を遂 ぐる こ 

と 能 はざる に 至る を以 て. 斯 の 如 

き 旺盛なる 枝 は k 生長 を 抑制す 

るの 必要 を認 むるな り。 人に よ 

番 枝の 成 生を扶 け • 却 て 樹勢を 亂す憂 ひ あるな 以 

可とす。 卽ち 五月 中 下旬に 至れば 新 梢の 勢力 如 

旣に 一 尺 五六 寸 以上に： t び て， 强 烈に 伸長 せんと 

の存 する あれば 此 部より 剪定 し. 副 梢 を 以て 之に 

旺盛なる も" 六 月 中 下旬に 至れば 勢力 著しく 減退 

强 勢なる 枝 捎と雖 も 六 七寸に 止ま り、 主 枝と して 

も 六月 £ 六日 頃までに 終る 如く 



心掛 くべ し。 又 頂 芽に 次ぐ 一二の 側 枝 も 勢力 旺盛に 過ぐ る もの は 此方 法 を 採る を 可とす。 

S 季 剪定の 第二 囘は專 ら充實 健全 を圆 かろ 爲 にし て， 其 時期 は 七月 上旬より 八月 上旬までの 

第九阜 s 定法 三 七 一 



第 一 S 主 枝の 定 =ー 七 二 



に樹 勢に 應 じて 適宜 施行す る ものな り。 

の 方法 を 採ら す、 其 儘 仲 長せ しむる も 六 七月 

此 二番 枝 を 自由に 放任 せんか、 主 枝 下部の 勢 

枝 力 成 牛； を 阻害し、 樹姿 を亂 す。 其 結 某 徒 長 

徒ら なる 仲 長 を 防せ ぐ こと 必耍 なり。 主 枝 

側 枝と して 保存す るの 必耍 を認 むる 鍚合ぁ 

ざる 樣心掛 くべ し。 冬季に 剪定すべき もの 

ベ きもの は 稍 < 長く、 二 尺 内 外に 摘斷 する を 可 

旬に 至りて 二 ^枝と 共に 摘 梢すべき も 、時 期 

長 著しき も. 副 拊と 更新す るの 必耍を 認め ざ 

ひ， 七 月 中 下旬に 更に 一 囘行 ふの 必要 あり。 

なれば 結 栗 枝と な り， 勢 力 旺盛に 過 ぐれば 發 

伸長 を繼績 すべき もの は 六月 下旬に 一 囘， 然 

尺 三四寸 內 外に 剪定す る を 可とす。 

二、 冬季 剪定 夏季に 於て 以上の 如く 剪定 

き狀憨 となるべし。 主 枝 延長 枝より 生ぜる 

此 部分より 生ぜる 二番 枝 は 基部に 於て 切斷 

を 殘すも 完全なる 果實の 結果 を 見る 能 は ざ 



主 枝の 延長 枝た る もの 勢力 中等なる もの は 前記 

頃より 二番 枝 卽ち副 梢の 伸 出 を 見る に 至る ベ し、 

力 を 奪 ひ， 旣 成 側 枝に 於け る果實 の發育 及び 更新 

枝の 發 生と 同樣 なる ベ きを 以 て. 適 ^に 摘心して 

の 發育狀 態に より 二番 枝 も 其 下部 一 二の もの は 

るな り o 斯の 如き もの は 摘心に 當り 長さ を 誤ら 

は 三 四 葉 を 置き 摘心すべき も. 側 枝と して 保存す 

とす。 主 枝の 先端 も 勢力 旺盛なる もの は 七月 下 

早き に 失せざる 樣 にすべし。 勢力 旺盛に して 伸 

る もの は， 六 月 中 下旬に 至りて 笫ー 囘の垴 心 を 行 

主 枝 延長 枝の 下部より 出で たる 惻枝 は發育 中等 

育枝と なる。 是等も 一尺 五六 寸 以上に 達 し. 尙 ほ 

ら ざれば 七月 中 下旬に 一 囘、 先端 三分の 一 卽ち 一 

に 注意せ ぱ、 落 葉 後に 於て 第 百 六十 圆に 示す が 如 

もの は 前年 同樣 一 尺 乃至 一 尺 五寸內 外に 剪 定し， 

し 去る を 可とす。 二番 枝の 多く は緣 弱に して 之 

る も 時に 健 實に發 育 し. 多 數 花芽の 着 生 を 見る こ 
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甲 主 枝 冬期 剪定 前の 状况 

乙 剪定 後の 狀汉 




(ィ)キ：柱 

(5ニ番柱0!1柱) 

(ハ) 第一 同 S 期 剪 

定 せろ 處 

(二) 冬期 剪定す ベ 

(ホ) 一 昨年 成 生の 

部 



と あり。 素人 栽培 家 は 成 可く 之な 

^^せんこと を努む る もの あるむ 

下部 側 枝の 發宵 普通なら ば^ 部よ 

り 切り去り. 本年 仲 出の 主 枝に は 成 

可く 結果せ しめざる を 可とす。 お 

し 下部の 側 枝の 發育 不良なる^ A" 

は. 本年 仲 出の 主 枝屮お 下部に 位し， 

健^に 發宵 せる もの 一 二 本 は W 枝 

として 保お する 必耍 あり。 二番 枝 

よも^ 芽の 炔 くこと あれば 冬季 掷定に S り、 I 一 一寸 を 隔てた る 紫 芽の 部に 於て 搏定す 

べし。 然ら ざれ-は 發芽 する ことなく， 其儘枯 損して. 再び 該 部より 一朋 芽し 能 はざる に 至る 延 

長 枝の 下部より 仲 出せる もの は發 中等 なれば 花芽 を卷 生して 結^ 枝と なる ベ きも. 勢力 旺 

盛-一過ぎ たる もの、 或は 時期 遲く仲 出せる もの、 如き は 花芽の 着 生せ ざろ 場合 あり， 斯の 如き 

時 は 二 三寸 ニ芽內 外にて 剪定し. 新 梢の 發生を 良好なら しむる 必要 あり。 K 結果 枝の 如き U 

次に 一： 小す 側 枝に 對 する 作業 を參照 せらるべし。 

第一 一節 側 枝の 剪定 

^化 一 せらが 如く 主 枝 延長 枝の 下部より 种 出せる 枝 梢 は^ 年 伸 出の 主 枝 及び 其 側 枝より 更に 
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第二 節 劁 枝の 剪定 

仲 出す ると を 問 は す、 皆 是れ側 枝に して 其 

る を 得。 又^ 剪定 も 形態 性質 を 異にする 枝 梢の 種類に 

からさるな り。 

第一 項 發 育枝の 剪定 

發 育枝 或は 葉 枝と も 云 ひ， 全く 花芽の 着 生 

り。 或は 發育 不良 颇る 繊弱なる もの ある 

旺盛なる も 夏季 生育 中に 摘心 屈曲 等 を 施 

勢力 中等な ろ 枝棺の 剪定 

； 甲. 



三 七 四 



仲 出の 狀態 によりて 發 育枝 • 結果 枝の 二種に 區 別す 

應 じて 適宜 方法 を 異ならし めざるべ 



を 見ざる 枝な 

も， 多 く は 旺盛 

し，^ 度の 仲 長 



を 




甲 冬期^ 定 



乙 la 期 剪定 



果枝 

り 自 

と な 

必 す 

は 二 

端の 

季に 

る ベ 

のみ 

不完全 

あめ。 



U 時に 徒 長 枝 的に 伸 出す る こと あ 

過ぐ る ものな り。 元 來桃は 其 勢力 

防せ ぎて 之 を 抑制す る 時 は 大抵 長 

なるべき も. 夏 季に 於け る 作業 を 忘 

放任せ る もの は 前記の 如く 發 育枝 

に 至る。 斯の 如き 者 は 冬季に 於て 

三 芽を殘 して 剪定すべし。 然る 時 

共に 發育 する も 二番目の もの は 頂 

のよりも 著しく 劣る もの なれ ば、 S 

て適當 に處理 すれば 大抵 栗 枝と な 

も、 時に 二 枝 北 ハ其發 育 旺盛 依然 葉芽 

るか、 或は 枝 稍の 先端 僅かに 一 二の 

なる 花芽 を冇 する に 過ぎざる 镌合 

斯の 如き もの は 再び 短 切して 出し 



び 及 李附） 抹 編 四^ 



直し 

を 可 

爱に 

出 せ 

る o 

度に 

二 三 



第 

百 



二 



を 行 ふ も.^ ほ果 枝と なろ 見込みな き ゆ は 短 切す るよ り 稍.. 長 く E 六 芽 を 幾して 剪定す る 

とす。 然る 時 は 三 芽 若く は 四芽發 牛； する に 至る も. 先端 二 枝 は 勢力 旺盛に 仲 長し， 養分 は 

集注す る を 以て 六月 屮 下旬に 於て 此 先端 二 枝 を 剪定す るに あり。 然る はは 下部より 仲 



る 一 枝 或は 二 枝 は 以前の 如く 勢力 を逞 ふす る こ 

更に S 季 適宜に 先端 摘心 を 行へば 大抵 長 某 枝と 

過ぐ る もの は 主 枝 剪定の 部に 述べた るが 如く 新 

寸を殘 して 剪定 し. 出 し 直しの 方法 を 行 ふ も 可な 

S 力 力 旺盛た る 柱 槍の 剪 定 



甲 冬期 剪定 

乙 夏期 剪定 

(ゼ もめ,. -れ 

ひたる 圆) 




と 能 はすして 屮等 の發 W を遂 ぐるに 至 

なる に 至る ベ し (第 百 六十 二 圆 r 又 仲 長 

梢 を 五月 下旬 乃至 六月 上旬の 候に 於て 

る も. 多 少 手数 を耍 すれば 前記の 方法の 

最も 完全 確實 なる を覺 ゆるな り。 

S 季に 於け る 作業 は 主 枝 剪定の 部に 

於て 述べた るが 如 く， 出 しまし 等の 揚 

合 は 成 可く 早く 五月 下旬 乃至 六月 上 

^迄に 行 ひ， 第 百 六十 ニ圆の 如く 切り 

詰め を 行 ふ もの は 六月 屮 下旬 迄に 行 

ひ眾に 先端の 摘心 を 行 ふ もの は 七月 

中 下旬の 頃に 於て 行 ふ 可とする なり。 

桃 は 梨 及び 葡萄の 如く 夏季 數囘の 摘 

心 を 行 ふの 必耍 なく、 一 囘 若く はニ囘 

にて 足るな り。 元來 桃の 花芽 は 七月 

II！ 七 £ 
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下旬より^ くも 八 月 上旬までに 分化 せら るれ ば、 夫 れ まで 枝 梢 内に 養分の 集積 を 圆 ら ざれば 

花芽の 形成 困難なる なり。 故に 時^ 遐 くれて 短 切 すれば 八 九月に 至る も尙ほ 數寸の 生長に 

止 ま り. 却 て 二 # 枝の 發生 盛んなら しむる が 如き も. 充 實 せざる を 以て 完全なる 花芽の 成 生 を 

見る こと 能 は す， 葉 枝 又は 僞果 枝に 終る ベければ 摘心 殊に 短 切の 裼合は 時期の 遲れ. ざる 樣に 

心掛 くべ し。 

第一 一項 結果 枝の 剪定 

結果 枝 は長果 枝. 短采枝 及び 花束 狀果 枝の 三種に 區別 せらる 、こと 旣に 述べた る處 なり。 長 

果枝 は果枝 最も 主耍 なる もの なれば 先づ此 剪定に 就いて 詳述 せん。 

一、 長果 枝の 剪定 結果の 習性に 於て 述べた るが 如く、 長 果枝は 七八寸 以上 一尺 五六 寸に伸 

長し、 基部に 二三 時に 先端に 近き 部に 僅かに 葉芽の 混在す るの み。 他 は 殆んど 花芽に て 其 七 

八 寸の仲 長に 止まろ もの は， 殊 に 安全 確實 なる 果枝 なり。 是 等の 果枝を 剪定す るに 當り 考慮 

す ベ き は、 結 貲に 主き を 置くべき は 勿論なる も、 翌 年の 結果 枝の 成 生 卽ち成 可く 基部の 葉芽 を 

して 發^ せし むる こと も 極めて ® 要なる ことなり。 屢々 述べ たるが 如く 桃の 花芽 は 新 梢に 

のみ 成 生 せら れ、 満 一 年 を經過 すれば 花 を 見る こと 能 は ざれ ば、 剪 定に當 り 果枝は 主 枝 を 遠 ざ 

か ら ざ 乙 ほ 心掛 くる こと 必要な り。 凡て 新 梢 は 先端に 發牛； し 易 く、 特 に 長 梢 剪定 を 行 ふ 時-は 

基部に 完全なる 葉芽のお する も， 遂に 發生を 見^ 能 はすして 終る 餳合 多し。 故に 是等 長果权 

を 剪定す ろに 常り て， 幾 何の 長さに すべき や、 先 づ樹冠 全體 より 考究して 凡そ 幾何の 果實 を留 

-P ベ き か， 大 體 の^^ を與 へ、 然 かる 後、 一 枝に 留 むべき 數 より 割出す を 以て 安全な りと す。 是 
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^ は 些 しく 桃 栽培に 心掛 くれ 

によ わば 八九^の 成 木に 對し 

して 一、 二 個の 結^ を兒 わば 此 

^定 する の必 ：娑 な く、 通 ^ 五 六 

1 尺 以上なら しむる^ は 基部 

くる こと 必 1§女 な り。 

長果 枝の 先端 は必 す粱 芽に て 



ば 一 n して 大體の 目^ を 立つ る こと を 得 

て 三百 乃至 四百 個の 袋 掛け を 行へば 充分 

数に 達する こと 容易な り。 故に 一 果 枝の 

寸， 花 芽の 數八九 個 を 以て 最も 適當と 認 む 

筇 芽の； I： 出 著しく 不良なる 缺點 あれ ば. 長 



/. 一 



第 

百 

1、 

十 

三 




剪 定 す ベ き も， 時 1 

甲 醤通 の發育 な 

な ^ ろ 結杲枝 

L 定 



乙 



If - / ^ Tfl... --. マ， 多く-： 




花 # のみの 單 

芽な ろ 長果枝 

の 剪定 

(ィ) (B) (ハ) 

共に 長 菜 柱 

( -ー) 蒈 通の 長 

菜 枝 (ィ) 花芽 

の 部に て 剪定 

(a) 剪定？ 

(ハ) 基部に 於 

て 剪定す 



尺 以上に： w び、 殆 ん ど 

にして 頂 端に 一 の棻 

り。 斯の 如き もの は 

は 伸 出すべき も. 其 勢 

る 結果 枝 を 得る こと 

結果 部の 主 枝 を 離る 

基部より 剪定す るの 

端 を 剪定せ す 其 儘に 

然れ ども 其 基部 一 二 



るな り。 _& 人の W 宂 

にして， 一 結果 枝に 對 

長さ を 七八寸 以上に 

るな り。 果枝 をして 

きに 失せざる 樣心掛 

花芽の みの 眾 芽の み 

芽 あるの みのもの あ 

一 度 結^ すれば 頂 芽 

力 微弱に して 完全な 

能 はざる のみな らす. 

， こと 大 なれば 翌 年 

必要 を ある を以 て、 先 

成し S く を 可とす。 
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の 葉芽の 存 する あり 

て將 來處理 宜しき を はれば， 發芽 伸長の^ 

みある もの は 二三の 花芽 を殘 して 卽ち花 

芽の 部に て 剪定し 去る を 可とす。 果 枝の 

=1 七 七 
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發育 中等なる もの は 花芽の 部に て 剪定す る も， 果實の 落 果に關 係な く， 能く 發 育すべき も 織 弱 

なる もの は 降に 落果 する こと あれ ば、 基 部 葉芽の 發 育確實 なる 望み あれ ば、 寧 ろ 葉芽の 部に て 

短 節し、 ，年の 結果 枝の 成 生 を 抉くべし。 然れ ども 此發 育の 望み 不充分なる もの は 剪定す る 

ことな く、 其 儘 放任し H- き、 果 實 を採收 する を 可とする なり。 

二、 夏季 は 於け る 作業 長 果枝は 一 二の 果實を 結ばし むれ ば. 生 育 中等なる もの は新棺 

勢力 も 中等に し て、 夏 季に 於け る 作業 を 要する こと 少なき 

發 生 し、 之 を 放任し 置けば 結 粱部は 主 枝 を 離る 、 こと 遠き 

して 結果 部の 上進 を 防止せ ざな ベから す。 之が 爲め 第一 

に 於て 七八寸 乃至 一 尺內 外に 剪定せ る 結果 枝に 二 個の 果 




(ィ) (口) なろ 柱 桁 

の發 達^ 圖ろ爲 め 

(へ) の 部分の 枝榷 

^摘 除す 

(11) (ホ) の 新棺は 

X 季 剪定^ 行 ふ 冬 

季 (口) の 上の 點線 

にて 切斷す 



も、 時に 勢力 旺盛に 新 梢 は 頂 芽の 

に 至る を 以て、 夏季に 適宜 作業 を 

の 作業 は果 枝の 短縮な り、 冬 季 剪 

實を 結ば しめたる とせん か、 果 實 

發育狀 態に よりて 殘 すべき 部分に 

差 ある も. 發 育 同 一 ならば 成 可く 下 

部の 果 實を殘 して 上部の もの を 摘 

果 すべし。 然る 時 は 上部より 多数 

新 梢の 抽出 せらる 、 を以 て， 成 可 く 

下方に ある もの を殘 し、 上部の 二三 

枝 は 剪定し 去るべし。 然る 時 は 夫 

れ 丈け 果枝は 主 枝 を 離る , ことが 

少なく、 其效果 颇る大 なり。 此 時期 
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は 摘果 後 直ちに 行 ひ て， 五 月下 旬までに 行 ふ 可き ものな り。 長 * 枝 中 問 花す る も 粜實は 中途 

にて^^ する 锾 八：： 少なから す。 斯る揚 4 ロは此 作業 殊に 必耍 とする 處 なり。 



次 は 基部の 椠芽 をして 成 可く 伸長 發 育せ 

のは^ 述の 如く ニ個內 外の 果實 を殘 し、 他 

& にして^ 部の もの は-お 易に 發芽 せざる 

任し S く S は^^の 結果 枝と して 使用す 

び 結^ 部より 仲 S し. 新 梢 は 勢力の 如何に 

しめざる 處 より 出で たる 新 梢 は 之 を搔き 

力 を は. 仲 長して 秋季までに は 完全に 發育 

然れ ども 此方 法 は 手 數を耍 する こと 多く 

るの 傾き あり o 

其、 他 夏季の 作業 は^ 年 結果 枝と なる か， 發 

六寸 以上に 伸 出 し， 尙 ほ： t 長 を耱續 しつ 

を 許る こと 主 枝 剪 立の 條に： 述べた るが 如 

三、 冬 季 剪定 前述の 如く 處理 せる 結 

り 伸 出せる 新 梢は樹 勢の 如何により 種々 

1 般に 見る 狀憨は 先端に 近き 部分 割合に 



しめんと する ものにし て， 冬 季七 八寸に 剪定せ る も 

は 摘果すべき も 先端に 近づく に從 ひ， 新 梢の 發宵佳 

のみな ら す. 發 芽す る も 勢力 微弱な り。 故に 之 を 放 

るに 堞 へざる なり。 斯の 如き 場合 は 先端の もの 及 

應 じ， 五 月下 旬より 六月 上旬に かけて 摘斷 し， 結 果 せ 

取り， 發育を 防止 すれば 下部 一 二の 新 梢 は 著しく 勢 

し、 良 好の 結果 枝と な るに 至る ベ し (第 百 六十 四 圆)。 

專 門なる 栽培 を 行 ふ ものに あら ざれ ば、 富 行 困難な 



育枝と なる ものに 關せ す， 七 月 中 下旬に 至り， 一 尺 五 

ある もの は， 先端 三分の 一 內外 を摘斷 し、 枝棺 の充實 

し o 

果 枝 は， 其 熟 期 の 早 .中. 晩に 應 じて 採收 せら れ、 夫 れ よ 

に變 化する に 至る ベ し。 

牛； 育伸 長す る も. 基 部に 至る に從 ひて 一お へ， 堅實 なる 

栗 枝の 成 生 を 見る こと 困難な り。 斯の 如き もの は 主 枝に 接せる ものにし て. 良 好なる 果枝を 

第 九 ta S 定法 =1 七 九 
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«s r, ts 側 枝の s; 定 

殘 し. 他 は お £ す ベ き も， 若 し 勢力 同 一 の も の、 若 く は 

I 枝と して 長く ：ぉ お し， せ； ハ 一 は發 育枝と して 短 切し. 

H 季に 於け る處 iH 几し きを^れば 笫百 六十 五圆の 

の 生す るを兒 る ベ し。 素より 其 先端に 生す る枝捎 

るに 至る。 然 ども 多数の 結果 枝は必 すし も 多数の 

を惡變 せし め， 枝 梢の 混淆 を來た 

るな り。 栽培に 經 驗を經 ざる も 

保存す るの みに て 充分 なれば 他 

く 基部より 一 更新 枝の み 生す る^ 合 は 



し、 樹 姿 を 亂す等 弊 

の は 兎角 結果 枝の 

は 成 可く 剪枝 間引 

、其 直上に 於 




乙 



基部に 二 柱^ 

出で たろ 時の 

剪定 法 

基部 一 柱より 

出で-さろ 時の 

剪定 法 



1 一 一八0 

將來發 達の 望み ある もの あらば 其 一 を 結 

翌年に 於け る 結果 數の成 生 を U るいへ し。 

如く 結果 部の 下方に， 一 若く は 二の 更新 枝 

も 花芽 を附 して 放任し 置け ば、 開 花 結實す 

結實を 意味す ベ きものに あら す， 却 て 品質 

害 少 な か ら ざ れ ば， 適 S 剪枝す るの 必要 あ 

多 からん を 欲する も 二 結果 部に 一 果枝を 

きをな す を 可とす。 第 百 六十 五 S1 乙の 如 

て 剪定し， 新 稍 は 六七寸 にて 先端 を 止む る 

を 可とす。 基部に 完全なる 二つの 更新 

枝の 生す る は果枝 保存 上 最も 確 富なる 

ものな り。 卽ち此 場合 は 二 枝の 直上に 

於て 母 枝 を 剪り 去る こと 前の 如くなる 

も 三 枝 共に 保存す る 必要な く， 一 は 短 切 

して 翌年の 豫備 枝と し * 一 は 長 切して 結 

果せし むべき も. 剪定の 度 は 更新 枝の 發 

育狀憨 によるべ きものな り。 二更 新 共 

に 同一 の發 育を遂 ぐる 裼合 は， 上 部の も 



ノ 

十 



冬^- 定に主 づ ん K.，- たろ 



ふ- U , 、お.： i! し ， 下 は 短 切すべき も 上部の 發育 不良に して 完全なる 結果 枝と ならざる 時 は， 

之 な 短 S し. 下 部の ものに 結赏せ し む る な 可とするな り。 

本， 平 結朵 せる 果枝 にして 勢力の 微弱なる もの は 

更新 枝の 殆んど 生す る ことな 、其 先端 僅かに 伸 

おする に.^ ま り、.^ 年の ige^ 枝と して 保^: する こ 

と 能 はざる もの あり。 是》 は 其 基部に 於て 發芽 

す ベ き， 藜 芽の 存 すれば^ 部より 短 切 し， 發 育枝の 

成 生 を 計るべし。 又 其 先-なより 仲 長せ る 枝 は 多 

少 花芽の 着 牛； を 見 る も， 主 枝と 著しく 離れ、 風の 爲 

め. 動 搖烈 けしき もの は 短 切して 發 育枝の 成 生 を 

計る こと 肝耍 なり。 

第 一一 一項 短 果枝及 $S 花束 狀 結果 枝の 剪定 

短 果枝は 三 四寸內 外に 仲 長 し， 開 花結實 する もの 

にして、 只 先端に 葉芽の 存 する のみ 、時 12 基部に 一 

二の 葉芽の^ する もの ある は 却て 稀れ なり。 花 

束狀 結果 枝 は短果 枝に 比 し， 更に 築 芽の 数 少なく， 

殆ど 先端 一芽に 限らる、 なり。 基部に^ 芽の 存 

する もの は 成 可く 之が 發育を 計 か り、 朵 枝 多く 相 
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——，"^下-^ FT::" 



第二 Q 健 技の 剪定 

剪定に 主き^ 匿5« ざ 

f 




桃 は^. 苹^ • 柿の 如く 不定 芽 

健全なる 發育を 見ざる 時 は 

部 は 次第に 上界す るに 至る 

しく 遠 さ 力らざる も甚？ j く 

其 勢力の 維持に 務めざる ベ 

果枝 に似て 完全なる 花芽の 



、樹齢 九 年生) 

隱 芽の 發生 をな さしむ る こと 

• 目 慯を附 する か. 或 は 短 切して 

ベ し。 短果 枝. 花束 狀 結果 枝の 

衰弱し， 良好の 結果 は 得て 望む ベ か 

ガら， さるな り0 

着 生せ ざる もの、 又は 一 二の 花芽 を 



接する もの なれ ば， 各 果枝 每に更 

新 を 計 かり、 一 は 短 切して 基部 葉 

芽の 伸長 を 計 かり. 一 は 剪定 を 施 

す ことなく. 其 儘 仲 長 を繼續 せし 

め， 基 部の 葉芽の 存 する ものな き 

時 は 止む を 得す 自然に 放任す ベ 

き も. 成 可く 延長 枝 をして 短 く. 主 

枝 を 離る 、 の遲 きを 圆 るべ し。 

おに 下部 薬 芽の 發育を 心 掛け、 若 

し 其 機會を はば 多少の 結果 は 之 

を犧牲 にして も. 其 伸長 發 育を圆 

る こと 必耍 なり。 

困難 なれば. 側 枝に して 若し 衰弱し 

せ： ハの發 生 を 計る にあら ざれ ば. 結 M 

如き は兩 三年 を^れば 主 枝と は 著 

ら ざる を以 て. 全 力 を倾注 して 



附着す る 所謂 偽 結果 枝 は、 下部 



(杏び 及 李 附） 桃 編 四 第 
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短 中 ^菜の 剪定 




甲 短果柱 



乙 中 栗 枝 



丙 偽 結果 枝 



二 

其 



三 

牛； 

し 



の 

る 



の 葉芽 を g 

を圆 るべ し _ 

育枝 中 所謂 

く は ^ 歧 

て， 梨 丰果の 

に 生す る こ 

合 は 之 を 以 

く 早く 冬 季 

可とす o 



きて 短 切し. 新たに 更新 枝の 



一 



ざ 

古 



徒 長 枝と 稱す 

に あ る隱芽 の 

如く 甚 しから 

と あり。 樹 齢 

て 補充す ベ き も， 然 

を 待た す 基部より 



の は 

せ る 

も. g7 

枝棺 

ら さ 

剪定 



も の 

老袞 

れば 

し 去 



第 十 章 摘果 及び 袋 覆 



旣に 述べた るが 如く 結 

まで 果 枝の 減少 を 計る 

少落 粟す ベ きもの ある 

過多の 栗 實を妆 め 得れ 

は 上昇して. 次年に 於け 



果枝は 必要 以外の もの は 成 可く 冬季 剪定に 常り 除去す ベ く， 或 る 程度 

も， 氣候 適當を 憚れば 開花の 殆んど 全部 結朵 し. 其 後 化^ 競爭の 結果. 多 

も， 開 花の 五六 釗は 結寳 する に 至る ベ し。 斯の 如く 自然に：^^ せ ん か. 

ど も. 形 狀小 にして 品質 不良なる のみなら す、 樹 勢の 衰弱 を來 し、 結 朵 部 

る 結果 枝 若く は發 育枝の 健全なる を^る^ る 困難なる に 至るな り。 
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第 十 章 攝果及 三 < 四 

故に 適 常なる 時期に 之 を 間引し. 果寶を 或 程度 迄减 少して 成 可く 肥大 良好の もの を 得る と. 同 

時に 樹 勢の 衰弱 を來さ V る檨 注意す る こと 肝^な り。 

一、 摘果 の_ 時期 摘果の^ 期 は 成 可く 早く 花 蕾の に 行 ふ を 可とする が 如き も ，お 花後尙 

ほ 生理的 作用^く は病蟲 害の 爲に 墜落す る^ 少なから ざれ ば、 あ 花 二三 週間 後に 卽ち 五月 上 

旬に 於て 第一 囘の摘 除 を 行 ふ を 可とす。 此際は 果實尙 ほ 小に して、 大小の 等差 充分なら ざれ 

ば 豫定の 二三 倍 を 度と して 適當に 間引く を 可とするな り。 旣に 五月 上屮 旬に 人れば 朵實の 

發育も 一 暦 速 かにして 急に 肥大 し. 五 月 十五 六日に 至れば 指頭 大 とな り、 發 育の 程度に 等差 を 

^すれば 成 可く 逨 かに 第二 囘の垴 除 を 行 ふべ し。 此^ 朋は氣 候の 如何と 品種に より 多少の 

差 あ る ベ き も、 五 月 中旬 卽ち 十五 六日より 二十 五六 日頃 迄に 終る が 如く 心掛 くる こと 肝要な 

り。 柬北 地方の 如き は 五月 下！？ 乃至 六月 上旬 顷に 第二 囘の 摘果 を 行 ふべ く， 暖地に 比して 二 

三 週^ 後る、 を 普通と す。 時期 早き に 失する より 遲 きに 失せざる^ 心掛 くべ し。 摘果よ 通 

常ニ囘 にて 充分なる も. 時 に 三囘行 ふ獏合 あり。 八月 中旬 以後に 成 熱する 晚： ^ 種. 又 は 上海 水 

蜜 桃の 如き 落果し 易き もの は^ 蟲の薆 ひなき 限り は 成 可く 時期 を遲 からしむ る こと 必耍な 

りク ^^の^ 果は種 核の 固 結す る 迄にし て、 K 以後に 至れば 上海の 如き もの を 除きて は 中途 

に^^するが 如き ことな き を 以 て. 熟 期の 遲 きもの は 早生 種に 比 し， 囘 数 を 多くして. 余々 に 脑 

し. 豫 定の數 に 達せし むる こと 必耍 なり。 

一一、 結實の 位置 及び 數 自然に 放任せば 一 の 結 菜 枝に 結實 すべき 數 は長果 枝に ありて は 

五六 個 乃至 十數 個、 短 果枝 及び 花束 狀 結果 枝に 於ても 尙 五六 個の 結實を 見る に 至るべし。 是 



(杏 び 及 李 附） 桃 編 四 m 



^は 幾何の 程度まで 摘^す ベ き や， g ち 一 本 

經^ 上 重大なる 問題に して • 樹 勢 年齡に 依る 

於 て，^ 十郞. 早 生水 蜜 • 離 核 水蜜の 如き 中生 種 

す。 上：^ 水蜜の 如き 落 果步合 多き もの は 四 

K 他の 早生 種 は 元来 結 * 枝の 數も 少な く、 且 

して^^ 1§ 引く は SMi の發宵 上に 於て 又翌 

が 如 く， 是 れ より 多 き^は 栗 實 著しく 小と な 

する こと 大 なり。 又 結果 歩合の 少なき に 際 

て 不^^な るが 如 く， 前 記の 數を 以て 略ぼ屮 

您 によ り. 多 少の M 酌 を與ふ る こと を 忘る ベ 

、以上の 如く 結實 せし むる も 閗 花の 数より 云 

た 多く、 通强 勢の 長朵 枝に 於ても 一 二 個 

むる 必 ！§义 な く、 は に 全く 結^せし め ざ る 揚 合 

部分に 結實 せる もの を殘存 すべき か は 摘 菜 

大に關 係.^ る虚大 なる のみなら す， 次 年に 於 

來 の經驗 によれば 主 枝 若く は强 勢なる 側 枝 

上下 兩 部の ものに^に^ 栗し^ く， 槪 して 發 

も G は， 先 端の もの 發^ 最も 佳良な り。 せ、 勢 



の 桃 樹に對 し 幾何の 果實を 結 

ベ きも 普通の 發 宵を遂 けた る 

にあり て は 三百 個 內外を 結實 

五 百 を結實 せしめ 匿くべく 「 ァ 

つ 早く 枭實の 肥大 を 欲する 爲 

年の 更新 枝の 成 生の 上に 於て 

り， 販 賫 品と して 不適 當 なる の 

し て も.^ 割合に 發宵せ ざ る も 

と 認 むる を^るな り。 然れ 

からざる な り o 

へば、 一 二割に 止まる を以 て、^ 

短 枝， 若 く は 花束 狀 結果 枝に 

も あるべ けれ ば. 之 が 摘采に 常 

に^り 注 意 すべ き耍 件な り。 

ける 結果 枝の 成 生に も 影響す 

に 結果せ る もの は 中央部の も 

育 不 良 な り、 之 に 反し て 稍.. 弱 き 



せし むべ き やば * 

八 九 年中； の 成樹に 

せし むる を 普 通と 

ム ス デ ン ジ ュ 1 ン j 

め 二百- 2： 外 を 度と 

も 最 も i お とする 

みなら す- 樹 勢 を 害 

の なれば 經濟上 却 

ども 土質 .樹 勢の 狀 

摘 * 間引きの 分^ 

於て は 一 個 以上 留 

o 一 枝屮 如何なる 

是 れ啻 にあ. M の 肥 

る こと 大 なり。 從 

の 最も 早く 肥 火し. 

結果 枝に 結^せる 



力 中等の 結采 枝に ありて、 一 枝屮位 S の 上下に よ 
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り發 育の 差なく^^ の狀 態に より 異 な る ベ 

せし むる に 便利なら しむる 爲 め、 成 可く 中部 

是れ 夏季に 於て 上部の 結 朵枝を 切 詰め， 下部 

义 ぬ 寳の上 H に 向ける ものと 下 面に 向け 

少早 きが 如き も， 下 面に 向ける ものに 比し 

向ける もの を 保.；^ する を 可とする が 如し- 

三、 袋 覆 桃 は 梨. 苹果に 比して 果皮 一 曆 

害を受 くる こと 一層 大 なり。 桃果は 微小 

る こと 大 なれば 袋 を 覆 ひ、 是 等の 防除 を 心 

行 はざる 時 は色澤 濃厚に 失 し. 污 點 生じ 易 

培上缺 くべ からざる 作業な り。 

袋 は 七月 下旬まで 採收 せらる ， 中 熱 種 は 

ものに て 充分な り。 桃 は 梨と 異り其 熱 期 

熱度 を 試む る 時 は往々 內 部に 變色 を來た 

粗製の ものに て 採收と 同時に 迨棄 すべ き 

て も 一 萬 ニ圓 五六 十錢， 和紙に 比し 三分 一 

はべき 晚生種 は 洋紙の 如き 脆弱なる 紙質 



ければ、 成 可く 次年に 於け る 更新 枝が 基部に 仲 H 

以下に 附着せ る もの を殘 すが 如く 心掛 くべ し。 

の 更新 枝の 發育 を扶 くる 必要 あるが 爲め なり。 

ものとの 差は大 ならざる も 、上 面の もの は 着色 多 

實狀憨 不確實 なる が 如き を以 て、 下 面 又は 側 方に 

か に 薄 く， 果 肉 又 柔軟 多 幾， 甘 味に 富める を 以て 蟲 

傷を附 する も忽 にして 脂 膠 を 分泌 し. 品 質 を 害す 

くる こと 必耍 なり。 ^ 色澤 より 云 ふ も 袋 掛け を 

. 鮮麗なる 果實を 得る こと 能 は ざれ ば. 袋 覆 は 桃 栽 

誌新閒 紙の 如き 洋紙に 荏 油 若く は^を 塗抹せ る 

着色の 如何により 诀定 すべく、 指頭 を接觸 して 其 

• 品質 を 害する こと 大 なり。 故に 袋 は 一 年限り の 

の を 以て 却て 經濟 なり。 紙質の 良好なる 洋紙に 

外にて 購入す る を 得るな り。 八月 以後に 採收し 

て は 中途に て 注々 破損 し， 掛 け 換へを 行 ふの 場合 



多き を W て^ に 於け るが 如く 和紙に^ 又は 荏 油 を 塗抹せ る もの を ffl ゆる を 可とす。 袋は冇 
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底なる と 無 底なる とに より 枭實の 發育蟲 害の 多少に 影響す る處 

如き ものに 先端^^ せらる ， こと ある も、 果 實の熟 度 良否 を 見る 

に 於て. f> 著しく 差 あれば 無 底の もの を 選ぶ 方經濟 なりと す。 

袋 筏の 時期 は 第二 囘の 摘果 を 行 ひて 直ちに 五月 十五 六日より 三 

くべ し。 卞： 蟲 殊に 象^ 蟲の 被害 少なき 處は 多少 遲 くる , も妨ゅ 



病害 蟲の 被^ 多 くお 果實は 

五月 卞 旬まで 終る が 如く 心 

角 形に 切り取 り， 果 を 挾 み， 

袋^の 狀況 




少なく， 無 底の もの は 蟋蛑の 

に 却て 便利に して. 袋の 惜^ 

十日 顷 まで 終る が 如く、 ん扭 

な き も， 時 期晚 きに 失すれば 

明の 場合 多き を以 て， 成 可 く 

は 梨と 同樣 上部の 中央 を 三 

如く 一 部 を 結果 枝に 掛けて 



絨毛 を 以て 厚く 被 はる 、故に 一 見不 

掛 くる こと 必耍 な り。 袋 掛 を 行 ふ に 

袋 を 一翼に 寄せ 集 め， 第 百 六十 九 S の 

1 一 囘囘轉 して 纏 縛す る を 可とす。 人に より 只 口元 を 寄せ集め 

て 結ぶ もの あ る も、 風 の爲 に. 動搖 して 切 ロ次笫 に^^ 擴張 し， 害 

蟲の侵 入す る處 となる を以 て、 枝 梢に 結 び 固 定 し. 動 搖 せざる 樣 

す べし。 纆絡 すべ き 材料 は 梨 同樣藺 草. • 棕梠葉 等 を 川 ゆべ く， 針 

f を 用 ゆる 場合 は 枝， 枏 に 縟辂せ す， 只 口元の み 二三 囘卷 くの み 

にて 足るな り。 若し 枝 梢に 纏.^ する 時 は往々 枝 梢の 發 育に 忭 

ひ內 部に 喰 入し て. 樹 勢 を 害する こと あれば 注意す ベ き な り。 

一 人 一 日の 工程 は 熱 練の 如何により 差 ある も， 女 一人に て 一日 

1 千 二百 枚 を 普通と し， 其 老練なる もの は 一 千 八 百より 二 千 枚 

に 達すろ もの も 少なから. さ るな り。 
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第 十 1 章 肥 SAfl, 
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第 十一 章 肥 料 



桃 は 其、 勢力 旺盛に して 能く 瘠 地に も 繁茂す 

證 くの 必要 を 認めざる が 如く 解釋 する もの 

せざる ベ か ら ざ るな り。 然れ ども 其 分 量 を 

地積 を 要する のみに し て， 生 産量 少な く、^ 现 

れば^ 實 肥大せ す， 樹 勢袞 弱して 病害に 對す 

はざる べし。 故に 此 間に 於け る 三 要素の 配 

屬 するな り。 

一、 三 要素の 適量 各 要素の 

を 過多に 供給す る ゆ は 徒^に 倾 

大 とな り、 熟 期 多少 後く る ゝ 倾き 



る 性 ある を以 て. 他 の 果樹 類の 如く 肥料に 主き を 

あ る も， 良 果多產 を 期す るに は 相 常の 肥料 を 供給 

誤りて 多き に 失せん か、 枝 梢の 徒 長甚し く， 徒 ら に 

上 不便の 點 多し。 之に 反し 養分の 供給 不充分な 

る 抵抗力 減 じ. 收 量 少なく 到底 良 品 を 得る こと 能 

合 及び 適量 を定 むる は 必要 な る も， 又 至難の 事に 



分 量 は 素よ 

き， 結 果 枝の 

あり。 燐酸 



り 其 土質に より 異 るべ き も、 槪 して 窒素 質の 肥料 

成生不 良、 落 果 する こと 多き も、^ 實は 水分 多く 過 

加里 を 過多に 施す 時 は 其 新 梢の 發育は 自然 阻止 

は 形 小に して^ 色 早き が 如し。 お 岸 地方の 純 砂 

土に 栽-おせらる , ものの 早 熱なる は 氣溫の 高き に 原因す ベ き も、 槪 して 窒素 成分の 缺乏 せる 

より 起る 现象， ^多き が 如し。 燐酸 加里 は 能く 生育 を 仰 制 し. 間 を 短縮して 組織 堅寳 となり， 

病害に 對 する 抵抗力 強く. 殊に 炭苴 病の 發生 盛んなる 處は， 窒素肥料 を 避け、 憐酸 加里 肥 料 を W 



せ ら れ 、結 果 枝の^ 生 多 く， 矮 性と なる も 染富 
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ふ ベ し と， 從 來 

し， ^酸 加 爪 

はは 勢力 減 返 

なる 虚 は；^ 

宵の 强 勢なる 

き 土質 IS 鹧に 

て 七 八ハ牛 前に 

まれる が 如き 

て 窒素 成分 _3 

には^^ 加 M 

發育^ 代に 於 

の 如き もの^ 

其 分 爺； を^ 加 

. ^咸. ^する も 

里. 燐酸肥料た 

け， 結 果す るに 

の果實 或は 枝 



物 ^瑰舉 ^の 唱導す る處 なる も， 吾 人の 永き 觀察 によれば 必 しも 然ら ざる 如 

料 は 能く 組織 を充赏 せしめ 堅實 なる 發育 を遂 けしむべき も. 蜜 素 の i 少 な き 



し 



し 



ま 



て元氣 fS 耗し、 從て 病害に 犯さ 

方の 純 砂土より 成れる 瘠 薄の 

の は 其 被害 却て 少なき は 一 般 

て， 放仆し g けば 一 ^五六 尺に 

に發 牛； を 見た るも敢 て- % 加の 

啻にお 害豫 防の 如何に 關 する 

くべ からざる は 論 を俟ざ る も. 

比して 更に 主き を く 必要 あ 

成 可く 生育の 促進 を 助長す る 

ベ く、 卽ち 或る 程度， まで 枝 梢の 

るの 必要 あり。 燐酸 加里 も 併 



可なる なり。 ク 一に 反して 巾 積 土 



る、 こ 

地に 於 

に 見る 

仲 長す 

傾 向 を 

のみに 

肥沃な 

る り 

必要 あ 

發育仲 

川す ベ 

又は 粘 



ろ 過 燐酸 石炭. 骨粉. 米糠. 木灰. 硫酸 加里の 



との 多き を認 むるな り。 炭 S 病の ^獗 

て 多 く， 沖 積 土 .壤 土の 如き 土 壊に 於て 生 

處 なり。 氽の^ 理 しつ、 ある 圃^ の 如 

る處 なる も， 炭 疽^の 傳攒 頗る 綏& にし 

一； 小 さ す， 發 生當 時の 現狀を 維^す るに 止 

あらざる なり。 土質の 瘠 璲 なる 處に於 

る 土質に 於ても 其 結. 果 の 盛んなる 時代 

U 砂土 *礫 土の 有機 質の 含意 少なき 處は 

れば， お 機 質 肥料 殊に 堆肥. 人 大 S 柏 

長を圆 り， お 某 期に 達する に從 ひ次笫 に 

き は 勿 論 な る も， n ハ ^ M 资 素に 比して 多 

質 壤 土の 如き は 其 發宵 時代 は 成 可く 加 

如き もの を與 へ， 窒素 質 肥料 は 成 可く 避 



從ひ 窒素 成分 を增 し， 其 結果 全盛期に 至れば 略ば 同量に 近く 施すべし。 元來桃 

柏 中に 含有せ る 成分 を 見る に， 
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ぬ 
く 



加 燐 望 



JR 酸素 



01 十 1 3 s n 三 九 a 

某 黄の 所舍三 成分 量 ^棺 及ぴ 葉の 所 含 三 成分 量 

on Iro 0、 七 五 〇 

◦、〇 八 五 〇、 二 二 ◦ 

〇 、三 九 四 0、 五 〇 〇 

加里の 含有量 多き も、 枝 捎 中には 窒素の 著しく 多き を 證す るに 足 る。 燐酸 は 

^お 枝 梢 共に 其 S 有 量 少 な き も. 元 來攝取 せらる , 分量 も 土中の 含有量 も 少なければ 蛮 素 加 

里同樣 多く 施すべきな り。 其 一 反歩に 施すべき 分量の 如き は 土質の 肥 瘠 樹齢の 多少に 依め 

て 定まる ベ けれ ば、 S に斷定 する 必 要 な き 1-0 て 一 反步 より 吸收 せる 三 要素 量に 付 き 、米 國 人 

ァ ン ドリ ュ ー ス氏 等の 果實 枝葉 を 分析して 得た る 三 要素 量 を 示せば. u 反 * 三十 本 核) 

望 素 ir 二 三 五一 

饺 〇、 五 四 六一ヒ ルス 、チリ。 エルバ ー タ。 チャン ビ オンの 三種 平均 含冇量 

加里 二、 一 六 九 一 

右 は實際 枝^と^ 寳 とに 含お せらる 、 分量 を 示せる ものなる も. 其 吸收率 は 窒素 加里 は比铰 

的大 なる も.^ 酸 は 四 分の 一 內 外に， 止ま り、 甚 だ 少 な く、 又 穿^ 加里 とても 施せる 分量の 全 £ を 

吸收 せらる ベ きものに あら ざれ ば、 寶 際は此 分お にして 更に 多 お の 養分 を W 袷せ ざ る ベ か ら 

ざるな り。 從來^ ： 人の 使 川し 來れる 一 反歩 使 川 量と 農 商務省 闳藝 部に 於け る 施 川 量 を對 照 

して 示せば 左の 如し。 

桃 一 反 步施用 三 成分 標準 量 (七十 五本 植) 
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次の 方法な 用 ゆ る 袅合ぁ リ 

人^ 尿の 代用と して 硫酸 アン モー 一 ャ. 智利綰 石 i 粉の 如き^-用 ひ" 過 燐酸 石 ^硫 酸 加里の 代リに 

米 糖 * 骨 粉 ふ ^の 如 さもの^ 使用す る 場合 多し。 叉榭勢 袞 弱の 徵候^ 見ば 喊助 として 人糞 尿 j 

本 五 六 升づ 、^給 し、 又 堆肥^ 二三 年 置きに _ 反步 三百 貧內 外^ 施す ものと す。 

農 商務省 良 事 試驗場 施肥 表 (十 年生 一反 歩當) 



蕖 十 1 S » ョ 力 二 

て 木灰 硫酸 加 爪の 如き ものの 中より 適- K 選擇 すべ く， 成 可く 廉惯 にして^^き もの を 選ぶ を 

可とす。 今 二三の i 莨 例 を 示せ ば， 

神、 奈 川踩立 事 試驗場 施吧表 (十 年生 一 反歩 當) 
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尙ほ 岡山縣 御津 郡 地方に 於け る 中生 種 離 核 水蜜 一 反歩 に 對 する 施肥 量 を 示せ ば， 七 年 牛 X 一 反 

歩 百 六十 木梳) 



同鞣に 於て は 多く 栾種 粕^ 主耍 肥料と して 

^配合 せらろ ゝ ^如し 

=ー、 施肥の 時期 及び 方法 桃の 肥料 は 基 

り。 元 來熱期 短 かく、 果實の 生育 速 かなる も 

熱する 晩熟 種の 如き は 時に 補肥の 必要 を認 

物 は 殊に 基 肥 を 減 じ， 結 果 の確實 なる 時に 至 

中旬 種 核の 堅 まれる 時に 於て 行 ふ を 適 期と 

^暹速 は 其 憤 格に 及ぼす 差 極めて 大 にして， 

£ 十 1 US; 肥 » 



單用 せらる S ^、或は 前記の 如き ニー 一一 燐酸 加里 肥料 

肥と し て， 春 二三 月の 頃 一 囘 施す のみに て 充分な 

の なれ ば， 補 肥の 必要 を 認 めざる も， 八 月-以後に 成 

むる 場合 あり。 彼の 上海 水蜜の 如き 落^し 易き 

り 補肥と して 與 ふる 必要 あり。 其 時期 は 六月 上 

す。 七月 中 下旬 以前に 採收 する 早屮生 種 は 一 日 

1 個 二三 餞の 差 を 示す 場合 少なから ざるな り。 

一一 墨 
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第 十二 章 努力 抑 ri 

殊に 早生 種の 如き は 一 日 

旅 す 時期 も 成 可く 早く 二 

肝耍 なり。 又：： 十 B 種 は ； 1 

量 の^ 肥而 かも 速効なる 

むる も 一 方法な り。 

施肥の 方法 は 普通 梨 .苹 菜 

三 四寸の 深さの 淺溝を 穿 

勢力の 旺盛なる もの は此 



一一 一九 四 

も 早く 機先 を 制する の 必要 ある を以 て. 遲 效 肥料 を 避 け. 基 

月 中旬 頃 迄に 施 し、 發 芽と 同時に 吸收 せら 

年 採收と 同時に 蜜 素 肥料 を 施し， 枝 捎の發 

燐酸 加里 肥料の 如き もの を 施して 熟 期の 



る 、 力 如く 、も：！ K 

育 充實を 計り 

1 日 も ぽ 力らん 



と 同 一 に 其 幹 を 中心として 枝 先 

ち て、 其 中に 肥料 を 撒布 し. 能 く 土 

際 成 可く 斷 根す るが 如く 心掛く 



き 內 方向 

と 攪拌し 

ベ し。 
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肥と して 

くる こと 

き， S 春 少 

こと を努 



一 尺 内外の 廣さ 

て 覆土す る を 可 



桃 战培上 

は da 二投 

なき も 土 



おに 注^す ベ き は 結 某 枝の h 界を防 せ ざ、 樹 勢 をして 常に 

する^ 土の 如き は 十數华 を^ 過す る も尙ほ 五六 尺に 止ま 

壤 の 稍.. 豐 II なる 處は其 仲 長 度に 過ぎ、 一 年 能く 四 五 尺に 仲 

く はは 結 * 部 は忽ら にして 頭上の 上に 出 て. 花 芽 は 先端 二 

寳 する ん屮^ にして^^す る こと 多き は， 第 九窣 剪定の 部に 述べ た 

は^に^ 定 のみ を 以て 仰 制すべ からざる なり。 卽ち斯 の 



矮 生なら しむる に 

り， 勢 力の 抑制 を圆 

長 し、 剪 定 管理に 注 

番 枝に 僅かに 附若 し、 其 上 へ 

る處 なり。 斯の如 



あ り o 

る 必 I 

意 を 缺 

きもの 



如き 地に 栽桢 せんと 欲せ ば、 先 づ 品 
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な る も， 次 の 操作 は此 目的 を 達す 

ざ ら ん か， 其 平均 を 保持す る こと 

法 を 施す を 可とす。 根 群の 發育 

を 以 て、 根 の 伸長 發育を 仰 制する 

きを 得 ざれば， 剪定と 同樣 却て 根 

は 其 勢力に 大 なる^ 係 あれば 先 

づ第 1 に 之 を 除去 剪 根す るが 如く 心掛 け、 側 根 も 成 可く 主幹 を 去る 周邊の 二倍 以內の 虚に於 

て -is 切し 去る ベ し。 鍬 を 以て 周緣を 堀り 上 ぐれば 其 切 斷部は 更に 剪定鋏 を 以て 切り直 ほし 

を 行 ひ. 其 儘 埋没す る ことな く. 四 五日 間 空氣に 曝露して 先端 部 を 乾か し， 再 出を遲 からしむ る 

樣 に心掛 くべ し。 斷根は 普通 冬季に 於て 行 ふ も 夏季 生育 時代 卽ち 七月 巾 下旬の 候に 於て 夏 

^剪定と 同時に 行 ふ を 以て 最も 効， 果 あり。 其 勢力 旺盛に 過ぐ る もの は 冬季 • S 季 のニ囘 施す 

を 可とす o 

二、^ 一 f 法 移 桢は斷 根の 更に 烈ゅ しきもの にし て， 勢 力の 抑制 を 圆るは 之に 及ぶ ベ きもの 

なし。 表. ^深く， 膨軟 肥沃なる 處は 一 二 囘の斷 根 法に て は 容易に 目的 を 達する こと 能 はざる 

なり、) 斯の 如き ものに 對 して は 冬季に 全く 堀り 上 ゆ、 一 時土壤 との 接 觸を絕 つ、 然る 後 更に 同 

1 の個虛 若く は 左右 兩樹 交換 的に 栽植 する を 可とす。 此方 法 を 行 ひば 大抵^ 目的 を 達すへ 

き も、 樹 齡旣に 六 七 年を經 過せ る もの は 時に 衰弱 を 招ぐ 場合 あり。 故に 斷 根に 比し 戌 可く 丁 

«£十 二 s B ガゅ籾 K 一一 一九 五 



秫を^ みて 矮生砧 木に 接 木 し， 剪 定 肥 培に 注意すべき は 勿 論 

ろ.^ に 於て 1 ^も 必^なる 手段な り。 

一、^^ 法 ^に 枝 稍の 剪定 をのみ 行 ふ も 根の 剪定 を 行 は 

能 は す， 枝 梢に 愈々 長大す るの みなる を以 て， 剪 定 と共に 斷根 

不^な らん か. B り 枝 梢の み 仲 長 繁茂す ベ き 理由な かる ベ き 

は 心掛 くると 必要な り。 斷根を 施す に當 りても 其方 法 宜 し 

群の 發育を 抉 け， 勢 力 を 助長せ しむる 鍚合 多し。 直 根の 有無 
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寧に 行 ひ. 又栽梳 二三 年間 は 毎年 行 ふて 差 支へ なき も， 爾後 勢力の 狀況 によりて， 二 年 又は 三年 

を隔 だて 行 ふ を 可とす。 

三、 剝皮法 剝皮は 勢力の 抑制 を 園る 手段と して 又 必要なる も， 元 來桃は 折 傷 部より 樹脂 分 

泌 する， t 著し く、 之 が 爲め樹 命 を 短縮す る 憂 ひ あり。 故に 剝皮 は大 なる 枝 梢 を 避け， 一 部の 結 

果 枝に 行 ふ ベ きものな り。 其 目的 勢力 を 抑制す るよりも 結果 を確實 ならし め， 果 富の 促進 肥 

大を 欲する 爲に行 ふ を 普通と するな り。 勢力 旺盛に 過ぐ る もの は 開花す る も結實 する こと 

少 な く、 中 途 にして 落果 すべ き薆ひ あれ ば、 斯 の 如き ものに 對し 此方 法 を 施す こと 必耍 なり。 

^の 上海 水蜜の 如き は 勢力の 旺盛なら ざるも^ に 落 果し易 く、 結 實步合 少なき ものに 對 して 

は 此方 法 を 採る の 必要 ある が 如し。 又 早熟 種に ありて 一 日 も M 十く 成熟せ し め、 市 裼に 搬出し 

て奇 利を馎 せんと 欲する もの も. 剝 皮 を 施す 時 は 其 目的 を 達する 極めて 有利なる 手 K なり。 

近時 都會 附近の 栽培 紫 者に 於て は 早熟 桃に 對 して 剝皮を 施す もの 漸く 多き を 加へ たり。 然 

れ ども 其方 法 を 誤 り. 却 て 樹勢を 衰弱せ し め、 結 粱 枝の 成 生 を妨 ぐる 例 少なから ざれ ば、 常 業 者 

たる もの^ 原理 を會 得して 誤りな からん を 期す ベ し。 剝 皮は苹 * の 部に 於て 述べ たるが 如 

く剝皮 上部に 於て 成 生せられ たる 養分の 下向 を妨 ゆ， 桔 實部を 養 ふ もの なれば 其、 時期 を 誤ら 

ざる こと 必要な り。 吾人の 研究に よれば 落果 防止の^ に は 四月 中 下旬 開花 期より 果實の 豆 

粒大 となれ る 頃に 於て 行 ふべ く、 染 實の 肥大 促進 を 計 かるに は 五月 上句に 於て 行 ふ を 可と い 

ふが 如し。 何れに して 結 栗 部の 基部に 於て 幅 一 分內 外に 輪 狀に剝 皮すべく、 時に 二三 結果 枝 

の 分岐 點 の 下方に 行 ふ^ 合 ある も， 成 可く 一 結果 枝に 就きて 行 ふ 可とす。 此方 法に して 時期 



炎 I んノ^ 旨の 分泌 ー匬烈 ゆしく して. K 効 某又大 なら ざれば 前記の 哓朋 より 後れざる 樣に 

"；: ^rlu^ 肥育 促！ 計る ものに ありて は 成 可く？ に 於け る S ま 成さ 欲 

み、 處々 施行す る を 安全と す。 f ざれば S の 肥大 促進の 目的 を 達すべ t 

S 二 於け る S 枝の 成ま妨 ぐき と 著しければ. 全， 通じて 行，？ 如き はく 



となり 



第 十 三 章 除 草. 中 耕 及び 閬^ 

まの. 持す る は 各 じて は然 らま はなく、 桃 f き 注意して I を 行 ひ 

"を I ならしめ ざるべ からす。 晋 下旬より 七月 上旬に 至る 閒は 入梅 期に 際すろ を以 

て、 雜 草の 繁 5 者し ければ 其 以前に. t レ， -キの 如き を 以て， 取るべし。 ^の^" る 

„ よ.^ 卜 を 行 ふ を 以て 是と 兼行すべき も. 五六 年に 至れば 枝 梢の 仲 長 著しく 次第 r ォ接 

リ i る を 以て， 間作 を 行 ふこと 能 はざる べし。 爾後 ほ を 行 ふ もの 殆ん どなき も 杉 は f 

の ^ 况也 m:?, 七し 粗ら く、 落^ 期間 又 長く. 半年 以ヒは 日光 温度の 透 通 充分 なれば 此 間にが 

さす^ ^ 作 を 行 ひまの 収益 を收 むる こと 怎掛 くべ し。 彼の、 I 草、 京菜| 火 g 

^ の 如き 何れも 審期は 短 かく 四月 下旬 遲 くも 五月 中までに 採收 せられ 直 f な f は 

S 其 地方に 適する もの を 選び. 栽 培を 試 むれば 相お のま を收 め、 栽培の 一 助と もなる ベく 

I ニ^な 

S 十一： 一 is 徐 m*^. 拼： K ss 作 
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從來 等閑に 附 せられた る是等 間作 栽培 は將來 研究 を 要すべき 點 なり。 

屮耕 も亦缺 くべ からざる 作業に し て， 冬 季 一 囘は必 す 耕 起し. 土塊 を反鸭 して {も 氣 に 曝 し、 風 

化 作用 を 抉くべく， 叉 勢力 旺盛なる もの は 斷根を 兼て 行 ふべ し。 桃 は 他果に 比し 根 部 を切斷 

する も 影響す る處 少な く， 却 て 勢力 を 抑制す る 利益 あれ ば、 必 す 行 ふ 樣心掛 く ベ し。 春季 除草 

を 行 ふ 時に 鍬の 如きら の を 以て 淺く削 り" 中 耕 を 兼ねて 行 ふ も 可な り。 其 傾斜 地に ありて 降 

雨の 爲め 根元 を 洗 ひ 流す が 如き 處は時 々根元に 土寄せ を 行 ふべ し。 

第 十四 章 採 收. 荷 造 及び 販賣法 

第一 節 採收法 

一， 採收の 時期 及び 方法 桃の 採 收は成 可く 適 熱 を 待って 色澤 香味の 充分 發揮 せる 時に 

採收 すべ く、 熱 期 早き に 失すれば 色澤の 鮮麗、 香氣 の馥郎 たる を 期す る こと 困難な り。 梨. 苹杲 

の 如き は 適 熟より 些し 早めに 採收 し、 後 熱 作用 を營 ましむ る を 可とする も、 桃 の 眞の味 ひは樹 

上に 於て 充分 成 熱せ しめたる ものに あらざる ベから す。 然れ ども 都 會を離 れ， 遠 距離 輪 送の 

物に 對 して 斯の 如き 方法 を 取らん か. 運搬 中 大部分 は 損傷す るに 至るべし" 故に 採收 の時朗 

も 自然 早めに 行 ふ ベ く、 殊 に 桃の 採 收期は 入梅 期に 遭遇す るを以 て、 降 雨に 際會 する こと 多く. 

時期 後れ 過熱に 陷ぃ り， 販 寶 £ に 供す る こと 能 はざる 獏 合 多し。 其 熱する に從 ひ、 外 皮 軟らか 
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と な り.^: M ^ か ま る を 以 て，^ 蟲の喰 害 を受 くる こと 多く. 1 つ^:^ 搬^に 注 M を 弗 ふ， o 多 

少の^ 卞：： は 免 かれざる ことなれ ば. 完 熟 二三 日 乃至 五六 日 前 に 於て お 地に 達する 距離 日 

数と を 考察して 採收 する を 可とす。 

「トライ アンプ」 企 桃 「レ ー トク 口. I フォ ー ド」 「ェ ルバ —タ j の 如き 黃肉 種に ありて 其 W 途 若し 

川， 或 は 煮お 川に 供す る もの は 成 可く 完 熱に 先って 採收 すべ く、 肉 ^の 柔 かにして 外皮の 

剝脫 容^なる もの 、 如き は 加工 川と して 優 品 を^る 能 はざる のみなら す、 乍 業 上 颇る不 K を 

感 する を n て. 採 收 の^ 期に 注 意 し. 早 きに 失する より 遲きに 過ぎざる 馐に注 意 す ベ し。 

桃の ffi 收に 際し 成 可く 早く 成熟せ しめん 爲に 採收前 早き は 二 週 問. 然 ら ざる も 一 I 間 前こ^ 

を脫 する もの あ り. 袋 の 有無に より 若 色に 著しき 差 を 牛； する は 明かなる も， 成 ^は ：3" すし も 一 

致せざる もの あり。 早く 袋 を 去りた る もの は 色澤槪 して 濃厚に 出づる も. 隨を诀 く 嫌 ひ あ 

り。 又 成^ 朋に 近 づ くに 從 ひ. 蟲 害に 遇 ふこと 多く 二三 日の 問に 於て 著しき 被害 を受 くる こ 

と あれ ば， 袋 は 採 收の時 迄 成 可く 脫せざ る を 可とす。 而 かして 其 適度 を 知る は 袋 を脫 すれば. 

尜人 にても お^に 判別し^ べき も. 袋 を 覆へ たる もの は 多少の 熟 練 を 耍 す る な り。 稍.. 熟 練 を 

經 たる もの は 手 を 以て 袋の 上より 輕く 接觸を 試みれば 略ぼ乂 熟 度 を豫 知す る を は る な り。 

然れ ども 其 稷ふ袋 の 新閒紙 等の 详紙 にして， 一 年限り の ものなら ぱ其 一 端 を 裂き. 外皮の 着色 

如何 を檢視 すべく. 又 無 底の もの は 其の 筌處 より^けば 別に 接觸 せざる も^. M を 判別す る こ 

と 容易な り。 其 採收 になり て 注 せ ：3 すべき は a 初に 結べ る 口 紐 を 解 き. 輕 く 袋 紙と 共に お .欲 よ 

り讎脫 する か. 先づ袋 を脫 去し、 然 かる 後 採收す ベ く. 若し 袋を脫 して 熟度尙 ほ！： 十き 昨 は 更に 二 
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三 曰の 炳豫 を與ふ ベ く， 又 探收 用の 容器 は^ 可く 一 列に a 列すべき 淺き もの を 川 ゆべ く， お ^ 

^く 数^ 重 積す る か、 お 採 收に當 り 指頭 を 以て 强く 果實を 摘む が 如き 取扱 粗略な らん か， 數 時 

問 を經過 すれば 指跡果 面に 現 はれ， 變色 腐^す るに 至る を 以て" 採收は 勿論 荷造^に 至る まで 

成 可く 丁寧に 損慯 を來 たさ > る檨に 心^く ベ し。 

第一 一節 荷 造 法 

桃 は 前述せ るが 如く 肉質 柔軟に して 傷み 易き を以 て、 荷 造 運搬に 最も 注 意 を 要する ものな り * 

祧の荷 造 法 は處々 により 異なる が 如 く、 岡 山. 香 川の 如き は 石油 箱 型の^ 器 を 川 ゆる も， 成 熱 に 

近き 品筲 優良の もの を 運搬す るに は 不適 常 な り。 祌 奈 川 牛 葉. 靜 岡 地方に 於て 束 京市榘 川と 

して 川 ひらる、 容器 及び 荷 造 等 は 最も 進 * せる もの なれば 其 大要 を 記述して 亵考に 供 せんつ 

一、 {谷 器の 種類 桃 筘には 大小 二種 あり. 大箱 は中晚 生の 大形 種を容 る、 に 川 ひられ、 小箱 は 

早生 種 若く は屮 晩^ 中の 小形なる もの を容る 、 に 川 ゆ。 從來 蜜柑の {4U 相 を 二分して 一 方に 

底 を附 けて 使 川せ し も、 近 時 製材 會社 等に 於て 特に 寸法に 應 じて 製作 し. 旅 惯に 供給す るを以 

て 次第に 是 等の 新 箱 を 用 ゆる もの 多き を 加 へ たり。 

大 箱の 寸法 縱外法 一尺 一寸 稅内法 七 寸七分 

^さ- s: 法 三寸 重量 約 二百 匁 

小箱の 寸法 縱外法 一 尺 潢內 法七寸 

深さ 內法ニ 寸七分 重量 約 百 五十 匁 
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川 材 杉. 樅お く は 松 

川材の K: さ 兩荽正 三分 側 底 共拉み 三分 

一一 、包装の 順序 方法 及び 體裁 . 

4.0 器の 組立。 各 製材所に 於て 製作せ る^ 器 は 遝搬を 便なら しむる 爲 め、 wf に 木 取りせ ろの 

みに して 釘の 打付け をな さ す、 普 通 七十 五^ 分 を 側， 妻 • 底 等に 區 分して 苻造し 来れる を以 て. 組 

立 を 行 は ざ る ベ か ら ざ るな り。 飢立 は^ 收 前に 豫め 行 ふ ベ く. 男 一 人 二 ^五十 個 を 組立つ 乙 

を 普通と す。 旣に 組立 終れば 其 一 側に 武力 扳 又は 銅板. を打拔 ける 自己の 商標 を 常 て. 壘 汁 を 

布し 苻^ の • 脇 を爲す ベ し。 

Q.wa 一り の 順序。 小 栽培 家 は採收 より 荷造りに 至る まで • 一 個人に よりて 行 はる、 も大栽 坊 

家 は^ 業務 を分擔 する 方、 操 作 敏活 な る を 以 て， 分 業 制度 を 行 ふ を 可とす。 

採收^ は 成 可く 傷まざる 樣 平らた き 箱 又は 籠に 堆積せ ざる 樣 一 列に 拉列 し. 荷 造 場に 運搬す。 

K 運び 來 たれる もの は 若し 袋 を脫， せざる もの は 之 を 除 去 しお 大小 品質に 應 じて 等級 を 定め 

之 を 選別す。 又 一 人 は 組立た る 箱 を持來 り. 之に 大麥^ を 薄く 周綠 及び 底に 敷き. 更に 新閗紙 

を卞 折し て 之を潢 に 麥稈の 上に 敷 く。 

斯の 如く 分 擔を定 め、 準 備を なせる ものに 對し^ 後に 一 二等 品 は 一 顆づ、 櫻 紙の 如き ものな 

以て 包 み， 大 なる もの は 一 筘 十二 個. 中 等なる もの は 十五 個， 小 なる もの は 二十 個の 割合に 一 

より 丁寧に 詰め. 各采を 包める 櫻 紙の 一端 を 其 中 問に 狭み て 動 搖を防 ざ、 然 る 後 新 閗紙を 左右 

よ ひ， ^ひ. 更に 其 上に 麥稃を 薄く 載せる か 袋 紙の 破損して W び 使 川に 堪へ ざる もの を 覆 ひ、 五 

第 十 BH5 二？ S 及な Kg 法 四 01 
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第二 <s 荷造珐 son 



桃の^ 造 狀 況 OS 1 ) 桃の 造 荷 況 (其の 二) 




箱 乃至 六 i 相 を 重ね、 m 上部に 蓋 を 被 ひ 輕く釘 仲 をな し， 繩 をお 圆 に 示す が 如く， 縱に 一 條三 本) 潢 

に 二 條キの 字形に 結束して 中央部 を 一 ケ處 結束す るな り。 汽車 輪 送の もの は 更に 巾 一 寸厚さ 

二三 分の 細長き 板 を 上下 兩 隅に ノの 字形に 打付け、 運搬 中の 動搖を 防止す るの 手^も 行 ふ。 



(せび 及 李附） 桃 編 四 第 



ニー 四 六 五 S ニニ 

錢 厘 厘 厘 錢 

七三 二 四 五 

厘毛 乇毛毛 厘毛 厘 



三 同 同 同 同 同 同 二/】、 
錢 

厘 上上 上上 上上 玆箱 



第ミ節 販 賣 法 

18 十四 章 a 收. 荷 S 及び 瓯資法 B011I 



ハぷ； I： ^ 也^に 要する 費 川。 容器た る 箱 は^ 年に より 又 需要の 数量に よりて 多少の 差異 ある 

も 大凡 左の 如し。 



倚ほ坨 收ょリ 荷造りに 至る 費用 は 畑の 遠近 等に よリ 一 樣 ならざる も 其 距離 一 町以內 の處に 

あ リては 大凡 そ 左の 費用^- 耍す 

^ き en 淺 二 ^(大 レ： S 男 一人 平均 五十 箱 分な 拔收し 且つ 荷 

f た^ 一 ^二 厂ーづ / ^ 造 な 行 ふ^ 得。 此日當 六十 錢の 割合 

故に 大 i 相に ありて 四錢九 厘、 小 箱に ありて 四 錢四厘 を 要する 割合な り。 斯の 如く 丁寧に 荷 造 

を 行 ふ も 採收 當 を す， 多 少 過熱の 徵候 あれば 往々 荷 慯みを 生す る こと 多き を 以て 荷 造 をな 

すに 常り © も 周到なる 顧慮 注 M を耍 するな り o 



1 B 二百 五十 箱 打 付く ろ ものと し T 計 茸す 

百匁 十錢の 割合 一 11 匁 代 

半 枚 (二 匁 四 分) 一 莨 目 二十 五錢の 割合 

十二 枚 百 枚 三錢五 厘の 割合 

.1 ハ箱 に付き 半杷 一 杷 一 錢五 厘の 割合 

材料費 



大 

{目 

組立 人夫 貧 



釘 

麥. 





代 

稃 



合 



代 

1 一一- ：1 
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SK 十五 章 Bora 

桃の 販資は 最も 敏活なる 動作と 周到なる 考 盧を耍 する ものな り。 其 性質 偽み 易き と 相場の 

高低 甚し き關係 上荷 造 法 を 整 正^^なら しむる は 勿論. 常 に 市場の 狀況に 注意 し. 價 格に し て 

豫定と 略 ぼ 一 致す るに 至れば 全力 を倾 注して 其 出荷に 努めざる ベから ざるな り。 販 赍に關 

して 常に 注 怠 すべき は 一 お ^ €： は 勿論， 一 捆り 中の もの も 各 箱の 個 數， 熱度、 大 小 等齊 一 ならし 

め、 一 梱^ 上部の 一 箱 を 見れば 略 ぼ 出荷 や： 部の 等級 を 知らし むる を 得る が 如 く、 常 に 誠 葸 之 に 

常 り、 市 揚 又は 問屋の 信用 を 厚から しむる 樣心掛 くる こと 必要な り。 市場の 狀況 或は 豫朋に 

反する こと ある は 免 かれざる 處 なれば 一 二 齟齬せ る實 例に より， 直ちに 市 揚を換 へ、 取引 を 中 

止す るが 如き は 注意すべき 事に し て、 旣 に 信用 程度 を 調査し 確 實と認 むれば 一 期 問 は 成 可く 

取引^ を 交換せ ざる を 可とす。 又 他の^ 樹 類と 同樣 栽培 家 は 其 部落 或は 一 地方 毎に 販資組 

合を設 け， 共 同 的 販賫を 行 ふこと は 更に 必要と する 處 なり。 

第 十五 章 病蟲害 

第一 節 病害 

一、 炭疽病 

あ 一 名 Glocas で 03 ョ klcllcolor jJerk. fGiomcrella Lacucoler 11:13. 一 

【病 徵】 木お は 桃栽坊 家の ^ も 恐 るべき もの、 一にして 各地に 其慘 害の 甚し きもの を 見る- 



(杏び 及 李 附） 桃 ^四 Iff 



在 




ス 


ダ 


ァ 




來 






1 


ム 




種 




ク 




ス 








上 


デ 






發 


ン 
セ 




r 




少 


'レ 

ト 

ラ 


ァ 

V 

1 


3. 
1 

ン 


病 
最 
も 




マ 


コ- 


プ 
、1 


多 


核 








ク 


さ 


プ 


ィ 


ク 




-甲- 




o 




ス 


no 




m 






メ 


m 


水 






ト 






蜜 






ン 












ブ 
レ 
づ 
1 


レ 
キ 
サ 
ン 






就中 早生 種の もの 此^の 抗疫 性の 弱き もの 多 

き. か 如し。 品種と 炭疽^との 關係を 示せば. 



【病原】 本 病 は 桃 炭疽病 菌^ 染 



十五 & 



本 病の 枝葉に 發病 すれば^ は 縱に卷 縮し， 又 幼 

菜に 發病 すれば^ 儘 乾燥 硬化して 枝 上に 附苦 

し， 長 く 落下す る 事な し。 本 病 を 別名 硬 化. ¥木 

守 病と 稱 する も. S 徴の 一部 を 表 はした る もの 

なり。 成 熱に 近き ものに 發^ すれば 枭 面に 淡 

褐 色、 小 圓 形の 病 斑 を 生 じ • 中 央部は M みて^ 肉 

^ 色の 粘 氣を帶 ベる 粉 粒 を 以て 被 は れ， 化 ^は不 

正 形と なりて 落下す。 

ral て 起る ものにし て、 其 お^ 茵の ^過ム 2 性 未だ 明 瞎 



赏 





各 

論. 



ならす と雖 も. 新 梢 及び 病果 中に 越年 し^ 春に 至りて 偉染 發病 する もの、 如し。 卽ち^ 果 にリ 



梢の 中に 形成 せられた 

し， 分 生 胞子 績 生して 猖 

【豫防 法】 

I、 砂地 (殊に 地下水 低く 

る營養 不良の 樹は罹 

二， 風上に 被^ 樹を發 し 

三， 剪定 整 枝 を 合理的と 

四、 袋 掛を行 ふは冇 効な 

五、 藥劑馓 布 を 以て 豫防 

(ィ) 冬季 剪定 後 直に 

(口) 三月 上旬 石灰 硫 

(ハ) 開花 K と な ， り 

旣に發 おしつ 、ある 



る 休眠 芽胞の 溫^ の 候と なる け 

厥 を 極む るに 至る ものな りと。 

して 春 冬 乾 害 を 被り 易き)， 又 は 火 

病し 易き が 如し。 窒素 質 肥料 を 

たる 時 は 厳重なる 豫防法 を 採る 

なし、 豫防 藥劑の 撒布に 便なら し 

り。 

せんとせば 左記の 方法 有効な り 

斗 式 石灰 ボ ルド ー 液馓. W (又は 二 

合 劑五度 位 (害 蟲驅除 を 兼ね て) を 

二 斗 五 升 式 石灰 ボ ル ド I 液 を 撒 

合 は尙ほ 

石灰 硫黄 合劑 〇， 三度 を 撒布。 



及び 濕氣を 得て 發 芽して 病徴 を^ 



山 灰 i の 如き 地力 乏しき 地に 育：^ せ 

比較的 多く 施す ベ し。 

ベ し o 

む る 事。 



斗 五 升 式 硫酸 鐵ボ ルド 1^}、 

き. す 

布。 



(-1) 幼果 大豆 粒大の 

(ホ) 幼 栗 中指 大の中 同， o, 二 度 を 撒 布。 

《へ) 袋 掛先前 〇、 一 度 撒布。 

《ト) 病 菜 病 梢は烧 却す る ことと し、 決して 土中に 残す ベ 



からす o 
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in 2 十 




きま" 



に I Messec 
(2) 西 田 氏 原 圖 




ハ、 曰 光 空 氣の透 射 充分なら ざる 地 は 

罹り 易き 以 て、 斯 の 如き 地 は 避け 排 

水の. ^奸 なる 地に 栽お" すべ し。 

二、 縮 葉 病 

舉 名 ，J ； iphrima deformans, r-ul. 

此 病害 は 本邦 南部 九州 地方に 於て 

は 比較的 被害 少しと 雖も， 東北 地方 

に 於て は 比較的 多 し、 氣 溫の閼 係に 

H るか、 砑蟲の 或 種の^ 生に よりて- 

本お に 類似せ る 徵を現 はすな り。 

然れ ども 蟲體の 存在と 後に 甶 粉の 

如き もの 、 生ぜざる は 明かに 區別 

し 得らる o 

本 病 は 桃 縮 葉 病菌の 筌氣傳 染に因 

て 起る^ 害に し て， 春 季嫩槳 は帶紅 

色， 又 は帶 黃淡綠 色の 腫 起 をな して 

脫質 とな り、 菠 形大 とな る。 漸時 稍， 

灰白色と な り. 白 粉を粧 へる がの 觀 

Bo お 
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第一 s IS s Ho^ 

ならす と雖 も • 新 梢 及び 病果 巾に 越年 し、 S 春に 至りて 傳染 發病 する もの、 如し。 卽ち^ 果 1^ 

ffi の 中に 形成せられ たる 休眠 芽胞の 溫^ の 候と なる に. 及び 濕氣 を^て 發 芽して 病徴 を 現 は 

し， 分 生 胞子 緒 生して 猖獗を 極む るに 至る ものな りと。 

【豫防 法】 

I 、砂 地 (殊 に 地下水 低く して 春 冬 乾 害 を 被り 易き)， 又 は 火山灰 .H の 如き 地力 乏しき 地に 宵卞. せ 

る營養 不良の 樹は 罹病し 易き が 如し。 窒素 質 肥料 を 比較的 多く 施す ベ し。 

二、 風上に 被 本 2; 樹 を發 したる^ は嚴 重なる 豫防法 を 採る ベ し。 

三. 剪定 整 枝 を 合理的と なし， 豫防 藥劑の 撒布に 便なら しむる 事。 

四， 袋 掛を行 ふ は 有効な り。 

五、 藥劑 撒. W を 以て 豫防 せんとせば 左記の 方法 有効な り。 

(ィ) 冬季 剪定 後 直に 二 斗 式 石灰 ボ ルド— 液 撒お (又は 二 斗 五 升 式 硫酸 錢ボ ルド—^。 

(口) 三月 上句 石灰 硫黃合 劑五度 位 (害 蟲驅除 を 兼ね て) を 撒. W す。 

(ハ) 開花 K 前と な， りて 二 斗 五 升 式 石灰 ボ ル ド I 液 を 撒布。 

旣に發 •！ ^しつ 、ある 場合 は尙ほ 

(二) 幼^ 火 豆粒 大の中 石灰 硫黄 合劑 〇. 三度 を馓 布。 ， . 

(ホ) 幼^ 中指 大の屮 同 .〇， 二度 を 撒布。 

(へ) 袋掛先 ：：1〇，一 度 撒布。 

(ト) ^果^ 梢は娆 却す る ことと し. 決 して 土中に 殘 すべ からす。 
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(1) Messee 

(2) 西 田 氏^ 圆 



八日 光 空 氣の透 射 充分なら ざる 地 は 

罹り^き 以て， 斯の 如き 地 は 避け 排 

水の^ 奸 なる 地に 栽培す ベ し。 

一一， 縮 葉 病 

此ぉ^ は 木 邦 南部 九州 地方に 於て 

は 比較的 被^ 少しと 雖も， 東北 地方 

に 於て は 比 铰的多 し， 氣 溫の閼 係に 

因る か， 畅蟲の 或 種の^ 生に よりて 

本^に 類似せ る 徵を現 はすな り。 

然れ ども 蟲體の 存在と 後に 白粉の 

如き もの 、 ：yr せざる は 明かに 區別 

し nfr ら る a 

本 病 は 桃 縮 葉 病菌の 空 氣傳染 に 因 

て 起る 病害に し て， 春 季嫩^ は帶紅 

色， 又 は帶 黃淡綠 色の 腫 起 をな し て 

脫質 とな り^ 形大 とな る。 漸^ 稍， 

灰白色と な り. 白 粉を粧 へる がの 觀 

£0 お 



の^^ 脔 ^ 
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第 一 © 病 s BQA 

を呈 し^- に 落 す。 

本 病 は 多く 巷季 其お 勢 を猖 ふす る ものにし て， 其 後發 生せ る 犯す 事 稀に し て、 葉 の^ 舒す 

る當 時の 天候 は此發 生に 至大の 關係 をお す。 病原菌 は 外 子 籙菌の 一 種に し て， 痫 槳の 表面 灰 

.0: 色 を呈 する の 時 は 此子籙 成 熱して 蔻子を 放散 傳播 する の 時な りと す。 越冬 はお 葉 又は 病 

梢屮に 於て なす。 

【豫防 法】 

1 お 粱. W 梢 を 摘採燒 却す る 事。 

二-お お 前 ^炭. M W 豫防を 兼ね (害 蟲驅除 をも^ ね) 石灰 硫黃 合劑の 比重 五 度 位の もの を 撒布。 

二；， ^ 花 前 石灰 ボ ル ド ー 液の 撒布。 

四， 肥 料の 用量 配合 を 適切なら しむる 事。 . 

、其 他 土地の 排水 設備^ 適當 ならし め、 樹 勢 をして 强 健なら しむる 事。 

111、 桃 葉 穿孔 病 

名 (細菌 性 穿孔 病) Bacterium prlsl Smith. 

本お は粱 及び 幼 拊に發 生して， 徑ニ— 三分 位の 圓 形の 褐斑を 生じ， 後 病 斑 部 は 乾枯 脫 落して 孔 

を^す。 被^の 度 進む に從 ひて^^す。 新枘 にも 小圓 形に して 少しく 凹める 黑 褐色の 病 斑 

を^す。 . 

本 病 は 穿孔 性細储 にして 空氣 傳染 をな す。 W 木に 因りて 傅播 する ものにして 注 怠す ベ き 事 

なり。：： i 種との ral 保 は 



(杏び 及 李附） 桃 四 第 



HI 四十 七 TT 第 





^Ilancrszowski 



(2) (1) 
子 圖の子 



發^ 多き 



T1 



赘病少 き 品種 



プリ- ンクス メ ー。 シ— ィ， グ^ 。天津。 ァ， クロフ ォ |ド( 

ァ —リ I リバ IO ヮ ー ズレ I ト フォス タ lo ァレキ サン ダ 1C 



金 桃」 上海。 

すー タ ー 口. ■。 早生 水蜜。 



桃の 黑點病 



以上の 如き を 以て 斯る 品種に 對 して は 豫防 方法 を 完全に 行 ふべき なり。 

【豫防 法】 

1 , 病 葉 病 梢の 處理は 一 般と異 る 事な く， 完 全 に 行 ふ ベ し。 

二、 藥劑的 豫防は 新芽 股 開 せんとす る 頃より 十日 乃至 二週間 を 隔て , 三 I 四囘 硫化 加里 液め 

百 估 液 又は 石灰 硫黄 合 劑の八 I 十倍 液 撒布す ベ し。 

四、 黑點病 (叉 は m 星 病) 

名 cl:l(losporium carpopliilu ョ Tliu ョ i. 

桃果 面に 小なる 喑 褐色の 斑 點を生 じ， 其 大 なる ものに 

ても徑 一分 五 厘 を 超 ゆる 事な し。 然れ ども 數點 集合 

して 梢" 廣く果 面 を 被覆す る亊 あり。 其 被害 點 は果實 

の 生長 停止して * 肉 開 裂し て. 遂 に 腐敗す。 殊に 降雨 

多き 年に 甚し。 

【豫防 法】 

前記 諸 病害の 豫防法 を 構す るの 外， 特に 木お に對 する 

第 十五 窣 ^ a 害 BOA 
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斷面 
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第 1 節 病害 MMO 

特別の 方法 明かなら す。 

五、 桃 葉 白粉 病 

名 ocrcooporella Pers:oa Sacc. 

M 通 不 -： ^なる 陰^の 地に^る ものに 被害 多くし て、 且 っ廣く 分お. せらる 、 と雖も 損害の 大な 

ら ざるが 如し。 

本-; S 被^^ は 表而に 淡黄色の 斑點を 生じ. 此裹 面に は 霜樣の 白色 を呈 す。 是れ本 病原菌の 擔 

ふ梗 にして 盛んに 胞子 を 撒 逸しつ 、 ある ものな り。 

【豫防 法】 

1 、適 常 に S 季 剪定 を 施して 繁茂に 過ぎ、 通風の 不良 を 防ぐ ベ し。 

二. 其 他 一 般に行 はる 、方法 を 採 川す る こと。 

六、 桃 白銹病 

學 名 pucc-mla Prum-Persicae II01.1. 

【病 徵】 本 病 は 七月 下旬より 落葉 朗 まで 間 斷 なく 葉に 發生 する ものにし て， 初 め 葉の 表面 或 

は ® 面の 周 綠に些 しく 暈けた る喑紫 褐色の 小さき 圓斑を 散 生す。 其 後 中央部 は 褪色して 淡 

黃^ 色. 又は. 黃 土色 をな せる 不正 多角形の 小 斑點を 現出し， 該小斑 點の眞 裏 は 表皮 些 しく 圓く 

膨 起し. 叉 は膨起 破れて s より 淡褐色 或は 柱 皮 色の 粉末 露出す。 十月 以後に 至れば 葉の 裏面 

に は 前記の 淡褐色 或は 柱 皮 色の 粉 粒點に 介在し、 或は 獨 立して 雪白 色の 少しく 粘 質 ある 黴が 

不规刖 形 をな すなり。 木^ は 苗木に 比較的 多 し。 



(杏び 及 李附） 桃 編 四 第 



【病 原 菌】 S 胞子 及び 冬 胞子 を 形成 し， 冬 胞子 は 葉 裏に 牛； じ， 胞 子堆は 雪白 色な り。 

【豫防 法】 

1、 七月 ト：？ 戍は八 ハ 上旬. 發 生の 初朗に 先立ち. 石灰 硫黃 合劑の 0. 二度 位の ものみ ニニ 二 四 撒布 

す ベ し o 

二， 被害 葉を燒 却す る 事。 

七、 枝枯病 

學 名 Valsa Iwllrllllastri R K. 

【病 徵】 本 病 は 種々 の 核 果樹の 枝に 發^ し、 枯死の 原因 をな す ものにして 六 R 頃 葉 は 萎 凋し 

數 n を 出です して 乾 縮 枯死す る 事 あり。 其 枝條の 枯死 部 を 注意して 見る 中 は 細 少なる 赤色 

蜣蟲狀 の 細 線 を 見る。 

【病原】 枯死 部 に^ぜし 赤色 1? 狀の細 線 は子殼 より 喷 出せる 芽胞な り。 此 芽胞 は 飛散して 

新生の 嫩 枝に 附卷 し. 外部の 狀憨 適當 なる 時 は 忽ち 發 芽して 菌糸 蔓延 し. 其 枝の 枯死 を 來すも 

のな り。 

【豫防 法】 晚 霜の 爲に 傷痍 を 生ぜし 锾 所. 或 は昆蟲 類に 害せられ たる 場合に G 入す る^ タノ 

し。 依って 是等 誘因と なるべき もの を 防-ぐと 同 晬に病 枝 は 健全の 所 迄 剪り 拂 ひ. 其 部に 殺菌 

劑 又は タ ー ルを 塗りて 病菌の 蔓延 を 防ぐべし。 

八、 桃 穿孔 病 

第 十五 病 B 迄 3 一 f 
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第二 ss a- 害 二 



【病 徵】 木 病に 害せら る、 時 は^に 小な 

分に して^ 紫の 色彩 を 表 はす。 是れ本 病 

じ、 尙ほ其 病 斑の 部分の み槳の 

じ. 然 して 其 斑 點は相 隣れ る も 

は 葉 は 遂に 黃變 落下す。 然し 



黃 褐色に 變 

形の 孔を ^ 

數 なるとき 

至る ものな 

【病原】 ^ 

子 梗^ を^ 

ものな. 90 

【豫防 法】 

ir 被害 葉 は 

H 、其 他 1 般 



斑の 黑色 細微 粒 は 本 病原菌の 

じ. お 擔子梗 頭 各 一 個の 胞子 を 

一， 梅 雨季に 先立ち 稀薄なる 

集めて 燒 却す る 事。 

病害に 對 する 方法 を 採る。 

第二 iei ^ 害 

一， 桃の 心嗡蟲 (も、 



る圓 形に 近き 變色點 を 生 じ， 此 點は直 徑五厘 乃至 I 

の 最初の 特徵 とす。 次で 其 組織 は 枯死す る を 以て， 

健全 部の 境界より 離脫 する ものな り。 故に 葉に 球 

の 互に 癒合して 大形なる 孔を 生す るに 至 り， 其 孔 多 

て 其 病 は 斑 中には 黑 色なる 微細の 粘點を 生す るに 

胞子 堆 にし て， 菌絲は 薬の 組織 中 を 走り、 表皮 下に 擔 

化す。 此 胞子 成熟す る 時 は 表皮 を 破りて 飛散す る 

石灰 硫黄 合劑を 撒布し、 爾後 數囘馓 布す る 事。 



鳞翅目 ^蛾 科 學 



のごま だら。 桃 寛 蟲。 ごま • たらめ い. ヒ 

名 Pichccrocis (AsturaJ punctifcraus VJrne 11. 

幼蟲は 桃の 外、 ^栗. 無 花 mH す 枇 杷 等の 栗實內 に 喰 入して 大害 を與 ふる も の な り。 

【形態】 成蟲全 K 投黄 色の 小 蛾に して 同色の 麟毛を 密生し、 數 個の 黑點 あり。 腹背に も黑點 



5 李附） 桃 編 四 



圆五 十七 百 第 





お 



び 

杏 



を拉 列し. 前後 兩翅 は黃 色に して 前翅に は 約 

體^ 三 四 分， 翅の開 張 八九分に して 雄 は 腹 端 

桃の 心喰蟲 




りて 外面に は 木 ：5 を 纏綿し， M 黄色 をな す。 

【經 過】 年 二 囘の發 生に し て. 幼蟲 のま ， 粗 

に 一 粒宛產 卵し， 之より 孵化した る 幼 蟲は直 

ひ^せば 他 果に移 り、 成 は 數采蕖 合せる 處で 

老站 する ゅは果 賁を脫 出して 枝 幹 を 這 ひ 廻 

g 十五 章 ^ sg 



一 、 被害の 桃 栗 

二、 幼蟲 



二十 七 八 個 • 後翅に は 約 十五 六 個の 黑點が あり。 

に黑 毛な きが 故に 雄と 區別 する 事を^る。 

卵は果 實に產 付せられ， 球形に 

して 赤色な り。 幼蟲 は^ 化^ 

時 は 白色に して 老^ すれば 淡 

黄 赤色と なり， 體^ 約 七 分 c 外 

あり。 頭 及び 硬 皮 板は黑 褐色 

にして 體の& 環 部に は 疣狀弒 

一-一、 あ り，. M より 淡褐色の 粗 毛な 疎 

四、 成蟲 生す。 蝻は 褐色の 長圓 筒形に 

し て， 尾 端 は 尖 り， 體 長 約 四 分 s: 

外、 灰 白色の 粗 繭. 2： にあり。 繭 

は 多く 樹の裂 目， 又 は 枝 間に あ 



繭 内に 越年し. 翌春 五六 月頃 桃果 に飛來 して 果而 

に 果肉 中に 喰 入して 果 面に 蟲糞を 出し， 一 顆を ぬ- 

は 糸に て 相互の 粟^ を辍り 之に 蟲糞 を？ i 出す。 

り. 樹 の 裂 目 に 入り込みて 營繭 し. 其 中に て 蛹と な 

u 一 1 一 1 



論 各 藝園樹 菜驗梵 



の 頃 蛹と なり 次 で 卵 化す、 



@ 二 節 a H -H 

り， 外 面に 木屑 を粧 ふ。 一 週間^: 外にて 羽化 し "第 ニ囘の 成蟲は 七、 八 月の 顷 再び 晚 桃. 梨 の果實 

に產卵 し， 九、 十 月の 顷 になれば 老熟して 營 繭して 越年し， 翌 春 四、 五 月 

【防除 法】 

1 、 成 可く 早く 袋 掛を行 ふこと。 

一，^ 果は 早く 之 を 集めて 燒却 する こと。 

1、 蟲糞を 見た る もの は 成 可く 早く 摘 採す る こと。 

二、 桑 介殼蟲 

半翅目 介 殼蟲科 學名 Diaspis fenulgona Targ, 

桃の 外 梅. 徵 桃. 梨. 苹果. 冉. 季. 葡萄 其 他 各 種の 果樹 又は 樹木に 寄生して 

【形態】 雌 蟲の介 殼は槪 して 圓 形なる も 注々 橢圓 形の もの も あり ( 

白色 又は 灰^色に して 殻點は 中央と 殻綠 との 中 間、 若 く は 殼緣」 

す。 充分 發 育した る もの は徑約 六. 七厘 あり。 

雄蟲の 介殻 は ，3: 色の 長橢圓 形に して 兩側 は竝 行し、 殼點は 一 方 一 

に ニー 個の 隆起 線 ありて 長さ 約 三 厘 あり。 

年 三 囘の發 生 をな す ものにして 受精した る 雌 蟲は枝 幹に 固着した 

の 頃 第一 囘の產 卵 をな し、 第二 囘は 七月 中 下旬， 第三 囘は 九月 上旬に 

鵠所 凹所 等に 密集し， 數日を 經れば 分泌物 を 以て 薄 殻 を 形成し、 三囘 

卵す る ものにして 一 雌の 產卵數 は 約 一 百. R 外な り。 



大害を 及ばす ものな り。 

背面 は些 しく 隆起して 

ふ て存 し， 通常 橙黃 色を呈 

して 橙 黄色 を 呈す。 背面 

る ま、 越年 し、 翌 春 四 五月 

出 で、 此 幼蟲は 多く 北面の 

脫皮後 交接して 老 熱し， 產 



(杏び 及 李附） 桃 編四笫 



t 防 除 ^ 

一、 IH 春 三月 上旬に 石灰 硫黄 合 劑を撤 布す。 

三、 も ほ (第一 編 第 十七 窣槊 

半翅目 蚜蟲科 

桑の 介^^ 




の蟲 害の 部 参 昭 

桃 を 害す る^も 普通なる もの 

は 「は ま き あ ぶ ら む し」 と 稱 し， 成 

蟲は 無翅， 雌蟲は 殆ど 紡 錐 形な 

寄生の 状 し， 淡 綠色 にして^ は 濃 赤色 を 

雌蟲 の介殼 呈 し. 斶 角 は 六 ts より 成 り、 其 第 

雄蟲の 介殻 六 節 は 特に 長 形に して 其 過半 

成 蟲 (雌) は 粗毛狀 をな して 黑く， 第三， 第 

r 蟲 (雄) 四， 第五 節の 外 端は黑 色な り。 

お 蟲 口吻の 尖は黑 く， 中 脚の 付 元に 

至りて 止 り， 脚 は 何れも 細 長く， 

後脚 は 一 ^長く、 排密管 は 長さ 



ra お. 幅 二 Ml 位に して 通常 橢圓 形の 些 しく 扁 形なる ものな り。 

幼蟲は 五月 顷 より 發 ^ して 漱楚に 寄生し. おに 椠は捲 縮して 葉の 生育 を 害する 亊甚し く、 雌蟲 

は此祷 縮せ る 葉 W にて 幼蟲を 胎生 し、 共 に 加害す。 幼蟲は 須臾に して 成蟲 となり. 雄蟲 の受賴 

售 十五 章 l»:a> 害 



お 

件 j 

m 



资 





各 



第二^ 3 1 

を 待た すして 盛んに 繁殖す ベ し A 

【防除 法】 



1、 發生 未だ 甚し 

二、 除 蟲菊加 用 石 



力 ら 

油 乳 

四、 



ざる 前に 被害 葉 を 摘 採す る 事。 

劑四 五十 倍 液 又は 除 蟲菊加 用 右 鹼水を 以て 撒 注す o 



ら 



果寶に 産卵せ 

頭部の 前面に 細 

澤 あり。 前 胸 は 

の^でも 生す。 

約 四 分に して 雄 

年 一 囘の發 生に 

^下旬 乃^ 四 

の產卵 終れば 

産卵 後 某 枝の 

茶す る 時 はお 

【防除 法】 

r 袋掛。 二、 被 



ォ 

長 口 

圓 筒 

》 翅鞘 

雄 は 之 

にして 

月 上旬 



翅目 象 鼻蟲科 (梨の 部 参照) 

る 幼蟲は 果肉 を 食 害す。 成蟲は 全體濃 赤紫 色の S- 蟲 にして 光 

の 先端より 約 三分の 一 の 所に^ し M 色 

) 頭 胸の 背面に は數 多の 小點雄 を密布 

點列を 具へ、 三對の 脚は黑 紫色な り。 體 



吻を突 

形に 近 

の 表面 

よ り 些 

冬季 は 

桃の 



粘液 を 分泌し 

一 部 を 咬 み 切 

實を脫 し、 地 下 



出： し、 觸 

くして 

に は 各 

しく 小 

老 熱せ 

B 二， 

^4 と J ノ 

て產卵 

り 證 く 

二 三寸 



角 は 口吻 

中央 太し- 

六 絛の縱 

形な り。 

る 幼蟲態 

に 多く 羽 

孔を 閉塞 

の 性 あり 

の 邊に入 



あり r 

して 光 

紫 赤 色 

口吻 共 



にて 土中の 繭內に 越年 し. 暖 地に ありて 

化し、 雌雄 交尾 すれば I 粒 宛^ に產卵 

し， 此 粘液 乾燥せば 黑 褐色 を呈 す。 雄蟲 

U 幼蟲 は^ 肉 を 食して 生長 し、 老 熱 の 頃 

りて 營銅 し， 其 內に 越冬 す。 



は ^春 三 

す。 雌蟲 

地上に 落 



宵 菜 は 蒐^ 鹿 分す る 事。 三， 成 蟲の柿 殺 をな す 事。 



(杏び 及 李附） 桃 《3 m 第 



翻 七十 七 百 第 




五、 木 葉 蛾 (あけびの このは 力。 ともえの このは) 

錢翅 «n 夜 娥^: 名 opllklcrt-s <ynml£ G1121. 

本 種の 幼 蟲は茈 接 農作物-」 害せざる も， 成蟲は 桃の 外 葡萄. 無花果. 柑橘其 他の 果 莨の 成熟期に 

際して^^ 飛 來し、 (多 く は 夕方より 八 時 頃 迄) K 尖銳 なる 口吻 を 以て 果. 汁 を吸棼 し、 爲 に果實 は 

礎 色し て. 販 品 となし 能 はす。 

【； ^態】 成蟲は 大形の 蛾に して 頭 胸部 は喑 褐色の 鱗 毛 を 被 り. 股 部 は 赤色 をな す。 觸 A は絲 

狀 にして 先端 尖り.；； S 翅は 一 兑粱狀 にし て 前 綠角は 尖り. 內綠の 略 中央 は凹陷 して 之より 前 緣 

角に 向 ひて 斜^せ る黑 色の 條 

線 あ り ま 面 は後翅 と共に 黃褐 

色な り。 又た 後翅の 中央に は 

黑 色の 大 なる EJ 狀の 斑紋 を冇 

し >體 長 一 寸 三分， 翅の開 張 三寸 

二 三分 あり。 卵は圓 形に して 

淡黄色 をな す。 

幼蟲の 老熟した る もの は體長 

三寸 內外、 肥大に して 全體紫 黑 

色 を 呈 し、 第 五 環 iS の 側面に 一 

白紋 ありて 其內 には黑 褐色の 

第 十五 « a 5S E 一七 




^各 藝圜樹 枭驗實 



第二 © s S- 四 1 < 

紋 あり • 更に 一 小綠 藍色の 紋を冇 す。 又笫六 環^の 例 面に 弦月 形の 黃紋 と、 第 九 環節に 雲形の 

白斑 あり。 蛹 は 褐色の 圓錐 形に して 體長 一 寸. 2： 外 あり。 

年 二 囘の發 生 をな す。 成蟲は 八月 上旬より 十二月に 亙りて 發生 し、 其 幼蟲は 「ァ ケビ」 「ヒ イラ ギ J 

【ナ ン テ ン 」 等 の 粱を喰 ひて 生長 し， 老 熟 すれば 葉 を 綴りて 其內に 蛹化す。 此他 に 「あ か ゑぐ りば」 

1 名 「こがたの この は」 と 稱 する 成 蟲は前 種と 同樣の 加害 をな す もの あり。 其 加害 狀況は 前者 

に 類似す。 

【防除 法】 

一、 袋 掛を嚴 重に 行 ひ， 尙 ほ不乾 油の 類 を 塗抹し 置け ぱ效カ 多し。 

二、 夜間 柿 殺す る 事。 

三、 燻 烟法を 行 ふ 事。 

四. 固 の周圓 にある 幼蟲の 食餌 植物 を 除去す る 事。 

穴、 ^、じ 折蟲 (第一 編 第 十七 韋 第二 節 中 梨の 姬心 喰蟲 参照) 

瞵 翅目 實蟲蛾 料 

【形態， - 本 種 は 梨の 姬心 喰蟲と 同一な りと 稱 する もの ある も， 心 折蟲は 全然 梨の 姬心 喧蟲の 

一 囘ニ 囘の發 生の ものが 喰 入す る ものなる や、 又 姬心 喰蟲の 外に も 喰 入して 心 折の 狀態を 現 

はす もの ある や は 更に 研究 を耍 する が 如し。 從來の 研究に よれば 幼蟲は 桃の 新 梢 內に喰 入 

して 内部 を t しおに 蟲糞を 排泄して 新 梢の 葉芽 を 枯死せ しむ。 

成蟲は 小形の 蛾に して 頭 胸 は 灰 黑色股 部は黃 灰色 を呈 し， 前 翅に は數條 の灰黑 兩線橫 走し， 外 



(杏び 及 李 附） 桃 編 四 お 



圆 八十 七 百 第 



桃の 心 折 a 




新 梢を辭 して 地ヒに 降ケ 

をな す ものにして 越冬し 

及んで 新 枏に產 卵し、 蜉化 

芽 を 萎縮して 垂れ 折れ、 口 

より 二 三寸の 所に 接 息し 

囘 以後の 發生は 多く 果實 

【防除 法】 

r 加害 部 は 切取り 蒐集し 

第 十五 章 病 S 害 



(佐々 木 博士 原阖) 

地下 I 寸內 外の 邊に 於て 小形の 

たる 幼蟲は S 春 蛹化し， 次いで 成 

したる 幼 蟲は新 梢 內に喰 入す る 

に は 蟲糞を 出 し、 梢 s: 空 筒と なり 

.餘 り 下方に 及ぼす 事な く. 一 疋に 

に喻 入す る ものにして 殊に 梨果 

て燒 却す る。 二， 袋 掛を行 ふこと ハ 



綠部は 淡色に して 黑條 及び 黑點 

を撗 列す。 又 前線に は黑. m の 斑 

點を 交互に 竝 列し. 後翅に 至る に 

從ひ 長き 綠毛 を冇し 斑紋 を缺 く。 

體 長 一 分 五 M, 翅開張 四分^: 外 あ 

り。 幼蟲は 充分 成長 すれば 體長 

三 四 分に 達し， 圓 筒形 淡黄色 乃至 

澄黃 色に して 多少 紅色 を 靨 び， 頭 

部 は 茶褐色に して 全體に 短毛 を 

疏 生す。 蛹 は 老熟した る 幼蟲の 

繭 を 作りて 蛹化す。 年数 囘の發 生 

蟲 と な り、 五 六月 新 梢の 抽出す るに 

の 如し。 被害 梢 は 其 末端に ある^ 

て 表皮の み殘留 す。 此幼蟲 は 梢 端 

して 數條を 加害す. る 事 あり。 第二 

に 被害 多し。 



EM 九 



論 各 藝圜榭 栗驗箕 
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ES 二 © 害 

七、 小 透 羽 (すかしば) 

瞵翅目 ^子 蛾 科學名 

幼蟲は 桃 の 外、 櫻 • 桃 .梨. 苹果等 の 枝 幹に 蠶 入して 

木屑 等 を 漏出し 祸 色を呈 す。 成 蟲の體 は 細長 

ニ帶ぁ り， 前 翅は 細く して 透明 淡 藍色の 光澤 あ 

綠は黑 色な り、 後 翅は 前翅の 如く 細から す。 翅 




(深 谷 氏 原圖) 



i 、幼 蟲 

二、 成 蟲 

H. 蛹 殻 及び 

被害 柱 § 

分 



長 

第 



synanthctlon hcolor L. 

主に 外面の 形成 を 食^す。 蟲孔 より は 樹脂 

黃色 にして 些 しく 靑 味を帶 び、 腹 部に 橙 黄色の 

り， 略 中央に 一 黑 藍色の 縱條を 具へ， 翅脉 及び 外 

脉 及び 綠 毛は黑 色に して 其 他 は 透 ^なり。 體 

四 五 分 .翅 開 張 九分 乃至 一寸 内外 あり。 卵 は 淡 

白色 を呈し 略" 球形な り。 一 粒 宛 樹脂 上に 産 付 

らる。 幼 蟲は淡 黃 色 を 呈 し， 頭 部 は 赤 賴， 背 線 は 

腿なる 赤 を呈 し、 全體 -J '短き^ 宅 を 散 生 す。 

1 環 tS に は 赤褐色の 八 字形 斑紋 あり、 胸 脚 は 三 

^脚 は 五 對を冇 す。 充分 成長 すれば 體畏七 八 

に 達す。 蛹 赤褐色 を呈 し， 翅钳は 比較的 長く II 

半ば 以上に 達せり。 體長約 五 六 分 あ り。 

に 越冬 し、 翌卷六 七月 頃 老^す れ ば 多 くは^ 孔 



の 

【經 過】 ^'一 囘の發 生に して 幼蟲體 にて 樹、 2： 

の 附近に 來 りて 蛹化し， 七 八月に 至りて 羽化す。 蛾 は ffi 飛來 する の ^ あり 

【防除 法】 

1 , 樹の 休眠期に 成 可く 樹體を 傷け ざる 樣幼蟲 を搔き 出 す 事。 



(杏び 及^ 附） 桃 編 四笫 



二 お生^ あり 保護す ベ し。 

八、 桃 葉捲蟲 (も、 の はまきむ し) 

践翅 RI 黎娥科 名 T;ld-ptilia sultssi 一 k 二 la lib. 

幼蟲 は^を 先端より お t 而に囘 ^して^に 圓 筒形に 棬囘 し， 絲 鏤 にて 之 を 綴 り， 其 に^ して 

^を 喰^す る ものな り。 

成蟲は 小形の 蛾に して 金體^ 灰色な り" 前翅 は 帶紫喑 褐色に して 灰褐の 光澤 を 有し， 中 室に 

四黑 斑と 外綠に 近く 潤き て 帶 あり. 此ぉ帶 と外綠 との 中 閬は帶 紫 褐色に して 翅 光の 絵に 沿 

挑の 葉捲蟲 ひて 五 個の.^ 黑點 ある 緣毛 は喑 

灰色に して 後翅も 之と 同樣 なり ( 

幼蟲 老熟せ る もの は帶 黄褐色に 

して， 頭部 は 淡 褐硬皮 板 は 淡 灰色， 

半圓 形に して ニ黑點 あり。 脶 is 

の 亞背線 及び 氣門 上下の 兩 線に 

ある 疣狀、 凸 起は顯 著に して 細 毛 

を 密生す。 體長約 二分 五； i!i あり。 

【經 過】 五月 上 中旬より 現 はれ. 

下旬 蛹化す。 六月 上旬 羽化して 

七月 中 下旬 第二 囘の 幼蟲 出て. 八 



笫 

十 




二、 

ミ、 

四、 



被^の 狀 



幼 蟲 



成 蟲 



酈 十五 章 



en 二 



論 各 藝圜樹 菜驗究 



十八 百 liS 



第二 節 

月 中句^ ニ囘の 成蟲現 はる。 年數囘 の發生 をな す もの 

K あり o 



も し 



1： ニニ 

成蟲は 牲活潑 にして 夜 問^ 



火 を 幕 ふの 

【防除 法】 

一、 掊粱を 摘 

二、 成 蟲は夜 



別名 桃； の繪 

しき 時 は 落 

桃 の 



採して 幼蟲 及び 蛹 を^ 殺し. 又は 燒却 する 事。 

間 誘 蛾 炝を點 じて 誘殺す る^。 

九、 潜葉蟲 (も、 の はむ ぐり むし) 

降翅目 潜娥科 Ml- 名 I」y§cti:l clerkella ！ <. 

害蟲 とも 稱 する ものにして. 幼 蟲は薬 肉 s: に谘 伏して 蠕形狀 

葉を來 す。 成蟲は 灰白色の 光^ ある 小 蛾に して 前翅 は 細長 

粲潜蟲 (佐々 木 博士ぬ 躕) の 一 斑紋と 

四 




に 槳肉を 食 

く、 翅 尖 に 近 

喑 褐色の 短 

1 黑點が あ 

色 を 呈 し て 

二分 あり。 

て 一 お i ク ？ x 

幼蟲の 老成 

一分 八 旭 あ 

細く， 胸 腹の 

綠色 を呈し 



ひ， 被 害 甚 

く^ 黄色 

き 斜線 数 

り， 後 翅 に 

體長約 一 

！ に？ -it 

の^ 皮下 

したる も 

脚 は 返 化 



(杏び 及 李 附） 桃 編 四 第 



圃 二十 八 百 第 



t マ rpr^~r^ ^ 

^^^■^^^^^■f ， 一 ， 




^の綠 尺^ 



数個の 微毛を 半；. K 蛹 は 幼蟲の 老熟 すれば 表皮 下 を 出で 、 楚^ 又は 枝 ^ に， H 色 紡錘形の^ 

齲 をつ くり. ぉ屮に 蛹化す。 圓雜 形に して 全 體淡綠 色 を H し、 體長約 一 分 三 厘 あり。 

【經 過】 此蟲 は^ 数 囘の發 生 をな し. 十 一 月 上 中旬 頃 羽化せ る 成 蟲は溫 ^の 場 ^ に 越年し，^ 

i^wn 屮句 桃の 發芽を 待ちて 之に 產卵 する ものにして， 幼蟲 孵化 當^ 其 附近 を圓 形に 罔，.'〜 

て 細孔 を 穿つ を 以て 其 部分 は 枯死 陷沒 する 事 普通な り。 又 加害. 葉 は 幼 蟲の& お^を^し， 葉 

面に，：：： 色 又. は 暗 灰色の 屈曲せ る 多 數の細 線を認 むるな り。 成 蟲は槪 ね 日屮^ ^に 訂 ぶし.^ 

間 出で 、 活動す る 性 あり。 

【防除 法】 

1 、被^ 猪 及び 落葉 は 蒐集して 烧却 する^ 

一一 、幼蟲 及び 蛹を應 殺す る 事。 

一 〇、 桃の 綠尺蠖 

(も /- のみ どひし やくと， 9) 

瞵 s~ 目 尺^ 蛾 科 學 名 

桃の 發 芽と 同時に 幼 蟲は發 化して 其 新芽 嫩 

葉 を 盒 害する の み な らす花 蕾 を も 侵^す 

【形態】 成 蟲の雄 は 小形 軟弱の 蛾に して^ 

長 三分、 翅の開 九 分 s: 外. 淡 灰色に し て， 前 

m 十五 s was 




1 、卵 塊 

二、 幼 ^ 

一一 マ 

四、 成蟲 (雌) 

五、 同 (雄) 

(深 谷 氏^ 阖) 



論 各 藝圜樹 染驗梵 
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I3M t a 

に は 全面 微小の 黑點を 散布し * 中央に 一 黑點 

冇 する ことなく、 肥満 蚜蟲狀 をな せり。 幼蟲 

太 く、 氣 鬥 上下の 二 線 は 淡黄色な り。 蛹 は 地 

【陘 過】 一年 一 囘の發 生に して 成蟲 態に て 

なり， 十二月 頃より 一 月頃に 羽化して 成蟲と 

【防除 法】 

1 、 幼 蟲發生 期に 際し、 除 蟲菊加 川 石油 乳 

二、 成蟲發 生前に 幹の 下部に ク— ルの如 

桃の 花蟲 




、 成蟲 



二、 幼蟲 



B 二 3 

あり。 後翅は 色 稍" 璲 く. 中 央に 黑點ぁ り、 雌 は翅を 

は 成長 すれば 七 分餘. 黃綠 又は 赤褐色に 亞背線 は 

下にて 蛹化 し. 長 さ 三 分、 黃 綠 色 な り。 

越 冬 し、 三 四月 喷幼蟲 な りて 害 を 加 へ、 五月 蛹と 

な る。 



(佐々 木 博士 原圖) 



劑三 四十 倍 液 又は 靑 劑 (生 石灰 加 W) を 馓 布すべし。 

きもの^ 抹 し、 雌 蟲の 上界 を 遮斷す ベ し。 

三， 幼 蟲發生 期に 急激に 枝 梢 を 振動して 幼蟲を 墜落 

せしめ 之 を 柿 殺すべし。 

一 一、 桃の 花蟲 (も、 の はなむ し) 

名 XTeso^sna cllller^eno Blur 

此蟲の 幼 蟲は花 蕾の 膨らまん とする^より 內 部に 

喰 入して、 雌 雄蕊 を 喰 害する ものな り。 成 蟲は體 長 

六 分， 翅の開 張 一寸 二 分， 全體濃 灰色 を呈 し、 前翅に は 

赤褐色の 環狀紋 及び 線 を 有す。 幼蟲は 一寸 二三 分， 

全體淡 赤褐色に 多少 綠色を 交へ、 各 ii に 斜狀線 あり" 

蛹 は 地中に 入りて 化 し、 長 さ 六分餘 赤褐色な や。 



(杏び 及 李附） 桃 編 四 第 



【sal】 發生は 一年 一 囘 にして 卵 f 幺を 以て 越冬し. 翌春 花 蕾の 膨らむ^ に^ ひ 人" て^ 害す 

る ものにして 大抵 一 花 喰 ひ^せば 蛹に 化し. 幼蟲 は^に 花 底に 潜む を 以て 外部より 被^ を認 

J る こと 困難な り。 故に K 驅 除の 如き 完全の 方法 を 見^す こと 能 はざる が 如き も， 花 を 調^ 

して 幼 蟲を柿 殺す るか、^ 入 前 齑劑を 撒布す る も 多少の 效果 あるが 如し 

a ヒょ 桃の^ 蟲 として 主なる ものなる も ^ほ 其 外簑蟲 i w 帖 蟖. 梃 尺 蠖. 「く だ ま き i と 

き r 芽 喰 象 蟲* 桃す V め • 「る りかし きり. 「ひろう どう むし」 • 桃 築 蜂 等 あ り。 
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第一章 果樹園 藝 上に 於け る 櫻 銑の as 



M 二 六 



五 編 



第一章 果樹 圜藝 上に 於け る 櫻 桃の 位置 



實 

榭 

圊 

論 



来れる 櫻 樹とは 全く 其 形質 を 異に 

つて 櫻 桃なる 漢字 を 用 ひ， 而 かも 之 

寧 大和 本草. 祕傳花 鏡. 倭漢 三才 圆 會 

ラ ウメ. -と. 一 致す るを以 て， 稷 桃 な る 

るを覺 ゆるな り。 然れ ども 是れ木 

も 「ュ ス ラ ウメ」 を 指せる ものに あら 

實稍々 長き 果梗ぁ り， 而 かも 短 枝の 

年 花陰士 なる 著者の 名の 下に 出版 

其 果實は 決して 「ュ ス ラ ウメ， にあら 

彼 岸 サ クラに 似て 小さく 粗 に、 實 は 

二 丈 許り を 限り、 大抵 五六 尺な り。 

櫻 桃 は 盛 唐に て實 を翫 賞す る こと 

桃の 詩 を 見ても 知るべし。 櫻 桃 は實を 貴き とし 「サク ラ」 は 花 を賞翫 し. 日 本の 花の 王 



一 櫻 桃の 語源 櫻 桃 は 本邦に 於て 古來 より 發育 賞觀し 

す。 從來櫻 桃 卽ち、 「ミ ザ ク ラ」 英 語 の Cherries なる ものに 向 

れを 「 ュ ス ラ ウメ」 の 解 を與へ 居る は， 我 國の 古書 本草 綱目 啓 

等皆然 からざる はなし。 而 かも 其 記載す る處は 全然 「ュ ス 

漢字 は 「ュ ス ラウ メ」 に 適 用し， 「ミ ザ ク ラ」 に 適用す るの 不可な 

草 綱目の 誤釋 より 出で たるが 如く、 朝 鮮. 支 那 にて は必 すし 

ざるが 如し。 卽ち祕 傳花铙 にある 圆解を 見る に， 櫻 桃の 果 

一端に 群生す る狀は 全然 「ュ スラ ウメ」 にあら す。 又 安正 三 

せられた る 色香 學說 なる 書の 卷 尾に 唐の 櫻 桃の 圆 あり。 

すして 純然た る r ザ ク ラ」 な り。 其說 明に 曰 く 『櫻 桃 の 花 は 

「サク ラ」 よりす-ぐれて 大き く. 枝 は柴を 集めた るが 如 く、 高 さ 

葉 よ 「サ ク ラ」 に ^て， a さく 靑し。 皮 は 「サ ク ラ』 に 似て 賤し。 

王 維が 櫻 
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なり. 此花 二百 餘種 あり 云々. f 故に 此 記載 を 見る 畔は椤 桃と 稱 する もの は 現 時の 支那 樱 桃の 

狀 性に 一 致す る ものな り。 其 他 三 四の 傅說 及び 記事に より 是を 綜合 すれ ば， 櫻 桃なる 漢字 は 

支那に 於て は 「ュ スラ ウメ」 に 充てた る ものに あらす し て. 本 邦の 木 草 綱目 啓蒙 之 を說て 以來斯 

の 如く 傅へ たる ものなる ベく 櫻 桃なる 茨 字 は 寧ろ 現今の 支那 櫻 桃. 又は 之 に 類似の 桢物 にあ 

らざ ろか を 推察す るに 難から ざる もの あり。 若し 果して 櫻 桃なる 名稱 はせ、 初め 「ュ スラ ウメ. - 

に 命名せ る ものに あらす し て. 支 那櫻桃 又は 之に 類似 の r ザ ク ラ」 に 命名せ しもの なりと せば， 

Cherries に. 2 て 櫻 桃なる 漢字 を充る も敢て 不可なる ことな く. 寧 ろ 至 當 なる 事に^ するな り。 

支那に て は 我國の 櫻に 櫻 桃の 字 を 使 川す る もの 多し。 櫻 桃 を 賞； | 一し 詩 に、^! 桃 な る 文字の 往 

々表 はれた る は 我 國の櫻 を 自國の 櫻 桃と 同 一 種の ものと して 使用せ るに 依れる なるべし。 

欧米の ig 物舉^ は 我 國の櫻 を 支那 櫻 桃と 間違 ひ. 支那の 詩人 は 我 國の櫻 を 以て 自國の 櫻 桃と 

同 一 物な りと 誤 り， 更 に 我 國の木 草 擧者は 支那の 櫻 桃 を 以て 「ュ ス ラウ メ」 に 充てた る は 更に^ 

れ るが 如き も、 事 實は 以上 述べ たるが 如 く、 櫻 桃なる 稱 呼は必 すし も 不適 當 ならざる を 知る に 

足 る。 

二 需要供給の 狀沉 及び 其 將來 櫻 桃 は 本邦の 果實中 最も 早き 時期に 採收 せられ、 而 かも 

其 品質 佳良 上：： E なる を 以て. 近時 其需耍 著しく 增 加せられ たるが 如し。 數年前 迄 は柬 .：： 小 市 中 

にあ りても 中以上の 果物 店に あら ざれ ば、 之 を 兄る こと 能 は ざり し も、 現 今にて は鴣 末の 小 い 3 

^に 迄多數 陣列 販賫 せらる 、 に 至れり。 是れ 産額の 增 加に 伴 ひ ^要 も 著しく 進みた る を 設 

する に 足ろ なり。 元 來櫻桃 は 寒地の 産に して 暖地に 於て は 殆んど 栽培の 望み 少なく. 本邦に 

第 一 In 菜 sffl 整 上に 於け る S! 钛の位 _i ra 二 七 
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； ： 第 1 章 菜 SSS 藝 上に 於け る 櫻 挑の 位 S £ニ 八 

於て は 和歌 山. 大 阪. 兵 庫の 如き 地方に 於て、 二三の 栽培 家が 多少の 成績 を 示す ものな きにし も 

あらざる も、 柬 北 地方に 比すれば 殆んど 論す ベ くも あらざる なり。 將來 栽培 法の 改良と 共に 

或る 程度まで 栽培 區 域の 增加を 見る ベ きこと あらん もお 望み 甚だ 少な かる ベ し。 元來 暖地 

には^ 適せる 果樹 類の 存 する あり て， 强 いて 斯の 如き もの を 栽培す るの 必. 耍を 認め ざ るな り" 

故に 樱桃 は氣 候の 稍々 寒き 處に 於て 專ら 培養すべき ものと して 可な らん。 元來 果樹栽培 業 

なる もの は、 果 實 の生產 を-見る のみに て 満足す ベ きものに あら す， 必 すゃ收 盆の 增加卽 ち. 生 產 

費の 減少 を 計る と 同時 に、 純 盆の 增加を 見る にあら ざれば 經濟的 栽培と して 其 目的 を 達する 

こと 能 はざる なり。 彼の- 苹果の 如き は 櫻 桃に 比して 一 層暧 地に 於て 結實 すべき 性質 を 有す 

るに 係ら す、 今 日 栽培 面積の 擄張遲 々たる を 見て も、 Ssf に 結果せ しむる を 以て 満足す ベ きもの 

にあらざる を證 する に 足る。 殊に 櫻 桃 は 其樹性 頗る 旺盛に して 風土の 如き 天然 要素に より， 

制限 を 加 ふるに あら ざれば 結實の 望み 少なき もの は暧 地と しての 栽培 は 犬に 考慮せ ざるべ 

からざる なり- 

樱桃は 果實中 » も 早 く、 五 月 中旬に 至れば 其 早生 種 は採收 せらる ベ く、 當 哓 他に 新鮮なる 果寳 

なき 時 なれば 其- 1 而 耍 の 望 多き も， 元 來 肉質 柔 かにして 傷み 易 く， 運 搬に 手數を 要する のみな" 

す、 貯 藏法 困難なる 缺點 あれば 其 販賫上 一 層 周到なる 注意 を耍 するな り。 數年前 迄は產 額^ 

な く、 供 給の 需要に 伴 は ざり し 結 果、 其 價格 著しく 高騰し、 一 斤 三 四十 錢 以上の 惜格を 保持せ る 

こと ありし も、 近 來 著しく 暴落 し、 生 產過剩 の 悲嘆 を 洩らす もの あるに 至れり。 是れ櫻 桃 栽培 

地 は 孰れ も 都會を 去る 遠距離の 地に し て， 而 か も 交 通 不便なる 僻遠 の 地 多き を以 て， 荷 造. 運 搬 
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^に 耍 する 費 川 多 く， 遠 距離 輸送に は 特別なる 輸送 法 を 講ぜ ざれば 腐敗 損傷 を來 たす こと 多 

く、 市^ 仲 SA 人 等 は 多少 危險視 して 多数の 取引 を 躊躇す る と. 櫻 桃なる 果寳の 未だ 一 般 人士の 

^に^する こと^ く， 典 需要の 範 23 他の 果赏に 比し 狭き 等の 爲め. 一 ^ ^ ^ の 悲運に 陷 いりし 

が 如き も. 將來^ ： 造 法の 改良. 交通 機關の 完備に 伴 ひて 次第に 是 等の 缺點は 打破 せらる、 に 至 

ろべ し。 然 りと 雖も元 來貯藏 運搬に 堪 へざる を以 て、 栽 培 家 は 其 土地の 便 否， 殊 に 停車 揚乂は 

市場に 至る 距離の 遠近 を 考究し. 其 生産物 は 自由に 而 かも 迅逑 に處理 し^るが 如き 處を 選ぶ 

べき は 勿 論. 採 收. 荷 造 等に も 充分の 顧慮 を 要するな り。 從來束 北 地方に 於け る 櫻 桃の 產地を 

兄る に 樹性强 健に し て. 肥 科 を 要する こと 少な く、！^ 任し S くも 能く 結實 し， 而 かも 其惯格 著し 

く 昂 縢せ る 結^、 一 攫 千金 的 を 夢み しもの 多 く， 交 通の 便否耑 要の 如何 を 顧みる 暇 ま な く. 徒 ら 

に 栽植を 急ぎし 結 果， 品 種の 雜 駁を來 し， 管理 宜しき を 得ざる が爲め 結果の 不良なる も の. 病 害 

蟲の 被害 多き もの、 販賫上 敏活なる 處理を 施； す 能 はざる 等. 種 々 な る 故障 を 生 じ. 又 昔 曰の 如き 

F- 利 を 夢见る 能 は ざ る は、 當 に 然 る， ベ く、 是 れ 自然の 成行きに して^り 嚶 桃に 限られ ざ るな り o 

又^来の^ おは 生 食用に 主き を 置 き. 加 ェの 原料と して 栽培 を 試む る ものな く. 將 來生產 の^ 

剩 • 共に 加工の 方法に 於て 研究す ると 同時に 其 栽培 法に 注意 し. 荷 造 運搬 に ii して 鋭 ^ 研 究 

を 行 r は元來 ！ 地方に 極限 せらる、 部分的 果樹 なれば 更に 發 達し. 將來 一 餍右 望なる べき を 

證す るに 足るな り。 



« - 菜 sals 上に 於け る ® 坊の tta 二、 
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第二 章 來歷 及び 現況 

今日 栽培し つ、 ある 櫻 桃 は 何れも 外國 種に して. 木 邦に 於て 成 生せられ たる もの は 殆んど あ 

ら ざるな り。 ^始めて 輪 入せられ し は 明治 六 七 年頃 農事 視察 员 として 勸裟 ^ より 圆に派 

遣せられ たもの， 天津 水蜜. 上海 水蜜の 苗木と 共に 淸國種 を持來 り、 栽培 を 試みられた る を 以て 

嗞矢 とす。 勸業^ に 於て は 明治 七 八 年- g 更に 歐泶 諸國 より 多数の 品種 を 輸入し. 三 田 育種^ 

に 於て 苗木 を 養成して 主に 北海 道. 束 北 地方に 配布 を 試 み、 栽 培 を獎勵 せり。 當時櫻 桃の 價 S 

を 認 むる ものな く. 元 來 結實遲 かりし 爲 め" 其 大 部分 は結實 する 迄に 伐採せられ たる もの 少な 

力ら す。 然るに 北お 追-山形^に ては^ 土の 能く 適合せ る爲 め. 結 枭 比較的 良好な りしより 怳 

く 命脈 を 維持し 來れ り、 其 後 交通の便 開く に 仲 ひ 其 眞馏も 認められて、 次第に 發 達する に 至り 

たり ネ判 唯一 の產 地た る 山形 縣に 於け る 沿革 を 尊る に 明治 九年當 時の 縣令三 島 通^ か 

苹果. 葡萄の 苗木と 共に 樱桃 二十 餘種を 北海道 開拓 使廳 より 取 寄せ、 山形^ 千お. 公^. M Q 一 ^ 

に ，i,a- 作せ しめたる に创 まれり。 苗木 は 爾後 接 木 法に よって 繁殖し， 寺院 若く は^ 市の 熱心 家 

に 配布 し、 漸 次 公衆の 希望に よりて 廣く 配布す るに 至れり。 米澤 附近に 於け る 栽-おも 山お^ 

と 略 ぼ 同 一 ^代なる が 如き も當 峙栽祯 せる 樱桃 にして 現に 生存せ る もの は 殆どな く. 其 記錄 

の徵 すべ きものな く、 詳 細なる 沿革に 至りて は 殆ど 知る に .3 なきな り。 同縣 下に 於て^-日 栽 

培し つ 、ある もの は. 治 十八 年頃 三 田 育種^より 苗木 を 購入して 栽培せ る ものなる が 如く. 
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^後お 廳 の^ 呦と 相俟って « 次 進歩せ る ものなる も、 其 常畔 は^ 利 的戏^ おとして は 甚だ 少 



なく， 多く は 好^家が 庭 宅の 一 部に 數水 

にして^ 京 市^に 搬出す るに はお 羽 線 

く は 仙^ 市に 輪 送 し. 更 に 来 京に 廻送す 

の 便ん ら け， ：1 途の 光明 浙く 輝く を 認 

利 を 博す る もの 多 かりし を以 て， 戶 々 競 

從來 より 栽^し 來 れる苹 菜. 梨 を も壓倒 

庥其 機運 を おむ るに 至れり。 

束 北 地方に 於て 山形 縣に次 ぎ、 盛 ん な る 

^なる を 以て 、熟 朋 多 少 早 き 結 果. 販 賫 上 

， 岩 手. 秋 田. 等 亦 栽培す る もの 多き を 

も尙ほ 及ばざる こと 遠し。 北：^ 道ば 其 

^に 至る 距離の 遠き による ベ し。 

近 S- 和耿 ^-^ ゅ大 阪の^ 地に 於て 結果 

^地と 變らる こと な し と、 唱 導す る もの 

三の 少数なる 實例を 以て 俄かに 判斷し 

ざ る のみなら す. 遠 距離の 輪 送 困難なる 

れ ば， 東 北 地方の 打擊 元より 大 なるべき 



お付けた るに 過 ざ ざり .0V 

通 以前 は 深山の 難路 を 超 

の 止 む なかり し も. 明 治 三 

る に 至りて 以 來， 需 耍 を 增 

て 栽培 を 試み， 原野 又は 緩 

る 勢 を 呈 し- 



福 島縣 にし 

に 有利の 地 

へたる も.！ S1 

史 古き に^ 



せる 寶例 を舉 

あ る も、 是 れ 大 

て诀定 ベ き も 

もの なれ は、 闊 

もべ r 日に 至る 



治 三十 七 八 年 



"同 縣は 其氣 

にある を以 

縣 に 比れば 

す， 發 達遲々 

て、 暖 地 も 品 

W 慮 す ベ き 

にあら す。 

地方に 於て 

で 稍-右 望 と 



而カ も 

.遠 く お 

三^ 鐵 

.慣 格 も 

斜地 を 

日露 戰 

山形 縣 

近晬著 

積 に 於 

る は 交 



し 



し 



ゆ 後 

に 比 

し く 

て も 



C る 

河 ^ 

も よ 

て 栽 

於 て 

て 多 

逮せ 



迅 不便に し 



不便 

驛若 

輪 送 

し. E 

M し. 

は 一 

少溫 

於て 

て 市 



の 注 意 宜 

に し て. 營 利 

桃 は 其 性質 

由に 生産し 

せらる、 ま， 



し き 



を^れば 

栽培 は 二 

藏に堪 へ 

る 望み あ 

付萨か t\ WJ? 



IS ニ窻 來 BS 及な！ SB? P 三 一 
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2 於て 僅に 成功し つ、 あるの み。 他 は 支那 種に 於て 多少の 結實を 見る 位に て， 經濟的 栽培と 

り。 加 之 暖地 は 桃. 梨. 其 他の 果樹と し 

る もの を强 いて 栽培す ベ き 必要 を認 

於て 專ら 栽培すべき ものな らん。 殊 

地 にても 短時間に て 能く 輪 送し 得る の 望み あ 

ベ く. せ； しく 其 風土に 應 じて 是非 利害 を 講究し- 

こと 最も 必要と する 處 なり。 



して は 更に 硏究を 要する ものな 

に 多 けれ ば、 櫻 桃の 如き 不確實 な 

は 稍.. 氣 候の 寒 き 東北 • 北 陸地 方に 



東北 地方の 如き 僻遠の 

れば其 利 盆 必す大 なる 

積の 大小 を诀定 すべき 



て冇 利冇 望なる -も の 更 

めざるな り。 故に 櫻 桃 

に 近時 交通の便 開ら け， 

れ ば. 其 風土 宜しき を^ 

■ 品種の 選擇 より 栽培 面 
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第 I 曹 

犟に 發育狀 態より 云 へ 

觀 あり。 然 ども 其結實 

より 云へば 寡 地と 大差 

る^ 因大 なる が 如し。 

, 盛んにし て、 年. B- 伸長 を 



氣 候 

ば 日 木 全國を 通じて 成育せ ざるの 地な く- 

狀 態より 云 へ ば 趣き を 異にする こと 大な 

な き も， 其 結果す るに 當り 大抵 落果 し. 其 歩 

元來 生育 旺盛なる もの なれ ば， 氣 候の 溫暖 



櫻 樹と生 

u 地に 於 

合の 甚だ 少な 

となる に從ひ 



繼續 する が 如き 狀態 なり。 故に 枝 梢の 充實 不充分に し 



も 亦 充分なら す。 其 上 春季に 於け る 溫度も 急に 上畀 すべき を以 て、 開 花と 同^ 



育 を 同 ふす る 

て も 開 花の 點 

きは氣 候に よ 

-生 育作 ffl 益々 

て、 養 分 貯 蓄 量 

に； w 長 力 旺盛 
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と な り. 養 分の 棼取 著しく 果 實の發 育爲に 沮害 せら れ、 遂 

るな り。 之に 反して 氣候^ 冷なる 處 は， 枝 梢の 發育 緩漫 

量豐 富なる 上， 開 花朗に 際しても 新 枝の 發育 緩漫 なる を 

充分なる を はるの 利 あるな り。 故に^ 地に 於ても 枝 梢 

び， 土質 を稽 へ， 栽培 法に 注意せば 結 實敢て 不可能に あら 

ありて は 勢力 抑制 法と して 斷根. 移植 .剝 皮 • 等 直接 施す ベ 

異なる 處多 く， 樹 性强 健に して 枝 梢の 發育 旺盛なる も， 直 

だ 弱 き を 以 て， 其 斷 面の 葰 合せざる 內に 切斷 面より 腐敗 

袞弱 せし め. 時 に 枯死の 不幸 を 見る こと 少なから す。 故 

移 桢. 剝 皮. 剪 定 等の 作業 を 充分に 行 ふこと 能 は す， 勢 ひ 氣 

果の 促進 を 計から ざるべからざる なり。 氣 候の 薄 冷な 

方 は 整 枝 剪定に 主き を 置か す、 自 然， に 放任す る も 能く 結 

すに 從ひ 伸張 カ烈 けしく 樹 姿を亂 し， 結果 を 不良なら し 

かなる 處 なり。 

樱桃 は溫暖 なる 氣 候より 寒冷の 氣候を 好むべき も， 極 

太 地方に 於て は 充分 生育 を遂 ぐる こと 態 す、 故 に 溫帶の 

稱 して 可な らん。 然れ ども 不時の 低温 は其發 育機關 を 

年に より 開花す る も殆ん ど結實 を 見ざる こと あり。 是 



に は落果 する に 至る 場合 少なから ざ 

にして^ 枝 は 勿 論， 花 芽 內^ 分の 含蓄 

以 て、 開 花 結實に 際しても 養分の 供給 

の 成育 を 抑制す る爲 め， 或 は 

ざるな り。 梨 .桃. 苹果の 如き 

き 作業 少なから ざる も. 櫻 桃 

接の 障害に 對 する 抵抗， g ち 

菌の 侵入す る處 とな り、 著 し 

に 櫻 佻 は^ 勢力の 抑制 法と 

候と 土質と により 勢力の 仰 

る 地 方， 卽 ち 来 北より 北海道 

果 し. 樹 姿 を 整 ふ る を は る も 

むる は 吾人の 說 明を俟 たす 



+6 



し 



し 



木を遝 

樹 類に 

^性質 

ん" カ甚 

樹性 を 

て 斷根 • 

卽ち結 

至る 地 

度 を. お 

て 明ら 



なる 地方 例 へ ば 北海^の 北 

北部 地方に 於 て^も 好適せ 

害する こと 著し く， 山 形 地方 

れ開 花期 中に 於け る 不時の 



る 



千島. 棒 

ものと 

A、 匸 M 、- 

方 マ ま 

S お ち 
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第二 li 土 K 及-ひ 地 85 e 一一 四 

晚 霜の 爲 め. 花 部の 發育 沮害 せ ら れ， 受 粉^ 用を完 からしめ ざるに M する もの、 如し。 束 北 

より 北お 道に 至る 地方に ありて は 四月より 五月 中旬に 至る は卽ち 開花 期 中^ 氏 零 皮 以下に 



低下す る 場合 少なから ざ る な り。、 是 ゅ> は ^ 地勢に 

霜害の 如何 を 考慮す る こと も 必 耍 とする 處 なり。 

第一 一節 土質 及び 地勢 

氣 候の 櫻 桃 栽培 上に 關係 あるが 如く、 土質 も 頗る 重 

案、 冷なる 處ょ り 稍" 溫 1- なる 地に 於て はせ： 〔選 擇に大 

て 最も 好成績 を 舉 ゆつ 、ある 土質の 狀態を 見る に. 

く， 一尺 乃至 一 尺 四 五寸、 其 下 &は砂 或は 砂礫より 成 

礫より 成る 處 なら ば， 表 土 は 粘 質壤土 若く は 火山灰 

を 見る。 表土 深き 腐蝕 質の 土壤 卽ち壚 土の 如き 處 

数^ を經 過す る も 結暂を 見ざる のみなら す、 果 實 の 

下 は K 關係 少なき も^に 停滯 せざる を 肝要と す。 

害の 牴抗カ 少なく， 冬季 枝 梢の 拈損 多く 樹命を 短縮 

樣心掛 くべ し 「 土質 酸性 を帶 ベる 地 は 品質 不良に 

以 て， 石 灰の 如き もの を 施して 中和 改良 を 計らざる 

^地に 於け る 土贸の 選擇は 一 ^の 注 意 を す る が 



依りて 被害 甚 しき 差 あれ ば. 栽 桢に 常り て 



大の閼 係を冇 する ものな り。 殊に 氣 候の 

なる 注 意 を拂 ふべき なり。 鬼 北 地方に 於 

砂質壤 土. 若く は 礫質壤 土に し て 表土 稍" 深 

れる 土質な り。 若し 其 心土 以上の 如く 砂 

土の 如き 處 にても 好結果 を呈 しつ 、ある 

にあり て は 枝 幹の 發育 のみ 旺盛に して， 十 

貯藏 運搬 力 を 減す る 事 多し。 地下水の 高 

排水 不良に して 水分の 停滞し 居る 處は病 

す ベ き を 以 て、 成 可く 斯の 如き 地 を 避く る 

してせ 味 少な く .豐 產亦朋 すべ からざる を 

ベ からざる な り： 

如 く， 腐 植 質に 富める 火山灰 土. 壚土の 如き， 
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輕^ なろ 土質 は 絕對的 望みな く， 砂 質壤 土. 礫質壤 土より 多少 粘 カを帶 びた る 礫 質 粘土の 如き 

處を； E- とする が 如し。 表土 は 成 可く 淺 く， 而 かも 排水 はー& 3 佳良なる を必耍 とするな り。 表 

土の 深き 處は其 土質の 如何に 係ら す， 仲 長 性 著し く、 容 易に 開花 結實 する こと 能 はざる のみな 

らす. 開 花す る こと ある も 結 實步合 少な く、 殆 んど 栽培の 望みな きなり。 故に 成 可く 期 かる 地 

を 避 け， 花 崗ぉの 分解より 生ぜる 排水の 良しく 中等 以下の 土質 を 選ぶ ベ く、 平 地より 多少 倾斜 

せる 地 を 選 び、 成 可く 枝 梢 を堅實 ならしむ る 樣心掛 くる こと 必耍 なり。 

お 地と^,. p 疥 蒲に 失する 第三紀 曆 よりなる 赤土の 如き 處 にあり て は 生育 不 良. 病 害に 對 する 

抵抗力 弱 く、 Y く 結 資する も 壽 命 短 く、 開 花す る も殆ん ど結實 せざる こと 墟 土の 如く、^:^ にし 

て： 表 土 深き 處と同 一 狀 態となる べき を以 て. 極 端なる 瘠 薄 土 は 避く る を 可とす。 

土質の 一 部分 は砧 木の 選擇 によりて 左右 せらる 、 こと あり。 例 へば 實生砧 に 接 木せ る もの 

は 砂質壤 土に 適し， 山 櫻の 砧木を 川 ひたる は壤 土に、 「マハ レ ブ」 砧 木に 接 木せ る もの は 重 砧の土 

壊に も に結暂 する 傾向 を 有す。 

從來樱 桃の 栽培 地 は 平坦 開 潤なる 地に 栽培せられ. 傾斜 地 を 利用せ る もの 甚だ 少なし。 是れ 

束 北 地方 は 比較的 耕地 廣 く， 關 西 地方 と 稍" 趣 きを 異にする も、 成 可く 關西 方面の 如く 倾斜 地の- 

利 川 を 計る こと 必耍 なり。 殊に 緩 倾斜の 地 は 日當り 宜しく 溫度 おきの みなら す， 排 水 佳^ 獨 

り樱 桃に^ら す， 冬 種の 果樹 類に 好適し 居る こと は 逢々 述べ たる 處 なり。 
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樱桃 はせ： 〈栽培 新ら しきと 栽培 區 域が 一 局部に 限られし を 以て， 梨. 桃 其 他の^ 樹 類に 比して 栽 

培 品種 比較的 少なく、 從來 栽培し 來れる もの は十餘 種に 過 ざざる なり。 山形 縣立 農事 試驗 

に 於て 農 商務省の 委 托を受 て 蒐集せ る 品種 試驗は 四十 種に 及べり。 今 其 品種 名 を^ ぐれば， 

米國種 



ガバナ I ゥット 

レンネル テンス 

ァ— リ— パ ー ブ 

. オン チャック 

ベ ル ド、 ォ ル レア 

カリ ネル -I ャァ 

クリ I フーフ ンド 

ラ ムバ ー "ト 

ィ ンゲリ シ ュ * モ 

セン テー 1 アル 

ダレ 1 ト. ビ ガ 口 



ル ギュイ 二 ュ 

.... ヴ アンス 

ビ ガ 口 I 

ン D I 



レゥ エル リンゲ 

コ I ス、 トランス パ— レン 

エルトン 

シ £ ッ， ビ ガロ 1 

ナイ ッァ I リ 1 ブラック 

メ 1:. チ ュ 1 ク 

ェムブ レツ スュ— ダヱニ 

ブラック タ 1 タリ ャ ン 

十. ネ レオン ビガ 口 1 

チヤ ブマ ン 

ベル、 ュ， クニ フィ キュ— 
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シ 
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HE 
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チ 
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ク 








形 
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秋 


US 


ポ 
ン 






チ 






• 


m 
W 




ク 






















水 


十 








北 




镞 








m 









バ 1 スシ 1 トリン グ 

怫國種 

ギ ュ ィ 二 ュ- ドメ. I 

ヒカロ 1 シ ャフレ I 

ヒ * 力 口 1 テス ベ ラ ン 

ベ ル， ド， シ ョ アジ 1 

ビ ガ 口 ！、 グ 口 I ル I ジュ 

キュイ 二 ュ ブル ブルア I チ I ブ 

ベル， マ クニ ュフ ヰキュ 1 



ブラック ィ 1 クル 

モ ン. モ - ソン シ 1、 ァク 1 ル ， ドキ ュ I 

ヒガロ II マ ルジョ レ. I 

アン ダレス、 ハチ 1 ル 

ゲク オット.、 チュ ノ 1 ド 

キュイ ニュ、 ブレコ 1 ス 

ギュイ 二 ュ. ネ.. 'テ ドロ ハョ 1 

モン モラ ン シ—， ァ 口 ン . クキ ュ II 



從來 輪 \ はお し^れる^ 嵇 は. 輪 入 常 ゆ の K 名 不明な りし 爲 め. 稱 呼の 不便なる^ により 切す 

+6 ±i 、^方 ニ^て 適^に 和名 を附 せ， るを以 て.：^ 名稱 颇る區 々にして 一 定し 居ら さりし おめ 印 

ソ3 ra: 十一-; s: ,ヰ に大 U 本阅藝 会" の 主催に より 山形 市に 於て 櫻 桃名稱 一 定會 なる もの を 開 S 

通 栽坫 しつ , ある" i 種の 名稱を 一 定 せり。 
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各 S 圆樹 53： 驗焚 



曙 脱 高 白 深 福琥養 那^ 大壩若 
珊 



51 



瑚妙^ 紫お？ 8 老翁 玉 紫^ 紫 一 
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更に 有望 品種の 說明を 試む るに、 

第一 節 甘 果櫻桃 

めハ ー ト族 (Hearts) 



MA. 



五 

五 號 

十一 號、， ： 

號 ^,0 



：形十 



十九 披 

卜 七 で 3 

不敏 

四 ^ 



丸 W 十號 

* 玉 十^ 

白 5 

十一 一！！、 脫 一一 ー號ー 

九 虎 



八 ！ i 



曙 



五 號 

六 ^ 

七. «| 

八 ^ 

十 ^ 

十 5、 H V トン 長^ 十 

山ハ號 (来？ t) 卩， 

臺ノ 目、 毫ノ目 十號、 番外 十 

號 二十 三號 (* 澤) 

丸 W; 十號、 連 八號、 ^外、 番 

外 八號晚 I 莊內) 丸十 號 (来 澤) 

赤 十號 (山形) 七號 (来 洚) 

四十 八 tr 布^、 松 木 早生 (莊 

內 ケ白 一 雜 (来 澤) 

十 一 號 (来 澤) 



圓四 十八 百 m 



、 3 の 出 H;l 二 v ； Purple nulgl^. 

樹 ft 屮 等. 樹 姿 直立 性も^ し， 枝 梢纖絀 にして 下垂す る倾き あり。 樹皮 は 櫻 

あり。. ^は^ 柄 細長く 下垂す。 ^肉^く 、裏に 淡 褐細毛 多し。 栗 實は屮 若 

狀 は心阪 形 ま 窪は狹 くして^ く， 先 端 些 しく 凹 みお 梗は 細長く して 繊弱な 

D の 出 (縮尺 五分の 四) 鮮紅色なる も， 完 熟 すれば 濃 紫 色 

櫻の 果實の 色と 差違な きに 至る- 

にして 手 觸り軟 かにして 反撥 力 

せば 凹 み， 離 せば 元の 如く 膨大す 

熟せる 證 にして 各 品種 略ば 同 一 

果肉 は 赤色 を帶 びた る 紫色に し 

味 ひ は 甘味に 富 み. 頗 る ^厚に し 

も 黑砂溏 の 如く 在夾の 山！ ^に 似 

熱 期 は n 十き もの は 五月 二十 七 八 

準と す 以下 同 一) より 採收し 始め 

れば 完熟す るに 至る。 ^後 数 B 問 は 其 儘 樹上に 存置し S くも 腐敗す る こ 

.a 好に す。 然れ ども 天候 雨天に 際會せ ぱ果寳 に 裂 傺を生 じ、 忽 ちに して 腐 

本 種 は 樱桃中 最も 早 熟 種 な る を W て、 お に高價 に販寶 せらる 、 も、 收 量 多 か 

於て 缺 くる 處ぁる を 以て. 大 栽^な 行 ふべき ものに あ ら す。 




色^く して 光^ 

くは大 にして 形 

り。 色澤は 初め 

と な り. 他 a 通の 山 

リ ^皮^く， 强靱 

に 富 み， 外 皮 を 押 

るに 至る。 是 れ 

狀憨 たるな り。 

て緊ま り、 軟 かに、 

て軟 かなら す、 怆 

たる 點 あり。 

n (山形 地方 を摞 

、六 月 十日 頃に 至 

と な く. 益 々味 を 

敗す るに 至る。 

ら ざると：： g に 

四 三 九 



論 各 15 圊榭 菜驗實 



第一 S3 甘： 果^^ 

II、 深 紫 Knight ビ Early Black, 

英國產 にして 樹性中 等， 枝 梢 多少 開 張す る 性 あり。 

カ大 なり。 某 實は大 にして 果形短 心 、臓 形を帶 び， 梗 

色澤 熟する に從っ て 濃紫 色と な り、 前 者に 比して 一 

も黑 砂糖 的に して 品 贸 佳良なら す。 六月 中旬よ 

あ る と ，£J 澤濃 M- に 失する 倾き ある を 以て 多く 栽 



き 



黄 



玉 



(縮尺 五分 の 15 




の 太 さ 中等 

中 位桌 梗 細 

濃 色な り。 

採收 せられ- 

せられ す。 

、 黃 玉 

樹性 中等に 

くして？？ な 

にして 梗建 

かなら す。 

り、 果皮^す 

^ に 黃 n 色 



四 so 

にして 丈 夫、 寒 氣に耐 ゆる 

長 く. 縫 合線槪 して 淺し。 

栗 肉は軟 かにして せ 味 多 

豐^" なる も 品!^ に缺 くる 



u.〇 づ WOOCL 

して 枝 W 能く 開 張し お 太 

り。 ^霣は 大形， 短 心臓 形 

淺く、 ^ かに 窪み、 縫合 線 明 

果梗は 細長に して 繊弱な 

る に 從ひ黃 色 を 帶び來 り， 

に 淡 紅 を 加 ふ るに 至ろ。 

陽 光部 は 次 第 に 淡 紅の 度 を 如へ て鮮 

隨 とな り、 果 皮 M く、^ 肉 柔軟に して 炎 

^ 色 を 帶び、 多漿 甘味に 富みて 酸味 少 

なく 二 種の 芳香に 富 み， 輕 快なる 風味 

を 有す。 品質 上等 専ら^ 食 川に 供せ 
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圆 >•< 十八 百 第 



らる、 外. 罐 詰^と しも 佳な り o 

六月 上 中旬より 成 』站 し. 熟 期 は 一 週 間 乃至 十 

て 降雨に 際會 する S- は 外皮 裂けて^ 肉顯は 

贸疥 にして 養分 不足の 裼 合 は 下 枝 枯死し 

害せら る、 こと あり。 然れ ども 多年 能く 結 

な る を 以 て、 將 來經濟 的 栽培と して^^なる 



大 紫 (縮尺 五八 刀の 四) 
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日 位に して 比较的 短く. 多； h にして 皮^き を以 

れ、 味 ひ^らぎて 腐敗す るに 至る。 卩木種 は 又 土 

く， 又 寒害に 傷み 易 く， 花 芽 も 柱々 寒 氣の爲 め 

^し、 大木と な り， 栽 培 容易 に、 豐 產 し て、 品 質 佳良 

品 種 な り。 

四、 大 紫 Black Tartarian. 

J® 國 の原產 にして 米 國を經 て渡來 せ 一る も の 

なり。 樹性强 健. 生長 力 旺盛に して 直立 性 を 

有す。 葉柄 葉片 共に 長く 大 なり。 采 實は大 

にして 短 心臓 形を帶 び、 果面 凹凸 不正 形の も 

の 多し。 梗^ は廣 くして 深く. 縫合 線 鮮明、 先 

端 多少 凹む 傾き あり。 果梗 長く して 强く、 采 

皮 鮮紅色 を帶 び， 紫 紅色の 斑點 あり。 完 熱す 

れば 全面 紫黑 色に in ダ るに 至る。 果肉 は 淡 

紫 紅色 を帶 びて 肉緊ま り 、焚 液 多 く. 甘 酸 宜し 

きに 適 ひ， 品 質 上等に して 六月 中旬に 成 熱す。 

蓋し 有望 種の 一たり。 

四 四 一 
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1 甘 菜 @锊 

五、 白露 

樹性 中等に して 果實は 大さ中 等. 果 形 短 心 臓 形 を 

果肉 柔軟に して 多漿 甘味に 富 み. 品 質 頗る 上 品 な 

旬より 成熟す。 品質 良好なる も收量 多から ざる 

六、 琥 ^ 

樹性强 健に して 樹冠 は圓錐 形を呈 す。 果實は 短 

地に 陽光 部 赤味 を帶 び， 肉質 柔軟に して 多漿 甘味 

五 月 

る も 

七、 養 



老 







(縮尺 五分の 四) 



第 

七 





本 種 

く， 英 

し， 枝 

葉 は 



光部 

して 

甘酸 



帶 び、 色 淨 白色の 地に 赤色の 斑紋 を 現 はし， 

り。 種子 は長圓 にして 大さ中 等， 五 月 中 下 

を 以て 廣く 栽培せられ す。 



心臓 形を帶 び， 大さ 小な 

に 富 み、 品 質 上 等、 收 量 多 

下旬より 採收 せらる。 

某 形 小に 失する 

老 Elton. 

はビカ 口 — 族と 

國產に して 樹性 

梢の 成 生 不規則 

長く して 大 なり 

を帶 び、 先端 楔狀 

鮮 紅 を 帶 び、 栗 梗 

厚く 强靱 なり。 

適度 を 得， 品質 颇 



り。 ^皮 淡黄色の 

く、 種 子は圓 にして 

收 量 多 く、 品 質 佳な 

を 以て 多く 栽培せられ す。 



族の 雜 種なる が 如 

姿 直立、 圓雒形 をな 

交叉す る 性 あり。 

は 中の 大 にして 心 

_ 果皮 淡黄色に S1 

にして 長 く、 果 皮 槪 

肉質 梢" 緊 まりて 漿液 多く， 

る 上 等， 種 子 は長圓 形に し 



強健. 樹 

にして 

. 朵實 

を呈 す" 

よ 載^? 

( 々f ^n. 
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て 中位な り。 六月 中旬より 採收 せら れ， 豊 產 にして 有望なる 品種の 一 たり。 

スパ. I ホ一ク スホネ I spal.hawk*s Honey. 

米國產 にして^ 形 心. M 形を帶 び、 大 さ 中位な り。 果皮 紅色 を帶 び， 果 肉柔 かにして 多 漿廿味 

に 富 み、 品 質 佳なる も收重 多から ざる 缺點 あり。 六月 上 中旬に 成 熱す。 

九 、ブラウ ク、 ィ I グル Brck Eagle. 

英國產 にして 果實は 中の 大， 形 狀心臟 形なる も 多少 扁圓 形を呈 せり。 ^皮 は紫黑 色に して 

肉 亦 同色 を帶 び， 柔 軟 にして 槳液多 く， 芳 香 髙 く、 品 質 上等 な り。 樹齢の^ き 時は收 量 多 か ら 

ざる も 樹齢な 重ぬ るに 從ひ收 量を增 加す。 六月 上旬より 採收 せらる。 

一 〇 、チャプマン chapman 

米國 カリフ ォ ル 二 ャ 州の 產 にし て I. ブ ラッ クタ ー タリアン」 (大 紫) の 實 生より 育成せ る ものな 

り。 樹性强 健， 樹姿 直立 性 を 有し， 葉 は 稍" 大 にして 先端 尖り、 報齒銳 ならす。 果實中 若く は大 

にして 心臓 形を帶 ベ る も. 肩 部 張 り， 頂 端 凹む。 縫合 線 明らかに してせ (中央部 稍. 突起 し. 梗 窪 

平滑に して 凹み， 稍-深 くして 果梗 細長な り。 栗 面 は 最初 鮮黃 色なる も完 熱 すれば 紫 黑 色 と 

なる。 朵皮は 脆 弱. 果 肉 は 稍.. 緊 ま り て， 多 汁、 甘 酸 適度 を^ て 品質 佳 良， 核 は長圓 形、 熟 期 は 六 月 

上旬. 日の出に 次で 成熟す。 早 熟 種なる も 運搬に 堪へ、 收 量 多 く. 有 望 品種の 一 なり。 

a ビ カロ 1 族 

一一，， K§ Yellow spauisho 

第 & 四 gn 一 一 
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第一 節 B sasa 

^圆 より 輪 人せられ たる ものにして 原産地 は 西班牙な 

張. 仲 長の 度烈 ゆしから す。 葉大 にして 黃 玉に 類似 す。 

廣く 深し。 先端の 凹み 又廣 く、 染梗 の大さ 中等 丈夫な り 

帶 び、 光 ^ありて 鮮麗な り。 果肉 淡黄色 を帶び 肉質 緊ま 

等. 六月 上句 採收 せらる。 木 種 は 結^期に 達する 稍" 長き 

にして 貯藏輪 送に 堪へ. 罐詰 にも 適する を 以て、 經濟的 栽 

一 二、 那 

那 翁 (稅々 縮 少圆) 柳 M より 

直立して 

鍩齒 深し 

扁平 を帶 

に 凹む。 

に 陽光 部 

厚く 强靱 




るが 如し。 樹性强 健に して 枝 梢 開 

果 實は大 にして 心臓 形 をな し. 梗窪 

リ 某 皮 黄色の 地に 陽光 部 鮮紅色 を 

り、 多 漿 甘味 多 く、 芳 香 に 富 み， 品 質 上 

缺點 ある も、 結 枭 期に 達すれば 豐產 

培と して 有望な り。 

輪 入せ る ものにして 樹性强 健、 枝 招 

開 張せ す。 葉 は 長大に して 周緣の 

リ 果實は 最も 大 にして 心臓 形、 多 少 

び、 梗 窪 深 く， 縫 合 線 明か に， 先 端 僅か 

果梗は 短く 强く桌 面 は 淡黄色の 地 

紅色 を帶 びて 頗る 美な り。 果皮 は 

にして 果肉 黄色 を帶 び、 肉 質緊 まり 



て 漿液 多く、 甘酸 適度 を 得て 品質 上等な り。 

六月 中 下旬より 採收 せられ 頗る 豐產 なり。 

果實は 貯蔵に 堪 ゆる カ强 く， 普 通の 容器に^ 

列す る も 三 四 週間 は 腐敗す る ことな く， 多 少 
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水分 を 失 ふ 位に して 香味^ 々化 良と なる が 故に 逡 距離に 輪 送に 適する の みならす. 生 食 



として 又罐詰 川と しても 颇る冇 なる 品種な り 

と貯 藏に堪 ゆる^との 特點 多き を以 て、 價格著 し 

過し. 此.； しく. U 結 * の 年 は 一 木 二 十五^- s: 外 を 得る が 如く， 颇る豐 

栽れ" せらる る 品種な り。 



木 種 は 形 狀の大 なると 品^の 良好なる 

一 ：1 惯 なる のみなら す， 樹 齡十 五六 年を經 

產 な る を W て， 近 ゆ 各地に 



第 

九 



若 



(縮尺 五分の 四) 




=ー、 若 紫 

樹性强 健. 枝 梢 

圓錐形 を呈す 

て 濃 紫 色を帶 

、： 3 臓 杉に して 

先端 は 圓形を 

くして 强靱な 

に 鮮紅の 斑紋 

僅に 黃 斑を殘 

紫 黑色 を呈す 

して 肉質 緊ーま 

味 淡白な り。 

產 なる 品種な 



箱四窜 & 種 



Great J31wfllTC0au. 

の發育 直立 性に して 樹冠 

るに 至る。 槳は 長大に し 

び. 果實 は大さ 中等、 形狀は 

梗窪廣 きも 餘り深 か ら す， 

帶び 凹み 少なし。 果梗長 

り。 采皮は 最初 黄色の 地 

を 表 は し， 漸 次 紅色と なり. 

すの み。 更に 完熟 すれば 

るに 至る。 ^肉 淡紅色 に 

り， 甘 味 中 等， 微 酸を帶 び， 風 

六月 ヒ 旬に 成 熱 し. 颇 る 豐 

り。 然れ ども 時に 樹 腸.！； g 

四 四 五 
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ども 多少 突起 あり。 

^皮强 靱、 果 肉 は 淡 

圓形 にして 大 なり。 

ざる 缺點 ある を以 



第一 節 甘 果攒桃 rara 六 

に 犯さろ ゝ I あり。 

一四， jn 问 砂 wockpol.t Be ぬ； UTean. 

樹忭强 S 姿^ 立に して 發育 盛ん な り。 ^ 柄 と 槳 片とは 共に 長 く 、架 資は 中の 大. 形 狀は純 

心 11 形 をな し、 梗^ 廣 くして 稍" 深く， 先 端廣 くして 多 少 凹み、 縫合 不明 なれ 

栗 便 は 中に して 栗而黃 白色なる も. 陽 ，M 部 は 鮮紅色 を呈 して 美麗な り。 

黄色に し て 稍" 堅 く、 多 漿 にして 廿 味に 富み， 風味 佳 良， 品 質 上等な り。 核 は 

六月 屮 旬より 成^す。 木毬は 外觀荧 なる も 種族の 大 なる と、 收 量 多から 

て 多く 栽培せられ す。 

一 五 、ランパ — ト ピ amlsrt 

« 性 にして. 枝 梢 § 勢に 過ぎ. tli 

大 なり。 ^皮 紫 赤 色 を 帶 び て外觀 

中 等， 豐 産なる を以 て、 冇 望 種の 一 た 

る もの 少なし 

一 六、 セン 于ニ アル Qentenial 

泶國 加州の 產 にして 那 翁の 實 生よ 

少開 張す ベ きを 以 て.. H 然に 放^し 

傲淺 く、 那 翁の 如く 銳 ならす。 菜實 

梗^ 成く し て 凹み、 菜粳は 短大な り 



^期に 透す る こ 

美な り。 肉質 緊 

るな り。 近 谇 の 



り 生ぜ, ものな 

g けば 樹冠圆 頭 

は大 にして 扁圓 



と拊" 遲き倾 

まり 漿液 多 

輸入品なる 



りと。 樹性 

形を呈 す る 

形， K 端 僅か 



き あり。 果實 心臓 形に して 

からざる も、 せ 味 ありて" s 質 

を 以て 當 業者と して 栽植す 



强健， 枝 梢 

に 至る。 

に 凹み、 縫 



粟 皮 初めは 黃 色なる も 次第に 紅 斑 



の發育 佳なる も 多 

棻は 甚大に して ¥ 

合 SI 僅かに^ す。 

を 現 はすに 至る。 



m 編 五 第 



m 十 




^^.^ ま り. 比 味强 よくして 味 も 良 好. 品 ^ 又た 上^な り。 種 は 稍-;:! I! 形に して 大 なり。 七 

n 上句 那 翁に 次で^ し， 晩^ 種な り。 那 翁の 如く 貯藏 運搬に 堪へ、 豐 産に： してお 望な り。 近 

S の^ 入に か 、 るな 以て 朱 だ^く 栽培せられ や。 

一 七、 ビ ン グ ぬ 
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1 ， セン テ ニア^ 

二 * ビ ング 

一一 一 シ ミツ -ソビ が 

w、 チャプマン 

(^尺 十分の 九) 



<_» 四 3 ほ S 



^國ォ レ ゴ ン 州の 原産 

にして 樹性强 健、 枝 梢の 

發育 直立 性に して 細繊 

な り^ は 長大に して 先 

端 尖が り、 鍩齒 深き も 鋭 

ならす。 ^實大 にして 

短心臟 形を帶 び， 縫合 線 

明かに して K 端 僅かに 

凹む。 梗^ 淺く， * 便 太 

くして 長さ 中 位. 梨 皮 は 

成熟期に 於て 紫黑 色な 

呈し. 皮 厚く 肉質 緻密に 

し て 多 汁^ 味 佳 良. 核 は 

長 n 形に してお s: と 離 

is 七 



論各藝 圜 樹果驗 J? 



K 二 酸果 櫻 桃 gs 八 

れす、 七月 中旬 成熟し、 晚牛； 種に して 收量 多くお 藏 運搬に も堪 へ、 右^なる 品種の 一 なり ひ 

I 尸 * ン ミ . ゥ t • 力 □ .1 Schmidls wigarreau. 

樹 * 强健桡 姿 開 張 性に 富む を 以て 樹冠 自然 圓頭 形を呈 する に 至る。 葉 は 長く 大 にして 周 

綠の 鈮齒狀 稍.. 深し。 果 實は大 にして 扁圓， 先端 僅かに 凹み、 縫合 線 僅かに^ する のみ。 梗複 

淺 くして 设く、 架梗 細長な り。 菜 皮 成 熱の 始めは 赤色なる も-次第に 濃紫 色と なる。 果皮 厚 

くして 肉 赏緊ま り、 風 味 佳 良、 種 子圓 形に して 先端 尖 り、 熱 期 は 七月 中旬に して 最晚 生な り。 

貯藏 運搬に 堪へ、 豐產 なる も 時期 多少 遲き倾 き あり？ 

第二 節 酸 果櫻桃 

一力、, §1 Heme Hol.tense. 

佛國產 にして 樹性强 健. 樹 姿矮 生を帶 び 、梢 枝細纖 にして 密生 開 張す。 楚 は深綠 色に して^ 

生密 なり。 (酸果 櫻 桃は槪 して 斯る 性質 を 具 ふ)。 果實 颇る大 にして 圓く、 果皮 は 鮮紅色の 地 

に 黄 斑を裝 ひ、 肉 質 柔軟 多 漿， 酸 味 多き も 品質 良好な り。 六月 中句に 成 孰、3 し、 豐 產 なる も 一年 

多く 結^ すれば 翌年 收量 少なく、 多少 隔年 結果の 弊 あり。 束 北 地方に 多く 栽培 せらる、 品 

種な り。 

二 0、 珊 湖 May Duke. 

枝-性 强く^ 氣に耐 へ、 枝 梢 は 細く して 開 張す る を 以て 二見 判別す る を 得 o 槪 して 枝 は密に 

4- じ， 紫 の^ 生 亦 密 に. 色 澤綠 色に して 葉柄 短な り。 果實は 果形中 位. 圓 心臓 形 二して 縫合^ 
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瑚 



(縮尺 十分の 九) 



百 

十 




著しく 深く、 先端 S めり。 色^ 鮮紅色より 

熟する に從 ひ^ 紅色と なる。 肉^ 緊 まり. 

多 汁なる も 酸味 多 く， 甘 味に 乏しく ^ 

好なら す。 種子 多少 扁 圓を帶 び. 熟 朋は六 

月 五六 日より 始め 二十 四 五日 頃に 終る。 

成熟 漑 して 不 揃に して 热朋 長き を以 て， 採 

收販賫 上 却て お 利と する 點 あり。 豐產に 

して 十 年内 外を經 過せば 一 本 五六 n 匁 を 

る 容易な り。 

二 一、 ドン 十、 マ リ 7 

樹性强 健に して 枝 拊の仲 長 作^なる もま し. 樹 妾 小圓 形を呈 する に 至る。 果寳は 中^に 

して 圆 形. 架 皮 は 紅色 を帶 び. 肉 質 柔軟に して 多漿 酸味 ある もぜ 味 を 加へ、 品質 中の 上な り。 

六月 屮 下旬より 採 收 せらる。 

一 一二、 ァ I リ 1»、 リ ツチ モンド Early Richmond. 

樹性强 健なる も 枝枘の 伸長 甚 しから す. 槪 して 細繊 密生す。 果實は 小 又は 中位に して 丸く. 

二 個 相 接して 着 生す。 果皮 は 鮮紅色に して 肉質 脆 弱. 酸 味に 富みて 品質 中 等、 六 月屮 下旬に 

採收 せら れ、 璺 產 なる 品種な り。 

一一 I 一一、 清 國櫻祧 

^ 四 @ a a 四 四 九 
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IX 二 IS 酸 鬼^ 桃 02O 

叨治 初年 天津 水蜜桃と 共に 淸國 より 輪 入せ る ものにして， 樹性强 健， 分蘖 カ强 く、 枝 梢の 分岐 

點 より 氣根狀 の もの を 生 じ. 矮 生に して 樹姿圓 形を呈 し. 枝 梢 著しく 密生し. 葉は大 にして 黃 

色 を 帶び皺 あり。 花 は 葉に 先立ちて 早く 開く を以 て， 往 々霜雪の 爲め 害せら る 、 こと あり 《 

果實は 小に して 圓形 を帶 び、 果 皮黃 色なる も 熱すれば 紅色 を帶 ぶ。 肉 多く 核 小なる も 甘味 

少 な く、 酸 味 多く 品質 {且 しからす。 比較的 早く 結 栗 期に 達する も， 收 量 多 か ら ざ る と， 品 質. 不 

良な ろ を 以て 多く 栽培せられ す。 ^地に 於て 比較的 結果 速 かなる を 以て、 家庭 用と して 栽 

培す る もの あり。 

以上 は 比較的 知られた る 品種なる も. 尙 ほ渡來 せる もの 少なから ざるな り。 今是 等の 品種の 

特性 を 示せば 左の 如し。 



桃 樓 



編 五 



XJ レ 


モ ペペ グ； r 


1 1 


ン, レ >レ 口 リ 


ャ ト* 


乇！ 卜 1 * 


it ノ A* 

'レ X 


ラ i/ ゴク 


ゲ ェ 


ンョ ャぺト 


ェ 1 


シ アト 1 ァ 


V U 


^一 


醆 酸 


m. m s き m m 


果 果 


5? ^ 


圆 短 


扁 El 心扁扁 


心 


m 臓 mi ii 


臓 


大 大 


中中 大 中中 


暗 暗喑帶 深鮮黑 




黄 


赤赤 赤赤 釭紅紫 


軟 軟軟軟 軟軟軟 




m 


中 中 


中 上 上中下 


中 極 


— l-« JL> wL» — 1_ 、雷 • 

ハ z ヽ y、 /ゝ ノ、 


晚 


月月 月月 月 




中 上 上中下 


多 中 多 中 多 


中强 中中 强 



第五 章 繁殖 法 

® 桃の 繁殖 は專ら 接 木 法に 依る。 實生挿 木に て も、 繁 殖 せしめ 得ざる にあらざる も. 是 等は砧 

木卷 成の 爲め川 ひらる 、のみ。 揷木 法は砧 木の 品種に よりて 發根自 .H なる もの ある も 凡て 

の ものに 鹿 川す る こと 能 はざる が 如し。 實生法 も 改良せ る 櫻 桃 は 種子 中に 含まる 、 仁の 發 

育 極めて 不良に して， 殆ん ど發芽 力なき を 以て 砧木 養成に は 不適 當 なり。 然して 砧木 川に 供 

すべ きもの は 其 種類 多 く、 且 つ 其 性質に よりて 生育 狀 態に 著しく 差 あれ ぱ 普通 使用 せらる る 

砧 木に 就いて 說明を 試みん。 

第一 節砧 木の 種類 、 

!»五@ K 通 法 . 四 五 1 



圆， 小 

卵 ffl, 小 

固、 小 

醫， 小 



豳各藝 is 樹菜驗 se 



第 1© K 木の 種類 gill 

一、 靑葉 櫻^^ 準 又は 砧櫻 とも 稱す) 最も 普通に ffl ひらる、 砧木 にして 山 櫻の 一 種なる 

が 如 く、 生 in ^ 良. 樹 皮 多 少，； 1 褐色 を帶 び. 葉 大 にして 枝 梢 短大な り。 艽性 極めて 發 根性に 富 

み， 杆 挿、 壓 條 により 砧木を 養成す る こと 容易な り。 其 上活着 歩合 良好に して 結 栗 期に 達す 

る 年 ゆ も 速 かなり。 ^通 嫁 接 砧に川 ひたる 上部 を 一 尺 £： 外に 切斷し 三尺の 畦 幅に 四寸の 

距離に 挿入す る こ と. 恰 も 梨の 挿 木と 同 一 の 方法 を 川 ひるな り。 一 反歩 約 一 萬內 外の 砧木 

を はるが 如し。 春季 三 四月の 候に 揷入 せる もの は 翌春に 至れば 接砧に 供す るも^。 山形 

地方に は 山野に 自生す る もの 多 く、 S も 普通に 利 川 せらる 、 ものな り。 

柬京 府下 大 a に產 する 大島 櫻と 稱 する もの あり。 又砧 木に 供して^ し く、 只 多 少矮 生の 傾 

き あり。 普通の 山 櫻に も 能く 活着 する も， 樹 齢 を 重ぬ るに 從ひ活 着 部より 離脫 する もの 多 

く. 適 常 ならす 3 

一一、 支那 櫻祧 揷木. 腿條 にて 能く 蕃殖し. 砧 木に 供して 住なる も、 矮 生に 失する と. 分蘖 性に 

富 み、 嫁 接後砧 より 分蘖す る こと 著しき と. 樹 命 短き 缺點 あり。 暖地の 栽培に 適す。 

三、 マ ハ レブ (rl.ulius Mahalb.) 桢物學 上より 云 へば 櫻 桃と は 別種の， ものにして^ 部歐洲 

の原產 なり。 元來 「マ ハ レブ」 は 樹性强 健なる も 「マ ザ ー ト櫻 桃」 に 比すれば 矮 性なる を以 て， 酸 

果櫻 桃の 砧木 として 適 常な り。 又 廿果櫻 桃 中 にても ハ ー ト 族の もの は 之れ に 適する もの 

なきに しも あらざる なり。 ^蟲 本： に對 する 抵抗力 も强 く、 芽 接繁苑 にも 適 し、 歐 洲諸圆 にて 

は樱^ の 壁 作 くりとな す ^合に 多く 之れ を 使用す。 『マ ザ ー ト」 に 比すれば^^ に^ゅる 力 

弱く、 深 祯を忌 むが 如し。 



桃 根 編 31 第 



四、 マナ I ト嫛^ (Mas--l.d cherry) 廿 * 櫻 桃の 原 性に して 歐洲 にて は 至る 處 野^す。 ^ 

^よ 品 T 劣^-, 一して ^ 位」 な き も. 性 寒 氣に耐 ゆる カ强 く. 發 育 旺盛なる が 故 に， お 木 仕 立の 砧 

木と して S も 適當 なり。 揷木 として 發根 困難なる も 报揷卽 ち 稍.. 太き 根 を 四 五寸の 長さに 

切斷 し， 挿 木す る晬は 能く 發 芽すべき を以 て、 此 方法に よりて 繁殖す る を 可とす るな り。 

r マ ハ レ ブー 二 比して お 蟲 害に 耐 s る 力 少なき と. 芽 接の 期 問 短き 缺點 あり。 本邦の 如き 靑葉 

の 如き. U 好の ものお する 上 は， 强 いて 斯の如 き 砧木を 用 ゆろ の 必要 を兒 ざるな り 然 オ 

ども^- k の B きょ 啻 葉櫻砧 として は 早老に 陷 りおき を 以 て .「 マ. サ ー ト」 を砧 木と す る を^^ 

とすろ が 如し。 

五、 モレ □ (Moreno) 此種 も楼 桃の 一 種に してお、 氣に 針す る 抵抗力 は 「マ ザ， -ト 」.f マ ハ レ ブ】 

の 二種よりも ー贤强 く ^、地に 於て 櫻 桃 を 栽培 せんと 欲する 場 合に は缺 くべ からざる 砧木 

なれ ど も， 現 今 は 使 川す る もの 殆ん どなき な 一り。 

第一 一節 嫁 接 法 

櫻 桃 は^ 季の切 接 法 及び 秋季の 芽 接 法 共に 奏効 容^なる ものにして， 何れ を 選 ぶ も 可 な り。 

唯^ 時の 絷閗に m りて 定む ベく^ 季は 主として 切 接 法 を 行 ひ， 技術に^ 達せざる もの も 能く 

活着 する こと 梨に 比 し、 更 に 容 おなりと す。 芽 接 も 亦活若 颇る容 なれば 接秘の 少数なる 51 

合に 成 可く 多く 接 木 せんと 欲する 際の 如き は 主として 此方 法を應 川す ベ きなり。 普通 九パ 

上句に 行 ふ も 櫻の^^ 期 は 梨. 桃に 比して 早く. 從 つて 樹液の 循環 作 川 亦 早く 止まり. 皮 問剝が 

«x 五 s s 魁 法 • 一 さ 一一 
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B 栽 ffi 及び 法 栽 樋 法 四 五 四 

れ難 きに 至る を 以て 成 可く 八月 上旬 0, 遲 くも 中 下旬まで 終 る が 如く 心掛 くろ を 耍 す。 ^ 手 

f$ 後の^ 现法 等に 闢 して は 前 述 の 梨 • 桃 等と 異なる ことなき を 以て 爱に 



略す。 



第 六 章 栽植 及び 整 枝 法 



第一 節 栽植法 

樱桃を 栽^す るに 常り て： ^品種の 開 

距離 を 異にすべ くも， 元來 梨. 桃の 如く 

林 仕 立と して 多く は， ほ然に 放任す る 

狹 きに 失せざる 樣心掛 くべ し。 束 北 

を 普通と す。 然れ ども 珊瑚. 黃玉の 如 

半 四方 にても 可なる なり。 苗木 は 一 

切 り 詰 め， 根 も 相 常に 切 り， 豫 定の位 

と 混和 し、 凸 形と なした る 上に 苗を桢 

を 盛ろ こ と ^ 个桃 と II 樣 ならしむ ベ し 

となく 錢 肥^に て 栽航 する を 可とす 

を^て 定桢 する も 可な り。 栽 槌の時 



張 性なる と 直立 性なる とに よ り， 又 土 質 

剪 定に 主き を Ed き 矮生仕 立と すべ きも 

を 以て 樹 冠の 發育著 しきもの なれ ば、 栽 

地方に ありて は， 普通 二！ 問 乃至 三 間 半、 一 

き 比較的 枝 梢の 繁茂 著しから ざる もの 

年生の もの を 桃. 梨の 如く 地上 一 尺 五六 

に廣き 穴 を 堀 り， 下 底に 堆肥 油粕の 如き 

ゑ 込 み. 堀 り 上け たる 土 を 半ば 入れて 振 

リ ^地に ありて は往々 徒 長し 易き を以 

U 又^ 初 三尺 四方に 一 株 づゝ桢 込 み， 樹 

^は 秋季^ 葉 後より^ 春 二三 月の 候 ま 



の 肥 瘠に よ り、 其 

のに あらす。 采 

培に 當り 距離の 

反歩 四十 本 S 外 

は 二 間 乃至 二 間 

寸 乃至 二 尺 位に 

もの を 施して 土 

り 上 ゆた る 後、 土 

て 元 肥 を 施す こ 

姿 を 整 へ， 三 四 年 

で 何時 にても 宜 
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レきも • 寒地 は 融雪 後 直ちに 栽植す 

櫻 桃 は 山形 縣の 如き 風 十； の 好適せ 

質疮^ にして 表土 淺き處 にて も. 

て 結果 遲き は^ 性^の 然 からしむ 

くる 、もの 多 く， 中 には^々 多数の 

至る まで 殆んど 落 某 しぜ： ハ 跡 を 止め 

て， 近時 促成^と 稱 して 六 七^の 大 

形^ 枝の 圆 



SH へな R!aR な 1EK$ 



る を 可とす o 

る處 にても 相當 の結寳 を 見る 

通の 苗木 を 栽培せ る もの は 四 

る處 なり。 殊に 風ネ肥 培. 病蟲 

閒 花 を 兄. 殆 んど 花に より 埋ま 

ざる もの あり。 斯の 如く 結果 

なる もの 購人 し， M 阅を 形成す 

にして 移植 を 

の もの を定距 

近づける 成樹 

き も. 斯 の 如き 

て は 行 ふ ベ き 

からざる 處な 

g きて 六 七 年 

植 する を 可と 



レは七 八 年 を 要す ベ く • 其 +1 




五 年を耍 す ベ 

害の 關係 によ 

る が 如き 觀ぁ 

樹齢に 達する 

る もの 多し。 

厭 はざる もの 

離に 栽植す 

を栽桢 する 

は 山形 縣の 

も， 他 府縣に 

り。 故 に 初 

間 養成し， 然 

するな り o 



く、 梨. 桃に 比 し 

り 結果 期の 遲 

る も， 大 豆 大 に 

一 般 長き を以 

元來 勢力 旺盛 

なれば 一 ^生 

より， 結^期に 

便と する が 如 

き 栽培 地に 於 

て よ $ 屮 すべ 

距離 を 短^し 

後定 距離に 栽 



第一 一節 整 枝 法 

櫻 桃 を 自然に 放任 すれば 二種の 樹 形を呈 

ei 五 五 
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af 七 S5 8! 菜の 習性 及な. ゆ S 法 - 81« の 習 »| 四 五^ 

する に 至る。 卽ち 扁預形 及び 圆餽 形に 近き 樹姿 となるな り。 黃玉 *福 篛. 支那 種の 如き もの は 

前 杏に 近き 形と な る も. 若 紫. 那 翁 • 養 老*大 紫.等 多數の 品種 は 後^に 屬し， H の 高 砂. 深 紫 の 如 

き は 其. S 1 £1 圓顶 形に 近き 樹形 となる の倾き あり。 故にお 樹 性に 應 じて 樹形を 整 ふること 必 

なり。 然れ ども 多 救の 品種 は 自然 圓錐 形を呈 する 傾き ある を 以 て、 準 圓雒 形に 仕立てる 如 

く. 心掛 くる を^と す。 普通 主幹 も 一 本と すべき も 時に 二 本 或は 三本 を 出 ださし むる も； ^な 

り J 又 主幹より 分岐せ しむべ き 主 枝 も 近接に 失する 時 は 將來混 雜を來 た し、 却 て 不利益 を 

す こと あり。 故に 主幹 を 二 木 位と して， 各 主 枝 を 二三 尺の 距離 を 隔たて、 四方に 分岐せ しむ 

る 樣心掛 くるな 以 て. S も實川 的なる が 如し。 歐米 にて は墙壁 誘引 を 行 ふ もの 多き も. 本 邦 の 

如き 風土に ありて は 以上 述べた る 立 木 仕 立の 以外 殆んど 望みな きなり。 

第 七 章 結果の 習性 及び 剪定 法 

第一 節 結果の 習性 

櫻 桃の 花芽 は 桃 及び 杏と^ なり， 一 芽 中に 二 個 乃至. 七 八 個の 花^ を狨 し， 中央部より 次第に 周 

問に，： 1： つて 綻 すろ も、^ H: 乎^ の 如く 花軸 狀を呈 する ことなく 二の 基點 より 杣出 する ものな 

り。 花芽 は 他 G 核 * 類の 如く 昨年 生の 枝 梢の 葉腋に 形成 せらる、 も， 桃の 長果 枝に 相^せる 

もの、 如き は 開花 する も結實 する ことな く、^ 枝と して 何等の 憒 id なきも^な り。 桃 は 基部 
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より 先端に 至る に從 ひ. 花芽の 形成 せらる 、 こ 

の^も 發育^ 好に して 而 かも 重要なる なり。 

るに 至るな り。 り 新 桁の 基部の みに 限らす 

れ， 其 狀您 一 兒粱腋 より 直に 成 生せられ たるが 

而 かして 此短采 枝 は 仲 長 力 極めて 緩漫 にして 

斯の 如き 短 果枝は 所謂 花束. 狀を呈 し， 然も^々 

結 梨 枝の 状態 &、 珊瑚 (酸 菜 機 桃) の 結 菜 柱 
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乙、 黄玉 (甘 菜 櫻 桃) の 花束 狀結菜 柱 

結果の W- 性 及び 剪 定法 



と 多 く. 而 かも 重要なる ベ きも 璎桃は 基部の も 

其 基部に 至る に從ひ 花芽の 狀憨 花束 狀を^ す 

, 一 度び 花芽の 形成 せらる、 や 数年間 持續 せら 

如 き も. 此 問必す 短果枝 狀を呈 する に 至るな り。 

^六 年を經 過す る も尙ほ 依然た る もの 多し。 

^- 數を し. 結 實を安 全なら しむ-に 至 る な り a 

櫻 桃の 結果 枝 は長果 枝と 花束 狀 結果 

枝と を 問 は す， 桃 の 如く 必す顶 芽 は槳 

芽に 終る を 以 て， 開 花と 時に 葉芽の 

仲 出 を 見るな り。 枝 梢の 新たら しき 

長果枝 若く は 短 菜 枝の 如き もの はギ 

々仲 出 を攛續 すべ き も， 花 束狀 結果 枝 

となれば 伸 出す る ことな く. 同 一 個 虚 

に 於て ギ々 反覆す るの みなり。 

櫻 桃に 於け る 花束 狀菜 枝の 必要なる 

は 論 を俟 たざる 處 にし て、 其 性晳 李と 

類似す。 又 櫻 桃 中 甘栗 櫻 桃 は 殊に 此 

短果： K を 生す る倾き ある も， 酸 果櫻桃 

E 五 七 



乙 



き 件 X ^ 



第二 節 剪 定法 B 五八 

は 多少 趣き を 異に し、 枝 梢 直立し て、 短 ^枝 を 生す る こと 少な く、 花 芽 は 多く 枝 梢の 腋 上， 卽 ち 長 

果枝狀 となり、 其 先端に 至りて 始めて 短^ 枝 を 生す るの 差異 あり。 櫻 桃の 花芽 は果 枝の 如何 

を 問 はす、 必 す^ 芽に して 花 芽 にあら ざれば 粱芽 なり。 其 一^枝の 花芽の 分布 は 花束 狀 結果 

枝、 又 は 類似せ る 短 * 枝 は 先端の み^ 芽 を備 ふる も， 中. 長果 枝 は 基部 一 二 及び 顶芽は 常に 椠芽 

にして 中間の 腋芽は 葉芽に 非 ざれば 花芽の^ 芽な りと す。 故に 一 ：2 木 仕 立と しても 結果 部の 

上昇す る ことなく、 见 枝は絕 へす 下部より： W 出持續 せらる、 に 至る。 又 潜 芽の 發達カ を 維持 

する こと 永く 不定 芽の 發生も 多くして 剪定 上& 好なる 性質 を 有す。 然れ ども 元來 癒合 カ^ 

弱に して、 斷 面より 病菌. 蟲 ^等の S 入に より 枝 梢の 枯損 を來す こと 多 けれ ば、 剪 定に當 りて 注 

意 を 要する 點 多し。 

第一 一節 剪 定 法 

櫻 桃 は 生 宵压 盛なる 上 不定 芽 隠 f 牙の 發生 カも强 きを 以て， 剪定 上 便なる も 癒合 力の 不充分な 

ると，.； 3 然に 放任しても 他 果樹 類に 比し， 枝 梢の 分岐 規則正しく 欤 生せられ、 樹冠 整然たるべき 

と， 果 實小 にして 而 かも 熟朋早 く、 摘 栗 袋 覆 等の 作業 を 行 ふ 必 -=:M なき を 以て， 特に 剪 定 を 行 ふ の 

必耍を 認めざる なり。 只 剪定 は 栽 植四五 年 問 基 木 形の 形成 せらる 迄に は 多少 施すべく、 又. a 

然に放 S し S く 時 は 過多の 枝 を 生 じ、 內 部 密生に 過ぐ る揚 合に 問 引 的 剪定 を 行 ふの みに て 可 

なり。 故に 其 作業 は 他 果樹に 比して 頗る S 単純なる なり。 

櫻 桃の 整 枝 法 は 前 草に 述べた るが 如く 、@ 錐 形^く は 舉圓錐 形 仕 立と なすべく. 之が 爲 めお 木 
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^抓に 際して は 地上 二 尺- 2： 外の 處 にて 剪定し， 上部より 五六 本の 主 枝を發 生せ しめ B 端より 

生ぜる も G は 主幹と して^ 直に 誘引 し. 側 芽より 出で たる もの は 自然に 放任し 匿く も斜 出す 

ベ きも、 著しく 直立に 過ぐ る もの は 誘引 開 張せ しむべ く、 次年 は 主 枝 を 二 尺- S 外、 側 枝 一尺 五六 

寸に 剪定し、 一 枝より 更に 二三の 側 枝 を 分岐せ し め、 兩三 年間 同 一 方法 を 反覆す る^ は、 略ば 基 

本 態 形の 成^ を兒 るに 至るべし。 此問 勢力 旺盛に 過ぎた る 徒 長 枝 的の もの は 成 可べ く 短 切 

し^に 夏季 剪定 を 行 ひ， 勢力の 抑制 を 計る ベ し。 爾後 殆んど 剪定 を 施す ことなく、. c 然に 放任 

す ベ き も， 若 し樹 冠の 內 部に 發生 せる 懐 枝の 多き 時 は 党に 間截 して 枝 菜の 欝蒸を 防せ ぎ， 枯 枝 

等 も 勉めて 剪ますべし。 櫻 桃 は j 二年生の 若枝 は切斷 する も 年內に 癒合すべき も、 三 四年以 

上の もの , 切 斷は成 可く 避く る を^し とす。 若し 强 いて 切斷を 試みる 時 は 枝 梢の 枯損 を來 

たす こと 速 かにし て、 樹 命 を 短縮す るに 至るな り。 然れ ども 土地 著しく 肥沃なる か， 又 ^地 等 

にあり て而 かも 花芽の 形成 不良なる ものに 對 して は 多少の 剪定 を 試む るの 必要 あるな り。 

旣に 述べた るが 如く 櫻 桃 は 主 枝 若く は 側 枝 上の 腋芽は 直ちに 分化して 花芽と な り、 遂 に 花束 

狀 結果 枝に 變化 し. 六 七 年間 は 同 一 點 より 分化 成 生 せらるべき も， 品 種と 風土. 樹齢の 如何によ 

り 容易に 栗 枝の 成 生 を 見ざる こと あり。 斯の 如き もの は 常に 注意して 短果 枝 (花 朿狀結 果枝) 

の 成 生 を心掛 くる こと 必要な り。 之が 爲には 夏季に 於て 適宜 摘心 を 行 ひ， 內 容の 充實を rai り 

花芽の 形成 を 促進せ しむべし。 又 冬季 剪定に 於て は^に 果枝を 形成し， 而 かも 花束 狀 結果 枝 

となれ る もの は 第 百 九十 四圆 この 如く 之 を 短 切す ベ き も.^ ほ 花芽の 形成 を 見る 能 はざる か、 

成 は 一 二の 花芽の 混入 を 見る も 結果の 不安定なる ものに 對 して 冬季に 於て は， 第 百 九十 四圔 

第 七 章 結 菜の gfi 及 «a! 定法 C 五 九 
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SM 一節 ^定法 

發 育 枝の 剪定 乙、 結 菜 枝の 剪 定 
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らす。 良好なる 果赏の 生產を 期し 得 ざ る ジ 故 に 

剪り 詰め， 基部なる 隱 芽の 發 牛； を 促が し、 新たなる 

を、 ぃ掛 くる こと 必耍 な り o 

るに 樱桃は 風土の 適合せ る處 にあり て は 植付 後 

も， 甚 しき 剪定と 不注意なる 切 斷とは 深く 愼 むべ 

定す るの 外， 慢 りに 剪定 を 行 はざる を 可 

S3 かに 側 り. 接 蠟の 如き もの を^ 抹 して 雨 
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四 六 o 

-長捎 に 剪 定し置 き. 夏 季 

新 梢の^ 斷を行 ふ 時 は 

るに 從 ひ、 笫 百 九十 四 ral 

束狀 結果 枝の 成 生 を 見 

し。 旣に 花束 狀 結果の 

に 至 れ ば、^ 短き ものに 

の は 三 四 群を殘 して 短 

し。 爾後 此結 * 枝 は 各 

達して 生す る 花束 狀結 

結果 を 反覆 し， 六 七； 牛に 

• 結果 部 は 次第に 袞 弱す 

架 をな さしめ たる 後 は * 

ぜ しめ， 更に 花束 狀 結果 



は 毎年 剪定 を 行 ひ， 樹形を 

形の 整 ひたる 後 は 冗 枝と 

一 に 稍" 太 きもの 、 切斷 を 

を 防ぐ ベ し。 其 剪定の 恃 
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期 は 冬季^お な る^な 避け. 三；：；. g 問 花數週 前に 行 ふ を 可と す。 然 ら ざ れば其 切 口な ！a め抆 

梢の 枯損を 招ぐ に 至る な り。 

- - 』 

第 八 章 肥料 

櫻 桃に 施すべき 肥 « の 成分 は窒 素 .憐 酸 • 加 里 の 三 耍素を 主と し， 土質 若し 酸性 を ^ び るが 如き 

^は 石灰み-加 川す ベ く， 是 ゆ 成分の 釗合は 其 土質 及び 氣 候の 寒暖に よりて 斟酌す ベ く， 一 槪に 

綸 定 し 能 ざ る も^ 地に ありて は^ 酸 加里 を 主と し、 生 育 時代 は 窒素肥料 を 節減 し， 枝 梢の 徒 長 

を 抑制 し. 花 芽の 成 牛； を 計る ベ く， 其 結果 時代に 至れば 燐酸 加里 同樣 窒素の 用量 を增 加す ベ し。 

^地 は 生 宵 時代に 於ても 相當の 窒素肥料 を 施す ベ く， 元來櫻 桃は樹 勢の 旺盛に して 結杲 期に 

達する こと 遲き もの なれ. は 他の 果樹 類に 比し 養分の 供給 多き を耍 せす。 少量の 肥料 を 以て 

能く 繁茂 結實 する を兒れ ば， 施 肥 に 當 り i 其 用量 多き に 失せざる 樣心掛 くべ し。 

櫻 • 桃の 肥料と して 普通 川 ひらる、 もの は 人 糞尿. 泶 糠. 骨粉 • 大 豆粕. 雞 糞. 過 燐 酸 石灰 • 木灰 .等 の も 

の を ffl ひる を 可とす。 卽ち 春季 三 四月の 候 に (暖 地 は 二三 肥と し て 稍.. 遲 效 肥料と 速效 肥 

5：： と を 相半ばせ るが 如き 混合 肥 料. 卽 ち 大 豆粕 • 骨粉： 栄 糠-人 糞尿 .木 灰 等の 如き もの を 適^ 配合 

して 施す ベ く， 收 璲後 更に 一 囘 補肥と して 奥 ふる を 可とするな り。 多く は 春季 一 囘 にて 止む 

る もの 多き も， 結 某 樹齢に 達して はニ囘 施肥の 必要 甚だ 大な る ざ す るな り。 結果 樹^に 達 
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g 八 _a _B a e 六 二 

する まで は 或る 程度まで 樹 勢の 抑制 を圆か り. 結 實 作用 を 促進せ しむる が爲 に. 肥 ^ を 約 レ 

稍. - 肥沃 なる 土地 は栽植 二三 年間 は 無 肥料 にても 能く 生育す るに 至るな り。 然れ ども 六 七 年 

を經 過して 花束 狀結栗 枝の 成 生 を 見る に 至れば 次第に 肥料の 用量 を^し. 樹 勢の 維持 を 努め 

ざるべからざる なり。 元 來櫻桃 は 勢力 盛んなる も， 結 實 期に 達すれば 結 實 量 頗 る 多 く. 而 か も 

間 引. 摘 栗 等 を 施す ことな く、 自 然 に. 放 任す るを以 て、 衰 弱 も 甚だしく 下 枝 は 次第に： s 損 し. H、 ^ 

束 狀短果 枝も兩 三年み-持 辯す るの 困難 を覺 ゆるな り。 是れ 多く 肥料の 缺乏 より 來 たせる 现 

象 なれば. 收穫 後速效 肥料 を 施して 勢力の 囘復を ^かり， 花朿狀 結果 枝の 持續を 心掛 くる こと 

最も 必要と する 處 なり。 人に より 收瘦 後卽ち 七月 上屮 おの 候に 施肥 すれば 樹勢甚 しく 旺盛 

と な り、 枝 梢の 多く は 徒 長 枝に 變 じて 花 蕾の 着 牛； を妨 ぐと 稱 する もの ある も、 旣 に 結實作 川の 

盛んなる もの は斯の 如き 變 化を來 たす が 如き こと 稀れ にし て. 却 て 結 實の爲 め 衰弱せ： る樹勢 

を囘设 して 養分の 充實 を來た し. 花 芽の 速成 を 促が し， 結實 作^ を 良好なら しむ る 等 利益 多き 

こと は 多少 心 ある 栽培 者の 認めて 疑 はざる 處 なり。 

今 山形 縣立 農事 試 驗？！ に 於け る 肥 科の 種類 及び 分量 を 見る に、 
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備考 十 年後 結果 盛んな ろに 及び X は 充分な ろ 施 用な 要 し， 普 通 ( 一 反 歩) 望 素 一一 1 莨匁以 上" 1 1 

莨匁以 上. 加 里 四 莨 匁 以上^ 必耍 とすろ もの V 如 く、 其 施肥 期に 早春 及び 收栗 後の 二 同往々 土 

質に ょリて S 季 三 同-」 分 施す ろ必耍 ^惑す る 場合 も.^ 

^谷貞 一 氏 は 十四 年生 成 木に 對 して 左の 肥料 を 施 用し つ 、あり。 

歩 (3 十本 前後 植付) に對 する 施肥 量 

二 〇〇 貫。 木灰 二 〇 貫。 ノ 

酸 石灰 三 〇 莨。 人糞 尿 八 石。 

アン モー 1 ヤー 莨 五 百匁。 過 燐酸 石灰 ニ^。 

粕 二 0K。 . 

五斗。 

二年生 一-は 歩 二十 木 粧に對 して 堆肥 二百 五十 1ST 人糞 尿な 五十 巧 木^ 

用 せらる。 

凡そ 左に 施肥 量 を 以て 中^ を^た る もの な る ベ し。 

1 段 ま S 十 木 栽桢) 成分 量 
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又同縣 金子 忠治氏 は 十 
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吾人の 輝 一 S よりせば 大 
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第 九 章 其 他の 管理 及び 採 收. 荷 造 法 

樓桃 は樹勢 旺盛に して^ 育 速 かなる も、 栽 桢 距離 遠 き を 以 て、 栽 桩六七 年間 は 中間に 作付 を 行 

ふ ベ く，：^ 種類 は 他の^ 樹に 於け る 同樣成 可く 丈け の 低き も の、 根 の 蔓延せ ざる も の. 養 分の 吸 

收烈 けしから ざる もの^ を ぶ ベ く. 問 作物に 主き を 匿 き， 主 作物. U る 櫻 桃の 生育 を妨 ぐるが 

如き 事 あらざる 樣 に心掛 くべ し。 又阅 c は^に 淸潔を 保た し め、 數 囘 除草 を 行 ひ， S 季 乾燥 甚 

し き^は 根元に 刈 草 又は 藁の 如き もの を 布 き. 冬 季 一 囘耕鋤 を 行 ふこと 必要な り。 

は 多く は 自然に 故 任せら るべ き も. 開 花 後 摘果 を 行 ひ， 密 生の 處 又は 發育 不良の 部分 を 除 

去す る^ は， 一 ^發育 を 整 ！ ならしめ て， 品質 を 良好に し， 樹 勢の 衰弱 を 防止す るに 舨 るお 效な 

る ものな り o 

果 莨の 採 收は成 可く 暗 天の B を^ぶ ベ く， 雨 天 又は 雨天 後 直に 採收 する^ は 腐敗 速 かにして 

運搬 貯蔵に 堪へ ざるに 至る のみなら す. 甘 味 を 減 じ、 品 質 を 不良なら し む る を 以 て， 採 收の日 を 

ぶ こと 必 耍 な り。 其 遠距離^ 送 を 行 ふ ものに ありて は 殊に 注 意 す ベ く、 素 より 充分 成^ す 

ろ稃 せ 味を增 し. 色 を ^ ^ならし む 可 く も. 販 路の關 係 上 遠距離 輸送 を 行 はざる ベ からざる 

も の は. 稍.. 早^ の 際に 採收 する を 可と す。 採收は 勿論 苻造 運搬に 際しても 其 取扱 ひ 極めて 丁 

^ に、^ ぽの 損^せざる 樣注 意 す ベ し。 荷 造 法の 不 完 全 な る 爲 め. 其 聲憤を 失 墜 せ る 例 少， な か 

ら ざ れ ば. 他 の 采寳 に 比して 一 層 周到なる 注 意 を耍 するな り。 之が 爲め 運搔容 器 は 成 可く 小 
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形 一 e 平なる もの を馔 ぶべ く、 從 來は 一 貫內外 を容る 、大 なる 容器 を 

も 荷 傷み 甚 しき 爲め、 現今 は 二， 三 斤 入の 小形の もの か、 若く は 五 斤 入 

至れり。 山形 縣 下に ありて は其產 地に よりて 不同 區々 たりし 爲め 

なから ざり しを以 て、 大 正 四 年 日本 園藝會 支會が 主唱 者と な り. 當 業 



W ひられた る こと ありし 

の もの を 使 川 せらる ゝ に 

取引 上圓 満を缺 き， 不 便 尠 

者と 協定の 上. 特 大. 大. 中. 小 



容器の 材料 は 杉の 四 分 板 を 用 ひ、 特大 箱 は 三つ 重ね 他 は 二つ 重ねに して 梱 り， 遠 方 輪 送の もの 

は 箱の 側面に 筌氣钹 きを 付した る もの を 用 ゆ。 輸送 法 は 專ら鐵 道 速達便に 依る を 可とす。 
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第 十 章 病蟲害 

第一 節 病 害 

一、 櫻 桃の 天狗 巢病 

【病 徵】 木 病 は 櫻 桃の 外に 普通の 櫻に も發 生して 美観 を 損する ものにして， 病 枝 は 一個より 

群 牛； し. 養 分 を 浪費す る こと 著し く. 光 線 を 遮ぎ り、 空 氣の 流通 を妨 け、 樹 の 牛； 育 を 害する こと 著 

し く， 被 害 部所 謂 天狗 巢は 或は 直上 し， 或 は 垂下して 生す。 其 病 枝 上に 生す る棻は 一般に 健全 

菜より 小 な れ ど も， 其 寄 牛； 菌の子 實歷を 付けられ たる もの は形狀 萎縮して 葉 面の 大半 若く は 

一部分 黄色 を呈 し、 其 邊綠 下方に 向 ひて 反卷 し， 初 は 表面 白粉 狀を帶 ベる も 次第に 褐色に 變じ. 

遂に は黑變 乾燥して 脫 落す るに 至る。 故に 此 病に 犯された る もの は 花芽 を： iH する ことなく * 

次第に 蔓延 衰弱す るに 至る。 ， 

【病原】 一 種の 寄 牛； 菌 より 起る ものにし て、 其 白粉 狀を呈 する もの を 取りて 顯微鏡 下に 窥 へ 

ば、 表 皮下に 病菌の 子 實暦を 生す る を 見る。 子 I ^は圓 筒形 若く は 棍棒 狀 をな し. 其 基部に 柄 細 

胞を具 備す。 子 ^中に 胞子 八 個 を含藏 し. 形 狀は圓 形 若く は楕圓 形な り。 

L 豫防 法】 

>a 十 章 病 8 害 四 六 七 
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「被^ 部 は 其 基部より 切斷 して 燒棄 すべし 3 

二， 開花 一 週間 乃至 三 週間 前に 靜穩 なる 日 を 選び， 二 斗 五 升 乃至 三 斗 式 ボル ドウ 液 を 撒布す ぺ 

し o 

II、 櫻 桃の 葉枯病 

學 名 Gnomonia erytlirostoma (pers) Aner. 

【病 毂】 本 病 は 厘々 櫻 桃に 發 生して 大害を 及ぼす こと あり。 櫻 桃の 外に 櫻に も 寄 虫して 葉 

の 脫落を 見る こと あり。 本 病に 犯さる、 時 は 葉 面に 黄色の 斑點を 生じ， 次に 全面 黃變 し、 次第 

に锡 色と なりて 死す る も 落下す る ことな く、 S 年に 至る まで 附着す る もの 多し。 發病の 時 

期は枭 實採收 以前なる を 以て 薬の 營養 作用 を營 むこと 能 は す、 果 實は S に 充分 肥大せ ざる を 

以 て. 收 量 著しく 減少す るの みなら す、 次 年に 於け る 結 實を妨 ぐる こと 著しき ものな り。 

【病原】 一種の 害菌の 寄生より 起る ものにし て. 其 ^班 部 を切斷 し、 顯 微鏡 下に 窺へば 子 殻 一の 

組織 內に 埋沒 し. 先 口 端の み 突出す る を 見る ベ し。 而 して 子 殼內に は針狀 をな せる 無色の 胞 

子 多数に 含有す る を 見る。 此子^ 殻 は 翌年 四月 頃に 至 り、 成 して 單 細胞よ" 成れる 無色の 

子 ^ 胞子 を 生じて 外部に 迸 出す るに 至る。 胞子 は濕氣 多き 時 は 二三 日に して 發芽 し、 葉 肉 內 

に 侵入 し， 再 び 被害 を逞 ふす るに 至る。 故に 此病は 降雨 多く 濕氣の 過多なる 時に 於て 烈 けし 

く、 暗 天打續 きて 乾燥せ る氣 候に ありて は 病害の 傳播 甚だ 微弱な り。 

【豫防 法】 

1, 本^に 罹りた る 葉 は 放任し 匿 け ば、 S 春まで 枝 梢に 附着す る もの 多き を以 て. 冬 期に 被害^ 
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を^め て烧 き^つべし。 . 

二，^ 定 法に 注 ^ し. 口 光 穴 r- 氣の 流通 を 侘^なら しむべ し。 

一一 r 斑點病 

^ 名 Corvncuni IJCVenncllll, oll(h 

【病 駿】 春^ 展^と zi ^ に ^面に 赤 色， 又 は 薔薇色の 斑點を 表 は し， 次 ^に^ 色に 變 じ、 遂 に 枯 

死す るに 至る。 其 枯死せ る 點には 微細の 黑 點 を 群^し. 遂に 落下せ しめて^^ は乾拈 する 

に 至る。 

【病原】 一種の^ 生菌 より 起る ものにし て、. M 點 なる 微細の 黑點 群は卽 ち是れ にし て. 分 屮- ^ 

子 は 稍" 祸色 をな して 柔 組織の 子座屮 より 發^ し、 卵形 を 帶 び、 三 個の 隔股 をお す。 

【驅 除豫防 法】 

1 .卷 季 S 股せ ざ る 前 一 囘^ が^きた る 後 二 囘， 稀^な る 石灰 硫黃合 劑 (〇、 三度 S 外) を 沲 注 

すべし o - 

二、 落荧は 集めて 燒棄 すべ し" 

0、 嫩果菌 核 病 

【病徵 1 ^にあり て は 未だ 充分 股せ ざ る に 常 り、 ー褐 色の 痫斑を 現 は し. 後 に卞； として 巾肋拉 

に 中 • 脉 に^ ふて 灰色の 粉 質の 小 塊 を^ じ， 此-ー しく 畸形 を呈 する に 至る。 笼柄嫩 枝 及び 果實に 

も ^ ホ： し. 宵 を 及ぼす ものな り。 殊に 果實 の^ 生 を 受けた る もの は ^色 を M して 次^に 皺 な 

» 十な SEW E 六 九 
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»u 病害 

半； じ. 架粳も 次第に 變 色し. 其、 一 部に 白色 粉末 狀の小 塊 を 生やる に 至る。 

は 一 二 個の 健全 果を殘 す 外， 被害を受け， 其^し きもの は 收穫悉 無に 終る 

もの は^も 木 伊 乃 狀を呈 し. 秋 季迄 地に^ ちす して K il 附着し 居る もの 

【病原菌】 被害 果實 の內部 種子に 接せる 部分 は， 完全なる 菌 核より 形成 

の 一 端 又は 側面より 崩 出 し. 潟 斗狀 又は 鏠狀 にし て. 往 々中央に 微小なる 

り。 子^ は 多数 簇^して 太き 菌絲片 に 支へ られ、 圓筒 狀を呈 して 基部 些 

を呈 す。 胞子 は槪 して 斜めに 一 列に 竝 列し， 短圓 筒形 又は 卵形に して 兩 

絲狀體 は絲狀 にし て預端 稍， 膨大し. 隔膜 をお し. 其 部より ニ叉狀 をな す。 

【驅 除豫防 法】 

一， 低 湯の 地 は^ 燥の 地に 比して 被害 多 く、 空 氣 日光の 透 通 良好なる 處は 

故に 排水み」 良好なら しめ 整 枝竝に 剪定 上に 注 する こと 肝耍 なり。 

二、 秋季 落槳後 一 囘， 春季 開花 前に 一 ニ囘， ボ ル ド ゥ液 又は 石灰 硫黃 合劑を 

三， 被害の 花， 恭、 架實 及び 枝 幹 等 は 切 去りて 燒棄 すべし。 

五、 穿 孔 病 

本お は^り 撄桃 のみに 限 ら す、 桃. 杏. 等 にも 被害 を 及ぼす ものにし て、 其 病 

と 同 一 なれば 笫四編 桃の 病害の 部 を參照 せらるべし。 

六、 膏藥病 
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【病徵 及び 病原菌】 此病 は 桑. に も發 牛； し て， 加 ^ を 爲す ものにし て. 幼 對二發 お； す 

ろ こと 稀れ にして. 多く はお 木 作りの 古木に 發牛； す o 幹 及び 枝に 伧も袞 藥を阽 りたる が 如き. 

此糸 褐色の 圓 形 若く は橢圓 形の 班紋を 牛； じ、 一 見地 衣の 如き 觀を呈 す。 是れ 擔チ體 にして 

の 相^^して 成れる ものな り。 五六 月頃 其 外面に 子實曆 を 作 り， 其 中に 擔 ：.；， 柄と 絲狀 5 と を 

^す 擔子柄 は 極めて 細く， せ、 上に 胞子 を 生す。 胞子 は颇る 微細に して 圓 筒お をな せり。 

木^の IS 絲は 一 お 部に 蔓延す るの みに して， 其 繁殖 徐々 なる を 以て 其害甚 しからす。 然れど 

も^として は 小枝 を 取り^きて 樹勢を 衰弱せ しめ. 或は 枯死せ しむる に 至る。 

【豫防 法〕 

1 小刀 を 以て 被お 部 を 削り. 或は 縱^ に 切" ら き，：^ 跡 へ 石灰水. 木灰. 汁. ァ ル n I ル. 或は 醋资 

等 を 塗抹して 一 g 絲を 殺す ベ し。 

in おし も 蔓延の^ 候 あれば. s 秣を 堀り 取りて 燒棄 し. 其 跡に 石灰 を 鋤き 込み. 別に 健全なる 苗 

を桢^ 付く ベ し。 

七、 癌腫 病 

S- 名 Ncclria ditissii 、rlll. 

本 病 は 苹果に S も 多く 被害 を 及ぼす ものなる も. 櫻 桃に も 寄 生 加 害 する もの な り。 ^ち 初め 

に 侵害 を受 くる は 樹皮に して， 往々 同 中心的に 破裂 を來 たし、 後材 部に 及ぼす ものにして、 ま は 

菘 膣の 爲に 阖繞 せられ. 樹皮 は 不 規刖に 肥厚して 粗糙の 觀を呈 する に 至る， 之 を豫 防す ろに 

第 十 W IS S 富 - 



第二^ 七 一一 

は 其、 局部 を 切取りて お 跡に 「タ ー ル」 を 塗抹すべし。 尙 ほ其甚 しきもの は 枝の 儘 切 去りて 燒き 

つ ベ し。 

八、 癌 瘤 病 ■ 

^ 名 ； Bacterium tunaefaciens H. F. Smltli. 

木^ は樱 桃の 外に 苹^ 二：！！ 桃李 .桃. 杏 其 他の 果樹 類の 根と 樹幹との 屮 si.s ち 根 際に 發 生して 

大小 種々 の 瘤 を 生す る ものにし て、 或 る 場合に は是 等の 瘤が 相速續 して^も 珠數の 樣に兑 ゆ 

る揚合 あり。 ^症の 進める もの は 根瘤 甚だしく 增大 し， 之 が 爲め樹 勢 を 害する こと 著しく 爲 

に袞 弱 枯死す るに 至る こと あり。 本^ 菌は 十； 中に 存在して 寄生す るを以 て. m 防 頗る 困難な 

る も 被害 部 は 成 可く 早く 切斷 し、 其 斷 面 き 其 附 近； の 土中に 牛； 石灰乳 或は. ネ ル ドウ 液 等 を 撒 

^ す ベ くお 症の 進める もの は 之 を 掘 取りて 燒棄 て. 土 地の 涫毒 を嚴 重に すべ し。 

以上の 外病甚 として モ 二 リャ ，腐 i や 根 腐 病. 外 二三 存 する も旣に 苹果 • 梨. 桃 等 の 部に 於て^ 

ベ たる を 以て 省略す ベ し。 

第二 節 蟲 害 

& おの 害蟲 として 其數 少なから ざる も、 鉞 り 櫻 桃に のみ 被害 を 及ぼす もの 少な く、 他 の 栗^ 類 

と 共通の もの 多 ければ 重 復を避 け、 其 主なる ものに 就きて 大要 を 記述 せんに， 

一， 介殼蟲 (第 四 編 第 十五 草 第二 節 桃の 蟲^ の 部 参照) 

發 生 最も 多き は 桑 介殻 蟲 なり、 其經過 防除 法 等 は 桃の 部に あめ。 



桃 ® 編 五 第 



一一、 ト ま 羽 (第 四 編 第 十五 聿 第二 節. 桃の 蟲 害の 部 参照) 

此害蟲 は 桃に も 喰 入して 加害 を 及ばす こと 大 なれ ば、 桃 の 部に 於て 參照 せらる ベ し。 

=1、 櫻 桃の 葉蜂 

S- 名 Lvda nigricans Mats. 

此害蟲 の 幼蟲は 七月 顷 薬に 絲を 吐き、 巢の 如くに して 其 中に 群生し 乍ら 葉 を 喰 害する ものな 

り。 成 蟲は體 長 三分 四 五 厘， 翅 の 開 張 六 七 分， 體 黑 色に 黄班 を 混 じ， 卵 は 長 橢圓形 黄 色. 四 五 列に 

不規則に 産卵す。 幼 蟲は體 長 一寸 二分， 頭部 黑色， 胸 は淡黑 色， 三 對の胸 脚を存 する のみ。 蛹 は 

地 巾に 尺 り、 長 さ 三分 四 厘に して 黃色 なり。 一 年 一 囘の發 生に して 冬 は 幼蟲を 以て 地中に 送 

り 翌春 蛹と な り、 五 六月 頃成蟲 となるな り。 

驪 除法 は 被害 局部 は 枝と 共に 刈 取りて 燒棄 する こと。 毒劑を 使用す る こと。 冬季 果樹園 を 

^起して 寒 氣に嗞 露す る こと 等な り。 

四、 櫻 桃の 實蠅 

學 名 nhagolctlo sp. 

幼 蟲は樱 桃の^ 肉 を 喰 害し. 熟 期に 至れば 喰 害部變 色して 柔軟と なり， 遂に 落下して 食用に 適 

せざる に 至る。 中 熱 種 • 晩熟 種 等 殊に 被 害 多 く、 東北. 北 海道 等 至る 處 被害 多き が 如し。 

成蟲は 小形の 蠅 にして 全體黑 色を呈 し-頭 胸の 兩惻脛 節 及び 脚 節 等 は 黄色 を 帶ぶ。 翅は 透明 

にして 黑 斑を冇 す。 體長 一分 五厘內 外， 卵 は黃 色楕圓 にして 四厘內 外、 幼 蟲は 乳白色に して 口 

器 は黑色 を^ し， 皮^は 比較的 彈 力に 富みて 强健 なり。 體長 三分- R 外 あり。 蛹 は^ 狀を呈 し 
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て 土中に 蟄伏し、 一 分 五厘內 外な り 

年 一 囘の發 生に して 蛹 態に て 土中 

卵す。 十日 內外を 經て發 生して 果 

逵ふ する ものな り。 七月 下旬 果實 

赏 之が 豫防釅 除法と して は 被害 果の 

驗 ふこと 等の 外に 良策な し。 

此 外に 櫻 桃の 害蟲 として 椿 象* 金 郎 蟖. 「なし のお ほ は 》 ち」 • 【う めけ む し., • 金 齙 子等 あり o 

樹 

% 

園 

論 
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に 越 冬 し， 六 月 中旬 頃より 成蟲 となりて 果實に 一 泣づ 、產 

肉 內に喰 入す。 幼 蟲は體 を 屈曲して 場所 を鞾換 し、 被 害 を 

を辭 して 地上に 下 だ り、 土 中に 入りて 蛹化 越冬す。 

摘 除 を 行 ふこと。 成 蟲の發 生 時代に 數囘 の毒劑 散布 を ！h 
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II 六 編 

第一章 果樹 圜藝上 枇杷の 位置 及び 來歷 

枇杷 は 初 S 櫻 桃に 次 ぎ、 桃 に 先達ち て 生産せられ， 味 ひ 甘酸 しきに 適 ひ 漿液 多 く， 風 味 佳 良， 世 

人の 嗜好に 適する を以 て、 近 時 次第に 着目 せら れ、 栽 植 反別の 增加を 見る に 至れり。 元と 支那 

の產 にして 本邦に 渡來 せる 年代 颇る古 く， 今 を 去る 一 千年 以前に 旣に 栽培せられ たる 形跡 あ 

る も. 從 來主 きを S かれざる 結 菜、 品 種 極めて 劣惡 にし て、 赛 ら 中流 以下の 階級に IS 要せら れ， 之 

を 他の 果樹に 比すれば 一 歩 を 讓れ るが 如く 萎 疲振は ざり しが、 明治 年代に 至り， 他 果樹の 發達 

に 連れて 次第に 改良せられ， 漸く 面目 を改 むる に 至れり。 元来 暖地の 產 にして 恰も 寒地に 於 

ける 櫻 桃の 如く 早熟 果實 として， r 種 特有の 香味 を 具へ， 其 性質 櫻 桃に 比し 貯藏 運搬に 堪 へ、^ 

形大 にして 形 狀. 香 味 一 般の 嗜好に 投 する こと 多き を 以て 近来 賣ロ宜 く. 且 つ 生 食^に 供 せら 

る 、 の 外罐詰 川、 果 酒. ジ ャム- ゼリ— 等の 如ェ にも 適し， 其 利用 多き を 以て 近時 各地に 栽植 せら 

れ， 栽培 反別 は 年々 增加を 見る に 至れり。 其 樹性柑 橘に 類似せ るな 以て 栽植 後の 管理 容易に 

して c 然に 放任す る も 能く 結果 し. 而 かも 氣 候に 制限 せらる 、 こと 多ければ 其 適地 を 得れば 

頗る 安全なる 果樹た るな り。 從來 本邦 各地に 於て 栽培 を 試みられし 所謂 在來種 は果莨 小に 

して 甘味 少なく 、酸味 多く、 果實 として 一顧の 價値 なし。 從 つて 栽培 法の 如き も 極めて 粗雜を 
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- 批 把の 逢 地 及び 來眩 s セ六 

極め. 野生 的 天然に 放任せ る もの 多く， 他 果樹と 全く 取扱 ひ を 異にせる 爲め其 發達遲 くして 進 

まざりし も. 近時 漸く 若 en せら れ、 栽 培 法の 改良と 共に E 中 杷枇. 唐 枇杷. 茂 木 杷枇 • 楠 等の 如き 新 

eg 種の 續々 成 出せられ たると 同時に 肥 培の 方法に も 注 怠せられ たる 結 果， 次 第に 奸評を 博す 

るに 至りたり。 元來^ 性質 肉柔 かにし て、 外皮 蒲き もの なれ ば 梨 .苹 果 等に 比し 遠方 輪 送に 多 

少 困難なる と貯藏 久しき に堪へ 得ざる 缺點 あれ ば， 栽 培 者 は 何れの 處に 於ても 自由に 適地 を 

^ ぶ は 稍-困 難なる 場合 あり。 素より 目的 加工 的に 主き を ia くが 如き 場合 は、 別 問題なる も^ 

盒川 として 都市の 需耍 に應 ぜんと 欲する もの は、 風 土の 適應と 同時に 交通の便 否 を も 顧慮せ 

ざる../ からさるな り o 

. 第一 節 枇杷の 產地 及び 來歷 

現今 こ 於て え ^地に 栽^せられ 居る も， 從 來の產 地と して 名高. き は 鹿 兒島縣 鹿 兒島郡 西 櫻お 

村， 長 崎 縣西彼 杵郡茂 木 村， 大阪府 豐能 郡， 兵 庫 縣淡路 島， 京 都 府葛野 郡嵯峨 村， 紀 伊 國ぉ田 郡 柳 川 

村^ 州 田 方 郡 土 肥 村. 安 房 國富沛 村. 南 無 谷 等 有名なる ものにし て. 是 等產 地の 來歴は 極めて 古 

く， 一 々之 を揭 ぐる こと 却て 繁雜に 失する が 如き を以 て， 嘗 て 田中芳 男 氏が 田 中 枇杷 發 見に 際 

して^ 說 明と 枇杷の 來歴と を 大日 本農會 報に 登載せられ たり。 是に 依れば 其 來歴の 大要 を 

知る に 足る を 以て 抄錄 して 參考に 供 せん。 

『枇杷 は 之 を 我國の 固お の產に 非らざる が 如 く、 お 名稱 により 考るも 漢土より 俥 へられた る も 

のなる べし。 旣に 人皇 五十 七 代 陽 成 天皇の 元 慶七年 五月 枇杷 を 賜 はりし こと あり。 又延喜 
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式に も戰せ たれば 今 を 去る 一 千餘年 前より ありし こと 明かな り。 

枇杷 は^ 綠 喬木 に して^ さ 二 三 丈に 達し， 周 園 三 四 尺餘に 及べ る も 

外.^ を藥 川と なすこと あり。 又 冬期 花に 乏しき 晾は M を 挿花の 料 

れば 諸種の 指 物に 川 ゆべ く、 和漢 三才 圆繪. 大和 本草 及び 農業 全書 等 

きこと 草木 冇種^ に 救せ たり。 從來 枇杷の 說 事を揭 載した る書竊 

大 和 木 草. 農 全 窨.盒 療 正 耍.^ 備川 • 和 名 木 草 物 知 新. 等 を 初めと 

られ たれ ど も.^ 枇杷の E 大果 ある こと を 云 は す. 都 ら^ 山の 書 を 引 

又 核 小に して. E 椒の 如き も の， 又 核な きも の、 若 く は 白色の もの 上品 

傳花锐 に 核 能く 去， -黴 垢一と 記載し あり。 又 怙顔齋 食品 考に 枇杷に 二 

たるが 大 なる 品 は 卽ち斑 枇杷なる が， 岩 崎灌阖 翁の 本草 圆譜 には枇 

寳大 にして 蜜柑の 如く、 味せ 味 上品な り。 時 珍の 說に 大^ 如 翻 子-と 

州 岩槻^ より 出づる もの は 核 小く 肉 多し 云々。 と 載せた るが 維新 

木栽坫 法に 枇杷の 記事 あり。 卽ち 尋常の 外に 唐 枇杷 .長 枇杷. 白粉 枇 

其^^ はれり 云 々』 (以上 田 中 氏の 說) 

本邦に 於て 栽坫の S も 古き は鹿兒 島. 長 畸等 にし て， 古 昔より 支那と 

然輪 入せられ たる ものなる ベ し。 然れ ども 現今 賞 川し つ 、 ある 茂 

十餘 年を經 過す るの み， 素より 是等は 唐 枇杷より 改良せられ たる も 

於て お 名なる^ 州^ 無 谷の 枇杷 は. 寶 歴年 間に 束 京 市^に 輪-おせら 



の あり。 ^莨 を 生盒 すな 

に 供 し は 緻^ 堅靱な 

に 載せ， 又 幅と おすに 宜し 

は. 和 肩， 三才 阖狳. 本執食 艦. 

し， 木 草 綱：： n 啓^^に 載せ 

きて 大 なる は^ 卵の 如く • 

なること を 記載す。 又祕 

種 ありと して ニ圆を 載せ 

杷 一 種薩 州に 產 する もの 

いふ は是 なりと 記 し、 又 武 

後の 著に は 藤井微 氏の^ 

把 ありと 從 前の^より は 

の 交通 頻繁な りし 爲め， a 

木 枇杷の 如き は， 其 來歴六 

のなる べし。 ^ 地方に 

れ し記錄 の^ ゥ る を 見れ 
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第二 章 1» 候 及び 土質 第 1 a 氣 % s\ 

ば 其來歴 の颇る 古き を證 する に 足る。 然れ ども 其 栽培の 遲々 として 扳は ざり し は 種々 の！ g 

因 ありし ならん も. 該 樹の 栽培に 從事 せば 短命と なり 夭折す との 妄說 古來 より 口碑に 傳 はり 

居りし が 如き は 其 I 因なる が 如 く、 從 つて 品種 栽培の 改良な ど 企つ る ものな く， 殆 んど 放任し 

て 顧み ざり し も， 明 治 二十 年 以後に 至りて 是 等の 妄說も 次第に 打破 せら れ. 其 利 盆 を 認 むる に 

至 り、 遂 に 現今の 盛況 を兒 るに 至りし なり。 

第二 章氣候 及び 土質 

第一 節氣 候 

元來！ 5 地の 產 にして？ J !S なる氣 候 を 好 み ，1、 地に 至 4 に從ひ 生育に 支障 を來た し. 鬼 北. 北 お ^ 

地方に 至れば 其 生 產殆ん ど 望みな きこと 怆も 柑橘類の 如し。 然れ ども 柑橘類に 比すれば £ 

温に 堪 ゆる 性 强く、 其 限界 稍，. 廣 きが 如し。 其 性質 一， 二月の 候， 卽ち 一 年中 最も 寒き 季節に 開花 

する もの なれ ば、 降 雪の 多き 地 方、 結 霜の 烈 けしき 處は春 夏の 候 温度 高き も 充分なる 生產は 望 

み 難き なり。 之に 反し 氣 候 稍"^ き處 にて も. 地 勢 其 他の 關係 上、 一 二月の 候 比 校 的溫暖 な る 處 

は 充分なる 成績 を 見る を^るな り。 從來の 產地を 見る も 何れも 冬季 卽ち開 花季に 隙 し.？ J K 

一 ：1 く 障害 少なき 處に 於て 優 品を產 する を 兄るな り。 故に 枇杷 は出來 得べ くは溫 度の.； ：2 き 也 

を 選ぶ ベ き も， 風 及び 降雨の 狀態も 亦颇る 顧慮すべき ことなり。 

本邦に 於け る 枇杷の 產 地の 大部分 は 大平洋 に 面せる 海岸に あら ざれ ば、 是 に 達する， j と 遠 か 
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らざ る處 なり。 S れ大 平洋に 面せる 處は地 勢. 潮 流^の 闊係上 北 日 木お に 面せる 同 緯度の 地 

に 比し^ 候^: しく 溫暧 なる を以 て， 枇杷. 柑 橘の 如き 熟帶 * 樹の 栽栴を 試みら る、 は C 然の勢 

なり。 然るに 是^ 太平洋 沿岸の 地 は 冬季 西方より 來る 烈風 は^も 枇杷の 花期に 際する を 

以 て. 其、 被害 を受 くる こと 多 く， 時 に 收璲悉 無の 慘 狀を呈 する こと 珍しから す。 故に氣 候 .湿 ^ 

なる も 開花 期に 際 し. 風 害の 多き 處は成 可く 避く る を 可とす。 風に 次で^ す ベ きは^ 雨 な 

り。 枇杷 は 其 熟 期 恰も 入梅の 候に 際會 する を以 て， 時 に 連 H 降雨の 厄に 遭遇し .见 S はおに^ 

裂 を ^ じ，^ 甚しき に 至りて は潢落 腐敗す るの みなら す， 販 賫 輪 送 上に も 著しき 支障 を 生 す 乙 

ものな り。 元より 斯の 如き 事 は 人力 を 以て 如何と もす ベ からざる も. 栽 培^た る もの 成 可く 

之に 耐 ゆるが 如く 位！ a の 選擇に 注意 し， 肥 培 管理 上に 周到なる 注^ を拂 ひ. 其 被害 を减少 せし 

めんこと を圆ら ざるべからざる なり。 位置の 選 擇， 卽 ち 土質 *地 形の 如き は 人爲を 以て 取捨^ 

善す る を ベ き も， 氣 候なる もの は. 絕對 的に 左右す る こと 能 ざれ ば. 栽 培 者た る も は 此點に 

注^す ベ きこと 獨り枇 把に ± まらざる なり。 

第二 節 七 質 及び 地勢 

一、 土質 枇杷 は 各種の 土質に 牛： 育 し. 殆 んど之 を ば ざ るが 如き も. 璺 產 にして：： i の 佧 -U 

なる を 柳 せんに は、 他 栗樹の 如く 適地 を 選ばざる ベ からす。 各產 地の 狀您 を考 察 す る に 其、 ^ 

も 良品 を產 する は 礫 質 粘土 若く は 礫質壤 土な り。 卽ち 浮^なる 土質より は 多少 緊縮 す る 土 

を 好 み、 稍.. 重 粘 なる 土 壤と雖 も， 多 少の 砂礫 を 交 ゆ る か， 或 は 心土 砂^ よ り 成る 處は 能く .^ 

第二 章 氣候及 K 土お gl 七？？ 
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して-は" i を废 するな り。 火 m 灰土. 壚 

し，^ ^に 開花せ ざるの みなら す. 結 實 

土の 如き も 亦 能く 成長 結實 する も， 其 

排水 佳^なる 乾燥の 土地 は 結 實豐產 

傾き あり。 之に 反して 適 濕を帶 び、 肥 

_n 良 好、 大 采 を產 し、 味 ひ 稍 "淡 白の 感ぁ 

る 土地 は晚熱 種の 栽培に 適する が 如 

のみに 基く にあら すし て、 氣 候 及び 肥 

^にして 北風 又は 塞 風 を遮斷 する 好 

て 緊縮す る 地 なれば 結 栗 多 く、 品 質 亦 

る も落果 歩合 多 く、 熟 期 又遲れ る倾き 

^ し， 品 種の 選 擇. 肥 培. 管 理の 方法に 注 

一一、 地勢 枇杷 は平识 地に 栽坊 して 

光線の 顯係上 多少 倾斜 せる 處は 更に 

於て Is も 好結^ を ^0 ^面 西 面の 倾 

の慘 狀を呈 する こと あ. 5. ち 正南 面 は 

被害 大 なる 場合 あり。 北面の 倾斜地 

なく 寒^ を^ が れ. 实、 さに 對 する 抵抗 



十： の 如き 黑色 膨軟而 かも 表 十： の 深き 處は樹 勢 徒 長に 失 

步合 少なく， 適地と 稱 する こと 能 は t 輕鬆 なる .^ 十；. 赤 

品質 は 前者に 比して 一 歩 を 譲る が 如し。 

なる 上廿味 多 く， 品 質 佳良なる も 栗 實の發 育 稍- 不 充分の 

沃 にして 表土 の 稍" 深 き 處は結 實 多 少遲れ るが 如 き も、 發 

り。 故に 乾燥の 地 は 早熟の 種類に 適し， 肥沃に て適濕 な 

し。 然れ ども ii* の豐 凶， 品赏の 良否 は 以上の 如く 土質 

培 管理に 關係 する こと 多き も， 開 花 結 赏の 二期 は 特に S 

地位に ありて は 土質の 關係^ も烈 けし く、 地 味 肥沃に し 

善 良. 最 ^安全なる も 輕鬆地 は 開花 遲延 し， 樹 勢の 旺盛な 

ある は 一 般 の狀您 たれ ば、 栽 培 者た る もの 能く 此 點に留 

意 し， 是 二 逸應せ る. が 如く 心掛 くる こと 必要な り。 

何等 障^な く、 近^： 牛 地の 栽培 著しく^ 加せ る も， 溫皮 

可とする が 如し。 傾斜の 方向 は柬面 東南 面 及び^ 而に 

斜地は 冬季 强烈 なる 西風の 爲め 被害 多く^に 收穫悉 

冬 季 溫 暧 に 過 ぎ， 溫 度の 變化烈 けし く， 不 時 の M 、害に 却て 

は 日光 溫 度の 受 くる 割合に 少なき も， 却 て S 度の 變化 少 

力 强 く、 年 々の豐 凶に も 懸隔 少な く、 溫 度の 變 化 烈しき^ 



批 



第 



a の 地に 七 し. 却 て 安全な りと 稱 して 栽坫を 試む る もの 次第に 多き を 加 へたり。 旣に 述べ た 



る が 

，お - - 

防 風 

K と 

如何 

枇杷 

稱し 

定 一に 



如く 枇杷の 特性と 

^來 する こと 多け 

林 等の 設備 をな し _ 

聯關 する ものにし 

は 勿論、 平地と 雖も 

栽培 上倾斜 地は溫 

枇杷 は 剪定 肥 培 上 

て 開墾す る ことな 

主き を sa く は 勿論 

可く 避け， 柑 橘同檨 



して 風雨の 篛來は 最も 恐慌 を來す ベ 

れ ば、 成 可く 之 を 避くべき 位地 を 選 ぶ 

之が 防止の 手段 を講 する こと 必要な 

て， 溫 ^にして 風害の 少なき 處 は殆ん 

能く 結賁 する を 得るな り。 

度 及び 風の 關係上 頗る 必要なる も， 其 

周到なる 注意 を 要せざる 故 に， 急 倾 斜 

く、 斜 面に 其 儘 栽植を 試みる もの ある 

- 摘果 *袋 掛け 等 も 行 は ざ る 可から ざる 

幅 六 七 c< 以， 上 の 階段 畑と なし 得る 處 



く、 殊に 西北 向の 風 は 冬季 嚴^ の 

ベ く， 若 し 地勢 之 を 許さざる 晬は 

り。 要するに 地勢 は 其 地方の 氣 

ど 其 位 g を 選ぶ ことな く， 方 向 の 

傾斜の 度 は 又 顧慮す ベ きこと な 

の 地に 栽桢 する も 差 支 へな しと 

も、 近時の 改良種 は 桃. 梨同樣 にお 

を 以て， 開墾し 能 はざる き 傾斜 地 

を 選ぶ を 可とす。 



第三 章 品 種 



る 結 果， 品 種 甚 だ 少な かりし も 近 ^ 次 

元來實 生に て 繁殖.： u 巾 なれば 新 品 種 



枇杷 は 其 栽培の 歴史 in きに 係らす 從來 注意 を g かれ ざ 

に 着 n せらる 、 に 至りて よ り. 漸 く 多 きを 加へ たり。 

の 成 生 も 他の 果樹に 比して 窑 易なる が 如 く、 年 を逐 ふて 良品 種の 成 生 を 見る に 至るべし 

第一 ii as eki 



論 各 藝 圆樹^ 驗 Y[ 



2 s a as '一一 

今な 邦 各地に 於て 栽-おせらる 、 品種 中 主なる ものに 就いて 說明を 試みん に. 

I 、小 錦 

木 種 は 明治 十六 七 年の 頃. 束 京 市 谷 中の 加納院 住職 川 名 陽 順なる もの 、實 生に よりて 出で 

た る ものにして， E-治 二十 年- 0^ 州 南無^の 中 村 鍋次郞 氏が 接槌 を^ ひば 接 繁殖せ る もの 

に し て、 樹 性 强 S. 樹 拊開張 し、 樹 姿 矮小な り。 某實 は正圓 にして 一 顆 十四 五 匁 中の 大 なり。 

色澤は 鮮明なる 橙黃 色を呈 し. 酸味 稍" 多 く し て." E 贤中^ なり。 ー褪は 二三^ 乃至 五六 @ 着 

生し， 收量 中位 五月 下句より 採收 せら れ、 早 熟 種と して 冇望 なり。 此 種の 特 點は樹 ^ 小. 强 

剛 にして、 果梗^ 靱 なる を 以て 風害の 土地に 能く 結 * す。 房 州 地方に て 多く 栽培 せらる、 

品 種 な I り。 

一 一、 躍壽園 

木 種 も 房 州 地方に 於て 多く 栽お せらる 、 "E 杈 にして. S 治 二十 年^ 束 京 下 谷 根 岸 町の, ^星 

より 房 州 岩 井村の 福聚院 住職 富山大 せ： なる もの 核子 を持歸 へり. 實牛； せる ものにして， 枝お 

强 副なる も 前^の 加く 開 張す。 ^形 楕圓 にして 橙 黄色 を帶 び、 贝-桢 不整なる 爲 め果實 の 位 

S 又 不整な り。 大さ大 にして 二十 匁に 達する もの あり。 果皮 は^く 剝 離し 易 く、 架 肉 ； 早く. 

甘酸 適度 を 得て^ 液 多く 二 秘に 五六 顆 乃至 十顆を 結び， 五月 中旬より 成熟し.！； 中 熟 種 中の 最 

良 有望なる ものな り。 

=j、 曙 

明治 三十 二 年頃 房 州 南無 谷の 古內金 五郎 氏が 撗濱の 植木 株式 會 社より 腺 入せ る 苗木 中よ 
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り發^ せる ものにし て. 捌 性 强 剛、 發 育 迅速なる も 枝 捎は開 張 し. 樹 冠 低 く. 直 立す る こと 少な 

し。^ 形 些 しく 格 圆を帶 び、 大 さ區々 として 一 定 せす 其 犬なる もの 田 中 種に 類似す る も 小 

なろ もの は 八 f; く 別 極の 如し。 色 澤は橙 黄 赤色に して 美麗な り。 一穂に 五六 個 乃至 十顆 を 

^ け，.^ ひ ぼ 酸 m) ^ を ^、禁 液 多 く、 果 皮 厚き を 以て 成 熱に 際 し， 降 雨に 遇 ふ も 果皮の 趣 裂す る 

ことな く^ 距離の 輪 送に 適 し. 五 月 二十日 頃より 採收 せらる。 

四、 楠 

お 知縣の 產 に し て 樹 .n ^ る 强 健. 發 育 速 かなる も 枝 梢 開 張す。 果 形 稍-長 圓形 にして 普通 十 

五 六 匁、 大 なる もの は 二十 匁に 達す。 花痕 内 部に 凹 入 し. 果 肉 前 種よ り 稍. -m き も， 味 ひ^ 酸 適 

度 を は て、 娥 液 多 く， 品 質 佳良な り。 殊に 栗梗整 正、 果 實は皆 上向 し、 色 澤亦橙 黄色 を帶 び. 果 面 

微細の. □ 粉 を 以て 被 はれ， 颇る笑 魔なる 上 果形整 正なる を 以て 苻 造に 便な り。 結果 樹齢に 

達する こと 逑 かにして 常に 豐產 なる 上. 市 餳の賫 行き 宜しき を 以て 各地に 栽培 せら れ. 有 

なる 品種 な り。 

五、 土 肥 

靜岡縣 國 E 方邵土 肥の 產 にして， 果形圓 形に 近く. 普通 短 卵 圓 形 をな せり。 大さ 中の 大 

にして、^ 迎 十三 四 匁. 某皮黃 白色に して 肉 厚く、 種子 小に. 粒 着 稍， 密 にして 一 穗七八 個 乃至 十 

数個 を^ 生す。 果皮^ く， 肉 質 緊ま り， 品 質 上 等， 甘 酸 適度 を 得て. 頗る 豐 產.. -ハ 月 中旬 成. 熱 す。 

同地 方に て は 生 食用の 外 鐘. 詰 川に 供す。 

六、 鹿 兒島白 
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圆五 十九 百 第 



…き r^〜 



： ま: 



三 a 

月桂冠 



(縮尺 三分 の 二) 




お八 四 

鹿兒島 縣の產 にして 果形圓 にして 大さ 中等， 一 個 

十匁內 外な り。 果皮 は黃， n: 色に して 毛茸 を 蒙む 

り、 種 子 は 稍" 大 にして 肉 厚から す， 泣 着 密 にして 品 

&、 -U 好な り。 樹勢强 健なる も收 量 中 位，.！ ハ 月 中句 

より 採收 せらる。 

七、 池 田 

大阪府 下の 產 にして 

十 匁. 2： 外、 圓 形 な り。 

肉 藻く， 泣 若 稍.. 密な る 

荧 色なる と， 熟 期 稍" 早 

八、 月桂冠 

房 州の 產 にして 樹勢强 健なる も矮 生、 樹 ーせ 

果實は 中の 小に して 



果形 前荠に 類似し、 大 

果皮 は 黄 色、 種 子は大 

等. 鹿 兒島 白に 似た る 

きの 差 あるの み、 



さ 中等 

にして 

も果ぉ 



問 張 す。 

こして 



を 帶 び， 香 M に 富 み、 品 赏 颇る 上等 な り。 

なる 缺 gl- あ り。 

九、 麿枇粑 



個 十匁內 外， 種子 小 

三 匁. M 外な り。 果肉 緊 まり、 禁液多 くして 某 皮 薄 

く、 皮 離れ^ 好な り。 色澤 乳白色に して 果肉 淡 t 

熟 期 早き も果形 稍-小に して 皮^ きん」 以て， 輪 送 困難 



^枇杷 



(K 物 大) 



九州 地方に て は 古くより 栽坫 せられた る もの じ 

し て， p 支那より 渡來 せる ものな らん。 然れ ども 

現今 存在す る もの は 多く 其實 ゆ； なる を 以 て， 自 然 

形質の 變 化を來 たし， 何 わが 眞の唐 枇杷なる や， 不 

明の .倾き あり。 現今 有名なる 田 中 茂 木 其 他の 品 

種 も皆廣 枇杷の 實 生より はたる ものな り。 拐忡 

强健 にして 多少 直立 性を帶 び， 枝 梢 開 張せ す。 ^ 

實は 中の 大 にして 短圓 形を帶 び， 種 +比校 的 少な 

く 小な り。 肉 厚く 果皮 黃色 を帶 び， 甘味 多く、 多漿 

上品， 六月 中 下旬 成熟す。 收量は 中位な り。 

一 o、 田 中 

本 種 は 現今 最も 咴く哉 培 せら 石 、 冇 名なる！： g 種 

に し て， 明 治 十二 年 六月 m 中^^ 氏が 長 崎より 「ビ 

； 晨大 なる もの 醫 S 

S 音" W £「ザ ヮ」) 種子 を 携へ歸 へり. 下種して 得た る ものにし て. 下 種 後 九， 年 を經て 始めて 

結 實 し. K 形狀 偉大に して 颇る 有望なる を以 て、 各 地の 熱心 者に 接穗を 分與 して 之 が 傳播を 

試みられたり。 . 

樹性强 健に して 枝 拊の發 育 直立 性を帶 び， 長 幹 仕 立に 適す。 果實倒 卵形に して 最も 隨 しき 

ffiull 苺 08 踵 e: 八 五 
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田 中批杷 g 物大) 橙 黄色 を 呈し. 味 ひ 多少 酸味 多き も 漿^ 




多く 美な り。 一 穂に 二三 顋 乃至 六七顋 

を 着 生し、 槪 して 跺 着な り。 果實は 巨大 

にして 大 なる もの は 周圍六 寸、 直 徑 一 寸 

五 六 分， 縱 ニ寸， &量 二十 匁 e 外に 達す。 

枇杷 中 是れに 及ぶ もの 少 な く， 杲 形 倒 卵 

^ を な し. 五 稜^の 踉跡ぁ り， 蒂 部 撮 形 を 

なせり o 

本 種 は樹性 旺盛なる を 以て， 北面 又は^ 

面 の 地. 若 く は 平地 等に て 多少の 濕氣を 

冇 する 處に 適す。 且つ 整 枝 及び 剪定 法 

^しき を 得 ざれば 枝 梢 徒らに 仲 長 し， 結 

實 不 良， 摘 果. 袋 覆. 採 收^ 不便の 點多 き^ 

ある を以 て. 栽 培 上 注 ^ を ^する 點 多 し * 

又 栗實は 成熟 朋に 際し 降雨に 遇 ふ 時 は 

果實に 趣裂 を 生す る^れ ある を以 て、 採 

收の哧 期に 注意すべし。 本 種の 中に て 

^形 丸味 を帶べ る 田 中 丸と 稱 すみ もの 



茂 水 



みなも 大同小異な りひ 

1 、茂 木 

本；^ は 畏^: 縣の ^産に し て. 元 と 支那より 傳 はりし もの、 實 生より 出で たる ものな り。 ^ 

(縮尺 三分の 二) ち 同 縣西彼 杵郡茂 木 村 北^ 字 木場 

の 人山 口 權次郎 なる ものの. 隣家に 

一 種の 異れる 枇杷 ある を 兄 止め， 之 

を 自家の 實生砧 に 嫁 接せる に 始ま 

りたる ものにし て， 今 を 去る 六十^ 

年 前卽ち 天保弘 化の^ なり。 其 名 

稱は茂 木 村の 特産なる を 以て 村 名 

を 冠し 茂 木 枇杷と 稱 せる ものな り。 

同縣 にて は 果の圓 形なる もの を 「ひ 

わ」 楕 圓 な る を 「び わ」 と 稱 す。 故に 此 

種を單 に 「び わ」 と も稱 せらる。 果形 

倒 卵形に して 大さ大 にして 十六 七 

匁 乃至 二十 匁に 達す。 栗 皮 赤 黄色に して 毛^ をお し， 熟すれば 指頭 を 以て 之 を 剝くを 得。 

肉 は 一 ^^^色に して 漿^に 富 み、 味 ひ 極めて 爽快な り。 種子 小さく 肉 量の 多き は此 種の 

誇と すろ 返な り C 大顋 にあり て は 種子 重 量 は， 全 i の 一 釗. 二分に 過. ぎ ざ る な り。 
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論 各 藝固樹 栗驗袁 



丘ハ 衞 氏が 在 

一 個 を 冇す 

と な り. 肉 質 

K S 健： し 

と 稍" 週 き も 



第 四 3 8* 通 法 

樹勢强 健に して 枝 梢 多少 開 張 し、 田 中 枇杷に 

旬 成 熱 し. 豐 産に して 有望な ろ 品種な り。 

一 一一、 寺 治 

大阪府 下^ 野 郡 小 曾 根 村 字寺內 佐々 木治郎 

に し て， 形 狀 は布來 種に 比し 大に肉 厚 く、 種 實 

果皮お，..：：： 色に して 永く 樹上に 置けば 淡黄色 

熟朋 稍"^ く， 六月 中 下句より 採收 せらる。 樹 

筇 く 巾谈く 光澤に 富 み、 結 ^期に 達する こ 

第 四 章 繁殖 法 

第一 節 實生 繁殖 法 

枇杷 は實^ にて 能く 繁殖す るも變 化し^き を以 て， 接 木 法に 

木 繁殖 を ほさん は に 行 はる、 な り。 其 法 完^せ る 核子 を 採 

を 設 け， 馓 播义 は^ 播 きにする^ は、 二十日 乃至 三十日 e: 外に 

を 防せ ぐ爲 め^ を 被 ひ， 發芽後 乾燥^し き 晾は液 水し， 又嵇^ 

し。 斯 くして 養成せ る 苗木 は 其 年の 秋季、 又は^ 春に 本圃に 



西 << 



比して 樹冠低 く、 菜 は狹長 の 傾き あり。 六月 屮 



種 中の 實 虫よ 

も の 多 く， 稀 れ 

娥 味に 

開 張し、 栽 

る 品種 な 



密、 多 

支 



第な 



に 三 

富み， 

培 管 

化 



を 普通 

燥 せ ざ 

發 芽す 

肥 等 を 

へ を な 



ら 



In 



す。 莨 

-SI に 適 

に 至る 

して 成 

ベ し。 



れ たる 

あるの 

質 上 等 

容^な 



生 は 寡 

當 な る 

. 床の 

長 を 助 

木^ は 



も ひノ 

み o 

な "ヽ 

りリ 



ら砧 

苗床 

乾燥 

くべ 
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一 尺^ 六寸 乃至 二 尺. 株 問 五六 寸の 距離に. 基 肥と して 腐 熱の 堆肥 を 施し. 更に 補肥と して 一 二 

水 ！J をお す さは 一 、 二 年を經 れば砧 木に 供す る を^るな り。 又 一 法 は 始め 種子 を g ちに^ 

下す る ことなく、 翌春まで 稍.. 濕氣を 含める 土中に 深く 埋沒し 置き、 翌舂ニ 三月の 候 畦 幅 一尺 五 

寸 内 外. 味 問 五六 寸に種 核 を 一粒 づ、 埋 伏せば 容^に 發 芽す るに 至るべし。 嵇 下すべき 床^ 

ま £ 燥に 失せん より は 寧ろ 多少 濕^ なろ 土地 を 選ぶ の 必要 あり。 故に 半日 間 は 陽光 直射し、 

也のお 日 は 陰地と なる が 如き 場所 を 選ぶ 時 は發芽 生育 共に 良好に して、 良 苗 を 養成す る こと 

を 得べ し。 傢接 .砧 木 は 凡て 播種せ、 俊の もの を 用 ひるより 一 囘 堀り 取 り、 桢 換へ を^へ る もの 

にして^ 種 後 二三 年を經 たる もの を 以て 最も 宜しと す。 

第一 一節 嫁 接 法 

比 K の^ 接に は 種々 の 方法 ある も 普通 廣く行 はる 、 は 切 接 法な り。 卽ち春 彼岸^に 砧木は 

栽 植の儘 居 接 法 を 行 ひ. 時に 揚接法 を 行 ふ も 可な り。 砧 木の 幼少なる もの は 地上 二 三寸の 處 

に 一 芽. 又 は 二 芽を附 し、 等しく 椠を丟 り、 梨. 桃と 同 一 なる 方法に て 行 ひ. 穂 の 兄へ ざるまで 土な 

S ひ W: 一く こと 亦 同 一 なり。 接穗は 前年の 强 盛なる 枝 中の 元の 部分に し て， 充 « せる もの を 使 

用すべく、 中部 以上 は 柔軟に して 乾枯し 易く， 接着 困難な り。 三年 生の 芽 を 川 ゆれば 活着發 芽 

北ハこ 容^に して 結^ する こと 早き も矮 生と な り、 長 大 なる 生育 を遂 けざる に 至る 傾き あり。 

又枇 おの 矮性仕 立 を 行 はんと 欲せば 前記の 如く 古き 部分より 接 穂 を 採る も 一 ^なる が 如き 

も. 沾 k- を 選ぶ を必耍 とす。 卽ち搵 桴砧を W ゆる 時 は 能く 其の 目的 を 達する を はべ き も. 實 用 

第 Els n 通 法 四 八 九 
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第 1 一 13 嫁 接 s 四 九 

的と して は 未だ 利用す る もの 少なし 3 

嫁 接 法 中 切 接 法の 外に^ 接. 脰接 • 釘 接 法 等 あり。 一 ：1 接 法 は 切 接の 1 種に して 專ら 老樹の 改良 

をな す榻 合に 施行す。 樹幹 を 適宜の 高さに 於て 切斷 し， 其 一 端 若く は 数 端の 外皮 を 三寸 乃至 

七 八 寸に剝 削し， 二三 年生の 枝. 梢 を 採り. 接 穂と して 之れ を篏 接して. 藁 又は If にて 堅く 纏 絡し. 

普通の 高 接の 如く 蓆菰 切れ を 以て 枝 梢 を 包 裏 し， 細 土 を 盛 り、 陽 光の 直射 を妨 ぐる ものと す。 

腹 接 は 樹液 旺盛に して 俄かに 之 を切斷 する 時 は、 樹 幹と 根 部との 平衡 を 失 し、 枯 死す るの M れ 

ある 裼 合に 施す。 故に 樹幹 は 成 可く お 所に 於て 切斷 し， 多 少の枝 梢 を 殘存し て， 適 宜 樹幹の 中 

腹に 嫁 接 し、 接 着 後徐々 に切斷 する を 可とす。 嫁 接の 方法 前 法と 異なる ことなき も， 膛 接は將 

來切斷 すろ に 近^なる 處卽ち 樹幹の 中腹に 嫁 接する ものにして. 接 穂の 保護 は 前 法と 異な 

る ことなし o 

釘 接 法は總 ベて 前 二 法と 同 一 の 場合に 施行すべき ものにし て， 接 穗の 接合 部分 を 多から しめ > 

錐 を 以て 接 糨に孔 を 穿ち， 五分 乃至 八 分 の 釘 を 以て 篏 接すべく 此際 長さ 二三 分の 竹 管 を 準 倫 

し， 之 に 釘 を 差込 み、 更 に. ネ ー ル 又は ラ シ ャの小 切 等に 通して 使用す る 時 は 接 穗を撗 傷す る こ 

と な く、 且 っ活着 後！ K 釘 を 除去す る 等の 利便 あるな り。 斯の 如き 方法 を 用 ゆろ 時 は 接 穗を繮 

ft する の必耍 なく、 至極 簡^の 方法な りと す。 但し 枝 梢の 保護に 付て は 前 法と 同 一 なる 方法 

を 採り て、 乾 燥せ しめざる 樣 深く 注意す るの 必耍 あり。 
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第五 章 栽植法 

枇杷 は 其 性質 長大なる 樹姿を 形成すべき を 以て， 各 株の 距離 は 二 間 半 乃至 三 間 位 を « たしむ 

,0 こと 必 な り。 元 よ り 土質. 地 勢に より 差 あるべき も 一 反歩 四 五十 本 を 度と すべ く. 而 し て 

栽植の 時期 は 春季 發芽前 卽ち四 を 以て 最も 可とする なり。 然れ ども 常綠樹 にして 恰も 

柑 橘に 於け ろが 如き 性質 を冇 する を以 て、 五 月 六月の 候卽ち 入梅 季 中より S 土 川 入までの 間 • 

或 は 九. 十 月の 候 にても 敢て差 支 へな きが 如き も， 春 季三 四月の 候 を 以て 最も 安全と せらる , 

なり。 栽植に 常り て 注^す ベ き は 成 可く 根の 傷めざる 樣根 土の 附着す ろ 場合 は 努めて 崩壞 

せ ざ る樣注 ^ し、 遠 方 輪 送の もの は 粘土の 如き もの を 以て 堅 め， 更 に 藁 を 以て 包 裏す る こと^ 

も柑橘 苗の 如くす ベ し。 而 かして， 植に 際して は 前記の 如く 根の 長さに 應じ， 之より 稍.. 廣き 

穴 を 堀 り. 堆肥. 大 豆粕お 他の 肥料 を 混和し、 土塊 を 粉 細して^ 上に 丁寧に 根の 塊り を 解 き， 細 ± 

をネば おれて 此- 一し く 根な 持 上 ゆて， 定着 を圆か り， 乾 燥に 失すれば 水分 を 供給 し， 更 に殘 りの 上 

を 筏 ふべ く， 若し 風の 爲め 動搖の 恐れ あらば 支 注 を^ 設 して 之 を 結 ひ： て 保護す ベ し。 苗木 栽 

植に <=3 りお 距離の 遠近 及び K 形狀は 土質 及び 地勢の 狀憨に 依りて SSJ; るべき もぜ 通 方形 若く 

は荽 形に 栽植 せら れ. 倾 斜 地の 如き は扇狀 に栽植 せらる。 而 かして 是れが 定植すべき 位 S を 

割定 する に は 種々 の 方法 あるべく 是等は 獨 り 枇杷に 限ら す， 各 種 果樹 類の 栽 植に當 りても 必 

とすべき を 以て 左に^ 點を錄 して 參考に 供せ ん。 

第五 a 栽 ffi 法 ra 九 一 
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第五 栽 埴 法 

1、 菱形 栽植法 銮 形栽桢 による 時 は 正三角形の 各 隅 



四 九 二 



距離 を 

の 正 三 

する を 

初 繩 



第 

九 



保つ ものと す、 故 に 地上 空しく 空 所 を 生ぜし め ざ 

A たらし めんに は先づ 十二 尺 毎に 目標 を附 せる 

可とす) 二十 一 尺 を 折半した る 十 尺五寸 毎に. 目標 

にて^ は 九十 九圆に 示す 如く.^ 口 を迎 じて 



？卞 --ク ：.X;.CJT 丄 小-ふ ixi ケ ふ… X.- 

.Av:^.!6.!^i6i,^:6i,¥.6i,^ 



oi^i^YB^A.^ --1 cjyi^i ケ： >T ふ- !x--4i 千-： 

i:AV!^:AV:^!6.4:AY4:AV.4i6!.^ 



o--f 




_ I I XI ひ 



ネ 



に 一 株 を栽桢 する を 以て 三 株 各 同 一 

る 等の 利益 ありと す。 例へば 十二 X 

繩 一 條 (5.) と (屮 問 更に 一 つの 假標 を附 

を附 したる 1,1 二 條 (乙) を 準備し g き最 

を 割 し、 之 を標繩 とな し. 其 目標の 位 S 

標竿 を^て， 以て^ I 線の 栽植位 S を 

め、 次 に B- 繩の兩 端に 於て こ繩を 直角 

i-レ 及び の 一一 線 を 張りて 固定し 

き， 然る 後 第二 線の 如く 甲繩の ロ標の 

閒 部の 假摞を こ繩の 目標 卽ち十 尺 五 

の處に 一 致せし む る 如く 緊張 レ笫 一 

同 樣摞竿 を^ て， 次に m-lw を 第三 線に 

して 第 一 線の 如く e 'この 目標 を 一 致 

しむる 如くに し， 標 や を ^ て、 栽 植の位 

S を定 むる こと^ 一 笫ニ 線の 如く にす。 

斯の 如く 第 四 第五と 交互に 甲繩を 移し 

て 其 位 S を定 むる にあり。 

II、 方形 栽植法 方形 栽祯 をな すに 方 
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り 例 へば 方 十 冗 尺の 距離 を 保た しめんと する に は. 先 づ 十五 尺^に U ほ を 付 し^る 繩 三 條 な 

準備し、 而 して^ 繩 及び^ 線の 割定 等に 付て は 菱形 栽梳 法の 如き 方法に 依り^ 一 線の 栽植位 

S を 定め， 次に ^繩の 第二の 口 標と縱 繩の笫 一 目標 を 符合せ しめ. 下部"：： の^ 二 の： n ほに 通 

し^： n 檁の 位？ d に摞竿 を^て 以て 笫ニ 線の 栽植位 S と定 む。 斯の 如く 第三， 第 



じ て 



之に 引 張 

順次 同 



第 

百 



^線 を 劃定す る ものと す。 

一一 一、 扇 狀栽植 此法 は扉狀 をな せる 傾斜 地に 於て 適用 

すべ きものに し て， 例 へ ば 十五 《< の 距離に 栽桢 せんとす 

る に は， 先 づ 十五 尺 毎に 目標 を 付した る繩 一 條 及び 長さ 

十五 尺の 標竿 I 本 を 準備 し， 第 二百 E1 に 示す が 如き 一 の 

基 點を定 め， 之 よ り (五) に 通じて 繩を張 り、 其 目標の 位^に 

柱 を^て (一) より S の 方， M に標 竿を當 て， 基 點 より 同じ 

く S の 方向に 鉞を 張り、 十五 尺の 目標と 摞 竿の 末端と を 

狩 合せし め， 其 位置に 摞 柱な 建て、 以て 笫 一 遛 線の 栽 植位 

S を定 め， 以 て (一一) より © の 方 向に 標竿を 當 て、 基 點 より 同 

じく S の 方向に 繩を張 り， お H 標と標 竿の 末端と を 狩 合せし め、 甘； ハ 位 S に 標注を 建て 更に g よ 

り. 3： の 方， M に摞竿 を 常て 基點 より 5： の 方向に 繩を張 りお 目標と 標 竿の 末端と を 符合せ しめ 

て 其 位 S に 摞柱を 建設し， 以て 笫ニ壟 線の 栽樜位 sa を定 む" 斯 くし て (第三) (第 四) と 順次 壟 線 を 

割 . に す ベ きも. の と す。 
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菱形 方形 共 正式に 栽 楠 位 匿 を 劃定 せんとせば 各 其の 方式に 從ひ 全部 繩を 張り， 其 交叉 點に摞 

^を^ 設 する を 以て 距離 一 暦 正確なる べき も， 山 間の 傾斜 地 等に ありて は 之が 實行 甚だ 困難 

なる に 依 り， 前 各^の 如き 省略 的栽桢 法に 因る を 利 ありと す。 左に 參考 資料と して 同 一 距離 

に侬る 菱形 及び 方形の 栽植に 係る 一 段步 の株數 比較 表を揭 記すべし。 

一 段歩 栽 株 数 比較 表 



段 步栽桢 各 株の 距離 比較 表 



距離 九， 尺 以上 廿 一 尺まで 一 株に 對 する 面積 比較 表 
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K 歩 四十 株 以上 百 株 迄の 一 株に 對 する 面 K 表 



備考 

一 、 菱形 s 嵇は 距離の 自乗に 一一 一角 率な 乗じ、 更に 二な 乗じた ろ もの， 卽ち等 Ja 三角形の もの 二 個^ 

合した ろ面稜 なり。 例へ ば 各 株の 距離 十九 尺と なすと き は 九 尺 正 三角の 積 二 個^ 合 し £ に 

一 株^ 栽す るの 割合と な ろ o(9" X 0.43:】) X 2 = 70.146 七十 方^ 一 四. | ハ 

1、 方形 の^は 距離の 自乗な リ。 . 

1,1 K 歩の 株數^ 算出す ろに は 一 株に 對 する 面積な 以て 一 段 歩の 面積な 除し.；.： る も の， 例 へ に 

各 株 間 九 尺 S 菱形に 於け ろ 一 K 歩の 株馼^ 得ん 4 ぜば卽 ち- 

10800-:-t(9"xo.4JW)x2} = :-54 百 五十 四 本 (十) 

I、 菱形に 於け ろ 各 株 間の 距離 は 三角 荦^、 以て 一 株に 封す ろ稜な 除 し、 更 に 二な 以て 之 V5- 除した 

ろ數の 平方根な リ， - 例へば 一 ほ 步四 十本 植の各 株の 距離な 得ん とせば 卽ち 

<t -T0.43:ij+2 = 17.GG 十 七 尺六寸 五分 
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第 六 章 整 枝 及び 剪定 法 



枇杷 は 枝棺の 發育槪 して 開 張し、 外方に 向って 分 

を來 たし こと 少な く， 自 然圓頭 形を呈 する に 至る 

な く、. a 然に 近き 樹姿を 形成せ しむる を 以て 可と 

を 垴斷 剪定す る ことな く、 其 儘 分岐せ しむる も、 地 

尺五寸 乃至 二 c< 位の 處 より 四方に 分岐せ しむる 

立 て， 適 {且 の 距離 を隔 だて , 四方に 分岐せ しむろ 

くる 裼合も あるべ く、 主 幹の 多少に 杭 泥せ ざ る を 

にあり。 枇杷 も 他の 果樹の 如く 徒 長 的 L2 仲 出す 

て 適^の 長さに 剪 (ん す ベ く、 又 樹齢 を 重ぬ るに 從 

至る を以 て、 是 等 は 適 iuj 剪 定 して 空 氣の 流通 を 計 

を 以て 成 可く 開^せし むる 様に 心扮 くべ し。 

枇杷の 結果 枝 は 卷季 より 夏季に かけて 生長せ る 

枝 梢の^ きに 花序 を發 する の 性 を 有する を以 て. 

仲 長 は 其 下部 腋芽 により 續 せらる、 なり。 結 

も 生育 遲餒 なる ものに 生 じ， 下 部腋 芽より： i; 長せ 



出 し 

を以 

上 - 一 

% 可 

を 可 

可 と 

る 鍚 

ひ 壞 

る ベ 



^枝の 分岐 正しく， 爲に枝 梢の 混亂^ 雜 

て， 梨. 桃 の 如く 特別なる 整 枝 を 行ふ必 耍 

故に 其 栽 桩に當 りても 別に 枝 梢の 先 f| 

接して 成 出せる もの は 之れ を 除去し. 一 

とす。 圓錐 形の 如く 主幹 を 一本^^ に 

とする も、 時 に 二. H 或は 三本の 主幹 を設 

す。 耍は 四方 整 一に 枝 梢の 分岐 を 計る 

合 多き を 以 て， 是 等は樹 冠の 狀 態に. M じ 

枝 を 生じて. 內 部混雜 し， 枯 枝 等 生す るに 

し。 樹冠 高き に 失すれば，^ 理 不便なる 



ものなる も、 發育 比較的 遲緩 にして 短大なる 

一 度び 結果 すれば 仲 長 を 停止す るに 至る も 

果 枝の 多く は 發. 育 枝の K 芽より 仲 出 し， 而 か 

る もの は^ 栗 はとなる ことな く、 發 育枝に 終 
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枇杷^ 栗桉成 生の 圆 (菜^ 除去した ろ もの) ゲ^ 通と す 3 又 1 

度び 結お すれば、 縱令 

其 下部より 腋 芽の 伸 

出 す る を 兒 る も， 花 ^ 

を 牛; する ことなく 發 

宵 枝と な り， S 年に 至 

りて 始めて 結朵 枝の 

成 や； を 兌るな り。 ^ 

狀柑 橘に 類似せ るお 

性 を. 5；； する が 如き も 

熟練 を^ ざれ は^ 區 

別 明かに l_f 1 むる こと 

困難な り。 然れ ども 

其 習性 を 理解す るに 

至れば 剪定の 方法 c ら^^ せらるべし。 若し 一 朝せ、 方法 誤らば 結果 枝の 成 生を妨 ぐる こと 

1 1^ 大 なるな り。 旣に 述べた るが 如く 枇杷の 花脔 なる ものに 咋 年の 發 育枝の 頂 芽より 仲 出 

^る 枝 梢の 先端に 九月 上旬 乃至 十月の 候に 至る 間. 花 序を發 する も 其^ 肓狀憨 により 必 すし 

も結粜 枝と ならざる なり 3 四 五 寸に仲 長し. 一 見 菜 枝 狀に見 ゆる も 花芽の 成^ を 見 す， 却 て 徒 

_B 六な 及な S 定ぉ B 九 七 




A 大正 六 年 結 栗 

ぜ ろ も の 

B 大正 五 年 結果 

ぜ ろ もの 

大正 七 年に 結 

菜すべき 性質 

有する もの 

ィ 大正 三年 伸長 

^る 部分 

n 大正 四 年 伸長 

せる 部分 

ハ 大正 五 年 伸長 

せる 部分 
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長 枝 的-一 S S せる ものに 花序の ^生 を 見る が 如き 例 少なから す， 故 に 之が 剪定に 當 り て， 熟 練 



を 耍 す ベ き 13 

過ぐ る 部分 を 

枇杷の 剪定 も 

定は三 四月 發 

果 枝， 發 育 枝 の 

枝 は其發 牛； の 

枝 捎を成 可く 

し， 新 捎 をして 

夏季 剪定 は^ 

化を來 たし， 結 

枝 梢に して 旣 

く は 開花 結實 

しつ /'ある も 

は 中途より 其 

葉を殘 して 剪 

る 角度 を 保ち 

が 故に 烈 けし 



多 き を 以 て， 當 業者 は果枝 

剪枝す るに 止む る が 如 し 

他 果樹の 如く 冬季 及び 夏 

芬 に. 於て 行 ふ ものにし 

區別 明かに 認 むる を る 

狀態 により 或は 短縮し、 或 

外方に 開 張せ しむる 如く 

成 可く 基部より 發生 せし 

實の收 穫後卽 ち 八 九月の 

果 枝の 豫想敢 て 難から ざ 

に 生育 停止 し、 而 かも 基部 

する 處の果 枝と な り. 之 に 

のは發 育枝と な り， 結 す 

狀 況に應 じて 剪定し 去る 

定し. 新 梢の 發生を 活潑な 

て 成 生； t 長し、 一 ケ處に 族 



發 育枝の 剪定 を 行 ふ もの 殆ん どな く， 只 間引 的 密生に 



を 可とする が 如し。 卽ち 冬季 剪 

實 し， 果 粒 は豆大 となれ る を 以て， 

儘 保存す ベ き は 勿論なる も、 發 育 

去る ベ く、 要 は 各 枝の 混淆 を 避け 

長 枝 的 伸長せ る もの は 之 を 短縮 

懷 枝. 枯 枝 等の 除去 を圖 るべ し。 

• 此^ 期に 至れば 新 梢の 狀 態に 變 

緩に して 節 間 短 く、 且 つ 肥大せ る 

が 如き 狀態を 現 はせ る もの は 多 

長 く、 細 長に して 尙ほ發 育 を繼續 



季の 二期に 於て 行 ふ 

て， 此際 は旣に 落花 結 

なり。 故に 果枝は 其 

は 全然 基部より 剪り 

心掛 くべ し。 殊に 徒 

む ベ く心掛 け、 同 時 に 

候に 行 ふ ものにして 

るな り。 卽ち 發育遲 

に數 葉の 群 牛； を 見る 

反して 生長 迅 速. 節 間 

る ことなし。 然して 其 徒 長の 甚 しきもの は 基部 若く 

ベ く、 又 本年 結果せ る 枝 梢 も 其 儘 放任し 置く より 三 四 

らしむ る こと 必要な り。 元來 枇杷の 新 棺は主 枝と 或 

生す る ことなく. 自然 外方に 向 ひて 樹姿開 張の 性 ある 



き 剪定 を 行 ふの 必要な く、 却て 果 枝の 成 生な 妨 ぐる もの なれば 只 徒 長 枝 的の も 



杷 



枇 編 >'< 笫 



年 
次 

铂 
下 

肥 
堆 

肥 

年 

次 

'； 由 

粕 
下 

lie 



〇 四 八 二 六 三 
荷 



四 五 



九 八 七 

二一 〇 

年年 年年 年年 



フ、 一 <_> ノ、 一 1 



六 六 五 四 四 三 
o 〇 四 八 二 六 



六 六 五 四 四 三 
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の を 適宜 短槠 し， 樹姿を 調 ふると 同時に、 枯 枝. 密 枝 等 を 引 的 剪定 を 行 ふべき 程度に t むる を 

可とするな り。 

第 七 章 肥 培 及び 管理 

第一 節 肥 料 

枇杷に 施すべき 肥料 は 未だ 舉術 的の 研究 を經 たる ものな きを 以 て. 各 地區々 一 定せ. さるが 如 

く. 甘；、 施肥の 期 ts の 如き も 一 囘に 止む る もの あ り. 或 は 三囘に 多き に 及ぶ が 如く 一 定 なら す。 

長 崎縣茂 木地 方に ありて は 小 栽培 家 は 下肥 • 魚 肥^ を 施す のみに し て、 畦 畔 宅地に ある もの は 

殆んど 無 肥料と 稱 すべき 有樣 なり。 然れ ども 大 栽培 家に ありて は 下肥 堆肥の 外， 多 量の 油粕 

を 施 川す。 今 K 惯川 肥料 を 表示す. ればニ 反歩 當て) 
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同地 方に 於け る 施肥の 期 節は果 實採收 後に 堆 肥卞 

し。 要するに 粜 實採收 後に 結果の 爲め 疲れたる 樹 

月の 候 果實の 發育を 期す る爲め 一 囘 追肥 を 施す も 

の は 三 期に 區 別して 施す が 如く 

爲め衰 へたる 勢力の 囘復を 圆 か 

二 を 施し、 第二 期 は 開花 前より 十 

實の發 育前卽 ち^ 年 三月 上 F よ 

少なき 傾き あり。 普通 用 ひらる 

ra 荷， 其 價四圓 五六 十錢 一 本八錢 

狀憨 なり。 

枇杷 も 他の 果樹の 如く 生育 時代 

に 至れば 成 可く 燐酸 加里 肥料 を 

雨に 逢 ふて 傷み 易 く、 甘 味 を减少 

石 灰. 骨 粉. 木 灰么 肥 等 得 易 き 

分を與 へ. 成熟^に 追肥と して 少量 施す ベ く、 時 に 前 

省 農事 試驗榻 21 藝 部に 於て 使用し つ 、ある 施肥 量 



、第 一 期 は 熟 栗採收 

らん 爲め 速効 及び 

月 中に 全 量 の 四 

り 春 彼岸まで 第二 

、肥料 は 十 竿 木 一 

內 外" 之 を 前 記 ？戊 木 

卽ち七 八 年まで は 

加 用す ベ く、 窒素 肥 

し、 品 質 を. 害する 傾 

もの を 配合して 施 



肥 を 

勢の 

の と 

後よ 

遲効 

分の 

反歩 

地方 

窒素 

料に 

き あ 

す ベ 

-i 一一。 o 



施し 二 二月 頃 油粕 を 

恢復 を 圆 る爲 め， 一 囘 

す。 房 州 地方に 於て 

り 九月 上旬まで の 間 

肥料 を 選 び.， 全 量の 二 

1 、 若く は 三分の 一 を 

施肥 殘 量を與 ふるが 

に對 し、 廐肥 五十 杷、 魚 

に 比 校 すれば 三分の 



施肥す る もの 多 

肥料 を 施し， 二、 三 

も 化： 熱 心なる も 



に 於 

分 一 

與 へ、 

如き 



肥料 を 供給す る 

主き を^く 時 は 

れば成 可く 燐酸 

く，^ ゆ 期 も 開花 

如く 三囘與 ふる 

ぼ 吾人の 理想と 



必 要 ある 

菜實の 成 

力 SI 月 舉 

前 元 肥 と 

ん可 なり 

1 致す る 



て し、 結 實 の 

乃至 三分の 

第三 期 は^ 

も， 其 分莆. 稍 • 

樽 半， 人糞 尿 

も 達せざる 

も， 結果 降 代 

熟 後 くれ ■ 降 

たろ 米糠 3 

し て 甘： ハ 一 -部 

今 S 商^ 

を 以て^ ひ 



杷 枇 



お ソ； 第 



七 六 五 四 三 二 



年年 年年 年年 



^ K 0、 力: 二' 七、 11 

〇 〇 〇 〇 O 21 
〇 〇 〇 〇 o 



j\ ^ - 七 



六 五 〇 六 二 七 
〇 〇 O 〇 〇 7C 
〇 O 〇 〇 〇 〇 な 

十 十 十九 八 



&Cm x^. s^u 



P3 四 • 四 * 三, 三 巧. 

o o o* 石， 五 

〇 〇 〇 〇 o 
〇 〇 〇 o 



五 四、 

O A 



K 五 
o % 八' 



四, 

〇 o 



四、 四, 四"' 



加 
榭 



m 

in 

m 



同上 十 年 牛： 施肥 量 





木 

Pi 


^珐^ Kg 


大 
豆 
粕 


粕 


m 

肥 


肥 
料 
名 


計 


八 
〇 


o 


A 
〇 


八 

八' 

九 

o 


四 

〇 

〇 
o 


反 
ル 
當 




五 

〇 


A 


四 

ノゝ 


扎 


、 


本 
常 














望 


四 

〇 
〇 
〇 


！ 


1 


〇 
O 


八、 

〇 
〇 


〇 

O 

o 


素 














燐 


四 

〇 

〇 


1 


A 


、 


_» 


o 
四 

〇 


酸 














加 


八 
〇 


九、 


！ 


―， 




〇 
〇 


里 
















七 

八 • 

八 


五 


ノヽ 


四 

o 


E3 


〇 


格 



穰 七 章 及 tt 瞀理 so 一 



て參 おに 供せ ん" 

枇杷 一 多 步！ S W 三 成分 標準^ (七十^ 木 S 
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第二 >S 中拼及 K 除萏 五 二 

第一 一節 中 耕 及び 除草 

枇^よ， 常綠^ にして 葉 長大 密生す る もの なれ ば、 樹 下に 陽光 を受 くる こと 少な く， 從 つて 間作 

を 行 ふ 楊 合 少なし。 栽 梳當哓 果樹 小に して 距離 遠く 相 去る 時 は 他の 果樹 類と 同 樣， 何 種に 限 

らす問 作 をな す を適當 とす。 從來 より 行 はれつ 、ある 未開墾地に 株の 周 園の み 堀 起して 栽 

植 し， 其 他の 部分 を 其 儘と なし 置 くが 如き は强 勢なる 發 育を遂 ぐる 所以に あらざる なり。 

其 地勢の 如何 を 問 は す、 必 す 能く 耕 起して 後栽植 すべ く、 總 ベ て 中 耕. 除 草 は 共に 銳 意 實 行 せ ざ 

るべ からす。 多く は 土質の 淺き處 に栽植 せらるべき を以 て， 細 根 を 地中に 蔓延せ し め， 養 分 の 

吸收を 盛んなら しむる こと 一 庇 必要と する 處 なれ ば、 常 に 表土 を膨軟 ならしめ て 雜草を 除去 

し、 土 地の 固 結と 養分の 不足 を來 たさ》 る 樣心掛 くべ し。 然れ ども. NT か 耕 鋤 を 行 ふに 當 り， 樹 

根 を 深く 埋沒 する が 如き こと あらん か、 却 て 根の 發育 を妨 け， 病 害に 罹り 易き 憂 ひ ある を 以て 

住竟 すく し。 夏季 乾燥 甚 しき 時 は 根元に 多少の 敷 草 を 敷く を 可とする も、 多 きに 失する 時 は 

陽光の 透 射を妨 け， 地 溫を 冷却せ しむる のみなら す、 鐵 鉋蟲 等の 被害 を受 くる こと あれば 多き 

に 失せざる 樣に 注意す ベ し。 

第ョ節 花 及び 果實の 摘 除 及び 袋掛 

枇杷 は 栽培 宜しき を 得れば 結 果樹 鈴に 達する もの は 比較的 豊凶の 差 も 少なく， 年々 結實 すべ 

く， 殊 に 夏季 は 乾燥 甚 しく 生育 を 抑制せ る^ 合 は 夥しく 花 蕾 を 着 生す る ものにして， 之 を 其^ 
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開花 結^せし むる^ は果 莨矮 

爲に^ 年 開花 結 實を妨 ぐるの 

なから す。 故に 十月 下旬より 

花 を I 仃 ふ ベ く、 E 中. 茂 木の 如き 

ran 穂 中小 顆若 くは^ 着の 部 

笫 一 囘の垴 花 は 成 可く 開花の 

開花 早き もの は餘 寒の 爲め被 

程 宜しき が 如き も， 其 年の 氣候 

S の 大小の 略ば 定まりた る 頃 

寒害の 憂 ひ ある 處は藁 竹笹の 

ざる 時 は 折角 開花せ る もの も 

厭 はす 十二月 頃に 之を設 くる 

第 ニ囘の 摘果 を 行 ひ， 旣 に結實 

け を 行 ふこと 必 要 な り。 大粒 

誌 紙 又は 新 間 紙に 荏讪 或は 柹 

する が 如し。 枇杷 は 梨 • 桃と異 

ざ る を 以 て， 作 業 容易なら ざる 

に^ 蟲豫 防の 效 あるの みなら 



小と なり 品 

み な ら す， 甚 

第一 囘の摘 

大願 を 結ぶ 

分竝に 不正 

p る もの 

害 を 受 け， 幼 

狀態 により 

に 行 ふ を 以 

如き もの を 

^さの 爲め 

樣心掛 く ベ 

數を 定めた 

種に し 一」 粗 

溢 を 塗抹せ 

な り、 樹 冠 高 

も， 一 日 五六 



質 を 劣 恶 ならし め、 樹 勢 を 衰弱せ しむる こと 著しく、 

しきに 至りて は 数年間 殆んど 結果せ ざる 等 不利 少 

花 を 行 ひ、 枝 梢の 强弱 及び 發育 程度に 從 つて 適宜 摘 

品種に ありて は、 落花 後卽 ち^ 形の 大小 略 ぼ 定れる 

の 果實等 を垴除 し. 整 一 なる 發育 を遂 けしむべし。 

し て. 早 きもの を 摘 除す る を 可とする が 如し o 

凍^に か , る こと 多 けれ ば、 遲 く 開花す る もの 

しも 一 定 ならざる が 如し。 故に 花の 凋落 し、 栗 

も 安全と する が 如し。 開花 中氣候 寒冷に 失し， 

簡單 なる 霜 被 ひを設 くる こと 必要 な り。 然 ら 

結實 せざる 例少 な から ざれ ぱ， 多 少の 手數を 



を殘 

果の 

必す 

て最 

以て 

殆ん 

し o 

る も 

着せ 

る も 

き を 

百 よ 



す， 架 皮に 生ぜ る 



は， 成 可く 完全なる 發育を 計から ん爲 め， 袋 掛 

もの は 一 顆づ、 、稍" 密 なる もの は 一 穗づ 、、雜 

を 覆 ふ ベ く， 其 時期 は 四月 中旬 頃 を 以て 可と 

て 或は 木に 攀 ぢ、 或 は 梯子 を 用 ひざる ベ から 

1 千 枚を掛 くる こと 容易な り。 袋 掛け は啻 

毛の 剝 落， 創 傷 等 を 防 せ ぎ， 果 實の 外觀を 能く 
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K 八 梨 S の 抉收、 荷 造 、及び 贩 a 五 OH 

む， 又 降雨の 爲に 起る 腐敗. 落 果 等の 損害 を 防せ ぐに 極めて 必要なる 作業な り。 



第 八 章 果實の 採 收. 荷 造. 及び 販賣 

一、 採收 枇杷 は 一 穗 一 時に 登 熟する ものに あらざる を以 て. 其 成 熱に 從ひ 順次 採收 する も 

のとす。 然れ ども 早熟 種 小粒 種の 如き は 其 半ば 黄色に 變 じたる 哓に， 果穗の 下部 四 五の 葉 を 

附 して 採收 し， 不 熟に して 小なる もの は 之 を^, 斷 して 荷 造 を 行 ふ も. 田 中. 茂 木の 如き 大粒 種 は 

成 熱に 從ひ， 一 顋づ、 鋏 斷採收 すべ く， 元 來 肉す かにして 傷み 易き を 以て 採 收に當 り、 成 可く 丁 

寧 に 行 ふべ し。 直接 果面を 掌握す る 時 は 果寳の 茸 毛 剃 落 し、 外 觀を 損する が 故に 之 を 取扱 ふ 

もの は 總て枭 柄 を 握りて 直接 手 を觸れ ざる 樣に すべ し。 又採收 容器に は 多く 重 積す る こと 

な く， 淺 きもの を ^ ゆべ し。 

二、 荷 造 荷 造 法 は 品種 殊に 採收 法の 如何によ りて 異にする が 如 く， 房 州 地方に ありて は 在 

來の 品種 は 何れも フサ モギ と稱 して 朵漶に 四 五の 葉を附 して 垴斷 し， 果 實は葉 を 以て 包む. か 

如く 一 握り づ 、果を 上に し、 四 斗 樽の 如き 窑器を 川 ひ、 下 層より 順次 詰め込 み， 中 曆は反 對に果 

を 下 に し. 上 層 は W び 上 へ にして 樽の 內惻に 貧の 接觸 せざる 樣、 又 果實 の動搖 せざる 樣に成 

可く 密接 し， 艰 S の 上面に は 斬 紙 を 載 せ、 其、 上に 柔 かなる 草木 葉 等 を 詰 め， 鏡 蓋 を打篏 め， 以 て 

^送 せらる、 なり。 此重量 一 撙三貫 五. 百 ^乃至 貫 匁 二十 二 斤 入れ を 普通と す。 



杞 



枇 編 



お 



稍-改^せられ たる もの. g ち^ 形の 大な る もの は石汕 箱^に 二 C- 切り， 又は 三つ 切りの 箱に 軟 

か な る麥^ ： 等 を 敷き て， 其 上に 新 閗紙を 布 き， 其、 に荧を 以て 果を. 包む が 如く * を； 大 にし • 一 

め と し， 而 して 下に 布き たる 紙 を. 2： 部に 折返へ して 麥稃を 載せ. 蓋 をな して^お け を 行 ひ， 脱 

却せ ざる 樣緊裨 するな り。 此 重量 一 箱 八 九 百匁 五六 斤 を 普通と す。 

现今 改^せられ たる 大粒 種 は 前記の 如く 朵樹を 一 はに 垴斷 する ことなく、 其 熱度に 從ひ 一 顆 

づ 、順次 採收 せらる 、もの なれ ば、 石 油 箱 三つ 切り 又は 四つ切りの 淺き 容器 义は桃 箱の 如き 

もの を 川 ひお の 底部內 側に は 桃の 如く 麥藁を 以て 園 ひ、 新 閒紙を 布 き， 果 實は 一 々櫻 紙の 如き 

もの を 以て 包む か、 然 ら ざれば 一 列 毎に 軟 かなる 木 菜 若く は扑薬 を 以て^ 莨の 相 ^觸 わざる 

様に 區剡 をして 一 曆 詰めと な し、 其 布き たる 紙 を 折返へ し 上部に 麥稈 若く は 紙袋の 使 川に 堪 

へ ざ る もの を 載 せ， 蓋 を 被 ひ、 繩 を 以て 緊縛して 輸送 せらるな り。 大形 種 は 必す斯 の 如き 方法 

を 川 ひざる ベ からざる なり。 

第 九 章 病蟲害 

枇杷 は 其性强 健に して 瘠 地の 栽培に も堪 ゆる を 以て" 他の 果樹 類に 比して 病蟲の 被害 甚だ 少 

な く， 今 K 主な ろ もの を舉 ぐれ ば， 

一、 斑點病 

S" 九 a is S 害 ao£ 
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IK 九^ s« 害 五 六 



此 おは 本邦 到る 處に發 ^する ものにして • 

^ じ. 其 大 なる もの は徑 一 二分 輪廓 羽 かな 

きを 加へ、 遂に 褐色に 變 化せし め， 枯 死す る 

不规刖 なる 病 班を呈 す" 班 部 は 後に 小 

菌絲は 椠の組 微內に 蔓延し • 子殼は 球形 を 



無色の 胞子 を 牛； じ， 成 

【豫防 法】 

1 、日蔭 地の 排水 不良 

に 注 意 し. 空 氣 の 透 

二， 窒素肥料 を ii 約し 

す ヾ し。 

三. 被害 槳を 燒棄 する 

二、 

葉の 表面に 裼 色の 小 

すれば 灰祸 色と な. c、 

色 小粒 點を 撒.；？ す e 



熟する 時は孔 口より 

の處に 生育せ る 枇杷 

通 を 良好なら しむ ベ 

て、 燐酸 加 M 肥料 を 加 



先づ 枇杷 葉の 表面に 褐色 

り。 初め 二三の 小點を 生 

に 至る。 此病班 は 時に 相 

黑點 一 粒 を 現出す るに 至 

な し、 其 表面に 口 孔を表 は 

^出して 他に 傅^す る 



にして 圓^ なる 



する の. みな 

隣接せ る も 

り、 之 を顯徴 

し， 子 殼 中 に 

のな り o 



小 斑點を 

次第に 多 



合 



鏡 下に 窺 

無 數の椿 



$ あ 3 

多く 發 生す るを以 て， 成 可く 是 等の 地 を 避け • 

し 3 

川す ると 同時 に. 養 分の 缺乏 を來 たさ > る樣に 



は 勿 論、 時 々ボル ドウ 液 ん- 撒布す ベ し。 

灰 班 病 

名 Pestalczzi:i funmta- Perm, 

斑 點を生 じ、 後 ち 增 大して 不規刖 形 をな 

增大 融合して 全面に 及ぶ。 被^ 部に 凹 



せ る 

陷し 



點 と な り， 輪 

皺 縮 を 生じ. 



明かに. 

ち 其 & 



し て 

へ ば 

圓形 



剪定 

注意 



乾燥 



杷枇^ 



【豫防 法 1 

1 ぞ 發 や 前より お 實の成 熱 „1 お 一二三 囘三+ 式 ボル ドウ 液 を 撒布す ベ し。 

二. 被^^ は 集めて 燒栾 すべ し。 

=ー 白 紋羽病 (一名 根朽 病」 根 腐 病) 

此^ は n.l も 恐 るべき ものにし て. ^苹 果. 菊 萄. 其 他 大抵の^ 樹に 寄生して 被害 を逞 ふす ろ もの 

なり。 發お當 時 は 根 部に 發 牛-する も の なれ ば. 外 部より 容易に 知る こと 能 はざる も •，？：< 笫 に 勢 

り^へ て^ S 仲^ カ遲綏 し， m は 黄 色 を 帶 び， 遂 に 凋落して 枯死す るに 至る。 せ、 被^ 樹を堀 起 

して 根 部を檢 すれば 鬆根 は旣に 枯死 腐敗 し. 甚 しきに 至りて は 主根 も 枯死して 褐色 を呈 す。 

根の^ 面に は，：：： 色 をな せる 綿毛 或は 綿絲の 如き もの 纆铬 し. 一 部 は 地上に 現 はる 、に 至る。 

木. W は 主に 此系狀 態た る菌絲 により 他 根に 傳染 する ものにし て、 白 色の 菌絲體 は 次第に 褐色 

と な り. 遂 に喑 褐色に 變す るに 至る J 又 其 寄生 主 植物の 皮下 に 浸 入した る 菌絲束 は 遂に 火 小 

1 定 ならざる 黑 色の 菌種を 生 じ. 更 に 毛 狀の擔 子梗を 抽出 し. 暗 褐色の 徼を 生す るに 至る ベ し。 

斯の 如き 狀憨に 至れば 樹皮 は 枯死して 容易に 材 部より 剝脫 する に 至る。 

【豫防 法】 

1 、本^ は 極めて 蔓延し^ きもの なれば 病徴の 初期 は 成 可 く， 蔓 延に 先立ち 病樹 及び 隣接の 無 

病樹を 一 括して 其周阖 に深潢 を 穿 ち， 其 土 は 溝の 內 方に 堀り 上け て 健康 部と 遮斷 すべ し J 

11, 病 樹を發 見した る 時 は 根 部 を 露出して 空氣 に洒ら し、 表 面に 石灰乳 又は 硫黄華 を 撒布す ベ 

® 九 sf _s ft W 五 o 七 
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し o 

三. 被害 部 を 堀 起して 燒棄 し、 其 跡地に は 石灰 窒素の 如 さもの を 施し、 土と 混合して 消毒 をな す 

ベ し o 

rar 排 水 を 4£ 良に し. 水 分の 停帶 せざる 樣に 注意す ベ し。 

比 y こ は， 以上 述べ たる 外こ枇 にの 癍腫病 (Bacillus Ericl さ trya, Ilori, Bokllra.). 瘡 痂 病 (cladospori ョ n 

nerersecluisn Mont.). 赤 ^ 病 (colcopuccillia simplex Diet,) 等 ある も 被害 多 力ら す 

^ ^として 主なる もの は 象 鼻蟲. み の む し. 桑 か みきり. 桃 心 喰 蟲. 舟 形蛄蟖 • 赤 ^蛄蟖 等 あ る も 

其 經過. 豫防驅 除法 は 前述の 梨. 苹果. 桃 等の 部に 於て 夫れ ぐ 說明 せる を 以て 是を 省略 セり。 
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